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あ

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．藤岡信勝著「教科書が教えない東南アジア」扶桑社 ￥1,500＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活躍したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 アジアの宗教（Ⅰ）アジア各地で信じられている宗教を学び交流の仕方を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 アジアの宗教（Ⅱ）アジア各地で信じられている宗教を学び、交流の仕方を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 アジアの宗教（Ⅲ）アジア各地で信じられている宗教を学び、交流の仕方を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 リゾート開発：南の島で開発されるリゾートとその問題点を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 途上国観光：途上国における観光の経済的価値と失われるものを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 人身売買：なぜ人身売買が起こるのか、人身売買をしてどうするのかを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 アジアの世界遺産：なぜ欧州に世界遺産は偏在するのか、アジアの代表的な世界遺産
を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 麻薬問題：欧州では、なぜ、麻薬の取り締まりが緩和されつつあるのか考える 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 水問題：今まで、石油の奪い合いが戦争に発展したが、今後は水の奪い合いが戦争にな
るとなぜ言われるのか。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 アジア史：アジアのほとんどの国が植民地化されてしまった中で、なぜ、日本とタイだ
けが植民地化されなかったのか。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 ロングステイ：避暑、悲観などの気候や経済的理由などで居住地を変更する場合の課
題を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 東南アジア：政治経済や文化で注目されている国々を取り上げ、実態を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 貧困問題：貧困から起きる問題を取り上げ、解決策を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 白人略奪の歴史：アジアの資源、文化がどのように略奪されていったのかを考察され
る。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アジア観光論Ｂ（Asian Tourism Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀、世界はアジアを中心に大交流時代に突入する。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの人々の価値観や行動基準を学ぶ。

授業目標：
アジアの文化を学び、アジアの人々と交流ができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．御堂龍児著「風水の秘密」 ごま書房 ￥866＋税
⚒．大井功著「チベット文化を読み解く」 祥伝社￥780＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等。

学生へのアドバイス：
グローバルに活躍したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 アジアがわかる（Ⅰ）：アジアの政治体制やアジア民族を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 アジアがわかる（Ⅱ）：アジアの経済動向やアジアの貿易を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 アジアの女性たち：アジアの女性指導者、人身売買を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 イスラム文化：イスラム教徒の世界観や他の宗教との関係を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 仏教文化：輪廻転生、仏教の教えを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 ヒンドゥー教：カースト制度、サティ、ダウリ、幼児婚を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 ユダヤ文化：旧約聖書、バルフォア宣言、ユダヤ人を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 キリスト文化：新約聖書、宗教改革、キリスト教の矛盾を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 神道文化：穢れと差別、言霊、怨霊信仰、天皇崇拝を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 儒教文化：批林批孔、位牌のルーツ、忠孝一致を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 武士道：武士道と騎士道、名誉、切腹、内助の功を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 客 家：流浪の民、男女平等の中の貞女、客家系財閥などを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 風 水：陰陽五行、風水都市、五行早生などを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 チベット仏教：ダライ・ラマ14世、中道のアプローチを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アジア文化研究（Asian Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はアジアの時代と言われ、アジアを中心に世界が動き出す。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの人々の価値観や行動の基準を学ぶ。

授業目標：
アジアの文化を学び、アジアの人々と国際交流ができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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3

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．御堂龍児著「風水の秘密」 ごま書房 ￥866＋税
⚒．大井功著「チベット文化を読み解く」 祥伝社￥780＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活躍したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 アジアがわかる（Ⅰ）：アジアの政治体制やアジア民族を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 アジアがわかる（Ⅱ）：アジアの経済動向やアジアの貿易を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 アジアの女性たち：アジアの女性指導者、人身売買を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 イスラム文化：イスラム教徒の世界観や他の宗教との関係を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 仏教文化：輪廻転生、仏教の教えなどを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 ヒンドゥー教：カースト制度、サティ、ダウリ、幼児婚を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 ユダヤ文化：旧約聖書、バルフォア宣言、ユダヤ人を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 キリスト文化：新約聖書、宗教改革、キリスト教の矛盾を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 神道文化：穢れと差別、言霊、怨霊信仰、天皇崇拝を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 儒教文化：批林批孔、位牌のルーツ、忠孝一致を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 武士道：武士道と騎士道、名誉、切腹、内助の功を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 客 家：流浪の民、男女平等の中の貞女、客家系財閥を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 風 水：陰陽五行、風水都市、五行早生を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 チベット仏教：ダライ・ラマ14世、中道のアプローチを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アジア文化研究Ａ（Asian Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はアジアの時代と言われ、アジアを中心に世界が動き出す。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの人々の価値観や行動の基準を学ぶ。

授業目標：
アジアの文化を学び、アジアの人々と国際交流ができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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4

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．柴田明夫著「水戦争」 ￥760＋税
⚒．山下清海著「チャイナタウン」 丸善 ￥2,300＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
グローバルに活躍したい人、アジアを愛する人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 アジアの水問題：水不足と水汚染、地下水の危機、国際河川、水道の民営化を考察す
る。

事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 タクシンと国王：タクシン逃亡、クーデター、軍の利権を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 麻薬文化：阿片戦争、日本と阿片、マリファナと喫煙を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 人身売買：子供の誘拐、臓器売買、ペドファイルを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 アジアのリゾート：リゾート開発と観光文化を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 アジアの世界遺産：世界遺産リストの問題点を考察する。（アンコール・ワット、ター
ジマハルなど）

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 ロングステイ：日本人移民、シルバーコロンビア計画、海外ロングステイを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 途上国観光：途上国の観光資源、観光の波及効果を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 華 人：アリババ商法、プリブミ、ペラナカンなどを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 貧 困：物乞いと宗教、薬物依存、児童労働などを考察する。。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 白人略奪の歴史：マゼランの海賊行為、イエズス会と殺戮などを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 アジア史の真実：大英帝国とインド、日露戦争の意味を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 東南アジア史：経済発展、独立、開発独裁を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 チベット文化：文化的虐殺、結婚制度、葬儀を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 シンガポールの歴史と文化：クリーン＆グリーン、カジノを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アジア文化研究Ｂ（Asian Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はアジアの時代と言われ、アジアを中心に世界が動き出す。アジアの人々とのより良い交流のため、アジアの現状と課題を学ぶ。

授業目標：
アジアの課題を知り、解決策がわかる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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5

教本：
⚑．小田切博『キャラクターとは何か』筑摩書房 ￥735

参考文献：
⚑．津堅信之『アニメーション学入門』平凡社 ￥903

他授業中に適宜指示する。
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

平常点（40％）、小テスト・レポート等（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ先入観をもたずにきてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 アニメーションの現状 事前：なし
事後：なし 講義

2 「アニメ」とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 「アニメ」とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

4 メディアとしてのアニメ 事前：なし
事後：なし 講義

5 メディアとしてのアニメ 事前：なし
事後：なし 講義

6 戦後アニメ史 事前：なし
事後：なし 講義

7 戦後アニメ史 事前：なし
事後：なし 講義

8 戦後アニメ史 事前：なし
事後：なし 講義

9 戦後アニメ史 事前：なし
事後：なし 講義

10 戦後アニメ史 事前：なし
事後：なし 講義

11 マーチャンダイズ 事前：なし
事後：なし 講義

12 マーチャンダイズ 事前：なし
事後：なし 講義

13 周辺文化 事前：なし
事後：なし 講義

14 周辺文化 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ、総論 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アニメーション研究（Cartoon Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小田切 博

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「アニメ」というメディアの具体的な仕組みから、テクノロジー。産業、釈迦雨滴受容の変化など、その文化としてのあり方を多角的に検証する。

授業目標：
「アニメ」とは何か、「アニメ」がどう社会と関係しているかを具体的に考えてもらうことを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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6

新規

教本：
なし

参考文献：
松田素二編『アフリカ社会を学ぶ人のために』世界思想社、2014年、

￥2,300＋税
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：シラバス確認
事後：配付資料・ノート復習 講義

2 人類の誕生、「アフリカ起源」説、進化 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

3 世界拡散、外見の違い 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

4 食料獲得と暮らし方：狩猟採集、牧畜、農耕、デジタル革命 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

5 親族、親子、婚姻のかたち 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

6 古王国、「非」文字社会の歴史 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

7 小まとめ 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

8 「大航海時代」、「奴隷貿易」 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

9 「植民地支配」、アフリカの分割、「民族」の創出 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

10 土着宗教、世界宗教 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

11 アフリカ諸国の独立、南アフリカのアパルトヘイト 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

12 「民族」紛争、「宗教」対立の背後にあるもの 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料・ノート復習
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アフリカ文化研究（Introduction to African Culture & Society） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 世界史、地理の基礎知識が必要です。

授業概要：
人類は700万年前にアフリカで誕生したと言われています。約20万年前に誕生したホモ・サピエンスが世界に拡散していったのが⚕万年前です。アフリ

カは数百万年間先進地域でした。本授業では、アフリカの歴史、他地域との関係、人々の社会と文化について学びます。アフリカ社会、あなたとアフリカ
の人々、日本とアフリカ諸国の関係を捉え直すための知識と態度を養ってください。
授業目標：
⚑．アフリカの歴史を学ぶ
⚒．ステレオタイプなイメージとアフリカの現実の間の差について学ぶ
⚓．アフリカ社会を捉え直す
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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7

教本：
なし

参考文献：
松田素二編『アフリカ社会を学ぶ人のために』世界思想社、2014年、

￥2,300＋税
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：シラバス確認
事後：配付資料・ノート復習 講義

2 人類の誕生、「アフリカ起源」説、進化 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

3 世界拡散、外見の違い 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

4 食料獲得と暮らし方：狩猟採集、牧畜、農耕、デジタル革命 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

5 親族、親子、婚姻のかたち 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

6 古王国、「非」文字社会の歴史 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

7 小まとめ 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

8 「大航海時代」、「奴隷貿易」 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

9 「植民地支配」、アフリカの分割、「民族」の創出 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

10 土着宗教、世界宗教 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

11 アフリカ諸国の独立、南アフリカのアパルトヘイト 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

12 「民族」紛争、「宗教」対立の背後にあるもの 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料・ノート復習
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アフリカ文化研究Ａ（Introduction to African Culture & Society A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 世界史、地理の基礎知識が必要です。

授業概要：
人類は700万年前にアフリカで誕生したと言われています。約20万年前に誕生したホモ・サピエンスが世界に拡散していったのが⚕万年前です。アフリ

カは数百万年間先進地域でした。本授業では、アフリカの歴史、他地域との関係、人々の社会と文化について学びます。アフリカ社会、あなたとアフリカ
の人々、日本とアフリカ諸国の関係を捉え直すための知識と態度を養ってください。
授業目標：
⚑．アフリカの歴史を学ぶ
⚒．ステレオタイプなイメージとアフリカの現実の間の差について学ぶ
⚓．アフリカ社会を捉え直す
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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8

教本：
なし

参考文献：
松田素二編『アフリカ社会を学ぶ人のために』世界思想社、2014年、

￥2,300＋税
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：シラバス確認
事後：配付資料・ノート復習 講義

2 人類史から見たアフリカ：人類誕生と「先進」地域 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

3 アフリカの困難：コロニアリズム（植民地主義）、独立 事前：世界史
事後：配付資料・ノート復習 講義

4 アフリカの困難：ポストコロニアリズム、紛争 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

5 アフリカの困難：「開発援助」の問題 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

6 アフリカの困難：「介入」の問題 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

7 アフリカの力 歴史、多文化、資源、若さ 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

8 アフリカの力：太鼓言葉、マルチリンガル（多言語話者） 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

9 アフリカの力：ポピュラーアート（ダンス、音楽、シネマ） 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

10 アフリカの力：ポピュラーアート（ダンス、音楽、シネマ） 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

11 小まとめ：アフリカの光と影 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

12 協定校を知ろう：モロッコ、セネガル 事前：
事後：配付資料・ノート復習 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料・ノート復習
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アフリカ文化研究Ｂ（Introduction to African Culture & Society B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 世界史、地理の基礎知識が必要です。アフリカ文化研究Ａを修得していることが望ましい。

授業概要：
人類は700万年前にアフリカで誕生したと言われています。約20万年前に誕生したホモ・サピエンスが世界に拡散していったのが⚕万年前です。アフリ

カは数百万年間先進地域でした。本授業では、アフリカの歴史と困難、そして潜在力について学びます。アートや音楽やダンス、松蔭大学の協定校につい
ても紹介します。アフリカの人々を共に生きる友人としてみる態度と知識を養ってください。
授業目標：
⚑．アフリカの歴史を学ぶ
⚒．アフリカの多様性を学ぶ
⚓．アフリカの困難と潜在力を学ぶ
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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9

教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、授業参加状況、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようＱ＆Ａの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：―
事後：― 講義

2 アメリカ観光の概要⚑、まとめ、WS(注) 事前：予習
事後：復習 講義

3 アメリカ観光の概要⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 アメリカの交通産業⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 アメリカの交通産業⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 アメリカの宿泊産業⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 アメリカの宿泊産業⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 アメリカの旅行産業、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 アメリカのコンベンション産業、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 アメリカの連邦・州・市の観光政策、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 アメリカの観光資源、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 事例研究：ビッグアップルグリーター協会、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 事例研究：ラスベガスとオーランド、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 事例研究： ロードスカラーとAARP、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 前期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリカ観光論Ａ（Tourism in the United States A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
アメリカは観光の分野においてもその規模、先進性において常に他国をリードしてきた観光大国。アメリカで起こったことは他国でも起こることが少な

くない。このためアメリカ観光論Ａでは下記の授業計画のとおり交通、宿泊、旅行、コンベンションの各産業、連邦や州や市の観光政策、自然保護、歴史
遺産の保護などについて幅広く学ぶ。
授業目標：

観光の分野においても世界の最先端を走る米国の観光について学び、理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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10

教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、授業参加状況、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようＱ＆Ａの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：―
事後：― 講義

2 アメリカの国内観光⚑、まとめ、WS(注) 事前：予習
事後：復習 講義

3 アメリカの国内観光⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 アメリカのインバウンド観光⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 アメリカのインバウンド観光⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 アメリカのアウトバウンド観光⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 アメリカのアウトバウンド観光⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 アメリカの旅行メディア、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 アメリカの観光政策⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 アメリカの観光政策⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 アメリカの観光資源⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 アメリカの観光資源⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 アメリカのまちづくり、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 ブランソンとナッシュビル、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 後期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリカ観光論Ｂ（Tourism in the United States B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
アメリカは観光の分野においてもその規模、先進性においても常に他国をリードしてきた観光大国である。アメリカで起こったことは他国でも起こるこ

とが少なくない。このためアメリカ観光論Ｂでは下記の授業計画のとおりアメリカ観光論Ａでカバーしきれなかったテーマについてもカバーする。

授業目標：
観光の分野においても世界の最先端を走る米国の観光について学び、理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本：
「The Americans :The Democratic Experience」 Daniel Boorstin著
ほか随時指定。

参考文献：
「アメリカの社会と政治」五十嵐武士他 有斐閣 ￥2,500
他、随時プリント配布。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
アメリカに持つイメージを、多面的で正確な知識と視点を得て是正していくこと。そのプロセスが授業と言えます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：
事後： 講義

2 アメリカ概論 事前：
事後： 講義

3 アメリカ史以前 事前：レポート
事後： 講義

4 アメリカ史前期 事前：
事後： 講義

5 アメリカ史後期 事前：
事後： 講義

6 アメリカ史後期 事前：
事後： 講義

7 民族と人種 事前：
事後：レポート 演習

8 言語と言語文化 事前：
事後：レポート 演習

9 移民史前期 事前：
事後： 講義

10 移民史後期 事前：
事後： 講義

11 移民史における日系人 事前：
事後：レポート 演習

12 テーマ研究：テーマ設定 事前：レポート
事後： 演習

13 テーマ研究：研究方法 事前：レポート
事後： 演習

14 テーマ研究発表 事前：レポート
事後： 演習

15 まとめと展望 事前：レポート
事後： 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリカ文化研究（American Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論か異文化共生論

そ の 他 異文化コミュニケーションの基礎理論を踏まえていることが望ましい。

授業概要：
アメリカの歴史をたどり、メディアの発達との関係にも着目しながら、人種、ジェンダー、宗教などの様々な領域、また地域、都市、州、連邦など異な

った区分から、アメリカを多面的に観察し、理解する。

授業目標：
日本にとって身近な国であるアメリカが、その成立から異なっている点が多くあることを理解し、その歴史や社会を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
The Americans: The Democratic Experience Daniel Boorstin 著 他、随時指定。

参考文献：
「アメリカの社会と政治」五十嵐武ほか著、随時プリント配布。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（70％）、レポート、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
アメリカに関するニュースに日ごろより注意を向けておく。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 アメリカ概論 事前：なし
事後：なし 講義

3 アメリカ史以前 事前：レポート
事後：なし 講義

4 アメリカ史前期 事前：なし
事後：なし 講義

5 アメリカ史中期 事前：なし
事後：なし 講義

6 アメリカ史後期 事前：なし
事後：なし 講義

7 民族と人種 事前：なし
事後：レポート 演習

8 言語と言語文化 事前：なし
事後：レポート 演習

9 移民史前期 事前：なし
事後：レポート 演習

10 移民史後期 事前：なし
事後：なし 講義

11 移民史における日系史 事前：なし
事後：なし 演習

12 テーマ研究：テーマ設定 事前：なし
事後：レポート 演習

13 テーマ研究：研究方法 事前：レポート
事後：なし 演習

14 テーマ研究発表 事前：レポート
事後：なし 演習

15 まとめと展望 事前：レポート
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリカ文化研究Ａ（American Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
アメリカの歴史を辿り、メディアの発達との関係にも着目しながら、人種、ジェンダー、宗教などの様々な領域、また地域、都市、州、連邦など異なっ

た区分から、アメリカを多面的に観察し、理解する。

授業目標：
日本にとって身近な国であるアメリアが、その成立から異なっていることを理解し、その歴史や社会を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
物語アメリカの歴史 猿谷要著 （中公新書860円）ほか随時指定。

プリント配布。

参考文献：
「世界史年表地図」吉川弘文館 1,300円
他、随時プリント配布。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
アメリカに持つ固定したイメージを破っていく。正確な知識を得て、新しい視点を切り開いていく姿勢を持ちたい。日本人が国際化されていく過程やそ

の問題などを、日系史を通じて知りえるかもしれない。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 アメリカの移民概論 事前：
事後： 講義

2 新移民たちと理由 事前：
事後： 講義

3 社会改革の道のり 事前：レポート
事後： 講義

4 ア第二次金ピカ時代と人種 事前：
事後： 講義

5 ハーレムとアフリカ系の文化 事前：
事後： 講義

6 真珠湾への道 事前：
事後： 講義

7 日系人と日本人 事前：
事後：レポート 演習

8 第二次大戦と日系アメリカ人 事前：
事後：レポート 演習

9 冷戦時代 事前：
事後： 講義

10 アメリカの生活文化 事前：
事後： 講義

11 平等への戦いとアフリカ系アメリカ人 事前：
事後：レポート 講義

12 50、60、70年代のアメリカとアジア系アメリカ人 事前：レポート
事後： 講義

13 テーマ研究とその研究方法 事前：レポート
事後： 演習

14 テーマ研究発表 事前：レポート
事後： 演習

15 まとめと展望 事前：レポート
事後： 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) アメリカ文化研究Ｂ（American Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論か異文化共生論、アメリカ研究A

そ の 他 異文化コミュニケーションの基礎理論を踏まえており、アメリカ概論を知っていることを望む。

授業概要：
アメリカの移民たちの歴史を主に日系史をたどりながら知り、アメリカの社会と文化の発展と変容に注目する。

授業目標：
日本にとって身近な国であるアメリカが、その成立から異なっていることを移民史に焦点をあてながら理解する。移民史の中に、明治元年から始まった

日系アメリカ人の移民の歴史や社会、文化があることを知り、現代アメリカと日本の現在を洞察する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
深澤伸幸著「ヒューマンエラーの心理学入門 発生過程の理解と対策 」

(杏林舎）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には、受験しても評価しないこととする。授業は教科書とパワーポイントを用いた講義に加え、グループワークを行う

ので欠席しないことを希望する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 心理学史とヒューマンエラーの言葉の誕生 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 事故・労働災害の原因としてのヒューマンエラー事例 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 ヒューマンエラーの定義・発生形態、内部情報処理過程 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 事故・労働災害発生件数の推移、企業経営者の判断錯誤 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 ヒューマンエラーの研究方法、事故分析実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

7 人間行動の仕組み、心理学と行動モデル 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 人間行動のモデル化を進める方法、人間行動モデル化の準備 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9･10･11 グループ討議法、人間行動モデル図の作成 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

12 グループごとに作成された人間行動モデル図の発表 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

13 視知覚の働き・特性 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 視覚探索行動の働き・特性 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 両方

授業科目(英文) 安全心理学Ａ（Psychology of Safety, Phase A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 心理学Ⅰ及び心理学Ⅱを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
日常生活やアルバイト中に起こすミスやエラー行動の発生の仕組みを理解し、これらの発生を未然に防ぐ対策までを安全心理学Ａ及びＢを通じて学ぶ。

とくに安全心理学Ａでは、ミスやエラーを起こす人間行動の仕組みを講義とグループ作業とを通じ、心理学の知識を用いて理解する。理解を進めていく過
程で、既存の心理学の基礎的な事項を復習する。
授業目標：

安全心理学Ａでは、既存の心理学に関する用語が正確に使用できると共に、行動の生起に関わる諸機能の働きとそれらの関連が理解でき、かつ行動の発
露に至る心の働きを図示できるまでを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
深澤伸幸著「ヒューマンエラーの心理学入門 発生過程の理解と対策 」

(杏林舎）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には、受験しても評価しないこととする。授業は教科書とパワーポイントを用いた講義に加え、グループワークを行う

ので欠席しないことを希望する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 記憶誤りから生じる事故事例 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 記憶とは何か、エビングハウスの記憶実験、系列位置効果 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

4 記憶の仕組みと構造 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 知っている記憶、覚えている記憶、忘却の仕組み 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 注意、不注意、注意の構造 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 注意の持続時間 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 エラーを招く生理的要因、サーカディアンリズムと事故発生 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 個人毎のエラー行動の防止対策 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 職場としての事故防止対策、職場安全風土醸成プログラム 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 各人が起こしたエラー行動を記述、分析、再発防止策作成 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12･13･14 レポート作成、添削指導 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 両方

授業科目(英文) 安全心理学Ｂ（Psychology of Safety, Phase B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 安全心理学Ａ、心理学Ⅰ及び心理学Ⅱを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
日常生活やアルバイト中に起こすミスやエラー行動の発生の仕組みを理解し、これらの発生を未然に防ぐ対策までを安全心理学Ａ及びＢを通じて学ぶ。

とくに安全心理学Ｂでは、ミスやエラーを引き起こす原因となる、我々が日常行っている認知における判断・予測のあり方、記憶の構造、睡眠やサーカデ
ィアンリズムを学び、ミスやエラー行動を分析できる知識の獲得を目指す。
授業目標：

安全心理学Ｂでは、安全心理学Ａで学んだ人間行動の仕組みを展開し、実際に各人が起こしたミスやエラー行動を各人で記述し、これを心理学の知識を
用いて分析することに加え、再発防止策を立てることが出来るまでを最終の到達目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用せず、適宜プリントを配布する。

参考文献：
授業中に適宣資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、レポート（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に臨んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方についての説明 事前：シラバスの熟読
事後：授業の復習 講義

2 ⚔つの国 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

3 湖水地方 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

4 ストラッドフォード・アポン・エイボン 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

5 ロンドン 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

6 ウェセックス 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

7 ウインチェスター 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

8 オックスブリッジ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

9 コッツウォルズ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

10 カンタベリー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

11 マンチェスター 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

12 シャーロック・ホームズ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

13 グラストンヴェリー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

14 ヨークシャー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

15 ノッテンガム 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) イギリス文化研究（English Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
授業では、イギリスの文化を文学・自然・風土・伝説などのテーマごとに考察し、異文化への理解を図る。イギリスの文化をより深く理解するために、

映像による作品鑑賞や原書講読を行う。

授業目標：
多様性に富んだイギリスの文化を、歴史的・社会的・文化的に様々な角度から学ぶことによって、異なる文化を理解し、受容する態度を習得することを

目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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い

教本：
テキストは使用せず、適宜プリントを配布する。

参考文献：
授業中に適宣資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、レポート（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に臨んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方についての説明 事前：シラバスの熟読
事後：授業の復習 講義

2 ⚔つの国 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

3 湖水地方 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

4 ストラッドフォード・アポン・エイボン 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

5 ロンドン 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

6 ウェセックス 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

7 ウインチェスター 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

8 オックスブリッジ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

9 コッツウォルズ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

10 カンタベリー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

11 マンチェスター 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

12 シャーロック・ホームズ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

13 グラストンヴェリー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

14 ヨークシャー 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

15 ノッテンガム 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) イギリス文化研究Ａ（English Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
授業では、イギリスの文化を文学・自然・風土・伝説などのテーマごとに考察し、異文化への理解を図る。イギリスの文化をより深く理解するために、

映像による作品鑑賞や原書講読を行う。

授業目標：
多様性に富んだイギリスの文化を、歴史的・社会的・文化的に様々な角度から学ぶことによって、異なる文化を理解し、受容する態度を習得することを

目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用せず、適宜プリントを配布する。

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、積極的に授業に臨んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方と評価方法についての説明 事前：シラバスの熟読
事後：授業の復習 講義

2 Chapter 11 Sherlock Holms 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

3 Chapter 12 Glastonbury 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

4 Chapter 13 Liverpool 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

5 Chapter 14 The Potteries(The Midlands) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

6 Chapter 15 Yorkshire(Harworth) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

7 Chapter 15 Yorkshire(Harworth) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

8 映像による作品鑑賞 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

9 Chapter 16 Nottingham(Sherwood Forest) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

10 Chapter 17 Edinburgh：The Athens of the North 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

11 Chapter 17 Edinburgh：The Athens of the North 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

12 Chapter 18 Scotch Whisky(Scotland) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

13 Chapter 19 Dublin(The Republic of Ireland) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

14 Chapter 20 Irish-American(Ireland) 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

15 まとめ 事前：前時間の授業の復習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) イギリス文化研究Ｂ（English Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
授業ではイギリスの文化を、文学・自然・風土・伝説などのテーマごとに探索し、併せて時代背景や社会状況を解説します。
文化を深く理解するために、映像による作品鑑賞や文学作品の原書の講読などを行います。

授業目標：
イギリスの文化を概観し、イギリスの文化を通して異文化理解を図ることを授業の目標にします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じてプリント配布。

参考文献：
⚑．異文化コミュニケーション入門 池田理知子・E. M. クレーマ著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席は必須。講義のノートは怠らないように。理解力と考える力を養いましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 自己とは何か⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

3 自己とは何か⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

4 自文化を考える 事前：なし
事後：なし 講義

5 自己と他者⚑ 事前：レポート
事後：なし 講義

6 自己と他者⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

7 異なる文化を考える 事前：なし
事後：なし 講義

8 時間と文化 事前：なし
事後：なし 講義

9 時間を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

10 空間と文化 事前：なし
事後：なし 講義

11 空間を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

12 空間を考える⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

13 グローバル社会を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

14 グローバル社会を考える⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化共生論（Intercultural Understanding） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論

そ の 他 なし

授業概要：
地球という私たちの居場所には、異なった言語、民族、宗教、政治、社会が存在している。近来の目覚ましい情報の発達にうより、地球は狭くなったと

言われるが、その反面、誤解や無理解が増幅し、亀裂を生むことが少なくない。異なった文化をお互いに理解し、生かし、共存、共生していく知恵や方法
を学ぶ。
授業目標：

自己とは何か。自己と他者、自文化と異なる文化の違いや共通性を認識して、共生への道を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じてプリント配布。

参考文献：
⚑．異文化コミュニケーション入門 池田理知子・E. M. クレーマ著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席は必須。講義のノートは怠らないように。理解力と考える力を養いましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 自己とは何か⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

3 自己とは何か⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

4 自文化を考える 事前：なし
事後：なし 講義

5 自己と他者⚑ 事前：レポート
事後：なし 講義

6 自己と他者⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

7 異なる文化を考える 事前：なし
事後：なし 講義

8 時間と文化 事前：なし
事後：なし 講義

9 時間を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

10 空間と文化 事前：なし
事後：なし 講義

11 空間を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

12 空間を考える⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

13 グローバル社会を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

14 グローバル社会を考える⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化共生論Ⅰ（Intercultural Understanding Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論

そ の 他 なし

授業概要：
地球という私たちの居場所には、異なった言語、民族、宗教、政治、社会が存在している。近来の目覚ましい情報の発達にうより、地球は狭くなったと

言われるが、その反面、誤解や無理解が増幅し、亀裂を生むことが少なくない。異なった文化をお互いに理解し、生かし、共存、共生していく知恵や方法
を学ぶ。
授業目標：

自己とは何か。自己と他者、自文化と異なる文化の違いや共通性を認識して、共生への道を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じてプリント配布。

参考文献：
⚑．異文化コミュニケーション入門 池田理知子・E. M. クレーマ著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席は必須。講義のノートは怠らないように。理解力と考える力を養いましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 言語を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

3 言語を考える2 事前：レポート
事後：なし 講義

4 言語と文化を考える 事前：なし
事後：なし 講義

5 異文化体験を考える⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

6 異文化体験を考える⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

7 異文化体験を考える⚓ 事前：なし
事後：なし 講義

8 他者へのまなざし 事前：なし
事後：なし 講義

9 自分へのまなざし 事前：なし
事後：なし 講義

10 国際化を考える⚑ 事前：レポート
事後：なし 講義

11 国際化を考える⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

12 国際化と地域 事前：レポート
事後：なし 講義

13 考察とディスカッション⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

14 考察とディスカッション⚒ 事前：レポート
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化共生論Ⅱ（Intercultural Understanding Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化共生論Ⅰ または 異文化共生論

そ の 他 なし

授業概要：
地球という私たちの居場所には、異なった言語、民族、宗教、政治、社会が存在している。近来の目覚ましい情報の発達にうより、地球は狭くなったと

言われるが、その反面、誤解や無理解が増幅し、亀裂を生むことが少なくない。異なった文化をお互いに理解し、生かし、共存、共生していく知恵や方法
を学ぶ。
授業目標：

自己とは何か。自己と他者、自文化と異なる文化の違いや共通性を認識して、共生への道を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』（石井敏、久米昭元 他著

有斐閣選書）

参考文献：
『異文化コミュニケーションキーワード』（古田暁、石井敏、ほか著 有斐閣

選書）その他、適宣、資料やディスカッション材料を配布する。
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内（小テスト、レポート、ディスカッションを含む）の学習状況（60％）と、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席が大前提で、ノートをしっかりとりましょう。理解する力を見ます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 文化とは何か 事前：レポート
事後：なし 講義

3 文化の構成要素 事前：なし
事後：なし 講義

4 文化、異文化への視点 事前：なし
事後：なし 講義

5 異文化体験の具体例報告 事前：なし
事後：なし 講義

6 異文化体験と文化多様性への視点 事前：なし
事後：なし 講義

7 異文化体験と異文化交流への意義 事前：レポート
事後：なし 講義

8 カルチャーショックと文化摩擦 事前：なし
事後：なし 講義

9 異文化とコミュニケーション 事前：なし
事後：なし 講義

10 文化のステレオタイプ 事前：レポート
事後：なし 講義

11 ステレオタイプと偏見 事前：なし
事後：なし 講義

12 同化、異化、アイデンティティ 事前：レポート
事後：なし 講義

13 文化とコンテキスト 事前：なし
事後：なし 講義

14 文化とコンテキストとコミュニケーション 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化コミュニケーション論（Intercultural Communication） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
異文化理解のためのキーワードを示しながら、テーマごとにディスカッションし、そのプロセスの中から異文化コミュニケーションの基礎的な理論を学

ぶ。多様な文化的背景を持った人々の体験を通じて、彼らとの交流に重きを置き、文化の多様性や異文化交流の意義について体験的に理解、学習する。

授業目標：
人を最小の文化単位として捉え、異文化を理解しようとする際の基盤となる考え方を学ぶ。文化とは何か、異文化をどうとらえるかを、多様な文化背景

を持った人々の体験を掘り起こし、彼らとの交流をテーマとし学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』（石井敏、久米昭元 他著

有斐閣選書）

参考文献：
『異文化コミュニケーションキーワード』（古田暁、石井敏、ほか著 有斐閣

選書）その他、適宣、資料やディスカッション材料を配布する。
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内（小テスト、レポート、ディスカッションを含む）の学習状況（60％）と、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席が大前提で、ノートをしっかりとりましょう。理解する力を見ます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 文化とは何か 事前：レポート
事後：なし 講義

3 文化の構成要素 事前：なし
事後：なし 講義

4 文化、異文化への視点 事前：なし
事後：なし 講義

5 異文化体験の具体例報告 事前：なし
事後：なし 講義

6 異文化体験と文化多様性への視点 事前：なし
事後：なし 講義

7 異文化体験と異文化交流への意義 事前：レポート
事後：なし 講義

8 カルチャーショックと文化摩擦 事前：なし
事後：なし 講義

9 異文化とコミュニケーション 事前：なし
事後：なし 講義

10 文化のステレオタイプ 事前：レポート
事後：なし 講義

11 ステレオタイプと偏見 事前：なし
事後：なし 講義

12 同化、異化、アイデンティティ 事前：レポート
事後：なし 講義

13 文化とコンテキスト 事前：なし
事後：なし 講義

14 文化とコンテキストとコミュニケーション 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化コミュニケーション論Ⅰ（Intercultural Communication Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
異文化理解のためのキーワードを示しながら、テーマごとにディスカッションし、そのプロセスの中から異文化コミュニケーションの基礎的な理論を学

ぶ。多様な文化的背景を持った人々の体験を通じて、彼らとの交流に重きを置き、文化の多様性や異文化交流の意義について体験的に理解、学習する。

授業目標：
人を最小の文化単位として捉え、異文化を理解しようとする際の基盤となる考え方を学ぶ。文化とは何か、異文化をどうとらえるかを、多様な文化背景

を持った人々の体験を掘り起こし、彼らとの交流をテーマとし学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じてプリント配布。

参考文献：
⚑．「はじめて学ぶ異文化コミュニケーション」石井敏ほか著 有斐閣選書
⚒．「異文化コミュニケーション」古田暁監修 有斐閣選書など

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席が大前提で、ノートをしっかりとりましょう。理解する力を見ます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 事前：なし
事後：なし 講義

2 文化とコミュニケーション⚑ 事前：レポート
事後：なし 講義

3 文化とコミュニケーション⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

4 言語コミュニケーション⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

5 言語コミュニケーション⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

6 非言語コミュニケーション⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

7 非言語コミュニケーション⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

8 個人内コミュニケーション⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

9 個人内コミュニケーション⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

10 カルチャーショックと文化適応⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

11 カルチャーショックと文化適応⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

12 文化論⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

13 文化論⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

14 文化論を超えて 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化コミュニケーション論Ⅱ（Intercultural Communication Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーションⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
異文化を理解する際の、もっとも土台となる異文化コミュニケーションの考え方を学ぶ。異文化理解のためのキーワードを示し、その概念を理解する。

授業目標：
異文化コミュニケーションの基礎的な理論を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
住原則也他著『異文化の学びかた・描き方』世界思想社、￥1,800＋税。
その他は随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：配布資料 講義

2 人類の誕生、移動、出会い 事前：世界史（先史時代）
事後：配布資料 講義

3 文明の交差点としてのオリエント（中東） 事前：世界史（古代～中世）
事後：配布資料 講義

4 「アラビアンナイト」の形成 事前：
事後：配布資料 講義

5 「アラビアンナイト」の展開 事前：
事後：配布資料 講義

6 大航海時代～植民地主義 事前：世界史（中世）
事後：配布資料 講義

7 「オリエンタリズム」と「ジャポニズム」 事前：日本史
事後：配布資料 講義

8 「身体技法」 事前：なし
事後：配布資料 講義

9 課題レポート説明、事例紹介 事前：
事後：配布資料 講義

10 「日本人論」 事前：
事後：配布資料 講義

11 「グローバリズム」 事前：
事後：配布資料 講義

12 映像授業 事前：
事後：レポート作成 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ授業 事前：配付資料・ノート確認
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化論（Cross Culture Theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 世界史と日本史の基礎知識が必要です。

授業概要：
この授業では、異なる集団がどのように出会い、関わり合い、描かれてきたのかを学びます。①毎回授業の最後15分を使ってリアクションペーパー（授

業を受けて考えたこと）を書いてもらいます。②課題レポートでは、授業で学んだことをもとに、日常生活についてまとめてもらいます。発表、質疑応答
の機会も設けています。③定期試験は持込み不可です。
授業目標：
⚑．異文化理解に必要な姿勢、視点、概念を理解する。
⚒．授業で学んだことを自分の日常生活に実践できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
住原則也他著『異文化の学びかた・描き方』世界思想社、￥1,800＋税。
その他は随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：配布資料 講義

2 人類の誕生、移動、出会い 事前：世界史（先史時代）
事後：配布資料 講義

3 文明の交差点としてのオリエント（中東） 事前：世界史（古代～中世）
事後：配布資料 講義

4 「アラビアンナイト」の形成 事前：
事後：配布資料 講義

5 「アラビアンナイト」の展開 事前：
事後：配布資料 講義

6 大航海時代～植民地主義 事前：世界史（中世）
事後：配布資料 講義

7 「オリエンタリズム」と「ジャポニズム」 事前：日本史
事後：配布資料 講義

8 「身体技法」 事前：なし
事後：配布資料 講義

9 課題レポート説明、事例紹介 事前：
事後：配布資料 講義

10 「日本人論」 事前：
事後：配布資料 講義

11 「グローバリズム」 事前：
事後：配布資料 講義

12 映像授業 事前：
事後：レポート作成 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ授業 事前：配付資料・ノート確認
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化論Ⅰ（Cross Culture Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他 世界史と日本史の基礎知識が必要です。

授業概要：
この授業では、異なる集団がどのように出会い、関わり合い、描かれてきたのかを学びます。①毎回授業の最後15分を使ってリアクションペーパー（授

業を受けて考えたこと）を書いてもらいます。②課題レポートでは、授業で学んだことをもとに、日常生活についてまとめてもらいます。発表、質疑応答
の機会も設けています。③定期試験は持込み不可です。
授業目標：
⚑．異文化理解に必要な姿勢、視点、概念を理解する。
⚒．授業で学んだことを自分の日常生活に実践できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-01  Page 27 19/03/15 15:38

27

教本：
なし

参考文献：
『異文化の学びかた・描き方』住原則也他著、世界思想社、￥1,800＋税。
その他は随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：配布資料 講義

2 歴史を学ぶ：人類史 事前：
事後：配布資料 講義

3 歴史を学ぶ：東アジアの歴史 事前：
事後：配布資料 講義

4 日本の中の異文化：外国人 事前：
事後：配布資料 講義

5 日本の中の異文化：先住民族アイヌ 事前：
事後：配布資料 講義

6 大学周辺の異文化：厚木市の歴史 事前：
事後：配布資料 講義

7 大学周辺の異文化：街を歩く 事前：地図
事後： 講義

8 組織の中の異文化：異文化トレーニング 事前：
事後：配布資料 講義

9 組織の中の異文化：世代、性、障がい 事前：
事後：配布資料 講義

10 課題レポート、事例紹介 事前：
事後：配布資料 講義

11 身体と異文化：手話 事前：
事後：配布資料 講義

12 身体と異文化：見る文化と触る文化 事前：
事後：配布資料 講義

13 レポート作業 事前：レポート作成
事後：

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料・ノート確認
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 異文化論Ⅱ（Cross Culture Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 異文化論Ⅰを修得、あるいは同時履修。

そ の 他

授業概要：
日本の中の異文化に焦点を当てます。①毎回授業の最後15分を使ってリアクションペーパー（授業を受けて考えたこと）を書いてもらいます。②課題レ

ポートでは、授業で学んだことをもとに、日常生活についてまとめてもらいます。発表、質疑応答の機会も設けています。③定期試験は持込み不可です。

授業目標：
⚑．異文化の視点で、自文化を捉え直すことができる。
⚒．授業で学んだことを日常生活に実践・応用できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。必要に応じて資料を配布する。

参考文献：
講義の中で適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、課題・レポート等（70％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で、参考文献や資料を指示・配布するので、読んで予習復習することを希望します。

オフィスアワー：
毎回の授業終了後。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 はじめに インターネット上のコミュニケーションとは 事前：シラバスを読む
事後：授業で指示する 講義

2 コミュニケーションの種類 テキストとビジュアルオーディオ、同期と非同期 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

3 リアルとバーチャル 行動と心理 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

4 Computer-Mediated Communication (CMC) 行動的な側面 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

5 Computer-Mediated Communication (CMC) 認知的な側面 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

6 Computer-Mediated Communication (CMC) 感情的な側面 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

7 Computer-Mediated Communication (CMC) 性差、文化差、年代差‐ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

8 インターネット上のコミュニティ Sense of community 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

9 インターネット上のコミュニティ Social presence 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

10 ケータイコミュニケーション 携帯電話とPCは違うのか 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

11 応用 感情的なトラブルはなぜ起こるか 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

12 応用 ｅラーニングの中のCMC 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

13 応用 CMCを利用する不登校支援 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

14 応用 より良いCMCツールをデザインする 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

15 まとめ CMCの理論のまとめと今後のCMC 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) インターネット心理学（Psychology of the Internet） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 加藤 尚吾

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、特にコンピュータを媒介するコミュニケーション（Computer-Mediated Communication (CMC)）に関する研究から、インターネット上での

コミュニケーションの特徴に関して理解を深める。さらに、私たちが陥りやすいインターネット上での感情的なトラブルや、ｅラーニング、不登校支援な
どの応用面に関しても考え、インターネットにおける心理面についての理解を深める。
授業目標：

コンピュータを媒介するコミュニケーション（Computer-Mediated Communication（CMC）の心理面について理解し、CMCを適切に用いることができる
ことを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じて資料を配布する。「インターンシップのしおり」「インターンシップ賠償責任保険」の加入￥216（変更の可能性あり）

参考文献：
なし。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、実習（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚑回目から必ず出席すること。プレ社会人としてのモラルを求める。
初回時にインターンシップの意義を理解しているか、企業実習の心構えができているかの確認を行う。その結果によっては、履修を認めないこともある。
出席状況によっては実習に参加できないこともある。
インターンシップは大学と企業の信頼関係のうえで実施される。遅刻や無断欠勤は社会人として許されない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 インターンシップ履修オリエンテーション 事前：
事後：配布資料の見直し 講義

2 インターンシップ実施要綱 事前：前回の配布資料を見る
事後：今回の配布資料を見直す 講義

3 第⚑回希望調査 事前：前回の配布資料を見る
事後：今回の配布資料を見直す 講義

4 企業人としての心構えと働くことの意義 事前：前回の配布資料を見る
事後：今回の配布資料を見直す 講義

5 企業研究 事前：希望の企業を選ぶ
事後：今回の配布資料を見直す 講義

6 第⚒回希望調査 事前：希望の企業を選ぶ
事後：今回の配布資料を見直す 講義

7 提出書類の作成 履歴書 事前：履歴書の項目を考える
事後：履歴書を清書する 講義

8 提出書類の作成 自己紹介 事前：自己紹介を考える
事後：自己紹介書類を清書する 講義

9 個別指導（研修業種先グルーピング） 事前：研修業種を考える
事後：研修業種を研究する 講義

10 個別指導（研修先企業の研究） 事前：研修企業を絞り込む
事後：研修企業をもっと研究する 講義

11 先輩からの体験報告 事前：研修企業について理解する
事後：体験報告をまとめる 講義

12 提出書類の確認 事前：提出書類をまとめる
事後：提出書類のチェックをする 講義

13 まとめ ※インターンシップの実施（⚒～⚔週間） 事前：研修の準備をする
事後：研修報告書を書く 講義

14 インターンシップ実施後、報告書提出 事前：研修報告書をまとめる
事後：研修報告書を訂正する 講義

15 成果報告会 事前：研修報告書を仕上げる
事後：報告会の反省をする 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) インターンシップ（Internship） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
授業で、企業での業務実施の前に必要な知識やマナー、企業研究ならびに提出書類の書き方を習得する。就職活動と同じように自分の希望する業種や企

業選びなどをインターネットを活用して行う。習得後、夏休みに原則として⚒～⚔週間企業で業務する。
初回時にインターンシップの意義を理解しているか、企業実習の心構えができているかの確認を行う。その結果によっては履行を認めないこともある。

最近のインターンシップ実習先
実習先として、大磯プリンスホテル、軽井沢プリンスホテル、ザ・プリンス箱根等、プリンスホテルを予定している。プリンスホテル以外での実習先は

各自で見つけることが原則である。
授業目標：

授業で社会人になるために必要なことを学び、夏休み期間中にインターンシップを実施する。実体験することにより、目標を持つことの大切さ、それを
達成するための過程、確認と検証、新たな目標の作成を学び、就職活動に役立てる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を印刷またはオンラインで配布する。

参考文献：
講義内で随時指示する。

成績評価の方法、評価基準：
ほぼ毎回出題する課題の提出（60％）、小テスト（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
実習を伴う講義のため、また知識の積み重ねが重要となるため、欠席は原則認めない。やむを得ない事情の場合、教員に申し出て、欠席分の課題を提出

すること。提出物が欠けている場合は単位認定しない。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：PCの設定確認 講義

2 Webサイトの仕組みと制作の工程 事前：資料の予習
事後：資料の復習 講義

3 Webサイトの役割と分類、Webページの構成ファイルと特徴 事前：資料の予習
事後：資料の復習 講義

4 HTMLでの基本的なマークアップ 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

5 HTML5とメディア表示 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

6 CSS：スタイルシートの基礎、色表現 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

7 CSS 3での表現、フォント 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

8 画像の扱いとフィルター、CSSアニメーション 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

9 JavaScript ⑴ Webページでのスクリプトの実行 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

10 JavaScript ⑵ タグへのイベント設定 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

11 JavaScript ⑶ 外部データの取り込み 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

12 環境の違いとレスポンシブデザイン 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

13 フレームワークの利用 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

14 CMSとコンテンツの再利用 事前：資料の予習
事後：復習と課題の作成 演習

15 まとめ 事前：資料の予習
事後：資料の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Webデザイン（Web Design） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目 プログラミングⅠを履修済であることが望ましい

そ の 他 ノートパソコンを用意すること

授業概要：
本講義は、Webサイトを構築・運用するための主要な技術について、実習を通して学習する。

授業目標：
近年、Webサイトや関連する仕組みは、誰もが日常的に利用するものとなった。本講義では、これらを支えている技術について学習し、実際にWebサイ

トを試作することによって習得することを目標とする。講義は、主にフロントエンド（クライアント側）の技術を中心に進め、サーバ側については講義内
で触れる程度とする。また、Webデザイナー検定やWebクリエイター能力認定試験等の資格試験対策のための知識についても同時に学習する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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え

教本：
適宜、指定します。

参考文献：
⚑．「映像の演出」吉村公三郎（岩波新書）、「映画づくりの実際」新藤兼人、

「映画の読み方」佐藤忠男など
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

平常の授業内容への参加度を重視しながら総合的に評価する。（平常点50％、試験等50％）

学生へのアドバイス：
繰り返しますが、とにかく映画を見ましょう。すべては、そこからです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 映画映像研究 カメラワーク、人物の動き 事前：なし
事後：なし 講義

3 映画映像研究 構図・アングル 事前：なし
事後：なし 講義

4 映画映像研究 照明・明と暗 事前：なし
事後：なし 講義

5 映画映像研究 撮影方法 事前：なし
事後：なし 講義

6 映画映像研究 編集技法 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

7 映画映像研究 編集技法 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

8 映画映像研究 編集技法 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

9 企画・構成 事前：なし
事後：なし 講義

10 映像の演出と効果 事前：なし
事後：なし 講義

11 サウンドと映像 事前：なし
事後：なし 講義

12 演技論 舞台演技と映画演技 事前：なし
事後：なし 講義

13 シナリオライティング 台詞と伏線 事前：なし
事後：なし 講義

14 シナリオライティング 台本構成 事前：なし
事後：なし 講義

15 ① まとめ シネマリテラシー 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 映画研究（Cinema Literacy） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 堀口 悟士

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
とにかく映画を見ましょう。すべては、そこからです。そのうえで、シネマリテラシー、つまり映画の技法や話法を理解するための学習に入ります。併

せて、これらの技法が映画をみている貴方にどのような効果を与えているかも読み解きます。「テレビ映像論」とともに、⚒学年以降の進路選択の参考にし
てください。
授業目標：

諸君が日ごろ無意識に接している音や映像の背後には、制作者の練りに練った表現の工夫、フレーム、構図、カメラワークが隠されています。授業では、
まず映画を見ることから始めたい。そこから、映画の批評、鑑賞、制作すべてに役立ついわばシネマを学びます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新 えいご・エイゴ・英語学』稲木昭子・堀田知子・沖田知子著
松柏社

参考文献：
授業中に適宜資料を配布及び紹介する。特にBBCNewsなどのインターネット

を用いて無料で学習できる教材をいくつか紹介し、利用報告をしてもらう。
成績評価の方法、評価基準：

定期試験（80％）、毎回の授業後のレポート等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
よくノートを取るようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

2 音声学 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

3 音韻論 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

4 形態論 ⑴ 接辞及び語幹 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

5 形態論 ⑵ かばん語など 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

6 形態論 ⑶ その他の形態論 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

7 統語論 ⑴ 学校文法 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

8 統語論 ⑵ 構造言語学 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

9 統語論 ⑶ 変形生成文法など 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

10 統語論 ⑷ コーパス言語学など 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

11 意味論 ⑴ 日本語訳をするにあたって 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

12 意味論 ⑵ 意味の多様性 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

13 語用論 ⑴ 語用論とは何か 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

14 語用論 ⑵ 実際に語用論を用いて考える 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

15 形態論・統語論・意味論・語用論の総まとめ 事前：ノートまとめ
事後：ノートを読みかえす 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語学概論Ⅰ（English Linguistics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡部 佑人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
音声・単語・文法・意味など、様々な観点から英語学について講義する。ひとつひとつのテーマが明確に分かれば、英語学が狙いとしているものが見え

てくると考える。

授業目標：
受講者は英語学的な観点から物事が分析できるようになることを目標とする。英語学とは何かを理解することがテーマである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新 えいご・エイゴ・英語学』稲木昭子・堀田知子・沖田知子著
松柏社

参考文献：
授業中に適宜資料を配布及び紹介する。特に、Dictionary.comなどのインターネッ

トを用いて無料で学習できる教材をいくつか紹介し、実際に利用報告をしてもらう。
成績評価の方法、評価基準：

定期試験（80％）、毎回の授業の最後のレポート等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
よくノートを取るようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

2 世界の英語 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

3 英語史 ⑴ 古英語 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

4 英語史 ⑵ 中英語 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

5 英語史 ⑶ 近代英語 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

6 英語史 ⑷ 現代英語 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

7 英語の語源について 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

8 学生発表 ⑴ まず発表 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

9 現代の英語学 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

10 社会言語学 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

11 学生発表 ⑵ ノートの取り方を含む 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

12 コンピュータと英語学 ⑴ BNC corpus 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

13 コンピュータと英語学 ⑵ COHA, COCAなど 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

14 学生発表 ⑶ 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

15 世界の英語・英語史・現代の英語・社会言語学の総まとめ 事前：なし
事後：ノートを読みかえす 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 英語学概論Ⅱ（English Linguistics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡部 佑人

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 なし

授業概要：
英語学とは何かということを説明する。そして、その英語学的な視点から物事を分析できるようになる。そのためには、ノートをしっかり取ることが重

要です。

授業目標：
受講者は英語学的な観点から物事が分析できるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．Story Time Brian Powle他著（南雲堂出版）￥1,400＋税

参考文献：
随時 指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
担当教員（50％）、英語統一テスト（50％）で評価します。

学生へのアドバイス：
英語辞書必携。予習、復習を欠かさず、ノートを丁寧に作成してください。音読も大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

2 be動詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

3 一般動詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

4 QUEEN MARYʼS NECKLACE 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

5 ⚕文型 ⑴ 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

6 ⚕文型 ⑵ 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

7 THE MAN WHO FOUND NESSIE 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

8 前置詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

9 冠詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

10 THE SONG OF DEATH 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

11 形容詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

12 代名詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

13 AMAZING ESP 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

14 疑問代名詞 関係代名詞 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

15 まとめ 事前：単語や文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅠ（English Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 倉崎 祥子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
•身近な事柄について、情報のやりとりができるようにします。
•自分の置かれている状況や、その場で自分に必要なことについて説明できるようにします。
•身辺の事についての文章や慣用的な表現を理解するための学習をします。
授業目標：

コミュニケーションに必要な英語の基本表現と語彙について理解し、必要なときに使えるようにすることを授業の目標と
します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）と担当教員による評価（50％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
この科目では英語の基礎をしっかり身に付けることを目標とする。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 演習

2 Unit One 品詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

3 Unit Two 現在形と現在進行形
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

4 Unit Three 過去形と過去進行形
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

5 Unit Four 現在完了形 ⑴
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

6 Unit Five 現在完了形 ⑵
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

7 Unit Six 過去完了形と完了形のまとめ
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

8 Unit Seven 第⚑文型と第⚒文型
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

9 Unit One～Unit Sixの復習 事前：―
事後：復習 演習

10 小テスト（60分、範囲はUnits One～Six） 事前：―
事後：復習 演習

11 Unit Eight 第⚓文型、第⚔文型、第⚕文型
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

12 Unit Nine 冠詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

13 Unit Ten 代名詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

14 Unit Eleven 前置詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅠ（English Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
身近な事柄や自分の置かれている状況、その場で自分に必要なことについて英語で説明できるよう、英語の基礎や慣用表現を学習する。

授業目標：
コミュニケーションに必要な英語の基本表現と語彙について理解し、必要なときに使えるようになること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-02  Page 1 19/03/15 15:39

36

教本：
⚑．Story Time Brian Powle他著（南雲堂出版）￥1,400＋税

参考文献：
随時指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
担当教員（50％）、英語統一テスト（50％）で評価する。

学生へのアドバイス：
英語辞書必携。予習、復習を欠かさず、ノートを丁寧に作成してください。音読も大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

2 助動詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

3 現在分詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

4 THE PREDICTIONS OF NOSTRADAMUS 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

5 接続詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

6 副詞 副詞句 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

7 LIFE AFTER DEATH 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

8 母音の発音 アクセントの位置 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

9 相関語句 反意語 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

10 THE GREAT WALL OF CHINA 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

11 受動態 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

12 現在完了 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

13 THE MEDICAL MIRACLE OF ACUPUNCTURE 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

14 過去完了 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

15 まとめ 事前：単語と文法の予習
事後：学習事項の確認・整理 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅡ（English Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 倉崎 祥子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
身近な事柄について、情報のやりとりができるようにします。
自分の置かれている状況や、その場で自分に必要なことについて説明できるようにします。
身辺の事についての文章や慣用的な表現を理解するための学習をします。

授業目標：
コミュニケーションに必要な英語の基本表現と語彙について理解し、必要な時に使えるようにすることを授業の目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
学期末に実施する「英語統一テスト」の評価（50％）と担当教員による評価（50％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
この科目では英語の基礎をしっかり身に付けることを目標とする。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 演習

2 Unit One 受動態 ⑴
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

3 Unit Two 受動態 ⑵
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

4 Unit Three 未来形
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

5 Unit Four 助動詞 ⑴
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

6 Unit Five 助動詞 ⑵
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

7 Unit Six to不定詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

8 Unit Seven 動名詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

9 Unit One～Unit Sevenの復習 事前：―
事後：復習 演習

10 小テスト（60分、範囲はUnits One～Seven） 事前：―
事後：復習 演習

11 Unit Eight 接続詞
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

12 Unit Nine 比較
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

13 Unit Ten 関係詞 ⑴
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

14 Unit Eleven 関係詞 ⑵
Exercise（授業終了前15分）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅡ（English Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
学生生活や趣味、家族など日頃親しんでいる事柄や、経験や希望、計画や目標などを英語で述べることができるよう、必要な英語表現を学習する。

授業目標：
コミュニケーションに必要な英語の基本表現や語彙を増やし、これらの理解に基づいて、必要な場面で英語を使えるようにすること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
English Grammar : Onward & Upward（CENGAGE Learning）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。

学生へのアドバイス：
多くの機会を利用して、英語に触れるように努めてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1 Be動詞（現在形・過去形） 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

2 Unit 1 Be動詞（現在形・過去形） 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

3 Unit 2 一般動詞（現在形・過去形） 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

4 Unit 2 一般動詞（現在形・過去形） 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

5 Unit 3 未来形・進行形 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

6 Unit 3 未来形・進行形 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

7 Unit 4 助動詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

8 Unit 4 助動詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

9 Unit 5 能動態・受動態 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

10 Unit 5 能動態・受動態 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

11 Unit 6 動名詞・分詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

12 Unit 6 動名詞・分詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

13 Unit 7 不定詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

14 Unit 7 不定詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

15 Review 事前：テキストの予習
事後：前期の復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅢ（English Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語Ⅰ・Ⅱで学習した英語のさらなる向上を図ります。授業では毎回焦点を絞って英文法の基本的なルールやフォームを再確認し、リーディング・ライ

ティング・リスニングの能力を習得するためのタスクを行います。

授業目標：
⚑．語彙を増やし、リーディング力を強化します。
⚒．文法・語法を確認し、英文を書くことでライティング力を習得します。
⚓．リズムや音声変化などの発音に慣れ、音読してリスニング力を習得します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
授業時に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。

学生へのアドバイス：
英語への理解を深めるために、英英辞典も活用してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業（授業の概要や進め方、評価方法等の説明） 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

2 Be動詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

3 一般動詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

4 Itʼ s the Titanic! 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

5 進行形 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

6 未来形 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

7 A Floating Palace 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

8 助動詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

9 名詞・冠詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

10 Departure 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

11 代名詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

12 前置詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

13 Iceberg 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

14 形容詞・副詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

15 まとめ（復習・その他） 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅢ（English Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 倉崎 祥子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コミュニケーションや読解に必要とされる文法や表現力の基礎を固め、講読、速読等も通して活用度の高い英語表現を多く学習する。

授業目標：
状況や目的に応じて適切な英語表現ができる語学力の養成。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
English Grammar : Onward &Upward (CENGAGE Learning）

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。

学生へのアドバイス：
多くの機会を利用して、英語に触れるように努めてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 8 現在完了・過去完了． 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

2 Unit 8 現在完了・過去完了 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

3 Unit 9 名詞・冠詞・数詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

4 Unit 9 名詞・冠詞・数詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

5 Unit 10 代名詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

6 Unit 10 代名詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

7 Unit 11 形容詞・副詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

8 Unit 11 形容詞・副詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

9 Unit 12 前置詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

10 Unit 12 前置詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

11 Unit 13 接続詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

12 Unit 13 接続詞 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

13 Unit 14 比較 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

14 Unit 14 比較 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

15 Review 事前：テキストの予習
事後：授業の復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅣ（English Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英語Ⅰ・Ⅱで学習した英語のさらなる向上を図ります。授業では毎回焦点を絞って英文法の基本的なルールやフォームを再確認し、リーディング・ライ

ティング・リスニングの能力を習得するためのタスクを行います。

授業目標：
①語彙を増やし、リーディング力を強化します。
②文法・語法を確認し、英文を書くことでライティング力を習得します。
③リズムや音声変化などの発音に慣れ、音読してリスニング力を習得します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
授業時に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
担当教員の評価（50％）、英語統一テストの結果（50％）で評価します。

学生へのアドバイス：
英語学習への地道な継続的努力を期待しています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

2 比較 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

3 命令文・感嘆文 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

4 Lifeboat 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

5 接続詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

6 不定詞・動名詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

7 The Miracle of Philip Aks 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

8 受動態・現在完了形 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

9 ⚕文型 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

10 Mr. Smithʼ s White Life 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

11 各種疑問文 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

12 Itの特別用法 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

13 Together until the End of Their Lives 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

14 関係代名詞 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

15 まとめ（復習・その他） 事前：単語と文法の予習
事後：学習内容の確認・整理 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅣ（English Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 倉崎 祥子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コミュニケーションや読解に必要とされる文法や表現力の基礎固め、講読、速読等も通して活用度の高い英語表現を多く学習する。

授業目標：
状況や目的に応じて、適切な英語表現ができる語学力の養成。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Skillful Listening & Speaking 1（MacMillan出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、課題（15％）、学期内に複数回実施するリスニングテスト（25％）、定期試験（40％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要です。テキストは毎回必ず持参し、英語読解力を養うために継続的な学習が必要になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 1, Listening 1：Introductions; lexis : personality, recognizing main ideas in long texts 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 1, Listening 2：words & phrases introducing reasons, “-al” suffix 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 1, Speaking：present simple questions, making introductions, sentence stress 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 2, Listening 1：lexis: surveys, listening for results 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 2, Listening 2：use questions to predict main ideas, recognizing roots 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 2, Speaking：getting attention, asking permission, word stress, question intonation 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 3, Listening 1：lexis : home, listening for special terms 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 3, Listening 2：predicting, “house” & “home” 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 3, Speaking：quantifiers, linking consonants to vowels, making & responding to
suggestions

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 4, Listening 1：lexis : advertising & trends, predicting content from interview questions 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 4, Listening 2：listening for advantages & disadvantages, prefixes “mini-“ and “micro-“ 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 4, Speaking：giving reasons for and against something, contractions & word stress in
present continuous questions

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 5, Listening 1：lexis : handwriting, listening for explanations & examples 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 5, Listening 2：suffixes “-ology” & “-ologist”, listening for a talkʼs main ideas 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Unit 5, Speaking：asking for ideas & examples, syllable stress 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅤ（English Communication Ⅴ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
リスニング力の伸長のためには、英語句の発音や使われ方を理解する力が必要です。この授業では、聞き取るためのポイントを理解する様々なリスニン

グ・スキルを学習すると共に、実際に学習者が英語を使い、それらを体得するためのスピーキングの力も伸ばします。授業内では、制限されたタスクを通
して練習を重ね、徐々に自由度の高いアウトプット・タスクを通して定着をはかります。
授業目標：

日常生活上の身近な話題についてのリスニングを聞き、その中で使われている語彙、文法、英語表現を学ぶ。
会話、アナウンス、インタビュ―等、様々なリスニング・インプットを聞き取る為の具体的なスキルを身につける。
聞き取りたい英語の発音や語彙の使われ方等を習得する為、それらを使ってスピーキングの力も伸ばす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Skillful Listening & Speaking 1（MacMillan出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、課題（15％）、学期内に複数回実施するリスニングテスト（25％）、定期試験（40％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要です。テキストは毎回必ず持参し、英語読解力を養うために継続的な学習が必要になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 6, Listening 1：lexis : competitions, listening for tone of voice 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 6, Listening 2：listening for block organisation, prefixes “-ed” & “-ing” 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 6, Speaking：similarities & differences, reduced forms 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 7, Listening 1：lexis : senses, recognizing different types of numbers 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 7, Listening 2：listening for transition questions, suffixes that change adjectives to
nouns

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 7, Speaking：asking for repetition & clarification, final consonant /t/ before another
consonant

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 8, Listening 1：lexis : memory, words used to classify items 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 8, Listening 2：“-ex” words, preparing for listening 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 8, Speaking：pronouncing “can” & “canʼt”, thinking before speaking 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 9, Listening 1：lexis : poverty, listening to stories 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 9, Listening 2：istening for past & present time signals, identifying word families 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 9, Speaking：asking for more information, pronouncing “-ed” endings 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 10, Listening 1：lexis : career fairs, listening to lists 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 10, Listening 2：listening for the structure of a talk, future time markers 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Unit 10, Speaking：introducing a talk, separating thought groups w/pauses 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語コミュニケーションⅥ（English Communication Ⅵ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 英語リスニングⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
リスニング力の伸長のためには、英語句の発音や使われ方を理解する力が必要です。この授業では、聞き取るためのポイントを理解する様々なリスニン

グ・スキルを学習すると共に、実際に学習者が英語を使い、それらを体得するためのスピーキングの力も伸ばします。授業内では、制限されたタスクを通
して練習を重ね、徐々に自由度の高いアウトプット・タスクを通して定着をはかります。
授業目標：

日常生活上の身近な話題についてのリスニングを聞き、その中で使われている語彙、文法、英語表現を学ぶ。
会話、アナウンス、インタビュ―等、様々なリスニング・インプットを聞き取る為の具体的なスキルを身につける。
聞き取りたい英語の発音や語彙の使われ方等を習得する為、それらを使ってスピーキングの力も伸ばす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
英語の基礎を修得していることが望ましい。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 演習

2 Conversation（英日・日英逐次通訳） Riding a Train
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

3 Conversation（英日・日英逐次通訳）Riding a Train
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

4 Conversation（英日・日英逐次通訳）Taking an Airplane
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

5 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Ryokan
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

6 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Ryokan
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

7 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Hotel
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

8 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Tourist Info Center
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

9 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Tourist Info Center
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

10 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Travel Agency
小テスト（30分、範囲は⚑～10で学習したところ）

事前：―
事後：復習 演習

11 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Travel Agency
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：なし
事後：復習 演習

12 Conversation（英日・日英逐次通訳）Sightseeing
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

13 Conversation（英日・日英逐次通訳） Sightseeing
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

14 Conversation（英日・日英逐次通訳）Sightseeing
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語通訳Ⅰ（English Interpretation Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む中、旅行やビジネス、日常生活において外国人と接する機会が増えている。この授業では、実際に想定されるそれぞれの会話の場面におい

てよく用いられる英語表現を学びながら、逐次通訳の練習を行う。これによって、これらの場面における実用初級レベルの英日・日英の逐次通訳ができる
能力を身につける。英語ニュースの通訳では、比較的ゆっくりした速度の英語ニュースを聞き、日本語に逐次通訳する練習をする。ニュースは毎回、新し
い話題をテーマにした30秒程度のものを取り上げる。
授業目標：

旅行等における日常会話の逐次英語通訳能力（英日・日英）および英語ニュースの逐次通訳能力（英日）の修得。レベルは実用初級レベル。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
英語の基礎を修得していることが望ましい。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 演習

2 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Restaurant
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

3 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Restaurant
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

4 Conversation（英日・日英逐次通訳）At a Restaurant
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

5 Conversation（英日・日英逐次通訳）Shopping
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

6 Conversation（英日・日英逐次通訳）Shopping
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

7 Conversation（英日・日英逐次通訳）Shopping
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

8 Conversation（英日・日英逐次通訳）In the Office
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

9 Conversation（英日・日英逐次通訳）In the Office
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

10 Conversation（英日・日英逐次通訳）In the Office
小テスト（30分、範囲は⚑～10で学習したところ）

事前：―
事後：復習 演習

11 Conversation（英日・日英逐次通訳）On the Street
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

12 Conversation（英日・日英逐次通訳）Accidents and Emergency
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

13 Conversation（英日・日英逐次通訳）Accidents and Emergency
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

14 Conversation（英日・日英逐次通訳）Accidents and Emergency
English News（英日逐次通訳、毎回話題を変えて練習）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語通訳Ⅱ（English Interpretation Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む中、旅行やビジネス、日常生活において外国人と接する機会が増えている。この授業では、実際に想定されるそれぞれの会話の場面におい

てよく用いられる英語表現を学びながら、逐次通訳の練習を行う。これによって、これらの場面における実用中級レベルの英日・日英の逐次通訳ができる
能力を身につける。

英語ニュースの通訳では、ナチュラルスピードに近い英語ニュースを聞き、日本語に逐次通訳する練習をする。ニュースは毎回、新しい話題をテーマに
した30秒程度のものを取り上げる。
授業目標：

旅行、ビジネス等における会話の逐次英語通訳能力（英日・日英）および英語ニュースの逐次通訳能力（英日）の修得。レベルは実用中級レベル。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TRIO Writing 2（Oxford出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（25％）、宿題を含むライティング・タスク（25％）、定期試験（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
初めて英語のライティングに取り組む学生でも授業に取り組むことができるように進めていきます。欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要

です。テキストは毎回必ず持参し、継続的な学習が必要になります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Readiness Unit：Introductions; parts of speech, nouns, action verbs, possession 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Readiness Unit：Adjectives, non-action verbs, simple sentences, compound sentences 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 1-Chapter 1：lexis : meeting people, frequency adverbs 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 1-Chapter 1：verbs w/”to”, paragraphs that answer different questions, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 1-Chapter 1：topic & transition sentences, “when” for introducing situations,
writing task

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 1-Chapter 2：lexis : hosting events, “he/she” w/present simple 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 1-Chapter 2：frequency adverbs w/”be”, concluding sentences, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 1-Chapter 2：“it is ___ when” to describe feelings, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 1-Chapter 3：lexis : behaviour in places, gerunds as subjects 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 1-Chapter 3：“have/has to” + verb, writing about different places, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 1-Chapter 3：“because”, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 2-Chapter 4：the neighbourhood, past simple w/regular verbs & “had” 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 2-Chapter 4：“was/were”, descriptive details, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 2-Chapter 4：“the” for subsequent mentions, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Review for End-of-Term Exam 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語特別演習Ａ（English Special Seminar Ａ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
既習および新出の英語彙や英文法を使いながら、一般的で親しみやすいテーマについての英文（パラグラフ）を書く力をつけていくことを目指します。

英文の構造や組み立て方を学び、繰り返し取り組むことを通して、ライティングスキルを身につけます。

授業目標：
基本的な英語彙や英文法を学習し、ライティングを通して、使いながら身につける。
一般的なテーマについて、ある程度まとまったオリジナルの英文を書けるようになる。
自分や他者が書いた英文を添削し、よりよい英文に仕上げるスキルを学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TRIO Writing 2（Oxford出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（25％）、宿題を含むライティング・タスク（25％）、定期試験（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
初めて英語のライティングに取り組む学生でも授業に取り組むことができるように進めていきます。欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要

です。テキストは毎回必ず持参し、継続的な学習が必要になります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 2-Chapter 5：city descriptions, irregular past simple 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 2-Chapter 5：negative past simple, using time expressions, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 2-Chapter 1：adjective comparatives, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 2-Chapter 6：lexis : traveling experiences, past continuous 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 2-Chapter 6：adjective + infinitive verb, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 3-Chapter 7：verbs w/”that”, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 3-Chapter 7：teenagersʼ activities & behaviour, “used to” + verb 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 3-Chapter 7：“more/less” + noun, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 3-Chapter 8：“instead”, “more/less” + long adjective, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 3-Chapter 8：lexis : career paths, “will (not)” + verb 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 3-Chapter 8：“can” + verb, “maybe” & “then” for future possibilities, prewrite 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 3-Chapter 9：gerunds after prepositions, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 3-Chapter 9：lexis : describing figures of national fame, “could (not ) ” + verb,
prewrite

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 3-Chapter 9：“also”, writing task 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Review for End-of-Term Exam 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語特別演習Ｂ（English Special Seminar Ｂ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 英語ライティングⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
既習および新出の英語彙や英文法を使いながら、一般的で親しみやすいテーマについての英文（パラグラフ）を書く力をつけていくことを目指します。

英文の構造や組み立て方を学び、繰り返し取り組むことを通して、ライティングスキルを身につけます。

授業目標：
基本的な英語彙や英文法を学習し、ライティングを通して、使いながら身につける。
一般的なテーマについて、ある程度まとまったオリジナルの英文を書けるようになる。
自分や他者が書いた英文を添削し、よりよい英文に仕上げるスキルを学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TRIO Writing 2（Oxford出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（25％）、宿題を含むリーディング・タスク（25％）、定期試験（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
初めて英語の長文に取り組む学生でも授業に取り組むことができるように進めていきます。欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要です。テ

キストは毎回必ず持参し、英語読解力を養うために継続的な学習が必要になります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Readiness Unit：Introductions ; Words, parts of speech, sentences and paragraphs 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Readiness Unit：Words, parts of speech, sentences and paragraphs 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 1-Chapter 1：lexis : family, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 1-Chapter 1：“get” collocations, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 1-Chapter 1：identify main idea & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 1-Chapter 2：lexis : friendship, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 1-Chapter 2：finding word meaning from examples, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 1-Chapter 2：identify main ideas & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 1-Chapter 3：lexis : art, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 1-Chapter 3：identify synonyms, making inferences, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 1-Chapter 3：identify main & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 2-Chapter 4：lexis : geography, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 2-Chapter 4：pronouns “it” & “they”, “there is/are”, words w/multiple meanings,
reading texts

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 2-Chapter 4：identify main & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Review for End-of-Term Exam 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語特別演習Ｃ（English Special Seminar Ｃ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
基礎的な語彙力や文法力を伸ばしながら、ある程度まとまった英文を読み解く力をつけることを目指します。英文を読んで内容を把握し、それを自分の

英語でまとめ、空いてに伝える方法も学びます。また、英文読解特有のスキルも習得できるように指導します。

授業目標：
基礎的な語彙や文法力を伸ばしながら、ある程度まとまった英語の文章を読めるようにする。
既存の知識や自分の体験等とつなげて英文を理解し、リーディング内容を自らに取り込むように読み解く力をつける。
取り込んだ内容を、第三者に伝える方法を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TRIO Reading 1（Oxford出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（25％）、宿題を含むリーディング・タスク（25％）、定期試験（50％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
初めて英語の長文に取り組む学生でも授業に取り組むことができるように進めていきます。欠席をせず、復習や課題をしっかり行うことが必要です。テ

キストは毎回必ず持参し、英語読解力を養うために継続的な学習が必要になります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 2-Chapter 5：lexis : communication, text previews 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 2-Chapter 5：dictionary use, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 2-Chapter 5：countable & non-countable nouns, identify main & details,
summarizing and retelling

事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 2-Chapter 6：lexis : holidays, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 2-Chapter 6：comparative & superlative adjectives, visualize, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 2-Chapter 6：identify main & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 3-Chapter 7：lexis : travel, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 3-Chapter 7：word families, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 3-Chapter 7：identify main & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 3-Chapter 8：lexis : work, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 3-Chapter 8：“-er” suffixes, identifying pronoun references, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 3-Chapter 8：identify main & details, summarizing and retelling 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 3-Chapter 9：lexis : money, text preview 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Unit 3-Chapter 9：financial collocations, reading texts 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Review for End-of-Term Exam 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語特別演習Ｄ（English Special Seminar Ｄ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 英語リーディングⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
基礎的な語彙力や文法力を伸ばしながら、ある程度まとまった英文を読み解く力をつけることを目指します。英文を読んで内容を把握し、それを自分の

英語でまとめ、空いてに伝える方法も学びます。また、英文読解特有のスキルも習得できるように指導します。

授業目標：
基礎的な語彙や文法力を伸ばしながら、ある程度まとまった英語の文章を読めるようにする。
既存の知識や自分の体験等とつなげて英文を理解し、リーディング内容を自らに取り込むように読み解く力をつける。
取り込んだ内容を、第三者に伝える方法を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Present Yourself 1, 2nd edition（Cambridge出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、各Unitのミニ・プレゼンテーション（20％）、期末プレゼンテーション（35％）、期末筆記試験（25％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
プレゼンテーションを行うにあたっては、欠席をしないことは勿論、復習や課題をしっかり行うことが必要になります。テキストは毎回必ず持参してく

ださい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction to presentations 1：introductions, brainstorming 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 1-1：topic focus : friends, lexis : personalities & interests 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 1-2：introduction & conclusion 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 1-3：note cards, eye contact 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 1-4：practice presentation : presentation about a friend 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 2-1：mini presentation 1, topic focus: a favourite place, lexis : place descriptions 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 2-2：opener : general statements about people, closer: invitation 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 2-3：gestures for descriptions, body language : posture & hand gesture 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 2-4：practice presentation : presentation about a favourite place 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 3-1：mini presentation 2, topic focus : prized possessions, lexis: describing objects 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 3-2：opener: a question, closer : emphasise why something is special 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 3-3：showing a possession, show-and-tell expressions 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Unit 3-4：practice presentation: presentation about a prized possession 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Final presentation preparation : mini presentation 3, final presentation preparation 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Final presentations (followed by feedback) 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語プレゼンテーションＡ（English Presentation A） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 基礎的なスピーキングの力があることを前提とします。英語スピーキングⅠ、Ⅱの履修を推奨します。

そ の 他 なし

授業概要：
様々なテーマに沿った英語でのプレゼンテーションを行うことで、英語で論理的な構成ができるようになり、学術的な内容に対しても分かりやすく話し

たり、質疑応答をしたりできるようになることを目指します。

授業目標：
スピーチの技法を体系的に学び、学術的なプレゼンテーションを作成できるようになる。
スピーチの準備として、英文エッセイを書き、個人やグループでのリハーサルを行えるようにする。
積極的に授業に参加し、毎週様々なトピックについて発言できるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Present Yourself 1, 2nd edition（Cambridge出版）

参考文献：
適宜、授業内で紹介予定。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、各Unitのミニ・プレゼンテーション（20％）、期末プレゼンテーション（35％）、期末筆記試験（25％）を総合して評価します。

学生へのアドバイス：
プレゼンテーションを行うにあたっては、欠席をしないことは勿論、復習や課題をしっかり行うことが必要になります。テキストは毎回必ず持参してく

ださい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Unit 4-1：topic focus : experiences, lexis : describing experiences & feelings 事前：none
事後：本時の復習(課題含) 演習

2 Unit 4-2：opener : mystery list, topic statement & preview, closer: “pass the mike” 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

3 Unit 4-3：using your voice, using stress to emphasize intensifiers 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

4 Unit 4-4：practice presentation : presentation about a memorable experience 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

5 Unit 5-1：mini presentation 4, topic focus : skills & talents, lexis : skills 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

6 Unit 5-2：opener : problem-raising questions, closer : call to action 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

7 Unit 5-3：gestures for actions, checking understanding 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

8 Unit 5-4：practice presentation : demonstrate how to do or make something 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

9 Unit 6-1：mini presentation 5, topic focus: television, lexis : describing programmes 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

10 Unit 6-2：opener : interesting facts, closer : recommendation 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

11 Unit 6-3：sentence stress, phrasing with pauses 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

12 Unit 6-4：practice presentation : review a movie or TV show you have seen 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

13 Asking and answering questions 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

14 Final presentation preparation : mini presentation 6, final presentation preparation: 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

15 Final presentations (followed by feedback) 事前：前時の復習(課題含)
事後：本時の復習(課題含) 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語プレゼンテーションＢ（English Presentation B） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ELEC

履 修 条 件
前提科目 英語プレゼンテーションＡ

そ の 他 なし

授業概要：
様々なテーマに沿った英語でのプレゼンテーションを行うことで、英語で論理的な構成ができるようになり、学術的な内容に対しても分かりやすく話し

たり、質疑応答をしたりできるようになることを目指します。

授業目標：
スピーチの技法を体系的に学び、学術的なプレゼンテーションを作成できるようになる。
スピーチの準備として、英文エッセイを書き、個人やグループでのリハーサルを行えるようにする。
積極的に授業に参加し、毎週様々なトピックについて発言できるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『よくわかる！ファイナンス入門』（慶應義塾大学出版会、￥1,800＋消費税）。
他に、レジュメを配布する。

参考文献：
『新・証券投資論Ｉ』（日本経済新聞社、￥4,000＋消費税）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
FP（ファイナンシャル・プランナー）資格、証券外務員資格、証券アナリスト資格の各資格試験に役立つ。また、かつて企業の採用担当として面接官を

していたので、就職活動に関する相談にも乗ります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、授業内容と進め方、キャッシュフローの合計値としての資産価格 事前：なし
事後：なし 講義

2 株式の評価指標（PER、PBR、ROE） 事前：なし
事後：復習 講義

3～4 株式評価モデル（要求収益率、株式配当割引モデル、サスティナブル成長率） 事前：なし
事後：復習 講義

5 株価変動リスク（リスクとリターン、VIX指数） 事前：なし
事後：復習 講義

6～7 CAPMとマルチ・ファクター・モデル 事前：なし
事後：復習 講義

8～9 株式ポートフォリオ構築
（パッシブ運用とアクティブ運用、バリュー投資とグロース投資）

事前：なし
事後：復習 講義

10 効率的市場仮説とアノマリー 事前：なし
事後：復習 講義

11 ファンダメンタル分析（産業のライフサイクル、競争戦略論） 事前：なし
事後：復習 講義

12～13 テクニカル分析（ローソク足、MACD） 事前：なし
事後：復習 講義

14 株式投資と資産形成 事前：なし
事後：復習 講義

15 講座の総括と理解度の確認 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) エクイティ投資論Ⅰ（Equity Investments Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 橋口 宏行

履 修 条 件
前提科目 債券投資論Ⅰを履修していることが望ましい。

そ の 他

授業概要：
エクイティ（株式とそのデリバティブ）についての、ファンダメンタルズ分析としての株式投資尺度、株価評価モデルについて学びます。また、テクニ

カル分析についても見ていきます。

授業目標：
「株価は経済を映す鏡」といわれます。株価の動きを知り予測することは、経済を読むことと同じです。エクイティ投資の方法を学ぶことによって、世の

中の動きを読めるようになることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布します。

参考文献：
適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
プレゼンテーション（30％）、レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光の社会的意義、観光資源の知識、そしてプレゼンテーションの技術を学ぶ機会ととらえ、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 エコツーリズムとエコツアー 事前：なし
事後：なし 講義

3～4 環境問題と観光（世界編） 事前：なし
事後：なし 講義

5 環境問題と観光（日本編） 事前：なし
事後：なし 講義

6～7 日本のエコツーリズム 事前：なし
事後：なし 講義

8～9 世界のエコツーリズム 事前：なし
事後：なし 講義

10 インタープリターの役割 事前：なし
事後：なし 講義

11 エコツーリズムの評価と持続可能性 事前：なし
事後：なし 講義

12 エコツーリズムの地域づくりへの活用 事前：なし
事後：なし 講義

13～14 インタープリター実践 事前：レポート課題提出
事後：なし 演習

15 エコツーリズムの今後の展望 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) エコツーリズム（Ecotourism） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 永井 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光は自然環境に悪影響を及ぼす行為であると批判の対象にされることがあります。自然環境と観光、そして地域振興を含めた三者の共存のあり方を、

「エコツーリズム」という概念を通じて考え、理解を深めます。

授業目標：
⚑．エコツアーの具体的事例を踏まえながら、エコツーリズムの概念への理解を深める
⚒．エコツアーに特徴的なガイド手法であるインタープリテーションの技法を理解し、実践する
⚓．エコツーリズムとエコツアーの現状と課題に対する理解を深め、今後の観光のあるべき姿を考察する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布します。

参考文献：
適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
プレゼンテーション（30％）、レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光の社会的意義、観光資源の知識、そしてプレゼンテーションの技術を学ぶ機会ととらえ、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 エコツーリズムとエコミュージアム 事前：なし
事後：なし 講義

3 博物館の歴史とエコミュージアムの誕生 事前：なし
事後：なし 講義

4～5 世界自然遺産と地域社会 事前：なし
事後：なし 講義

6～7 日本におけるエコミュージアムの取り組み 事前：なし
事後：なし 講義

8 日本の農山漁村地域の現状と課題 事前：なし
事後：なし 講義

9～10 エコミュージアムを活用した地域振興 事前：なし
事後：なし 講義

11 地域コミュニティと地域振興 事前：なし
事後：なし 講義

12 地域コミュニティと観光振興 事前：なし
事後：なし 講義

13～14 プレゼンテーション 事前：レポート課題提出
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) エコミュージアム（Ecomuseum） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 永井 恵一

履 修 条 件
前提科目 エコツーリズム

そ の 他 なし

授業概要：
観光は自然環境に悪影響を及ぼす行為であると批判の対象にされることがあります。自然環境と観光、そして地域振興を含めた三者の共存のあり方を、

「エコミュージアム」という概念を通じて考え、理解を深めます。

授業目標：
⚑．エコミュージアムの概念への理解を深める
⚒．日本の地域社会の状況を理解し、エコミュージアムの概念がどのように活用可能かを考える
⚓．エコミュージアムの概念を活用した新たな地域振興策を考え、議論し、提案する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜資料配布

参考文献：
佐藤孝行著 Ｍ＆Ａがよくわかる講座 かんき出版

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、レポート・試験（70％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本経済新聞には、M&Aの記事が頻繁に出てきます。社会人になる前に、M&Aとはなにものかを、知っておきたいものです。社会人になったときに、

M & Aを経験する可能性は高いです。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 M & Aとは何か 事前：なし
事後：なし 講義

2 買収先の店舗概要 事前：なし
事後：なし 講義

3 仕入れ先、経費取引先 事前：なし
事後：なし 講義

4 基本合意書 事前：なし
事後：なし 講義

5 取引基本合意書 事前：なし
事後：なし 講義

6 債権者リスト 事前：なし
事後：なし 講義

7 BS、PL、営業権 事前：なし
事後：なし 講義

8 トップからのメッセージ 事前：なし
事後：なし 講義

9 営業譲渡申請 事前：なし
事後：なし 講義

10 承継業務リスト 事前：なし
事後：なし 講義

11 営業権価値 事前：なし
事後：なし 講義

12 行動基準、プレス発表 事前：なし
事後：なし 講義

13 スタート準備会議 事前：なし
事後：なし 講義

14 営業譲渡対象外物件 事前：なし
事後：なし 講義

15 総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) M & A戦略論Ⅰ（M&A STRATEGY Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 榊原 稔

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
具体的な事例で講義します。

授業目標：
学生時代のうちにM & Aとはどんなことなのかを知っておく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜資料配布

参考文献：
佐藤孝行著 M & Aがよくわかる講座 かんき出版

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、レポート・試験（70％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本経済新聞には、M&Aの記事が頻繁に出てきます。社会人になる前に、M&Aとはなにものかを、知っておきたいものです。社会人になったときに、

M & Aを経験する可能性は高いです。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 自動車、電機、鉄鋼業界 事前：なし
事後：,なし 講義

2 医薬品、スーパー、家電量販業界 事前：なし
事後：なし 講義

3 買収で生き残りをかける 事前：なし
事後：なし 講義

4 投資ファンド 事前：なし
事後：なし 講義

5 M & Aの手順 事前：なし
事後：なし 講義

6 基本合意で基本条件 事前：なし
事後：なし 講義

7 Ｍ＆Ａの方法 事前：なし
事後：なし 講義

8 TOB（公開買付け） 事前：なし
事後：なし 講義

9 敵対的TOB 事前：なし
事後：なし 講義

10 ホワイトナイト、友好的TOB 事前：なし
事後：なし 講義

11 M & A史 事前：なし
事後：なし 講義

12 国内の敵対的買収案件 事前：なし
事後：なし 講義

13 狙われる企業 事前：なし
事後：なし 講義

14 防衛できる企業 事前：なし
事後：なし 講義

15 総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) M & A戦略論Ⅱ（M&A STRATEGY Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 榊原 稔

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
後期は、テキストを参考に講義します。

授業目標：
学生時代にM & Aとはどんなことなのかを知っておく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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お

教本：
使用しません

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする努力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 沖縄文化の範囲 事前：なし
事後：授業資料 講義

2 沖縄文化のステレオタイプと実際 事前：なし
事後：授業資料 講義

3 沖縄文化のステレオタイプと実際⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 文化人類学からみた沖縄文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 沖縄の社会と文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 沖縄の社会と文化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 始祖求心的文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 始祖求心的文化の現代版 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 民俗文化の創造 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 沖縄文化と「境界」 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 祖霊観と他界観 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 〈ニライカナイ〉の発想 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 沖縄と防衛問題 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 沖縄はパラダイスか 事前：なし
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 沖縄文化研究Ⅰ（Okinawan Studies Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
この授業の目的は、ともすれば観光やエキゾチシズムにのみ目の回りがちな沖縄文化を当事者の視点から捉えてみることです。皆さんのほとんどが「遊

びに行くところ」と考えているかもしれません。しかし、当地の生活実感から生活世界を考えるなら、本土とも微妙に異なる世界が出現します。多方面か
ら考えてみましょう。
授業目標：

ヒトが身体を通じて、どのように「世界」と関わっているのかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しません

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする努力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 宮古文化と沖縄文化 事前：沖縄の島々を確認
事後：授業資料 講義

2 伊良部島の文化バリエーション 事前：なし
事後：授業資料 講義

3 村落祭祀 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 シャーマニズム 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 世界観と歴史 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 民俗的小宇宙 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 本土文化と民俗文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 法と民俗文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 法と民俗文化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 社会組織の変化：祭祀 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 社会組織の変化：家族 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 フィールド調査 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 フィールド調査⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 フィールド調査⚓ 事前：なし
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 沖縄文化研究Ⅱ（Okinawan Studies Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 沖縄文化研究Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
沖縄文化論Ⅰを受けて、後期ではその範囲を宮古地域に限定して考察します。防衛問題の議論によくみられる「本土 沖縄」という二分法では見えにく

い沖縄の姿を、宮古地域を中心にすえることで違う見方ができるのではないだろうかという視点から授業を進めていきます。

授業目標：
沖縄文化へのより深い理解

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回の講義時に提示します。

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、小テスト等（35％）、レポートプログラム（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 Linuxを使ってみよう 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 シェルって何だろう？ 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 シェルの便利な機能 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 ファイルとディレクトリ・ファイル操作の基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 探す、調べる・テキストエディタ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 bashの設定・ファイルパーミッションとスーパーユーザ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 中間試験 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 プロセスとジョブ・標準入出力とパイプライン 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 テキスト処理・正規表現 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 高度なテキスト処理・シェルスクリプトを書こう 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 シェルスクリプトの基礎知識・シェルスクリプトを活用しよう 事前：模擬試験の確認
事後：復習 講義

13 アーカイブと圧縮・バージョン管理システム 事前：試験の確認
事後：復習と課題の作成 講義

14 ソフトウェアパッケージ 事前：模擬試験の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 最終試験 事前：課題の統合的チェック
事後： 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) オペレーティングシステム（Operating System） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 舘 秀典

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること

授業概要：
UNIXオペレーティングシステムを通してオペレーティングシステムの実態を理解し、UNIXの背景にある技術、文化、思想について学ぶ。UNIXは現在

広く使われている各種オペレーティングシステムに深く影響を与えている。そのため、ここで身についた知識は広い範囲で応用が可能になる。本授業は
UNIXの使い方を学ぶと言うよりも、その背景にある技術、思想そして文化を含めて考えていくアプローチを得る。実習に関してはUBUNTUを使うことを
前提にしている。
授業目標：

UNIXの理解と構成する技術要素の理解とシステムの流れを理解することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-02  Page 25 19/03/15 15:39

60

教本：
『English Sounds, English Minds』（杉森幹彦、大塚朋美、杉森直樹、Paul Evans
金星堂)

参考文献：
敵宣、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート（10％）、音声実技試験（10％）、定期試験（60％）、小テスト（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
英語の音声をたくさん聴くようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 本科目を学ぶ意義と授業全体の構成について 事前：シラバスを確認する
事後：テキスト記入 講義

2 音の発声 母音と子音の種類 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

3 英語のアクセント 音節と強勢、子音結合、句の強勢 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

4 英語のリズム 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

5 紛らわしい母音 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

6 紛らわしい子音 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

7 つながって聞こえる音（連結） 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

8 変化して聞こえる音（同化） 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

9 聞こえなくなる音 ⑴ 単語間の脱落 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

10 聞こえなくなる音 ⑵ 単語内の脱落。短縮形 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

11 英語のイントネーションのパターン 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

12 英語のイントネーションと文中のポーズ 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

13 World Englishes 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

14 英語の数量表現の聞き取り 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

15 まとめと復習、音声実技試験 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 音声学Ⅰ（Phonetics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡部 佑人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
英語の音声についてテキストを用いると同時に、それに伴うＣＤを聞きながら授業を進める。間違いやすい、あるいは難しい音声について実践練習をし、

英語音の連結、脱落、弱化などの現象を理解するだけでなく、実際に練習を通して体得する。

授業目標及びテーマ：
中学校や高等学校で正しく英語の音声指導ができる力をつけることが目標である。英語の音素、アクセント、リズム、イントネーションなどの特徴を確

認することがテーマであり、日本語との比較の視点を取り入れて授業を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『English Sounds, English Minds』（杉森幹彦、大塚朋美、杉森直樹、Paul Evans
金星堂)

参考文献：
敵宣、授業内で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート（10％）、音声実技試験（10％）、定期試験（60％）、小テスト（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
英語の音声をたくさん聴くようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 本科目を学ぶ意義と授業全体の構成について 事前：シラバスを確認する
事後：テキスト記入 講義

2 音の発声 母音と子音の種類 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

3 英語のアクセント 音節と強勢、子音結合、句の強勢 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

4 英語のリズム 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

5 紛らわしい母音 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

6 紛らわしい子音 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

7 つながって聞こえる音（連結） 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

8 変化して聞こえる音（同化） 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

9 聞こえなくなる音 ⑴ 単語間の脱落 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

10 聞こえなくなる音 ⑵ 単語内の脱落。短縮形 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

11 英語のイントネーションのパターン 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

12 英語のイントネーションと文中のポーズ 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

13 World Englishes 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

14 英語の数量表現の聞き取り 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

15 まとめと復習、音声実技試験 事前：ディクテーション予習
事後：テキスト記入 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 音声学Ⅱ（Phonetics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡部 佑人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
英語の音声についてテキストを用いると同時に、それに伴うＣＤを聞きながら授業を進める。間違いやすい、あるいは難しい音声について実践練習をし、

英語音の連結、脱落、弱化などの現象を理解するだけでなく、実際に練習を通して体得する。

授業目標及びテーマ：
中学校や高等学校で正しく英語の音声指導ができる力をつけることが目標である。英語の音素、アクセント、リズム、イントネーションなどの特徴を確

認することがテーマであり、日本語との比較の視点を取り入れて授業を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
会計の基礎ハンドブック 創成社

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 簿記 事前：なし
事後：なし 講義

2 簿記（勘定科目の分類と説明） 事前：なし
事後：なし 講義

3 簿記（仕訳から決算手続きまで） 事前：なし
事後：なし 講義

4 財務会計（会計基準） 事前：なし
事後：なし 講義

5 財務会計（企業会計原則一般原則） 事前：なし
事後：なし 講義

6 財務会計（損益計算書原則，損益計算の本質） 事前：なし
事後：なし 講義

7 財務会計（損益計算書作成原則） 事前：なし
事後：なし 講義

8 財務会計（貸借対照表原則，科目分類の原則） 事前：なし
事後：なし 講義

9 財務会計（資産評価の原則） 事前：なし
事後：なし 講義

10 原価会計（基礎知識） 事前：なし
事後：なし 講義

11 原価会計（費目別原価計算） 事前：なし
事後：なし 講義

12 原価会計（部門別原価計算） 事前：なし
事後：なし 講義

13 原価会計（総合原価計算，個別原価計算） 事前：なし
事後：なし 講義

14 原価会計（標準原価計算） 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 会計学Ⅰ（Accounting Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
財務会計、原価会計をシラバスに沿って順次解説していく。

授業目標：
会計学の主要領域である、簿記、財務会計、原価会計などを簡単に理解できるように解説したい。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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か

教本：
会計の基礎ハンドブック 創成社

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 会計監査論（監査とは） 事前：なし
事後：なし 講義

2 会計監査論（監査の実施） 事前：なし
事後：なし 講義

3 税務会計論（税務会計の意義と体系） 事前：なし
事後：なし 講義

4 税務会計論（課税所得と企業利益） 事前：なし
事後：なし 講義

5 税務会計論（課税所得の計算） 事前：なし
事後：なし 講義

6 税務会計論（損益の期間帰属決定基準） 事前：なし
事後：なし 講義

7 税務会計論（税務会計上の諸問題） 事前：なし
事後：なし 講義

8 経営分析論（経営分析の基礎） 事前：なし
事後：なし 講義

9 経営分析論（財務諸表分析の目的と分類） 事前：なし
事後：なし 講義

10 経営分析論（安全性分析） 事前：なし
事後：なし 講義

11 経営分析（収益性分析） 事前：なし
事後：なし 講義

12 経営分析（効率性分析） 事前：なし
事後：なし 講義

13 経営分析（損益分岐点分析） 事前：なし
事後：なし 講義

14 経営分析（生産性分析） 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 会計学Ⅱ（Accounting Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
監査論、税効果会計、経営分析をシラバスに沿って順次解説していく。

授業目標：
会計学Ⅰに引き続き、監査論、税務会計論、経営分析論を中心に解説するので、会計の基礎的な力が身につくこと、基礎力養成に目標をおいている。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用せず、プリントを使用する。

参考文献：
必要に応じて授業中に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間試験の評価（40％）と期末試験の評価（60％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
プリントに目を通すこと、学生としてのマナーを守ること、歴史のみならず世界の時事問題に関心を持てるように心がけて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ヨーロッパとは何か 事前：なし
事後：なし 講義

2・3 古典古代 ギリシャ ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

4 古典古代 ローマ ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

5 古典古代 ローマ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

6 古典古代 ローマ ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

7 中間試験 事前：なし
事後：なし 講義

8・9 ヨーロッパ中世世界の成立 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

10 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

11 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

12 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

13 ヨーロッパ中世世界の崩壊 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

14 ヨーロッパ中世世界の崩壊 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

15 ヨーロッパ中世世界の崩壊 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 外国史Ⅰ（History of the World Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
歴史は暗記物ではなく、感じるものであり、考えるものであり、想像（創造）するものである。考え想像（創造）するためには基本的な判断材料が必要

である。授業では必須の歴史的知識や歴史概念をプリントで提供するが、それを基にして時代の特徴、変化を掴むようにしたい。本講義ではヨーロッパ中
世世界の崩壊に至るまでの時代を扱う。
授業目標：

ヨーロッパは時間と空間の中で、様々な民族によって形成されてきた。あらゆる点で矛盾に満ちたヨーロッパの特徴は多様性と統一に見られる。そして
ヨーロッパは地域主義を基本として国民国家を形成し、今や国民国家の枠を越えてヨーロッパ連合の安定に向けての歩みを続けている。こうしたヨーロッ
パの多様性を保持しつつ統一に向かう動き、ヨーロッパの基本的な精神、構造、変化を理解してゆきたい。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用せず、プリントを使用する。

参考文献：
必要に応じて授業中に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間試験の評価（40％）と期末試験の評価（60％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
プリントに目を通すこと、学生としてのマナーを守ること、歴史ならびに世界の時事問題に関心を持てるように心がけて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 近代ヨーロッパの成立 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

2 近代ヨーロッパの成立 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

3 近代ヨーロッパの成立 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

4・5 絶対主義の時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

6 中間試験 事前：なし
事後：なし 講義

7 市民革命の時代 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

8 市民革命の時代 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

9 市民革命の時代 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

10・11 産業革命とナショナリズムの時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

12・13 帝国主義の時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

14・15 ファシズムと第二次世界大戦 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 外国史Ⅱ（History of the World Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパの歴史に関する基本的な知識を理解、習得出来るように、授業ではプリントを配布する。プリントを読み、歴史概念、時代的変化を理解する

よう努めて欲しい。ヨーロッパの基本的価値、個人的自由、代議制民主主義、法の前の平等、自己懐疑の精神などがいかにして形成されたのか、ヨーロッ
パがいかに自己破壊への道をたどったのか、そしていかに再生を果たそうとしたのかを考える。
授業目標：

ヨーロッパの歴史と現代的意義を考えてゆきたい。あらゆるものが変化してやまないという不変の法則の中で、ヨーロッパは空間と時間の中で、いかな
る変化をしてきたのであろうか。万物は変化してやまないということを理解したい。
「すべての歴史は現代史である」とすれば、現代の我々の社会の有り様を考える上で、ヨーロッパの歴史は我々に何ほどかの手掛かりを与えてくれるはず

である。近代国家を越えたヨーロッパ連合への歩みの中で、なお戦争、人種的民族的な対立が消えていない現実の基底にあるものは何か、またヨーロッパ
はどこに行こうとしているのかを考えてゆきたい。本講義ではヨーロッパ近世以降、現代に至るまでの時代を考えてゆきたい。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用せず、プリントを使用する。

参考文献：
必要に応じて授業中に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間試験の評価（40％）と期末試験の評価（60％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
プリントに目を通すこと、学生としてのマナーを守ること、
歴史のみならず世界の時事問題に関心を持てるように心がけて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ヨーロッパとは何か 事前：なし
事後：なし 講義

2・3 古典古代 ギリシャ ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

4 古典古代 ローマ ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

5 古典古代 ローマ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

6 古典古代 ローマ ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

7 中間試験 事前：なし
事後：なし 講義

8・9 ヨーロッパ中世世界の成立 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

10 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

11 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

12 ヨーロッパ中世世界の確立 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

13 ヨーロッパ中世世界の崩壊 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

14 ヨーロッパ中世世界の崩壊 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

15 ヨーロッパ中世世界の崩壊（⚓） 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 外国史論Ⅰ（History of the World Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
歴史は暗記物ではなく、感じるものであり、考えるものであり、想像（創造）するものである。考え想像（創造）するためには基本的な判断材料が必要

である。授業では必須の歴史的知識や歴史概念をプリントで提供するが、それを基にして時代の特徴、変化を掴むようにしたい。本講義ではヨーロッパ中
世世界の崩壊に至るまでの時代を扱う。
授業目標：

ヨーロッパは時間と空間の中で、様々な民族によって形成されてきた。あらゆる点で矛盾に満ちたヨーロッパの特徴は多様性と統一に見られる。そして
ヨーロッパは地域主義を基本として国民国家を形成し、今や国民国家の枠を越えてヨーロッパ連合の安定に向けての歩みを続けている。こうしたヨーロッ
パの多様性を保持しつつ統一に向かう動き、ヨーロッパの基本的な精神、構造、変化を理解してゆきたい。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-02  Page 32 19/03/15 15:39

67

教本：
テキストは使用せず、プリントを使用する。

参考文献：
必要に応じて授業中に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間試験の評価（40％）と期末試験の評価（60％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
プリントに目を通すこと、学生としてのマナーを守ること、歴史ならびに世界の時事問題に関心を持てるように心がけて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 近代ヨーロッパの成立 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

2 近代ヨーロッパの成立 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

3 近代ヨーロッパの成立 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

4・5 絶対主義の時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

6 中間試験 事前：なし
事後：なし 講義

7 市民革命の時代 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

8 市民革命の時代 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

9 市民革命の時代 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

10・11 産業革命とナショナリズムの時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

12・13 帝国主義の時代 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

14・15 ファシズムと第二次世界大戦 ⑴ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 外国史論Ⅱ（History of the World Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパの歴史に関する基本的な知識を理解、習得出来るように、授業ではプリントを配布する。プリントを読み、歴史概念、時代的変化を理解する

よう努めて欲しい。ヨーロッパの基本的価値、個人的自由、代議制民主主義、法の前の平等、自己懐疑の精神などがいかにして形成されたのか、ヨーロッ
パがいかに自己破壊への道をたどったのか、そしていかに再生を果たそうとしたのかを考える。
授業目標：

ヨーロッパの歴史と現代的意義を考えてゆきたい。あらゆるものが変化してやまないという不変の法則の中で、ヨーロッパは空間と時間の中で、いかな
る変化をしてきたのであろうか。万物は変化してやまないということを理解したい。
「すべての歴史は現代史である」とすれば、現代の我々の社会の有り様を考える上で、ヨーロッパの歴史は我々に何ほどかの手掛かりを与えてくれるはず

である。近代国家を越えたヨーロッパ連合への歩みの中で、なお戦争、人種的民族的な対立が消えていない現実の基底にあるものは何か、またヨーロッパ
はどこに行こうとしているのかを考えてゆきたい。本講義ではヨーロッパ近世以降、現代に至るまでの時代を考えてゆきたい。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
中釜洋子・野末武義・布柴靖枝・無藤清子『家族心理学：家族システムの発

達と臨床的援助』有斐閣ブックス
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えた

ことを書いて提出していただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション、ジェノグラム 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 家族システム理論 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 家族をシステムから捉え、家族の問題を考える 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 独身の若い成人期、結婚による家族の成立期 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 家族をシステムから捉え、家族の問題を考える 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 小学生の子ども、若者世代とその家族 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 自立とは？ 親からの精神的自立 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 老年期の家族 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 家族への臨床的アプローチ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 リフレーミング 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 夫婦関係の危機と援助 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 児童虐待 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 家族が経験するストレスと援助 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 現代の家族の問題（発表会） 事前：発表資料の作成
事後：講義内容の復習 講義・演習

15 事例検討：不登校の事例 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 家族心理学（Psychology of Family） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
個人の「こころ」は、その家族の歴史、現在の家族関係と切り離して考えることはできない。本講義では、個人を家族との関係から捉え、家族が形成さ

れてから発達して行く過程、その過程で生じうる家族メンバーの相互作用や心理臨床的問題、支援法を学ぶ。

授業目標：
本講義の目標は、個人を家族との関係から理解し、支援するための基礎的な知識を得ることである。これにより、心理臨床の場における支援対象者の理

解・支援の手がかりを得ることができる。さらに、身近な存在であるがゆえに客観視することが難しい家族との関係について心理学の理論に基づいて考え
ていくことは、他者理解のみでなく自己理解を深めることにも繋がると期待される。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：事後の復習 講義

2 今日の家族事情 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

3 家族ってなんですか。（⚑：日本の家族） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

4 家族ってなんですか。（⚒：国籍と戸籍） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

5 家族ってなんですか。（⚓：氏と戸籍） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

6 家事紛争をめぐる裁判制度 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

7 法制度としての婚姻（成立・効力） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

8 法制度としての婚姻（夫婦財産制） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

9 法制度としての婚姻（離婚） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

10 夫婦と内縁関係 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

11 親子の効果（嫡出子と非嫡出子・親権） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

12 養子 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

13 親族関係 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

14 扶養 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

15 まとめ 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 家族法（Family Law） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 可能であれば、民法関係科目の履修または同時履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
日本の家族について法的視点を入れながら以下概観します。国籍、戸籍との関係、氏と戸籍との関係、婚姻と夫婦、そして親族関係と、日本の家族と家

族法のあり方等を考えていくこととします。

授業目標：
家族法についての概要の理解および法的ものの見方を身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。適宜、資料を配布する。

参考文献：
講義時、適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
担当者の都合により交替する事がある。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション（鷲尾） 事前：シラバスを読む
事後：県地図で市町村の確認 講義

2 森の里でお散歩（白川） 事前：森の里市のイメージ
事後：ノートの確認 演習

3 大山の風水（大井） 事前：大山のイメージ
事後：プリントの確認 講義

4 港湾都市 横浜（田中） 事前：横浜のイメージ
事後：ノートの確認 講義

5 神奈川県の歴史と伝承（石上） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

6 厚木市における川の文化（安村） 事前：厚木市周辺のイメージ
事後：ノートの確認 講義

7 川崎市の仁義なき戦い：新百合ヶ丘 vs. たまプラーザ（高橋） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

8 神奈川県の農業・畜産業（佐々木） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

9 愛川町と多様な文化（石橋） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

10 神奈川県内自治体の友好交流先（韓国の⚖姉妹都市）（金） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

11 鶴巻温泉論（立野） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

12 秦野市民論（岸） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

13 県西地域の自然と環境（川口） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

14 町田領土紛争問題（松浦） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

15 まとめ（鷲尾） 事前：前回講義の確認
事後：ノートの確認 講義

開 講 年 次 ⚒年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義/演習

授業科目(英文) 神奈川文化論（Cultural Analysis of KANAGAWA） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。事前学習に記載されたテーマについて考えてくる
こと。

授業概要：
多くの名所、旧跡に恵まれた神奈川について学ぶ科目である。時代の先駆けとなって日本をリードしてきた地域の歴史遺産や現代の出来事を糸口に、今

日に受け継がれるコミュニティの伝統と文化の深層を学び、神奈川の「文化」はどのような新しい価値を生み出すべきか考えていく。

授業目標：
県全体の地誌を身につけるとともに、自分たちの生活と神奈川県とのつながりをより身近にとらえることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特には指定しない。

参考文献：
特には指定しない。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
毎回行うテストで平均⚖点（10点満点）であれば合格とする。但し、授業中およびテスト中にスマホを机上に置いた場合は不正とみなし、その日のテス

トを⚐とする。

学生へのアドバイス：
いかなる産業も必ず環境負荷を行っており、いずれの企業は環境問題には多大な関心を持っている。

オフィスアワー：
火曜日ランチタイム

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「産業と環境」と題し、産業と企業、産業の発展と環境（明治中期から第一次大戦ま
で）、第二次大戦の廃墟からの復興。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

2 「産業構造変化と環境問題」と題し、高度経済成長期の変化、高度経済成長と公害発
生、省エネ、省資源への取り組みの進展。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

3 「環境問題の系譜と企業」と題して、日本の環境問題、企業の環境問題への取り組み、
産業の環境負荷について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

4 「持続可能な発展と環境」と題して、環境保護か開発か、産業活動における環境配慮を
中心に論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

5 「循環型社会と環境経営」と題し、循環型社会とその形成、資源の有効利用の促進に関
連する法律について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

6 「「ものづくり」の環境経営」と題し、ものづくり産業、ものづくり工程における環境
配慮、社会の要求の変化について論ずる

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

7 「「ものづくり」と環境設計」と題し、環境設計とその必要性、環境設計の進め方とそ
の方向について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

8 「「ものづくり」とエコマテリアル」と題して、エコマテリアルとその選択、エコマテ
リアルの例、ライフサイクル延長。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

9 「循環型社会確立と「ものづくり」」と題して、製品のライフサイクルの長期化とその
システム、ライフサイクル産業。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

10 「第一次産業と環境経営」と題して、第一次産業の特徴、農業と環境保全、環境保全型
農業へのアプローチについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

11 「環境保全型農業の実践」と題して、農業に係る最近の情勢、環境保全型農業の問題点
と対策、有機農業と地域社会。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

12 「有機農産物と環境」と題して、農政関連の定義、特別栽培農産物とそれに係る方策に
ついて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

13 「第三次産業と環境経営」と題して、第3次産業と環境保全、金融業と環境保全、環境
リスクと保険について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

14 「金融機関と社会的責任投資」と題して、融資と環境リスク、金融機関での環境保全の
内在化、社会的責任投資の推進。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

15 「環境経営と地球環境問題」と題して、日本の環境関連施策、地球環境問題の発生、日
本の地球環境問題への取り組み。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 環境経営論Ⅰ（Sustainable Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 瀧口 洋

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境経営論Ⅰでは、産業における環境経営について主として論ずる。産業は、多大なエネルギーと多大な資源を投入して、製品やサービスを提供してく

れるが、同時に多大な環境負荷をを排出している。そこで、産業の歴史、公害を含む環境問題の歴史から論じて環境経営の必要性を説明し、続いて、第一
次産業、第二次産業および第三次産業それぞれにおける環境問題を明らかにし、それへの取り組みについて論じ、最後に、地球環境問題の時代における企
業の環境問題への取り組み方についても論じて、この授業を完結する。
授業目標：

地球環境時代における企業における環境問題とそれへの取り組み方を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特には指定しない。

参考文献：
「現代日本の環境問題と環境政策」中藤和重他著、泉文堂、￥2,600＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
毎回行うテストで平均⚖点（10点満点）であれば合格とする。但し、授業中およびテスト中にスマホを机上に置いた場合は不正とみなし、その日のテス

トを⚐とする。

学生へのアドバイス：
いかなる産業も必ず環境負荷を行っており、いずれの企業は環境問題には多大な関心を持っている。

オフィスアワー：
火曜日ランチタイム

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「産業と環境」と題し、産業と企業、産業の発展と環境（明治中期から第一次大戦ま
で）、第二次大戦の廃墟からの復興。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

2 「産業構造変化と環境問題」と題し、高度経済成長期の変化、高度経済成長と公害発
生、省エネ、省資源への取り組みの進展。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

3 「環境問題の系譜と企業」と題して、日本の環境問題、企業の環境問題への取り組み、
産業の環境負荷について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

4 「持続可能な発展と環境」と題して、環境保護か開発か、産業活動における環境配慮を
中心に論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

5 「循環型社会と環境経営」と題し、循環型社会とその形成、資源の有効利用の促進に関
連する法律について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

6 「「ものづくり」の環境経営」と題し、ものづくり産業、ものづくり工程における環境
配慮、社会の要求の変化について論ずる

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

7 「「ものづくり」と環境設計」と題し、環境設計とその必要性、環境設計の進め方とそ
の方向について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

8 「「ものづくり」とエコマテリアル」と題して、エコマテリアルとその選択、エコマテ
リアルの例、ライフサイクル延長。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

9 「循環型社会確立と「ものづくり」」と題して、製品のライフサイクルの長期化とその
システム、ライフサイクル産業。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

10 「第一次産業と環境経営」と題して、第一次産業の特徴、農業と環境保全、環境保全型
農業へのアプローチについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

11 「環境保全型農業の実践」と題して、農業に係る最近の情勢、環境保全型農業の問題点
と対策、有機農業と地域社会。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

12 「有機農産物と環境」と題して、農政関連の定義、特別栽培農産物とそれに係る方策に
ついて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

13 「第三次産業と環境経営」と題して、第3次産業と環境保全、金融業と環境保全、環境
リスクと保険について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

14 「金融機関と社会的責任投資」と題して、融資と環境リスク、金融機関での環境保全の
内在化、社会的責任投資の推進。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

15 「環境経営と地球環境問題」と題して、日本の環境関連施策、地球環境問題の発生、日
本の地球環境問題への取り組み。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理して復習。 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 環境経営論Ⅰ（Sustainable Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境経営論Ⅰでは、産業における環境経営について主として論ずる。産業は、多大なエネルギーと多大な資源を投入して、製品やサービスを提供してく

れるが、同時に多大な環境負荷をを排出している。そこで、産業の歴史、公害を含む環境問題の歴史から論じて環境経営の必要性を説明し、続いて、第一
次産業、第二次産業および第三次産業それぞれにおける環境問題を明らかにし、それへの取り組みについて論じ、最後に、地球環境問題の時代における企
業の環境問題への取り組み方についても論じて、この授業を完結する。
授業目標：

地球環境時代における企業における環境問題とそれへの取り組み方を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
とくには指定しない。

参考文献：
とくには指定しない。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
毎回行う小テスト（10点満点）で平均⚖点以上を取得した場合は合格とする。但し、授業中および毎日のテスト中、机上にスマホがおいてあった場合は

不正とみなし、その日のテスト結果はなしとする。

学生へのアドバイス：
いずれの企業も必ず環境負荷をしており、いずれの企業も環境問題には深い関心を持っている。

オフィスアワー：
火曜日ランチタイム。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「地球環境サミットと地球環境憲章」と題して、環境に関する国際的動き、国内の動
き、国連地球環境サッミットについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

2 「地球環境と企業の責任」と題して、地球環境への企業の対応、企業の責任、企業文化
について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

3 「地球間尿問題発生と企業の取り組み」と題して､人口変化とその問題点、人類と環境、
地球環境の現状、企業の取り組み。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

4 「地球温暖化とその影響」と題して、温室効果ガスと温暖化、地球温暖化とその影響、
その影響の将来予測について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

5 「地球温暖化への国際的取り組み」と題して、国際的取り組みの変遷、炭酸ガス排出量
の比較、京都メカニズムについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

6 「地球温暖化への日本の取り組み」と題して、国の取り組み、民間の取り組み、企業の
取り組みについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

7 「企業における環境保全の内在化」と題して、内在化のための企業の方針手法、内在化
の進め方、環境情報の社会的インフラ。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

8 「ライフアセスメントと環境経営」と題し、LCAの定義、製品のライフサイクル、
ISO14040について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

9 「環境報告書と環境経営」と題し、環境コミュニケーションの意義、環境報告書の作
成、環境報告書の重要事項について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

10 「環境会計とエコファンド」と題して、環境会計の定義と機能、環境会計の導入効果、
環境コスト、エコファンドについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

11 「グリーン購入と環境ラベル」と題して、グリーン購入とその効果、グリーン購入と責
務、環境ラベルについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

12 「PRTRと有害化学物質対策」と題して、PRTRの概要、PRTRの実際、PRTRと企業
について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

13 「産業廃棄物とゼロエミッション」と題して、廃棄物の種類、ゼロエミッションの考え
方、ゼロエミッション経営について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

14 「環境マネジメントの導入と効果」と題して、環境マネジメント、環境マネジメントシ
ステム、社会とEMSについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

15 「将来の環境経営」と題して、環境と経済の好循環を目指して、環境経営論のまとめを
行う。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 環境経営論Ⅱ（Sustainable Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 瀧口 洋

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境経営論Ⅱでは、地球環境問題全体にも目を向け、とくに地球温暖化を取り上げ、国際的視点、国内的視点、さらに企業の視点で論ずる。さらに、企

業の視点では、環境保全の内在化が重要事項であるので、これを取り上げ、環境経営を推進するための手段として、ライフサイクルアセスメント、環境報
告書、環境会計、グリーン購入、PRTR、産業廃棄物、環境マネジメントシステムを取り上げ、企業の環境経営の有効な手段について論ずる。最後に、将来
の環境経営の在り方について論じて、この授業を完結する。
授業目標：

地球環境時代の環境経営推進の必要性およびそのための方法、手段についてよく理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
とくには指定しない。

参考文献：
「現代日本の環境問題と環境政策」中藤和重他著、泉文堂、￥2,600＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
毎回行う小テスト（10点満点）で平均⚖点以上を取得した場合は合格とする。但し、授業中および毎日のテスト中、机上にスマホがおいてあった場合は

不正とみなし、その日のテスト結果はなしとする。

学生へのアドバイス：
いずれの企業も必ず環境負荷をしており、いずれの企業も環境問題には深い関心を持っている。

オフィスアワー：
火曜日ランチタイム。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「地球環境サミットと地球環境憲章」と題して、環境に関する国際的動き、国内の動
き、国連地球環境サッミットについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

2 「地球環境と企業の責任」と題して、地球環境への企業の対応、企業の責任、企業文化
について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

3 「地球間尿問題発生と企業の取り組み」と題して､人口変化とその問題点、人類と環境、
地球環境の現状、企業の取り組み。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

4 「地球温暖化とその影響」と題して、温室効果ガスと温暖化、地球温暖化とその影響、
その影響の将来予測について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

5 「地球温暖化への国際的取り組み」と題して、国際的取り組みの変遷、炭酸ガス排出量
の比較、京都メカニズムについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

6 「地球温暖化への日本の取り組み」と題して、国の取り組み、民間の取り組み、企業の
取り組みについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

7 「企業における環境保全の内在化」と題して、内在化のための企業の方針手法、内在化
の進め方、環境情報の社会的インフラ。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

8 「ライフアセスメントと環境経営」と題し、LCAの定義、製品のライフサイクル、
ISO14040について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

9 「環境報告書と環境経営」と題し、環境コミュニケーションの意義、環境報告書の作
成、環境報告書の重要事項について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

10 「環境会計とエコファンド」と題して、環境会計の定義と機能、環境会計の導入効果、
環境コスト、エコファンドについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

11 「グリーン購入と環境ラベル」と題して、グリーン購入とその効果、グリーン購入と責
務、環境ラベルについて論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

12 「PRTRと有害化学物質対策」と題して、PRTRの概要、PRTRの実際、PRTRと企業
について論ずる。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

13 「産業廃棄物とゼロエミッション」と題して、廃棄物の種類、ゼロエミッションの考え
方、ゼロエミッション経営について。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

14 「環境マネジメントの導入と効果」と題して、環境マネジメント、環境マネジメントシ
ステム、社会とEMSについて。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

15 「将来の環境経営」と題して、環境と経済の好循環を目指して、環境経営論のまとめを
行う。

事前：シラバスをみて予習
事後：ノート整理で復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 環境経営論Ⅱ（Sustainable Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境経営論Ⅱでは、地球環境問題全体にも目を向け、とくに地球温暖化を取り上げ、国際的視点、国内的視点、さらに企業の視点で論ずる。さらに、企

業の視点では、環境保全の内在化が重要事項であるので、これを取り上げ、環境経営を推進するための手段として、ライフサイクルアセスメント、環境報
告書、環境会計、グリーン購入、PRTR、産業廃棄物、環境マネジメントシステムを取り上げ、企業の環境経営の有効な手段について論ずる。最後に、将来
の環境経営の在り方について論じて、この授業を完結する。
授業目標：

地球環境時代の環境経営推進の必要性およびそのための方法、手段についてよく理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、授業への受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
英語の基礎を修得していることが望ましい。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 演習

2 Conversation (At Hotel Front Desk）
Task（練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

3 Conversation (At Hotel Front Desk）
English Guidebook Reading (Imperial Palace, Ginza)

事前：―
事後：復習 演習

4 Conversation (At Hotel Front Desk）
Task（練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

5 Conversation (At Hotel Front Desk）
English Guidebook Reading (Ueno, Asakusa, Shinjuku)

事前：―
事後：復習 演習

6 Conversation (Complaints/Problems）
Task (練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

7 Conversation (Complaints/Problems）
English Guidebook Reading (Shibuya, Roppongi, Odaiba)

事前：―
事後：復習 演習

8 Conversation (Hotel Services）
Task (練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

9 Conversation (Hotel Services）
English Guidebook Reading (Disney Resort, Yokohama)

事前：―
事後：復習 演習

10 Conversation (Going Out for a While）
小テスト (30分、範囲は1～10で学習したところ）

事前：―
事後：復習 演習

11 Conversation (Checking Out）
English Guidebook Reading (Kamakura, Hakone, Mt. Fuji)

事前：―
事後：復習 演習

12 Conversation (At Information Center）
Task (練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

13 Conversation (At Information Center）
English Guidebook Reading (Izu, Kusatsu, Nikko)

事前：―
事後：復習 演習

14 Conversation (At Information Center）
Task (練習問題）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 観光英語Ⅰ（English for Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
外国人観光客と接する際などによく使われる実用初級レベルの英語表現を修得する。場面ごとの会話練習により、実際の状況ですぐに使える英語表現を

修得する。練習問題により、旅行・観光ビジネスで使われる実用初級レベルの英語の表現や用語を学ぶ。日本の観光地の説明が英語でできるよう、英文旅
行案内書を利用し実用初級レベルの英語の表現を学ぶ。
授業目標：

国際旅行・観光で使われる実用初級レベルの英語表現を修得すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-03  Page 3 19/03/15 15:40

76

教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
英語の基礎を修得していることが望ましい。毎回出席するよう努めよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction：授業の進め方と授業概要の説明
Reading (Sawanoya's Beginnings)

事前：―
事後：復習 演習

2 Reading (Prosperous Days)
Conversation (Rice and Miso Soup）

事前：―
事後：復習 演習

3 Reading (Prosperous Days)
Conversation (Rice and Miso Soup）

事前：―
事後：復習 演習

4 Reading (A Decision)
Conversation (Revolving Sushi Restaurant）

事前：―
事後：復習 演習

5 Reading (Morning in the Dining Room)
Conversation (Revolving Sushi Restaurant）

事前：―
事後：復習 演習

6 Reading (Morning in the Dining Room)
Conversation (Izakaya）

事前：―
事後：復習 演習

7 Reading (No-Shows)
Conversation (Izakaya）

事前：―
事後：復習 演習

8 Reading (No-Shows)
Conversation (Japanese Fast Food）

事前：―
事後：復習 演習

9 Reading (Sawanoya Springs Back to Life)
Conversation (Japanese Fast Food）

事前：―
事後：復習 演習

10 Reading (Sawanoya Springs Back to Life)
小テスト（30分、範囲は⚑～10で学習したところまで）

事前：―
事後：復習 演習

11 Reading (Self-Service)
Conversation (Japanese Spas）

事前：―
事後：復習 演習

12 Reading (Helping Overseas Guests)
Conversation (Japanese Spas）

事前：―
事後：復習 演習

13 Reading (Helping Overseas Guests)
Conversation (Convenience Stores, etc）

事前：―
事後：復習 演習

14 Reading (Warm and Welcoming)
Conversation (Convenience Stores, etc）

事前：―
事後：復習 演習

15 Summary：重要なポイントの説明と全体のまとめ 事前：―
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 観光英語Ⅱ（English for Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
“Welcome to Sawanoya, Welcome to Japan”（外国人旅行客を受け入れている日本旅館の奮闘記。英文）をテキストに用い、日本の文化や習慣を外国人旅

行客に英語でどう説明したらよいか、外国人旅行客とどう接したらよいかなどを学ぶ。また、日本の文化や習慣を説明できる実用中級レベルの英語表現力
を、会話練習を通して修得する。
授業目標：
⚑．国際旅行・観光で使われる、実用中級レベルの英語表現を修得すること。
⚒．日本の文化や習慣を英語で外国人旅行客に説明できるようになること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特になし。

参考文献：
その都度指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（40％）、定期試験（60％）及び授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光を構成する事柄について全般的に学ぶ授業です。これから自身の興味の方向を見出すつもりで受講してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光の構造 事後：今回の授業内容 講義

2 観光の定義 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 旅の変遷～旅から観光へ 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 旅と旅人 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 旅人と観光（芭蕉の旅） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 江戸時代の旅のインフラ整備 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 江戸時代における宿場町と宿泊施設 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 宗教と旅の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 伊勢講と門前町 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 大山講と門前町 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 富士講と門前町 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 温泉資源と温泉の効果 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 温泉地の変遷 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 温泉の利用と温泉観光地の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 温泉文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚑年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光概論Ⅰ（Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
江戸時代からの旅の変遷を学習することにより、これから観光を本格的に学ぶために必要な基礎について学ぶ。観光でよく使われる言葉の意味や定義、

構造等について習得する。

授業目標：
⚑．観光を学ぶために必要な基礎を習得する。
⚒．観光にかかわる言葉の意味・意義を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．「数字でみる観光 2015年度版 」公益社団法人日本観光振興協会出版、￥648（税込）

参考文献：
その都度指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
本講義は、観光における様々なテーマについての概要を取り上げており、今後の自身における観光に関する研究テーマを決定するためにも有用である。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光と情報 事後：今回の授業内容 講義

2 観光情報媒体 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 観光と展示見学施設 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 観光ルートの設定 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 観光コースと旅行商品 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 広域観光コース 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 観光地の形態（社寺観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 観光地の形態（伝統的建造物群保存地区） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 観光地の形態（都市観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 観光地の形態（ロケ地観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 観光地の形態（文学観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 観光地の形態（自然観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 観光地の形態（産業観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 観光地の形態（農山村観光地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 観光の総括 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚑年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光概論Ⅱ（Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 観光概論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
これから観光を本格的に学ぶために必要な基礎について学ぶ。観光でよく使われる言葉の意味や定義、構造等について習得する。

授業目標：
⚑．観光を学ぶために必要な基礎を習得する。
⚒．観光にかかわる言葉の意味・意義を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．白澤恵一『観光経営』高文堂出版社

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
教科書を良く読むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション・観光とは 事前：なし
事後：⚑～⚒頁精読 講義

2 観光の意義と関連概念 事前：57頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 観光現象とその構成要素 事前：10頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 多様な観光形態 事前：12頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 観光研究の分野 事前：15頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 新しい観光の考え方 事前：16頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 観光研究の対象と方法 事前：18頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 観光教育 事前：22頁精精読読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 観光研究・教育のための統計調査資料 事前：27頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 観光・旅行者の分類 事前：31頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 多様な観光・レジャー行動 事前：33頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 観光者の行動と心理 事前：35頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 観光需要 事前：⚙頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 観光調査 事前：40頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：テスト範囲と復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光経営論Ⅰ（Tourism Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 経営学概論Ⅰを履修していることが好ましい

そ の 他 なし

授業概要：
現代における観光経営の意義について触れ、観光産業について認識を深めることを前提にして、観光の歴史、観光市場の実態について学ぶ。

授業目標：
観光経営と地域観光や観光事業との関係を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．白澤恵一『観光経営』高文堂出版社

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光経営論Ⅰを取得しなくてもよい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光対象としての観光資源・施設 事前：なし
事後：45頁精読 講義

2 観光資源の保護 事前：48頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 観光資源保護のための国際的取り組み 事前：54頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 多様な観光形態 事前：55頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 観光経営の概念について 事前：57頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 観光地の経営 事前：58頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 観光経営と地域社会 事前：64頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 観光経営のマーケティング 事前：66頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 観光産業の概念 事前：71頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 旅行業 事前：73頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 宿泊業 事前：76頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 交通業 事前：83頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 観光政策と主な観光関連法規 事前：91頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 観光政策過程の検討 事前：100頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

15 まとめ 事前：テスト範囲と復習
事後：授業内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光経営論Ⅱ（Tourism Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 経営学概論Ⅱを履修していることが好ましい

そ の 他 なし

授業概要：
観光資源、観光地、観光開発などの概念について学び、各種宿泊業や観光交通、その他関連産業などについて学ぶ。
地域社会、地域文化、観光福祉、観光政策過程について検討する。

授業目標：
観光産業の経営について具体的に学び、今後の観光経営について考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験の成績70％とレポート（毎時間提出）30％により評価する。

学生へのアドバイス：
経済学や経営学を修得しておくことが望ましい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：プリント教材について 講義

2 観光と経済学の基礎概念について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 観光商品の特徴について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 娯楽観光に対する需要について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 国際観光需要を決めるほかの要因について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 パック旅行を利用する理由について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 なぜ日本人にはパック旅行が人気があるのか 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 旅行会社を利用する理由について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 インターネットの旅行会社への影響について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 旅行期間の決定要因について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 日本人の観光客支出の経済的要因について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 観光産業と製品差別化について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 観光の参入障壁と市場環境の問題 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 観光客の旅行手段選択の決定要因について 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

15 前期のまとめ 事前：なし
事後：授業内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光経済論Ⅰ（Tourisum Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光と経済学、観光客、供給者、観光客の受け入れ社会の仕組み等の視点から具体的に展開する。

授業目標：
観光経済論Ⅰは、経済学の基礎理論を観光現象について具体的に応用して展開する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験の成績70％とレポート（毎時間提出）30％により評価する。

学生へのアドバイス：
観光経済学Ⅰや経済学や経営学を取得しておくことが望ましい。なお、観光経済論Ⅰを取得していなくても聴講できる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国際観光旅行に対する障壁について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

2 韓国と台湾、日本と中国の障壁について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

3 観光の受入経済に占める位置について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

4 世界全体の旅行・観光の経済的重要性について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

5 観光課税の政治経済について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

6 観光課税の経済的理由について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

7 観光と自然環境について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

8 人気と混雑と収容能力について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

9 持続可能な観光について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

10 社会的公平と貧困について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

11 テロリズムと観光の将来について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

12 観光の将来を形成する諸力について 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

13 観光と持続可能性・環境問題 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

14 生活者の視点から観光経済を考える 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

15 後期のまとめ 事前：プリント教材精読
事後：講義内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光経済論Ⅱ（Tourisum Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 観光経済論Ⅰを取得しておくことが好ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
国際観光と経済学、観光客、供給者、観光客の受け入れ社会の仕組み等の視点から具体的に展開する。

授業目標：
観光経済論Ⅱは、経済学の基礎理論を観光現象、特に国際観光について具体的に応用して展開する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布。

参考文献：
必要時に指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（40％）、定期試験（60％）に授業態度（出席状況等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光産業の基礎を学ぶことにより、観光産業の特異性を理解する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光と観光産業 事後：今回の授業内容 講義

2 観光産業の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 観光産業の市場特性 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 観光産業の商品特性 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 観光産業と波及効果 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 観光産業と観光消費 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 日本人の宿泊観光旅行マーケットの現状 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 外国人マーケットの現状 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 観光産業における経営構造⚑ 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 観光産業における経営構造⚒ 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 宿泊産業の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 宿泊業法と宿泊産業の現状 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 旅行業の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 旅行業の現状と課題 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 これからの観光産業 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光産業論Ⅰ（Tourism Industry Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
サービス産業の経営基礎を踏まえ、観光産業における他産業と異なる特徴、観光関連産業の構成などの基礎を理解するとともに、個別観光関連産業の現

状、内容等について理解する。

授業目標：
⚑．サービス産業としての観光産業の特徴・特殊性を理解する。
⚒．観光産業を構成する個別の産業についての理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストなし。講義中にプリントを配布する。

参考文献：
参考図書・文献については、講義の中で適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況（40％）、小テスト・レポート（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業中に発表をしてもらう場合もあるので、常に問題意識を持って授業に出席してほしい。授業計画に該当する内容を事前に新聞、ニュース、書籍等か

ら探して読んでおいて下さい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：授業の進め方や成績評価の仕方についてオリエンテーションを
行う。

事前：シラバスを読む
事後：なし 講義

2 観光資源：持続的に発展し続ける観光を実現するために不可欠な魅力を高める観光資
源とは何かを考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

3 食と観光：もっとも地域の特性を出し易い重要な観光資源の一つである「食」について
考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

4 温泉と観光：日本を代表する観光資源である温泉と観光について現状と課題について
考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

5 歴史・文化遺産と観光：歴史的・文化的価値のある寺社仏閣等文化財を観光資源とする
伝統的な観光形態について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

6 エコツーリズム「環境」と調和した観光という考え方について考える。観光が環境保
護・保全に果たした役割について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

7 グリーンツーリズム：農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型
の余暇活動について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

8 産業遺産・産業観光：歴史的・文化的価値のある産業文化財（産業遺構）等を観光資源
とする新しい観光形態について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

9 ヘルスツーリズム：医療や健康産業と結びつく形での新しい旅行形態について、現状
と課題について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

10 観光のユニバーサルデザイン化：障害者のための観光事業の可能性について、現状と
課題について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

11 都市と観光：「観光まちづくり」とも呼ばれるタウンツーリズムの実践と課題について
考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

12 ビジネストラベル：MICE ＝ Meeting（会議等）、Incentive tour（報奨・招待旅行）、
Convention(大会・学会)、Exhibition(展示会)を内容とするビジネストラベルについて考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

13 コンテンツツーリズム：映画、マンガ、アニメの作品に登場する舞台の地域を訪れる旅
行形態について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

14 民泊：円安による旅行客の増加、airbnbの登場により、注目される民泊について、現状
と課題について考える。

事前：事前配布資料の精読
事後：配布資料の復習 講義

15 まとめと課題 事前：全配布資料の精読
事後：全配布資料の精読 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光産業論Ⅱ（Tourism Industry Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藥師丸 正二郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
様々な観光の形態を学ぶことにより、観光に関連する様々な産業がどのように関っているかについて、その特徴を理解し、現状と課題について考える。

授業目標：
様々な形態の観光を検討します。それぞれの形態の中で観光関連企業がどのような形で関与しているか、その現状と課題について問題意識を持って考え

る力を養うことを目標にしています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布します。

参考文献：
適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
プレゼンテーション（30％）、レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光の社会的意義、観光資源の知識、そしてプレゼンテーションの技術を学ぶ機会ととらえ、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 観光とは、社会学とは 事前：なし
事後：なし 講義

⚓～⚕ 観光の歴史 事前：なし
事後：なし 講義

6 観光の経済学 事前：なし
事後：なし 講義

7 観光産業とその社会的責任 事前：なし
事後：なし 講義

8 環境問題と観光 事前：なし
事後：なし 講義

9 グローバル化と観光 事前：なし
事後：なし 講義

10 メディアと観光 事前：なし
事後：なし 講義

11 ブランドとイメージ 事前：なし
事後：なし 講義

12 観光地の真正性 事前：なし
事後：なし 講義

13～14 プレゼンテーション 事前：レポート課題提出
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光社会学Ⅰ（Sociology of Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 永井 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
そもそも観光とはどのような現象なのでしょうか。様々な側面から観光をとらえ、理解を深めます。

授業目標：
⚑．観光という現象が、現代社会においてどのような意味を持っているのかを考察する
⚒．観光や観光に関係する人々がどのような責任を有しているのか考察する
⚓．観光地の魅力の伝え方、伝わり方について考察する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布します。

参考文献：
適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
プレゼンテーション（30％）、レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光の社会的意義、観光資源の知識、そしてプレゼンテーションの技術を学ぶ機会ととらえ、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 宗教と観光 日本の宗教と聖地 事前：なし
事後：なし 講義

⚓～⚔ 宗教と観光 世界の宗教と聖地 事前：なし
事後：なし 講義

⚕ 映画・アニメと観光 事前：なし
事後：なし 講義

⚖ ディズニーランドの真正性 事前：なし
事後：なし 講義

7～⚘ 聖地巡礼の多様性 事前：なし
事後：なし 講義

⚙～10 戦争・災害と観光 事前：なし
事後：なし 講義

11 風化と風評被害 事前：なし
事後：なし 講義

12 聖地の意味と課題 事前：なし
事後：なし 講義

13～14 プレゼンテーション 事前：レポート課題提出
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光社会学Ⅱ（Sociology of Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 永井 恵一

履 修 条 件
前提科目 観光社会学Ⅰ（Sociology of Tourism Ⅰ）

そ の 他 なし

授業概要：
聖地巡礼やダークツーリズムの事例を通して、地域社会における観光の役割と可能性について考察を深める。

授業目標：
⚑．各宗教の概要を理解し、宗教的な聖地についての理解を深める
⚒．聖地という言葉がどのように変化してきたのか、多様な事例から考察する
⚓．戦争や災害による遺構や、悲惨な記憶を遺す意義について考察する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（20％）、個人プレゼン（20％）、グループプレゼン（30％）の評価から判断する。

平常点：授業課題、授業への参画度
提出課題：講義中の課題、レポートなど

学生へのアドバイス：
個人プレゼンとグループプレゼンは、単位修得にあたり必須とします。また、授業のグループワークでは、欠席などでグループのメンバーに迷惑をかけ

ないよう努力してください。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅
れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け付けます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／観光分野と情報通信技術 事前：なし
事後：配布プリント 講義

⚒･⚓ 社会活動における観光情報 文化・芸術・スポーツなどの観光情報 事前：観光情報の定義を考察
事後：配布プリント 講義

⚔･⚕ まちづくり活動に対する情報技術支援 グループディスカッション 事前：観光情報の事例を調査
事後：グループワーク 演習

6 観光地での自然災害における情報通信技術の考え方 事前：グループ課題
事後：配布プリント 講義

7 情報技術における観光産業・観光地域の被害把握の方法論 事前：ICTについて考察
事後：配布プリント 講義

8 情報技術観光産業復興支援 事前：ICT活用について考察
事後：配布プリント 講義

⚙･10 グループディスカッション＆プレゼン準備 事前：グループワーク
事後：プレゼン準備 演習

11 個人プレゼンテーション 事前：リハーサル
事後：フィードバック確認 演習

12･13 国内外の観光と情報科学技術 観光産業分野における最新の情報通信技術の事例 事前：ICT活用事例の考察
事後：配布プリント 講義

14 グループディスカッション＆プレゼン準備 事前：グループワーク
事後：グループワーク 演習

15 グループプレゼンテーション 事前：リハーサル
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光情報論（Tourism Informatics） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業では観光における情報システムの考え方を中心に、国内外の観光情報システムにどのようなものがあるかを講義や事例研究を通して理解する。

新しい観光情報システムの提案や観光情報を発信する方法論を実際に提案することよって、効果的な観光情報システムを創造する視点を身に付ける。講義
計画に沿って観光情報システムの事例についての講義を行い、国内外の事例やグループによる実地調査、ディスカッションを通して、観光情報システムの
在り方について考える。最終的には、レポートにまとめ、グループまたは、個人でのプレゼンテーションを行う。
授業目標：

観光情報論では、観光と情報通信技術をキーワードに、今後の観光における情報システムの考え方や、その活用方法を学ぶことを目的とする。具体的に
は、観光情報メディアとしての情報通信機器の利用、観光情報提供システム構築、観光情報収集システムの仕組みなどについて学習し、その在り方を考え
る。観光分野で適応できる普遍的方法論や、情報通信技術を利用した事例を通して、観光における実践的な情報通信技術の活用を考える能力を身に付ける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、期末レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で取り上げた史跡のしつを訪ねてみること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業計画の説明 事前：なし
事後：なし 講義

2 日本における街道（江戸時代以前）とローマ街道 事前：なし
事後：なし 講義

3 日本における宿泊施設（江戸時代以前）と同時代の欧州の宿 事前：なし
事後：なし 講義

4 室町時代の旅人と中世欧州の旅人 事前：なし
事後：なし 講義

5 江戸時代の街道の発達 事前：なし
事後：なし 講義

6 江戸時代の宿泊施設の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

7 参勤交代が日本の観光の発展に果たした役割 事前：なし
事後：なし 講義

8 お伊勢参りが日本の観光の発展に果たした役割 事前：なし
事後：なし 講義

9 日本人の温泉旅行とローマ人の温泉旅行 事前：なし
事後：なし 講義

10 外国人による江戸時代の日本旅行 事前：なし
事後：なし 講義

11 明治・大正時代のホテルの発展 事前：なし
事後：なし 講義

12 日本の観光の発展に果たした鉄道の役割 事前：なし
事後：なし 講義

13 海水浴の歴史 事前：なし
事後：なし 講義

14 日本人の海外旅行の歴史 事前：なし
事後：なし 講義

15 授業の総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光文化史Ⅰ（History of Tourism Culture I） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高寺 奎一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本における旅と観光の歴史を以下の視点から考察する。
① どんな形態の旅行、観光が発達していたか
② 旅行、観光はどの範囲の人々まで可能だったのか
③ 旅行、観光の容易化は、どこまで進んでいたか（交通、宿泊、情報等）
④ 旅行、観光関連ビジネスは、どこまで発達していたか
⑤ 旅行、観光はその時代の社会、文化にどのような影響を及ぼしたか

授業目標：
今日の日本の観光文化を生みだした歴史的背景を理解することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、期末レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
歴史年表をながめること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業計画の説明 事前：なし
事後：なし 講義

2 有史前（イーストサイドストーリーからエジプト時代まで） 事前：なし
事後：なし 講義

3 ギリシャ時代の旅（海の旅、世界を知るための旅） 事前：なし
事後：なし 講義

4 ローマ時代の旅（ローマ街道、温泉旅行、古代遺跡の旅） 事前：なし
事後：なし 講義

5 中世の聖地エルサレム観光ツアー 事前：なし
事後：なし 講義

⚖･⚗ 英国貴族子弟によるグランドツアー 事前：なし
事後：なし 講義

⚘ 文人の旅 事前：なし
事後：なし 講義

⚙･10 イスラム社会の旅 事前：なし
事後：なし 講義

11 有給休暇の発展 事前：なし
事後：なし 講義

12 バカンスの誕生 事前：なし
事後：なし 講義

13 鉄道と観光 事前：なし
事後：なし 講義

14 第二次大戦後の国際観光の発達 事前：なし
事後：なし 講義

15 事業の総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光文化史Ⅱ（History of Tourism Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高寺 奎一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
授業概要：旅と観光の歴史を以下の視点から考察する。
① その時代、どんな形態の旅行、観光が発達していたか
② その時代、旅行、観光はどの範囲の人々まで可能だったのか
③ その時代、旅行、観光の容易化は、どこまで進んでいたか（交通、宿泊、情報等）
④ その時代、旅行、観光関連ビジネスは、どこまで発達していたか
⑤ 旅行、観光はその時代の社会、文化にどのような影響を及ぼしたか

授業目標：
今日の世界の観光文化を生みだした歴史的背景を理解することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布。

参考文献：
必要時に指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）に授業態度（出席状況等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
ここで扱う観光文化は、観光客が行動することにより形成されてくる総てであり、最も基本的なことでもある。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光文化の構造 事後：今回の需要内容 講義

2 観光文化の関連要素 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 観光の発生の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 観光の発生の要因 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 観光旅行の行動形態 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 観光ルートと観光コース 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 観光コースと旅行商品 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 観光地の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 観光地の変容構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 世界遺産と観光地の変容 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 災害と観光 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 観光旅行の変容 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 ユニバーサルツーリズム 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 観光の波及効果 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき観光文化の形成と地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光文化論Ⅰ（Tourism and Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光と文化（社会）の様々な関係について、観光客という視点から観光活動の現状や歴史的な経緯、各種文化の特性等を踏まえて、よりよき観光文化形

成のあり方について探求する。

授業目標：
⚑．観光客の行動特性、観光の効果について習得する。
⚒．より良き観光文化の形成のあり方について習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布。

参考文献：
必要時に指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光形成の流れを歴史的な視点で見つめ直すことにより、現在のそして将来のあるべき観光のあり方が見えてくる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 我が国における観光文化形成の経緯⚑（江戸時代の旅） 事後：今回の需要内容 講義

2 我が国における観光文化形成の経緯⚒（街道） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 我が国における観光文化形成の経緯⚓（宿場） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 社寺観光と観光文化⚑（社寺観光の変遷） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 社寺観光と観光文化⚒（事例：伊勢参りと旅） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 社寺観光と観光文化⚓（事例：富士講と旅） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 社寺観光と観光文化⚔（事例：大山講と旅） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 社寺観光と観光文化⚕（社寺と観光文化の形成） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 温泉観光と観光文化⚑（温泉の構造） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 温泉観光と観光文化⚒（温泉地の変遷） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 温泉観光と観光文化⚓（温泉の活用） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 温泉観光と観光文化⚔（事例：草津温泉） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 温泉文化と観光文化⚕（事例：道後温泉等） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 温泉文化と観光文化⚖（事例：各種温泉地） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき観光文化の形成にむけて 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光文化論Ⅱ（Tourism and Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光文化論Ⅰを受けて、現代の観光文化を形成してきた温泉観光、社寺観光等の個別毎の観光文化形成について、その歴史的な変遷等を考察することに

より、観光文化についての探求を深めます。

授業目標：
⚑．江戸時代から今日の詣で観光の変遷と観光文化の形成について習得する。
⚒．江戸時代から今日の温泉観光の変遷と観光文化形成について習得する。
⚓．よりよき観光文化の形成のあり方について習得する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようＱ＆Ａの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：― 講義

2 マーケティング発達史、まとめ、WS(注) 事前：予習
事後：復習 講義

3 マーケティングの基礎⚑ ニーズとシーズ、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 マーケティングの基礎⚒ 環境分析、⚓Ｃ、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 マーケティングの基礎⚓ 顧客分析、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 マーケティングの基礎⚔ 競合分析、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 マーケティングの基礎⚕ STP、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 マーケティングの基礎⚖ ⚔Ｐ、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 市場調査⚑ 定量調査の手法と特徴、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 市場調査⚒ アンケート調査、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 市場調査⚓ 定性調査の手法と特徴、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 製品戦略の基礎⚑ ヒット、ロングセラー商品、新商品、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 製品戦略の基礎⚒ 製品のライフサイクル、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 製品戦略の基礎⚓ ブランド、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 前期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光マーケティング論Ⅰ（Tourism Marketing I） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
マーケティング論は、モノやサービスの売れるしくみづくりを色々な側面から考える研究領域。
旅行・観光という消費者が事前に見本を見たり触ったりできない、イメージと期待感で売る商品に応用可能なマーケティング手法を中心に講義を行う。

事例紹介は旅行・観光分野を中心に行う予定。
授業目標：

旅行・観光分野で必要なマーケティングの基礎知識の習得と事例研究を通じた実践力と応用力の獲得。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本： 参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
アンケート調査を予定している。プレ社会人としてしっかり臨むこと。
観光まちづくりについての基礎知識の習得状況によっては、全国の観光資源についての復習を授業内に実施する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
マーケティングとは。

事前：シラバスを読む
事後：ノートの確認 講義

2 観光マーケティング事例研究①神奈川県 事前：GWに行きたいところ
事後：ノートの確認 講義

3 観光マーケティング事例研究②神奈川県 事前：家族連れで行きたい
事後：ノートの確認 講義

4 観光マーケティング事例研究③神奈川県 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義

5 テーマパークとマーケティング（USJ） 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義

6 テーマパークとマーケティング（県内事例） 事前：GWの人出
事後：ノートの確認 講義

7 温泉とマーケティング（由布院温泉） 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義

8 温泉とマーケティング（県内事例） 事前：アンケートの思い出
事後：ノートの確認 講義

9 マーケティング調査の実施①アンケート調査票の作成 事前：他のアンケート調査
事後：ノートの確認 講義

10 マーケティング調査の実施②アンケート調査事前準備 事前：調査のリハーサル
事後：ノートの確認 演習

11 マーケティング調査の実施③アンケート調査実施 事前：調査のリハーサル
事後：ノートの確認 講義

12 アンケート結果から考える 事前：アンケートに目を通す
事後：ノートの確認 講義

13 アンケート結果のまとめ 事前：アンケートに目を通す
事後：ノートの確認 講義

14 松蔭祭のテーマを考える（課題） 事前：松蔭祭のいいところ
事後：ノートの確認 講義

15 課題の発表 事前：発表準備
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光マーケティング論Ⅰ（Tourism Marketing Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 地域観光論Ⅱ（未取得者は相談してください）（観光文化学科の学生は前期開講分を履修すること）

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。指示のあった場合は、パソコンを持って来ること。
地域観光論Ⅱ履修時のノートを使用する。事前学習に記載されたテーマについて考えたり、調べてくること。

授業概要：
○マーケティングの基礎知識の習得、○観光まちづくり先進地の事例研究を盛り込む。ノートをしっかりと取ること。15回の授業終了時にはノートが⚑

冊の資料集となるように丁寧にまとめること。課題発表ない場合は、単位は拾得できない。
授業目標：
⚑．観光まちづくりにおけるマーケティングの基本的な考え方の理解を深める。
⚒．マーケティングの一つの手法であるヒアリング調査の実施について学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度等）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようＱ＆Ａの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 価格戦略の基礎⚑、まとめ、WS(注) 事前：―
事後：復習 講義

2 価格戦略の基礎⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

3 プロモーション戦略の基礎⚑ まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 プロモーション戦略の基礎⚒ メディア、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 プロモーション戦略の基礎⚓ 広告⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 プロモーション戦略の基礎⚔ 広告⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 プロモーション戦略の基礎⚕ 広報PR⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 プロモーション戦略の基礎⚖ 広報PR⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 デスティネーション・マーケティング⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 デスティネーション・マーケティング⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 デスティネーション・マーケティング⚓、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 宿泊業マーケティング、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 旅行業マーケティング、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 交通業マーケティング、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 後期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光マーケティング論Ⅱ（Tourism Marketing Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
マーケティング論は、モノやサービスの売れるしくみづくりを色々な側面から考える研究領域です。旅行・観光は、消費者が事前に見本を見たり触った

りできない、イメージと期待感で売る商品です。そのためマーケティングが特に大切な産業です。観光マーケティング論Ⅱでは、旅行・観光分野を中心に
事例紹介も多数取りまぜる予定です。
授業目標：

旅行・観光分野で必要なマーケティングの基礎知識の習得と事例研究を通じた実践力と応用力の獲得。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
講義時、適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
松蔭祭の実施時期に合わせて、授業の進行を変更する可能性がある。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
観光マーケティング論Ⅰで学んだこと。

事前：シラバスを読む
事後：ノートの確認 講義

2 イベントの実施報告書から学ぶ 事前：GWに行きたい
事後：ノートの確認 講義

3 松蔭祭の報告書づくり（必要な項目、調査） 事前：家族連れで行きたい
事後：ノートの確認 講義

4 ヒアリング調査 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義・演習

5 調査のまとめ 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義

6 報告書作成 事前：GWの人出
事後：ノートの確認 講義

7 イベントとマーケティング 事前：地域観光論Ⅱの見直し
事後：ノートの確認 講義

8 イベント会社のマーケティング 事前：アンケートの思い出
事後：ノートの確認 講義

9 旅行業者のマーケティング 事前：他のアンケート調査
事後：ノートの確認 講義

10 宿泊業者のマーケティング 事前：調査のリハーサル
事後：ノートの確認 講義

11 厚木市での新規イベント企画（厚木市の特徴） 事前：グラフの種類
事後：ノートの確認 講義

12 厚木市での新規イベント企画（何を売るか） 事前：効果的なグラフの使い方
事後：ノートの確認 講義

13 厚木市での新規イベント企画（必要なマーケティング） 事前：あなたの町のキャッチフレーズ
事後：ノートの確認 講義

14 厚木市での新規イベント企画づくり 事前：松蔭祭のいいところ
事後：ノートの確認 講義

15 課題の発表 事前：発表準備
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光マーケティング論Ⅱ（Tourism Marketing Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件

前提科目 観光マーケティング論Ⅰ（履修者で単位未取得者は相談してください）

そ の 他
⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。松蔭祭でのヒアリング調査を予定している。指示
があれば必ずパソコンを持って来ること。地域観光論Ⅱ及び観光マーケティング論Ⅰのノートを使用する。事前
学習に記載されたテーマについて考えたり、調べてくること。

授業概要：
○マーケティングの基礎知識の習得、○観光関連業種。企業の事例研究を盛り込む。ノートをしっかりと取り、15回の授業終了時にはノートが⚑冊の資

料集となるように丁寧にまとめること。課題発表ない場合は、単位は修得できない。
授業目標：
⚑．観光まちづくりにおけるマーケティングの基本的な考え方理解を深める。
⚒．マーケティングの一つの手法であるヒアリング調査の実施について学ぶ。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．「できる韓国語 初級Ⅰ」 DEKIRU出版

参考文献：
プリントを配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で学習した内容は当週に覚えましょう。復習に力を入れましょう。

オフィスアワー：
非常勤講師室にて授業終了後15分程度。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ ガイダンス＆韓国語の概要
母音の形態と発音（基本母音）

事前：
事後：p.8-9 母音を暗記 講義＆演習

⚓･⚔ 子音の形態と発音（基本子音） 事前：
事後：p.10-14 子音を暗記 講義＆演習

⚕ 子音の形態と発音（激音・濃音） 事前：
事後：p.15-19 子音を暗記 講義＆演習

⚖･⚗ パッチム（終声） 事前：
事後：p.20-24 読み方を暗記 講義＆演習

8 母音の形態と発音（複合母音） 事前：
事後：p.25-27 母音を暗記 講義＆演習

9 発音変化の規則 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

10 挨拶 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

11 第⚑課 定義の表現（文語の肯定文：叙述文・疑問文） 事前：p.41 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

12 第⚒課 定義の表現（文語の否定文） 事前：p.45、49 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

13 第⚓課 定義の表現（口語の肯定文・否定文） 事前：p.51、55 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

14 間接引用文を使った定義の表現 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

15 定義の表現まとめ 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 韓国語コミュニケーションⅠ（Korean Communication I） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 李 柱憲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
韓国語の文字と発音など基礎をしっかりと身に付け、文法・短文の作文練習などを行う。

授業目標：
前期15回通じて単語の読み書きができることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．「できる韓国語 初級Ⅰ」 DEKIRU出版

参考文献：
プリントを配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で学習した内容は当週に覚えましょう。復習に力を入れましょう。

オフィスアワー：
非常勤講師室にて授業終了後15分程度。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ 前期の復習Ⅰ 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

⚒ 第⚔課 存在 事前：p.57、61 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

⚓･⚔ 第⚕課 存在と位置 事前：p.63 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

⚕･⚖ 第⚖課 動詞の現在形（文語） 事前：p.69、73 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

⚗ 助詞「に」と「で」 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

8 動詞の並列 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

9 第⚖課 形容詞の現在形（文語） 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

10 第⚗課 否定（文語） 事前：p.75 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

11～13 第⚙課 動詞・形容詞の現在形（口語） 事前：p.79、87 暗記
事後：授業内容確認 講義＆演習

14 第18課 目的の語尾「に」 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

15 まとめ ＆ 復習 事前：
事後：授業内容確認 講義＆演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 韓国語コミュニケーションⅡ（Korean Communication Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 李 柱憲

履 修 条 件
前提科目 韓国語コミュニケーションⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
文法・短文の作文練習などを行い、短文の表現ができる能力を養うことを目指して学習する。

授業目標：
後期15回を通じて短文の読み書きができることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ソウルアカデミー韓国語⚑、金宰郁他、蒼学舎、￥2,000」

参考文献：
「ソウルアカデミー韓国語⚑ Workbook、金宰郁他、蒼学舎、￥1,000」

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、作品・発表（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は聞いてから話すものなのでとりあえずCDを聞くことです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 韓国語プレゼンテーションⅠ（Korean Presentation I） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
韓国語の挨拶・自己紹介など自分の意志表現ができる能力を養い、韓国語でプレゼンテーションができることを目指して学習する。

授業目標：
この授業は韓国語の理解を目標とし、韓国語でプレゼンテーションの技術を並行して学習する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、韓国語プレゼンテーションの意義と目標 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

2 プレゼンの準備 事前：プレゼンの注意事項
事後：教科書・資料の確認 講義

3 韓国語で挨拶、自己紹介 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

4 第⚑回プレゼン実践①（個人） 事前：プレゼンの注意事項
事後：発表の振り返り 講義

5 第⚑回プレゼン実践②（個人） 事前：プレゼンの注意事項
事後：発表の振り返り 講義

6 プレゼンの効果的作成方法① 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

7 プレゼンの企画立案 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

8 プレゼンの構成の見直し 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

9 第⚒回プレゼン実践①（グループ） 事前：リハーサル
事後：教科書・資料の確認 講義

10 第⚒回プレゼン実践②（グループ） 事前：リハーサル
事後：教科書・資料の確認 講義

11 プレゼンの効果的作成方法② 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

12 プレゼンの効果的作成方法②と準備① 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

13 プレゼンの効果的作成方法②と準備① 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

14 第⚓回プレゼン実践①（個人） 事前：リハーサル
事後：発表の振り返り 講義

15 第⚓回プレゼン実践②（個人）、まとめ 事前：リハーサル
事後：発表の振り返り 講義
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 韓国語プレゼンテーションⅡ（Korean Presentation Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業を通じて、単なる「話術」ではなく、適切な発表材料の作成、明快な論旨の展開、適切な韓国語表現等多様な約立つスキルを身につける。

授業目標：
より実践的なプレゼンテーションやディベートの能力を身につけるため、各種の参考書、DVD等を活用した授業とする。また、受講学生にはテーマを与

え、実際にPPT等を作成し、授業の中でプレゼンテーションやディベートを行わせる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、韓国語プレゼンテーションの意義と目標 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

2 プレゼンテーションの準備 事前：プレゼンの注意事項
事後：教科書・資料の確認 講義

3 プレゼンテーションの基本、資料作成について 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

4 プレゼンテーションの実践について 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

5 第⚑回プレゼン実践①（個人） 事前：プレゼンの注意事項
事後：発表の振り返り 講義

6 第⚑回プレゼン実践②（個人） 事前：プレゼンの注意事項
事後：発表の振り返り 講義

7 プレゼンテーションの審査（個人） 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

8 第⚒回プレゼン実践①（グループ） 事前：リハーサル
事後：教科書・資料の確認 講義

9 第⚒回プレゼン実践②（グループ） 事前：リハーサル
事後：教科書・資料の確認 講義

10 プレゼンテーションの審査（個人） 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

11 プレゼンの効果的作成方法② 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

12 プレゼンの効果的作成方法②と準備① 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

13 プレゼンの準備② 事前：教科書の準備
事後：教科書・資料の確認 講義

14 第⚓回プレゼン実践①（個人） 事前：リハーサル
事後：発表の振り返り 講義

15 第⚓回プレゼン実践②（個人）、まとめ 事前：リハーサル
事後：発表の振り返り 講義

教本：
「ソウルアカデミー韓国語⚑、金宰郁他、蒼学舎、￥2,000」

参考文献：
「ソウルアカデミー韓国語⚑ Workbook、金宰郁他、蒼学舎、￥1,000」

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、作品・発表（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は聞いてから話すものなのでとりあえずCDを聞くことです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
プリント配布。

参考文献：
⚑．「韓国を知る辞典」（金容権、東海大学出版会）
⚒．徹底比較「日本VS韓国」（高月靖、河出書房新社）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろ気になった韓国の文化や韓国人の考え方について積極的に質問し討論しましょう。

オフィスアワー：
非常勤講師室にて授業終了後15分程度。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 歴史：現代史（朝鮮戦争） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚓･⚔ 歴史：現代史（南北関係） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

5 文字（ハングル）とパソコンの打ち方 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

⚖･⚗ 世界遺産と歴史名所 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚘･⚙ 伝統文化 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

10 大衆文化（コンテンツ産業＆日本大衆文化開放） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

11～13 大衆文化（映画） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

14･15 大衆文化（TV放送とDrama） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 韓国文化研究（Korean Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 李 柱憲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
韓国の歴史と文化や韓国人の思考、生活などを紹介していきます。

授業目標：
韓国の異文化を理解し、グローバルな考え方を持てることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント配布。

参考文献：
⚑．「韓国を知る辞典」（金容権、東海大学出版会）
⚒．徹底比較「日本VS韓国」（高月靖、河出書房新社）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろ気になった韓国の文化や韓国人の考え方について積極的に質問し討論しましょう。

オフィスアワー：
非常勤講師室にて授業終了後15分程度。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 歴史：現代史（朝鮮戦争） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚓･⚔ 歴史：現代史（南北関係） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

5 文字（ハングル）とパソコンの打ち方 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

⚖･⚗ 世界遺産と歴史名所 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚘･⚙ 伝統文化 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

10 大衆文化（コンテンツ産業＆日本大衆文化開放） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

11～13 大衆文化（映画） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

14･15 大衆文化（TV放送とDrama） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 韓国文化研究Ａ（Korean Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 李 柱憲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
韓国の歴史と文化や韓国人の思考、生活などを紹介していきます。

授業目標：
韓国の異文化を理解し、グローバルな考え方を持てることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 韓国文化研究Ｂ（Korean Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 李 柱憲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
韓国の歴史と文化や韓国人の思考や生活などを紹介していきます。

授業目標：
韓国の異文化を理解し、グローバルな考え方を持てることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
プリント配布。

参考文献：
⚑．「韓国を知る辞典」（金容権、東海大学出版会）
⚒．徹底比較「日本VS韓国」（高月靖、河出書房新社）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろ気になった韓国の文化や韓国人の考え方について積極的に質問し討論しましょう。

オフィスアワー：
非常勤講師室にて授業終了後15分程度。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ 経済と産業 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚒･⚓ 社会Ⅰ(政治と民主化) 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚔ 社会Ⅱ(教育) 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚕ 社会(冠婚葬祭・民間信仰・宗教) 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚖･⚗ 社会と生活 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

⚘･⚙ スポーツ 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

10 韓国人の人間関係と呼称 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

11･12 大衆文化（K-POP） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

13 大衆文化（演歌） 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義

14 伝統遊び＆娯楽 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義＆体験

15 飲食文化 事前：テーマ関連質問用意
事後： 講義
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教本：
レジュメ配布。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（50％）、レポート（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
新聞やテレビニュースを毎日チェックする習慣が監査論への理解を深めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
講義終了後、講師控室で対応します。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス
会計監査とは何か、会計制度との関係について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

2 財務諸表の復習Ⅰ
会計監査が対象とする財務諸表について解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

3 財務諸表の復習Ⅱ
第⚒回の講義を踏まえて、財務諸表への理解を更に深めます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

4 経済事件の発生と会計監査
会計制度を揺るがした粉飾決算の歴史を概説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

5 コーポレートガバナンスと会計監査
経営者を規律する制度と監査の関係について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

6 内部統制
会社内部で不正を防止する仕組みや制度を学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

7 企業財務とディスクロージャー制度
資本市場を支える制度インフラとしての会計制度を学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

8 会計監査の必要性
会計制度を支える会計監査の必要性について解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

9 監査を取り巻く制度
会計監査を規制する法律や制度について学習します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

10 会計監査の担い手としての公認会計士
会計監査を担う公認会計士制度について概観します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

11 監査を取り巻く組織
会計監査を支える組織や組織を規制する制度を学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

12 一般に認められた会計原則Ⅰ
財務諸表作成の拠り所となる会計原則について解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

13 一般に認められた会計原則Ⅱ
第12回を基に、会計原則への理解を深めます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

14 監査概念
監査の概念について解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

15 総括
前期の学習を振り返り、知識の再確認を行います。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 監査論Ⅰ（Auditing Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大塚 良治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
財務諸表の解説から出発し、監査論の全体像と企業会計制度とのかかわりについて解説します。

授業目標：
財務諸表の適正性を保証する監査の概要について理解を深めることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レジュメ配布。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（50％）、レポート（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
新聞やテレビニュースを毎日チェックする習慣が監査論への理解を深めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
講義終了後に講師控室で対応します。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス
前期の学習項目の復習と後期の学習項目の要点を解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

2 監査のルールⅠ
監査を取り巻く制度について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

3 監査のルールⅡ
監査基準について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

4 監査のルールⅢ
監査基準を取り巻く動向について概観します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

5 監査のプロセスⅠ
監査の基本的プロセスについて学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

6 監査のプロセスⅡ
監査リスクについて詳しく学習します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

7 監査のプロセスⅢ
第⚗回に引き続き、監査リスクについて詳しく解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

8 監査のプロセスⅣ
監査の実施プロセスについて詳しく学習します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

9 監査結果の報告Ⅰ
監査報告書の概要について学習します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

10 監査結果の報告Ⅱ
第⚙回に引き続き、監査報告書についてさらに解説します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

11 監査結果の報告Ⅲ
監査意見の種類について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

12 監査結果の報告Ⅳ
限定意見、除外意見、追記情報について学びます。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

13 ゴーイングコンサーンの公準と監査
継続企業の前提と監査報告書の関係について学習します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

14 監査の信頼性向上に向けた取り組み
監査の社会的信頼を高めるための取組みについて概観します。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

15 総括
前期の学習を振り返り、知識の再確認を行います。

事前：なし
事後：配布レジュメ復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 監査論Ⅱ（Auditing Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大塚 良治

履 修 条 件
前提科目 監査論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
監査のルールと手続き、および監査結果の報告および手続きについて、問題演習を交えつつ解説します。

授業目標：
「監査論Ⅰ」で学習した知識を土台にして、監査のルールと手続き、および監査結果の報告について理解を深めることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-03  Page 32 19/03/15 15:40

105

教本：
三上英司編著『詳説漢文句法』（筑摩書房）
田部井文雄ほか『漢詩漢文小百科』（大修館書店）

参考文献：
戸川芳郎監修『全訳漢辞海』（三省堂）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
わからない言葉は辞書で調べる習慣を身に付けよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、孟浩然「春曉」 事前：教科書の用意
事後：学習内容の復習 講義

2 「漢文の基本構造」、「訓読の仕方」⑴「置き字」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

3 訓読の仕方 ⑵ 「再読文字」、「成句・格言を読む」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

4 故事成語 ⑴ 「虎の威を借る狐」（『戦国策』） 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

5 故事成語 ⑵ 「蛇足」（『戦国策』） 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

6 漢詩 ⑴ 王維「送元二使安西」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

7 漢詩 ⑵ 李白「送孟浩然之廣陵」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

8 漢詩 ⑶ 杜甫「春望」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

9 思想 ⑴ 『論語』⑴「学」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

10 思想 ⑵ 『論語』⑵「政」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

11 思想 ⑶ 『論語』⑶「仁」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

12 散文 ⑴ 韓愈「雑説」⑴ 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

13 散文 ⑵ 韓愈「雑説」⑵ 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

14 講義内容の総括、試験事前指導 事前：学習内容の復習
事後：試験対策学習 演習

15 期末試験、およびその事後指導。 事前：試験対策学習
事後：試験の復習 試験

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 漢文学研究Ⅰ（Classical Chinese Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石村 貴博

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 漢和辞典を持参すること。

授業概要：
漢和辞典を引きながら、返り点・送り仮名に従って漢詩文を読解し、中国文学の特色と日本に与えた影響を理解する。

授業目標：
訓点の付いた漢文を書き下し文にして、口語訳できるようになること。
漢和辞典を使いこなせるようになること。漢詩文の基礎知識を習得すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
三上英司編著『詳説漢文句法』（筑摩書房）
田部井文雄ほか『漢詩漢文小百科』（大修館書店）

参考文献：
戸川芳郎監修『全訳漢辞海』（三省堂）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
わからない言葉は辞書で調べる習慣を身に付けよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、小話「饅頭を畏る」（『笑府』） 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 講義

2 史話「晏子之御」（『史記』） 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

3 故事成語「孟母断機」（『列女伝』） 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

4 漢詩 ⑴ 李白「静夜思」「子夜呉歌」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

5 漢詩 ⑵ 王維「九月九日憶山東兄弟」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

6 漢詩 ⑶ 杜甫「登高」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

7 思想 ⑴ 孟子「性善説」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

8 思想 ⑵ 荀子「性悪説」 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

9 思想 ⑶ 『老子』第十八章、第七十八章 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

10 思想 ⑷ 『老子』第八十章 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

11 思想 ⑸ 『荘子』 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

12 散文 ⑴ 屈原「漁父辞」⑴ 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

13 散文 ⑵ 屈原「漁父辞」⑵ 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

14 講義内容の総括、期末試験事前指導 事前：配布プリントの予習
事後：学習内容の復習 演習

15 期末試験、およびその事後指導 事前：試験対策学習
事後：試験の復習 試験

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 漢文学研究Ⅱ（Classical Chinese Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石村 貴博

履 修 条 件
前提科目 漢文学研究Ⅰ

そ の 他 漢和辞典を持参すること。

授業概要：
漢和辞典を引きながら、返り点・送り仮名に従って漢詩文を読解し、中国文学の特色と日本に与えた影響を理解すること。

授業目標：
訓点の付いた漢文を正確に書き下し文にして、口語訳できるようになること。
漢和辞典を使いこなせるようになること。漢詩文の基礎知識を習得すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．「管理会計」岡本・広本・尾畑・俛著 中央経済社

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
休まないことと、予習・復習の実施を希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 序 事前：テキストの予習
事後：管理会計の理解 講義

2 財務会計と管理会計 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 企業とその目標 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 会計情報システム 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 管理会計の意義 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 経営者職能 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 意思決定と計画 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 統制 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 問題発見のための会計 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 問題発見のための会計 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 問題発見のための会計 ③ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 収益性分析 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 安全性分析 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 安全性分析 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 生産性分析 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 管理会計論Ⅰ（Managerial Accounting Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ、Ⅱ、経営管理論Ⅰ、Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、企業の目的とそれを達成するために遂行される経営者職能と会計の役立ちを論ずる。企業の活動は、資金の調達から生産・販売・流通に

至る広範囲なものであり、最近では製品の廃棄処分に至るまでの過程を考慮することが求められるようになってきている。このような活動を計画しそれを
実現・統制するために経営者が存在する。経営者職能は経営の階層によってそれぞれ異なるが、各階層での職務を効率的に遂行するために会計情報が必要
とされる。

管理会計とは、この会計情報をいう。この講義では、Top Managementの職能に焦点を当てて講義を行う。
授業目標：

企業の経営管理者にとってその職務遂行に会計情報は、必須のものである。この講義では、経営者の職務・目的の理解とその遂行に必要な会計情報の関
連を論ずる。企業経営で行われる管理会計の実務を理解し、その基礎にある考え方を理解することを目標とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．「管理会計」岡本・広本・尾畑・俛著 中央経済社

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習復習を確実に実施すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 短期利益計画のための会計情報 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

2 CVP分析 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 CVP分析 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 CVP分析 ③ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 企業予算システム 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 予算の編成 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 予算の編成例題 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 予算統制 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 予算実績分析・是正措置 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 経営意思決定 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 意思決定プロセス 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 業務的意思決定 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 業務的意思決定 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 設備投資意思決定 ① 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 設備投資意思決定 ② 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 管理会計論Ⅱ（Managerial Accounting Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 管理会計論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、企業の目的とそれを達成するために遂行される経営者職能と会計の役立ちを論ずる。企業の活動は、資金の調達から生産・販売・流通に

至る広範囲なものであり、最近では製品の廃棄処分に至るまでの過程を考慮することが求められるようになってきている。このような活動を計画しそれを
実現・統制するために経営者が存在する。経営者職能は経営の階層によってそれぞれ異なるが、各階層での職務を効率的に遂行するために会計情報が必要
とされる。

管理会計とは、この会計情報をいう。この講義では、Top Managementの職能に焦点を当てて講義を行う。
授業目標：

企業の経営管理者にとってその職務遂行に会計情報は、必須のものである。この講義では、経営者の職務・目的の理解とその遂行に必要な会計情報の関
連を論ずる。企業経営で行われる管理会計の実務を理解し、その基礎にある考え方を理解することを目標とする。

管理会計論Ⅰを履習することを条件とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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き

教本：
⚑．中島真志著「入門企業金融論」東洋経済新報社、2,800円

参考文献：
追って紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①平常点30％、 ②筆記試験成績70％

学生へのアドバイス：
企業金融論Ⅱも履修することを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 企業金融とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 株式会社の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

4 企業の資金需要 事前：なし
事後：なし 講義

5 資金調達の形態① 内部資金 事前：なし
事後：なし 講義

6 資金調達の形態② 外部資金 事前：なし
事後：なし 講義

7 財務諸表の見方 事前：なし
事後：なし 講義

8 キャッシュフロー 事前：なし
事後：なし 講義

9 借入金の種類 事前：なし
事後：なし 講義

10 利息の計算方法 事前：なし
事後：なし 講義

11 メインバンク制 事前：なし
事後：なし 講義

12 担保 事前：なし
事後：なし 講義

13 社債とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

14 社債の種類、格付け 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業金融論Ⅰ（Corporate Finance Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業金融論Ⅰでは、主に他人資本調達すなわち金融機関からの借り入れや社債による資金調達を取り上げます。なお、企業金融論Ⅱでは、内部金融や株

式金融を取り扱います。

授業目標：
「企業がどのような資金を必要とし、それをどのような手段によって調達するのか」という資金調達の問題を中心にして授業を進めます。できるだけ抽象

理論を避け、我が国企業の実態に即した問題を取り上げます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．中島真志著「入門企業金融論」東洋経済新報社、2,800円

参考文献：
追って紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①平常点30％、 ②筆記試験成績70％

学生へのアドバイス：
企業金融論Ⅰも履修することを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 株式発行の枠組み 事前：なし
事後：なし 講義

3 株主の権利 事前：なし
事後：なし 講義

4 株価 事前：なし
事後：なし 講義

5 株式の種類① 事前：なし
事後：なし 講義

6 株式の種類② 事前：なし
事後：なし 講義

7 株式公開 事前：なし
事後：なし 講義

8 企業の合併・買収 事前：なし
事後：なし 講義

9 自己金融① 内部留保 事前：なし
事後：なし 講義

10 自己金融② 減価償却 事前：なし
事後：なし 講義

11 アセット・ファイナンス 事前：なし
事後：なし 講義

12 資産の流動化・証券化 事前：なし
事後：なし 講義

13 ベンチャー・ファイナンス① 事前：なし
事後：なし 講義

14 ベンチャー・ファイナンス② 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業金融論Ⅱ（Corporate Finance Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 企業金融論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
企業金融論Ⅰで学んだ知識を前提として、企業金融論Ⅱでは、自己資本調達すなわち自己金融と株式金融を中心に取り上げます。

授業目標：
「企業がどのような資金を必要とし、それをどのような手段によって調達するのか」という資金調達の問題を中心にして授業を進めます。できるだけ抽象

理論を避け、我が国の実態に即した問題を取り上げます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
丸山秀平『やさしい会社法第13版』（法学書院 2017、￥2,000）

参考文献：
授業の際に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。なお、ときおり小テストを行うことがあります。

学生へのアドバイス：
授業への集中と事後の復習は欠かせません。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 会社とは 事前
事後：復習 講義

2 会社の種類 事前
事後：復習 講義

3 株式会社の設立手続の流れ 事前
事後：復習 講義

4 発起設立と募集設立 事前
事後：復習 講義

5 株式とは何か 株券とは 事前
事後：復習 講義

6 株式の種類 その利用目的 事前
事後：復習 講義

7 株主の権利 反対株主の株式買取請求権など 事前
事後：復習 講義

8 株式会社の機関 なぜ機関が必要なのか 事前
事後：復習 講義

9 株主総会 総会の招集手続 総会の決議事項 事前
事後：復習 講義

10 総会の議題と議案 総会決議の瑕疵 事前
事後：復習 講義

11 取締役、取締役会 取締役会の決議事項 事前
事後：復習 講義

12 代表取締役 表見代表取締役 事前
事後：復習 講義

13 監査役 会計監査人 会計参与 事前
事後：復習 講義

14 監査等委員会設置会社と指名委員会等設置会社 事前
事後：復習 講義

15 執行役 代表執行役 事前
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業組織法Ｉ（Corporate Law Ｉ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業組織法とは会社法のことです。会社法とは、会社という企業の組織・運営に関する法律であり、会社を通じた経済活動のインフラを提供するという

かたちで、国民経済にとって極めて重要な役割を果たしています。この講義ではそのような会社法の内容について学習します。

授業目標：
本講義では、会社とくに株式会社に関する法制度を学習することによって、受講生が会社法に関する法の規制について基本的な知識、会社法の考え方を

習得することを目標としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 競業取引・利益相反取引 事前：
事後：復習 講義

2 取締役の報酬規制 事前：
事後：復習 講義

3 役員等の会社に対する責任 事前：
事後：復習 講義

4 役員等の第三者に対する責任 事前：
事後：復習 講義

5 株主代表訴訟制度 事前：
事後：復習 講義

6 会社の計算 貸借対照表・損益計算書 配当規制 事前：
事後：復習 講義

7 募集株式の発行等 募集事項の決定・割当て・出資の履行等 事前：
事後：復習 講義

8 募集株式の不正発行等 どのような場合を不公正というのか 事前：
事後：復習 講義

9 新株予約権 新株予約権とはどのような権利か 事前：
事後：復習 講義

10 新株予約権の発行 募集事項の決定等 事前：
事後：復習 講義

11 新株予約権の不公正発行 どのような場合が「不公正」なのか 事前：
事後：復習 講義

12 組織再編 ⑴ 事業譲渡・合併 事前：
事後：復習 講義

13 組織再編 ⑵ 会社分割・株式交換・株式移転 事前：
事後：復習 講義

14 社債 社債とは 社債管理者・社債権者集会 事前：
事後：復習 講義

15 会社の解散と清算 清算手続 会社解散命令 事前：
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業組織法Ⅱ（Corporate Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業組織法とは会社法のことです。会社法とは、会社という企業の組織・運営に関する法律であり、会社を通じた経済活動のインフラを提供するという

かたちで、国民経済にとって極めて重要な役割を果たしています。この講義ではそのような会社法の内容について学習します。

授業目標：
本講義では、会社とくに株式会社に関する法制度を学習することによって、受講生が会社法に関する法の規整について、知識を習得することを目標とし

ています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
丸山秀平『やさしい会社法第13版』（法学書院 2017、￥2,000）

参考文献：
授業の際に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、定期試験（80％）で評価します。ときおり小テストをすることがあります。

学生へのアドバイス：
授業への集中と事後の復習が不可欠です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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教本：
使用しないが、毎回、講義時にレジュメを配布する。

参考文献：
⚑．講義中に必要に応じ紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験等（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
熱心な聴講を期待する。
講時のマナーについては各自考えておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンスおよび講義内容の学科カリキュムにおける位置づけ 事前：シラバス精読
事後：シラバス再読 講義

2 「企業ファイナンス」そして「企業ファイナンス法」とは何か 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

3 企業をめぐる法にはどのようなものがあるか 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

4 企業のうち会社とは何か、とくに会社が法人であるという意味を理解する 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

5 会社が資金を調達するにはどのような方法があるか 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

6 資金調達と契約：民法 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

7 資金調達と有価証券：商法・有価証券法 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

8 資金調達と会社組織：会社法・商法 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

9 資金調達と市場：金融商品取引法 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

10 資金調達と会社法の役割 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

11 株式とは何か 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

12 株式による資金調達①：株式に関する規整のあらまし 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

13 株式による資金調達②：新株発行・自己株式等 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

14 社債とは何か、社債による資金調達 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

15 企業ファイナンスの諸問題、「企業ファイナンス法Ⅱ」への橋渡し 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業ファイナンス法Ⅰ（Corporate Finance Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金子 勲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、企業の資金調達（ファイナンス）方法にはどのようなものがあるのか、その方法・仕組みに関する基本知識と、それぞれの方法につき問

題となる法律の基礎を解説する。・ファイナンスに関する法律は膨大な法領域を形成しているので、関連する諸法をファイナンスという視点から再構成し、
会社、契約、有価証券、市場という四つのキーワードをもとに展開することにする。
授業目標：

この講義においては、企業とりわけ会社がその資金を調達する（ファイナンス）際に関係する法のシステムについて、基礎的な知識を習得することを目
指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しないが、毎回、講義時にレジュメを配布する。

参考文献：
講義中に必要に応じ紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験等（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
熱心な聴講を期待する。
講時のマナーについては各自考えておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス:講義内容の学科カリキュムにおける位置づけ 事前：シラバス精読
事後：シラバス再読 講義

2 「企業ファイナンス法Ⅰ」の発展として「同法Ⅱ」では何を問題にするのか 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

3 「証券」とは何か、企業ファイナンスにおける「証券」の役割を理解する 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

4 資本・証券市場とは何か、その仕組み・機能を考える 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

5 資本・証券市場と「金融商品取引法」、「金融商品取引法」とはどのような法律か 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

6 「金融商品取引法」と「会社法」はどう違うか 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

7 企業の資金調達と「金融商品取引法」、規整の仕組み 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

8 上場会社とは何か、金融商品取引所の自主規制 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

9 企業内容開示制度の概要①：発行市場における開示 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

10 企業内容開示制度の概要②：流通市場における開示 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

11 株式の公開買付けとは何か 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

12 不公正な証券取引①、インサイダー取引 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

13 不公正な証券取引②、相場操縦等 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

14 企業ファイナンスと会計制度 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

15 まとめ 企業のファイナンス活動と公正な市場 事前：配布資料通読
事後：資料により内容要約 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業ファイナンス法Ⅱ（Corporate Finance Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金子 勲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、主として金融商品取引法について、その適用範囲を画する概念である「有価証券」等について説明した上で、株式等が売買される市場に

関する規整を中心に、その内容を解説する。市場について、どのような規整の仕組みが設けられているのか、何を目的としてこうした規整が行われるのか、
この部分に力点を置いて講義を展開したい。
授業目標：

この講義は、企業ファイナンス法Ⅰに接続する科目として、金融商品取引法についての基礎的理解を得ることを目指す。証券市場（資本市場）における
資金調達が中心のテーマとなり、基礎となる「証券」・「市場」という仕組み・機構について理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．E. H. シャイン『企業文化』白桃書房、￥2,800＋税

参考文献：
授業の中で随時紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強い学習努力を期待しています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業文化論の背景 事前：シラバス
事後：ノート 講義

2 企業文化論の諸相 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

3 企業文化論の生成 ⑴ 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

4 企業文化論の生成 ⑵ 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

5 企業文化概念 概念の多義・多様性と定義づけ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

6 企業文化の構成要素と構造 ⑴ 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

7 企業文化の構成要素と構造 ⑵ 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

8 企業文化の機能 ⑴ 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

9 企業文化の機能 ⑵ 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

10 企業文化の逆機能 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

11 企業文化の類型 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

12 企業文化の類型 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

13 企業文化のダイナミズム ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

14 企業文化のダイナミズム ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

15 企業と文化、企業の文化 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業文化論Ⅰ（Corporate Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
個人にも個性があるように、企業も個々に企業文化を有しアイデンティティの確立を図っています。またその一方で、従来の組織構造、コントロール・

システム、評価システム、戦略技法の枠組みでは捉えきれない世界を考察するためにも、企業文化の視点の重要性が指摘されています。そこで、この授業
では、まず企業文化に関する諸問題を洗い出し、次いでそれらを理解する枠組みを歴史的・理論的視点から整理したうえで、企業文化論の内容を具体的に
学習していきます。
授業目標：

企業文化論のフレームワークを通して企業文化理解の基礎力を要請します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．勝又壽良・篠原勲『企業文化力と経営新時代』

参考文献：
⚑．E. H. シャイン『企業文化』白桃書房

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポ－ト等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
寝ている学生、携帯電話、私語等に夢中な学生は退室してもらいます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業文化の歴史－バーナード、人間関係論者、文化人類学者、エクセレント・カンパニ
ー、シンボリック・マネジャー

事前：なし
事後：なし 講義

2 企業倒産と企業文化の劣化 事前：なし
事後：なし 講義

3 企業文化力は企業の神経系 事前：なし
事後：なし 講義

4 企業文化力がしめす企業力のシグラル 事前：なし
事後：なし 講義

5 企業文化に影響した農業思想 事前：なし
事後：なし 講義

6 日本の企業文化に潜む危険性 事前：なし
事後：なし 講義

7 企業の進化論的な発展と組織パラダイムの転換 事前：なし
事後：なし 講義

8 企業進化論からみる企業文化力 事前：なし
事後：なし 講義

9 主要企業の永続的競争優位の実態 事前：なし
事後：なし 講義

10 産業別永続的競争優位性の評価 事前：なし
事後：なし 講義

11 企業文化力の社会学的分析 事前：なし
事後：なし 講義

12 トヨタの矛盾力の経営 ⑴ 結合力 事前：なし
事後：なし 講義

13 トヨタの矛盾力の経営 ⑵ 拡張力 事前：なし
事後：なし 講義

14 企業文化の本質 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ、総括講義 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業文化論Ⅰ（Corporate Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業の発展にとって、企業文化が大きく関係していることを解明する。企業は発展のゆえに崩壊する。企業文化は企業の崩壊にも関係している。この矛

盾を解消するのが、トヨタの矛盾力の経営である。

授業目標：
企業の倒産は企業文化に問題があること。企業の発展と生き残りに企業文化が不可欠であることを理解することが出来る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．E. H. シャイン『企業文化』白桃書房、￥2,800＋税

参考文献：
授業の中で随時紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強い学習努力を期待しています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業文化のダイナミズムとリーダーシップ 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

2 企業文化の形成と定着 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

3 事例学習⚑ アサヒビールの再生 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび教科書 講義

4 事例学習⚑ アサヒビールの再生 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび教科書 講義

5 企業文化の固定化と逆機能 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

6 事例学習⚒ 三菱自動車の不祥事 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

7 事例学習⚒ 三菱自動車の不祥事 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

8 企業文化の変革 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

9 事例学習⚓ パナソニックの変革 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

10 事例学習⚓ パナソニックの変革 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

11 エスノグラフィ解析 ⑴ H.ミンツバーグ『マネージャーの仕事』 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

12 エスノグラフィ解析 ⑵ G. クンダ『洗脳のマネジメント』 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

13 企業文化論における個人と組織 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

14 企業文化論における個人と組織 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

15 企業文化論のこれから 事前：教科書
事後：ノートおよび教科書 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業文化論Ⅱ（Corporate Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「企業文化のダイナミズムを読み解き、そのダイナミズムをマネジメントすることがリーダーないし経営者の仕事である」と言われます。その意味の理解

を事例・モデル学習によりながら深め、企業が自らの文化の確認・形成・再生・変革・創造を行う過程で「変わらぬもの」と「変わるもの」の見極めを通
して企業文化のあり方を追求している姿を見ていきます。
授業目標：

企業文化の構造と機能の理解を深め、企業文化のダイナミズムをマネジメントする応用力を養成します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．前掲『企業文化力と経営新時代』、サリム・イスマイル他「飛躍する方法」

日経BP

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
寝ている学生、携帯電話、私語等に夢中な学生は退室してもらいます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業文化の重要性―企業のケース・スタデイからの検証 事前：なし
事後：なし 講義

2 サントリー、ソニー、ホンダ、京都企業 事前：なし
事後：なし 講義

3 東レ、日清紡ホールデング、ユニクロ 事前：なし
事後：なし 講義

4 ヤマトホールデング 事前：なし
事後：なし 講義

5 武田薬品、エーザイ、パナソニックス 事前：なし
事後：なし 講義

6 イトーヨーカ堂グループ、セブンアイ・ホールデング 事前：なし
事後：なし 講義

7 カネボウ、日本航空 事前：なし
事後：なし 講義

8 シュナイダーエレクトリック、ザラ、BMW 事前：なし
事後：なし 講義

9 飛躍型企業の登場と没落する企業：イリジュウム、コダック、ポラロイド、フィルコ、
ノキア

事前：なし
事後：なし 講義

10 飛躍型企業のケース・スタデイ：グーグル、フェイスブック、ステラ、ウーバー、オキ
ュラスリフト

事前：なし
事後：なし 講義

11 飛躍型企業の最新テクノロジーを駆使する企業文化の登場 事前：なし
事後：なし 講義

12 人工知能の発展とシンギュラリテイ 事前：なし
事後：なし 講義

13 飛躍型企業文化を導入する企業：コカ・コーラ、ハイアール、ガーデイアン、GE、アマ
ゾン、ザツポス、タンジェリアン

事前：なし
事後：なし 講義

14 ブレークスルー技術：センサー、IOT、人工知能、仮想現実、ニュロフィールドバック、
⚓Ｄ、ロボットカー、決済システム

事前：なし
事後：なし 講義

15 イノベーションの自動化・限界費用ゼロ下における変貌する企業と包括的企業文化 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 企業文化論Ⅱ（Corporate Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業のケース・スタデイの検証から、企業文化の重要性を証明する。創業者の経営理念の継承が企業永続の要であることが理解できる。しかし、社会・

政治・経済のセクターにおける変化に適応できない企業文化は、企業を崩壊へと導く。

授業目標：
具体的企業のケース・スタデイから企業文化の重要性を明らかにする。更に、飛躍的企業のケース・スタデイから、その企業文化の本質を明らかにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（基礎ゼミの意義、大学生活、学び方など） 事前：なし
事後：ノート整理 講義

2 履修指導（時間割作成、個別支援） 事前：なし
事後：登録（教務部） 講義・演習

3 ポートフォリオ（目標カード）（個別支援） 事前：なし
事後：目標の内容を再考 講義・演習

4 ポートフォリオ（目標カード）（個別支援） 事前：なし
事後：清書して提出 演習

5 スポーツ大会準備 事前：準備を進める
事後：準備を進める 実習

6 基礎力（ノートの取り方） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

7 スポーツ大会 事前：準備を進める
事後：なし 実習

8 基礎力（図書館利用） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 講義・演習

9 基礎力（レポートの書き方） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 講義・演習

10 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

11 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

12 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

13 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

14 基礎力（プレゼンテーション・個人レポート発表） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振り返りをする 演習

15 目標カード評価（個別支援・相互評価） 事前：前期を振り返る
事後：清書して提出する 演習

開 講 年 次 ⚑年次 通年 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 基礎ゼミⅠ（Preliminary Seminar Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
初めての大学生活に適応できるように、ポートフォリオによる自己管理をしながら自己肯定感を高め、多様な活動によってコミュニケーション力の向上

を図る。
また、「教えてもらう」から「主体的な学び」への意識の転換を図り、基礎学力の向上と、具体的な学修スキルを身に付けていく。基礎学力としての「読

み・書き・プレゼンテーション力」は、実感を伴った学びを重ねて向上するようにする。

授業目標：
①大学生活に適応するようにポートフォリオを活用して、目標管理、人間関係づくりをすすめる。
②基礎学力（漢字力、語彙力、図書館活用等）とプレゼンテーション力の向上を図る。
③大学生としての学修スキル（ノートの取り方、レポートの書き方、パワーポイント作成等）を身に付ける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要な資料を配付します。

参考文献：
授業時に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参画状況等（40％）、小テスト・レポート（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
基礎ゼミは、有意義な大学生活を送るために、自分で生活を管理し、基礎力を確かにして、学び合う場です。遅刻や欠席をしないで楽しく、真剣に、学

び続けることが大事です。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

16 ポートフォリオ（目標カード）（後期の目標設定、個別） 事前：目標を考える
事後：清書して提出する 講義・演習

17 基礎力（パワーポイント作成の方法） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 講義・演習

18 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

19 松蔭祭（準備） 事前：準備を進める
事後：準備を進める 実習

20 松蔭祭（準備） 事前：準備を進める
事後：反省会をする 実習

21 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

22 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

23 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

24 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

25 外部講師による講演（税の話） 事前：なし
事後：感想文を書く 講義

26 プレゼン大会（参観） 事前：なし
事後：感想文を書く 演習

27 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

28 基礎力（パワーポイントで、グループプレゼンテーション） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振り返りをする 演習

29 ポートフォリオ（個別支援） 事前：後期を振り返る
事後：下書きする 演習

30 ポートフォリオ（⚒年次に向けての豊富を発表する） 事前：下書きする
事後：清書して提出する 演習
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開 講 年 次 ⚒年次 通年 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 基礎ゼミⅡ（Preliminary Seminar Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員

履 修 条 件
前提科目 基礎ゼミⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
ポートフォリオ（目標カード）で次のステップでの自分をイメージし、自律した大学生活を通して自己理解を深める。

学修面では、専門科目への興味・関心を持ち、専門用語の理解、論理的な考えの展開の仕方等を学び、いっそうの基礎力向上とプレゼンテーション能力を
高める。また、⚓年次に向けて卒業後のキャリアデザインを考えていく。

授業目標：
①大学生活の充実を図るように、自己目標を設定、管理して、人間関係を広げたり協働したりして自己理解を深める。
②基礎学力の向上とともに、学修スキルとして、論理的なレポートの書き方や、専門科目の理解、グループワーク、プレゼンテーション力のいっそうの向

上を図る。
③⚓年次に向けて、職業の選択肢を検討し、具体的な進路登録カードが作成できるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス・履修指導 事前：なし
事後：登録（教務部） 講義・演習

2 ポートフォリオ（目標カード）（個別支援） 事前：なし
事後：目標の内容を再考 講義・演習

3 ポートフォリオ（目標カード）（個別支援） 事前：なし
事後：清書して提出 講義・演習

4 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

5 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 実習

6 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

7 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 実習

8 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

9 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

10 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

11 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

12 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

13 プレゼンテーション（個人発表・相互批評） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振返りをする 演習

14 プレゼンテーション（個人発表・相互批評） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振返りをする 演習

15 ポートフォリオ（目標カード）（個別支援・相互評価） 事前：前期を振り返る
事後：清書して提出する 演習
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教本：
必要な資料を配付します。

参考文献：
授業時に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
⚒年次は基礎から専門へのかけ橋になる学年です。自らの目標に向かって学んで行くことを支えます。
授業の時間を大切にすること、分からないときや困ったときには自分から行動することが大事になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

16 ポートフォリオ（目標カード）（後期の目標設定・個別支援） 事前：目標を考える
事後：清書して提出する 講義・演習

17 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

18 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

19 松蔭祭（準備） 事前：準備を進める
事後：準備を進める 実習

20 松蔭祭（準備） 事前：準備を進める
事後：反省会を行う 実習

21 基礎力（プレゼン大会に向けて） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

22 基礎力（プレゼン大会に向けて） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

23 基礎力（プレゼン大会に向けて） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

24 基礎力（プレゼン大会に向けて） 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

25 基礎力（リハーサル） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振返りをする 演習

26 プレゼン大会（発表） 事前：資料や原稿のチェック
事後：振返りをする 演習

27 基礎力 事前：担当教員が指示した課題
事後：ノート整理、授業の復習 演習

28 外部講師による講演（生き方、仕事等） 事前：なし
事後：感想文を書く 講義

29 進路登録カード作成 事前：進路について考える
事後：担当教員に提出 講義・演習

30 ポートフォリオ（⚓年次に向けての抱負を話し合う） 事前：ポートフォリオの記入
事後：なし 演習
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教本：
特になし。

参考文献：
授業中に適宜指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることを法的視点で分析して行きたいと思う。
オフィスアワー：

授業の前後15分

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 行政法総論
行政事件 行政組織 行政法と法律

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 行政法の歴史的展開 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 権力分立と行政の位置づけ
法律による行政の原理

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 国の行政組織 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 地方の行政組織 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 行政主体と行政機関 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 行政主体の種類 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 行政機関の概念 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 行政機関の権限 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 行政機関の分類 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 行政手続の法理 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 行政行為の概念 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 行政行為の効力 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 行政裁量 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 行政機関の指揮監督 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 行政法Ⅰ（Administrative Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
行政法は、国や地方自治体の行政の目的を達成するための手段であるとともに、行政活動を行う国や自治体と個々人との法律問題に関する枠付けである。

本講義では、行政法総論（一般理論）のうち、行政法の基本原理、行政行為、行政手続について説明し、行政法の基本的理解を深めることを目的とする。

授業目標：
⚑．行政組織に関する基礎的法概念、行政組織の内部関係法について理解を深めること
⚒．行政組織に関する法律論の基礎的な枠組みの修得をすること

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特になし。

参考文献：
授業中に適宜指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることを法的視点から分析して行きたいと思う。
オフィスアワー：

授業の前後15分。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 行政救済法総論
損害賠償と行政救済の違い

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 行政上の不服申立て 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 行政不服審査法の基本構造 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 憲法と行政訴訟 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 行政訴訟の類型 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 客観的訴訟要件 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 主観的訴訟要件 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 取消訴訟の審理、終了、仮の救済 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 当事者訴訟、無効確認訴訟、不作為の違法確認訴訟 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 義務付け訴訟、差止訴訟、民衆訴訟、機関訴訟 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 裁判権の限界 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 国家賠償法 ⑴ 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 国家賠償法 ⑵ 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 損失補償 ⑴ 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 損失補償 ⑵ 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 行政法Ⅱ（Administrative Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし（行政法Ⅰの単位取得が望ましい）

そ の 他 なし

授業概要：
授業概要：本講義では、「行政救済法」として位置づけられる内容を講義する。具体的には、行政不服審査法、行政事件訴訟法および国家賠償法といった

実定法を通じ、違法・不当な行政活動から国民の権利・自由と利益を「救済」する法システムを学ぶ。前半は概論的な説明をし、後半は事例研究を中心に
一緒に考えていきたいと思う。ここでは、行政法的な法解釈・思考方法の理解や習得をめざしたい。
授業目標：
⚑．公共紛争の現状を分析する際の前提となる法的救済手続きの仕組みを知ること
⚒．憲法学や行政法Ⅰで学んだ知識を現実の問題に適用して考える能力を養うこと

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。

参考文献：
適時提示する。

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身の社会人になるための準備、将来の生き方という重要なテーマに意欲的に取り組んでほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業内容、形式等の説明） 事前：なし
事後：なし 講義

2 キャリアの概念とキャリア観の変化 事前： なし
事後：講義内容の整理 講義

3 キャリア発達とキャリア発達課題 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

4 キャリア発達とキャリア教育 ⑴ 自己分析、進路情報、啓発的経験 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

5 キャリア発達とキャリア教育 ⑵ キャリアカウンセリング、追指導等 事前： ⚔回のまとめ
事後：講義内容の整理 講義

6 成人のキャリア形成 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

7 社会に出るための準備 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

8 学生時代にすべきこと 事前： ⚗回のまとめ
事後：講義内容の整理 講義・演習

9 キャリアをデザインする 職業理解と自己分析の必要性 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

10 職業と働き方についての理解 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義

11 自己分析 ⑴ 知能、適性 創造性の理解 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義・演習

12 自己分析 ⑵ 興味、価値観の理解 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義・演習

13 自己分析 ⑶ 性格の理解 事前：配布資料の確認
事後：講義内容の整理 講義・演習

14 心理検査（適性検査）の実施 事前： 11～13回のまとめ
事後：自己分析のまとめ 演習

15 まとめ 事前： 全体の整理
事後：全体のまとめ 講義・演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) キャリア発達心理学（Career Development Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 心理学Ⅰ・Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
本授業においては、生涯キャリア発達の視点から、前半ではキャリアおよびキャリア発達に関して理解し、後半では、個別ワークも行いながら学生諸君

のキャリアデザインについて学ぶ。

授業目標：
⚑．キャリアおよびキャリア発達について理解する。
⚒．キャリアデザインの意義とその方法を理解し、自己のキャリア形成の基本的枠組みを習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業時にプリントを配布。

参考文献：
授業時に提示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、レポート課題（30％）、定期試験（レポート）（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
近代文学を学ぶことで、小説を「読む」方法を身につけます。読むだけでなく、自分で考えたことを表現する「書く」力も身につくよう指導します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 日本の近代化と文学 事前：なし
事後：なし 講義

3 坪内逍遥「小説神髄」と言文一致 事前：なし
事後：なし 講義・演習

4 明治期の小説Ⅰ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

5 明治期の小説Ⅱ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

6 明治期の小説Ⅲ 事前：なし
事後：レポート課題 講義・演習

7 大正期の小説Ⅰ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

8 大正期の小説Ⅱ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

9 大正期の小説Ⅲ 事前：なし
事後：レポート課題 講義・演習

10 昭和初年代の小説Ⅰ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

11 昭和初年代の小説Ⅱ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

12 昭和初年代の小説Ⅲ 事前：なし
事後：レポート課題 講義・演習

13 戦間期の小説Ⅰ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

14 戦間期の小説Ⅱ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

15 総合演習 事前：なし
事後：レポート課題 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 近代文学研究Ａ（散文）（Modern Literature Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 德本 善彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
•日本近代文学史を踏まえ、明治～戦後の小説を題材にして、現代につながる近代文学（小説）の意味を考える。
•基本的な文学批評の知識を学び、演習を通じて自分の「読み」を実践する。

授業目標：
•日本近代における小説の役割を理解し、基本的な文学批評の方法を身につける。
•題材とするテクストの同時代を調査することで、現代社会につながる問題を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『教科書で出会った名詞100選』（石原千秋編 新潮文庫）

参考文献：
教室で提示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で詩をじっくり読んで、レポート課題に取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ｢新体詩抄」と近代詩の始まり（オリエンテーション） 事前：なし
事後：復習 講義

2 北村透谷「内部生命論」 事前：なし
事後：復習 講義

3 島崎藤村と浪漫主義 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

4 象徴主義の移入 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

5 北原白秋の作品 事前：作品を読む
事後：レポート提出 講義＋演習

6 石川啄木と短歌 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

7 萩原朔太郎の作品 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

8 萩原朔太郎の詩論 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

9 室生犀星「小景異情」 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

10 高村光太郎「道程」 事前：作品を読む
事後：レポート提出 講義＋演習

11 宮沢賢治「永訣の朝」 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

12 高橋新吉とダダ 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

13 西脇順三郎とシュルレアリスム 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

14 中原中也の作品 事前：作品を読む
事後：復習 講義＋演習

15 草野心平と〈かえる〉 事前：作品を読む
事後：レポート提出 講義＋演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 近代文学研究Ｂ（韻文）（Study of Modern Japanese Literature） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 德本 善彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴ 日本近代文学における詩の流れを学び、代表的詩人の作品を鑑賞する。⑵ 作品を精読し、声に出して読むことで言葉の新しい価値を見出し、詩の世

界をより深く理解する。

授業目標：
⑴ 日本近代詩史を踏まえ、近代詩人の代表的作品を鑑賞する。⑵ 基本的な詩の「読み」かたを習得し、レポート課題を通して自分なりの作品論を書く。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜、資料を配布。

参考文献：
石橋春男著『よくわかるファイナンス入門』 慶應義塾大学出版会、
￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験を80％、平常点を20％として総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
30回にわたる講義から、金融に関する様々なことを学んだと思います。この資料を保存しておいて、時折、復習して読んでみてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本経済新聞の読み方 事前：なし
事後：なし 講義

2 経済誌の読み方（日経ビジネス、東洋経済、ダイヤモンド） 事前：なし
事後：なし 講義

3 会社四季報の読み方 事前：なし
事後：なし 講義

4 企業観相力 事前：なし
事後：なし 講義

5 Ｍ＆Ａ 事前：なし
事後：なし 講義

6 企業の再建 事前：なし
事後：なし 講義

7 不良債権 事前：なし
事後：なし 講義

8 決算短信の読み方 事前：なし
事後：なし 講義

9 営業はヘッドワーク、フットワークではない 事前：なし
事後：なし 講義

10 IQとEQ 事前：なし
事後：なし 講義

11 ウソ、インチキ、ゴマカシはバレる、コンプライアンス 事前：なし
事後：なし 講義

12 社会人の偏差値 事前：なし
事後：なし 講義

13 若手社員時代から学んだビジネスマナー、センス 事前：なし
事後：なし 講義

14 管理職時代から学んだビジネスマナー、センス 事前：なし
事後：なし 講義

15 総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融概論Ⅰ（Practical Finance Business Introduction Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ビジネスマンになった際、身につけておかなければならない必須知識を講義、具体的な事例。所謂、ケースメソッドで講義。

授業目標：
学生時代のうちにビジネス全般にわたる広い知識を学んでおく、その結果、スムーズに社会人になれることを目標とする。学生時代から経済に関心をも

ってビジネスマンになった人、一方、大学卒業まで経済に全く興味を示さずに働きはじめた人とでは、入社⚑年目のスタートで驚くべき差が出てしまう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜、資料を配布。

参考文献：
石橋春男著『よくわかるファイナンス入門』 慶應義塾大学出版会、
￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験を80％、平常点を20％として総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
30回にわたる講義から、金融に関する様々なことを学んだと思います。この資料を保存しておいて、時折、復習して読んでみてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 円安、円高 事前：なし
事後：なし 講義

2 銀行業界 事前：なし
事後：なし 講義

3 小売業界 事前：なし
事後：なし 講義

4 不動産業界 事前：なし
事後：なし 講義

5 上場会社、非上場会社 事前：なし
事後：なし 講義

6 個人・法人の資産運用 事前：なし
事後：なし 講義

7 ブラック企業 事前：なし
事後：なし 講義

8 デリバティブ 事前：なし
事後：なし 講義

9 購買力平価 事前：なし
事後：なし 講義

10 金利の推移から金融史 事前：なし
事後：なし 講義

11 株価の推移から金融史 事前：なし
事後：なし 講義

12 赤字会社 事前：なし
事後：なし 講義

13 オーナー会社、サラリーマン会社 事前：なし
事後：なし 講義

14 出世するタイプ 事前：なし
事後：なし 講義

15 総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融概論Ⅱ（Practical Finance Business Introduction Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ビジネスの現場を説明。現場を知らずして実戦ビジネスを理解できない。前期同様、具体的な事例で講義。

授業目標：
前期は総論、鳥瞰図であったので、後期は各論で研究。業界の調査から様々な会社をウオッチする。ビジネスマンは目標達成を目指して、常に考えて行

動している。
→学生時代から考える癖を養っておく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回レジュメを配布する

参考文献：
必要に応じて都度紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、現代の金融システムが抱える諸課題を学生諸君と一緒に考える。問題意識の高い学生を歓迎する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（前期の構成と現代の金融システムが抱える課題を大掴みに紹介する） 事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 金融システムⅠ（金融システムのフレームワークと、それが国民経済に果たした役割
を紹介する）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

3 金融システムⅡ（日本銀行が作成した資金循環表を使って、現代日本の金融システム
を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

4 金融システムⅢ（金融システムの中核を成している間接金融の役割を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

5 金融システムⅣ（世界的に役割が拡大している直接金融のアウトラインを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

6 銀行Ⅰ（銀行業の歴史を学び、経済発展に果たした役割を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

7 銀行Ⅱ（日本で活躍している銀行の種類とそれぞれの役割を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

8 銀行Ⅲ（ICTの発展に併せて登場した新たな銀行業のアウトラインを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

9 銀行Ⅳ（金融環境が大きく変化する現代経済社会における銀行経営の現状を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

10 証券市場Ⅰ（直接金融が機能する場である証券市場のアウトラインを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

11 証券市場Ⅱ（資本主義経済の中核である株式市場のアウトラインと日本の現状を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

12 証券市場Ⅲ（国債、地方債、事業債など公社債の概要とその発行・流通市場の現状を学
ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

13 インターバンク市場Ⅰ（銀行間の資金貸借かつ中央銀行の金融政策を遂行する場のイ
ンターバンク市場の基本を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

14 インターバンク市場Ⅱ（近年におけるインターバンク市場の姿と課題） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

15 オープン市場（重要性を増しているオープン市場の現状を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚔年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融市場論Ⅰ（Financial Market Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
金融市場論Ⅰは、現代金融システムのフレームワークと、そのシステムの中核をなす銀行経営、金融システムが抱える諸課題等を体系的に学ぶ。

授業目標：
⚑．金融システムの基本を学ぶ。
⚒．現代の金融システムが抱える諸課題を把握する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回レジュメを配布する

参考文献：
必要に応じて都度紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、現代の金融システムが抱える諸課題を学生諸君と一緒に考える。問題意識の高い学生を歓迎する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 中央銀行の役割Ⅰ（金融市場において果たしている中央銀行の基本的な役割を学ぶ） 事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 中央銀行の役割Ⅱ（各国毎に特徴がある中央銀行の概要と抱える課題を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

3 現代の金融危機Ⅰ（米国で起きたリーマンショックの原因を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

4 現代の金融危機Ⅱ（リーマンショックで生じた金融市場の混乱と実体経済に与えた影
響を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

5 現代の金融危機Ⅲ（EUの共通通貨であるユーロの基本と、内包するリスクを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

6 現代の金融危機Ⅳ（現代の金融システムが生み出したシャドーバンキングの実態を学
ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

7 金融危機後の金融政策Ⅰ（リーマンショックによる金融危機を乗り越えたFRBの非伝
統的金融政策を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

8 金融危機後の金融政策Ⅱ（リーマンショックによる金融危機を乗り越えたFRBの非伝
統的金融政策を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

9 金融危機後の金融政策Ⅲ（ユーロ危機等の危機を対処している欧州中央銀行の金融政
策を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

10 日本銀行の政策Ⅰ（1990年代後半から2000年代にかけた日本銀行の金融政策を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

11 日本銀行の政策Ⅱ（2000年代前半から2010年代前半にかけた日本銀行の金融政策を学
ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

12 日本銀行の政策Ⅲ（2010年代後半における日本銀行の金融政策を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

13 金融規制Ⅰ（金融システムの安定を維持するために行われている銀行規制のアウトラ
インを学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

14 金融規制Ⅱ（証券市場の健全性を確保するために行われている証券市場規制の概要を
学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

15 金融システムのイノベーション（ICTの進展に併せて登場した新たな金融サービスと
金融システムの関係を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚔年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融市場論Ⅱ（Money Markets Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
金融市場論Ⅱでは、金融市場を使って行われる中央銀行の金融政策、リーマンショックを契機に明らかにされたその課題、リーマンショック後の金融政

策等を通じて現代金融システムの実態を掘り下げて講義する。

授業目標：
⚑．現代金融システムの実態を学ぶ。
⚒．金融システムの危機を未然に防ぐ規制や新たな金融サービスの動向を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．石橋春男・高木信久・橋口宏行著『よくわかるファイナンス入門』

慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
⚑．翁邦雄著『日本銀行』ちくま新書、￥880
⚒．春男・関谷喜三郎監修『マクロ経済学』成文堂、￥3,300

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎週、予習復習をする習慣を身につけ授業に臨むようにする。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 金融政策のフレームワーク
金融理論と金融政策の関連性

事前：なし
事後：関連事項の学習 講義

2 経済と金融 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

3 貨幣の概念と歴史 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

4 貨幣の産業的流通と金融的流通 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

5 間接金融市場 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

6 直接金融市場 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

7 信用創造 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

8 資本市場 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

9 貯蓄と投資 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

10 金融政策の手段 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

11 貸付基準金利操作 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

12 法定準備率操作 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

13 公開市場操作
売りオペと買いオペのメカニズム

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

14 量的金融緩和政策
金融緩和政策の弊害

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

15 金融政策の功罪
前期講義の総まとめ

事前：前期のノート整理
事後：前期試験の準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融政策論Ⅰ（Theory of Monetary Policy Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
金融政策のトランスミッションメカニズム（政策波及経路）を理解することがこの講義の目的である。日本銀行の金融政策が内外の経済に与える影響や

効果を分析する。加えて、ケインジアンとマネタリストの金融政策の枠組みを理論的に整理し、両者の比較・検討を行う。本講義は、現実の金融動向を把
握しながら理論とのすり合わせも必要となる。
授業目標：

金融政策を理解していくためには、金融の基本理論や金融用語の修得が前提になる。これらについては授業のたびごとに繰り返して解説をするが、各自
ノートの作成・整理も必要となる。前期は特に金融政策の操作目標、中間目標、最終目標の政策変数の波及効果が重要なポイントとなってくる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．石橋春男・高木信久・橋口宏行著『よくわかるファイナンス入門』

慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
⚑．石橋春男・橋口宏行監修『人民元国際化への挑戦』科学出版社東京、

￥3,800
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎週、予習・復習をして授業に臨むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 金融政策の役割
各部門間の貨幣の流れ

事前：なし
事後：関連事項の学習 講義

2 中央銀行勘定 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

3 市中銀行勘定 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

4 金融部門勘定 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

5 ベースマネーとマネーストック 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

6 金融政策の波及プロセス 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

7 量的金融緩和政策 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

8 フィッシャー型の貨幣需要関数 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

9 ケンブリッジ型の貨幣需要関数 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

10 ケインズの流動性選好説と貨幣需要関数 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

11 金利決定のメカニズム 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

12 金利重視の金融政策 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

13 金融政策の有効性 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

14 開放経済下の金融政策
為替変動の金融分析

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

15 マンデル・フレーミングモデル
開放下の金融政策の有効性

事前：後期のノート整理
事後：後期試験の準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融政策論Ⅱ（Theory of Monetary Policy Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
アベノミクスは、例外的な量的金融緩和政策によって長期化するデフレ状態から脱却させる政策が要になっている。日本銀行が金融緩和政策を実施する

ときその政策効果は実体経済にどのようなプロセスを経て現れるのか。金融政策の波及経路に焦点をあわせながら、金融政策の基本原理を学習する。

授業目標：
金融政策を学習するためには金融理論を理解し行く必要がある。金融システム、貨幣需要の理論、流動性選好説、マネタリストの金融政策論などがコア

ーになる。これらの理論を前提にして、マネーストック重視の金融政策と金利重視の金融政策の基本原理を詳細に説明する。さらに、為替相場の変動要因
を明らかにし、日銀の市場介入の政策効果についても検討する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．涌井 貞美「意味がわかる統計解析」ベレ出版

参考文献：
追って案内する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
統計は、日常生活にも幅広く利用されており、その考え方を学びます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 統計学の体系・データの見方 事前：なし
事後：なし 講義

2 データと基本統計量 ⛶ 平均値、中央値 事前：なし
事後：なし 講義

3 データと基本統計量 ⛷ 標準偏差、偏差値 事前：なし
事後：なし 講義

4 データと基本統計量 ⛸ 相関係数 事前：なし
事後：なし 講義

5 データのグラフ表現 事前：なし
事後：なし 講義

6 確率入門 ⛶ 標本空間、事象 事前：なし
事後：なし 講義

7 確率入門 ⛷ 乱数、ベイズの定理 事前：なし
事後：なし 講義

8 重要な確率分布 ⛶ 二項分布 事前：なし
事後：なし 講義

9 重要な確率分布 ⛷ ポアソン分布 事前：なし
事後：なし 講義

10 重要な確率分布 ⛸ 正規分布 事前：なし
事後：なし 講義

11 推定・検定 ⛶ 区間推定、仮設検定 事前：なし
事後：なし 講義

12 推定・検定 ⛷ 平均の検定 事前：なし
事後：なし 講義

13 推定・検定 ⛸ 適合度検定、独立性検定 事前：なし
事後：なし 講義

14 多変量解析 ⛶ 相関回帰 事前：なし
事後：なし 講義

15 多変量解析 ⛷ 重回帰分析 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融統計学Ⅰ（Statistics for Finance Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
金融統計学Ⅰでは、広く金融経済の分野で利用されている統計手法の体系と主な項目の役割を基本から学習し、統計手法の実用化に向けた基礎力を身に

つける。

授業目標：
金融商品のリスク・リターン問題などを取り上げながら、順次、基本統計量、確率分布、推定・検定や多変量解析などの役割を具体的に明らかにし、金

融統計手法に対する理解を一段と深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レジュメを配布する。

参考文献：
追って連絡する。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト（35％）、定期試験（35％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
統計データのもつ意味、信頼性について普段から考えるようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 分散と標準偏差 事前：なし
事後：なし 講義

3 リスク指標としての標準偏差 事前：なし
事後：なし 講義

⚔ 正規分布 事前：なし
事後：なし 講義

⚕･⚖ 仮説検定 事前：なし
事後：なし 講義

⚗･⚘ 区間推定 事前：なし
事後：なし 講義

⚙ 標本平均 事前：なし
事後：なし 講義

10･11 カイ二乗分布 事前：なし
事後：なし 講義

12･13 t分布 事前：なし
事後：なし 講義

14･15 回帰分析 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 金融統計学Ⅱ（Statistics for Finance Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
統計データの信頼性の許容範囲を測定・分析するためのいろいろな統計手法について、まず、分散、標準偏差を勉強した後、投資リスク、検定、推定、

回帰分析の解説を進める。

授業目標：
基本的な理解をふまえて、金融分野での統計学の適用について、理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しません。

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
多面的な人間社会の現実に照らし合わせて考えてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 グローバル化とはどのような現象か 事前：特になし
事後：なし 講義

2 文化のグローバル化 事前：特になし
事後：ノート 講義

3 経済人類学と交易港 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 経済のグローバル化と文化のグローバル化 事前：なし
事後：ノート 講義

5 リージョナリズムとローカリズム 事前：安倍論文（配布）
事後：ノート 講義

6 文化の支配 被支配 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 文化資本化の現象 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 世界的価値変動 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 SNSがグローバル化に果たしている役割 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 民俗文化とグローバル化 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 民俗文化とグローバル化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 グローバル化を前にした生活文化の変容 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 グローバル化を前にした生活文化の変容⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 コスプレ文化はグローバルなものか 事前：自分とコスプレ
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) グローバル化と文化（Globalization and Culture） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル化という言葉は日々、耳にします。しかし、よくある「グローバルスタンダードに従うにはどうすればいいのか」という言説には一定の疑い

を持ってみる必要を説くことを主な目的とします。文化人類学の立場から、広いまなざしで考察してみましょう。

授業目標：
⚑．何をもってグローバル化と考えるのか、その基準を自分自身の中に作り上げること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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く

教本：
使用しません。

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
多面的な人間社会の現実に照らし合わせて考えてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 グローバル化とはどのような現象か 事前：特になし
事後：なし 講義

2 文化のグローバル化 事前：特になし
事後：ノート 講義

3 経済人類学と交易港 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 経済のグローバル化と文化のグローバル化 事前：なし
事後：ノート 講義

5 リージョナリズムとローカリズム 事前：安倍論文（配布）
事後：ノート 講義

6 文化の支配 被支配 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 文化資本化の現象 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 世界的価値変動 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 SNSがグローバル化に果たしている役割 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 民俗文化とグローバル化 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 民俗文化とグローバル化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 グローバル化を前にした生活文化の変容 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 グローバル化を前にした生活文化の変容⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 コスプレ文化はグローバルなものか 事前：自分とコスプレ
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) グローバル化と文化Ⅰ（Globalization and Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル化という言葉は日々、耳にします。しかし、よくある「グローバルスタンダードに従うにはどうすればいいのか」という言説には一定の疑い

を持ってみる必要を説くことを主な目的とします。文化人類学の立場から、広いまなざしで考察してみましょう。

授業目標：
⚑．何をもってグローバル化と考えるのか、その基準を自分自身の中に作り上げること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しません。

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする努力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 グローバル化と文化Ⅰの復習 事前：なし
事後：ノート 講義

2 日本映画のグローバル化 事前：なし
事後：ノート 講義

3 日本映画のグローバル化⚒ 事前：なし
事後：ノート 講義

4 映画にみる日本文化 事前：なし
事後：ノート 講義

5 「ゴジラ」の国際的評価 事前：なし
事後：ノート 講義

6 「ゴジラ」の国際的評価⚒ 事前：なし
事後：ノート 講義

7 「大魔神」 事前：なし
事後：ノート 講義

8 「大魔神」の国際的評価 事前：なし
事後：ノート 講義

9 「グレンダイザー」というアニメの物語 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 J-popの成立 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 日本におけるロック 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 J-popの国際的評価 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 洋楽と日本のポップミュージック 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 コスプレ文化とグローバル化 事前：なし
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) グローバル化と文化Ⅱ（Globalization and Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 グローバル化と文化Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル化と文化Ⅰを受けて、世界の文化のなかにおける日本文化の地位を論じてゆく。映画、アニメ、音楽などの海外向け日本文化と日本人にとっ

ての日本文化は、どこが同じでどこが異なるのかを考えていきます。

授業目標：
⚑．何をもってグローバル化と考えるのか、その基準を自分自身の中に作り上げること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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け

教本：
作成したプリントや資料を使用。

参考文献：
授業で、その都度紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（50％）、定期試験（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身の仕事や対人関係のありように役立てるつもりで積極的に参加してほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明 受講生がこの授業についてイメージしていたことを話し合う 事前：何を期待するか考える
事後：疑問点の整理 講義・話し合い

2 仕事におけるケアワークの位置づけ 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

3 ケアワークと思われるものを挙げてみる、職種に限らずケアの部分を探す 事前：探してくる
事後：ノートの整理 講義 話し合い

4 人間関係を心理学的にみる 事前： プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

5 カウンセリングの理論 ⑴ 基礎知識 事前： プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

6 カウンセリングの理論 ⑵ カウンセリングの種類 事前： プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

7 カウンセリングの理論 ⑶ カウンセリングのプロセス 事前： プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

8 構成的エンカウンターグループの体験 事前： プリントを読む
事後：疑問点の整理 演習

9 保育におけるケアワークについて 事前： 資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

10 保育現場で生じる問題について 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

11 介護におけるケアワークについて 事前： 資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

12 介護の現場で生じる問題について 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

13 ケアワークの職務特性について 事前：情報を集める
事後：疑問点の整理 講義

14 生きていくうえでのケアワークの心理の活かし方 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

15 まとめ 事前：これまでの学習の整理 話し合い

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ケアワークの心理（Psychological Character of Care Work） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 作間 祐子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人をケアする仕事に就くことを考える際、先ず自身の心理状態を理解することが前提である。更に、人と人との関わりや、ケアされる側の人たちの心の

状態を心理学的に学び、ケアワークの職域について実際に検討していく。また、カウンセリングについて学ぶことで、社会で生きていくうえでの人とのか
かわりを理解しやすくする。
授業目標：
⚑．様々な職種の「ケア」の部分を理解し、それを心理学的に分析できるようにする。
⚒．自分自身のありようを心理学的に理解することができ、それが、相手との関わりにも活かされるようになること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
東北大学経営学グループ『ケースに学ぶ経営学（新版）』有斐閣、￥2,600＋税

参考文献：
随時提示する

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強く自己学習能力を高めるよう期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：テキスト、序章精読
事後：ノート整理 講義

2 経営学の特質 事前：前回ノート再読
事後：ノート整理 講義

3 事例：フォードとGM 事前：テキスト64-72頁精読
事後：ノート整理 講義

4 環境・戦略・組織 事前：テキスト72-78頁精読
事後：ノート整理 講義

5 事例：ヤマト運輸の宅急便事業 事前：テキスト79-90頁精読
事後：ノート整理 講義

6 新し事業の創造 事前：テキスト90-94頁精読
事後：ノート整理 講義

7 事例：マクドナルドとモスバーガー 事前：テキスト95-106頁精読
事後：ノート整理 講義

8 いかに競争するか 事前：テキスト106-109頁精読
事後：ノート整理 講義

9 事例：GEの企業革新 事前：テキスト110-119頁精読
事後：ノート整理 講義

10 事業のリストラクチャリングと組織改革 事前：テキスト120-127頁精読
事後：ノート整理 講義

11 事例：デジタル化への富士写真フイルムの対応 事前：テキスト145-157頁精読
事後：ノート整理 講義

12 破壊的技術への対応とドメインの再定義 事前：テキスト157-162頁精読
事後：ノート整理 講義

13 事例：ノキアの国際戦略 事前：テキスト163-175頁精読
事後：ノート整理 講義

14 いかに国際化するか 事前：テキスト175-181頁精読
事後：ノート整理 講義

15 経営とは何か 事前：キーワード整理
事後：ノート整理 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅰ（Principle of Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境の複雑性と変化速度が増すビジネスの世界で起きている事象を理解し、社会のなかでの企業経営のあり方を考えていきます。経営戦略の具体的な事
例を取り上げ、その理解を通して、経営とは何か、経営学の体系はどうように構成されているのか、を学習していきます。

授業目標：
①経営学、特に経営戦略論の基礎概念を理解する
②経営学の体系を理解する
③経営とは何か、を考える力を養う

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義日に伝える。

参考文献：
追って指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①授業参画状況等（30％）と②筆記試験（70%）により評価する。

学生へのアドバイス：
質問あれば、放置せず、挙手して積極的に発言してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 経営学の対象と領域 事前：なし
事後：なし 講義

3 企業の分類 事前：なし
事後：なし 講義

4 株式会社の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

5 株式会社金融 事前：なし
事後：なし 講義

6 所有と経営の分離 事前：なし
事後：なし 講義

7 企業の統治 事前：なし
事後：なし 講義

8 社会的責任 事前：なし
事後：なし 講義

9 経営目的 事前：なし
事後：なし 講義

10 経営管理の学説と人間観 事前：なし
事後：なし 講義

11 科学的管理法 事前：なし
事後：なし 講義

12 管理過程論 事前：なし
事後：なし 講義

13 人間関係論 事前：なし
事後：なし 講義

14 動議づけ理論 事前：なし
事後：なし 講義

15 組織的意思決定論
定期試験

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅰ（Principle of Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．株式会社という仕組みを理解することは、経営学を学ぶ上で最も基礎的な問題と言える。株式会社における資本調達の仕組みや、株式会社の所有・支

配の問題を取り上げる。
⚒．経営学はその成立から長い歴史をもっているが、そこで展開された主要な学説の概要について学ぶ。
授業目標：

経営学の入門科目として、その研究対象である企業・経営に関する基礎的な問題を学ぶ。その内容としては、現代株式会社に関する基礎的な理解と、経
営学の発展に即した主要学説の流れをテーマとして講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
①北野利信編『経営学説入門』有斐閣、②渡辺峻・角野信夫・伊藤健市編

『やさしく学ぶマネジメントの学説と思想』ミネルヴァ書房他
成績評価の方法、評価基準：

下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション；経営学の学び方 事前：参考書の確認
事後：配布資料の確認 講義

2 生産と管理の合理化 ⑴ 科学的管理法：テイラー 事前：労働者の怠業問題
事後：科学的管理法について 講義・小テスト

3 生産と管理の合理化 ⑵ 大量生産体制：フォード 事前：大量生産体制
事後：科学的管理法との関係 講義・小テスト

4 生産と管理の合理化 ⑶ 管理過程と管理原則：ファヨール 事前：管理過程とは何か
事後：科学的管理法との相違 講義・小テスト

5 人間の理論 ⑴ 人間性への着目：人間関係論 事前：人間関係論の背景
事後：科学的管理法の問題点 講義・小テスト

6 人間の理論 ⑵ 行動科学的思想：マズローとマグレガー 事前：経済仮説との関係
事後：欲求階層説について 講義・小テスト

7 組織の理論 ⑴ 公式組織論：バーナード 事前：組織の定義
事後：人間協働の意味 講義・小テスト

8 組織の理論 ⑵ 意思決定論：サイモン 事前：最適化原理
事後：満足化原理 講義・小テスト

9 組織の理論 ⑶ 組織の環境適合：コンティンジェンシー理論 事前：環境変化とは何か
事後：理想の組織は何か 講義・小テスト

10 戦略の理論 ⑴ 戦略計画学派：アンゾフ① アンゾフの成長マトリックス 事前：戦略論の背景
事後：多角化戦略の意味 講義・小テスト

11 戦略の理論 ⑵ 戦略計画学派：アンゾフ② 多角化戦略 事前：多角化の様々な形態
事後：多角化とリスクの関係 講義・小テスト

12 戦略の理論 ⑶ ポジショニング・ビュー：ポーター① 5つの競争要因 事前：ポーターの基礎理論
事後：⚕つの競争要因 講義・小テスト

13 戦略の理論 ⑷ ポジショニング・ビュー：ポーター② 競争戦略 事前：競争戦略全般
事後：ポーターの基礎理論 講義・小テスト

14 戦略の理論 ⑸ リソース・ベースト・ビュー：ハメル＆プラハラード 事前：資源ベース論
事後：模倣困難性の意味 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前：全体の内容
事後： 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅰ（Principile of Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、19世紀末から現在まで多種多様な展開をみせているアメリカ経営学を中心に「経営学の生成と展開」について解説する。経営理論を単なる

学説史的な知識として習得するだけでなく、それらが企業の実践的要請にどのように応えてきたのか、現実の企業経営にどのような影響を与えてきたのか、
そして現在の経営課題とどのように関連づけることができるかについて、理解し思考することが本講義の目標である。
授業目標：
【知識・理解】経営学の生成と展開をわかりやすく説明できる。【思考・判断】経営に関する諸理論・諸学説がどのように生成し展開したかを述べること

ができる。【関心・意欲】現実の企業経営のケースを経営理論と結び付けて考えることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
東北大学経営学グループ『ケースに学ぶ経営学（新版）』有斐閣、￥2,600＋税

参考文献：
随時提示する

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強く自己学習能力を高めるよう期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：テキスト、序章精読
事後：ノート整理 講義

2 経営学の体系 事前：前回ノート再読
事後：ノート整理 講義

3 事例：大学発ベンチャーのビジネス・モデル 事前：テキスト10-19頁精読
事後：ノート整理 講義

4 企業を起こす 事前：テキスト19-29頁精読
事後：ノート整理 講義

5 事例：プロデューサーの株式上場 事前：テキスト30-38頁精読
事後：ノート整理 講義

6 企業形態を変える 事前：テキスト38-48頁精読
事後：ノート整理 講義

7 事例：ロックフェラーとスタンダード・オイル 事前：テキスト49-58頁精読
事後：ノート整理 講義

8 現代企業の発生 事前：テキスト58-62頁精読
事後：ノート整理 講義

9 事例：シャープの製品開発マネジメント 事前：テキスト216-227頁精読
事後：ノート整理 講義

10 企業の知識体系 事前：テキスト227-231頁精読
事後：ノート整理 講義

11 事例：セブン-イレブン・ジャパンの単品管理 事前：テキスト248-260頁精読
事後：ノート整理 講義

12 消費者の変化に対応する事業システム 事前：テキスト260-265頁精読
事後：ノート整理 講義

13 事例：ライオンの「部屋干しトップ」のマーケティング 事前：テキスト266-276頁精読
事後：ノート整理 講義

14 ニーズの絞り込みによる市場創造 事前：テキスト276-286頁精読
事後：ノート整理 講義

15 再び、経営とは何か 事前：キーワード整理
事後：ノート整理 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅱ（Principle of Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
環境の複雑性と変化速度が増すビジネスの世界で起きている事象を理解し、社会のなかでの企業経営のあり方を考えていきます。企業論、事業論、組織

論および管理論の各領域における具体的な事例を取り上げ、その理解を通して、経営とは何か、経営学の体系はどうように構成されているのか、を学習し
ていきます。
授業目標：
⚑．経営学の基礎概念を理解する
⚒．営学の体系を理解する
⚓．経営とは何か、を考える力を養う
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義日に伝える。

参考文献：
追って指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①授業参画状況等（30％）と②筆記試験（70％）の成績により評価する。

学生へのアドバイス：
質問あれば、放置せず、挙手して積極的に発言してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 経営組織とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 組織形成の原則 事前：なし
事後：なし 講義

4 組織の基本形態 事前：なし
事後：なし 講義

5 トップマネジメントの組織 事前：なし
事後：なし 講義

6 ミドルマネジメントの組織①（職能別部門組織） 事前：なし
事後：なし 講義

7 ミドルマネジメントの組織②（事業部制組織） 事前：なし
事後：なし 講義

8 経営戦略とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

9 製品・市場戦略 事前：なし
事後：なし 講義

10 多角化とシナジー 事前：なし
事後：なし 講義

11 製品ポートフォリオ・マネジメント① 事前：なし
事後：なし 講義

12 製品ポートフォリオ・マネジメント② 事前：なし
事後：なし 講義

13 個別管理論①（財務管理） 事前：なし
事後：なし 講義

14 個別管理論②（人事管理） 事前：なし
事後：なし 講義

15 日本的経営
定期試験

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅱ（Principle Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 経営学総論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．最初に、伝統的組織論および近代組織論に分けて、「組織とは何か」について学ぶ。その後、経営組織の基本形態、最高管理組織、部門管理組織に関す

る基礎知識を理解する。
⚒．経営戦略論の基礎的な問題について学習し、
⚓．財務管理や人的資源管理などの個別管理論の概要を紹介する。
授業目標：

経営学の内容を大きく分ければ、企業論の分野と経営管理論の分野がある。経営学Ⅰでは企業論に関する問題を取り上げたが、経営学Ⅱでは、管理と組
織および戦略の問題を中心に講義する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
①忽那憲治他『ベンチャーキャピタルハンドブック』、②柿崎洋一『企業論』、
③井上善海・大杉奉代『経営戦略入門』

成績評価の方法、評価基準：
下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：経営学の学び方 事前：参考図書の確認
事後：講義計画の確認 講義

2 企業の行動原理①株式会社の成立 事前：企業と株主の関係
事後：株主の有限責任 講義・小テスト

3 企業の行動原理②起業と資金調達 事前：企業と銀行の関係
事後：株主からの資金調達 講義・小テスト

4 企業の行動原理③投資家と株式公開 事前：株主の行動原理
事後：株式公開とは何か 講義・小テスト

5 コーポレート・ガバナンス①企業統治の仕組み 事前：所有と経営の分離
事後：企業統治の形態 講義・小テスト

6 コーポレート・ガバナンス②経営者報酬の仕組み 事前：所有と経営の分離
事後：経営者報酬の形態 講義・小テスト

7 企業グループの形成①持株会社の成立 事前：独占禁止法との関係
事後：全社戦略と事業戦略 講義・小テスト

8 企業グループの形成②多角化経営と事業ポートフォリオ 事前：PPM分析
事後：金のなる木の衰退 講義・小テスト

9 企業グループの形成③選択と集中の戦略 事前：シナジーとは何か？
事後：長期の戦略との関係 講義・小テスト

10 イノベーション①経営環境の変化とイノベーションシステム 事前：イノベーションの定義
事後：イノベーションの定義 講義・小テスト

11 イノベーション②オープン・イノベーションへの変化 事前：オープン・イノベーションとは何か？
事後：オープン・イノベーションとは何か？ 講義・小テスト

12 イノベーション③大企業からの新事業創造 事前：現代のイノベーションシステム
事後：現代のイノベーションシステム 講義・小テスト

13 企業の戦略①成長戦略 事前：アンゾフの成長マトリクス
事後：アンゾフの成長マトリクス 講義・小テスト

14 企業の戦略②競争戦略 事前：⚕つの競争要因
事後：⚕つの競争要因 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前：全体の内容
事後：全体の内容 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営学総論Ⅱ（Principle of Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 経営学総論Ⅰを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
経営学総論Ⅱでは、経営学総論Ⅰで経営学の基礎理論を学んだ学生を前提として、企業の実態を学ぶ企業論に近い内容に重点を置き、企業の行動原理や

企業の仕組みを理解することを目的にする。

授業目標：
⚑．企業の行動原理について説明できる。
⚒．日本企業の課題や特徴について説明できる。
⚓．経営学の専門科目を学ぶ基礎的知識や学習方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
渡辺峻 他『やさしく学ぶマネジメントの学説と思想』、
佐久間信夫・壽永欣三郎編『現代経営学の基礎』他

成績評価の方法、評価基準：下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：経営管理論の学び方 事前：参考書の確認
事後：講義スケジュールの確認 講義

2 経営管理論の発展の概観 事前：経営管理論の背景
事後：経営管理論の流れ 講義・小テスト

3 経営管理者の仕事：ドラッカー 事前：経営管理者の役割
事後：ドラッカーの経営学 講義・小テスト

4 テイラーの科学的管理：① 課業管理 事前：動作研究等
事後：差別的出来高高給制度 講義・小テスト

5 テイラーの科学的管理：② 職能別職長制 事前：専門的組織の意義
事後：職能別職長制の課題 講義・小テスト

6 ファヨールの経営管理過程論：① 管理過程 事前：管理過程の流れ
事後：管理原則と管理論 講義・小テスト

7 ファヨールの経営管理過程論：② 管理原則 事前：管理原則の内容
事後：大量生産方式との関連 講義・小テスト

8 フォードの大量生産方式 事前：科学的管理の関係
事後：専門化の原則 講義・小テスト

9 メイヨーらの人間関係論：ホーソン実験 事前：古典的管理の問題点
事後：人の感情と管理論 講義・小テスト

10 人関関係論と近代管理論 事前：欲求階層説
事後：科学的管理との関係 講義・小テスト

11 近代管理論と目標管理 事前：Ｘ理論の限界
事後：Ｙ理論と目標管理 講義・小テスト

12 バーナードの組織論 事前：組織と共通目的
事後：組織の⚓要素 講義・小テスト

13 サイモンの意思決定論 事前・事後：満足化原理 講義・小テスト

14 事例研究 事前・事後：全体のまとめ 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前・事後：全体のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営管理論Ⅰ（Business Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
経営管理論では、経営管理論の学説史的な発展を理解することを目的にしている。講義内容についての理解度を問う小テストを毎回行うことにより、基

礎的な理解力を高めることを目的にする。

授業目標：
① 経営管理論の基本的な理論を説明できる。
② 経営管理論の史的発展過程を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．長坂 寛「革新経営へのミドルの道」学文社 ￥2,300＋税
⚒．長坂 寛「ダイナミック組織と管理者行動」頒価 ￥1,200

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参画状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
就職活動に役立つ講義内容だと思います。

オフィスアワー：
月曜日の昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション；経営管理論の学び方 事前：
事後： 講義

2 管理者の役割 事前：
事後： 講義

3 管理者育成（資質の向上） 事前：
事後： 講義

4 ピラミッド型組織とダイナミック組織 事前：
事後： 講義

5 ピラミッド型組織とダイナミック組織 事前：
事後： 講義

6 プレゼンテーションの重要性と応用 事前：
事後： 講義

7 プレゼンテーションの重要性と応用 事前：
事後： 講義

8 リーダーシップの涵養と育成 事前：
事後： 講義

9 経営計画・ポリシーとの関係 事前：
事後： 講義

10 目標管理の理論と実践 事前：
事後： 講義

11 目標管理の理論と実践 事前：
事後： 講義

12 人事考課制度の理論と実践 事前：
事後： 講義

13 人事考課制度の理論と実践 事前：
事後： 講義

14 新入社員教育と就職活動 事前：
事後： 講義

15 事例研究 事前：
事後：

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営管理論Ⅰ（Business Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 服部 治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経営管理論Ⅰでは経営学の理論と実践とが結合した成功事例を中心に学生諸君に継承するような気持で講義する。

授業目標：
⚑．経営学検定試験中級合格程度

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
渡辺峻 他『やさしく学ぶマネジメントの学説と思想』、
佐久間信夫・壽永欣三郎編『現代経営学の基礎』他

成績評価の方法、評価基準：下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：経営管理論の学び方 事前・事後：
講義スケジュールの確認 講義

2 経営管理論の概要 事前・事後：
前期の復習 講義・小テスト

3 官僚制と経営管理論 事前・事後官：
官僚制における古典的管理論の役割 講義・小テスト

4 コンティンジェンシー理論の意義 事前・事後：
コンティンジェンシー理論の内容の理解 講義・小テスト

5 官僚制の課題と経営管理論 事前・事後：
官僚制の課題とは何か 講義・小テスト

6 経営管理論と人間仮説 事前・事後：
人間仮説の理解 講義・小テスト

7 事例研究：パナソニック
（⚓回目、⚔回目、⚕回目講義の内容に該当）

事前：
事例の企業の概略を理解してくる 講義・小テスト

8 事例研究：シャープ・日立製作所
（⚔回目、⚖回目講義の内容に該当）

事前：
事例の企業の概略を理解してくる 講義・小テスト

9 リーダーシップ理論 事前・事後：
リーダーシップ理論の位置づけと意義 講義・小テスト

10 変革期のリーダーシップ論 事前・事後：
変革期に求められるリーダーシップとは？ 講義・小テスト

11 事例研究：日産自動車
（⚙回目、10回目講義の内容に該当）

事前：
事例の企業の概略を理解してくる 講義・小テスト

12 経営管理論の非営利組織への応用 事前・事後：
非営利組織などへの応用としての経営管理論を考える 講義・小テスト

13 非営利組織における経営管理 事前・事後：
非営利組織における経営管理の課題を考える 講義・小テスト

14 事例：NPO法人の経営管理
（12回目、13回目講義の内容に該当）

事前：
事例に紹介するNPO法人の概略を理解してくる 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前・事後：
全体のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営管理論Ⅱ（Business Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 経営管理論Ⅰ（Business Management Ⅰ）を履修していることが望ましい

そ の 他

授業概要：
後期の経営管理論は前期に学習した内容をベースに、より実践的な内容を紹介する。ただ知っているだけの知識ではなく、様々な経営学の分野の知識を

吸収するための応用力をつけることを目的にする。また近年、伝統的な経営管理論を非営利組織に応用する取組みなどが行われている。これらの意義や問
題点など、まだ検討段階の問題を考察することにより、学生一人一人にこれまで学んだ知識を応用し、考えてもらう講義を目指す。
授業目標：
① 経営組織論における基本的理論を応用し、自分の意見を持てる。
② 経営組織論における基本的理論を応用し、日本企業の組織の課題を議論できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．喬 晋建「経営学の開拓者たち」日本評論社 ￥2,800＋税

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参画状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲的に受講すれば生涯役立つ知識が習得できるはずです。

オフィスアワー：
月曜日の昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
事例研究 ⑴

事前：
事後： 講義

2 テイラーの科学的管理法 事前：教本 P.1～23
事後： 講義

3 テイラーの科学的管理法 事前：教本 P.1～23
事後： 講義

4 ファイヨールの管理論 事前：教本 P.25～42
事後： 講義

5 ファイヨールの管理論 事前：教本 P.25～42
事後： 講義

6 フォード・システム 事前：教本 P.43～69
事後： 講義

7 メイヨーの人間管理論 事前：教本 P.71～95
事後： 講義

8 メイヨーの人間管理論 事前：教本 P.71～95
事後： 講義

9 動機づけ理論 事前：教本 P.97～171
事後： 講義

10 動機づけ理論 事前：教本 P.97～171
事後： 講義

11 バーナードの組織論 事前：教本 P.173～197
事後： 講義

12 バーナードの組織論 事前：教本 P.173～197
事後： 講義

13 サイモンの意思決定論 事前：教本 P.199～220
事後： 講義

14 サイモンの意思決定論 事前：教本 P.199～220
事後： 講義

15 事例研究 ⑵ 事前：
事後： 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営管理論Ⅱ（Business Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 服部 治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 経営学総論Ⅰの履修者を除く

授業概要：
経営管理論Ⅱでは経営学を履修した者が社会生活において活用できる程度の思考と知識が習得できるよう講義する。

授業目標：
⚑．経営学検定試験中級合格程度

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
間宏著『経営社会学 現代企業の理解のために』有斐閣
その他必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った内容として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 共同主義と人間主義（日本企業の組織集団） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 企業文化（企業文化戦略とCI） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 経営理念（経営理念の必要性と意義） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 企業の経営形態（企業の諸類型と中小企業の二重構造問題） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 企業の所有・支配・統治（企業集団と企業の系列化） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 経営者と管理者（経営者・管理者の職能と昇進） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 企業官僚制と大企業病（企業組織の課題と改革） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 日本的経営の特徴 ⚑（長期安定雇用慣行と同質化管理） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 日本的経営の特徴 ⚒（年功昇進と職能主義） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 職場集団とモラール（権限委譲と従業員教育） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 企業の社会的逸脱行為（過当競争と企業犯罪） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 企業と地場経済（企業城下町の功罪） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 ｢倒産」のメカニズム 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営社会学Ⅰ（Sociology of Business Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業とは経済機能体としての側面だけではなく、自由意志を持ちときに非合理的行動を行う人間集団の側面も多分に持ち合わせている。また経営行動は、

経営者や従業員等企業組織の構成員らが市場トレンドや社会文化、個々の顧客や企業内部の人間関係などの諸影響を受けることで、常に変化する。本講義
は、この様な人間集団としての経営活動を、社会学的に解説する。
授業目標：
⚑．企業経営を人間集団の側面からとらえることができる。
⚒．企業経営を社会学の観点から理解できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
竹内毅著『中小企業の経営』同文館
その他必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った内容として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 企業の人間的側面（企業行動の非合理性） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 企業集団の意識（ゲマインシャフトとゲゼルシャフト） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 企業経営と生産意欲（人間共同体の持つ「製作本能」） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 人間集団としての企業の行動特性（集団への同一化傾向） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 企業の集団特性（グレイナーの企業進化モデルと集団特性の変質過程） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 中小企業の経営特性（不完全機構と非自律性） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 経営者の能力と資質 ⚑（企業家精神） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 経営者の能力と資質 ⚒（経営者能力と後継者問題） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 経営の社会性（経営診断の視点による考察） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 企業経営の社会学 ⚑（リーダーシップ理論） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 企業経営の社会学 ⚒（マートン・アノミー） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 企業経営の社会学 ⚓（ゲシュタルト心理学（クルト・レヴィン）） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 企業の社会的責任（ミッション経営） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営社会学Ⅱ（Sociology of Business Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
一般に、企業を社会集団として捉えた場合、企業の数だけ企業文化が存在し、この企業文化は企業組織の経営判断を決定づける要因として経営行動に対

し影響力を持っている。本講義は以上のような視点に基づき、社会集団としての企業を理解し分析できる様々な社会学的理論を概説する。

授業目標：
⚑．企業経営を人間集団の側面からとらえることができる。
⚒．企業経営を社会学の観点から理解し、説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『経営・ビジネス心理学』松田幸弘（ナカニシヤ出版）税別￥2,500、教科

書の購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分なりの意見を持てるようにするための講義です。少しでも関心を持てそうでしたら講義に参加してみて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション（経営心理学の研究対象、学習にあたっての心構え） 事前：特になし
事後：復習 講義

⚒ 経営心理学とは（①テーラーの科学的管理法、③ファヨールの管理過程論） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚓ 人間心理とは（①ホーソン工場での実験、②経営と人間観） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚔ 動機づけ（①人はなぜ働くのか、②モチベーション論） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚕ ワークモチベーション 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚖ ミニテスト①（前半のまとめをします。） 事前：特になし
事後：復習 講義

⚗ リーダーシップ 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚘ 人間関係①（良い人間関係・悪い人間関係） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚙ 人間関係②（良い人間関係の構築と個人） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

10 公式組織・非公式グループ 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

11 公式組織・非公式グループ 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

12 ストレスとメンタルヘルス 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

13 生活習慣と心の健康 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト②（後半のまとめをします） 事前：特になし
事後：特になし 講義

15 全体のまとめ（経営活動を行う時に、人々の行動や意識・価値観などから持つべき視点
を考えてみます）

事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 経営心理学Ⅰ（Managerial Psychology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では人や組織など経営活動における人間的側面に注目し、様々な側面から経営を考えていきます。経営管理を理解することから始め、人々の意識・

価値観を理解し、経営心理学の基本的な理論を学んでいきます。

授業目標：
⚑．企業への関心を高める。
⚒．経営管理の背景にある「人間観」を知る。
⚓．人々の意識・価値観への理解を高める。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『経営・ビジネス心理学』松田幸弘（ナカニシヤ出版）税別￥2,500、教科書の

購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ここで学ぶ知識は将来必ず役に立つものですから、是非、頑張って受講してみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション（講義の流れ、学習の仕方） 事前：特になし
事後：復習 講義

⚒ 意思決定のメカニズム 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚓ 組織の基本構造 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚔ 組織コミットメント 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚕ 個人と組織の関係① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚖ 個人と組織の関係② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚗ ミニテスト①（前半のまとめをする） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚘ 人材育成とキャリア① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

⚙ 人材育成とキャリア② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

10 多様な人材のマネジメント①（高齢者の能力活用） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

11 多様な人材のマネジメント②（女性の能力活用） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

12 多様な人材のマネジメント③（外国人労働者のマネジメント） 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

13 職場のコミュニケーション 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト②（後半のまとめをする） 事前：特になし
事後：特になし 講義

15 全体のまとめ 事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 経営心理学Ⅱ（Managerial Psychology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 経営心理学Ⅰは履修済みであること。

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では人や組織など経営活動における人間的側面に注目し、様々な側面から経営を考えていく。組織構成員の多様化による意識・価値観の違いを理

解し、経営管理活動の方向性を考えてみる。

授業目標：
⚑．組織の基本的仕組みを理解し、個人と組織の関係を知る。
⚒．自分自身のキャリアについて考える。
⚓．多様な人材のマネジメントを行うための知識を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
柿崎洋一『企業論』、井上善海・大杉奉代『経営戦略入門』、
萩原俊彦『多角化戦略と経営組織』、他

成績評価の方法、評価基準：
下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営組織論Ⅰ（Management Organization Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
経営組織論における理論的発展を学習することを目的にする。

授業目標：
【知識・理解】経営組織論の基本的な理論をわかりやすく説明できる。【思考・判断】経営組織論に関する諸理論・諸学説がどのように生成し展開したか

を述べることができる。【関心・意欲】現実の企業経営のケースを経営組織論と結び付けて考えることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：組織論の学び方 事前：組織論を学ぶうえで重要な点を理解する。
事後：組織論を学ぶうえで重要な点を理解する。 講義

2 組織とは何か？ 事前：組織の定義・概念について理解する。
事後：組織の定義・概念について理解する。 講義・小テスト

3 組織構造の設計 事前：組織構造の様々な形態を理解する
事後：組織構造の様々な形態を理解する 講義・小テスト

4 官僚制組織の発展 事前：官僚制組織の意義
事後：官僚制組織の課題 講義・小テスト

5 外部の不確実性への対応と経営組織 事前：外部環境と組織の関係を理解する
事後：外部環境と組織の関係を理解する 講義・小テスト

6 コンティンジェンシー理論：環境変化への適応 事前：環境変化と組織の関係
事後：環境変化と組織の関係 講義・小テスト

7 事例分析：コーエーテクモホールディングス
（コンティンジェンシー理論：環境変化への適応）

事前：事例の企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

8 資源ベース論（ リソース・ベースド・ビュー） 事前：
事後：資源ベース論における組織の役割を理解する 講義・小テスト

9 コア・コンピタンス経営 事前：
事後：コア・コンピタンスとは何か？ 講義・小テスト

10 事例分析：サンリオ
（資源ベース論）

事前：事例の企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

11 合併・買収と大規模企業グループの形成 事前：企業グループの形成における合併・買収の意味を理解する
事後：企業グループの形成における合併・買収の意味を理解する 講義・小テスト

12 組織文化の統合と合併・買収 事前：合併・買収における組織文化の問題を理解する
事後：合併・買収における組織文化の問題を理解する 講義・小テスト

13 ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチ 事前：⚓つの研究分野からなる経営組織の考え方を理解する
事後：⚓つの研究分野からなる経営組織の考え方を理解する 講義・小テスト

14 事例分析：京セラ
（ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチ）

事前：事例の企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前：全体のまとめ
事後：全体のまとめ 講義
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
中村元一執筆の文献などの関連部分のコピーを必要に応じて配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
100点満点：＜内訳＞筆記試験50点＋受講姿勢（＝小リポートを含む平常点）50点

学生へのアドバイス：
現実企業を対象とする「真剣勝負の講義」なので、「緊張力×持続力の鍛錬の場」に臨む心構えが不可欠。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の全体像の展望 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

2 コンセプト研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

3 コンセプト研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

4 コンセプト研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

5 事例研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

6 事例研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

7 事例研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

8 中間点による自己評価 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

9 コンセプト研究 ④ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

10 コンセプト研究 ⑤ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

11 コンセプト研究 ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

12～14 事例研究 ④ ⑤ ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

15 授業の全体像の回顧・反省 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営組織論Ⅰ（Management Organization Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 元一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 下記「学生へのアドバイス」を除き、特になし

授業概要：
⚑．90分の授業のうち、最初の60分間は、テキストの重要事項および配布論文・事例に関し、学生諸兄姉による「理解 共感 共鳴 共有の輪」を広げる

ことに注力する。
⚒．最後の30分間は、上記⚑に関する学生諸兄姉の小リポートの執筆と提出に充てる。
⚓．上記⚒の小リポートは、次回にコメント付きで各位にフィードバックする。
授業目標：
⚑．経営組織に関する研究には、いくつかの接近方法（アプローチ）があるが、この講義では「組織開発の視点によるダイナミックなアプローチ」を採用

する。
⚒．すなわち、「生身の人間集団としての組織の生きざま」を取り上げる。
⚓．上記⚑＋⚒の姿勢に基づき、学生諸兄姉が、近い将来にビジネスパーソンの⚑人として、企業経営への貢献を通じて、個人の自己実現および社会への

貢献を追求・実現できる素地を涵養する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義資料は、教員が事前に作成し、アップロードもしくは前の週に配布す

る（初回の講義に指示する）。

参考文献：
柿崎洋一『企業論』、井上善海・大杉奉代『経営戦略入門』、
萩原俊彦『多角化戦略と経営組織』、他

成績評価の方法、評価基準：
下記の基準を満たしているのかについて総合的に判断する。
小テスト（⚖点×13回：78％）、定期試験（22％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲を持って参加すれば、学ぶことが楽しくなる

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営組織論Ⅱ（Management Organization Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 経営学総論Ⅰを履修していることが望ましい

そ の 他

授業概要：
後期の経営組織論は多角化経営などにより複雑に変化した企業組織の問題を理解することを目的にしている。

授業目標：
【知識・理解】経営組織論の基本的な理論をわかりやすく説明できる。【思考・判断】経営組織論に関する諸理論・諸学説がどのように生成し展開したか

を述べることができる。【関心・意欲】現実の企業経営のケースを経営組織論と結び付けて考えることができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：組織論の学び方 事前：講義スケジュールの確認
事後：講義スケジュールの確認 講義

2 組織とは何か？ 事前：前期の復習
事後：前期の復習 講義・小テスト

3 産業資本主義の発展と企業成長 事前：企業成長と産業資本主義の関係
事後：企業成長と産業資本主義の関係 講義・小テスト

4 単一事業の限界と多角化戦略 事前：企業成長と多角化経営の関係
事後：企業成長と多角化経営の関係 講義・小テスト

5 多角化戦略と事業ポートフォリオの最適化 事前：事業ポートフォリオに関する理解
事後：事業ポートフォリオに関する理解 講義・小テスト

6 事業ポートフォリオの最適化とPPM分析 事前：PPM分析における金のなる木の意味
事後：PPM分析における金のなる木の意味 講義・小テスト

7 事例分析⚑：カプコン
（企業成長と多角化戦略）

事前：事例企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

8 事例分析⚒：ソフトバンク
（事業ポートフォリオの最適化とPPM分析）

事前：事例企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

9 組織における経営者の役割 事前：経営者と経営理念
事後： 講義・小テスト

10 持株会社形態の発展と企業グループの形成 事前：持株会社形態の意義を理解する
事後：持株会社形態の意義を理解する 講義・小テスト

11 全社戦略と事業戦略 事前：持株会社形態における戦略レベルの違いを理解する
事後：持株会社形態における戦略レベルの違いを理解する 講義・小テスト

12 オープン・イノベーションと組織を超えたネットワーク

事前：企業という組織を超えたイノベーションシステムを
理解する

事後：企業という組織を超えたイノベーションシステムを
理解する

講義・小テスト

13 事例分析⚑：株式会社バンダイナムコホールディングス
（持株会社形態と経営戦略）

事前：事例企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

14 事例分析⚒：KDDI
（オープン・イノベーションと組織を超えたネットワーク）

事前：事例企業の概略を理解してくる
事後： 講義・小テスト

15 全体のまとめ 事前：全体のまとめ
事後：全体のまとめ 講義
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
中村元一執筆の文献などの関連部分のコピーを必要に応じて配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
100点満点：＜内訳＞筆記試験50点＋受講姿勢（＝小リポートを含む平常点）50点

学生へのアドバイス：
現実企業を対象とする「真剣勝負の講義」なので、「緊張力×持続力の鍛錬の場」に臨む心構えが不可欠。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の全体像の展望 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

2 コンセプト研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

3 コンセプト研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

4 コンセプト研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

5 事例研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

6 事例研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

7 事例研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

8 中間点による自己評価 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

9 コンセプト研究 ④ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

10 コンセプト研究 ⑤ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

11 コンセプト研究 ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

12～14 事例研究 ④ ⑤ ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

15 授業の全体像の回顧・反省 事前：なし
事後：当日の講義内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営組織論Ⅱ（Management Organization Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 元一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 下記「学生へのアドバイス」を除き特になし

授業概要：
⚑．90分の授業のうち、最初の60分間は、テキストの重要事項および配布論文・事例に関し、学生諸兄姉による「理解 共感 共鳴 共有の輪」を広げる

ことに注力する。
⚒．最後の30分間は、上記⚑に関する学生諸兄姉の小リポートの執筆と提出に充てる。
⚓．上記⚒の小リポートは、次回にコメント付きで各位にフィードバックする。
授業目標：
⚑．経営組織に関する研究には、いくつかの接近方法（アプローチ）があるが、この講義では「組織開発の視点によるダイナミックなアプローチ」を採用

する。
⚒．すなわち、「生身の人間集団としての組織の生きざま」を取り上げる。
⚓．上記⚑＋⚒の姿勢に基づき、学生諸兄姉が、近い将来にビジネスパーソンの⚑人として、企業経営への貢献を通じて、個人の自己実現および社会への

貢献を追求・実現できる素地を涵養する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
印刷資料を用います。

参考文献：
⚑．村山元英・小柏喜久夫『経営文化論序説』文眞堂、￥3,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強い学習努力を期待しています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 経営文化論と松蔭大学 事前：シラバス
事後：シラバス 講義

2 経営文化論の背景 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

3 経営と文化 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

4 経営と文化の諸問題 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

5 経営における効率性原理と人間性原理に関する文化基準 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

6 二つのアプローチ 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

7 日米比較経営論と日本的経営論 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

8 経営文化の変容モデル 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

9 多文化組織の経営 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

10 国際経営組織の心理と文化 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

11 事例学習⚑ 小糸製作所のコーポレート・ガバナンス：
日本の経営者 vs 米国の株主 ⑴

事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

12 事例学習⚑ 小糸製作所のコーポレート・ガバナンス：
日本の経営者 vs 米国の株主 ⑵

事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

13 事例学習⚒ ソニーの海外事業買収と経営文化 ⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

14 事例学習⚒ ソニーの海外事業買収と経営文化 ⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

15 経営文化学の構想 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営文化論Ⅰ（Business Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経営と文化との関係づけを通して現実の経営における諸問題について学習していきます。この学習は、企業活動の国際化の進展・深化ならびに社会関係

の複雑化とともに重要性をより増しています。そこで、この授業では、経営と文化の関係づけの基礎となる見方・考え方・感じ方・決め方を検討し、授業
計画に示した各課題をひとつずつ解説していきます。
授業目標：
⚑．経営を文化の視座からアプローチすることにより、経営の諸問題に対応可能な実践知を身につけていきます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．中川敬一朗著『日本的経営』日本経済社

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
寝ている学生、携帯電話、私語等に夢中な学生は退室してもらいます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本的経営とは何か。 事前：なし
事後：なし 講義

2 日本的経営の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

3 日本的経営の構成要素 事前：なし
事後：なし 講義

4 日本的経営の諸機能 事前：なし
事後：なし 講義

5 日本人の究極的物の見方・考え方 事前：なし
事後：なし 講義

6 日本的経営の孵化 平安時代 事前：なし
事後：なし 講義

7 日本的経営の誕生 江戸時代 事前：なし
事後：なし 講義

8 日本的経営の成長 明治維新 事前：なし
事後：なし 講義

9 日本的経営の発展 準大戦時・大戦時 事前：なし
事後：なし 講義

10 日本的経営の成熟 高度成長期 事前：なし
事後：なし 講義

11 日本的経営の衰退 バブル崩壊後 事前：なし
事後：なし 講義

12 日本的経営の崩壊 グローバル時代 事前：なし
事後：なし 講義

13 新日本的経営の孵化 日本人の究極的物の見方考え方の進化 事前：なし
事後：なし 講義

14 新日本的経営の誕生 コミュニケーション革命・エネルギー革命 事前：なし
事後：なし 講義

15 新日本的経営と諸機能の変化 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営文化論Ⅰ（Business Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本的経営の歴史的発展の考察から、日本的経営には文化・社会・政治・経済へと進むライフ・サイクルがあることが判明した。日本人のコアの文化は、

ふた度、新しい日本的経営のライフ・サイクルが開始された。

授業目標：
⚑．日本的経営を考察することによって、経営文化の本質が理解できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
印刷資料を用います。

参考文献：
村山元英・小柏喜久夫『経営文化論序説』文眞堂、￥3,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。積極的に取り組み、自己学習能力を高めるよう期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本の経営文化 経営理念および経営思考様式 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

2 意思決定方式 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

3 経営者教育および能力開発 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

4 マーケティング構造 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

5 生産方式 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

6 人事管理制度 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

7 財務管理システム 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

8 経営報告システム 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

9 中小企業経営およびベンチャー・ビジネス 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

10 日本の経営文化の特質 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

11 事例学習⚑ 日立製作所の日本的経営⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

12 事例学習⚑ 日立製作所の日本的経営⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

13 事例学習⚒ トヨタ式生産方式⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

14 事例学習⚒ トヨタ式生産方式⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

15 パラダイム・シフトの方向 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営文化論Ⅱ（Business Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経営文化論Ⅰの理解を基礎にして、日本の経営文化を表層にとどまることなく深層から理解すべく、これまでのフィールドワークの成果に基づき、日本

の経営文化の諸問題の現在と今後の課題について考えていきます。経営理念および思考様式、、意思決定方式、経営教育ならびにマーケティング・人事・生
産・財務などの各職能分野に及ぶ日本の経営文化の諸問題を体系化された枠組みをもって認識する一方で、事例学習によりその理解を確かめていきます。
授業目標：

日本の経営文化を理解し、時代の変化のなかで、そのパラダイム・シフトの方向について考える力をつけていきます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
麻生川静男『社会人のリベラル・アーツ』祥伝社

参考文献：
⚑．ストークス「世界に比類なき日本文化」祥伝社新書
⚒．ミンツバーグ「私たちはどこまで資本主義に従うのか」ダイヤモンド社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
寝ている学生、携帯電話、私語等に夢中な学生は退室してもらいます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本的経営文化の本質
変化しない文化と変化する文化の統合

事前：なし
事後：なし 講義

2 変化しない文化(総合的思考) 事前：なし
事後：なし 講義

3 変化する文化（分析的思考） 事前：なし
事後：なし 講義

4 ⚒つの文化を統合する日本的経営文化 事前：なし
事後：なし 講義

5 コア文化は変化しないが、コア文化は国により違う 事前：なし
事後：なし 講義

6 日本人のコア文化 事前：なし
事後：なし 講義

7 西欧人のコア文化 事前：なし
事後：なし 講義

8 中国・韓国のコア文化 事前：なし
事後：なし 講義

9 イスラム・アフリカ・中南米のコア文化 事前：なし
事後：なし 講義

10 第⚓次産業革命により文化は変化する 事前：なし
事後：なし 講義

11 政治セクターの変化により文化は変化する 事前：なし
事後：なし 講義

12 経済セクターの変化により文化は変化する 事前：なし
事後：なし 講義

13 社会セクターの変化により文化は変化する 事前：なし
事後：なし 講義

14 日本的経営文化の役割と機能 事前：なし
事後：なし 講義

15 21世紀グローバル社会を先導する日本的経営文化 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営文化論Ⅱ（Business Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
変化しない文化と変化する文化を統合する日本的経営文化の特質について言及する。次に、コア文化は変化しないが、国によりコア文化が違うことから

各国コア文化の理解は、紛争の回避と相互理解のために必要不可欠であります。他方、文化・社会・政治・経済の⚔領域の均衡を崩させている要因と文化
の変化について言及する。
授業目標：

日本的経営文化の本質を理解することにより、21世紀のグローバル社会にどのように生きていけばよいかがわかる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『エッセンシャル経営分析』同文館

参考文献：
授業の折に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
会社に関心を持ち、入社試験に備えるための授業と考えて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 経営分析の目的と重要性 事前：なし
事後：なし 講義

2 経営分析の体系 事前：なし
事後：なし 講義

3 分析のための資料 事前：なし
事後：なし 講義

4 伸びる会社の分析⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

5 伸びる会社の分析⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

6 伸びる会社の分析⑶ 事前：あり
事後：あり 演習

7 伸びる会社の分析⑷ 事前：あり
事後：あり 演習

8 利益の大きい会社の分析⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

9 利益の大きい会社の分析⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

10 利益の大きい会社の分析⑶ 事前：あり
事後：あり 演習

11 利益の大きい会社の分析⑷ 事前：あり
事後：あり 演習

12 強い会社と良い会社⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

13 強い会社と良い会社⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

14 強い会社と良い会社⑶ 事前：あり
事後：あり 演習

15 成長性・収益性・社会性 事前：なし
事後：あり 講義・演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営分析論Ⅰ（Business Analysis Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石﨑 忠司

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
毎回、企業に関する新聞のニュースや経済誌の情報を材料にして、企業の経営活動の良否を見る目を養えるようにします。経営分析は、経営学、会計学

の両分野にまたがっていますから、幅広く学んできたことを利用し、経営者、債権者、従業員、消費者などの視点から企業の良否を検討します。

授業目標：
日経新聞の企業関係のニュースや情報に関心をもち、就職活動に役立てるようにします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『エッセンシャル経営分析』同文館

参考文献：
授業の折に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
就職のための心構えを持ってください。授業を受ける態度は面接時の態度に現れます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 成長企業の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

2 成長企業の事例 事前：なし
事後：なし 講義

3 株価と利益の関係 事前：なし
事後：なし 講義

4 従業員にとって良い会社 事前：なし
事後：あり 講義

5 消費者にとって良い会社 事前：なし
事後：あり 講義

6 環境にやさしい会社 事前：なし
事後：なし 講義

7 倒産の概念・倒産の実態 事前：なし
事後：なし 講義

8 倒産の原因 事前：なし
事後：なし 講義

9 安全性の分析 事前：なし
事後：なし 講義

10 安全性の分析 事前：なし
事後：なし 講義

11 安全性の分析 事前：なし
事後：あり 講義

12 会社の分析（事例研究) 事前：あり
事後：あり 演習

13 会社の分析（事例研究） 事前：あり
事後：あり 演習

14 会社の分析（事例研究） 事前：あり
事後：あり 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営分析論Ⅱ（Business Analysis Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石﨑 忠司

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
前期の成長性、収益性を中心にした分析を復讐した後、倒産の恐れがないかどうかに関する分析、生産・販売の効率性に関する分析を取り上げます。会

社の良否を総合的に判断できるようにします。

授業目標：
入社試験に備えて、会社選びができるようにします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
中川理著『風景学』共立出版 ￥3,300＋税

参考文献：
小林克己著『世界遺産一度は行きたい100選ヨーロッパ』
JTB（アジア・アフリカ／南北アメリカ・オセアニア）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート（70％）で総合評価する。定期試験はおこないません。

学生へのアドバイス：
景観論Ⅰの受講者は是非とも景観論Ⅱも受講してください。続いておりますので。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：景観論の全般について
世界遺産のDVDを見る

事前：Text はじめに
事後：なし 講義

2 ①風景以前の「風景」 事前：Text 2p-14p
事後：なし 講義

3 ②風景の発見 事前：Text 17p-34p
事後：なし 講義

4 ③規範としての風景 事前：Text 33p-48p
事後：なし 講義

5 ④歴史が作る風景 事前：Text 51p-65p
事後：なし 講義

6 世界遺産のDVDをみてディスカッション 事前：なし
事後：なし 演習

7 ⑤近代主義が作る眺め 事前：Text 69p-81p
事後：なし 講義

8 ⑥都市の風景化 事前：Text 85p-96p
事後：なし 講義

9 ⑦風景から景観へ 事前：Text 99p-111p
事後：なし 講義

10 ⑧集落と生活景 事前：Text 115p-129p
事後：なし 講義

11 世界遺産のDVDを見てディスカッション 事前：なし
事後：なし 演習

12 ⑨郊外風景の没場所性 事前：Tex 133p-142p
事後：なし 講義

13 ⑩仮構される風景 事前：Text 145p-157p
事後：なし 講義

14 ⑪生態的風景 事前：Text 161p-175p
事後：なし 講義

15 ⑫自分が風景になる／まとめ 事前：Text 179p-194p
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 景観論Ⅰ（Landscape Studies Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 斉藤 全彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光産業において観光資源はいろいろあるが、その中でも景観は観光資源の最も重要な資源の一つである。前期は風景から景観に変遷してゆく過程を学

び、景観がいかに日常生活の中で重要な要素を果たしているかを認識して、具体的に小田原市においてフィールドワークを実践し、レポートを作成する。

授業目標：
⚑．観光資源の重要かつ大きな要素でもある景観の基礎を学ぶ
⚒．景観が日常生活でいかに重要な位置を占めるかを学ぶ
⚓．観光業の資源として“風景”が“景観”になることによって世界遺産などの観光最重要物になることを学ぶ
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
○篠原修著『景観用語事典 増補改訂版』彰国社 ￥3,600＋税

参考文献：
ケヴィン・リンチ著『都市のイメージ＜新装版＞』岩波書店

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート（70％）で総合評価する。定期試験は実施しない。

学生へのアドバイス：
景観論Ⅰを受講する人は是非ともこの景観論Ⅱを受講してください。観光に役立ちます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義全般の説明
世界遺産のDVDを見る

事前：なし
事後：なし 講義

2 ①景観概念とその捉え方 事前：Text 9p-37p
事後：なし 講義

3 ②景観の分析・予測・評価 事前：Text 39p-95p
事後：なし 講義

4 ③景観の法制度と体制 事前：Text 97p-117p
事後：なし 講義

5 ④文化財と文化的景観 事前：Text 120p-135p
事後：なし 講義

6 世界遺産のDVDをみてディスカション 事前：なし
事後：なし 演習

7 ⑤自然景観・田園景観 事前：Text 137p-169p
事後：なし 講義

8 ⑥都市の景観 事前：Text 170p-207p
事後：なし 講義

9 ⑦道の景観 事前：Text 208p-231p
事後：なし 講義

10 ⑧河川の景観 事前：Text 232p-251p
事後：なし 講義

11 世界遺産のDVDを見てディスカション 事前：なし
事後：なし 演習

12 ⑨港の景観 事前：Text 252p-267p
事後：なし 講義

13 ⑩構造物と景観 事前：Text 268p-291p
事後：なし 講義

14 ⑪景観意味論 事前：Tex 293p-313p
事後：なし 講義

15 ⑫伝統風景／まとめ 事前：Text 314p-335p
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 景観論Ⅱ（Landscape Studies Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 斉藤 全彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光産業において観光資源はいろいろあるが、その中でも景観は観光資源の最も重要な資源の一つである。後期は、具体的に景観をどのように分析評価

するかを学び、景観法、景観行政、そして具体的に自然景観・都市景観・文化的景観などを考察し、行政が提出している景観計画を厚木市・小田原市など
の具体的事例を用い考察する。学んだ諸概念を用い、フィールドワークを実践しレポートを作成する。
授業目標：
⚑．観光資源の重要かつ大きな要素でもある景観の基礎を学ぶ ⚒．具体的な都市・自然景観などの分析評価を学ぶ
⚓．役所が実施している景観行政を理解できる景観の基礎を習得 ⚔．持続可能な観光事業のための景観論を学ぶ
⚕．小田原市などの景観調査を実践する ⚖．景観が日常生活でいかに重要な位置を占めるかを学ぶ
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『消費と消費者』島村紘輝、酒井 徹編著、慶應義塾大学出版会、￥2,400＋税

参考文献：
『マクロ経済学』中藤和重他訳、成文堂 ￥3,200＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日常の経済記事に関心を持って積極的に発言して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間の授業概要を説明し、日常の経済生活との結び付きを説明する。 事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ 経済社会と消費者の活動：
社会の経済活動、市場経済活動、需要と供給の法則、消費者の利益、消費経済学の課題

事前：新聞の経済記事を用意する。
事後：なし 講義

⚔～⚖
消費者の最適行動：

消費者とは何か、予算制約、消費者の選好と無差別曲線、最適な消費の決定、所得・
価格の変化と消費選択

事前：なし
事後：「最適行動」の意義を課題とし

て与える
講義

⚗～⚙
市場価格と消費：
価格・消費曲線、代替効果と所得効果、需要曲線、価格弾力性、交差弾力性、インフレ・
デフレと消費

事前：なし
事後：「市場価格」の意義を課題とし

て与える
講義

10～12 所得と消費：
エンゲル曲線、所得弾力性、現在所得と消費、生涯所得・恒常所得・相対所得と消費

事前： なし
事後：「所得弾力性」の意義を課題と

して与える
講義

13･14 消費者の心理と消費行動：
消費者と購買活動、商品と製品・サービスの違い、消費者心理

事前：なし
事後：なし 講義

15 トピックス：半年間の授業を通して受講生が持った、この授業に関する印象を幅広く
聴取する。

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済学Ⅰ（Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学を初めて学ぶ学生を対象に、主に消費者の視点から経済学の基本的な考え方や枠組みを基礎から履修していく。そのうち、経済学Ⅰでは、財市場

の概念、最適な消費者行動、財の価格変動や所得と消費の関係や消費者心理とは何かを修得する。

授業目標：
経済主体である消費者の日々の経済行動がどのような影響を個人や経済全体に及ぼすのかを理解できる幅広い知識を身に付けることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『経済と消費者』島村紘輝、酒井 徹編著、慶應義塾大学出版、￥2,400＋税

参考文献：
『マクロ経済学』中藤和重他訳、成文堂 ￥3,200＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日常生活の中で経済記事は多数見受けられます。関心を持って吸収し、就職活動にも役立たせて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：経済学概論Ⅱにおける授業要点を総括的に説明したうえで、特に消費の
日本経済に及ぼす影響の大きさを述べる。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒～⚔
家計の労働供給と雇用：家計の⚒面性、最適な労働時間の決定、賃金変化に対する代
替効果と所得効果、労働供給曲線の導出、労働需要と雇用の決定、労働市場の需給調
整機能、賃金の硬直性、自然失業率

事前：新聞の経済記事を用意させる。
事後：なし 講義

⚕～⚗
消費者の貯蓄と資産：消費と貯蓄の⚒期間モデル、異時転換の予算制約と効用最大
化、消費者の最適貯蓄。消費の決定、家計の資産とマクロ経済、資産価値と消費（資
産効果対逆資産効果）

事前：なし
事後：なし 講義

⚘～10
情報と消費者の活動：完全競争市場と不完全情報の市場、逆選択とその解決策、モラ
ルハザードとその解決策、商品情報の収集のための手段、情報検索とその費用、情報
化時代の消費者行動

事前：完全競争の意義についてレポ
ート提出

事後：なし
講義

11～13 消費と「食」と社会生活：「食」と消費、消費者ニーズと生産の多様化、食料消費と
エンゲル係数、ライフスタイルの変化と消費、アメニティと消費

事前：なし
事後：なし 講義

14･15 経済成長と消費：生活水準とGDP、生活水準の国際比較、投資効率の低下と定常状
態、新古典派の想定、ソロー型モデル、内生的技術進歩と経済成長

事前：経済成長モルにおける消費の
役割について課題提出

事後：なし
講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済学Ⅱ（Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学概論Ⅱでは、労働力供給と雇用、貯蓄と資産選択、情報の非対称性と消費活動、消費と社会生活、更に経済成長と消費との関係にまで踏み込んで

学習する。
経済学概論Ⅰ→経済学概論Ⅱの履修順序が望ましい。

授業目標：
消費者各自の個別行動から消費全体が経済（GDP）に及ぼすまでの一連の経済活動を幅広く学習し、日常の経済事象に対する理解力を深めていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『消費と消費者』島村紘輝、酒井 徹編著、慶應義塾大学出版会、￥2,400＋税

参考文献：
『マクロ経済学』中藤和重他訳、成文堂 ￥3,200＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日常の経済記事に関心を持って積極的に発言して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間の授業概要を説明し、日常の経済生活との結び付きを説明する。 事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ 経済社会と消費者の活動：
社会の経済活動、市場経済活動、需要と供給の法則、消費者の利益、消費経済学の課題

事前：新聞の経済記事を用意する。
事後：なし 講義

⚔～⚖
消費者の最適行動：

消費者とは何か、予算制約、消費者の選好と無差別曲線、最適な消費の決定、所得・
価格の変化と消費選択

事前：なし
事後：「最適行動」の意義を課題とし

て与える
講義

⚗～⚙
市場価格と消費：
価格・消費曲線、代替効果と所得効果、需要曲線、価格弾力性、交差弾力性、インフレ・
デフレと消費

事前：なし
事後：「市場価格」の意義を課題とし

て与える
講義

10～12 所得と消費：
エンゲル曲線、所得弾力性、現在所得と消費、生涯所得・恒常所得・相対所得と消費

事前： なし
事後：「所得弾力性」の意義を課題と

して与える
講義

13･14 消費者の心理と消費行動：
消費者と購買活動、商品と製品・サービスの違い、消費者心理

事前：なし
事後：なし 講義

15 トピックス：半年間の授業を通して受講生が持った、この授業に関する印象を幅広く
聴取する。

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済学概論Ⅰ（Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学を初めて学ぶ学生を対象に、主に消費者の視点から経済学の基本的な考え方や枠組みを基礎から履修していく。そのうち、経済学Ⅰでは、財市場

の概念、最適な消費者行動、財の価格変動や所得と消費の関係や消費者心理とは何かを修得する。

授業目標：
経済主体である消費者の日々の経済行動がどのような影響を個人や経済全体に及ぼすのかを理解できる幅広い知識を身に付けることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『経済と消費者』島村紘輝、酒井 徹編著、慶應義塾大学出版、￥2,400＋税

参考文献：
『マクロ経済学』中藤和重他訳、成文堂 ￥3,200＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日常生活の中で経済記事は多数見受けられます。関心を持って吸収し、就職活動にも役立たせて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：経済学概論Ⅱにおける授業要点を総括的に説明したうえで、特に消費の
日本経済に及ぼす影響の大きさを述べる。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒～⚔
家計の労働供給と雇用：家計の⚒面性、最適な労働時間の決定、賃金変化に対する代
替効果と所得効果、労働供給曲線の導出、労働需要と雇用の決定、労働市場の需給調
整機能、賃金の硬直性、自然失業率

事前：新聞の経済記事を用意させる。
事後：なし 講義

⚕～⚗
消費者の貯蓄と資産：消費と貯蓄の⚒期間モデル、異時転換の予算制約と効用最大
化、消費者の最適貯蓄。消費の決定、家計の資産とマクロ経済、資産価値と消費（資
産効果対逆資産効果）

事前：なし
事後：なし 講義

⚘～10
情報と消費者の活動：完全競争市場と不完全情報の市場、逆選択とその解決策、モラ
ルハザードとその解決策、商品情報の収集のための手段、情報検索とその費用、情報
化時代の消費者行動

事前：完全競争の意義についてレポ
ート提出

事後：なし
講義

11～13 消費と「食」と社会生活：「食」と消費、消費者ニーズと生産の多様化、食料消費と
エンゲル係数、ライフスタイルの変化と消費、アメニティと消費

事前：なし
事後：なし 講義

14･15 経済成長と消費：生活水準とGDP、生活水準の国際比較、投資効率の低下と定常状
態、新古典派の想定、ソロー型モデル、内生的技術進歩と経済成長

事前：経済成長モルにおける消費の
役割について課題提出

事後：なし
講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済学概論Ⅱ（Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学概論Ⅱでは、労働力供給と雇用、貯蓄と資産選択、情報の非対称性と消費活動、消費と社会生活、更に経済成長と消費との関係にまで踏み込んで

学習する。
経済学概論Ⅰ→経済学概論Ⅱの履修順序が望ましい。

授業目標：
消費者各自の個別行動から消費全体が経済（GDP）に及ぼすまでの一連の経済活動を幅広く学習し、日常の経済事象に対する理解力を深めていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
『よくわかるミクロ経済学入門』中藤和重他著、慶應義塾大学出版会 ￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
実社会に出てから役立ちますので積極的な発言を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間に亘る授業の概要（経済学の基本的な考え方とミクロ経済学の枠組
み）を説明する。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ 経済学の10大原理：経済主体の意思決定の仕方、経済の相互影響の効果、経済の全体と
しての動き）

事前：新聞の経済記事を活用
事後：なし 講義

4 経済学の考え方：科学的方法とは？、ミクロ経済学対マクロ経済学、実証的分析対規範
的分析）

事前：なし
事後：なし 講義

5 相互依存と交易からの利益：絶対優位と比較優位、機会費用、比較優位の事例 事前：TPP等の事例を取り上げる
事後：なし 講義

⚖･⚗ 市場における需要・供給の作用：競争市場、需要量、需要法則、需要表、需要曲線、供
給量、供給法則、供給表、供給曲線、均衡、均衡価格、均衡取引量、需要と供給の法則

事前：なし
事後：なし 講義

⚘･⚙ 需要・供給及び政府の政策：価格規制、家賃規制、最低賃金、税金（買い手への税金及
び売り手への税金）、弾力性と税の帰着

事前：なし
事後：なし 講義

10･11 弾力性：需要の価格弾力性、増収効果と減収効果、需要の所得弾力性、需要の交差弾力
性、供給の価格弾力性

事前：なし
事後：なし 講義

12･13 厚生経済学と市場の効率性：支払い許容額、需要曲線による消費者余剰の測定、売り手
の費用、供給曲線による生産者余剰の測定、市場の効率性の測定、衡平、市場の失敗

事前：市場効率性の事例を取り上げる
事後：なし 講義

14･15 外部性：外部性と市場の非効率性、当事者間による外部性の解決法、コースの定理、外
部性に対する公共政策、ピグー税

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済原論Ⅰ（Economics Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学の理論編として、経済原論Ⅰでは経済学の基本原理（「経済学の10大原理」）に続いてミクロ経済学の包括的な体系（市場メカニズム、公共政策、

市場の効率性・余剰と外部性）について網羅的に学習する。経済原論Ⅰ→経済原論Ⅱの履修順序が望ましい。

授業目標：
経済学の基本概念を確実に理解したうえで、ミクロ経済学の枠組みや機能の意義を修得して、日々の経済現象を理解出来る応用力を身に付ける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
『よくわかるミクロ経済学』中藤和重他著、慶應義塾大学出版会 ￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会に出てから必要とされる科目ですので、積極的に取り組んで下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間に亘る授業の概要（マクロ経済学の基本概念と枠組み）について実
例を取り上げながら説明する。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒～⚔
国民所得の決定：経済の所得と支出、国内総生産（GDP）の測定、市場価値で測定、
付加価値の合計、GDPの構成要素、実質GDP対名目GDP、GDPデフレーター、GDP
と経済的福祉、GDPの国際的格差と生活の質

事前：なし
事後：なし 講義

⚕･⚖
生計費の測定：消費者物価指数（CPI）、CPIのバスケットの中身と算定方法、生計費
測定の問題、GDPデフレーター対CPIの比較、インフレの影響に対する経済変数の
補正、名目利子率対実質利子率

事前：新聞の経済記事を活用
事後：なし 講義

⚗～⚙
生産と成長：経済成長の国際比較、生産性の役割、生産性を押し上げる⚔つの決定要
因、天然資源の取り扱い、経済成長に寄与する公共政策（⚗項目）、人口成長の問題、
長期的経済成長の重要性、限界生産力逓減の法則

事前：資料によって経済成長率の国
際比較をする。

事後：なし
講義

10～12
貯蓄・投資と金融システム：金融システム（金融市場と金融仲介機関）の役割、国民
所得勘定における貯蓄と投資の位置付け、貯蓄インセンティブ、投資インセンティ
ブ及び財政赤字・財政黒字の各政策の効果,、古典派の二分法と貨幣の中立性

事前：なし
事後：なし 講義

13～15
総需要と総供給のモデル：経済変動とは？、経済変動に関する⚓つの重要な事実、経
済変動の基本モデル、総需要曲線の動きと総供給曲線の動き、長期の総供給曲線の
位置付け

事前：資料によってGDPの成長と景
気変動を確認する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済原論Ⅱ（Economics Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学の理論編として、経済原論Ⅱではマクロ経済学に関する包括的な体系（GDP、消費者物価指数、生産と成長、貯蓄・投資・金融システム及び総需

要・総供給のモデル）について経済の実態に即し乍ら学習していく。

授業目標：
マクロ経済学の基本概念と枠組みや機能を習得して日常的な経済現象が適切に理解出来る実践的な応用力を身に付けることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レジメやパワーポイントを用いるので特に指定しないが、できるだけ

次に示す参考書を読むことが望ましい。

参考文献：
鈴木 孝弘著『高校数学からはじめるやさしい経済数学テキスト』
オーム社 2014年（第⚑刷）￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
特定の数学的知識を前提とせず、ほとんどゼロベースで、平易にかつ楽しく講義を行うので、安心して受講して欲しい。試験もあらかじめ課題を与える

など、数学が苦手だと感じている受講者にもあまり負担を与えないように考慮する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本講義の意義と全体像および講義方法、講義の基本的スタンス等についての
説明

事前：経済理論（主にミクロ）の復習
事後：関心テーマとのすり合わせ 講義

2 経済学の発展と数学の関わりⅰ) 歴史的観点から概観する
(微分と限界概念の相似性等）

事前：前回配布したレジメに目を通す
事後：理解度をチェックし、不明点を質問する。 講義

3 経済学の発展と数学の関わりⅱ) 関数、式と経済学の体系 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

4 関数の基礎概念ⅰ) ⚑次関数、⚒次関数、直角双曲線等々 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

5 関数の基礎概念ⅱ) グラフを描いてみよう
(予算制約式と無差別曲線）

事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

6 関数、グラフの経済学への応用 最適消費問題（効用極大化） 事前：関数についての疑問点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

7 ⚖の演習 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

8 微分の基礎ⅰ) 速度、傾斜角度の概念から学ぶ微分の定義 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

⚙･10 微分の基礎ⅱ) 微分の基本公式（べき乗の微分、和の微分、積の微分等々） 事前：
事後：レジメ、ノートの復習 講義

11 微分の基礎ⅲ) 極大値と変曲点 事前：
事後：レジメ、ノートの復習 講義

12 微分の応用ⅰ) 限界収入、限界費用 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

13 微分の応用ⅱ) 企業の利潤極大化問題 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

14 12、13の演習 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

15 全体的な復習、重要ポイント、試験内容等についての解説 事前：全体にわたって質疑応答
事後：試験についての質問 講義

開 講 年 次 ⚑年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済数学Ⅰ（Mathematics For Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 志築 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
まず経済学の理論的発展が古くから数学と関わってきたこと、したがって数学の不可欠な分野が極めて広範にわたっていることを学ぶ。さらに経済学の

理解に不可欠な基礎的数学を学び、それらの経済学への応用を学ぶ。特に微分法の経済学への適用を重視する。

授業目標：
⚑．まず経済学と数学の深い関わりを十分に理解したうえで、経済学の習得に必要最低限の基礎的数学の習得とその経済学への応用の方法を学ぶ。
⚒．特に微分法と限界概念の相似性を学ぶことで経済学への理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レジメやパワーポイントを用いるので特に指定しないが、できるだけ

次に示す参考書を読むことが望ましい。

参考文献：
鈴木 孝弘著『高校数学からはじめるやさしい経済数学テキスト』
オーム社 2014年（第⚑刷）￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
(Ⅰ)の履修を必ずしも履修条件としない（復習を頻繁に行う）。特定の数学的知識を前提とせず、ほとんどゼロベースで、平易に講義を行うので、安心し

て受講して欲しい。試験もあらかじめ課題を与えるなど、数学が苦手な受講者にも負担を与えないように配慮する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本講義の意義と全体像および講義方法、講義の基本的スタンス（特に(Ⅰ)との
関連、位置づけ等）についての説明

事前：経済数学(Ⅰ)の復習
事後：関心テーマとのすり合わせ 講義

2 経済学と数学の関係についての復習 理論体系の全体に関わっていることを確
認

事前：前回配布したレジメに目を通す
事後：理解度をチェックし、不明点を質問する。 講義

3 関数の基礎についての復習ⅰ) グラフによる理解と無差別曲線、予算制約線、
費用曲線

事前：経済学と数学の関わりの疑問点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

4 関数の基礎についての復習ⅱ) 最大値、最小値問題を中心に 事前：前回の疑問点、不明点のチェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

5 最大値、最小値問題と経済学への応用ⅰ) 消費者の効用最大化 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

6 ⚔、⚕の演習 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

7 微分の基礎ⅰ) 速度概念と微分の定義（復習） 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

8 微分の基礎ⅱ) 微分の基本公式
(べき乗の微分、和の微分、積の微分、商の微分等）

事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

9 微分の基礎ⅲ) 合成関数の微分 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

10 微分の経済学への応用ⅰ) 限界費用、限界収入の算出と利潤最大化 事前：前回の疑問点、不明点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

11 微分の経済学への応用ⅱ) 異時点間の消費と効用の最大化 事前：微分とその応用の疑問点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

12 積分の定義と基本公式 事前：前回の疑問点、不明点のチェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

13･14 積分とその経済学への応用 消費者、生産者余剰の算出等および演習 事前：積分の疑問点チェック
事後：レジメ、ノートの復習 講義

15 講義の全体整理と試験内容についての説明 事前：全体にわたって質疑応答
事後：試験についての質問 講義

開 講 年 次 ⚑年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済数学Ⅱ（Mathematics For Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 志築 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経済学と数学の関係について若干の歴史的考察を再度行う。次に関数、微分法の復習、展開と各分野での応用を学ぶ。時間が許せば、積分の基礎と経済
学への応用をも学ぶ。復習には力を入れるので、(Ⅰ)を履修していない人も躊躇せずに参加して欲しい。

授業目標：
⚑．経済数学Ⅰと同様、まず経済学と数学との古く深く、かつ広いつながりを理解した上で、(Ⅰ)の復習と基礎数学の経済学への更なる応用を学ぶ。
⚒．(Ⅰ)と同様、微分、積分と経済学体系の関連を深く理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-05  Page 29 19/03/15 15:59

174

教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 経済法の意義 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 社会法の形成と経済法 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 経済的自由権と経済法 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 独占禁止法の概要 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 独占禁止法の歩み 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 独占禁止法の目的と基本概念 ⑴ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 独占禁止法の目的と基本概念 ⑵ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 私的独占の禁止（⚑：概要等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 私的独占の禁止（⚒：行為類型等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 私的独占の禁止（⚓：違法要件等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 不当な取引制限の禁止（⚑：概要等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 不当な取引制限の禁止（⚒：カルテルの形態等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 不当な取引制限の禁止（⚓：事業者団体の活動規制等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済法Ⅰ（Economic Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 可能な限り、商法科目・会社法科目の履修または同時履修していることが望ましいです。

そ の 他 なし

授業概要：
経済法は資本主義の進展に伴い、市民法原理を修正した国家による市場秩序を促進するための法です。その中心は独占禁止法にあるといわれます。講義

は独占禁止法を中心とした展開となります。

授業目標：
市民法原理の修正の法としての概要および規制の中での経済活動の促進としての作用を理解し、営業の自由と財産権への理解を深めていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 不公正な取引方法の禁止（⚑：概要） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 不公正な取引方法の禁止（⚒：不当な差別的な取り扱い等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 不公正な取引方法の禁止（⚓：不当対価取引等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 不公正な取引方法の禁止（⚔：不当な取引誘因等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 不公正な取引方法の禁止（⚕：優越的地位の濫用等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 不公正な取引方法の禁止（⚖：不当な取引妨害等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 企業結合規制（⚑：概要） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 企業結合規制（⚒：各則） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 独占禁止法の適用除外（⚑：概要） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 独占禁止負の適用除外（⚒：協同組合・再販適用除外制度等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 独占禁止法の執行等（⚑：概要） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 独占禁止法の執行等（⚒：排除措置・課徴金等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 経済のグロール化と独占禁止法 事前：講義の予習
事後：講義の復習

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経済法Ⅱ（Economic Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 経済法Ⅰ（必須ではありません。原則、承継・継続して講義します。留意をお願いします。）

そ の 他 なし

授業概要：
経済法は資本主義の進展に伴い、市民法原理を修正して国家による市場秩序への介入等に関する規制の法です。その中心は独占禁止法にあるといわれま

す。経済法Ⅰを受け継ぎ（継続とし）、独占禁止法を中心とした展開となります。

授業目標：
市民法原理の修正の法としての概要および規制の中での経済活動の促進としての作用を理解し、営業の自由と財産権への理解を深めていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は特に指定しません。毎回レジュメを配布しますが、法律は本を通

読して勉強するものですので、右記を参考に基本書の該当箇所を精読復習し
てください。

参考文献：
井田良「基礎から学ぶ刑事法（第⚖版)」有斐閣 ￥1,944
井田良ほか「よくわかる 刑法(第⚓版)」ミネルヴァ書房 ￥2,808

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポートもしくはリアクションペーパー（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

①平常点は、授業への取り組み状況などから判断します。
②全体を通じて取り組んでいただく課題については、❶第⚒回で提示する重要判例について学習した内容を第10回授業で提出する「レポート課題」か、

❷毎回授業の最後に授業に対する意見、疑問、感想等を記し提出する「リアクションペーパー課題」、❶と❷いずれにするかを、初回授業で履修者と相談
のうえ決定します。

③定期試験については、事前に参考問題を公表しますので、試験勉強の参考にしてください。試験当日は、六法のみ持込み可とします。
学生へのアドバイス：

世の中で起こっている犯罪や事件、裁判に興味、関心をもってください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、犯罪と刑罰の現状、人の始期と終期 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

2 犯罪と刑罰、国家はなぜ個人に刑罰を適用できるのか、被害者はなぜ加害者に自分で
復讐してはいけないのか

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

3 刑法の基本原理、罪刑法定主義 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

4 犯罪の成立要件とは 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

⚕～⚙ 構成要件、法律上の犯罪の成立要件は何か；実行行為、不作為犯、間接正犯、因果関係、
故意・過失、錯誤など

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

10･11 違法性、犯罪とは何が悪いことなのか；違法性の本質、違法性阻却事由、正当行為、正
当防衛、緊急避難など

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

12･13 責任、どのような場合に犯罪者を非難できないのか；責任の概念、責任能力、違法性の
意識など

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

14 未遂犯、不能犯、中止犯 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

15 共犯 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 刑事法Ⅰ（Criminal Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 麻妻 みちる

履 修 条 件
前提科目 特になし、初めて法を学ぶ方で構いません。

そ の 他 ｢法学」「法学概論」を既習されているか、もしくは同時に履修されることをお勧めします。

授業概要：
本講座は、法学概論の部分に触れながらの、刑法総論の講義です。法学の基礎を確認しながら授業を進めます。

授業内容としては、まず、『犯罪白書』『警察白書』から日本の犯罪と刑罰の現状を知りましょう。あらゆる法律上の制裁のうち最も苛酷な「刑罰」は、必
要やむを得ない場合においてのみ適用されるべきといわれます。そのため、「犯罪」が成立するための要件は非常に厳格です。この犯罪の成立要件を学ぶ刑
法総論の概要をわかりやすく解説します。初めて聞く言葉も多いでしょうが、繰り返し説明、復習しますし、難解な概念や論点については、裁判例や事例
問題を一緒に検討することで抽象的な議論を具体的に頭に描けるように努めます。なお、刑法には刑法各論もありますし、刑事法には、このほか刑事訴訟
法、刑事政策等も入ります。そのうち刑法各論で扱う個別の犯罪類型については適宜本講座でも触れますが、主にこれらについては「刑事法Ⅱ」の授業に
譲ります。
授業目標：

刑事法を初めて学習する方を対象に、「犯罪」の成立要件を学ぶことをテーマとして、「刑法総論」の基本知識を定着させ、体系的に理解することを目的
とします。たとえば、人を殺しても殺人罪とならない場合があります。刑法総論は、抽象的な学問で初学者には難解といわれますが、具体的な事例も織り
交ぜて、犯罪とは何か、一見犯罪でありそうなのに犯罪とならない行為がどうしてありうるのか、ゆっくり楽しんで勉強しましょう。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は特に指定しません。毎回レジュメを配布しますが、法律は本を通

読して勉強するものですので、右記を参考に基本書の該当箇所を精読復習し
てください。

参考文献：
井田良「基礎から学ぶ刑事法(第⚖版）」有斐閣 ￥1,944
井田良ほか「よくわかる 刑法(第⚓版)」ミネルヴァ書房 ￥2,808
椎橋隆幸「よくわかる 刑事訴訟法(第⚒版)」ミネルヴァ書房 ￥2,808

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポートもしくはリアクションペーパー（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

①平常点は、授業への取り組み状況などから判断します。
②全体を通じて取り組んでいただく課題については、❶第⚒回で提示する重要判例について学習した内容を第10回授業で提出する「レポート課題」か、

❷毎回授業の最後に授業に対する意見、疑問、感想等を記し提出する「リアクションペーパー課題」、❶と❷いずれにするかを、最初の授業で履修者と相
談のうえ決定します。

③定期試験については、事前に参考問題を公表しますので、試験勉強の参考にしてください。試験当日は、六法のみ持込み可とします。
学生へのアドバイス：

報道されている事件や実際の警察活動に直接関係する講座です。社会の動きに大いに関心をもってください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 我が国の犯罪動向、刑事手続の流れ、刑事手続に関与する者(裁判官、検察官、弁護人、
被疑者被告人)の役割、被害者の地位

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

2 捜査⚑ 任意捜査と強制捜査（職務質問、所持品検査、自動車検問、おとり捜査） 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

3 捜査⚒ 逮捕と勾留、捜索と押収、逮捕に伴う捜索押収 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

4 捜査⚓ 科学的捜査(強制採尿・採血、写真撮影、通信傍受など) 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

5 捜査⚔ 被疑者取調べ、被疑者段階の弁護権と接見交通権 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

6 公訴手続 検察官の訴追裁量とその規律、訴因制度 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

7 公判の構造、公判の流れ 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

⚘～12 個人的法益に対する罪；殺人罪、傷害罪、過失致死罪、堕胎罪、保護責任者遺棄罪、脅
迫罪、業務妨害罪、窃盗罪、強盗罪、器物損壊罪、詐欺罪、横領罪、背任罪など

事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

13 社会的法益・国家的法益に対する罪；放火罪など 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

14 裁判の執行、死刑制度、犯罪者の処遇など 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

15 少年による犯罪、裁判員制度と検察審査会など 事前：なし
事後：該当箇所精読 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 刑事法Ⅱ（Criminal Law and Criminal Procedure Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 麻妻 みちる

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 刑法を体系的に理解するため、刑事法Ⅰをぜひ履修していただきたいです。

授業概要：
刑事法とは、犯罪と刑罰にかかわる法分野の総称をいいます。本講座では、手続法である刑事訴訟法と刑法各論の重要論点のうち、具体的な事例を中心

に学習しましょう。犯罪が我々の社会に対する大変な脅威であることは言うまでもありませんが、とはいえ、国家による捜査活動や刑罰を科すための刑事
手続が、個人の基本権を侵害することのないよう十分配慮する必要があります。日ごろから、テレビや新聞等による犯罪報道に関心をもつ姿勢が、本講座
における最も大切なモチベーションとなります。
授業目標：

まず、「捜査」を中心に刑事手続の全体構造や手続上の原理・原則を学び、その上で、犯罪類型を定めた刑罰法規の解釈を通して、各犯罪の具体的な内容、
成立要件、犯罪類型相互の関係を理解するという刑法各論の法解釈の方法を体得することを目標とします。刑事法Ⅱは、抽象的な概念理論の吸収というよ
りは、具体的な事例を検討します。実際の犯罪事例を紹介しながら双方向授業を行いますので、皆さんも自分で考えながら積極的に授業に参加してくださ
い。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 契約法理解のために（⚑：民法典と契約法等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 契約法理解のために（⚒：権利主体と権利客体等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 契約法理解のために（⚓：法律行為等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 契約法理解のために（⚔：債権総則等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 契約法理解のために（⚕：物権総則・権利の変動等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 契約の世界へ（⚑：契約とはなにか。債権の発生原因・契約） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 契約の世界へ（⚒：各種の契約） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 契約の世界へ（⚓：契約の成立） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 契約の世界へ（⚔：契約の内容） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 契約の世界へ（⚕：契約の履行） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 契約の世界へ（⚖：契約履行の確保） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 契約の世界へ（⚗：契約の終了） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 契約の世界へ（⚘：債権の消滅時効） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 契約法（Law of Contract） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 可能であれば、民法関係科目・商法関係科目の履修または同時履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
民法典の中に点在する個々の法制度および概念を契約の成立から終了まで流れに沿って集約し、契約に関する基本的な知識等を修得できるようにします。

今般の改正法にも対応できるよう努めます。

授業目標：
契約法についての概要の理解および法的ものの見方を身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 契約法理解のために（⚑：民法典と契約法等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 契約法理解のために（⚒：権利主体と権利客体等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 契約法理解のために（⚓：法律行為等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 契約法理解のために（⚔：債権総則等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 契約法理解のために（⚕：物権総則・権利の変動等） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 契約の世界へ（⚑：契約とはなにか。債権の発生原因・契約） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 契約の世界へ（⚒：各種の契約） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 契約の世界へ（⚓：契約の成立） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 契約の世界へ（⚔：契約の内容） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 契約の世界へ（⚕：契約の履行） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 契約の世界へ（⚖：契約履行の確保） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 契約の世界へ（⚗：契約の終了） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 契約の世界へ（⚘：債権の消滅時効） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 契約法Ⅰ（Contract Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 可能であれば、民法関係科目・商法関係科目の履修または同時履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
民法典の中に点在する個々の法制度および概念を契約の成立から終了まで流れに沿って集約し、契約に関する基本的な知識等を修得できるようにします。

今般の改正法にも対応できるよう努めます。

授業目標：
契約法についての概要の理解および法的ものの見方を身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 契約の基本類型（総説） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 契約の基本類型（⚑：売買⑴） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 契約の基本類型（⚒：売買⑴） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 契約の基本類型（⚒：売買⑵） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 契約の基本類型（⚒：売買⑶） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 契約の基本類型（⚒：売買⑷） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 契約の基本類型（⚓：贈与・交換） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 契約の基本類型（⚔：賃貸借・消費貸借・使用貸借） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 契約の基本類型（⚕：雇用・請負） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 契約の基本類型（⚖：委任） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 契約の基本類型（⚗：寄託） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 契約の基本類型（⚘：組合） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 契約の基本類型（⚙：終身定期金・和解） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 契約法Ⅱ（Contract Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 契約法Ⅰ（必須ではありません。原則、承継・継続して講義します。留意をお願いします。）

そ の 他 なし

授業概要：
民法典の中に点在する個々の法制度および概念を契約の成立から終了まで流れに沿って集約し、契約に関する基本的な知識、契約各側等を修得できるよ

うにします。今般の改正法にも対応できるよう努めます。

授業目標：
契約法についての概要の理解および法的ものの見方を身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
渋谷武夫編著『スタディガイド原価計算』中央経済社

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻・欠席をしないこと。電卓を用意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 原価計算の基礎概念 事前：実際原価とは
事後：原価 講義

⚓～⚕ 費目別原価計算 事前：なし
事後：材料費・労務費・経費 講義

⚖･⚗ 製造間接費の配賦 事前：製造間接費の内容
事後：予定配賦 講義

⚘ 演習 事前：なし
事後：なし 講義

⚙ 個別原価計算 事前：受注生産形態とは
事後：指図書別原価計算 講義

10～12 総合原価計算 事前：大量生産形態とは
事後：仕掛品の評価 講義

13･14 演習 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 原価計算論Ⅰ（Cost Accounting Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 渋谷 武夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
原価計算制度を中心とした実際原価計算の諸方法を、工業簿記と関連付けて講義する。すなわち、費目別計算から製品別計算までの基本的諸方法を取り

上げる。

授業目標：
製品の実際製造原価がどのように構成されるかの理解を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
渋谷武夫編著『スタディガイド原価計算』中央経済社

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席・遅刻をしないこと。電卓を用意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 損益分岐分析 事前：変動費・固定費とは
事後：損益分岐点 講義

⚓ 演習 事前：なし
事後：なし 講義

⚔～⚖ 標準原価計算 事前：標準原価とは
事後：差異分析 講義

⚗ 演習 事前：なし
事後：なし 講義

⚘ 差額原価収益分析 事前：なし
事後：機会原価・埋没原価 講義

⚙ 演習 事前：なし
事後：なし 講義

10～12 設備投資の経済性計算 事前：キャッシュフローとは
事後：割引現在価値 講義

13･14 演習 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 原価計算論Ⅱ（Cost Accounting Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 渋谷 武夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
標準原価計算、損益分岐分析、差額原価収益分析などの原価計算の諸方法をできるだけ平易に講義する。

授業目標：
原価管理・利益管理・意思決定などへの原価計算の利用方法の習得を目指す。同時に、中級簿記検定試験受験に対応できるよう指導する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
佐久間淳一、加藤重広、町田健（2004）『言語学入門』研究社 ￥1,944
佐久間淳一（2008）『言語学基本問題集』研究社 ￥2,052

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・提出物等（35％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
人間の言語のしくみを考えます。日本語や知っている外国語を具体例として考えるので、興味がもてると思います。人間の言語の、機能的で精巧なつく

りに驚かされるでしょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 世界の言語（分布・系統） 事前：世界の言語を調べる
事後：ノート・プリントの整理 講義

2 言語の特性（記号・恣意性・分節・体系・構造） 事前：言語の特性を調べる
事後：キーワードの説明 講義

3 言語の機能 事前：言語の機能について考える
事後：キーワードの説明 講義

4 言語学の対象（ラング・パロール・共時態・通時態） 事前：キーワードを調べる
事後：キーワードの説明 講義

5 言語の類型 事前：⚒つ以上の言語の比較
事後：キーワードの説明 講義

6 言語学の諸分野 事前：言語学の諸分野を調べる
事後：キーワードの説明 講義

7 形態論①（形態素） 事前：形態論、形態素とは
事後：キーワードの説明 講義

8 形態論②（語構成） 事前：語構成について調べる
事後：キーワードの説明 講義

9 形態論③（文法的意味をもつ形態素） 事前：なし
事後：キーワードの説明 講義

10 形態論④（文法的カテゴリー） 事前：文法的カテゴリーとは
事後：キーワードの説明 講義

11 統語論①（文の構造） 事前：統語論とは
事後：キーワードの説明 講義

12 統語論②（日本語文法における統語論） 事前：なし
事後：キーワードの説明 講義

13 意味論 事前：意味論とは
事後：キーワードの説明 講義

14 社会言語学 事前：社会言語学とは
事後：キーワードの説明 講義

15 まとめ 事前：練習問題
事後：総復習、期末試験準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 ⚒年：選択
⚓・⚔年：必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 言語学（Linguistics） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
第⚑回～第⚕回で言語の特性や言語の類型について扱ったあと、分野別に中心的な項目について考える。そして、ふだん使っている身近な存在である言

語が、学問の対象として豊かで奥深い内容を擁していることに気づいていく。

授業目標：
⚑．諸言語から共通して取り出せる言語の特徴を理解し、どのようなしくみで人が言語を産出・理解しているのかを学ぶ。
⚒．言語学の基礎的な考え方、言語を客観的に観察するための方法について学ぶ。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料（プリント）⚑～11

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（30％）、受講態度（10％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
母親が働くと家族にどんな影響を与えるか、これから家族はどのように変化していくのかなど共生社会に適応した家族関係を作ることに関心を持つよう

期待しています。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。火曜日 ⚓限

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス精読
事後：プリント⚑配布 講義

2･3 新しい家族の流れ 事前：プリント⚑精読
事後：〃 講義

4･5 理想とする人生及び現実になりそうな人生の⚘タイプ 事前：〃
事後：プリント⚒配布 講義

6 フルタイム Ａ子さんの場合 事前：プリント⚒精読
事後：プリント⚓配布 グループワーク

7 夫婦別姓の将来 事前：プリント⚓精読
事後：プリント⚔配布 グループワーク

8 さまざまな離婚 事前：プリント⚔精読
事後：プリント⚕配布 グループワーク

9 ワーキングカップルの記録 事前：プリント⚕精読
事後：プリント⚖配布 グループワーク

10 自分のことは自分で：「人間力」を育てる親の役割 事前：プリント⚖精読
事後：プリント⚗配布 グループワーク

11 親子のコミュニケーション 事前：プリント⚗精読
事後：プリント⚘配布 グループワーク

12 女性介護から社会介護へ 事前：プリント⚘精読
事後：プリント⚙配布 講義

13 心の癒やし「傾聴ボランティア」 事前：プリント⚙精読
事後：プリント10配布 講義

14 老後は「粋」な輝き 事前：プリント10精読
事後：プリント11配布 講義

15 「ミッション」をみつける親の役割 事前：プリント11精読
事後：プリント1～11精読 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 現代家族論（Home Economics） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 藤巻 静代

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
女性の生き方の多様化に伴い、各自がライフプランを構築する機会を作ることにより、新しい家族のあり方を考察する。講義では、自分の意見を持ち、

発言する力を養うと同時に友人の意見も大切にできるような環境のなかで、自立した人間を育てることを目的とする。
現代社会は、「男は仕事、女は家庭」という伝統的な性別役割分業社会から、男女による性別にとらわれず、人間としての役割の多様性に力点を置いた共

生社会への転換期である。この共生社会に適応する現代家族のあり方を中心に講義する。特に、女性の就労が家族に及ぼす影響について考察する。
授業目標：

共生社会に適応する家族関係のあり方をとおして人間力を育てること。
人生100年時代の理想のライフプランを各自作成すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-06  Page 6 19/03/15 15:42

185

教本：
『「語り論」がひらく文学の授業』（中村龍一著 ひつじ書房）

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート課題の提出をしっかりすることです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 現代詩入門（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 谷川俊太郎『二千億光年の孤独』を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

3 谷川俊太郎の詩の世界 事前：なし
事後：作品論を書く 演習・講義

4 川崎洋「ビスケットの空き缶」を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

5 川崎洋の詩の世界 事前：作品を読む
事後：レポート提出 演習・講義

6 ねじめ正一「いきなりの愛の実況放送」を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

7 ねじめ正一の詩の世界 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

8 入沢康夫の擬物語詩（詩論『詩の構造についての覚え書き』） 事前：詩論を読む
事後：なし 講義

9 入沢康夫の《詩句の零度》とことばの《聖化》 事前：なし
事後：レポート提出 講義

10 田村隆一「言葉のない世界」を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

11 田村隆一の詩の世界 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

12 『まど・みちお全詩集』を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

13 まど・みちおの詩の世界 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

14 現代詩の現状（荒川洋治） 事前：資料を読む
事後：なし 講義

15 現代詩の困難 事前：なし
事後：レオート提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 現代文学研究（Contemporary Literature Research） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴現代の詩人たちの詩の世界を鑑賞する。⑵田村隆一、入沢康夫、谷川俊太郎、ねじめ正一、まどみちお、荒川洋治等の詩・詩論を取り上げる。

授業目標：
⑴戦後詩史を踏まえ、現代詩人の独創的な詩世界の「ものの見方・感じ方」を鑑賞・探究する。⑵現代詩の世界を朗読、評論文等・で再構成する表現活

動を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『「語り論」がひらく文学の授業』（中村龍一著 ひつじ書房）

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート課題の提出をしっかりすることです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 現代小説の作家たち（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料精読 講義

2 「物語と格闘する語り手」を読む 事前：なし
事後：復習 講義

3 物語と小説の峻別とは何か 事前：なし
事後：復習 講義

4 「デューク」（江國香織）を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

5 「デューク」（江國香織）ブックトーク 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

6 「「デューク」（江國香織）論」合評会 事前：なし
事後：レポート提出 演習・講義

7 「赤い繭」（安部公房）を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

8 「赤い繭」（安部公房）ブックトーク 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

9 「「赤い繭」（安部公房）論」合評会 事前：なし
事後：レポート提出 演習・講義

10 「運転手は吸血鬼」（村上春樹）を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

11 「運転手は吸血鬼」（村上春樹）ブックトーク 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

12 「象の消滅」（村上春樹）を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習・講義

13 「象の消滅」（村上春樹）ブックトーク 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習・講義

14 「村上春樹論」合評会 事前：「村上春樹論」を書く
事後：レポート提出 演習・講義

15 まとめ「現代小説と《他者》」 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 現代文学研究Ａ（散文）（Contemporary Literature Research Ａ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴現代小説を「語り論」の「〈読み〉の原理」で読む。⑵物語と小説の概念を学び、現代文学の世界認識を読み解く。⑶レポート発表を基にディスカッシ

ョンで、現代を生きる人間の問題の認識を深める。

授業目標：
⑴「語り論」をテーマに現代小説の代表的作品を講読し、語り合う。⑵現代人の生きる課題を追求し、自らの生き方を問い直す。⑶レポート、ディスカ

ッションの表現力・対話力の向上を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『教科書で出会った名詞100選』（石原千秋編 新潮文庫）

参考文献：
教室で提示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で詩をじっくり読んで、レポート課題に取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「詩のことば」とは（オリエンテーション） 事前：なし
事後：復習 講義

2 戦争と詩 事前：なし
事後：復習 講義

3 戦後詩の流れ 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

4 鮎川信夫の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

5 田村隆一の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

6 谷川俊太郎の詩Ⅰ 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

7 谷川俊太郎の詩Ⅱ 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

8 まど・みちおの詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

9 入沢康夫の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

10 川崎洋の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

11 茨木のり子の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

12 石垣りんの詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

13 伊藤比呂美の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

14 荒川洋治の詩 事前：なし
事後：復習 講義＋演習

15 現代詩の現状 事前：なし
事後：レポート課題 講義＋演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 現代文学研究Ｂ（韻文）（Study of Contemporary Japanese Literature） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 德本 善彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴ 戦後文学における詩の流れを学び、代表的詩人の作品を鑑賞する。
⑵ 作品を精読し、声に出して読むことで言葉の新しい価値を見出し、詩の世界をより深く理解する。

授業目標：
⑴ 戦後詩史を踏まえ、現代詩人の代表的作品を鑑賞する。
⑵ 基本的な詩の「読み」かたを習得し、レポート課題を通して自分なりの作品論を書く。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
高乗正臣・奥村文男編『プラクティス 法学実践教室Ⅱ 憲法編 』

（誠文堂）￥1,900＋税

参考文献：
授業中に適宜指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることに目を向け、共に考えて行きたいと思う。
オフィスアワー：

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 憲法とは何か
憲法学習の勧め、憲法学習の基礎、憲法と法律の違い

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 国家と国家権力と憲法
国家と憲法と国家機関の違い、憲法の本質、憲法の前提

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 憲法の任務
法の支配と法治主義

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 大日本帝国憲法の基本構造と日本国憲法の成立過程
憲法成立の法理

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 憲法⚙条と自衛隊
自衛権と憲法⚙条

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 憲法⚙条と安保法制
集団的自衛権を中心に

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 個人の尊厳と平等
マイノリティの人権保障

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 精神的自由権
ヘイトスピーチを考える

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 身体的自由権
死刑制度を考える

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 経済的自由権
経済活動の特別な制限を中心に

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 社会権
教育現場における憲法論

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 国会・内閣・裁判所
総論

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 国会・内閣・裁判所
各論

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 憲法改正問題 ⑴
憲法⚙条改正論、家族条項

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 憲法改正問題 ⑵
あるべき憲法を考える

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 憲法（Constitutional Law） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、国家社会の基本法である日本国憲法の基本原理と大綱について理解が得られるように解説をする。ここでは、日本国憲法の基本構造と、

その課題を共有し、自らの力で憲法問題を考えることを中心目的とする。前半は、「法律的なものの考え方」の習得を目指し基礎理論の理解を目的とした説
明を行う。その後、日本国憲法の全体像を把握するため、人権や統治の基本事項を扱う。本講義では、立憲主義の原理原則、制度の背後にある理念、人権
思想を基にして、個々の事例について共に考えていきたい。
授業目標：
⑴ ｢法律的思考」の習得と自らの言葉で憲法論を展開すること
⑵ ｢憲法とは何か」についての理解を深めること
⑶ 日本国憲法の成立過程、日本国憲法の具体的内容（憲法の性格と特色）、問題点などについて共に考えていくこと
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
高乗正臣・奥村文男編『プラクティス 法学実践教室Ⅱ 憲法編 』

（誠文堂）￥1,900＋税

参考文献：
授業中に適宜指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることに目を向け、共に考えて行きたいと思う。
オフィスアワー：

授業の前後15分

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 憲法総論
―憲法学習の基礎、憲法と法律の違い―

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 国家と憲法
―国家と憲法と国家機関の違い、憲法の前提、主権概念―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 立憲主義と人権保障
―人の支配と法の支配、民主政治の原理―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 基本的人権総論 ⑴
―基本的人権の歴史的発展、権利の法的性質―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 基本的人権総論 ⑵
―基本的人権の限界、公共の福祉の概念―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 憲法14条と平等原則
―合理的差別と不合理な差別―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 精神的自由権 ⑴
―思想良心の自由と起立斉唱職務命令―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 精神的自由権 ⑵
―表現の自由とその限界―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 精神的自由権 ⑶
―信教の自由と政教分離―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 身体的自由権 ⑴
―罪刑法定主義、適正手続主義―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 身体的自由権 ⑵
―死刑制度と憲法、罪刑法定主義、適正手続主義―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 経済的自由権
―二重の基準論、営業の自由と薬事法―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 社会権
―生存権と生活保護、教育を受ける権利と教育権―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 参政権
―国民主権と参政権、外国人の参政権問題―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 新しい人権 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 憲法学Ⅰ（Japanese Constitution Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義は、国の根本法といわれる憲法の規定のうち、主として基本的人権の保障について理解が得られるように解説をし、日本国憲法の基本的人権の保

障構造、規範内容、実際の運用とその問題点を明らかにすることを目的とする。本講義の中心的目的は、学説・判例理論（具体的事例）の検討を通じて、
その論理構造の問題点と課題を明らかにすることに重点をおき、憲法学的思考方法の理解を深めることにある。具体的事例の考察を通じ、自らの力で憲法
論を展開し、問題解決能力を養う点にある。
授業目標：

⑴「法律的思考」の習得と自らの言葉で憲法論を展開すること、⑵「憲法とは何か」についての理解を深めること、⑶日本国憲法の人権保障とその課題
などについて共に考えていくこと
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
高乗正臣・奥村文男編『プラクティス 法学実践教室Ⅱ 憲法編 』

（誠文堂）￥1,900＋税

参考文献：
授業中に適宜指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることに目を向け、共に考えて行きたいと思う。
オフィスアワー：

授業の前後15分

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 憲法総論
―政治・統治・人権保障―

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 憲法と国家哲学
―国家・憲法・国家機関・国家権力・主権・国民―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 立憲主義と統治機構の淵源
―代表の理念と立憲主義、数の政治と理の政治―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 天皇 ⑴
―天皇の憲法上の地位、立憲君主制の本質―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 天皇 ⑵
―国事行為の法的性質―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 憲法⚙条 ⑴
―自衛隊の合憲性―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 憲法⚙条 ⑵
―自衛権・安全保障法制と憲法9条―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 国会 ⑴
―国会の地位と組織―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 国会 ⑵
―議院の権能とその限界―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 内閣 ⑴
―議院内閣制の本質―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 内閣 ⑵
―内閣の権能とその限界―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 裁判所 ⑴
―司法権の独立―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 裁判所 ⑵
―違憲立法審査権の本質―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 地方自治
―地方自治の本旨、地方自治の仕組み―

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 憲法改正論 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 憲法学Ⅱ（Japanese Constitution Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義は、国の根本法といわれる憲法の規定のうち、主として統治機構について理解が得られるように解説をし、日本国憲法下における政治権力のあり

方、理念、実際の運用とその問題点を明らかにすることを目的とする。制度は必ず伝統や哲学によって支えられているため、その制度的特徴を理解した上
で、憲法解釈論を展開できるようになることを目指す。
授業目標：

⑴「法律的思考」の習得と自らの言葉で憲法論を展開すること、⑵「憲法とは何か」についての理解を深めること、⑶日本国憲法の統治構造とその課題
などについて共に考えていくこと

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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こ

教本：
柳田 仁編著『原価計算ガイダンス』中央経済社、￥2,600＋税

参考文献：
岡本清・廣本敏郎編著 新検定『簿記講義（⚒級工業簿記）』

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
簿記原理Ⅰ・Ⅱを理解していることが前提となる。簿記を学んでから履修することを希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 序、工業簿記の特色 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

2 原価計算基準と原価の一般概念 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 原価の要素・種類 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 原価の態様、非原価項目 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 原価計算の意義と目的、原価計算の種類 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 工業簿記の構造、材料費の計算Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 材料費の計算Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 労務費の計算Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 労務費の計算Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 経費の計算 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 製造間接費の配賦計算Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 製造間接費の配賦計算Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 製造間接費の配賦計算Ⅲ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 部門別計算 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 個別原価計算 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 工業簿記Ⅰ（Industrial Bookkeeping Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ、Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
工業簿記は、資本の調達・運用・返還についての記帳は商業と同じであるが、製造過程という内部活動を有していることが特徴である。その製造現場で

の価値移転の記録計算が必要とされる。すなわち、原価計算の領域である。原価計算では、原価を材料費・労務費・経費の⚓つに分類して計算把握し、そ
の消費額を製品（給付）と関連づける計算を行う。この原価計算と財務会計との関連について論じ、具体的な計算例を使用して講義する。
授業目標：

工業の簿記会計の理解がテーマである。簿記検定⚒級工業簿記の範囲を理解することを目標として講義を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
柳田 仁編著『原価計算ガイダンス』中央経済社、￥2,600＋税

参考文献：
岡本清・廣本敏郎編著 新検定『簿記講義（⚒級工業簿記）』

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
工業簿記Ⅰを履修・理解していることが前提となる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 工業簿記Ⅰの復習 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

2 総合原価計算Ⅰ（総合原価計算の意義） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 総合原価計算Ⅱ（単一工程単純総合原価計算、平均法と先入先出法） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 総合原価計算Ⅲ（特級別計算・組別計算） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 総合原価計算Ⅳ（工程別計算） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 総合原価計算Ⅴ（仕損品の処理） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 標準原価計算Ⅰ（意義） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 標準原価計算Ⅱ（材料費差異・労務費差異） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 標準原価計算Ⅲ（間接費差異Ⅰ） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 標準原価計算Ⅳ（間接費差異Ⅱ） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 CVP分析（損益分岐点分析） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 直接原価計算Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 直接原価計算Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 営業費計算 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 工業簿記Ⅱ（Industrial Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
工業簿記は、資本の調達・運用・返還についての記帳は商業と同じであるが、製造過程という内部活動を有していることが特徴である。その製造現場で

の価値移転の記録計算が必要とされる。すなわち、原価計算の領域である。原価計算では、原価を材料費・労務費・経費の⚓つに分類して計算把握し、そ
の消費額を製品（給付）と関連づける計算を行う。この原価計算と財務会計との関連について論じ、具体的な計算例を使用して講義する。「工業簿記Ⅰ」で
学んだことを基礎にさらに総合原価計算・標準原価計算などを学ぶ。
授業目標：

工業の簿記会計の理解がテーマである。簿記検定⚒級工業簿記の範囲を理解することを目標として講義を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 TAの発展に関する考察 事前：シラバスの精読
事後：復習する 講義

2 自律性とはなにか 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

3 TAの定義と哲学（基本理念） 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

4 脚本の起源 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

5 ストローク 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

6 値引き 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

7 ⚔つの受動的行動 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

8 構造分析 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

9 交流の分析 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

10 脚本の発達 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

11 ラケット分析 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

12 ゲーム分析 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

13 社交上の時間の構造化 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

14 契約的手法 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

15 まとめ 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 行動観察法Ａ（Behavior Observation Method A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
一般論として観察にはメガネが必要である。先人の心理学者は、理論構築の枠組みを、メガネにし、行動観察の業績を残している。本講義は、ERIC

BERNEにより生み出された交流分析の基礎理論を学ぶ。

授業目標：
交流分析（TRANSCTIONAL ANIYSIS：TA）における行動観察のポイントを学習する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『TAベイシックス』、深沢道子監修、日本TA協会

参考文献：
『エリック・バーン 人生脚本のすべて』、江花昭一監訳、星和書店

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自己分析と他者及び状況観察への取り組みが大切な授業です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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教本：
『臨床面接のすすめ方』、M ハーセン・V. B. ヴァン・ハッセン著、日本評論社

参考文献：
授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
記録した資料を分析し気づいた点を考察する姿勢を持ちつつ授業に参加する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：復習する 講義

2 心理面接に関する包括的問題点とは 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

3 面接の始まりと守秘義務 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

4 ラポール、共感、リフレクション 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

5 主訴の歴史 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

6 病歴 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

7 精神状態の査定 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

8 インテーク面接のまとめ方 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

9 防衛的になることへの対処 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

10 多弁なクライエントに対処する 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

11 面接を終わらせる 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

12 いつ紹介するかを知る 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

13 治療ターゲットを定める 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

14 ケースフォーミュレーションの意味 事前：資料精読
事後：コメントシート記入 講義と演習

15 まとめ 事前：
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 行動観察法Ｂ（Behavior Observation Method B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 行動観察法を履修済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
行動観察は、心理学の有力な研究方法である以上に心理面接技法として発展している。本講義は、心理面接を対象にして行動記録を映像と音声で記録し

検討することにより行動観察のスキルを習得する。

授業目標：
心理面接のコミュニケーションの2側面であるプロセスとコンテツを理解することで行動観察リテラシーを習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。適宜、参考資料を配布。

参考文献：
下仲順子編 高齢期の心理と臨床心理学 培風館 ￥3,800
大川一郎他編著 エピソードでつかむ老年心理学 ミネルヴァ書房 ￥2,660
佐藤眞一他編著 老いとこころのケア ミネルヴァ書房 ￥3,000

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業では、一方的な講義ではなく、学生に考えてもらう時間も用意します。また、単元によっては前もって発表者を決めておき、プレゼンテーションを

行ってもらうこともあります。中村から質問したり、学生からの意見を受けたりなど活気のある授業にしたいと思います。受け身な態度ではなく、自身の
考えを表現できるように心がけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。水曜日の昼休みを予定。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 高齢期の心理学とは？ 高齢社会と高齢者の概念 事前：
事後： 講義

2 生涯発達的視点から見た高齢者の位置づけ ⑴ 精神分析理論 事前：
事後： 講義

3 生涯発達的視点から見た高齢者の位置づけ ⑵ 生涯発達理論 事前：
事後：講義⚒, ⚓の復習 講義

4 高齢者の身体・感覚的特徴 ⑴ 身体機能 事前：
事後： 講義

5 高齢者の身体・感覚的特徴 ⑵ 感覚機能 事前：
事後：⚔, ⚕の復習 講義＆討議

6 高齢者の記憶機能の特徴 ⑴ 記憶機能のメニズム 事前：
事後： 講義

7 高齢者の記憶機能の特徴 ⑵ 加齢による記憶機能の変化 事前：
事後：⚖, ⚗の復習 講義＆討議

8 高齢者の知能・認知機能の特徴 ⑴ 知能の生涯発達 事前：
事後： 講義

9 高齢者の知能・認知機能の特徴 ⑵ 知恵の発達 事前：
事後：⚘, ⚙の復習 講義＆討議

10 高齢者のパーソナリィティ 人格の安定性と変化 事前：
事後：10の復習 講義

11 高齢期の人間関係 家族・対人関係 事前：
事後：11の復習 講義

12 高齢期の疾患と心理的問題 ⑴ 認知症、うつ病他 事前：
事後： 発表＆講義

13 高齢期の疾患と心理的問題 ⑵ 認知機能のアセスメント 事前：
事後：12, 13の復習 講義＆討議

14 高齢者と心理的適応 サクセスフル・エイジング 事前：
事後： 講義＆討議

15 高齢者と死 死生観の発達 事前：死生観について考えてくる
事後： 講義＆討議

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 高年齢期の心理（Elderly Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 淳子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

少子高齢化時代と言われ、そのための様々な施策が検討されてきました。しかし、高齢者についての対策は介護保険など金銭的なケアが先行して、高齢
者の“心”への理解や取り組みがおざなりにされてきたように思われます。本講座では、認知症など病理的な側面のみに焦点を当てるのではなく、健康な高齢
者が年齢を重ねることで起こる諸問題について学んでいきます。長くなった高齢期では、残りの人生への不安や生きがなど、これまでには経験しなかった
様々な心理的問題が生じます。つまり、現代社会が初めて遭遇する多くの問題があるのです。人生の集大成である高齢期を支えることは、現在の自分たち
の将来を見通すことであることを生涯発達的な視点から学び、考えていきます。また、認知症など健康を害してしまった高齢者への対応についても事例を
踏まえて学んでいきます。

授業目標：
⚑．生涯発達的視点からの高齢者の位置づけについて考える。
⚒．高齢者の身体面・認知面・環境面の特徴について学び、理解する。
⚓．高齢期の人間関係、社会的側面、問題行動や障害について理解を深め、支援方法について学び、考える。
⚔．この科目は、高齢期の心理面について、多角的かつ総合的な理解力を有する人材を養成するものである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
速水佑次郎『新版 開発経済学』創文社

参考文献：
A. V. バナシ―／E. デュフロ著 山形浩成訳『貧乏人の経済学 もう一度貧困問題

を根っこから考える 』みすず書房
その他必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った「出来事」として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 国際開発経済学の課題（開発途上国と開発経済学） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 社機システムの発展過程（相互依存モデル） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 誘発的革新理論（技術革新と制度革新） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 公共財の供給（利益の直接帰属） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 経済成長と構造変化（⚑人当りGDPの水準と成長率） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 経済成長と投資・貯蓄（資本の増加とインフレーション） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 人的資本開発（投資による人間の技能・健康の向上） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 人口と食料（人口成長と食料問題） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 食料生産問題（科学的農業の展望） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 「緑の革命」（食物の近代的品種開発と普及） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 アフリカの農業改革（アフリカへのアジア開発技術の移転） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 余剰資源の利用と依存 ⚑（資源依存型経済成長の限界） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 余剰資源の利用と依存 ⚒（資源輸出と国内産業衰退） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際開発経済論Ⅰ（International Economic Development Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
世界では、所得格差や貧困による様々な惨事が見受けられる。本講義は、開発途上国が直面する貧困問題がどのような要因で生じ、それに対して開発途

上国にはどの様な経済政策が行われるのかを、開発経済学の視点より説明する。

授業目標：
⚑．開発経済の基礎的知識と貧困の現状を理解する。
⚒．国際的な貧困問題における経済政策とその課題点について、具体的に説明することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
速水佑次郎『新版 開発経済学』創文社

参考文献：
A. V. バナシ―／E. デュフロ著 山形浩成訳『貧乏人の経済学 もう一度貧困問題

を根っこから考える 』みすず書房
その他必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った「出来事」として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 資本蓄積と経済発展（シュムペーター『経済発展理論』） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 所得分配の論理（人的分配と要素分配） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 所得分配の不平等（経済の二重問題と農民・非農民格差） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 経済発展の停滞と貧困（近代農業技術と所得分配） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 途上国の環境問題（貧困化と工業化による環境汚染） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 環境保全への国際協力（汚染者保証原則と京都会議） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 世界銀行とIMF（構造調整政策の有効性） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 途上国の発展と金融危機（NIEs・ASEANの経済成長と危機） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 共同体の役割（経済発展と共同体の役割） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 途上国農村の構造（大規模農家と小作農家） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 マイクロファイナンスとグラミン銀行（運用と課題点） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 日本政府による開発支援（ODAとJICA） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 「幸せな人生」とは何か 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際開発経済論Ⅱ（International Economic Development Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、国際的な貧困問題への取り組みを理解するため、はじめに経済発展による問題を資本蓄積や所得分配の理論で解説し、その上で世界各国の

政府や民間団体が行っている貧困問題への具体的取り組み（IMFやマイクロファイナンスの活動等）を説明する。

授業目標：
⚑．国際的な貧困問題への取り組みを、理論と具体例の両面から説明できる。
⚒．経済的豊かさについて、持論を展開できること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤重行『自己安定・自己組織システム』志學社、￥2,000

参考文献：
渡部トメ他『ツルになったおばあちゃん』中西出版、￥1,000

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国際関係論入門 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

2 国際関係論の成立の背景 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

3 国際関係論の歴史 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

4 国際関係と自己安定性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

5 国際関係と自己組織性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

6 自己安定・自己組織システム 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

7 アジア太平洋の秩序 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

8 ジョン万次郎と日米関係 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

9 中浜万次郎と黒船来航 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

10 ペリーと吉田松陰 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

11 戦略国家としての米国 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

12 米国の五つの観念 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

13 アジア太平洋と大来佐武郎 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

14 日本・大韓民国・アメリカ合衆国の未来 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論（International Relations） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 特にない。

そ の 他 特にない。

授業概要：
国際社会や国際的共同体で生じている問題点を分かりやすく論じながら21世紀の時代的特徴を理論的、現実的に理解できることを目標とした授業を展開

する。この講義を通じて日本以外の外国の国々とそれらと日本との関係を理解し、関心を持つことができるようにする。

授業目標：
国家間の諸関係は、いつも新聞やテレビのニュースになって現れてくる。人間の社会生活は、自分の興味や好みのみならず、外的要因によっても変化が

もたらされる。自分の興味や好み以外の政治的出来事にも目を向けるように、世界で起こっている現象から国際関係を理解する事を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回ハンドアウト（配布資料）に従って進めます。

参考文献：
各回の講義の中で必要に応じお知らせします。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
国際関係論はこれからの時代にとても重要なものです。講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの国際関係に関するニュースに

気に留めておくことが大事です。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：国際関係論はどのようなことを学ぶのか、なぜ生まれたのかを中心に
お話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 日本の周りの国際情勢①：日本の周りの国際関係の変化に関し、主として安全保障の面から
お話します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 日本の周りの国際情勢②：日本の周りの国際関係の変化に関し、主として国際政治経済の面
からお話します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

4 国家と国際システム：国家と国際システムという国際関係論の枠組みについて学びます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

5 ウェストファリア体制：ウェストファリア体制とは何か、その意味と由来について考えます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

6 グローバル政治とポスト・ウェストファリア体制：ウェストファリア体制の揺らぎと今日の
変化について考えてみます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

7 ミニ・テスト①：前半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

8 現実主義のパースペクティブ①：現実主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

9 現実主義のパースペクティブ②：現実主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

10 現実主義のパースペクティブ③：現実主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

11 自由主義のパースペクティブ①：自由主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

12 自由主義のパースペクティブ②：自由主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

13 自由主義のパースペクティブ③：自由主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

14 ミニ・テスト②：後半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

15 国際関係の諸課題をどう見るか：国際関係を見るために我々が持つべき視点を整理します。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論（International Relations） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 世界史その他の国際関係に関する科目の履修経験がなくとも構いません。

授業概要：
国際関係論の入門を身近な素材を使いながら進めます。国際情勢を理解することから始め、国際関係の基本概念を学んでいきます。後半は、国家と国際

システムの対比をしながら、現実主義や自由主義の国際関係論のパースペクティブについて学びます。

授業目標：
⚑．国際関係の諸問題への関心を高める。
⚒．国際関係論のパースペクティブである現実主義と自由主義の概略を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤重行『自己安定・自己組織システム』志學社、￥2,000

参考文献：
渡部トメ他『ツルになったおばあちゃん』中西出版、￥1,000

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国際関係論入門 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

2 国際関係論の成立の背景 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

3 国際関係論の歴史 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

4 国際関係と自己安定性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

5 国際関係と自己組織性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

6 自己安定・自己組織システム 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

7 アジア太平洋の秩序 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

8 ジョン万次郎と日米関係 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

9 中浜万次郎と黒船来航 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

10 ペリーと吉田松陰 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

11 戦略国家としての米国 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

12 米国の五つの観念 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

13 アジア太平洋と大来佐武郎 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

14 日本・大韓民国・アメリカ合衆国の未来 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論Ⅰ（International Relations Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 特にない。

そ の 他 特にない。

授業概要：
国際社会や国際的共同体で生じている問題点を分かりやすく論じながら21世紀の時代的特徴を理論的、現実的に理解できることを目標とした授業を展開

する。この講義を通じて日本以外の外国の国々とそれらと日本との関係を理解し、関心を持つことができるようにする。

授業目標：
国家間の諸関係は、いつも新聞やテレビのニュースになって現れてくる。人間の社会生活は、自分の興味や好みのみならず、外的要因によっても変化が

もたらされる。自分の興味や好み以外の政治的出来事にも目を向けるように、世界で起こっている現象から国際関係を理解する事を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回ハンドアウト（配布資料）に従って進めます。

参考文献：
各回の講義の中で必要に応じお知らせします。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
国際関係論はこれからの時代にとても重要なものです。講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの国際関係に関するニュースに

気に留めておくことが大事です。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：国際関係論はどのようなことを学ぶのか、なぜ生まれたのかを中心に
お話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 日本の周りの国際情勢①：日本の周りの国際関係の変化に関し、主として安全保障の面から
お話します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 日本の周りの国際情勢②：日本の周りの国際関係の変化に関し、主として国際政治経済の面
からお話します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

4 国家と国際システム：国家と国際システムという国際関係論の枠組みについて学びます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

5 ウェストファリア体制：ウェストファリア体制とは何か、その意味と由来について考えます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

6 グローバル政治とポスト・ウェストファリア体制：ウェストファリア体制の揺らぎと今日の
変化について考えてみます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

7 ミニ・テスト①：前半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

8 現実主義のパースペクティブ①：現実主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

9 現実主義のパースペクティブ②：現実主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

10 現実主義のパースペクティブ③：現実主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

11 自由主義のパースペクティブ①：自由主義の思想家の考え方を見ていきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

12 自由主義のパースペクティブ②：自由主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

13 自由主義のパースペクティブ③：自由主義の理論のポイントを考えてみます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

14 ミニ・テスト②：後半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

15 国際関係の諸課題をどう見るか：国際関係を見るために我々が持つべき視点を整理します。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論Ⅰ（International Relations Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 世界史その他の国際関係に関する科目の履修経験がなくとも構いません。

授業概要：
国際関係論の入門を身近な素材を使いながら進めます。国際情勢を理解することから始め、国際関係の基本概念を学んでいきます。後半は、国家と国際

システムの対比をしながら、現実主義や自由主義の国際関係論のパースペクティブについて学びます。

授業目標：
⚑．国際関係の諸問題への関心を高める。
⚒．国際関係論のパースペクティブである現実主義と自由主義の概略を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤重行『日本からの新しい文明の波』勁草書房、￥2,060

参考文献：
K. ドイッチュ『サイバネテイクスの政治理論』（伊藤他訳）早稲田大学出

版会、￥3,000
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

2 国際関係論入門 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

3 国際関係論の成立の背景 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

4 日米の政治的関係 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

5 日米の政治的交渉 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

6 日本的思考の政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

7 日本文明と政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

8 日本文化と日本的政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

9 水の政治学 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

10 森の政治学 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

11 システム政治と地球社会 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

12 日本的思考と世界政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

13 システム思考の政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

14 地球時代の人間の倫理 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論Ⅱ（International Relations Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 特にない。

そ の 他 特にない。

授業概要：
国際社会や国際的共同体で生じている問題点を分かりやすく論じながら21世紀の時代的特徴を理論的、現実的に理解できることを目標とした授業を展開

する。この講義を通じて日本以外の外国の国々とそれらと日本との関係を理解し、関心を持つことができるようにする。

授業目標：
国家間の諸関係は、いつも新聞やテレビのニュースになって現れてくる。人間の社会生活は、自分の興味や好みのみならず、外的要因によっても変化が

もたらされる。自分の興味や好み以外の政治的出来事にも目を向けるように、世界で起こっている現象から国際関係を理解する事を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『国際政治学への扉』永山博之他（一藝社）￥2,600）。受講は購入が前提です。

参考文献：
毎回ハンドアウトを配布します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
国際関係論Ｉを更に深めます。日本の周りの国際環境は大きく変わろうとしています。この講義は国際関係を考えるための視点を養うことに力点を置い

ています。自ら考えていくことが将来の皆さんに重要なことです。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（教科書⚑章）：講義全体の流れと、国際関係論の諸分野の概略を
お話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 現実主義と自由主義（教科書⚓章）：国際関係論Ｉで学習した現実主義と自由主義に関
して概略を確認します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 安全保障①（教科書⚗章）：国際関係論の中心にある安全保障問題について、理論的枠
組みと政策の現実について学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

4 安全保障②（教科書⚘章）：国際関係論の中心にある安全保障問題について、理論的枠
組みと政策の現実について学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

5 軍縮・軍備管理：安全保障の課題でありながら、別の政策として分断されがちな軍縮・
軍備管理の概要を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

6 軍縮・軍備管理：安全保障の課題でありながら、別の政策として分断されがちな軍縮・
軍備管理の概要を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

7 国際政治経済①（教科書10章）：国際関係論の重要分野である国際政治経済について、
その仕組みと考え方を学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

8 国際政治経済②（教科書10章）：国際関係論の重要分野である国際政治経済について、
その仕組みと考え方を学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

9 国際協力と国際関係①（教科書11章）：国際協力の様々な制度と歴史、またその国際関
係での意味を学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

10 国際協力と国際関係②（教科書11、13章）：国際協力の様々な制度と歴史、またその国
際関係での意味を学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

11 環境問題（教科書12章）：国際関係の環境問題について、「国家」対「国際社会」の図式
から検討します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

12 貧困・飢餓問題：国際関係の貧困・飢餓問題について、「国家」対「国際社会」の図式
から検討します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

13 移民・難民問題（教科書14章）：国際関係の移民・難民問題について、「国家」対「国際
社会」の図式から検討します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

14 人権問題（教科書⚙章）：国際関係の人権問題について、「国家」対「国際社会」の図式
から検討します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

15 国際関係のあるべき秩序とは：学習した内容を踏まえ、グローバル化した国際関係を
いかに安定させるかを考えていきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際関係論Ⅱ（International Relations Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 担当教員による国際関係論Ｉを履修していること。それがない場合は本講義の理解は困難です。

そ の 他

授業概要：
国際関係論の基礎をグローバル政治の観点から体系的に学びます。国際関係論Ｉで学んだ現実主義と自由主義のパースペクティブを確認した後、安全保

障、軍縮・軍備管理、国際政治経済、国際協力、環境問題、貧困・飢餓問題、移民・難民問題、人権問題などの各分野を概説していきます。

授業目標：
⚑．国際関係の諸分野を体系的に学習する。
⚒．国際関係の問題を「知る」に留まらず、どのように「解決すべきか」という点から考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じプリントを配布する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようQ&Aの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 序 事前：特になし
事後：特になし 講義

2 観光（ツーリズム）とは何か 事前：特になし
事後：特になし 講義

3 国際観光の意義 事前：特になし
事後：特になし 講義

4 世界の国際観光の動向と変遷⚑ 事前：特になし
事後：特になし 講義

5 世界の国際観光の動向と変遷⚒ 事前：特になし
事後：特になし 講義

6 日本の国際観光の動向と変遷⚑ 事前：特になし
事後：特になし 講義

7 日本の国際観光の動向と変遷⚒ 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 ツーリズムマーケティング⚑ 事前：特になし
事後：特になし 講義

9 ツーリズムマーケティング⚒ 事前：特になし
事後：特になし 講義

10 ツーリズムマーケティング⚓ 事前：特になし
事後：特になし 講義

11 日本の国際観光政策⚑ 事前：特になし
事後：特になし 講義

12 日本の国際観光政策⚒ 事前：特になし
事後：特になし 講義

13 日本政府観光局（JNTO）⚑ 事前：特になし
事後：特になし 講義

14 日本政府観光局（JNTO）⚒ 事前：特になし
事後：特になし 講義

15 まとめ 事前：特になし
事後：特になし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際観光論Ⅰ（International Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
21世紀はヒト、モノ、カネ、情報が大量に国境を越えて行き来する地球大交流時代である。国際観光論⚑においては、国際観光とは何か、世界および日

本における国際観光の現状、マーケティング、日本の国際観光政策など国際観光についての概要を学ぶ。

授業目標：
国際観光の意義と現状および課題について理解すること

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
世界の他の国々と同様に日本においても国際ツーリズムはますます重要な産業となってきている。学生諸君も日本の国際ツーリズムの発展のために何が

できるかを考えてみよう。毎回出席するよう努めよう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 講義

2 第⚑章 主要訪日旅行マーケットの規模と特性： 韓国・台湾マーケット、WS(注) 事前：予習
事後：復習 講義

3 第⚑章 主要訪日旅行マーケットの規模と特性：中国・香港マーケット、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 第⚑章 主要訪日旅行マーケットの規模と特性：タイ・シンガポール・豪州マーケッ
ト、WS

事前：予習
事後：復習 講義

5 第⚑章 主要訪日旅行マーケットの規模と特性：米国・カナダ・英国・フランス・ドイ
ツマーケット、まとめ、WS

事前：予習
事後：復習 講義

6 第⚒章 国際会議・インセンティブトラベル（報奨旅行）：MICEの意義、世界における
国際会議、日本における国際会議、WS

事前：予習
事後：復習 講義

7 第⚒章 国際会議・インセンティブトラベル（報奨旅行）：インセンティブトラベル（報
奨旅行）、MICEの誘致、まとめ、WS

事前：予習
事後：復習 講義

8 第⚓章 地方における国際ツーリズムに対する取り組み：北海道、東北、中部、関西、
中国、四国、九州、WS

事前：予習
事後：復習 講義

9 第⚓章 地方における国際ツーリズムに対する取り組み：沖縄県、東京都、神奈川県、
まとめ、WS

事前：予習
事後：復習 講義

10 第⚔章 国際ツーリズムと交通産業・宿泊業・旅行業：交通産業。小テスト（30分、範
囲第⚑章～⚓章）

事前：予習
事後：復習 講義

11 第⚔章 国際ツーリズムと交通産業・宿泊業・旅行業：宿泊業、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 第⚔章 国際ツーリズムと交通産業・宿泊業・旅行業：旅行業、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 第⚕章 ツーリズム調査：ツーリズム調査とは、ツーリズム調査のプロセス、ツーリズ
ム調査の方法、日本のツーリズム調査統計、まとめ、WS

事前：予習
事後：復習 講義

14 第⚖章 国際ツーリズムと環境：エコツーリズム、持続可能な発展のための実践の現
状、日本の取り組み、まとめ、WS

事前：予習
事後：復習 講義

15 全体のまとめ：第⚑章～⚖章全体を振り返り、重要なポイントを説明。ツーリズム関連
機関を整理して説明。

事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際観光論Ⅱ（International Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
世界中で⚑年間に11億人以上が国際ツーリズム（観光）旅行をしており、今後さらに増えることが予想される。国際ツーリズムには、経済効果・雇用促

進効果と国際相互理解（ひいては世界平和）への貢献という大きな意義があり、各国が国際ツーリズムの促進に力を入れている。日本も例外ではない。国
際観光論Ⅱでは、主要訪日旅行マーケットの現状、国際会議誘致、地方における国際ツーリズムへの取り組み、ツーリズム産業における国際ツーリズムな
ど、国際ツーリズムに関する具体的かつ詳細な内容について学び、日本の国際ツーリズムを発展させるためにどのようなことができるかを考える。
授業目標：
⚑．訪日旅行マーケット、国際会議等誘致、地方の取り組み、ツーリズム産業での国際ツーリズム、国際ツーリズムと環境を理解すること
⚒．日本にとっての国際ツーリズムの重要性を認識し、日本の国際ツーリズムを発展させるためにはどうしたらよいかを考えること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
中村元一執筆の文献などの関連部分のコピーを必要に応じて配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
100点満点：＜内訳＞筆記試験50点＋受講姿勢（＝小リポートを含む平常点）50点

学生へのアドバイス：
現実企業を対象とする「真剣勝負の講義」なので、「緊張力×持続力の鍛錬の場」に臨む心構えが不可欠。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の全体像の展望 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

2 コンセプト研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

3 コンセプト研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

4 コンセプト研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

5 事例研究 ① 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

6 事例研究 ② 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

7 事例研究 ③ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

8 中間点による自己評価 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

9 コンセプト研究 ④ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

10 コンセプト研究 ⑤ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

11 コンセプト研究 ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

12 事例研究 ④ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

13 事例研究 ⑤ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

14 事例研究 ⑥ 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

15 授業の全体像の回顧・反省 事前：なし
事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経営論Ⅰ（International Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 元一

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 下記「学生へのアドバイス」を除き、特になし

授業概要：
⑴ 90分の授業のうち、最初の60分間は、テキストの重要事項および配布論文・事例に関し、学生諸兄姉による「理解―共感－共鳴―共有の輪」を広げるこ

とに注力する。
⑵ 最後の30分間は、上記⑴に関する学生諸兄姉の小リポートの執筆と提出に充てる。
⑶ 上記⑵の小リポートは、次回にコメント付きで各位にフィードバックする。
授業目標：
⑴ グローバル市民の一人として、企業の経営および行動に関し、グローバルな視点からその本質を理解できるための適切な目利き力を獲得すること。
⑵ 近い将来にビジネスパーソンの一人として、グローバル経営に貢献できるための適切なコンセプトと技能を体得すること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
中村元一執筆の文献などの関連部分のコピーを必要に応じて配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
100点満点：＜内訳＞筆記試験50点＋受講姿勢（＝小リポートを含む平常点）50点

学生へのアドバイス：
現実企業を対象とする「真剣勝負の講義」なので、「緊張力×持続力の鍛錬の場」に臨む心構えが不可欠。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の全体像の展望 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

2 コンセプト研究① 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

3 同上 ② 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

4 同上 ③ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

5 事例研究① 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

6 同上 ② 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

7 同上 ③ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

8 中間点による自己評価 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

9 コンセプト研究④ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

10 同上 ⑤ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

11 同上 ⑥ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

12 事例研究④ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

13 同上 ⑤ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

14 同上 ⑥ 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

15 授業の全体像の回顧・反省 事後：当日の講義内容 上記「授業概要」参照

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経営論Ⅱ（International Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 元一

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 下記「学生へのアドバイス」を除き、特になし

授業概要：
⑴ 90分の授業のうち、最初の60分間は、テキストの重要事項および配布論文・事例に関し、学生諸兄姉による「理解―共感－共鳴―共有の輪」を広げるこ

とに注力する。
⑵ 最後の30分間は、上記⑴に関する学生諸兄姉の小リポートの執筆と提出に充てる。
⑶ 上記⑵の小リポートは、次回にコメント付きで各位にフィードバックする。
授業目標：
⑴ グローバル市民の一人として、企業の経営および行動に関し、グローバルな視点からその本質を理解できるための適切な目利き力を獲得すること。
⑵ 近い将来にビジネスパーソンの一人として、グローバル経営に貢献できるための適切なコンセプトと技能を体得すること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．伊東元重著『ゼミナール国際経済入門』日本経済新聞社。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回、出席をし、ノートをとること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ガイダンス

〔1〕 国際秩序の再編成
⑴ 国際社会の成立

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

2 ⑵ IMF＝GATT体制の生成、発展 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

3 ⑶ 国連貿易開発会議（UNCTAD）の経過 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

4 ⑷ サミット、G20（G7）、WTOの意義 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

5 〔2〕 経済統合
⑴ ECSCからEEC、ECへ

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

6 ⑵ マーストリヒト条約からEUへ 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

7 ⑶ APEC 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

8 〔3〕 戦後の国際経済の変遷
⑴ GATTの多国間貿易交渉

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

9 ⑵ 世界貿易機関（WTO）の発足 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

10 〔4〕 日米経済摩擦
⑴ 摩擦の山は変化する

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

11 ⑵ アメリカの通商政策 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

12 〔5〕 国際収支 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

13 〔6〕 国際金融市場と国際資本市場
⑴ 拡大する国際金融取引

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

14 ⑵ 国際金融市場の仕組みと機能 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

15 ⑶ 国際資本移動と為替レート 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経済論Ⅰ（International Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 案浦 崇

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパを中心に形成された国際化社会においては、二度の大戦の反省から国際連盟、国際連合が誕生し、世界平和が維持されている。一方、戦後の

国際経済の秩序は、ブレトン・ウッズ協定によって成立した⑴IMF=GATT体制によって確立したが、その後の動きとしては⑵経済統合の進展、⑶国連貿
易開発会議（UNCTAD）の開催、⑷直接投資の拡大がある。それらの動きを説明する。
授業目標：
⚑．マクロ的視点から国際経済の現状を理解し、基礎的知識を修得できている。
⚒．国際経済学の基礎的な概念や理論を説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
伊東元重著『ゼミナール国際経済入門』日本経済新聞社。
その他必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った「出来事」として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 国際経済と貿易（リカードの比較生産説・リストの保護貿易政策） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 外国為替相場（外国為替相場の変動のしくみと影響） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 国際収支（対外経済取引の概念 日米の国際収支比較） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 国際経済体制の変遷 ⚑（ブロック経済とIMF・GATT体制） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 国際経済体制の変遷 ⚒（国際通貨危機） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 南北問題（経済格差とUNCTADの設立） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 発展途上国の経済（アジアNIEsと中国経済） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 世界貿易機関（WTO）の機能（貿易自由化と互恵性） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 アメリカ経済の後退（サミットの開催と国際政策協調） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 経済統合の試み ⚑（欧州共同体（EU）） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 経済統合の試み ⚒（アジア・環太平洋） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 自由貿易協定（WTOとFTA・EPAの関係） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 日本経済の国際化（貿易・経済摩擦） 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：配布プリントを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経済論Ⅰ（International Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
現代の国々は、財・サービス・労働力・資本が国境を越えて移動するボーダレスな経済活動によって大きな影響を与え合っている。本講義は、国際経済

の理論と現状を、国際間の取引や為替相場の決定要因といった国際経済学の基礎理論にくわえ、EUに見られる国境の障壁低下等、国境を超えた経済統合の
現状にも言及して解説する。
授業目標：
⚑．国際経済の基礎的理論・歴史・現状を理解する。
⚒．国際経済を俯瞰して理解し、説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．伊東元重著『ゼミナール国際経済入門』日本経済新聞社。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回、出席をし、ノートをとること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ガイダンス

〔1〕 貿易取引
⑴ 新しい貿易取引の方向

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

2 ⑵ 貿易取引の流れ
ⅰ．マーケティング段階、ⅱ．契約段階

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

3 ⅲ．船積み段階、ⅳ．代金回収段階 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

4 ⅴ．事後処理段階 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

5 〔2〕 為替相場変動の歴史とそのメカニズム
⑴ 円とドルの為替相場の始まり

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

6 ⑵ 外国為替の仕組み 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

7 ⑶ 為替相場のメカニズム 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

8 〔3〕 アメリカの金融危機 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

9 〔4〕 ヨーロッパの金融危機 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

10 〔5〕 通貨制度と金融制度 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

11 〔6〕 古典派の貿易理論
⑴ 国際分業と比較生産費の原理

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

12 〔7〕 分業利益への異論
⑴ マノイレスコの国民生産力論、グラハムの可変生産費観念

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

13 〔8〕 貿易の近代理論
⑴ ハーバラーの代替費用と貿易

事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

14 ⑵ ヘクシャー＝オリーンの均衡理論と貿易 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

15 ⑶ ハロッドの国民所得と貿易 事前：配布プリントを精読すること。
事後：授業内容をまとめること。 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経済論Ⅱ（International Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 案浦 崇

履 修 条 件
前提科目 国際経済論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
国際経済の二大分野である国際貿易と国際金融について理論的に及び実証的に概説する。国際貿易については、実務的な貿易取引の流れ、外国為替取引

の仕組み、及び貿易理論を説明する。国際金融については、最近のアメリカやヨーロッパの金融情勢を説明する。

授業目標：
⚑．マクロ的視点から国際経済の現状を理解し、基礎的知識を修得できている。
⚒．国際経済学の基礎的な概念や理論を説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊東元重著『ゼミナール国際経済入門』日本経済新聞社。

参考文献：
必要の都度、参考図書・資料等を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義内容をただ暗記するのではなく、繋がりを持った「出来事」として捉えるよう心掛けること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：受講意識の整理
事後：受講目的の確認 講義

2 為替レートのメカニズム（為替レートの決定と変動） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

3 外国為替市場への介入（政府による外為介入と外貨準備） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

4 アセット・アプローチ（為替レートの将来予想） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

5 為替レート決定理論（需要・供給曲線の仕組みと応用） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

6 国際収支（貿易収支と経常収支） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

7 為替レートと経常収支（Ｊカーブ効果と景気変動） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

8 国際金融取引（ヘッジファンドと株式市場） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

9 アジア通貨危機（通貨危機とIMFの介入） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

10 貿易摩擦（「日米」から「日中」へ） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

11 寡占産業と政策介入（寡占産業の企業行動とダンピング） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

12 貿易政策 ⚑（貿易政策の基本的手段と効果） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

13 貿易政策 ⚒（輸出入と国際価格） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

14 多国籍企業の特徴（多国籍企業の行動原理） 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

15 まとめ 事前：テキストを精読すること
事後：授業内容をまとめること 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際経済論Ⅱ（International Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 坂本 隆行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、国際経済学を体系的に理解するため、為替や国際収支、国際金融取引といった国際経済学の基礎理論を概説したのち、通貨危機や貿易摩擦

などを例に、国際経済と日本の経済活動の関係やその在り方について様々な視点から解説する。

授業目標：
⚑．国際経済学の基礎理論を理解する。
⚒．国際経済を俯瞰して理解し、日本経済と関連付けて説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．吉村昭『ポーツマスの旗』新潮文庫、￥552

参考文献：
⚑．松岡完『ベトナム戦争』中公新書、￥945

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 19世紀の国際政治と植民地 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

2 20世紀の国際政治と戦争 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

3 明治維新と国際政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

4 日清戦争の原因 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

5 日清戦争の結果 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

6 日露戦争の原因 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

7 日露戦争の結果 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

8 第二次世界大戦と日本 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

9 第二次世界大戦と世界秩序 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

10 朝鮮戦争の原因 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

11 朝鮮戦争の結果 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

12 ベトナム戦争の原因 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

13 ベトナム戦争の結果 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

14 国際政治と政治的秩序 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際政治学Ⅰ（International Politics I） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際政治学Ｉでは国民国家の発達とその問題点について講義し、国際政治を考察するための哲学的モデルを提示する。ここでは具体的に近代に起こった

戦争を取り上げ、戦争の結果世界秩序がどのように変化したかを授業の中で解明する。

授業目標：
国際政治学のキーファクターは、アクターとしての国家である。国家は「くに」という形式で有史以来存在し、発展してきた。ここでは国民国家を中心

にした国際政治の支配と服従、戦争と平和、そして植民地の歴史的経緯について理解できるように講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『国際政治学への扉』永山博之他 （一藝社）￥2,600。教科書の購入が無い場合は

受講を認めません。

参考文献：
各回の講義の中でハンドアウトを配ります。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
日本の周辺で起きている国際政治を理解し、自分なりの意見を持てるようにするための講義です。少しでも関心を持てそうでしたら講義に参加してみて

下さい。暗記より考えることを重視した講義になります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要や進め方について説明します。 講義

2 国際政治学の基本概念（教科書⚖章）：国際政治学の基本的な概念や議論の枠組みについて、
基礎的な知識を学びます。 講義

3 現実主義とその思想（教科書⚓章）：国際政治の最も重要な視点である現実主義の考え方とそ
の思想を見ていきます。 講義

4 現実主義とバランス・オブ・パワー（教科書⚓章）：バランス・オブ・パワーについて学び、
また関連する諸概念にも触れます。 講義

5 現実主義とバランス・オブ・パワー（教科書⚓章）：バランス・オブ・パワーについて学び、
また関連する諸概念にも触れます。 講義

6 安全保障と現実主義（教科書⚗章）：抑止論、安全保障のジレンマについて説明します。 講義

7 アジア太平洋地域の安全保障と現実主義：現実主義からアジア太平洋地域の国際秩序の可能
性を一緒に考えてみます。 講義

8 ミニ・テスト：前半のまとめをします。 講義

9 国際政治の歴史①（教科書⚒章）：国際政治の戦争と平和の歴史について概略します。 講義

10 国際政治の歴史②（教科書⚒章）：国際政治の戦争と平和の歴史について概略します。 講義

11 自由主義と国際制度（教科書⚕章）：自由主義の安全保障へのアプローチの一つである自由主
義的制度論を紹介します。 講義

12 自由主義と民主的平和論：同じく安全保障へのアプローチとして民主的平和（デモクラティ
ク・ピース）論を紹介します。 講義

13 自由主義と民主的平和論：同じく安全保障へのアプローチとして民主的平和（デモクラティ
ク・ピース）論を紹介します。 講義

14 グローバリゼーションと国際政治の変容（教科書15章）：グローバル化で国際政治がいかに変
容したかについて学びます。 講義

15 グローバリゼーションと国際政治の変容（教科書15章）：グローバル化で国際政治がいかに変
容したかについて学びます。 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際政治学Ⅰ（International Politics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特に限定はしませんが、できるだけ国際関係論Ｉの履修が済んでいる方が望ましいです。

そ の 他

授業概要：
国際政治学の入門を理論的な枠組みを学びながら行います。基本的な概念を学んだ後、戦争・平和、安全保障、国際秩序の話を時事的な問題にも触れな

がら探究していきます。

授業目標：
⚑．国際政治学を現実主義と自由主義という理論的な視点（パースペクティブ）から分析する力を養う。
⚒．自ら国際政治・外交政策のあるべき姿を考えることができる素地を作る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．伊藤重行『システム哲学序説』勁草書房、¥3,500

参考文献：
⚑．松岡完『ベトナム戦争』中公新書、￥945

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国際政治學入門 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

2 主権と国家 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

3 主権と国民国家 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

4 ウエストファリア講和条約と国民国家 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

5 国民国家と哲学モデル 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

6 システム哲学と国際連合 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

7 モデル 全体、秩序、非還元性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

8 モデル 自己安定性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

9 モデル 自己組織性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

10 モデル 重箱型階層性 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

11 国際政治と自由論 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

12 国際政治と価値論 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

13 システム哲学と地球社会の政治 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

14 地球社会の政治の目標 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際政治学Ⅱ（International Politics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際政治学Ⅱでは国民国家の発達とその問題点について講義し、国際政治を考察するための哲学的モデルを提示する。特に国際政治学ではウエストファ

リア講話条約を理解し、それに基づく国民国家の形成について講義する。

授業目標：
国際政治学のキーファクターは、アクターとしての国家である。国家は「くに」という形式で有史以来存在し、発展してきた。ここでは国民国家を中心

にした国際政治の支配と服従、戦争と平和、そして植民地の歴史的経緯について理解できるように講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回ハンドアウト（配布資料）に従って進めます。

参考文献：
講義の中で必要に応じ紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
国際関係論より覚える知識を増やしている講義ですが、力点は単なる暗記より考える部分に置いています。ここで学ぶ知識は将来必ず役に立つものです

から、是非、頑張って受講してみましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概略と国際政治の学習範囲や学習の仕方についてお話しします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 戦争・紛争とは何か：戦争・紛争とは何か。戦争の定義と概念の系譜を追います。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 ヨーロッパ近代国際システムとクラウゼヴィッツ的戦争：17～19世紀の欧州の国際秩序とクラ
ウゼヴィッツの戦争概念を学習します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

4 第一次世界大戦：もはや大戦はないと考えられていた20世紀初頭の欧州で起きた第一次世界大
戦の背景を分析します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

5 第一次世界大戦と平和の構想：国際連盟など第一次世界大戦の間に生まれた平和のための構想
について説明します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

6 『危機の20年（1919-39）』：戦間期での国際連盟を中心とする平和のための実践とその限界につ
いて学習していきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

7 ミニ・テスト①：前半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

8 第二次世界大戦の勃発：日本の太平洋戦争を含んだ第二次世界大戦の背景を説明していきます。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

9 第二次世界大戦と平和の構想：太平洋戦争の経緯と第二次世界大戦の終盤に生まれた国際連合
の構想について説明します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

10 冷戦：第二次世界大戦の直後に始まった米ソ対立の冷戦について概略します。キューバ危機な
どにも触れます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

11 冷戦の終焉：冷戦後期の日本の周囲の状況、またなぜ冷戦は終わったのかについては幾つかの
議論を紹介します。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

12 ミニ・テスト②：後半のまとめをします。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

13 冷戦後の国際政治の諸問題①：冷戦後の世界の安全保障問題、国際秩序への新たな脅威の問題
をお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

14 冷戦後の国際政治の諸問題②：冷戦後の世界の安全保障問題、国際秩序への新たな脅威の問題
をお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

15 戦争と平和へのアプローチ：全体のまとめを行います。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国際政治学Ⅱ（International Politics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 国際政治学Ⅰの履修済みであること。また、国際関係論Ⅰか国際関係論の事前受講が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
国際秩序と戦争、安全保障の側面に焦点を当て、国際政治の失敗と成功とは何かを学びます。国際政治史の重要項目である第一次世界大戦、第二次世界

大戦、冷戦などに関し基礎的な学習をしていきます。また国際政治への重要な視点である「力」や「制度」といったものがどのような役割を果たし、また
限界を示したかについて見ていきます。
授業目標：
⚑．国際政治学の入門として、国際関係史の戦争と平和に関わる重要項目を理解する。
⚒．国際政治的視点から国際秩序のあり方を分析する力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-06  Page 37 19/03/15 15:42

216

教本：
授業時にプリントを配布。

参考文献：
⚑．『日本の原点』石上七鞘著 マイナビ新書 ￥872
⚒．『日本文学史の基礎知識』秋山虔ほか著 有斐閣ブックス ￥2,520

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（15％）、授業への参画度（25％）、試験（60％）

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日 昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、「古事記」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 「日本書紀」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 「風土記」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 「日本霊異記」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 「竹取物語」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 「伊勢物語」を読む 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 「源氏物語」を読む⚑（概論、成立、作者紫式部、男源氏、女源氏） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 「源氏物語」を読む⚒（桐壷巻、帚木巻、夕顔巻、若紫巻、若菜巻、玉鬘、浮舟） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 「平家物語」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 「大鏡」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 「土佐日記」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 「更級日記」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 「枕草子」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 「方丈記」「徒然草」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 散文文学のまとめ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 古典文学研究Ａ（散文）（Classical Literature research A（Prose）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
物語の発生からその展開について解説する。特に古代以来の言語伝承である神話、伝説等を理解する。長編物語と短編物語、男性の物語と女性の物語の

比較、また日記文学や随筆について講義・演習を通じて古典文学を深く理解する。講義のほか、学生の研究発表の形式を採る。
授業目標：
⚑．日本の古典文学（散文）について、時代別、ジャンル別・作品別にその特質を理解する。古典の形態や表現の特徴を理解し、理解に必要な方法や知識

を習得する。古典の生成と展開を把握し、その全体像を理解する。古典の発生と歴史を作者や作品に即して理解する。
⚒．古典の理念と変遷を理解する。古典の背景としての歴史・環境・風土を理解する。古典の各分野（物語・和歌・随筆・日記等）の展開や価値を理解す

る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布。

参考文献：
⚑．『日本古典文学史の基礎知識』秋山虔ほか著、有斐閣ブックス、￥2,520
⚒．『日本の原点』石上七鞘著 マイナビ新書 ￥830＋税
⚓．『日本古典文学大系』岩波新書 『日本古典文学全集』小学館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（15％）、授業への参画度（25％）、試験（60％）

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日 昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、「古事記」歌謡を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 「日本書紀」歌謡を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 「風土記」歌謡を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 「万葉集」を読む⚑（概論、成立、編者、部立、万葉仮名）。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 「万葉集」を読む⚒（巻一、巻二、巻十四、巻十六）。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 第⚖回：「古今和歌集」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 第⚗回：「新古今和歌集」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 第⚘回：「百人一首」を読む⚑（（概論、成立、編者）。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 第⚙回：「百人一首」を読む⚒（天智天皇、持統天皇他）。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 第10回：「梁塵秘抄」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 第11回：「閑吟集」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 第12回：「奥の細道」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 第13回：「去来抄」を読む 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 第14回：「三冊子」を読む。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 第15回：韻文文学のまとめ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 古典文学研究Ｂ（韻文）（Classical Literature research B（Verses）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
詩歌の発生や作品に見られる文学歌謡を理解する。講義のほか、学生によるテーマ発表を行う。

授業目標：
⚑．日本の文学史について、時代やジャンル別･作品別理念とその特質を理解する。
⚒．古典文学の形態や表現の特徴を理解し、理解に必要な応報や知識を習得する。古典文学の生成と展開を把握し、その全体像を理解する。古典文学の発

生と歴史を作者や作品に即して理解する。古典文学の理念と変遷を理解する。古典文学の背景としての歴史・環境・風土を理解する。古典文学の各分野
（物語・和歌・随筆・日記等）の展開や価値を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：講義内容の復習 講義

2 コミュニケーションとは 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 バーバルコミュニケーションとノンバーバルコミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 説得的コミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 自己開示と自己呈示 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 インターネットによるコミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 交流分析① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 交流分析② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

9 リフレーミング① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

10 リフレーミング② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

11 アサーション① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

12 アサーション② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

13 家族のコミュニケーション① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 家族のコミュニケーション② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション心理学Ⅰ（Psychology of Communication Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、私たちが日常的に行っているコミュニケーションに関する社会心理学の理論を学びながら、コミュニケーション場面で生じていることを理

解し、より快適なコミュニケーションをとるためにはどうしたらよいのかについて演習を通して考える。

授業目標：
コミュニケーション場面で何が生じているのかについて心理学的に理解し、より円滑なコミュニケーションをとることができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に、適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 多様な対人関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 対人認知 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 原因帰属 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 対人魅力 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 リーダーシップ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 友人関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 恋愛関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 親子関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 関係性のテンプレート：アタッチメント① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 関係性のテンプレート：アタッチメント② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 対人関係と心理臨床的問題① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 対人関係と心理臨床的問題② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 対人関係と心理臨床的問題③ 事前：発表資料の作成
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション心理学Ⅱ（Psychology of Communication Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 「コミュニケーション心理学」を履修済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、日常生活における対人関係で何が起こっているのかについて、心理学の理論やワークを通して学ぶ。

授業目標：
自らが体験している対人関係や、周囲の対人関係について、客観的に考えることができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：講義内容の復習 講義

2 コミュニケーションとは 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 バーバルコミュニケーションとノンバーバルコミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 説得的コミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 自己開示と自己呈示 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 インターネットによるコミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 交流分析① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 交流分析② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

9 リフレーミング① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

10 リフレーミング② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

11 アサーション① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

12 アサーション② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

13 家族のコミュニケーション① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 家族のコミュニケーション② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション心理学Ａ（Psychology of Communication A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、私たちが日常的に行っているコミュニケーションに関する社会心理学の理論を学びながら、コミュニケーション場面で生じていることを理

解し、より快適なコミュニケーションをとるためにはどうしたらよいのかについて演習を通して考える。

授業目標：
コミュニケーション場面で何が生じているのかについて心理学的に理解し、より円滑なコミュニケーションをとることができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に、適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 多様な対人関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 対人認知 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 原因帰属 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 対人魅力 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 リーダーシップ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 友人関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 恋愛関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 親子関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 関係性のテンプレート：アタッチメント① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 関係性のテンプレート：アタッチメント② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 対人関係と心理臨床的問題① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 対人関係と心理臨床的問題② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 対人関係と心理臨床的問題③ 事前：発表資料の作成
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション心理学Ｂ（Psychology of Communication B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 「コミュニケーション心理学」を履修済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、日常生活における対人関係で何が起こっているのかについて、心理学の理論やワークを通して学ぶ。

授業目標：
自らが体験している対人関係や、周囲の対人関係について、客観的に考えることができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．望月義人著『メディア学のすすめ コミュニケーション力をつけるために』

人間社 ￥1,200

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろから各種メディアに接することで自分の「引き出し」を多くし、今後の人生において重要視されるコミュニケーション力をつけるようにしましょ

う。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション／コミュニケーションとメディアについて学ぶ意義 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

2 コミュニケーションの態様とコミュニケーション能力 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

3 マス・コミュニケーションの機能と効果 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

4 マス・コミュニケーションの機能と効果 ⑵
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅰの作成、次回授業提出

講義

5 ジャーナリズムとニュース ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

6 ジャーナリズムとニュース ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

7 マスメディアの公共性とメディアリテラシー ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

8 マスメディアの公共性とメディアリテラシー ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

9 表現・報道の自由と知る権利
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅱの作成、次回授業提出

講義

10 メディア各論・新聞 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

11 メディア各論・新聞 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

12 メディア各論・フリーペーパー
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅲの作成、次回授業提出

講義

13･14 メディア各論・放送 ⑴ ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

15 メディア各論・出版／映像／音楽／インターネット／授業のまとめ
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅳの作成、試験時に提出

講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション論（Communications） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
年齢・職業・場面を問わず、コミュニケーションの重要性が高まっている現代社会において、学生として国内外の政治・経済・社会の実相を的確に捉え、

自身の考えを他者と適切に調和しながら伝達するコミュニケーション力をつけるにはどうするか。この課題に対処するため、マスメディアの代表的な媒体
である新聞を中心に各マスメデイアの特徴、機能、公共性との関係などについて考察します。
授業目標：

メディアが現代社会で果たしている役割と問題点を説明できる。コミュニケーションの各種形態と特徴、コミュニケーション能力とは何かについて自身
の言葉で説明できる。各種マスメディアに親しむことで自身のコミュニケーション力向上に役立てる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション論Ⅰ（Communications Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
年齢・職業・場面を問わず、コミュニケーションの重要性が高まっている現代社会において、学生として国内外の政治・経済・社会の実相を的確に捉え、

自身の考えを他者と適切に調和しながら伝達するコミュニケーション力をつけるにはどうするか。この課題に対処するため、マスメディアの代表的な媒体
である新聞を中心に各マスメデイアの特徴、機能、公共性との関係などについて考察します。
授業目標：

メディアが現代社会で果たしている役割と問題点を説明できる。コミュニケーションの各種形態と特徴、コミュニケーション能力とは何かについて自身
の言葉で説明できる。各種マスメディアに親しむことで自身のコミュニケーション力向上に役立てる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション／コミュニケーションとメディアについて学ぶ意義 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

2 コミュニケーションの態様とコミュニケーション能力 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

3 マス・コミュニケーションの機能と効果 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

4 マス・コミュニケーションの機能と効果 ⑵
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅰの作成、次回授業提出

講義

5 ジャーナリズムとニュース ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

6 ジャーナリズムとニュース ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

7 マスメディアの公共性とメディアリテラシー ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

8 マスメディアの公共性とメディアリテラシー ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

9 表現・報道の自由と知る権利
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅱの作成、次回授業提出

講義

10 メディア各論・新聞 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

11 メディア各論・新聞 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

12 メディア各論・フリーペーパー
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅲの作成、次回授業提出

講義

13･14 メディア各論・放送 ⑴ ⑵ 事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し 講義

15 メディア各論・出版／映像／音楽／インターネット／授業のまとめ
事前：教科書の精読
事後：プリント読み直し
課題Ⅳの作成、試験時に提出

講義

教本：
⚑．望月義人著『メディア学のすすめ コミュニケーション力をつけるために』

人間社 ￥1,200

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろから各種メディアに接することで自分の「引き出し」を多くし、今後の人生において重要視されるコミュニケーション力をつけるようにしましょ

う。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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教本：
⚑．大学生のための日本語表現トレーニング・実践編 三省堂

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
読み、書き、話す能力は短時日に、容易につくものではありませんが、授業における実践で少しでも向上するように、学生の皆さんとの「協働」を通じ

て一歩一歩進んでいきましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 漏れや重複のない説明方法 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

2 議事録で流れと要点をまとめる/上手な意見交換の方法 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

3 文章の読解 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

4 文章の読解 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

5 文章の要約 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

6 文章の要約 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

7 レポートの執筆 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

8 レポートの執筆 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

9 プレゼンテーション 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

10 口頭表現の基礎 ⑴ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

11 口頭表現の基礎 ⑵ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

12 手紙とメール 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

13 エントリーシートを書く ⑴ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

14 エントリーシートを書く ⑵ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

15 小論文/授業のまとめ 事前：教科書の精読
事後：訓練シートの見直し 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コミュニケーション論Ⅱ（Communications Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コミュニケーション力の要素として必須である言語能力を大学生として培うことは、学生時代のみならず、就職活動や社会人としての日々の業務・生活

にとっても重要です。コミュニケーションを通じて他者と適切に調和するために必要とされる語彙をはじめ、さまざまな場面での日本語表現方法を実践的
に体得することを目標とします。
授業目標：

大学生として必要な文章の読解、他者からの適切なヒアリング、他者への情報・意思の伝達ができる。将来、社会人として必要とされる言語使用、望ま
しい態度でコミュニケーションができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（30％）、最終課題（40％）の評価から判断する。
平常点：授業課題、授業への参加度 提出課題：小テスト、レポートなど

学生へのアドバイス：
コンピュータ演習が中心となるため、欠席をすると授業についていけなくなる可能性があります。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内

容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け
付けます。定員が超えた場合は、初回の授業に抽選を行いますので、初回の授業は必ず出席してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／コンピュータグラフィックスに関して 事前：なし
事後：メールのログインを確認 演習

2 コンピュータグラフィックス（CG）とは 事前：CGという表現概観
事後：CGという表現考察 演習

3 静止画と動画 事前：拡張子を調べておく
事後：拡張子を復習しておく 演習

4･5 映像と音声のデジタル化 ⑴ 講義 ⑵ 演習

事前：デジタル機器の準備
事後：課題を完成させておく 演習

事前：画像素材の収集
事後：課題を完成させておく 演習

6･7 コンピュータアニメーション ⑴ 講義 ⑵ 演習

事前：gifアニメを調べておく
事後：練習gifアニメを作成 演習

事前：gifアニメ素材収集
事後：gifアニメを完成 演習

8･9 映像処理と編集 ⑴ 講義 ⑵ 演習

事前：画像処理ソフトを操作
事後：課題を完成させておく 演習

事前：レイヤーを調べておく
事後：課題を完成させておく 演習

10･11 映像処理と編集 ⑶ ⑷ 作品制作

事前：レイヤーを復習しておく
事後：課題を完成させておく 演習

事前：写真撮影と取り込み
事後：課題を完成させておく 演習

12 ビジュアルデザイン 事前：タグを調べておく
事後：タグを復習しておく 演習

13 プレゼンテーションデザイン 事前：タグを調べておく
事後：タグを復習しておく 演習

14 メディアデザイン 事前：映像処理を復習しておく
事後：作品を完成させておく 演習

15 まとめ 事前：アップロード方法確認
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コンピュータグラフィックス（Computer Graphics） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人・立野 貴之・金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コンピュータグラフィックスの基本的な知識と汎用性の高いグラフィックソフトを利用して、デジタル画像・映像の作成や編集に関する操作方法を習得

し、それらを活用した作品制作を行う。演習を通してコンピュータグラフィックス処理の理解を深めることを目的とする。
授業目標：
最近のコンピュータの発達により、様々な分野でコンピュータ画像処理の技術が高まっている。この授業では、マルチメディアやコンピュータビジョンで
必要とされる画像処理の基礎及びコンピュータグラフィクスの基礎について講義を行う。さらに実習を通して、コンピュータを用いて様々な図形や画像生
成や編集処理する技術を学ぶ。また、高度な映像表現技法の実践的開発に取り組み、映像コンテンツの内容分析を通じて、映像メディアの諸相を理解し、
作品制作を行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンス時に指示する。

参考文献：
ネット上の文献等、講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業に対する姿勢（30％）、提出課題（10％）、⚒～⚓回のプレゼン（60％）等で総合評価する。
＊履修者の数に応じて個人・グループによる発表を義務づける

学生へのアドバイス：
配布する資料に基づき、必ず予習・復習をすること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、プレゼンテーションの意義と目標 事前：シラバスの確認
事後： 講義

2 プレゼンテーション利用するソフトウェアとハードウェア 事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

3 プレゼンテーション用ソフトウェアの操作 ⑴
基本操作、スライドデザイン

事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

4 プレゼンテーションの作成 ⑴ 事前：前回までの復習
事後：課題作成 講義

5 発表と相互評価 ⑴ 事前：前回までの復習
事後：相互評価結果の検討 講義

6 効果的なプレゼンテーションのための技法 事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

7 プレゼンテーション用ソフトウェアの操作 ⑵
効果の設定、ユニバーサルデザイン

事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

8 プレゼンテーション用ソフトウェアの操作 ⑶
画像の利用（解像度、ファイルのサイズ等）とアニメーション

事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

9 プレゼンテーションの作成 ⑵ 事前：前回までの復習
事後：課題作成 講義

10 発表と相互評価 ⑵ 事前：前回までの復習
事後：相互評価結果の検討 講義

11 プレゼンテーション用ソフトウェアの操作 ⑷
グラフ、チャート等の活用とアニメーション

事前：前回までの復習
事後：確認作業 講義

12 プレゼンテーションの作成 ⑶ 発表資料・配布資料の作成 事前：前回までの復習
事後：課題作成 講義

13 プレゼンテーションの作成 ⑷ リハーサル 事前：前回までの復習
事後：課題作成 講義

14 発表と相互評価 ⑶ 事前：前回までの復習
事後：相互評価結果の検討 講義

15 総まとめ 事前：総復習
事後： 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コンピュータプレゼンテーョン（Computer Presentation） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫・岸 康人・金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。その基本的な操作ができること。

授業概要：
情報化社会で必要不可欠となっている企画力・発表能力について、ノートパソコンのソフトを活用しながら実践的に理解を深めてもらうことをねらいと

している。具体的には、Power Pointのようなプレゼンテーションソフトウェアの操作方法を課題を通して学習し、各自に発表を行ってもらう。

授業目標：
⚑．プレゼンテーションに必要な知識の習得
⚒．ノートパソコンの活用技術を身につける
⚓．実際の発表を通してプレゼンテーションの実線を体験する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようＱ＆Ａの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：―
事後：― 講義

2 コンベンションビジネスの全体像⚑、まとめ、WS(注) 事前：予習
事後：復習 講義

3 コンベンションビジネスの全体像⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 会議ビジネスの需要サイドと供給サイド、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 展示会ビジネスの需要サイドと供給サイド、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 コンベンション関連ビジネス、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 インセンティブツアー、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 イベントの誘致、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 イベントの創出、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 コンベンションビューロー、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 会議施設、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 展示施設品、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 コンベンション・マーケティング⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 コンベンション・マーケティング⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 前期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) コンベンションビジネス論（Convention Business） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コンベンションビジネス（MICE）は一般的には各種団体や学会、企業などが主催する大小の会議、各種大会、展示会や見本市、企業主催のインセンティ

ブツアーを扱うものであるが、より広義には、スポーツイベントや文化イベント、フェスティバルや祭りなども含む。多くの人が一堂に集うと当然、地元
への直接・間接の経済波及効果も小さくないため多くの都市が地域活性化の切り札の一つとして大規模コンベンション施設やスポーツ施設を建設すると共
にコンベンションビューローを設立して官民合同でコンベンションの誘致に取り組んでいる重要な分野である。
授業目標：
⚑．コンベンションビジネス（MICE）の意義と現状および課題について理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前15分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本：
『債権回収基本のき 第⚔版』権田修一（商事法務、2017） ￥3,200

参考文献：
講義中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、定期試験（80％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
教科書は絶対に必要です。上記のように、科目の性質上講義内容は相当に複雑かつ技術的ですので、事後の復習は不可欠です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 債権回収の基本的流れ 事後：復習 講義

2 取引を開始する 事後：復習 講義

3 債権を管理する 事後：復習 講義

4 話合による債権回収 事後：復習 講義

5 担保による債権回収 事後：復習 講義

⚖ 強制的に債権を回収する 事後：復習 講義

⚗ 仮差押え・仮処分 事後：復習 講義

8 民事調停・支払催促・通常の民事訴訟・強制執行 事後：復習 講義

9 取引先が倒産した場合はどうするか 事後：復習 講義

10 取引開始時の債権保全 所有権留保・保証金・保証人 事後：復習 講義

11 取引中の債権を管理する 与信管理の重要性 事後：復習 講義

12 将来の訴訟に備えた書類の整理 事後：復習 講義

13 手形・小切手を受け取ったときの不備の有無のチェック 事後：復習 講義

14 時効の援用 時効の中断 事後：復習 講義

15 時効制度の改正について 消滅時効期間・時効の援用 事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 債券回収法Ⅰ（Creditor Relief Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 契約法Ⅰ・Ⅱ、担保法の知識が求められます。

そ の 他

授業概要：
債権回収とは、取引の相手から商品やサービスの代金を支払ってもらうこと、あるいは強制的に取り立てることをいいます。この講義では、そのための

方法について学びます。いかにも法律学といった感じの相当に技術的な内容となります。

授業目標：
債権回収に関わる諸制度の基本を把握することです。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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さ

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 債券回収法Ⅱ（Creditor Relief Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 契約法Ⅰ・Ⅱ、担保法、債権回収法Ⅰの知識が求められます。

そ の 他 なし

授業概要：
債権回収法Ⅰと同様に、科目の性質上、いかにも法律学といった相当に法技術的な問題を扱います。

授業目標：
債権回収に関わる諸制度の基本を把握することです。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『債権回収基本のき 第⚔版』権田修一（商事法務、2017） ￥3,200

参考文献：
講義中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、定期試験（80％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
教科書は絶対に必要です。Ⅰと同様、相当に複雑かつ技術的な内容を扱いますので、少なくとも復習はしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 担保の取得 動産・不動産・債権 事後：復習 講義

2 不動産を担保にとる場合について 抵当権・根抵当権 事後：復習 講義

3 動産譲渡担保 取引先が使用している機械。設備を担保にとる 事後：復習 講義

4 集合動産譲渡担保 取引先の在庫商品を担保にとる 事後：復習 講義

5 担保権の実行による債権回収 抵当権等の実行による 事後：復習 講義

⚖ 動産譲渡担保権の実行による債権回収 事後：復習 講義

⚗ 動産先取特権を実行しての債権回収 事後：復習 講義

8 裁判所を利用した債権回収 事後：復習 講義

9 訴訟なしの強制執行 事後：復習 講義

10 少額訴訟 手形訴訟 事後：復習 講義

11 民事訴訟の提起 訴訟提起のための証拠の収集 事後：復習 講義

12 訴訟の流れ 強制執行 事後：復習 講義

13 倒産時の債権回収 破産手続における債権回収 事後：復習 講義

14 民事再生手続に入ったとき 民事再生手続の流れ 事後：復習 講義

15 民事再生手続における債権回収 事後：復習 講義
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教本：
『よくわかる！ファイナンス入門』（慶應義塾大学出版会、￥1,800＋消費税）。
他に、レジュメを配布する。

参考文献：
『新・証券投資論I』（日本経済新聞社、￥4,000＋消費税）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容の参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
FP（ファイナンシャル・プランナー）資格、証券外務員資格、証券アナリスト資格の各資格試験に役立つ。また、かつて企業の採用担当として面接官を

していたので、就職活動に関する相談にも乗ります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、授業内容と進め方、貨幣価値としての金利 事前：なし
事後：なし 講義

2 債券の種類と仕組み 事前：なし
事後：復習 講義

3 株式会社と債券・株式 事前：なし
事後：復習 講義

4 キャッシュフローの合計値としての債券価格 事前：なし
事後：復習 講義

5 金利の期間構造（スポットレートとフォワードレート） 事前：なし
事後：復習 講義

6～7 財務諸表とデフォルトリスク、格付け 事前：なし
事後：復習 講義

8 金利変動と債券価格、デュレーション 事前：なし
事後：復習 講義

9 イールドカーブと債券ポートフォリオ構築 事前：なし
事後：復習 講義

10 ダンベル型・ブレッド型・ラダー型 事前：なし
事後：復習 講義

11 イミュニゼーション戦略とマッチング戦略 事前：なし
事後：復習 講義

12 債券先物によるリスクヘッジ戦略 事前：なし
事後：復習 講義

13～14 証券化商品と世界金融危機 事前：なし
事後：復習 講義

15 講座の総括と理解度の確認 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 債券投資論Ⅰ（Fixed Incom Investments Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 橋口 宏行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
債券の種類や仕組み、取引方法を見ながら、債券投資論の基本であるキャッシュフローとその評価方法について学びます。そして、債券の各種のリスク

を勉強しながら、最も大きな価格変動要因である金利について学びます。

授業目標：
金利は経済状況を図る大きな要因です。債券の動きを通して、日本や世界経済の見方を習得することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを中心に講義する。

参考文献：
追って紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①平常点（30％）と②筆記試験成績（70％）により評価する。

学生へのアドバイス：
欠席すると授業に付いて行けなくなる可能性があります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 資本構成とレバレッジ ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

3 資本構成とレバレッジ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

4 資本源泉の選択基準 事前：なし
事後：なし 講義

5 会社証券の意義 事前：なし
事後：なし 講義

6 株式資本の調達 事前：なし
事後：なし 講義

7 株主権 事前：なし
事後：なし 講義

8 新株発行の枠組み 事前：なし
事後：なし 講義

9 優先株 事前：なし
事後：なし 講義

10 無額面株 事前：なし
事後：なし 講義

11 自己株式 事前：なし
事後：なし 講義

12 社債資本の調達 事前：なし
事後：なし 講義

13 社債の募集・担保・格付け 事前：なし
事後：なし 講義

14 期末のまとめ ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

15 期末のまとめ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 財務管理論Ⅰ（Financial Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業を構成する人、もの、金、情報などの要素を維持発展させていくための企業活動は、企業を維持していくための基本活動である。このうち財務管理

はカネすなわち資本的要素に関する経営学の専門研究分野として、資本循環すなわち企業資本の調達やその運用および利益処分についての諸問題を取り扱
う。前期では、証券金融（株式・社債）や借入金融等の株式会社金融の問題を中心に、後期では、財務分析および財務計画の基本問題について学ぶ。
授業目標：

テ ー マ：企業財務の基礎知識について学ぶ。
到達目標：新聞の経済記事を関心をもって読めるようになることも目標の一つである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを中心に講義する。

参考文献：
追って紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①平常点（30％）と②筆記試験成績（70％）により評価する。

学生へのアドバイス：
欠席すると授業に付いて行けなくなる可能性があります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 新株予約権付社債Ⅰ（転換社債） 事前：なし
事後：なし 講義

2 新株予約権付社債Ⅱ（ワラント債） 事前：なし
事後：なし 講義

3 借入金融の諸形態 事前：なし
事後：なし 講義

4 株式市場と株価形成 事前：なし
事後：なし 講義

5 財務計画の構造 事前：なし
事後：なし 講義

6 目標利益の設定 事前：なし
事後：なし 講義

7 損益分岐点分析 事前：なし
事後：なし 講義

8 資金計画の意義 事前：なし
事後：なし 講義

9 資金繰り表、資金運用表 事前：なし
事後：なし 講義

10 収益性分析比率 事前：なし
事後：なし 講義

11 流動性分析比率 事前：なし
事後：なし 講義

12 流動資産への運用と管理 事前：なし
事後：なし 講義

13 固定資産への運用と管理 事前：なし
事後：なし 講義

14 期末のまとめ ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

15 期末のまとめ ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 財務管理論Ⅱ（Financial Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 財務管理論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
企業を構成する人、もの、金、情報などの要素を維持発展させていくための企業活動は、企業を維持していくための基本活動である。このうち財務管理

はカネすなわち資本的要素に関する経営学の専門研究分野として、資本循環すなわち企業資本の調達やその運用および利益処分についての諸問題を取り扱
う。前期では、証券金融（株式・社債）や借入金融等の株式会社金融の問題を中心に、後期では、財務分析および財務計画の基本問題について学ぶ。
授業目標：

テ ー マ：企業財務の基礎知識について学ぶ。
到達目標：新聞の経済記事を関心をもって読めるようになることも目標の一つである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-07  Page 16 19/03/15 15:43

233

教本：
⚑．テキスト 入門会計学 中央経済社

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 会計と財務諸表 事前：なし
事後：なし 講義

2 財務諸表の種類 事前：なし
事後：なし 講義

3 財務諸表の体系 事前：なし
事後：なし 講義

4 わが国の企業会計制度（金融商品取引法） 事前：なし
事後：なし 講義

5 わが国に企業会計制度（会社法会計） 事前：なし
事後：なし 講義

6 貸借対照表 ⑴ 資産 事前：なし
事後：なし 講義

7 資産の評価基準 事前：なし
事後：なし 講義

8 債権 事前：なし
事後：なし 講義

9 有価証券・棚卸資産 事前：なし
事後：なし 講義

10 有形固定資産 事前：なし
事後：なし 講義

11 減価償却 事前：なし
事後：なし 講義

12 無形固定資産 事前：なし
事後：なし 講義

13 貸借対照表 ⑵ 負債 事前：なし
事後：なし 講義

14 負債の評価 事前：なし
事後：なし 講義

15 引当金 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 財務諸表論Ⅰ（Financial Accounting Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
財務会計は企業の利害関係者に当該企業の経営成績及び財政状態に関する真実な情報を提供することを目的としている。今日、財務会計情報利用者は、

経済の国際化及び企業規模の拡大に伴って増加している。本授業は、企業会計（財務会計と管理会計に分かれる）のうち、財務会計を中心に、その体系を
総合的に学ぶ。
授業目標：

会計の基礎力を養成することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 貸借対照表 ⑶ 純資産 事前：なし
事後：なし 講義

2 株主資本 事前：なし
事後：なし 講義

3 自己株式・評価換算差額等 事前：なし
事後：なし 講義

4 株主資本等変動計算書 事前：なし
事後：なし 講義

5 損益計算書の基本要素 事前：なし
事後：なし 講義

6 損益計算書の表示原則 事前：なし
事後：なし 講義

7 収益・費用の認識基準 事前：なし
事後：なし 講義

8 損益計算書の区分表示 事前：なし
事後：なし 講義

9 連結財務諸表 事前：なし
事後：なし 講義

10 連結貸借対照表 事前：なし
事後：なし 講義

11 連結損益計算書 事前：なし
事後：なし 講義

12 財務諸表分析 事前：なし
事後：なし 講義

13 安全性分析 事前：なし
事後：なし 講義

14 収益性分析 事前：なし
事後：なし 講義

15 効率性・生産性分析、損益分岐点 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 財務諸表論Ⅱ（Financial Accounting Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
財務会計は企業の利害関係者に当該企業の経営成績及び財政状態に関する真実な情報を提供することを目的としている。今日、財務会計情報利用者は、

経済の国際化及び企業規模の拡大に伴って増加している。本授業は、企業会計（財務会計と管理会計に分かれる）のうち、財務会計を中心に、その体系を
総合的に学ぶ。
授業目標：

会計の基礎力を養成することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
⚑．テキスト 入門会計学 中央経済社

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
『改訂 ヒューマンエラーの心理学入門』深澤伸幸、杏林舎、￥2,300

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の⚑/⚓を超える場合には、受験しても評価しないので、注意されたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 産業心理学史Ⅰ、テイラー、科学的管理法 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 産業心理学史Ⅱ、ミュンスターバーグ、ホーソン実験 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 産業場面で発生する労働災害の推移、企業トップの判断誤り 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 事故多発者のパーソナリティ特性、多面評価法 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 ｢安全」と「リスク」の関係、active safety、passive safety 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 認知心理学、内部情報処理過程、エラー行動の発生 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 動機と動機づけ、動機づけの仕組み、マズローと欲求階層理論 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 内発的動機づけ、外発的動機づけ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 能力開発、社内研修、目標管理制度、PDCAサイクル 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 リーダーシップの定義、レビン他のリーダーシップ研究 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12 PM理論、マネジリアルグリッド理論 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 コミュニケーションの仕組み、説得的コミュニケーション 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 コミュニケーションの促進要因、抑制要因 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 産業心理学Ⅰ（Occupational Psychology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 心理学概論Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
現在は産業・組織心理学として社会に認知されており、本授業と組織心理学とは不可分のものである。本授業では、主に企業組織において求められる人

材とは何かを中心として学びを進めることにします。内容としては、企業トップがしばしば陥る判断誤り、産業場面において事故多発者と無事故者におけ
るパーソナリティの差異や、動機づけの仕組み、リーダーシップと生産効率等を中心に学びを進めていきます。授業形態は講義を中心としますが、討議法
も随時用い、「分かりやすい授業」を目指します。
授業目標：

①生産効率にかかわる社員のパーソナリティ特性、②社員にやる気をもたらす動機づけの仕組み、③リーダーシップの働きまでが理解できることを、本
授業の到達目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-07  Page 19 19/03/15 15:43

236

教本：
講義資料を配布します。

参考文献：
『改訂 ヒューマンエラーの心理学入門』深澤伸幸、杏林舎、￥2,300

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の⚑/⚓を超える場合には、受験しても評価しないので、注意されたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 組織構造、組織規範 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 用語としてのストレスの意味と変遷、ストレスの構造 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 セリエ、医学的ストレスモデル 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 精神的ストレスの定義、ライフイベント研究、ストレス測定 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・実習

6 ラザラス、心理学的ストレスモデル 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 ソーシャルサポート、THP、ストレスチェック 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 組織集団が抱えるリスク 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 組織風土、安全風土醸成プログラム、風通しの良い職場づくり 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 企業トップの判断ミス、リスク評価（リスクパーセプション） 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 リスクパーセプション研究、社会事象へのリスク評価実習 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

12 リスクパーセプションの国際比較 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 ヒューマンエラー（人的過誤）の定義 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 組織過誤の現状、コンプライアンス違反 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 両方

授業科目(英文) 産業心理学Ⅱ（Occupational Psychology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 産業心理学概論を履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
現在は産業・組織心理学として社会に認知されており、本授業も産業心理学とは不可分の関係にあります。そこで本授業では、組織とは何かから始め、

組織内において生じる対人関係の在り方、精神的ストレスの定義と対処法、組織集団が抱えるリスク等を学びます。授業形態は講義を中心としますが、討
議や実習を随時行い、「分かりやすい授業」を目指します。
授業目標：

組織構造や組織規範、対人関係から生じる精神的なストレスの意味を把握すると共に、ストレスからの脱出方法までを学ぶ。加えて、組織集団が有する
リスク知覚とリスク回避方法までを正しく理解できることを到達目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 産業心理学史Ⅰ、テイラー、科学的管理法 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 産業心理学史Ⅱ、ミュンスターバーグ、ホーソン実験 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 産業場面で発生する労働災害の推移、企業トップの判断誤り 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 事故多発者のパーソナリティ特性、多面評価法 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 「安全」と「リスク」の関係、active safety、passive safety 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 認知心理学、内部情報処理過程、エラー行動の発生 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 動機と動機づけ、動機づけの仕組み、マズローと欲求階層理論 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 内発的動機づけ、外発的動機づけ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 能力開発、社内研修、目標管理制度、PDCAサイクル 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 リーダーシップの定義、レビン他のリーダーシップ研究 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12 PM理論、マネジリアルグリッド理論 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 コミュニケーションの仕組み、説得的コミュニケーション 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 コミュニケーションの促進要因、抑制要因 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 産業心理学Ａ（Occupational Psychology A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 心理学概論Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
現在は産業・組織心理学として社会に認知されており、本授業と組織心理学とは不可分のものである。本授業では、主に企業組織において求められる人

材とは何かを中心として学びを進めることにします。内容としては、企業トップがしばしば陥る判断誤り、産業場面において事故多発者と無事故者におけ
るパーソナリティの差異や、動機づけの仕組み、リーダーシップと生産効率等を中心に学びを進めていきます。授業形態は講義を中心としますが、討議法
も随時用い、「分かりやすい授業」を目指します。
授業目標：

①生産効率にかかわる社員のパーソナリティ特性、②社員にやる気をもたらす動機づけの仕組み、③リーダーシップの働きまでが理解できることを、本
授業の到達目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
改訂 ヒューマンエラーの心理学入門、深澤伸幸 杏林舎、￥2,300

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には、受験しても評価しないこととする。受験しても評価しないので、注意されたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 両方

授業科目(英文) 産業心理学Ｂ（Occupational Psychology B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 産業心理学概論を履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
現在は産業・組織心理学として社会に認知されており、本授業も産業心理学とは不可分の関係にあります。そこで本授業では、組織とは何かから始め、

組織内において生じる対人関係の在り方、精神的ストレスの定義と対処法、組織集団が抱えるリスク等を学びます。授業形態は講義を中心としますが、討
議や実習を随時行い、「分かりやすい授業」を目指します。
授業目標：

組織構造や組織規範、対人関係から生じる精神的なストレスの意味を把握すると共に、ストレスからの脱出方法までを学ぶ。加えて、組織集団が有する
リスク知覚とリスク回避方法までを正しく理解できることを到達目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
講義資料を配布します

参考文献：
改訂 ヒューマンエラーの心理学入門、深澤伸幸 杏林舎、2,300円

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には、受験しても評価しないので、注意されたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 組織構造、組織規範 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 用語としてのストレスの意味と変遷、ストレスの構造 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 セリエ、医学的ストレスモデル 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 精神的ストレスの定義、ライフイベント研究、ストレス測定 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・実習

6 ラザラス、心理学的ストレスモデル 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 ソーシャルサポート、THP、ストレスチェック 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 組織集団が抱えるリスク 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 組織風土、安全風土醸成プログラム、風通しの良い職場づくり 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 企業トップの判断ミス、リスク評価（リスクパーセプション） 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 リスクパーセプション研究、社会事象へのリスク評価実習 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

12 リスクパーセプションの国際比較 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 ヒューマンエラー（人的過誤）の定義 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 組織過誤の現状、コンプライアンス違反 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義
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し

教本：
「解きながら学ぶＣ言語」

柴田 望洋（ソフトバンククリエイティブ）￥1,944（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（25％）、レポート（75％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 利用コンパイラーのインストール 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 基本的なプログラム 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 基本的なプログラム（課題作成） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 演算子 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 演算子（課題作成） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 課題提出 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 制御文 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 制御文 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 制御文（課題作成） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 配列 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 配列（課題作成） 事前：模擬試験の確認
事後：復習 講義

13 課題提出 事前：試験の確認
事後：復習と課題の作成 講義

14 関数について 事前：模擬試験の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 最終試験 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ｃ言語（Introduction to C Language） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること、教科書を購入すること

授業概要：
プログラミング言語のデファクトスタンダードとされているＣ言語を元に基本的な文法と記述方法について実際のプログラムを例にしてプログラムが動

く簡単なしくみなどの基本事項について学習させる。その後、実際にプログラムを作成し実行するための環境や手順について学習を行い、最終的に簡単な
計算処理などが自分の考え方で実現できるようになることを目標としている。
授業目標：

コンピュータ言語（Ｃ言語）を使ってコンピュータの動作がどのようなものであるか、理解することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 映像と心理学との関り 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 視覚の生理学的基礎 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

3 映像理解に関わる人間の知覚特性（知覚の体制下など） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

4 映像理解に関わる人間の知覚特性（知覚の恒常性など） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

5 色覚のメカニズム 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

6 色が映像に与える印象 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

7 映像における空間知覚 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

8 映像における運動知覚 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

9 映像情報の認知的処理 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

10 映像操作がもたらす心理的効果 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

11 映像編集がもたらす心理的効果 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

12 映像表現の諸問題（生体への影響） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

13 映像表現の諸問題（社会的影響） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

14 授業のまとめ 事前：授業全般の復習
事後：授業内容の確認 講義

15 理解度の確認 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 講義

授業科目(英文) 色彩情報科学（Color Science） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野村 康治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
前期は、映像という視覚表現を取り上げ、映像と人間とのかかわりについて講義を行う。後期は、映像表現も含め、芸術全般に視野を広げ、芸術表現に

関する心理学的知見を紹介する。これらの講義の中で、色の知覚や色彩が与える心的効果などについても説明を行う。

授業目標：
① 映像を客観的にとらえ、心理学的な検討ができるようになる。
② 芸術表現に対する心理学的諸考察を理解、説明できるようになる。
② 映像を含めた様々な表現に対し、心理学的関心が持てるようになる。
③ 色覚のメカニズムや視覚芸術表現における色彩の効果を理解し、説明できるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。

参考文献：
必要に応じて授業中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日ごろから多くの映像作品、芸術作品に触れてほしい。単に好き嫌いで作品を評価するのではなく、授業内容を踏まえた鑑賞を行うことで、より深い作

品理解ができるようになると思う。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

16 心理学はどのように芸術的な問題をとらえてきたか 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

17 芸術理解の生理学的基礎 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

18 感覚と感性（感じとる心の働き） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

19 色彩の心理学的問題 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

20 絵画からとらえる人間の知覚特性 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

21 文章理解と物語理解 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

22 文芸作品の理解（比喩と類推） 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

23 映像作品の物語理解 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

24 芸術表現と心の病理 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

25 芸術作品に対する精神分析的解釈 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

26 芸術心理学の研究方法 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

27 芸術心理学の分析手法 事前：資料確認・作品鑑賞
事後：講義内容の復習 講義

28 芸術作品に対する心理学的考察と討論⚑ 事前：発表準備
事後：発表内容の検討 講義

29 芸術作品に対する心理学的考察と討論⚒ 事前：発表準備
事後：発表内容の検討 講義

30 芸術作品に対する心理学的考察と討論⚓ 事前：発表準備
事後：発表内容の検討 講義
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教本：
プリント配布、ネットにアップロード。

参考文献：
必要に応じて授業時に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業時の課題提出と小テスト（40％）、宿題・レポート（40％）、定期試験（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をせず、集中して真剣に授業を受けて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 自然科学（Physical Science） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
自然科学（Natural Science, Physical Science）で扱うさまざまな現象の中から法則性のある事柄を選り出して、それらを論理的に組み立てなおして記述す

ることで、自然現象の背後にあるより基本的・基礎的な法則を理解しようとする学問が物理学（Physics）である。この講義では、中学や高校で学習してい
る物理学のエッセンスとなる基礎的な項目を題材として、それらの法則を背後にある考え方や自然理解の仕方を身につけることを目指す。
授業目標：

中学や高校で学習している物理学のエッセンスとなる基礎的な項目を題材として、それらの法則を背後の考え方や自然理解の仕方を身につけることを目
標とする。簡単な例題や練習問題を通して、公式の丸暗記やHow Toではない科学思考法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、自然科学・物理学を学ぶ意義 事前：
事後：課題・宿題 講義

2 科学史の視点から、物理学とは何か 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

3 物理量間の関係式、物理量と単位系、
数値データの精度と有効数字

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

4 物理学における数式の意味、単位の計算と単位の換算 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

5 力学の基礎、質点の運動、速度の定義と微分 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

6 ⚑次元の運動、速さと速度、x-tグラフ、
等速度運動の式とグラフ

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

7 速度の変化する運動、等加速度運動（⚑次元）、
v-tグラフと加速度及び移動距離（微分と積分）

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

8 運動の法則 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

9 万有引力、質量・重さ・重力 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

10 ベクトル量、力の合成と分解（成分）、位置座標と変位ベクトル 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

11 速度ベクトル、合成速度と相対速度 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

12 運動方向が変化する場合の加速度、
等速円運動・向心加速度と向心力

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

13 座標変換と見かけの力・慣性力、遠心力とコリオリ力 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

14 力学的エネルギーと仕事 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

15 まとめ 事前：前回までの復習
事後： 講義
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：事後の復習 講義

2 私法の学び方（定義や法律概念） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

3 何のために法（私法）はあるのか。（⚑：日常生活と法Ａ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

4 何のために法（私法）はあるのか。（⚑：日常生活と法Ｂ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

5 何のために法（私法）はあるのか。（⚒：法の類型と機能Ａ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

6 何のために法（私法）はあるのか。（⚒：法の類型と機能Ｂ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

7 何のために法（私法）はあるのか。（⚓：法と法以外の規範Ａ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

8 何のために法（私法）はあるのか。（⚓：法と法以外の規範Ｂ） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

9 私法の淵源（私法の存在形式） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

10 私法規範の体系 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

11 権利と義務（⚑：公権・私権） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

12 権利と義務（⚒：私権） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

13 私法の効力 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

14 私法の解釈 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

15 まとめ 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 私法学Ⅰ（Private Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他

授業概要：
私法の学び方について概説をする。その道しるべとなることを強く意識する。日常生活の中での法、法類型の中での私法、法以外の規範との関わり、権

利・義務等について概観する。

授業目標：
財産法を中心とし、特に資本主義経済社会の法としての視点から、私法、民法への理解を深めます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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教本：
伊藤真『伊藤真の法学入門 補訂版』（日本評論社、2017、￥1,700）

参考文献：
授業が始まってから紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
講義に集中することと事後の復習が大事です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国家における法制度はどのようになっているか。 事前：なし
事後：復習 講義

2 法と道徳の違い。 事前：なし
事後：復習 講義

3 国家における法制度の構成はどのようになっているか。 事前：なし
事後：復習 講義

4 私法と公法の違いはどのように理解したらよいのか。 事前：なし
事後：復習 講義

5 私法上の権利＝私権とはどのようなものか。 事前：なし
事後：復習 講義

6 私法と公法で適用上具体的な相違点はどのようになるか。 事前：なし
事後：復習 講義

7 人はいつからいつまで私法上の権利が与えられるか。 事前：なし
事後：復習 講義

8 行方不明者の権利関係と、その及ぼす影響。 事前：なし
事後：復習 講義

9 保有する権利を行使する条件はどのようになっているか。 事前：なし
事後：復習 講義

10 未成年者が単独で権利行使できないのは、どうしてか。 事前：なし
事後：復習 講義

11 成年被保佐人に対する保佐制度はどのようになっているか。 事前：なし
事後：復習 講義

12 被保佐人の法律行為に対する法律上の規制について。 事前：なし
事後：復習 講義

13 精神上の障がい者の権利行使に対する法律の対応。 事前：なし
事後：復習 講義

14 行為能力が制限されている者との取引での相手方の保護。 事前：なし
事後：復習 講義

15 私法学の基本原理の再確認。 事前：なし
事後：復習 講義

開 講 年 次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 私法学Ⅰ（Private Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
授業回数15回の最初の⚕回を法とは何か、そのうち私法といわれる法分野について解説します。それ以降の10回は個人と法的権利との関係ならびに権利

行使に関する規制についてみていくことにします。

授業目標：
法制度おける私法の位置付け、②私法全体を貫く原理、③私法における権利の主体と権利行使についての法制度について理解することが目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：事後の復習 講義

2 民法の基本原則 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

3 権利主体（⚑：自然人と法人） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

4 権利主体（⚒：団体と法人） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

5 権利主体（⚓．権利能力なき団体） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

6 権利客体（物） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

7 法律行為の概説 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

8 制限行為能力者制度（⚑：総説） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

9 制限行為能力者制度（⚑：未成年者） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

10 制限行為能力者制度（⚒：成年者・任意後見制度） 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

11 代理についての概説 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

12 表見代理についての概観 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

13 期間と条件 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

14 時効 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

15 まとめ 事前：事前の予習
事後：事後の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 私法学Ⅱ（Private Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ（必須ではありません。原則、承継・継続して講義します。留意をお願いします。）

そ の 他

授業概要：
民法の通則としての総則領域を概観します。権利主体・権利客体、そして、法律行為、期間・条件、時効等を中心にみていきたいと思います。

授業目標：
民法の通則を学ぶところから、特に資本主義経済社会の法としての視点から、私法、民法への理解を深めます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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教本：
伊藤真『伊藤真の民法入門 第⚖版』（日本評論社、2017、￥1,700）

参考文献：
授業が始まってから紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
平常点（30％）、定期試験（70％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
授業への集中と事後の予習が重要です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 法律上の権利・義務が発生する行為とはどのようなものか 事前：
事後：事後の復習 講義

2 法律行為を分類すると、どのような構成になるか。 事前：
事後：事後の復習 講義

3 法律行為と公序良俗との関係はどのようになっているか。 事前：
事後：事後の復習 講義

4 意思表示とはどういうことをいうのか。 事前：
事後：事後の復習 講義

5 意思表示に欠陥がある場合、その効果はどうなるのか。 事前：
事後：事後の復習 講義

6 詐欺・脅迫により意思表示をした場合の効果はどうなるか。 事前：
事後：事後の復習 講義

7 代理とはどのようなことをいうのか。 事前：
事後：事後の復習 講義

8 代理権の発生事由と消滅事由について。 事前：
事後：事後の復習 講義

9 代理権がない者のに代理人として行った行為の効果はどうなるのか。 事前：
事後：事後の復習 講義

10 表見代理と無権代理について。 事前：
事後：事後の復習 講義

11 法律行為の無効とはどのような意味で、どのような効果が発生するか。 事前：
事後：事後の復習 講義

12 意思表示の無効とはどのようなことか。 事前：
事後：事後の復習 講義

13 家族の法律問題 事前：
事後：事後の復習 講義

14 姓、夫婦、親子関係など 事前：
事後：事後の復習 講義

15 相続の法律問題 事前：
事後：事後の復習 講義

開 講 年 次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 私法学Ⅱ（Private Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
授業回数15回において、①法律行為、②意思表示、③代理、④無効と取消、⑤条件・期限などにつき解説します。

授業目標：
法制度おける私法の位置付け、②私法全体を貫く原理、③私法における権利の主体と権利行使についての法制度等について理解することが目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
秋元律郎他著「社会学入門」（新版）有斐閣新書

参考文献：
姜尚中著「トーキョー・ストレンジャー」集英社
他は授業内で適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
現実の社会生活に目を向けて、学んだ内容をあてはめてみること。
テキストを読んでから授業に臨むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 社会学的なものの見方 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 家族とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 家族のはたらき 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 家族関係の日本的特質 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 消えゆく「里」と「村人」たち 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 都市とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 コミュニティーの変貌 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 組織の中の人間労働 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 職場の中の緊張関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 職場生活・職業生活の変化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 労働における人間の復権 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 歴史と社会の変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 近代化という変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 社会学と社会病理の解明 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 社会学の研究方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学Ⅰ（Sociology Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会と文化は人間の行為を通して制度という標準化された行為様式によって形づくられてきたものである。標準化され、制度化された人間の行為の集積

が社会構造をつくり変動させ、社会としての機能を支えている。本授業科目では、社会を人間の行為を基盤においた社会のとらえ方を、いくつかの社会的
構造や機能を通して学習する。
授業目標：

社会学の視点で、身の回りの社会の様子を見て、社会の理解を深めることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。

参考文献：
アンソニーギテンス「社会学（第五版）」而立書房 ￥3,888
その他適宜授業中に紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会学の狙いの一つは、社会学的思考を身につけることです。独学では難しいので、授業中、積極的に参加をし、一緒に考えていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会的存在としての自己 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 社会学的想像力とはなにか 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 文化と社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 社会化とはなにか 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 ジェンダーの社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 家庭における社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 学校における社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 情報化社会の中の私 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 社会学史Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 社会学史Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 社会学史Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 社会学の手法Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 社会学の手法Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み見直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学Ⅰ（Sociology Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会学Ⅰでは、社会学のベーシックな部分を取り扱います。授業は①社会学とは何か②どのように社会の影響を受けているのか（社会化）③社会学的な

考え方や手法といった⚓つの観点を中心に授業をすすめていきます。

授業目標：
社会学的想像力／社会学的思考を身につけることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤公雄、橋本満編「はじめて出会う社会学」有斐閣双書

参考文献：
苅谷剛彦他著「教育の社会学」有斐閣アルマ
その他は必要に応じ適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習と復習（テキストを読む）は、かならず行って下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化の研究としての社会学 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 文化の伝承と統制 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 社会と文化の相互関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 セックスとジェンダー・ジェンダーフリー社会 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 女らしさと男らしさによる職業のステレオタイプ 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 エスニシティーと文化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 在日外国人との関わり方の歴史的考案 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 在日外国人の文化適応と世代差 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 宗教と文化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 資本主義の発展と信仰のエトス 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 コミュニティー感情と地域社会 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 都市化とコミュニティーの崩壊 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 ファッションと新たな文化の創造 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 スポーツ文化と社会変容 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 メディア社会との遭遇 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学Ⅱ（Sociology Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本科目では、身近に起こっている出来事を手がかりにしながら、社会の実像や人間の姿にせまろうとするものである。男女差、民族、宗教など、社会の

移り変わりや文化変容などをとらえるなかで、人間のあり方についても考察を行ってゆく。

授業目標：
現代の社会が直面している身近な問題（たとえば高齢社会問題、技能革新に伴う急激な社会変化、生き方の多様化など）を通して、社会の現実や社会を

個人との新たな相互作用の特質について学ぶことを目標としている。
この学習を通して社会を見る目、人々の行動への対応の仕方など、社会学的なものの見方を身につけることが到達目標である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。

参考文献：
アンソニーギテンス「社会学（第五版）」而立書房 ￥3,888
その他適宜授業中に紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会学の狙いの一つは、社会学的思考を身につけることです。独学では難しいので、授業中、積極的に参加をし、一緒に考えていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会学とは何かⅠ 社会的存在としての自己 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 社会学とは何かⅡ 社会学的想像力 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 家族の社会学Ⅰ 現代家族の多様化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 家族の社会化Ⅱ 少子化社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 家族の社会化Ⅲ 未婚化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 家族の社会学Ⅳ 子どもの貧困 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 教育の社会学Ⅰ 家庭教育 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 教育の社会学Ⅱ 学校の社会的機能 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 教育の社会学Ⅲ ヒドゥンカリキュラム 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 教育の社会学Ⅳ 教育と権力 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 社会変化と私たちⅠ ジェンダー 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 社会変化と私たちⅡ 情報化社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 社会変化と私たちⅢ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学Ⅱ（Sociology Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 社会学Ⅰを履修していないと、授業についていくことは難しい

そ の 他 なし

授業概要：
社会学Ⅱでは社会学Ⅰで学習した社会学的なスキルを実践し、一人一人が活用できるようにすることを目的とするため、ディスカッションやグループ作

業を多く取り入れます。授業は①社会学とは何か（社会学Ⅰの復習）②家族の社会学③教育の社会学④社会変化と私たちといった、⚔領域を扱うことを考
えています。
授業目標：

社会学的想像力／社会学的思考を身につけることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
秋元律郎他著「社会学入門」（新版）有斐閣新書

参考文献：
姜尚中著「トーキョー・ストレンジャー」集英社
他は授業内で適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
現実の社会生活に目を向けて、学んだ内容をあてはめてみること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 社会学的なものの見方 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 家族とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 家族のはたらき 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 家族関係の日本的特質 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 消えゆく「里」と「村人」たち 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 都市とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 コミュニティーの変貌 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 組織の中の人間労働 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 職場の中の緊張関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 職場生活・職業生活の変化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 労働における人間の復権 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 歴史と社会の変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 近代化という変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 社会学と社会病理の解明 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 社会学の研究方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学概論Ⅰ（Sociology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会と文化は人間の行為を通して制度という標準化された行為様式によって形づくられてきたものである。標準化され、制度化された人間の行為の集積

が社会構造をつくり変動させ、社会としての機能を支えている。本授業科目では、社会を人間の行為を基盤においた社会のとらえ方を、いくつかの社会的
構造や機能を通して学習する。
授業目標：

社会学の視点で、身の回りの社会の様子を見て、社会の理解を深めることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。

参考文献：
アンソニーギテンス「社会学（第五版）」而立書房 ￥3,888
その他適宜授業中に紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会学の狙いの一つは、社会学的思考を身につけることです。独学では難しいので、授業中、積極的に参加をし、一緒に考えていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会的存在としての自己 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 社会学的想像力とはなにか 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 文化と社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 社会化とはなにか 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 ジェンダーの社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 家庭における社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 学校における社会化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 情報化社会の中の私 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 社会学史Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 社会学史Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 社会学史Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 社会学の手法Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 社会学の手法Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み見直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学概論Ⅰ（Sociology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会学概論Ⅰでは、社会学のベーシックな部分を取り扱います。授業は①社会学とは何か②どのように社会の影響を受けているのか（社会化）③社会学

的な考え方や手法といった3つの観点を中心に授業をすすめていきます。

授業目標：
社会学的想像力／社会学的思考を身につけることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤公雄、橋本満編「はじめて出会う社会学」有斐閣双書

参考文献：
苅谷剛彦他著「教育の社会学」有斐閣アルマ
その他は必要に応じ適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習と復習（テキストを読む）は、かならず行って下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化の研究としての社会学 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 文化の伝承と統制 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 社会と文化の相互関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 セックスとジェンダー・ジェンダーフリー社会 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 女らしさと男らしさによる職業のステレオタイプ 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 エスニシティーと文化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 在日外国人との関わり方の歴史的考案 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 在日外国人の文化適応と世代差 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 宗教と文化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 資本主義の発展と信仰のエトス 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 コミュニティー感情と地域社会 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 都市化とコミュニティーの崩壊 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 ファッションと新たな文化の創造 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 スポーツ文化と社会変容 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 メディア社会との遭遇 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学概論Ⅱ（Sociology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本科目では、身近に起こっている出来事を手がかりにしながら、社会の実像や人間の姿にせまろうとするものである。男女差、民族、宗教など、社会の

移り変わりや文化変容などをとらえるなかで、人間のあり方についても考察を行ってゆく。

授業目標：
現代の社会が直面している身近な問題（たとえば高齢社会問題、技能革新に伴う急激な社会変化、生き方の多様化など）を通して、社会の現実や社会を

個人との新たな相互作用の特質について学ぶことを目標としている。
この学習を通して社会を見る目、人々の行動への対応の仕方など、社会学的なものの見方を身につけることが到達目標である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。

参考文献：
アンソニーギテンス「社会学（第五版）」而立書房 ￥3,888
その他適宜授業中に紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会学の狙いの一つは、社会学的思考を身につけることです。独学では難しいので、授業中、積極的に参加をし、一緒に考えていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会学とは何かⅠ 社会的存在としての自己 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 社会学とは何かⅡ 社会学的想像力 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 家族の社会学Ⅰ 現代家族の多様化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 家族の社会化Ⅱ 少子化社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 家族の社会化Ⅲ 未婚化 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 家族の社会学Ⅳ 子どもの貧困 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 教育の社会学Ⅰ 家庭教育 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 教育の社会学Ⅱ 学校の社会的機能 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 教育の社会学Ⅲ ヒドゥンカリキュラム 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 教育の社会学Ⅳ 教育と権力 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 社会変化と私たちⅠ ジェンダー 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 社会変化と私たちⅡ 情報化社会 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 社会変化と私たちⅢ 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学概論Ⅱ（Sociology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 社会学概論Ⅰを履修していないと、授業についていくことは難しい

そ の 他 なし

授業概要：
社会学概論Ⅱでは社会学概論Ⅰで学習した社会学的なスキルを実践し、一人一人が活用できるようにすることを目的とするため、ディスカッションやグ

ループ作業を多く取り入れます。授業は①社会学とは何か（社会学Ⅰの復習）②家族の社会学③教育の社会学④社会変化と私たちといった、⚔領域を扱う
ことを考えています。
授業目標：

社会学的想像力／社会学的思考を身につけることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
授業での発言（20％）及び定期試験（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
特になし。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会規範と行動（Social Norms and Behaviors） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長岐 郁也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会とそれを構成する個人の相互規定的な関係、そこに発生する社会規範・ルールの機能と形態、社会秩序の維持と再生産の構造、紛争と紛争処理のモ

デルと実態、権利概念の実証的理解などをテーマに考察を進めていく。

授業目標：
社会を構成する規範概念を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：講義の復習 講義

2 社会と個人のつながり 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

3 社会化と社会統制のメカニズム（社会契約論） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

4 社会規範の基本的性格 ⑴ 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

5 社会規範の基本的性格 ⑵ 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

6 法と法律（実体法） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

7 法と法律（手続法） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

8 紛争とは何か 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

9 紛争の実証的考察 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

10 権利という概念 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

11 近代的権利の生成 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

12 権利概念の多様性 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

13 権利意識の変遷 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

14 法と紛争の総合的理解 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：配布資料の熟読
事後：講義全体の復習 講義
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教本：
「就職の手引き」
「ワークシート」

参考文献：
マイナビ編集部「SPI解法の極意」 ￥1,365
同「一般常識＆時事、即戦力問題集」 ￥1,260

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①平常点（50％）、②レポート・提出物（50％）で評価する。

学生へのアドバイス：
SPIや常識問題等の筆記試験対策は、参考書を買って各自で行うこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

2 現在の雇用情勢／採用スケジュール／選考方法について 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

3 文系学生のキャリア・フィールド／業界・業種・職種について 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

4 企業が求める人材像／選考基準／社会人基礎力 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

5 自分の趣味・能力の確認／大学時代の経験の棚卸し／ワークシート 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

6 自分の趣味・能力の確認／大学時代の経験の棚卸し／ワークシート 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

7 働く自分、10年後の理想の自分のイメージ／キャリア・デザイン／ワークシート 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

8 働く自分、10年後の理想の自分のイメージ／キャリア・デザイン／ワークシート 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

9 コミュニケーション＆ビジネス・マナー 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

10 文章での自己アピール／エントリーシート[Ⅰ]
コミュニケーション＆ビジネス・マナー

事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

11 文章での自己アピール／エントリーシート[Ⅱ]
コミュニケーション＆ビジネス・マナー

事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

12 文章での自己アピール／エントリーシート[Ⅲ]
文章による自己アピール／履歴書[Ⅰ]

事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

13 会話による自己アピール／履歴書[Ⅱ] 事前：なし
事後：なし 講義とフィールドワーク

14 会話による自己アピール／模擬面接[Ⅰ] 事前：なし
事後：なし 面接

15 会話による自己アピール／模擬面接[Ⅱ] 事前：なし
事後：なし 面接

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 就職指導（Career & Placement Sarvice） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
学生の社会的・職業的自立に向けての指導（キャリアガイダンス）を進める授業である。とくに就業に関する社会経済環境の理解と、就職活動における

心構えの情勢、基礎的知識および技術の付与をめざすものである。

授業目標：
テーマ：幅広い分野で活躍できる学生の就業力の育成を図ること。
到達目標：就職活動における心構えや基礎的知識（技術）を習得すること

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「入門進路指導・相談」仙﨑武他著 福村出版

参考文献：
佃直毅・渡辺三枝子著「大学生のための自己分析ノート」実務教育出版

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自己の生き方と関連づけながら、学習をすすめて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 職業指導はじまりと社会的要請 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

2 草創期の職業指導と影響をあたえた思想 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

3 職業選択の理解とその特徴 (Ⅰ) 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

4 職業選択の理解とその特徴 (Ⅱ) 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

5 個人理解と生徒理解の方法 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

6 職業適性検査のしくみと解釈 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

7 個人の多面的可能性と適性観 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

8 趣味検査、性格検査等、諸検査の活用 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

9 検査の効用と限界及び検査に対する構え 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

10 キャリア発達促進のための技法・・シミュレーション法 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

11 キャリア発達と関わり 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

12 キャリアカウンセリングとその源流としての職業指導 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

13 キャリアカウンセルングの技法 (Ⅰ) 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

14 キャリアカウンセルングの技法 (Ⅱ) 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

15 カウンセラーとしての倫理と倫理綱領 事前：授業時間内に指示
事後：授業時間内に指示 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 就職指導（Career & Placement Sarvice） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
職業指導とは、個人の職業行動への介入活動である。いいかえれば、個人と職業（広くは生き方）との関係の発達を意図的・計画的に促進することを援

助する活動であるその内容は、単に進路選択時点の援助活動にとどまるものではなく、「在り方」「生き方」の教育として、全学年を通じて継続的に実践さ
れるべきものとされている。また、今日では職業指導は単に学校教育段階にとどまらず、全ての人にとって生涯を通してキャリア発達の促進が人生課題と
なっている点について学習する。
授業目標：

職業指導の歴史的発展を遷りながら、職業選択理論とそのアプローチについて、理解するとともに、望ましい適性観について理解を深めることを目的と
している。また、進路指導の実践のために必要な進路学習教材の開発やキャリアカウンセリングのすすめ方について理解し活用できることを目的とする
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 就職指導（Career & Placement Sarvice） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
個人の社会的・職業的自立を促すための進路指導、キャリア教育、キャリアカウンセリング等に関して講義を中心に進めるが、それを通して学生諸君の

自己分析やキャリアデザインを促すために心理検査の実施等も行う。

授業目標：
就職指導は、個人が社会的役割や職業とキャリア（生き方）との関係を発展させることを援助する。本科目では、進路指導及びキャリア教育の実践に必

要な知識とその進め方に関する理解を深める。また、学生諸君の自己分析とキャリアデザインを促す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
使用しない。プリントを配布する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）と試験（70％）で総合的に評価を行う。

学生へのアドバイス：
指定された作業に積極的に取り組むこと。授業態度に留意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 就職指導の歴史的発展 事前：
事後：ノートの整理 講義

2 現代における職業指導の意義・目的と必要性 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

3 学校における進路指導の意義・目的 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

4 個人理解（自己分析を含む）の意義と必要性 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

5 進路情報の理解と活用、啓発的経験の指導 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

6 キャリアカウンセリングの意義と方法 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

7 追指導と進路指導の評価 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

8 アメリカにおけるキャリア・エデュケーション 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

9 わが国におけるキャリア教育の導入 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

10 キャリア教育の意義・目的 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

11 キャリア教育が必要とされる背景 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

12 最近の青少年のキャリア発達の特徴 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

13 産業界等からのキャリア教育の要請 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

14 キャリア教育の新しい方向と在り方 事前：前回のノートの確認
事後：ノートの整理 講義

15 全体のまとめ 事前：ノート・プリントの確認
事後：ノート全体の整理 講義
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教本：
毎回レジュメを配布する。

参考文献：
必要の都度、参考図書・資料を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
証券市場論は、金融経済学科の学生だけでなく、ビジネス学科、経営法学科の学生諸君も受講できることから、多くの学生が受講することを期待する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス
(現代人にとって不可欠な金融リテラシーと証券市場論Ⅰで学ぶ事柄を紹介する）

事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 金融取引の基本
(金融取引が誕生した歴史てき経緯、有価証券が果たした役割等を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

3 有価証券の歴史と概念整理
(有価証券が誕生した歴史的経緯、経済社会における有価証券の役割等を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

4 金融商品取引法
(わが国証券市場を語る際に不可欠な金融商品取引法の基本を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

5 金融商品取引法の関連法規
(金融商品取引法に隣接する金融商品販売法、会社法、投資信託法等の基本を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

6 公社債Ⅰ（世界の証券市場において大きな柱となっている公社債に関する基本を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

7 公社債Ⅱ（公社債の価格形成と利回りの関係を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

8 公社債Ⅲ（公社債の利回り計算について易しい事例を通じて習得する） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

9 公社債Ⅳ（前回に続いて、公社債の利回り計算について易しい事例を通じて習得する） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

10 国債Ⅰ（わが国国債市場についてその発展経過と流通市場の現況を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

11 国債Ⅱ（国債の保有構造を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

12 国債Ⅲ（財政問題と国債発行の関係、流通市場における諸課題等を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

13 地方債（われわれの暮らしに直結している地方債についてその基本と現況を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

14 社債（将来発展が期待される社債市場の現況を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

15 わが国公社債市場の将来性
(国際的な視点からわが国公社債市場を眺め、その将来性を考える）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚒-⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 証券市場論Ⅰ（Securities Markets Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
証券市場論Ⅰは、現代人が身に付けなければならない金融リテラシーの基本部分である公社債について易しく講義するとともに、利回り計算の方法を易

しく指導する。

授業目標：
⚑．証券市場で売買される有価証券の基礎的な知識を習得する。
⚒．時々の金融問題について、新聞記事等を材料に学生諸君と一緒に考え、証券取引に対する関心と理解を醸成する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回レジュメを配布する。

参考文献：
必要の都度、参考図書・資料を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
証券市場論Ⅱでは、多くの社会人が興味をもち、投資家として利益を追求している株式市場を中心に実践的な講義を行う。多くの学生が参加することを

期待する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 株式Ⅰ（資本主義経済の基盤である株式についての基本を学ぶ） 事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 株式Ⅱ（株式を上場する社会的な意味、企業経営者の責任等を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

3 株式市場Ⅰ
(上場された株式が売買される株式市場の仕組みについて東京株式市場を例に学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

4 株式市場Ⅱ（わが国株式市場の構造変化とその問題点等について学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

5 株式の信用取引
(上場株式の信用取引と一般投資家が留意しなければならない事柄について学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

6 株式先物（デリバティブ取引の一種である株式の先物取引について学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

7 株価
(株式市場で形成される株価がもつ意味、株価の動きを表す株価指標等について学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

8 理論株価Ⅰ
(株式市場で成立した株価を前提にしたマーケットアプローチによる理論株価について学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

9 理論株価Ⅱ（コストアプローチとインカムアプローチによる理論株価について学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

10 投資信託Ⅰ（株式や公社債を対象にした投資信託の基本スキームを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

11 投資信託Ⅱ（株式投信、公社債投信等の投資信託の現況と課題を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

12 投資ファンドⅠ（投資ファンドを組成する各種の法規制とファンドの関係を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

13 投資ファンドⅡ（事例を通じて投資ファンドの商品内容、諸課題を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

14 違法行為
(国民生活セインター等の相談事例を基に証券取引を巡る犯罪・不正事件の現状を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

15 市場規制（環境の変化に対応した新たな規制を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚒-⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 証券市場論Ⅱ（Securities Markets Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
証券市場論Ⅱでは、資本主義経済の中核である株式について掘り下げた講義を行った後、投資信託、証券化商品、投資ファンド等の基礎および証券取引

を巡る不正行為とその規制等を学ぶ。

授業目標：
⚑．現代人にとって不可欠な金融リテラシーの中で株式取引に係る基本知識を身に付ける。
⚒．時々の金融問題について、新聞記事等を材料に学生諸君と一緒に考え、株式市場の動きを考察する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 証券投資論Ⅰ（Principles of InvestmentsⅠ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 橋口 宏行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
証券投資論の基本概念である時間価値。リスクとリターンについて学びます。また、効率的市場仮説とリスク回避を前提に、平均・分散アプロ－チや相

関関係等の資本市場論を通じて効用と評価について学びます。

授業目標：
証券投資論の基本概念を学び、リスク分散を理解しながらポートフォリオ理論等の基礎を習得していきます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『よくわかる！ファイナンス入門』（慶應義塾大学出版会、￥1,800＋消費

税）。他に、レジュメを配布する。

参考文献：
『新・証券投資論Ⅰ』（日本経済新聞社、￥4,000＋消費税）

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
FP（ファイナンシャル・プランナー）資格、証券外務員資格、証券アナリスト資格の各資格試験に役立つ。また、かつて企業の採用担当として面接官を

していたので、就職活動に関する相談にも乗ります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、授業内容と進め方、暮らしと投資 事前：なし
事後：なし 講義

2 貨幣と証券、リスクとリターン 事前： なし
事後： 復習 講義

3 信用創造と市場リスク 事前： なし
事後： 復習 講義

4 金融危機と貨幣数量説 事前： なし
事後： 復習 講義

5 株式会社と負債契約・株式契約 事前： なし
事後： 復習 講義

6 時間価値と将来価値
現在価値と割引率

事前： なし
事後： 復習 講義

7 証券投資の収益率（リターン）とリスク 事前： なし
事後： 復習 講義

8 標準偏差、偏差値、ｔ検定 事前： なし
事後： 復習 講義

9 平均・分散アプローチ 事前： なし
事後： 復習 講義

10 相関係数とリスク分散効果 事前： なし
事後： 復習 講義

11 効率的フロンティア、分離定理 事前： なし
事後： 復習 講義

12 市場モデル、CAPM 事前： なし
事後： 復習 講義

13 投資家の選好と効用無差別曲線 事前： なし
事後： 復習 講義

14 証券投資の評価（シャープレシオ、 値、IR） 事前： なし
事後： 復習 講義・演習

15 講座の総括と理解度の確認 事前： なし
事後： なし 演習
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 証券投資論Ⅱ（Principles of InvestmentsⅡ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 橋口 宏行

履 修 条 件
前提科目 証券投資論Ⅰを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
株式や債券の価格が、キャシュフローの現在価値の合計であることを学びながら、アセットｓロケーションや国際分散投資について学びます。
また、リスクヘッジのための各種デリベバティブ取引を紹介し、日本の証券市場論を通じて投資環境について学びます。

授業目標：
証券投資とは「敗者のゲーム」であることから、ポートフォエオやデリバティブによるリスクヘッジを理解することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『よくわかる！ファイナンス入門』（慶應義塾大学出版会、￥1,800＋消費

税）。他に、レジュメを配布する。

参考文献：
『新・証券投資論Ⅰ』（日本経済新聞社、￥4,000＋消費税）

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
FP（ファイナンシャル・プランナー）資格、証券外務員資格、証券アナリスト資格の各資格試験に役立つ。また、かつて企業の採用担当として面接官を

していたので、就職活動に関する相談にも乗ります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、証券投資Ⅰのポイント復習 事前：なし
事後：復習 講義

⚒･⚓ 債券と株式の理論価格の計算 事前： なし
事後： 復習 講義

⚔･⚕ アセットアロケーション 事前： なし
事後： 復習 講義

⚖･⚗ リスクヘッジ：先物編 事前： なし
事後： 復習 講義

⚘･⚙ リスクヘッジ；オプション編 事前： なし
事後： 復習 講義

10･11 国際分散投資 事前： なし
事後： 復習 講義

12 パフォーマンス測定と評価 事前： なし
事後： 復習 講義

13･14 証券市場論と投資環境 事前： なし
事後： 復習 講義

15 講座の総括と理解度の確認 事前： なし
事後： なし 演習
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教本：
なし

参考文献：
「食文化入門」（東京堂出版）￥1,800（税別）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光を学ぶということは、地理と歴史が絶対的要素です。楽しく料理と酒を通して学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 何故「和食」が世界無形文化遺産に登録されたのか？ 事前：シラバスを読む
事後：ノートを読み返す 講義

2 食文化とその歴史 事前：前回のノートを読む
事後：ノートを読み返す 講義

3 世界の四大料理とは 事前：前回のノートを読む
事後：ノートを読み返す 講義

4 ヨーロッパの食文化 事前：欧州の地理・歴史
事後：ノートを読み返す 講義

5 中国の食文化 事前：中国の地理・歴史
事後：ノートを読み返す 講義

6 エスニック料理とハラール 事前：世界の歴史・地理
事後：ノートを読み返す 講義

7 日本の食文化Ⅰ 事前：日本の歴史・地理
事後：ノートを読み返す 講義

8 日本の食文化Ⅱ 事前：日本の歴史・地理
事後：ノートを読み返す 講義

9 食文化と酒 事前：世界史と世界地図
事後：ノートを読み返す 講義

10 日本酒の特徴 事前：日本史と地理
事後：ノートを読み返す 講義

11 世界の手食文化 事前：世界地理
事後：ノートを読み返す 講義

12 観光における食の重要性 事前：これまでを振り返る
事後：レポートを読み返す 講義

13 Ｂ級グルメが地方を救う 事前：これまでを振り返る
事後：ノートを読み返す 講義

14 21世紀の食文化 事前：これまでを振り返る
事後：ノートを読み返す 講義

15 まとめと後期提出の演題 事前：これまでを振り返る
事後：演題レポート記入 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 食文化と観光（Food Culture and Tourism） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本人の旅行動機の65％は旅行先で、その土地の美味しい料理を食べたい。であり、訪日外国人の60％以上が日本の料理を楽しみにしている。訪日外国

人が2015年に2000万人に迫ろうとしており、2020年には3200万人が目標となっている。世界の食文化を理解するとともに、世界遺産に登録された日本の食
文化の歴史や背景、地域による特徴などを学んでもらいたい。
授業目標：

地域振興の要素としてその地域の「食文化」や「Ｂ級グルメ」が重要な役割を果たしている。観光文化を学ぶ上で、食文化の果たす役割を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．書Ⅰ 光村図書出版

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
積極的に学ぶ姿勢・書写技術の向上をめざしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 書写では何を学ぶか。 文房四宝について 用具用材の扱い方 事前：なし
事後：なし 講義・演習

2 漢字の起源と書体の変遷 楷書基本用筆 ① 用筆の演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

3 漢字書道の歴史 楷書基本用筆 ② 用筆の演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

4 臨書について（意義と方法） 楷書 古典から学ぶ字形・筆法 九成宮禮泉銘臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

5 楷書 古典から学ぶ字形・筆法 顔氏家廟碑臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

6 楷書 古典から学ぶ字形・筆法 雁塔聖教序臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

7 臨書を基にした書写指導について 字形 筆法の演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

8 中学校書写の楷書指導 模擬授業演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

9 中学校書写の楷書指導 模擬授業演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

10 行書 基本用筆 演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

11 行書 古典から学ぶ 蘭亭序臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

12 行書 蘭亭序臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

13 日本の行書 風信帖 臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

14 日本の行書 風信帖 臨書 三筆 三蹟について 事前：なし
事後：なし 講義・演習

15 漢字書 楷書 行書のまとめ 事前：なし
事後：なし 講義・演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 書道Ⅰ（Calligraphy Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小川 美年子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
世界に於ける文字の起源を観察したのち、文字表現の実用的側面のみならず、芸術的書道的側面を実技に於いて学ぶ。

授業目標：
日本歴史の伝える書写書道教育が我が国の伝統文化に果たした役割を理解し、日常生活に必須である日本の文字や書を習得することによって、国語力の

基礎を養い、これを土台に美に対する想像力・表現力を培う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
書Ⅰ 光村図書出版

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
積極的に課題に取り組み技術の向上に努めること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 仮名文字の発生と変遷
仮名の筆使い演習

事前：なし
事後：なし 講義・演習

2 ひらがな いろは 演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

3 変体仮名
読み方 書き方の演習

事前：なし
事後：なし 講義・演習

4 変体仮名
読み方 書き方の演習

事前：なし
事後：なし 講義・演習

5 仮名古筆について 名前の由来 伝承筆者について
高野切れ 臨書

事前：なし
事後：なし 講義・演習

6 高野切れ臨書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

7 仮名の美の要素について
三色紙から学ぶ 散らし書き演習

事前：なし
事後：なし 講義・演習

8 仮名作品演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

9 漢字仮名交じりの書
漢字と仮名の調和

事前：なし
事後：なし 講義・演習

10 漢字仮名交じりの書
漢字と仮名の調和 表現方法の演習

事前：なし
事後：なし 講義・演習

11 中学校書初め指導について
指導方法と実践

事前：なし
事後：なし 講義・演習

12 中学校書初め指導について
指導方法と実践

事前：なし
事後：なし 講義・演習

13 硬筆演習⚑ 漢字楷書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

14 硬筆演習⚒ 漢字行書 事前：なし
事後：なし 講義・演習

15 硬筆演習⚓ 仮名 事前：なし
事後：なし 講義・演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 書道Ⅱ（Calligraphy Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小川 美年子

履 修 条 件
前提科目 書道Ⅰを履修

そ の 他 なし

授業概要：
書道Ⅰを履修した生徒を対象に漢字書道から仮名書道へと発展し日本の文字文化に理解を深め実用的側面のみならず芸術的側面を実技を通して学ぶ。

授業目標：
日本の歴史を伝える書写書道教育が我が国の伝統文化に果たした役割を理解し、日常生活に必須である日本の文字や書を習得することによって、国語力

の基礎を養い、これを土台にびに対する想像力・表現力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：
事後：講義の復習 講義

2 信託制度の沿革 事前：
事後：講義の復習 講義

3 信託の枠組み 事前：
事後：講義の復習 講義

4 信託の設定 事前：
事後：講義の復習 講義

5 信託財産の範囲 事前：
事後：講義の復習 講義

6 信託財産の独立性 事前：
事後：講義の復習 講義

7 受託者の役割 事前：
事後：講義の復習 講義

8 受託者の義務 事前：
事後：講義の復習 講義

9 受託者の責任 事前：
事後：講義の復習 講義

10 受益者の権利 事前：
事後：講義の復習 講義

11 信託の変更等 事前：
事後：講義の復習 講義

12 信託の終了・清算 事前：
事後：講義の復習 講義

13 信託の機能⚑ 事前：
事後：講義の復習 講義

14 信託の機能⚒ 事前：
事後：講義の復習 講義

15 総括 事前：
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 信託法Ⅰ（Law of Trust Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長岐 郁也

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ・Ⅱ、不動産法、契約法を履修していることが望ましい。

そ の 他

授業概要：
信託法は、イギリスにおいて生成され、アメリカにおいて展開された法理であるとも言われ、大陸法系に属する日本の法体系に馴染むものではないと指

摘されることもあった。その意味で、信託の基本的構造について重点的に解説するものとする。

授業目標：
信託の基本的構造の理解

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
道垣内弘人・信託法入門（日経文庫、2007年）
信託法が掲載されている六法

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
定期試験のみで評価する。

学生へのアドバイス：
民法、特に財産法に関する基礎的な理解が求められるので、事前に復讐をしておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：
事後：講義の復習 講義

2 資産承継・相続のための信託⚑ 事前：
事後：講義の復習 講義

3 資産承継・相続のための信託⚒ 事前：
事後：講義の復習 講義

4 資産形成・資産運用のための信託⚑ 事前：
事後：講義の復習 講義

5 資産形成・資産運用のための信託⚒ 事前：
事後：講義の復習 講義

6 公益信託 事前：
事後：講義の復習 講義

7 福祉のための信託⚑ 事前：
事後：講義の復習 講義

8 福祉のための信託⚒ 事前：
事後：講義の復習 講義

9 判例研究⚑ 事前：
事後：講義の復習 講義

10 判例研究⚒ 事前：
事後：講義の復習 講義

11 判例研究⚓ 事前：
事後：講義の復習 講義

12 判例研究⚔ 事前：
事後：講義の復習 講義

13 判例研究⚕ 事前：
事後：講義の復習 講義

14 判例研究⚖ 事前：
事後：講義の復習 講義

15 総括 事前：
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 信託法Ⅱ（Law of Trust Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長岐 郁也

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ・Ⅱ、不動産法、契約法、信託法Ⅰを履修していることが望ましい。

そ の 他

授業概要：
信託法Ⅰで学んだ信託の基本的事項について、実務としてどのように扱われているのかという視点から、講義を進める。また、講義の後半では、判例を

用いて実際の係争について外観する

授業目標：
信託が実務上、どのように取り扱われているのかを理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
道垣内弘人・信託法入門（日経文庫、2007年）
信託法が掲載されている六法

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
レポート（20％）、定期試験（80％）で評価する。

学生へのアドバイス：
民法、特に財産法に関する基礎的な理解が求められるので、事前に復讐をしておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
⚑．新訂 こころへのアプローチ」野々村新 編著 田研出版株式会社 ￥2,400

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（80％）と授業内容への参加状況等（20％）で総合的に評価を行う。

学生へのアドバイス：
教科書必携で受講すること。受講の態度・マナーに留意すること。事前学習と事後学習を必ず行うこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学の意義および講義内容の説明 事前：p.⚑～⚘を読む
事後：p.⚘～19を読む 講義

2 行動の意味と行動のメカニズム 事前：p.41～72を読む
事後：ノート整理を行う 講義

3 フラストレーションと葛藤 事前：p.66～69を読む
事後：ノート整理を行う 講義

4 適応機制 事前：p.69～72を読む
事後：ノート整理を行う 講義

5 不適応とそのタイプ 事前：p.238～248を読む
事後：ノート整理を行う 講義

6 適応回復の方法 カウンセリングー 事前：p.295～299を読む
事後：ノート整理を行う 講義

7 学習（行動変容）の意味とそのメカニズム ⑴ 事前：p.123～130を読む
事後：ノート整理を行う 講義

8 学習のメカニズム ⑵ 事前：p.130～137を読む
事後：ノート整理を行う 講義

9 学習の成立・促進の要因 ⑴ 事前：p.137～140を読む
事後：ノート整理を行う 講義

10 学習の成立・促進の要因 ⑵ 事前：p.141～145を読む
事後：ノート整理を行う 講義

11 学習の成立・促進の要因 ⑶ 事前：p.145～149を読む
事後：ノート整理を行う 講義

12 記憶のはたらきとメカニズム 事前：p.107～113を読む
事後：ノート整理を行う 講義

13 忘却とその原因 事前：p.114～118を読む
事後：ノート整理を行う 講義

14 記憶内容の変容とその原因 事前：p.118～121を読む
事後：ノート整理を行う 講義

15 全体のまとめ 事前：ノート全体の整理を行う
事後：ノート全体を確認する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学Ⅰ（Psychology I） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、心理学の基本となる「行動」についてそのメカニズムと、行動の変容を起こさせる「学習」の問題に焦点を当てて講義を行う。

授業目標：
現代の心理学は、理系の学問と言ってもいいくらいの学問である。学生諸君が、心理学がどのような学問であり、人の「心」をどのような方法で研究し、

どのような分野で応用されているかを理解するとともに、「心」とその顕在した「行動」について認識することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-08  Page 14 19/03/15 15:44

269

教本：
テキストは使用しない。随時資料を配布する。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、エクササイズを活用したグループ・ワークや小集団討議が教授方法である。そこで、欠席が総授業回数の1/3を超えると受講しても評価しない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 テーマ：自分ってどんな人 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

3 テーマ：認知モデル（パデスキィー＆ムーニー提案）を使い自己理解する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

4 テーマ：対自的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

5 テーマ：対他的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

6 テーマ：対集団的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

7 テーマ：対家族内コニュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

8 テーマ：対人支援の心理学について 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

9 テーマ：心理面接とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

10 テーマ：心理観察とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

11 テーマ：心理査定とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

12 テーマ：パーソナリティとは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

13 テーマ：パーソナリティとは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

14 テーマ：心理的障害とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

15 テーマ：心理学Ⅰで解説した内容の確認と振り返り 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学Ⅰ（Psychology Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日常生活で「心」について関心を持った時、科学としての心理学の知見が生活者としての人生を豊かにする。そこで自分を大事、他者を大事、社会を大

事にする人間力の育成に役立つ心理学を学ぶことにする。

授業目標：
⚑．人間の心を理解する心理学の基礎知識を各種エクササイズを通じて体験学習する。
⚒．心理学は、実証科学として他分野・多職種と連携して進化し続ける学際的学問であることを学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．新訂 こころへのアプローチ」野々村新 編著 田研出版株式会社 ￥2,400

参考文献：
適宜紹介する。プリントの配付も行う。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（80％）と授業内容への参加状況等（20％）で総合的に評価を行う。

学生へのアドバイス：
教科書必携で受講すること。事前学習と事後学習を必ず行うこと。受講の態度・マナーに留意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 環境の認知 感覚・知覚・認知 事前：p.87～91を読む
事後：ノート整理を行う 講義

2 知覚の成立条件 事前：p.91～100を読む
事後：ノート整理を行う 講義

3 知覚の諸相（錯角・恒常性など） 事前：p.100～107を読む
事後：ノート整理を行う 講義

4 社会的知覚 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理を行う 講義

5 対人認知 事前：p.187～190を読む
事後：ノート整理を行う 講義

6 パーソナリティの意味とその発達 事前：p.159～160を読む
事後：ノート整理を行う 講義

7 発達の規定要因 事前：p.160～162を読む
事後：ノート整理を行う 講義

8 発達段階と発達課題 事前：p.163～169を読む
事後：ノート整理を行う 講義

9 知能とその発達 事前：p.174～178を読む
事後：ノート整理を行う 講義

10 知能と適性 事前：前回のノートの確認
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

11 知能の診断 知能検査 事前：p.252～255を読む
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

12 性格の意味と性格理論 事前：p.180～183を読む
事後：ノート整理を行う 講義

13 性格形成の要因 事前：p.178～179を読む
事後：ノート整理を行う 講義

14 性格の診断 性格の検査 事前：p.255～262を読む
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

15 全体のまとめ 事前：ノート全体とプリントを確認する
事後：ノート全体の整理を行う 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学Ⅱ（Psychology Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 この科目は「心理学Ⅰ」を履修済みであることを条件とする。

そ の 他 なし

授業概要：
学生諸君の現在の適応に必要な問題、および将来の職業選択に必要な自己分析の基本に焦点を当てて講義を行う。

授業目標：
人間が環境（自然環境、社会的環境、人間的環境）に適応するための諸問題と、パーソナリティの内容とその発達に関する認識を深めることを目標とす

る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『論理療法トレーニング』ワレン／デジサッピ／ドライデン著、東京図書

参考文献：
授業の中で随時配布する。

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、系統的な講義と小集団討議が教授方法の柱である。そこで、欠席が総授業回数の1/3を超えると受講しても評価しない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 テーマ：認知行動療法の発展の歴史 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

3 テーマ：ELLIS. A. とREBTについて 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

4 テーマ：Ａ Ｂ Ｃ理論 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

5 テーマ：クライエントに問題を尋ねる 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

6 テーマ：目標問題の定義付け及び同意 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

7 テーマ：Ｃを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

8 テーマ：Ａを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

9 テーマ：メタ感情問題を確認し査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

10 テーマ：Ｂ Ｃの関連を教える 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

11 テーマ：ビリーフを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

12 テーマ：イラショナルビリーフとＣを関連付ける 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

13 テーマ：イラショナルビリーフを論駁する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

14 テーマ：ラショナルビリーフへの確信を深めるための用意をする 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

15 テーマ：新しい知識の実践、宿題、徹底操作過程を促す 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学Ⅱ（Psychology Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 心理学Ⅰを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
心理学Ⅰを履修している前提で講義する。日常生活で「心」について関心を持った時、科学としての心理学の知見が生活者としての人生を豊かにする。

そこで、認知行動療法の祖父と呼ばれるELLI. A. が、1955年に創始したREBT心理学を学ぶことにする。

授業目標：
⚑．心の健康が意味する心理学的知見について理解する。
⚒．対人援助理論及び技法として発展している認知行動療法について広く学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学の意義および講義内容の説明 事前：p.⚑～⚘を読む
事後：p.⚘～19を読む 講義

2 行動の意味と行動のメカニズム 事前：p.41～72を読む
事後：ノート整理を行う 講義

3 フラストレーションと葛藤 事前：p.66～69を読む
事後：ノート整理を行う 講義

4 適応機制 事前：p.69～72を読む
事後：ノート整理を行う 講義

5 不適応とそのタイプ 事前：p.238～248を読む
事後：ノート整理を行う 講義

6 適応回復の方法 カウンセリング 事前：p.295～299を読む
事後：ノート整理を行う 講義

7 学習（行動変容）の意味とそのメカニズム ⑴ 事前：p.123～130を読む
事後：ノート整理を行う 講義

8 学習のメカニズム ⑵ 事前：p.130～137を読む
事後：ノート整理を行う 講義

9 学習の成立・促進の要因 ⑴ 事前：p.137～140を読む
事後：ノート整理を行う 講義

10 学習の成立・促進の要因 ⑵ 事前：p.141～145を読む
事後：ノート整理を行う 講義

11 学習の成立・促進の要因 ⑶ 事前：p.145～149を読む
事後：ノート整理を行う 講義

12 記憶のはたらきとメカニズム 事前：p.107～113を読む
事後：ノート整理を行う 講義

13 忘却とその原因 事前：p.114～118を読む
事後：ノート整理を行う 講義

14 記憶内容の変容とその原因 事前：p.118～121を読む
事後：ノート整理を行う 講義

15 全体のまとめ 事前：ノート全体の整理を行う
事後：ノート全体を確認する 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学概論Ⅰ（Introduction to Psychology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、心理学の基本となる「行動」についてそのメカニズムと、行動の変容を起こさせる「学習」の問題に焦点を当てて講義を行う。

授業目標：
現代の心理学は、理系の学問と言ってもいいくらいの学問である。学生諸君が、心理学がどのような学問であり、人の「心」をどのような方法で研究し、

どのような分野で応用されているかを理解するとともに、「心」とその顕在した「行動」について認識することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
新訂 こころへのアプローチ」野々村新 編著 田研出版株式会社 ￥2,400

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（80％）と授業内容への参加状況等（20％）で総合的に評価を行う。

学生へのアドバイス：
教科書必携で受講すること。受講の態度・マナーに留意すること。事前学習と事後学習を必ず行うこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
テキストは使用しない。随時資料を配布する。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、エクササイズを活用したグループ・ワークや小集団討議が教授方法である。そこで、欠席が総授業回数の1/3を超えると受講しても評価しない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 テーマ：自分ってどんな人 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

3 テーマ：認知モデル（パデスキィー＆ムーニー提案）を使い自己理解する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

4 テーマ：対自的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

5 テーマ：対他的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

6 テーマ：対集団的コミュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

7 テーマ：対家族内コニュニケーション 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

8 テーマ：対人支援の心理学について 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

9 テーマ：心理面接とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

10 テーマ：心理観察とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

11 テーマ：心理査定とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

12 テーマ：パーソナリティとは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

13 テーマ：パーソナリティとは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

14 テーマ：心理的障害とは何か 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

15 テーマ：心理学Ⅰで解説した内容の確認と振り返り 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学概論Ⅰ（Psychology Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日常生活で「心」について関心を持った時、科学としての心理学の知見が生活者としての人生を豊かにする。そこで自分を大事、他者を大事、社会を大

事にする人間力の育成に役立つ心理学を学ぶことにする。

授業目標：
⚑．人間の心を理解する心理学の基礎知識を各種エクササイズを通じて体験学習する。
⚒．心理学は、実証科学として他分野・多職種と連携して進化し続ける学際的学問であることを学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 環境の認知 感覚・知覚・認知 事前：p.87～91を読む
事後：ノート整理を行う 講義

2 知覚の成立条件 事前：p.91～100を読む
事後：ノート整理を行う 講義

3 知覚の諸相（錯角・恒常性など） 事前：p.100～107を読む
事後：ノート整理を行う 講義

4 社会的知覚 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理を行う 講義

5 対人認知 事前：p.187～190を読む
事後：ノート整理を行う 講義

6 パーソナリティの意味とその発達 事前：p.159～160を読む
事後：ノート整理を行う 講義

7 発達の規定要因 事前：p.160～162を読む
事後：ノート整理を行う 講義

8 発達段階と発達課題 事前：p.163～169を読む
事後：ノート整理を行う 講義

9 知能とその発達 事前：p.174～178を読む
事後：ノート整理を行う 講義

10 知能と適性 事前：前回のノートの確認
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

11 知能の診断 知能検査 事前：p.252～255を読む
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

12 性格の意味と性格理論 事前：p.180～183を読む
事後：ノート整理を行う 講義

13 性格形成の要因 事前：p.178～179を読む
事後：ノート整理を行う 講義

14 性格の診断 性格の検査 事前：p.255～262を読む
事後：ノート･プリントの整理を行う 講義

15 全体のまとめ 事前：ノート全体とプリントを確認する
事後：ノート全体の整理を行う 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学概論Ⅱ（Introduction to Psychology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目 この科目は「心理学概論Ⅰ」を履修済みであることを条件とする。

そ の 他 なし

授業概要：
学生諸君の現在の適応に必要な問題、および将来の職業選択に必要な自己分析の基本に焦点を当てて講義を行う。

授業目標：
人間が環境（自然環境、社会的環境、人間的環境）に適応するための諸問題と、パーソナリティの内容とその発達に関する認識を深めることを目標とす

る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
⚑．新訂 こころへのアプローチ」野々村新 編著 田研出版株式会社 ￥2,400

参考文献：
適宜紹介する。プリントの配布も行う。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（80％）と授業内容への参加状況等（20％）で総合的に評価を行う。

学生へのアドバイス：
教科書必携で受講すること。事前学習と事後学習を必ず行うこと。受講の態度・マナーに留意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
『論理療法トレーニング』ワレン／デジサッピ／ドライデン著、東京図書

参考文献：
授業の中で随時配布する。

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（100％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、系統的な講義と小集団討議が教授方法の柱である。そこで、欠席が総授業回数の1/3を超えると受講しても評価しない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 テーマ：認知行動療法の発展の歴史 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

3 テーマ：ELLIS. A. とREBTについて 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

4 テーマ：Ａ Ｂ Ｃ理論 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

5 テーマ：クライエントに問題を尋ねる 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

6 テーマ：目標問題の定義付け及び同意 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

7 テーマ：Ｃを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

8 テーマ：Ａを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

9 テーマ：メタ感情問題を確認し査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

10 テーマ：Ｂ Ｃの関連を教える 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

11 テーマ：ビリーフを査定する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

12 テーマ：イラショナルビリーフとＣを関連付ける 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

13 テーマ：イラショナルビリーフを論駁する 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

14 テーマ：ラショナルビリーフへの確信を深めるための用意をする 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

15 テーマ：新しい知識の実践、宿題、徹底操作過程を促す 事前：配付資料の確認
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学概論Ⅱ（Introduction to Psychology Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 心理学Ⅰを履修していることが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
心理学Ⅰを履修している前提で講義する。日常生活で「心」について関心を持った時、科学としての心理学の知見が生活者としての人生を豊かにする。

そこで、認知行動療法の祖父と呼ばれるELLI. A. が、1955年に創始したREBT心理学を学ぶことにする。

授業目標：
⚑．心の健康が意味する心理学的知見について理解する。
⚒．対人援助理論及び技法として発展している認知行動療法について広く学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 言語的コミュニケーションの成立過程 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 コミュニケーションの促進要因と抑制要因 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 第⚑章 しぐさに秘められた意味を知る① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

5 第⚑章 しぐさに秘められた意味を知る② 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

6 レポート発表 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

7 第⚒章 大脳辺縁系の遺産で生きる① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

8 第⚒章 大脳辺縁系の遺産で生きる② 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

9 レポート発表 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

10 第⚓章 ボディ・ランゲージへの第一歩を踏み出す① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

11 第⚓章 ボディ・ランゲージへの第一歩を踏み出す② 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

12 レポート発表 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

13 第⚔章 胴体の語るヒント 腰、腹、胸、肩のメッセージ① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

14 第⚔章 胴体の語るヒント 腰、腹、胸、肩のメッセージ③ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

15 レポート発表 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学講読（Reading on the Psychological Works） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業は心理学を楽しく学び、かつ生活上でも役に立てることができることを目指します。我々が日常生活を送る際に重要なことは、コミュニケーショ

ンを上手にとることです。本授業ではコミュニケーションの中でも特に、非言語的コミュニケーション（ボディランゲージ）について記された書籍を通じ、
心理学を学びます。授業形態は音読と討議、レポート作成となります。
授業目標：

①コミュニケーションの成立過程を理解するとともに、②非言語的コミュニケーションの成立過程も理解する。さらに③⚒つの形式の異なるコミュニケ
ーションの差異が理解できるまでを到達目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
FBI捜査官が教える「しぐさ」の心理学、ジョー・ナヴァロ、マーヴィン・

カーリンズ（西田美緒子訳）、河出書房新社、￥2,000

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回上記のテーマに即し担当者を決め、教科書を音読するとともに、レポートの作成と発表する形式で授業を行うので、欠席回数が全体の1/3を超える場

合には評価を行わない。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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教本：
『心理学 実験・研究レポートの書き方 学生のための初歩から卒論まで』
B. フィンドレイ(著)、細江・細越(訳)北大路書房

参考文献：
『認定心理士資格準拠 実験・実習で学ぶ心理学の基礎』
日本心理学会認定心理士資格認定委員会(編) 金子書房

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
本科目は選択科目であるが、実験演習の基礎をなす科目である。⚓年次以降に「心理学実験演習」「社会心理学実験演習」を受講する予定の学生は必ず履

修すること。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 データによる人間理解の意義 事前：テキストの精読
事後：実験マニュアルの精読 演習

2 社会心理学実験（単純接触効果によるステレオタイプの形成）
実験の実施とデータの集計、実験目的・内容の説明

事前：先行研究の確認
事後：データの見直し 演習

3 社会心理学実験（単純接触効果によるステレオタイプの形成）
データの分析（記述統計量の算出と検定）

事前：心理統計法の復習
事後：分析結果の整理 演習

4 社会心理学実験（単純接触効果によるステレオタイプの形成）
レポート（目的・方法）の書き方の説明

事前：テキストの精読
事後：レポートの作成 演習

5 社会心理学実験（単純接触効果によるステレオタイプの形成）
レポート（結果・考察）の書き方の説明

事前：テキストの精読
事後：レポートの作成 演習

6 感覚知覚実験（ミューラーリヤー錯視）
実験概要の説明

事前：実験マニュアルの精読
事後：先行研究の確認 演習

7 感覚知覚実験（ミューラーリヤー錯視）
実験装置の作成

事前：実験方法の確認
事後：実験装置の点検 演習

8 感覚知覚実験（ミューラーリヤー錯視）
実験の実施、データ集計

事前：実験方法の確認
事後：データの見直し 演習

9 感覚知覚実験（ミューラーリヤー錯視）
データの分析（記述統計量の算出と検定）

事前：分析手法の予習
事後：分析結果の整理 演習

10 感覚知覚実験（ミューラーリヤー錯視）
レポートの書き方の説明

事前：実験概要の確認
事後：レポートの作成 演習

11 質問紙調査（社会的態度尺度）
尺度の説明、調査テーマの選定

事前：調査マニュアルの精読
事後：テーマの先行研究確認 演習

12 質問紙調査（社会的態度尺度）
意見項目の選定、尺度の作成

事前：意見項目案の検討
事後：意見項目と尺度の確認 演習

13 質問紙調査（社会的態度尺度）
質問紙の作成

事前：質問紙作成案の検討
事後：データの収集 演習

14 質問紙調査（社会的態度尺度）
データの分析（項目分析と態度得点の算出など）

事前：分析手法の予習
事後：分析結果の整理 演習

15 質問紙調査（社会的態度尺度）
レポートの書き方の説明

事前：調査概要の確認
事後：レポートの作成 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 時 間 数 授業形態 演習

授業科目(英文) 心理学実験（Experimental Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野村 康治

履 修 条 件
前提科目 心理統計法を履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
データによる人間理解の方法を学ぶ。心理学の実験や調査を実施し、その方法論や分析手法を習得するとともに、実験・調査内容を適切に報告するため

のレポートの書き方を学ぶ。

授業目標：
①心理学の実験や調査を適切に実施できる。②実験・調査の結果を正確に分析できる。③実験・調査の目的を把握し、結果から論理的な考察が導き出せ

る。④実験・調査の目的・方法・結果・考察を書式や形式に則ってレポートにまとめられる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-08  Page 23 19/03/15 15:44

278

教本：
『心理学』、子安増生編著、勁草書房

参考文献：
授業の中で随時配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テストとレポート（40％）、定期試験（60％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、科学としての心理学を含め日々進化している実践心理学について論じる。そこで、生活者である自分のエピソード体験と関連させた知識の理

解を勧める。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 心理学の歴史・原理・研究法 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 学習の仕組み 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 認知とは何か 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 感覚・知覚の仕組み 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 発達心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 教育心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 社会心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 パーソナリティ 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 感情 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 臨床心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12 障害心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 心理職への道 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 心理学を創った人物群像 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 心理学の基礎Ａで解説した内容の確認と振り返り 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学の基礎Ⅰ（Introduction to Psychology Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
生物 心理 社会モデルはEngel. G. L. が1970年代に提唱した。現代心理学は、医療・教育・福祉・産業と組織・司法と矯正などの⚕大領域を中心に進化

した。見えない心をどのように研究し、そこで蓄積された知見をどのように生活者の支援に応用するかを柱に、実証科学である心理学を解説する。

授業目標：
⚑．心理学とは何か、心理学の目的、心のモデル、研究方法について理解する。
⚒．心理学の基礎知識及び実践分野に加え多職種連携の意義を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『心理学』、子安増生編著、勁草書房

参考文献：
授業の中で随時配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テストとレポート（40％）、定期試験（60％）等により総合評価する。

学生へのアドバイス：
本授業は、系統的な講義と小集団討議が教授方法の柱である。そこで、欠席が総授業回数の1/3を超えると受講しても評価しない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ポジティブ心理学とは何か 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 皮膚の下の物語である神経・生理について 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 心理現象の測定 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 産業・組織心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 健康心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 福祉心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 犯罪・非行心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 司法心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 カウンセリング心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 災害心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 ストレスの心理学の基礎 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12 最近の心理学研究動向 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 世界の心理学 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 心理学の資格について 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 心理学の基礎Ｂで解説した内容の確認と振り返り 事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 心理学の基礎Ⅱ（Introduction to Psychology Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 心理学基礎Ａを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
心理学の基礎Ａを履修している前提で講義する。心理学の知見は、生活者としての人生を確実に豊かにしていると言えるだろう。そこで基礎心理学から

実践心理学への発展の経緯を概観し学ぶことにする。

授業目標：
⚑．実践心理学の動向について知見を得る。
⚒．21世紀の心理学の潮流であるポジティブ心理学を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤公雄・牟田和恵編『ジェンダーで学ぶ社会学【全訂新版】』、
世界思想社、￥1,800＋税

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
＜聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する＞力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：『闇の左手』 講義

2 動物としての人間の特徴 事前：
事後：配布資料 講義

3 ｢生物学的性差、社会的性差」の区別 事前：
事後：配布資料 講義

4 性別分業（相互補完から一方的な依存へ） 事前：
事後：配布資料 講義

5 ｢男らしさ」、「女らしさ」の多様性と変遷 事前：
事後：配布資料 講義

6 病理化された性と偏見 事前：
事後：配布資料 講義

7 近代化と「近代家族」像 事前：
事後：配布資料 講義

8 性差別 事前：
事後：配布資料 講義

9 課題レポートの説明、事例紹介 事前：
事後：課題 講義

10 教育、スポーツ 事前：
事後：配布資料 講義

11 組織や職場の問題Ⅰ 事前：
事後：配布資料 講義

12 組織や職場の問題Ⅱ 事前：
事後：配布資料 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料、ノート復習
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ジェンダー研究（Gender Studies） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 性愛を含む性的な事柄についても扱います。

授業概要：
性差についての考え方を学び、「男」／「女」であることの経験を捉え直していきます。①毎回授業の最後15分を使ってリアクションペーパー（授業を受

けて考えたこと）を書いてもらいます。②課題レポートでは、授業で学んだことをもとに、日常生活について調べてまとめてもらいます。発表、質疑応答
の機会も設けています。③定期試験は持込み不可です。
授業目標：
⚑．人類史から身体的（生物学的）性差と社会的性差について理解する。
⚒．性差とその関係や経験につて捉え直すために視点を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤公雄・牟田和恵編『ジェンダーで学ぶ社会学【全訂新版】』、
世界思想社、￥1,800＋税

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
＜聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する＞力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：『闇の左手』 講義

2 動物としての人間の特徴 事前：
事後：配布資料 講義

3 ｢生物学的性差、社会的性差」の区別 事前：
事後：配布資料 講義

4 性別分業（相互補完から一方的な依存へ） 事前：
事後：配布資料 講義

5 ｢男らしさ」、「女らしさ」の多様性と変遷 事前：
事後：配布資料 講義

6 病理化された性と偏見 事前：
事後：配布資料 講義

7 近代化と「近代家族」像 事前：
事後：配布資料 講義

8 性差別 事前：
事後：配布資料 講義

9 課題レポートの説明、事例紹介 事前：
事後：課題 講義

10 教育、スポーツ 事前：
事後：配布資料 講義

11 組織や職場の問題Ⅰ 事前：
事後：配布資料 講義

12 組織や職場の問題Ⅱ 事前：
事後：配布資料 講義

13 レポート作業 事前：
事後：レポート作成

講義
(グループワーク)

14 レポート発表、質疑応答、提出 事前：レポート作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

15 まとめ 事前：配付資料、ノート復習
事後：試験準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ジェンダー論（Gender Studies） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 性愛を含む性的な事柄についても扱います。

授業概要：
性差についての考え方を学び、「男」／「女」であることの経験を捉え直していきます。①毎回授業の最後15分を使ってリアクションペーパー（授業を受

けて考えたこと）を書いてもらいます。②課題レポートでは、授業で学んだことをもとに、日常生活について調べてまとめてもらいます。発表、質疑応答
の機会も設けています。③定期試験は持込み不可です。
授業目標：
⚑．人類史から身体的（生物学的）性差と社会的性差について理解する。
⚒．性差とその関係や経験につて捉え直すために視点を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
真剣に英検合格を目指す学生諸君の履修登録を求めます。英検⚓級を取得していることあるいは同程度の能力のあることが望ましい。毎回出席するよう

努めよう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 講義

2 筆記（語法・文法問題） 事前：―
事後：復習 講義

3 筆記（語法・文法問題） 事前：―
事後：復習 講義

4 筆記（会話問題） 事前：―
事後：復習 講義

5 筆記（語順整序問題） 事前：―
事後：復習 講義

6 筆記（長文穴埋め問題） 事前：―
事後：復習 講義

7 筆記（長文穴埋め問題） 事前：―
事後：復習 講義

8 筆記（長文読解問題） 事前：―
事後：復習 講義

9 筆記（長文読解問題） 事前：―
事後：復習 講義

10 リスニング（対話の応答問題） 事前：―
事後：復習 講義

11 リスニング（対話の内容一致問題） 事前：―
事後：復習 講義

12 リスニング（英文内容一致問題） 事前：―
事後：復習 講義

13 スピーキング（面接） 事前：―
事後：復習 講義

14 模擬試験（過去問題） 事前：―
事後：復習 講義

15 模擬試験（過去問題）、まとめ 事前：―
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 実用英語Ⅰ（Practical English Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
実用英語技能検定（通称・英検）準⚒級合格を目指し、実用英語能力を身に付けるための授業を行う。英検は、「聞く」「話す」「読む」「書く」の四つの

技能を、筆記･リスニング･スピーキング（面接）のテストで測定する。準⚒級の試験は一次試験（筆記試験とリスニング）と二次試験（英語での面接）か
ら成る。授業では、一次試験対策として、出題傾向の分析に基づいて、よく出される単語・熟語・構文・会話表現を学習する。また、二次試験攻略のため
の練習もする。
授業目標：

実社会で役立つ実用英語能力の測定資格試験として定着している実用英語技能検定（通称・英検）の準⚒級に合格すること、あるいは同程度の実用英語
能力を身に付けること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
真剣に英検合格を目指す学生諸君の履修登録を求めます。英検準⚒級を取得していることあるいは同程度の能力のあることが望ましい。毎回出席するよ

う努めよう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入授業：授業の進め方と授業概要の説明 事前：―
事後：復習 講義

2 筆記（短文の語句空所補充） 事前：―
事後：復習 講義

3 筆記（短文の語句空所補充） 事前：―
事後：復習 講義

4 筆記（短文中の語句整序） 事前：―
事後：復習 講義

5 筆記（短文中の語句整序） 事前：―
事後：復習 講義

6 筆記（長文の語句空所補充） 事前：―
事後：復習 講義

7 筆記（長文の語句空所補充） 事前：―
事後：復習 講義

8 筆記（長文の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

9 筆記（長文の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

10 リスニング（会話の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

11 リスニング（会話の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

12 リスニング（文の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

13 リスニング（文の内容一致選択） 事前：―
事後：復習 講義

14 まとめ
スピーキング（面接）

事前：―
事後：復習 講義

15 模擬試験（過去問題） 事前：―
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 実用英語Ⅱ（Practical English Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
実用英語技能検定（通称・英検）⚒級合格を目指し、実用英語能力を身に着けるための授業を行う。英検は、「聞く」「話す」「読む」「書く」の四つの技

能を、筆記・リスニング・スピーキング（面接）のテストで測定する。⚒級の試験は一次試験（筆記試験とリスニング）と二次試験（英語での面接）から
成る。授業では、一次試験対策として、出題傾向の分析に基づいて、よく出される単語・熟語・構文・会話表現を学習する。また、二次試験攻略のための
練習もする。
授業目標：

実社会で役立つ実用英語能力の測定資格試験として定着している実用英語技能検定（通称・英検）の⚒級に合格すること、あるいは同程度の実用英語能
力を身に付けること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『書く中国語』遠藤光暁・董燕著 朝日出版社

＊授業時にプリント教材も配布

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業中に練習問題を解いて解答解説を行うため､毎回の定時出席を求めます。また、中国語検定⚔級や⚓級の資格を持っていれば、留学の際に必要な語学

力だけでなく、就職活動にも大変有利になります。ぜひ合格を目指して計画的に学習しましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ・レベル判定ミニテスト 事前：シラバスを確認
事後：初級内容復習 講義

2 各自目標設定・⚖月受検エントリー・発音編 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

3 第⚑課 一語文・一句文 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

4 第⚒課 基本構文と主題化 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

5 第⚓課 時間（時点と時間量） 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

6 第⚔課 場所と存在・移動 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

7 復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

8 第⚕課 疑問・否定 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

9 第⚖課 願望・必要 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

10 第⚗課 命令・依頼・可能 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

11 第⚘課 推定・伝聞 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

12 復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

13 第⚙課 数量表現 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

14 第10課 修飾語 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

15 総復習 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 実用中国語Ⅰ（Practical Chinese Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 初級の中国語コミュニケーションⅠを履修済であること。

そ の 他 なし

授業概要：
中国語検定（中検）準⚔級・⚔級・⚓級は、年三回（⚖月・11月・⚓月実施）受験のチャンスがあり、授業では､各自の習得レベルに応じて受験目標級を

設定し､最近の出題傾向に基づいた練習問題を解き､実際の出題形式に慣れるよう、きめ細かく指導する。限られた時間で最大効果を上げるよう、積極的に
授業に参加し、全員で目標を達成するように頑張りましょう。
授業目標：

日本中国語検定主催の中国語検定試験準⚔級、⚔級、⚓級を合格することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『書く中国語』遠藤光暁・董燕著 朝日出版社

＊授業時にプリント教材も配布

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業中に練習問題を解いて解答解説を行うため､毎回の定時出席を求めます。また、中国語検定⚔級や⚓級の資格を持っていれば、留学の際に必要な語学

力だけでなく、就職活動にも大変有利になります。ぜひ合格を目指して計画的に学習しましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ・各自目標設定・11月受検エントリー 事前：シラバスを確認
事後：初級内容復習 講義

2 第11課 形容詞の程度と動詞の様態 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

3 第12課 比較・類似 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

4 第13課 時制とアスペクト 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

5 第14課 結果・方向・可能 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

6 復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

7 第15課 二重目的語と対象を表す前置詞 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

8 第16課 使役・受け身・“把”構文 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

9 第17課 仮定・条件 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

10 第18課 順序・全称 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

11 復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

12 第19課 原因・目的・逆接 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

13 第20課 並列・累加 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

14 総復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

15 総復習・検定過去問にチャレンジ 事前：復習・予習
事後：復習、練習問題 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 実用中国語Ⅱ（Practical Chinese Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 初級の中国語コミュニケーションⅠを履修済であること。

そ の 他 なし

授業概要：
中国語検定（中検）準⚔級・⚔級・⚓級は、年三回（⚖月・11月・⚓月実施)受験のチャンスがあり、授業では､各自の習得レベルに応じて受験目標級を設

定し､最近の出題傾向に基づいた練習問題を解き､実際の出題形式に慣れるよう、きめ細かく指導する。限られた時間で最大効果を上げるよう、積極的に授
業に参加し、全員で目標を達成するように頑張りましょう。
授業目標：

日本中国語検定主催の中国語検定試験準⚔級、⚔級、⚓級を合格することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
『アプローチ児童文学』翰林書房

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート等（70％）、で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業に参加し、レポート課題の提出をしっかりすることです。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 児童文学とは何か（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 児童文学の歴史を振り返る 事前：なし
事後：資料を読む 講義

3 「広介童話」の世界に親しむ 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

4 佐野洋子の童話を読む 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

5 あまんきみこの童話を読む ① 事前：作品を読む
事後：なし 演習＋講義

6 あまんきみこの童話を読む ② 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

7 今西祐行の童話を読む ① 事前：作品を読む
事後：なし 演習＋講義

8 今西祐行きの童話を読む ② 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

9 宮澤賢治童話の世界 ① 事前：作品を読む
事後：資料を読む 講義

10 宮沢賢治童話の世界 ② 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

11 斉藤隆介の童話を読む 事前：作品を読む
事後：なし 演習＋講義

12 新美南吉の童話を読む 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

13 椋鳩十の童話を読む 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

14 安房直子の童話を読む 事前：作品を読む
事後：作品論を書く 演習＋講義

15 児童文学の魅力（まとめ） 事前：なし
事後：レポート提出 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 児童文学研究（Children’s Literature Research） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 牛山 恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴ 児童文学の作品講読による演習を中心に講義を進める。
⑵ 浜田広介、佐野洋子、新美南吉、あまんきみこ、斉藤隆介、今西祐行、椋鳩十、安房直子、宮沢賢治等の国語教科書に掲載された作品を取り上げる。

授業目標：
⑴ 明治24年の巌谷小波「こがね丸」を近代児童文学の始まりとし、現在のファンタジー童話に至る日本児童文学史をたどる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。適宜、参考資料を配布。

参考文献：
・清水由紀/林創編著 他者と関わる心の発達心理学 金子書房 ￥2,700
・柏木恵子著 子どもも育つ大人も育つ発達の心理学 萌文書林 ￥2,000
・岡本依子/菅野幸恵/塚田 城みちる著

エピソードで学ぶ乳幼児の発達心理学 新曜社 ￥1,900
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。
学生へのアドバイス：

授業では、一方的な講義ではなく、学生に考えてもらう時間も用意します。また、単元によっては前もって発表者を決めておき、プレゼンテーションを
行ってもらうこともあります。中村から質問したり、学生からの意見を受けたりなど活気のある授業にしたいと思います。受け身な態度ではなく、自身の
考えを表現できるように心がけてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。水曜日の昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 情操が発達するとは？ 事前：なし
事後：なし 講義

2 様々な発達理論と発達段階 マズローの欲求⚕段階説他 事前：なし
事後：なし 講義

3 赤ちゃんの情緒の発達と情操の発達 ブリッジス情緒発達 事前：なし
事後：なし 講義

4 愛着形成と情操の発達 ⑴情緒応答性、情動調律 事前：なし
事後：なし 講義

5 〃 ⑵愛着の発達段階 事前：なし
事後：なし 講義

6 社会性の発達と情操の発達 ⑴遊びの発達 事前：なし
事後：なし 講義

7 〃 ⑵自己主張と自己抑制の発達 事前：なし
事後：なし 講義

8 他者理解と情操の発達 ⑴赤ちゃんの人への感受性 事前：なし
事後：なし 講義

9 〃 ⑵心の理論 事前：なし
事後：なし 講義

10 道徳性の発達と情操の発達 ⑴道徳性発達の⚓側面 事前：なし
事後：なし 講義

11 〃 ⑵コールバーグの道徳性発達段階 事前：なし
事後：なし 講義

12 〃 ⑶幼児期から児童期の道徳性の発達 事前：なし
事後：なし 講義

13 〃 ⑶作為と不作為の道徳性判断 事前：なし
事後：なし 講義

14 自己形成と情操の発達 ⑴表層的自己から内面的自己へ 事前：なし
事後：なし 講義

15 〃 ⑵理想自己とアイデンティティ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情操の発達（Development of Sentiment） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 淳子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
情操は、英語でセンチメント（sentiment）ですが、これは感情、心情、情緒、情操を含む言葉です。日本では「情操教育」という言葉がよく使われ、知

育や音楽、絵画といった教養に関わるものとして捉えられる傾向もみられます。しかし、本講座では、広義の感情のうち、人が特定の対象に関して持続的
に抱く複雑な感情的傾向を情操と定義し、自己や他者に対する尊厳や愛情、事物や観念における真善美を培う発達の過程を学んでいきます。
授業目標：

⚑．人の発達を主に“情操の発達”の視点から捉えて理解していく。⚒．乳児から高齢者に至る発達において感情や情操が自己理解と他者理解と深くか
かわることを学ぶ。⚓．より善く、正しく、美しく生きるための人間発達（成長）について洞察する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンス時に説明する（担当教員ごと）。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業に対する姿勢（25％）、タイピングテスト（20％）、提出課題（40％）、試験（定期試験または小テスト等）（15％）等で総合評価する。

＊自分のノートPCの管理と大学のメールシステムの利用ができて、さらにタイピングテストで最低ラインを超えることが単位認定の前提条件となる。
学生へのアドバイス：

毎回の授業で評価につながる得点がついていくので、欠席をしないこと。授業時の指示を確実に受け止めて作業を行うようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：課題作業 講義

2 情報処理とコンピュータ、情報社会とコンピュータリテラシー 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

3 パーソナルコンピュータのハードウェア、Windowsの基本設定と利用 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

4 ファイルとフォルダの管理、タッチタイピング 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

5 インターネットの仕組みとサービス 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

6 インターネットを使った情報の検索と収集 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

7 電子メールの基本 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

8 電子メールの活用と電子メールのマナー 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

9 ワープロソフトの基本操作と文書の作成・編集 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

10 ワープロソフトによる文書処理 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

11 表計算ソフトの基本 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

12 表計算ソフトの応用 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

13 セキュリティ対策。ウイルス対策 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

14 知的財産権、諸作権、情報モラル、個人情報の取り扱い 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

15 まとめ 事前：総復習
事後：総復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報基礎（Basic Course of Information Technologies） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫・岸 康人・金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。同時に並行して履修できない授業があるので注意すること。

授業概要：
授業内容のほとんどが高校までで学習してきた情報処理と重なるが、各自のノートパソコンの基本的な利用法を確認し、教室のネットワークに接続して

作業を行う。講義の「解説」とノートパソコンを利用した「課題作業」を交互に交えて授業を進める。

授業目標：
パーソナルコンピュータとネットワークの基本的な活用を学習し、大学生活においてレポート作成や情報収集を行うのに支障がない程度の情報リテラシ

ーの技術を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回のガイダンスで指示する。

参考文献：
講義内で随時指示する。

成績評価の方法、評価基準：
ほぼ毎回出題する課題の提出（60％）、小テスト（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
概念を理解した上で、実際に多くの検索を実行することで学習効果が上がる。不明な点、検索できない等は随時質問すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、情報と検索技術 事前：シラバスを読む
事後：資料を復習 講義

2 コンピュータ以前の情報検索、歴史と変遷 事前：図書館で本を探す
事後：資料の復習 講義

3 情報の種類とメタデータ 事前：データの種類を考える
事後：資料の復習 講義

4 検索の概念とクエリ 事前：資料の予習
事後：資料の復習 講義

5 メタデータの検索 事前：文献情報を閲覧
事後：資料の復習 講義

6 文献データの記録とレポート・論文等での利用 事前：OPACで文献検索
事後：課題 講義

7 文献検索の実践 事前：学術論文の検索
事後：課題 演習

8 統計データの検索 事前：統計データについて検索
事後：検索の振り返り 講義・演習

9 全文検索とインデックス、その仕組み 事前：特定の語を文献から検索
事後：資料の復習 講義

10 Webページの検索、ハイパーリンク 事前：検索スコアについて調べる
事後：資料の復習 講義

11 Web検索の実践 事前：調べたいことをまとめる
事後：検索結果をまとめる 演習

12 検索エンジン個別の特徴 事前：複数の検索エンジン利用
事後：資料の復習 講義

13 文献情報の標準フォーマット 事前：論文検索
事後：課題 講義

14 発表とディスカッション 事前：発表準備
事後：発表の振り返り 演習

15 まとめ 事前：不明な点をまとめる
事後：資料の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報検索論（Theories of the Information Retrieval） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
様々な種類のデータから目的とする情報を検索する技術について、実践を交えながら学習する。

授業目標：
コンピュータの発展とともに蓄積されるデータの量は膨大化している。これに伴って検索技術も発展を遂げているが、多種多様なデータから必要な情報

をどのように検索すればよいか、という疑問を解決するためには、それぞれの検索についての特徴を知り、使用方法について熟達しておく必要がある。本
講義の目標は、検索方法とその仕組みについて理解し、必要な情報を検索によってみつけ出し、適切な方法で記録することができるようになることである。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。必要に応じて資料を配布する。

参考文献：
講義の中で適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、課題・レポート等（70％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で、参考文献や資料を指示・配布するので、読んで予習復習することを希望します。

オフィスアワー：
毎回の授業終了後

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業全体に関する説明、コミュニケーションとは 事前：シラバスを読む
事後：授業で指示する 講義

2 対面コミュニケーション 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

3 情報社会とコミュニケーション 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

4 情報リテラシーとデジタル・ディバイト 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

5 20年前、10年前と現在のコミュニケーションを考える⚑ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

6 20年前、10年前と現在のコミュニケーションを考える⚒ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

7 インターネット上のコミュニケーション、CMC 1 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

8 インターネット上のコミュニケーション、CMC 2 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

9 携帯電話からケータイ、そしてスマホへ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

10 法律、情報倫理、制度⚑（表現の自由） 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

11 法律、情報倫理、制度⚒（プライバシー、個人情報保護） 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

12 法律、情報倫理、制度⚓（著作権、知的財産権） 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

13 今後の展望⚑ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

14 今後の展望⚒ 事前：前の授業で指示する
事後：授業内容を復習する 講義

15 まとめ 事前：前の授業で指示する
事後：レポートを執筆する 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報コミュニケーション論（Information and Communication） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 加藤 尚吾

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、情報リテラシーとデジタルディバイドの現状と対策、インターネットや携帯電話、またスマートフォンやソーシャルメディアなど新しいコ

ミュニケーション手段とのより良い付き合い方、そして著作権や知的財産権、プライバシーや個人情報保護、違法情報や有害情報へのアクセスの規制と表
現の自由、さらにそれらに関する法律や制度、倫理についての理解を深める。
授業目標：

情報社会のコミュニケーションについて理解することを目標とする。また、著作権や知的財産権、個人情報保護などの法律や制度、倫理についても理解
することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
「ビジネスプロセスのモデリングと設計」、小林隆、コロナ社、￥2,700

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
学生へのアドバイス：情報システムの基礎知識を事前に調べること。予習・復習を行い、授業には欠席しないこと。課題で授業の内容をもう一度理解し

て確認すること。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 情報の歴史 事前：なし
事後：なし 講義

3 情報処理と情報システムの概要 事前：なし
事後：なし 講義

4 情報リテラシー 事前：なし
事後：なし 講義

5 コンピュータ・システム 事前：なし
事後：なし 講義

6 ネットワーク利用 事前：なし
事後：なし 講義

7 表計算ソフトの限界 事前：なし
事後：なし 講義

8 Ｉプログラミング能力の必要性とプログラムの書き方 事前：なし
事後：なし 講義

9 エクセル関数とプログラムを作る⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

10 エクセル関数とプログラムを作る⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

11 アルゴリズムとフローチャート 事前：なし
事後：なし 講義

12 フローチャートと変数表を作る 事前：なし
事後：なし 講義

13 プログラム設計⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

14 プログラム設計⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報システム概論（Introduction to Computer Systems） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業では、企業経営における情報システムの役割、情報技術、情報リテラシーの必要性、情報収集・加工・分析、情報の表現、論理的思考、ネット

ワーク化による資源の共有、インターネットの概要、電子メールによる業務の効率化、グループウェアとその機能などについて講義する。また講義は、な
るべく各企業での活用事例などを交え、スライド等を使いながら、双方向で分かりやすい授業を心がける。また、情報処理課題に対して、配布プリントを
確認しながらフローチャートとプログラムを作成する能力を学習しながら情報システムの効率的な開発・運用・改善などをめざす。
授業目標：
⚑．情報システムの構成要素であるコンピュータなどのハードウェア、ネットワークそして、ソフトウェアまでの基本的な知識が理解・修得ができて、ま

た実際のビジネスの中で情報システムがどのように活用されているか、理解できるよう学習する。
⚒．経営における情報システムの意味が理解できるよう学習する。
⚓．その高度な情報処理スキルを身につけるために、表計算ソフトExcelに付属するプログラミング言語VBAの使用方法も学習する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「インターネット社会と情報行動－情報・生活スタイル論の試み」

犬塚 先 （ナカニシヤ出版）￥2,700（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、レポート（85％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 情報行動と社会変容 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 情報行動と社会変容 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 インターネット及び携帯電話の利用と効果 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

5 インターネット及び携帯電話の利用と効果 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

6 情報化文化の生成―地域SNSと若者のネット意識― 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

7 情報化文化の生成―地域SNSと若者のネット意識― 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

8 中間試験 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

9 情報倫理の捉え方Ⅰ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

10 情報倫理の捉え方Ⅱ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

11 情報倫理の捉え方Ⅲ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

12 インターネット社会と流動性Ⅰ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

13 インターネット社会と流動性Ⅱ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

14 インターネット社会と流動性Ⅲ 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報社会論（Theories of the Information Society） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教科書を必ず購入すること

授業概要：
現代はまさに情報化社会で有り、その実相と将来について理解を深めることが大切である。IT（情報通信技術）革命の波は社会、企業・オフィス、家庭、

個人生活のあらゆる分野に著しい変化をもたらしており、インターネットの活用が大きく広がっている。そこで、⑴ 情報化の現状と今後の方向、⑵ イン
ターネット社会の状況、⑶ インターネットの将来、などを実証的に考察する。また、正しい情報活用を行うために情報倫理のあり方も学ぶ。
授業目標：

社会における情報の進行状況を理解し身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント

参考文献：
授業中指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、レポート等（80％）、で総合評価する。

学生へのアドバイス：
高校教師としての心構えを身につける。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 情報社会と情報システム 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

3 情報化によるビジネス環境の変化Ⅰ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

4 情報化によるビジネス環境の変化Ⅱ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

5 企業における情報活用Ⅰ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

6 企業における情報活用Ⅱ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

7 ネットビジネス 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

8 働く労働環境と労働観の変化 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

9 情報社会における犯罪と法制度Ⅰ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

10 情報社会における犯罪と法制度Ⅱ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

11 情報社会における犯罪と法制度Ⅲ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

12 情報社会におけるリスクマネジメントⅠ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

13 情報社会におけるリスクマネジメントⅡ 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

14 明日の情報社会 事前：プリントの予習
事後：プリントの復習 講義

15 まとめ 事前：プリントの予習
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報職業論（Information vocational theory） 科目分類 教職科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 プリントを渡す

授業概要：
情報に関わる職業人として必要なコミュニケーション能力やプロジェクトマネジメント能力、情報技術者としての職業倫理について理解を深め、高校生

に対して行う具体的な職業指導方法を習得する。さらに、高校生に対しての職業指導の具体的な方法を習得することを目標とする。

授業目標：
情報と職業の関わりとして、雇用環境と法律、情報関連産業の実態と展望、情報技術者としての職業倫理をテーマとするとともに、高校生に求められる

人材の育成と職業指導を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「情報と職業（SCC Books 378）」
廣石良雄（エスシーシー） ￥2,376（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、小テスト等（35％）、レポート（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 コンピュータの歴史 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 情報産業の現状と将来Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 情報産業の現状と将来Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 ITの職種Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 ITの職種Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 中間テスト 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 情報モラルⅠ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 情報モラルⅡ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 情報モラルⅢ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 情報産業における業務の把握Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 情報産業における業務の把握Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

13 IT技術者の勤労観Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

14 IT技術者の勤労観Ⅱ 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報職業論（Information vocational theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 舘 秀典

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教科書を必ず購入すること

授業概要：
現実の社会情勢の推移および科学技術の発達と現状を認識し、柔軟かつ的確に対応できる資質・能力を習得してもらうことを狙いとしている。この科目

では、「情報」および情報技術（IT）が果たしている役割や影響を企業での具体的事例をベースに理解させ、情報化の進展に主体的に対応できる基本的能力
を育成することを目的とする。
授業目標：

情報関連産業の実態や企業における情報業務に関して理解を深め、就職活動の知識となることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンス時に説明する（担当教員ごと）。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業に対する姿勢（25％）、タイピングテスト（20％）、提出課題（40％）、試験（定期試験または小テスト等）（15％）等で総合評価する。

＊自分のノートPCの管理と大学のメールシステムの利用ができて、さらにタイピングテストで最低ラインを超えることが単位認定の前提条件となる。

学生へのアドバイス：
毎回の授業で評価につながる得点がついていくので、欠席をしないこと。授業時の指示を確実に受け止めて作業を行うようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：課題作業 講義

2 情報処理とコンピュータ、情報社会とコンピュータリテラシー 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

3 パーソナルコンピュータのハードウェア、Windowsの基本設定と利用 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

4 ファイルとフォルダの管理、タッチタイピング 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

5 インターネットの仕組みとサービス 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

6 インターネットを使った情報の検索と収集 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

7 電子メールの基本 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

8 電子メールの活用と電子メールのマナー 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

9 ワープロソフトの基本操作と文書の作成・編集 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

10 ワープロソフトによる文書処理 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

11 表計算ソフトの基本 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

12 表計算ソフトの応用 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

13 セキュリティ対策。ウイルス対策 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

14 知的財産権、諸作権、情報モラル、個人情報の取り扱い 事前：教材の確認
事後：復習と課題作業 講義

15 まとめ 事前：総復習
事後：総復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報処理概論（Basic Course of Information Technologies） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安村 薫・岸 康人・金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。同時に並行して履修できない授業があるので注意すること。

授業概要：
授業内容のほとんどが高校までで学習してきた情報処理と重なるが、各自のノートパソコンの基本的な利用法を確認し、教室のネットワークに接続して

作業を行う。講義の「解説」とノートパソコンを利用した「課題作業」を交互に交えて授業を進める。

授業目標：
パーソナルコンピュータとネットワークの基本的な活用を学習し、大学生活においてレポート作成や情報収集を行うのに支障がない程度の情報リテラシ

ーの技術を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「情報と職業（SCC Books 378）」
廣石良雄（エスシーシー） ￥2,376（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、小テスト等（35％）、レポート（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 コンピュータの歴史 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 情報産業の現状と将来Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 情報産業の現状と将来Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 ITの職種Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 ITの職種Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 中間テスト 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 情報モラルⅠ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 情報モラルⅡ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 情報モラルⅢ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 情報産業における業務の把握Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 情報産業における業務の把握Ⅱ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

13 IT技術者の勤労観Ⅰ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

14 IT技術者の勤労観Ⅱ 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報と職業（Information vocational theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 舘 秀典

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教科書を必ず購入すること

授業概要：
現実の社会情勢の推移および科学技術の発達と現状を認識し、柔軟かつ的確に対応できる資質・能力を習得してもらうことを狙いとしている。この科目

では、「情報」および情報技術（IT）が果たしている役割や影響を企業での具体的事例をベースに理解させ、情報化の進展に主体的に対応できる基本的能力
を育成することを目的とする。
授業目標：

情報関連産業の実態や企業における情報業務に関して理解を深め、就職活動の知識となることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-09  Page 7 19/03/15 16:20

297

教本：
「モバイルネットワーク時代の情報倫理」山住 富也著、近代科学社、￥1,728

参考文献：
講義内で随時指示する。

成績評価の方法、評価基準：
ほぼ毎回出題する課題の提出及び授業への貢献（70％）、小テスト（30％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
提出物が欠けている場合、ディスカッションへの参加が欠けている場合は単位を認定しない。教本は授業の問題を考えるための入り口であり、授業前に

一読しておくこと。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、情報化社会における倫理の必要性 事前：シラバスを読む
事後：倫理について考える 講義

2 情報化社会の現状、ネットワークの仕組み 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

3 サイバー犯罪の現状とメディア・リテラシー 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

4 ネットワーク犯罪：不正アクセス、個人情報の漏洩 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

5 ネットワーク犯罪：出会い系サイト、架空・不正請求、ネット詐欺 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

6 ネットワーク犯罪：知的財産権の侵害、SNS等の問題 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

7 グループ・ディスカッション 事前：身の回りの事例を考える
事後：他の人の意見を振り返る 演習

8 コンピュータ・ウィルスとその対策 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

9 情報セキュリティー 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

10 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答箇所の修正 小テスト・課題解説

11 インターネットと法律：不正アクセス禁止法、著作権法 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

12 インターネットと法律：掲示板での誹謗中傷と管理責任、個人情報保護法 事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

13 インターネットと法律：古物営業法、電子消費者契約法、特定電子メールの送信に
関わる法律

事前：教本該当箇所を読む
事後：資料を復習 講義

14 グループ・ディスカッション 事前：身の回りの事例を考える
事後：他の人の意見を振り返る 演習

15 まとめ 事前：全体の疑問点を考える
事後：行動指針に反映 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報倫理（Information Ethics） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
テキストや映像資料での事例研究を通じ、インターネット特有の犯罪等の問題を明らかにし、その対策について学習する。また、社会的・法的側面から

問題を考察する。

情報化社会で生きていく上では、現実世界での倫理観同様に、インターネットにおける倫理観が不可欠である。インターネットがなければ起こり得ない
犯罪や社会問題が多々起こっている中、主体的に情報倫理を学習することにより、ネット上あるいは現実での適切な行動を考えられるようになることが本
講義の目標となる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に、適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えた

ことを書いて提出していただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 量的研究と質的研究 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 様々な質的調査法 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 事例研究法 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 質的調査法を用いた研究論文紹介① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 質的調査法を用いた研究論文紹介② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 質的調査法を用いた研究論文を検索し、まとめる（グループワーク） 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

8 質的調査法を用いた研究論文を検索し、まとめる（グループワーク） 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

9 発表会 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

10 KJ法を用いた研究の実施（グループワーク） 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

11 KJ法を用いた研究の実施（グループワーク） 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

12 KJ法を用いた研究の実施（グループワーク） 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

13 発表会 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義・演習

14 結果をレポートにまとめる 事前：発表資料の作成
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 事例研究法（Method of Case Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
質的研究法とは、数値データを分析する量的研究法とは異なり、人の語りや記述などの言語データを分析する研究法である。本講義では質的研究法の基

本について、概論の講義と質的研究法を用いた研究論文により学び、その上で代表的な質的研究法のひとつであるKJ法を実際に体験する。

授業目標：
質的研究法について理解し、代表的な質的研究法のひとつであるKJ法ができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に提示する。

参考文献：
授業中に適宜文献を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの企業に関するニュースに気に留めておくことが大事です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（人的資源管理論の研究対象と学び方） 事前：特になし
事後：復習 講義

2 経営活動に影響を与えている環境要因 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

3 産業構造・経営構造転換と経営課題 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

4 トップ・マネジメントの役割・取り組むべき課題 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

5 経営活動と企業倫理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

6 経営活動と企業倫理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

7 ミニテスト ①（前半のまとめをする） 事前：特になし
事後：復習 講義

8 人的資源管理に対する理念・方針 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

9 優良企業の研究 事例研究 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

10 優良企業の研究 事例研究 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

11 人的資源管理活動 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

12 人的資源管理活動 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

13 雇用形態と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト ②（後半のまとめをする） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 人的資源管理の諸課題をどう見るか
(企業を見るために私たちが持つべき視点を整理する）

事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 人的資源管理論Ⅰ（Human Resources Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では事例を活用しながら、企業などの組織における人的資源管理とは何かについて考えてみる。前半は人的資源管理の基本を理解し、後半は人的

資源管理の各分野を知る。

授業目標：
⚑．企業の人的資源管理への関心を高める。
⚒．事例研究を通して、企業が直面する人的資源管理に関する課題を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に提示する。

参考文献：
授業中に適宜文献を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの企業に関するニュースに気に留めておくことが大事です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（①講義全体の流れ、②人的資源管理の諸分野の概略） 事前：特になし
事後：特になし 講義

2 モチベーション戦略と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

3 グローバリゼーションの進展と人的資源管理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

4 グローバリゼーションの進展と人的資源管理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

5 経営戦略の展開とミドル・マネジメント ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

6 経営戦略の展開とミドル・マネジメント ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

7 ミニテスト ①（前半のまとめをする） 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 就業形態多様化と人的資源管理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

9 就業形態多様化と人的資源管理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

10 女性労働者の能力活用と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

11 優良企業の研究 事例研究 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

12 優良企業の研究 事例研究 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

13 外国人労働者の人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト ②（後半のまとめをする） 事前：特になし
事後：特になし 講義

15 全体のまとめ（人的資源管理の方向性について考える） 事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 人的資源管理論Ⅱ（Human Resources Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 担当教員による人的資源管理論Ｉを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
人的資源管理論Ⅰの内容を深め、企業が抱える経営課題を整理しながら人的資源管理の問題を掘り下げる。社会の状況を踏まえつつ、人的資源管理の方

向性を考えていく。

授業目標：
⚑．グローバリゼーションが人的資源管理に与えた影響を理解する。
⚒．企業における人的資源管理の重要性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に提示する。

参考文献：
授業中に適宜文献を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの企業に関するニュースに気に留めておくことが大事です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（人的資源管理論の研究対象と学び方） 事前：特になし
事後：復習 講義

2 経営活動に影響を与えている環境要因 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

3 産業構造・経営構造転換と経営課題 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

4 トップ・マネジメントの役割・取り組むべき課題 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

5 経営活動と企業倫理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

6 経営活動と企業倫理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

7 ミニテスト ①（前半のまとめをする） 事前：特になし
事後：復習 講義

8 人的資源管理に対する理念・方針 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

9 優良企業の研究 事例研究 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

10 優良企業の研究 事例研究 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

11 人的資源管理活動 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

12 人的資源管理活動 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

13 雇用形態と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト ②（後半のまとめをする） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 人的資源管理の諸課題をどう見るか
(企業を見るために私たちが持つべき視点を整理する）

事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 人的資源管理論Ａ（Human Resource Management A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では事例を活用しながら、企業などの組織における人的資源管理とは何かについて考えてみる。前半は人的資源管理の基本を理解し、後半は人的

資源管理の各分野を知る。

授業目標：
⚑．企業の人的資源管理への関心を高める。
⚒．事例研究を通して、企業が直面する人的資源管理に関する課題を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に提示する。

参考文献：
授業中に適宜文献を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義の効果を上げるためには、普段からテレビ、新聞、ネットでの企業に関するニュースに気に留めておくことが大事です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（①講義全体の流れ、②人的資源管理の諸分野の概略） 事前：特になし
事後：特になし 講義

2 モチベーション戦略と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

3 グローバリゼーションの進展と人的資源管理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

4 グローバリゼーションの進展と人的資源管理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

5 経営戦略の展開とミドル・マネジメント ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

6 経営戦略の展開とミドル・マネジメント ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

7 ミニテスト ①（前半のまとめをする） 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 就業形態多様化と人的資源管理 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

9 就業形態多様化と人的資源管理 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

10 女性労働者の能力活用と人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

11 優良企業の研究 事例研究 ① 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

12 優良企業の研究 事例研究 ② 事前：テキストの精読
事後：復習 講義・グループ研究

13 外国人労働者の人的資源管理 事前：テキストの精読
事後：復習 講義

14 ミニテスト ②（後半のまとめをする） 事前：特になし
事後：特になし 講義

15 全体のまとめ（人的資源管理の方向性について考える） 事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義他

授業科目(英文) 人的資源管理論Ｂ（Human Resource Management B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 担当教員による人的資源管理論Ｉを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
人的資源管理論Ⅰの内容を深め、企業が抱える経営課題を整理しながら人的資源管理の問題を掘り下げる。社会の状況を踏まえつつ、人的資源管理の方

向性を考えていく。

授業目標：
⚑．グローバリゼーションが人的資源管理に与えた影響を理解する。
⚒．企業における人的資源管理の重要性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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す

教本：
特になし

参考文献：
特になし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻は絶対しないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 実技

2 体ならし（ストレッチや基礎体力作り） 事前：なし
事後：なし 実技

3 テニスⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

4 テニスⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

5 テニスⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

6 卓球Ⅰ 事前：なし
事後：なし 実技

7 卓球Ⅱ 事前：なし
事後：なし 実技

8 卓球Ⅲ 事前：なし
事後：なし 実技

9 バドミントンⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

10 バドミントンⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

11 バドミントンⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

12 ソフトボールⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

13 ソフトボールⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

14 ソフトボールⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

15 本講のまとめ 事前：なし
事後：なし 実技

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 1 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) スポーツ実技Ａ（Physical Exercises A） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 小泉 隆裕、白井 大史、小林 夕紀恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 持病がある場合は担当教員に事前に申し出ること

授業概要：
本講は、様々なスポーツを実践することによって各種目から得られる楽しさや喜びを体験するとともに、健康や体力の維持･増進のために必要な運動を効

果的に実践する基礎を身につけることをねらいとしている。スポーツ種目は、テニス、卓球、バドミントン、ソフトボールなどを行う予定であるが、スト
レッチや基礎体力作りなどについても実践していく。なお、天候の関係で実施する種目を変更する場合がある。
授業目標：

近年、悪性新生物や心疾患などの生活習慣病に関連する疾病が増え、「健康」を考えるうえで、スポーツや運動が大きく影響していることが知られている。
そこで本講では、健康で充実した社会生活を送るために必要な体力を維持・増進することを到達目標とし、定期的な運動習慣を確立するための基礎を学習
する。

また、授業における「ルールと安全」をテーマとし、スポーツの実践を通じて社会生活に必要不可欠な集団行動やコミュニケーションについても学習す
る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 実技

2 体ならし（ストレッチや基礎体力作り） 事前：なし
事後：なし 実技

3 バレーボールⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

4 バレーボールⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

5 バレーボールⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

6 バスケットボールⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

7 バスケットボールⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

8 バスケットボールⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

9 サッカーⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

10 サッカーⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

11 サッカーⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

12 フットサルⅠ 事前：なし
事後：なし 実技

13 フットサルⅡ 事前：なし
事後：なし 実技

14 フットサルⅢ 事前：なし
事後：なし 実技

15 本講のまとめ 事前：なし
事後：なし 実技

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) スポーツ実技Ｂ（Physical Exercises B） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 小泉 隆裕、白井 大史、小林 夕紀恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 持病がある場合は担当教員に事前に申し出ること

授業概要：
本講は、様々なスポーツを実践することによって各種目から得られる楽しさや喜びを体験するとともに、健康や体力の維持･増進のために必要な運動を効

果的に実践する基礎を身につけることをねらいとしている。スポーツ種目は、テニス、卓球、バドミントン、ソフトボールなどを行う予定であるが、スト
レッチや基礎体力作りなどについても実践していく。なお、天候の関係で実施する種目を変更する場合がある。
授業目標：

近年、悪性新生物や心疾患などの生活習慣病に関連する疾病が増え、「健康」を考えるうえで、スポーツや運動が大きく影響していることが知られている。
そこで本講では、健康で充実した社会生活を送るために必要な体力を維持・増進することを到達目標とし、定期的な運動習慣を確立するための基礎を学習
する。

また、授業における「ルールと安全」をテーマとし、スポーツの実践を通じて社会生活に必要不可欠な集団行動やコミュニケーションについても学習す
る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
特になし

参考文献：
特になし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻は絶対しないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
特になし。適宜プリントを配布する。

参考文献：
その都度紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
提出課題（20％）、発表課題（20％）、筆記試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
スポーツや健康に関して日頃から関心を持ち、時事的内容に目を向けること。講義科目であるが、主体的かつ積極的に参加する意欲を高めるためディベ

ートや他の学生とのグループワークも実施する。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス
（授業の進め方、評価方法の説明）

事前：シラバスの確認
事後：スポーツや健康に関する世の中の動きに目を向ける 講義

2 健康の捉え方と健康政策について
（健康の定義、QOL、健康日本21）

事前：健康に関する知識を思い出しておく
事後：学んだ内容の復習 講義

3 健康的な食生活 ①
（栄養素、脂肪・砂糖・塩の話）

事前：食に関する知識を思い出しておく
事後：学んだ内容の復習 講義

4 健康的な食生活 ②
（カルシウム・食物繊維の話、健康的なおやつ）

事前：おやつの箱や袋を集めておく
事後：学んだ内容の復習 講義

5 生活習慣病について
（生活習慣病の説明とその予防）

事前：自分の生活習慣について振り返っておく
事後：学んだ内容の復習 講義

6 身体活動について
（身体活動の定義、健康づくりとしての身体活動）

事前：一日どの程度歩行しているかなどを振り返る
事後：学んだ内容の復習 講義

7 体力について
（体力の定義、体力測定法、運動の時期と内容について）

事前：体力について今まで学んだことを思い出しておく
事後：学んだ内容の復習 講義

8 正しいダイエットについて
（ダイエットの注意点、リバウンド、体脂肪率）

事前：自分の体重と身長を把握しておく
事後：学んだ内容の復習 講義

9 健康に関する時事的問題について ①
（テーマごとの調べ学習）

事前：健康に関する時事的なニュースに目を向けておく
事後：テーマに関して理解を深めておく 演習

10 健康に関する時事的問題について ②
（ディベート実施）

事前：ディベートの準備
事後：ディベートに関して感想をまとめておく 演習

11 オリンピック・パラリンピック ①
（発祥と歴史）

事前：オリンピック・パラリンピックの組織について調べ
ておく

事後：学んだ内容の復習
講義

12 オリンピック・パラリンピック ②
（現状について）

事前：オリ・パラのニュースに目を向ける
事後：学んだ内容の復習 講義

13 オリンピック・パラリンピックの諸問題について ①
（テーマごとの調べ学習）

事前：オリ・パラに関する諸問題について目を向ける
事後：テーマに関して理解を深めておく 演習

14 オリンピック・パラリンピックの諸問題について ②
（ディベート実施）

事前：ディベートの準備
事後：それぞれのディベートについて感想をまとめておく 演習

15 まとめ
（理解度の確認および総括）

事前：今まで学んだことに関して総復習をしておく
事後：健康生活を実践する努力をする。オリンピック・パラ

リンピックへの関心を持ち続けるようにする。
講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) スポーツ論（Sports and Health Theory） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 塩野谷 祐子

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 特になし

授業概要：
健康の観点から運動・スポーツを考えたときに必要な基礎知識（健康政策、食事、身体活動など）や生活習慣病予防に役立つ内容について学ぶ。また、

オリンピック・パラリンピックの発祥や歴史、現在の問題点についても取り上げる。ディベートを実施することで、健康分野、オリンピック・パラリンピ
ック分野ともに様々な視点から理解が深まるようにする。
授業目標：

運動・スポーツを健康という観点から科学的にとらえ、健康的な生活の実践に役立つ基礎知識を学ぶ。また、生活習慣病の予防に関する内容にも触れ、
生涯にわたって運動・スポーツに親しみ、正しい生活習慣を実現することで心身ともに健康的な生活を営む力を育む。さらに、観るスポーツとしてのオリ
ンピック・パラリンピックへの理解を深め、興味関心を高めることを目標とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-09  Page 16 19/03/15 16:20

306

教本：
使用しない。適宜、参考資料を配布。

参考文献：
•近藤卓編著 パーソナリティと心理学 大修館書店 ￥2,000
•清水弘司著 はじめてふれる性格心理学 サイエンス社 ￥1,800

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業では、一方的な講義ではなく、学生に考えてもらいます。単元によっては発表者を決めておき、プレゼンテーションを行ってもらうこともあります。

受け身な態度ではなく、自身の考えを表現できるように心がけてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 性格とはなにか？ 事前：
事後：復習 講義

2 性格は変化するか？ 事前：予習
事後：復習 講義

3 性格に男女差はあるか？ 事前：予習
事後：復習 講義

4 性格に及ぼす影響は何か？ ⑴ 家庭環境、出生順位 事前：予習
事後：復習 講義

5 性格に及ぼす影響は何か？ ⑵ 役割と個性 事前：予習
事後：復習 講義

6 性格に及ぼす影響は何か？ ⑶ 群衆と個性（性格） 事前：予習
事後：復習 講義

7 自分の性格を知る方法 ⑴ 他者から知る自分 事前：予習
事後：復習 講義と演習

8 自分の性格を知る方法 ⑵ 心理検査から知る自分 事前：予習
事後：復習 講義と演習

9 性格と文化 ⑴ 日本人の性格 事前：予習
事後：復習 講義

10 性格と文化 ⑵ 教育と異文化 事前：予習
事後：復習 講義

11 やる気のある人の性格 事前：予習
事後：復習 講義と演習

12 創造性のある人の性格 事前：予習
事後：復習 講義と演習

13 攻撃的な人の性格、偏った性格 事前：予習
事後：復習 講義と演習

14 好き嫌いと性格 事前：予習
事後：復習 講義と演習

15 まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 性格心理学（Personality Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 淳子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人は誰でも自分らしくありたいと思うでしょう。しかし、自分ほどわからないものはありません。本講座では、自身の性格（パーソナリティ）や、個性

について考えるとともに他者理解の手掛かりとして「性格」を心理学的視点から学んでいきます。

授業目標：
⚑．各性格理論について学び、その妥当性について考える。
⚒．性格や個性を理解するための方法論を学ぶ。
⚓．性格形成に及ぼす様々な影響（環境）について学び、考える。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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せ

教本：
教科書なし。毎回、資料を配布する。

参考文献：
⚑．環境科学入門、川合真一郎等、化学同人：￥2,200。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①毎回、小テストを行う。成績はテスト点80％、平常点20％で総合評価する。期末試験は必要に応じて行う。
②授業中の私語、着帽、居眠り、携帯メールは厳禁。

学生へのアドバイス：
現在、化石燃料使用等による地球温暖化が急速に進み、深刻な環境破壊が進行している現状を身近に認識し、それに対応する防止対策を学んでほしい。

積極的な参加を望む。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。毎週木曜日の昼休みあるいは授業終了後15分程度。非常勤講師室。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：沈黙の春、レイチャル・カーソン伝記、環境問題、DTT、水俣病、日米の
対応力の差、公害立国。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

2 放射能汚染：核分裂反応、原発事故、放射線量と人体への影響、福島原発事故の教訓、
今後のエネルギー資源。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 大気汚染：大気汚染物質、大気汚染の歴史、PM2.5の健康に及ぼす影響、アスベスト、
大気汚染物質の解釈拡大。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 水質汚染：鉱山廃液と生活排水、足尾鉱毒事件、イタイイタイ病、BOD、アオコ、活性
汚泥法、干潟の活用。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 土壌汚染と地下水汚染：スーパーファンド法、⚖価クロム、シアン、ダイオキシン、土
壌汚染発生の特殊性。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 騒音、振動、悪臭：騒音によるトラブル、防音対策、臭覚と悪臭、消臭法の問題点。 事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 ヒートアイランド現象：熱中症の増加、ヒートアイランドの対策法、コジェネレーショ
ンシステム、緑のカーテン、地球温暖化との関係。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 地球温暖化とCO2排出：地球温暖化とは、政府間パネル（IPPC）、炭酸ガスの急激な上
昇、温室効果、氷河消失、海面上昇、温暖化抑制対策、炭素税、京都議定書。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 光化学スモッグと光化学オキダント：白いスモッグ、オゾン、中国からの飛来、窒素酸
化物除去システム。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 オゾン層破壊：オゾンの役割、紫外線防御、オゾンホールの出現、フロン、一酸化窒素、
地球温暖化とオソン。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 酸性雨：二酸化硫黄、窒素酸化物、森林破壊、建造物・文化財破壊、越境汚染、監視体
制、脱硫・脱窒素装置。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 産業廃棄物とリサイクル：一般廃棄物と産業廃棄物、廃棄物処理法、廃棄物減量・再利
用・リサイクル。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 化学物質汚染：有機メチル水銀、農薬、ダイオキシン、PCB、生物濃縮、有機リン化合
物、生体薬物解毒系。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 森林と水源：日本は森林大国、貴重な淡水、外国による買い占め、里山、環境保全、伐
採機械化、耐火木材開発。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

15 海洋の汚染：廃油汚染、重金属汚染、赤潮・青潮、漂流物質汚染、炭酸ガスによる海水
の酸性化。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 生活環境論（Environmental Issues in Living Area） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

福島の原発事故による放射能汚染問題は、原子力発電という非常に効率の良いエネルギー産生システムが、次世代まで影響を及ぼす環境破壊をもたらす
ことを現実の問題として認識させた。一方で、原子力発電は同じく環境問題である地球温暖化防止の一つの切り札とも捉えられていた。このように、我々
を取り巻く「環境」は私たちの生活に大きな影響をあたえるものであるが、環境問題は相互に複雑に関係し単純ではない。この授業では現実の環境問題を
提示するとともに、それに対する最新の科学技術的対応策および身近な環境を保全し、環境破壊から派生する危険性から身を守る方策についても提示する。
まず、ガイダンスで、初めて環境問題を原理的に把握し、「現代」を考えるための必読の書であるレイチェル・カーソンの「沈黙の春」について紹介し、つ
づいて、福島原発放射能汚染、国際的な公害問題になった大気汚染、緊急対策が必要な地球温暖化、水質汚染、農薬汚染等を取り上げ、さらに、都市にお
ける環境問題、地球環境問題、環境ビジネス等に話題を広げていく予定である。なお、授業は毎回、資料を配布し、パワーポイントで説明し、その中から
小テスト問題を出題する。次週にその問題の解答を説明し、理解を深めることに努める。

授業目標：
現代科学文明の驚異的な発展は、人類に大きな豊かさと便利さをもたらしたが、その反面、当初予想していなかった地球規模の環境破壊（地球温暖化、

放射能汚染等）を引き起こすことが認識された。今後も、人類が繁栄していくためには、これまでの問題点を明確に把握し、それを克服する持続可能な発
展（Sustainable Development）の確立に向けて真剣に舵を切らなければならない。本講義では、持続可能な発展（Sustainable Development）を維持しつつ、
健康な生活を保持するために、身近な環境から地球環境までの現状と問題点とその対策を科学的に理解することを目的とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤重行『アジア太平洋発展論』志學社、￥2,000

参考文献：
伊藤重行『釧路湿原の聖人・長谷川光二』学文社、￥2,000

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

2 新時代の政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

3 アジア太平洋の時代 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

4 アジア太平洋か、あるいは太平洋アジアか 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

5 アジア太平洋と 太平洋経済協力協議会（PECC） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

6 アジア太平洋と アジア太平洋経済協力会議（APEC） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

7 アジア太平洋と東南アジア諸国連合（ASEAN） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

8 アジア太平洋の諸国と地理 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

9 日韓関係の過去と未来 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

10 アジア太平洋と福田内閣 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

11 アジア太平洋と村山内閣 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

12 日本とベトナム 安土桃山時代の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

13 日本とベトナム 明治、大正の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

14 日本とベトナム 昭和、平成の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅰ（Politics Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
政治学は時代と共に変化してくる。現在はアジア太平洋の時代である。そこでは地球的に考えて、地域的に活動することが基本概念になる。この講義を

通じて新しい政治論とそれに基づく日本の政治、選挙、政策決定過程などを講義する。

授業目標：
社会や国家における政治現象は、人間の集団化によって起こってくるので、有史以来政治から逃避することはできない。政治現象がどのようにして生起

してくるのか、その現象の法則性を究明することに目標が置かれている。ここではアジア太平洋の現実と新しい哲学に依拠した政治論を講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『はじめての政治学』（法律文化社）￥1,900（⚕回目の講義までに必ず購入

して下さい。）。

参考文献：
補足として毎回ハンドアウト（配布資料）を配ります。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
18歳から選挙権が与えられ政治を身近な問題として若い人が学ぶべき時代になっています。どなたにでもわかりやすい入門の講義なので、少しでも関心

があれば是非受講してみて下さい。教科書を購入しない場合は受講を認めません。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要と身近な問題に隠れている政治というものについて
わかりやすくお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 政治過程とは：政治過程とは何か、民主主義の中での意義を概説します。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 政治過程①：民主主義の政治過程での民意の形成について、幾つかの事例を使いなが
ら説明していきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

4 政治過程②：民主主義の政治過程での民意の実現に関して、幾つかの事例を使いなが
ら説明していきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

5 民主主義と現代の政治体制（教科書⚕、⚗章）：民主主義とは何か、そして現代の政治
体制のタイプを整理します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

6 内閣と行政（教科書11章）：行政とは何かを知り、その担い手である内閣について学び
ます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

7 国会と立法（教科書10章）：立法とは何かを知り、その担い手である国会について学び
ます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

8 選挙（教科書⚘章）：民主主義の要である選挙の意義と仕組みについて学びます。 事前：教科書予習
事後：ハンドアウト復習 講義

9 ミニ・テスト①：前半の総復習をします。 事前：学習分野の総復習
事後：特になし 講義

10 政党（教科書12章）：政治過程の主要な担い手である政党について基礎知識を学びます。 事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

11 利益団体（教科書13章）：政治過程の主要な担い手である利益団体について基礎知識を
学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

12 国家と権力（教科書⚒章）：国内政治の基礎にある「国家」について、伝統的な政治学
での議論を紹介します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

13 市民革命と民主主義（教科書⚔章）：民主的制度の歴史と土台にある伝統的な理論につ
いて、基本事項を学習していきます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

14 ミニ・テスト②：後半の復習をします。 事前：学習分野の総復習
事後：特になし 講義

15 政治とは何を目指すのか：講義のまとめとして、政治の目的と我々の政治参加のあり
方を一緒に考えていきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅰ（Politics Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他

授業概要：
新聞、テレビ、インターネットなどにあるニュース素材を使いながら、政治、また政治学とは何かという問いにアプローチしていきます。前半は、民主

主義における「政治過程」というものをイメージしながら、政治を理解することを目指します。後半は、日本の大学で学ぶ政治学の主要分野を概略してい
きます。
授業目標：
⚑．政治学に親しみ、身近な政治に関心を持つ。
⚒．具体的な事例を通じ、政治学の骨格を身に着ける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ニュース解説室へようこそ！編集委員会『ニュース解説室へようこそ！ 2018～19』

清水書房、2018年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業中の小テスト・レポート等（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
政治に関するニュースに日頃から関心を持ち、どのような背景で起きているのかについて説明できるように努力しましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 政治学を学ぶに当たって オリエンテーション 事前：教本pp. 15～29精読
事後：講義の復習 講義

2 政治とは何か ⚑) 権力と自由 事前：教本pp. 38～47精読
事後：講義の復習 講義

3 政治とは何か ⚒) 国家・集団・個人 事前：教本pp. 116～131精読
事後：講義の復習 講義

4 日本政治の特徴 ⚑) 民主主義体制の確立 事前：教本pp. 88～101精読
事後：講義の復習 講義

5 日本政治の特徴 ⚒) 福祉国家の諸問題 事前：教本pp. 102～113精読
事後：講義の復習 講義

6 日本政治の現状と課題 ⚑) 政治参加と選挙 事前：教本pp. 158～167精読
事後：講義の復習 講義

7 日本政治の現状と課題 ⚒) 日米同盟の変遷と課題 事前：教本pp. 76～87精読
事後：講義の復習 講義

8 日本政治の現状と課題 ⚓) 米軍基地問題とマス・メディア 事前：教本pp. 140～142精読
事後：講義の復習 講義

9 日本政治の現状と課題 ⚔) 外交交渉（領土問題） 事前：教本pp. 208～211精読
事後：講義の復習 講義

10 日本政治と国際関係 グローバリゼーションと政治 事前：教本p. 170、171精読
事後：講義の復習 講義

11 国際政治の現状と課題 ⚑) 核兵器 事前：教本pp. 196～201精読
事後：講義の復習 講義

12 国際政治の現状と課題 ⚒) 新しい戦争 テロ 事前：教本pp. 190～195精読
事後：講義の復習 講義

13 国際政治の現状と課題 ⚓) 国際経済 事前：教本pp. 320～335精読
事後：講義の復習 講義

14 国際政治の現状と課題 ⚔) 環境問題 事前：教本pp. 358～365精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅰ（Politics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
今日の日本社会では、政治は私たちの生活とは無関係だと考えている人がたくさんいるようである。しかしながら政治は、私たちがものを買うときに支

払う消費税を始め、私たちの生活と密接に結びついている。本講義では選挙、医療保険制度、自由貿易協定など、国内外の身近な政治問題を理解しつつ、
一連の政治を動かしている権力構造に焦点を当てて講義を展開する。
授業目標：
⚑．現代政治史の概要が説明できる。
⚒．国内政治で問題になっている課題（集団的自衛権の行使、選挙、自由貿易協定など）の概要を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．伊藤重行『ホワイトヘッドの政治理論』学文社、￥2,300

参考文献：
⚑．A. N. ホワイトヘッド『科学と近代世界』松籟社、￥2,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：学と論の違い 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

2 ホワイトヘッドの道 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

3 ホワイトヘッド政治論の現代的意義 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

4 ホワイトヘッドの政治理論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

5 権力と権威の概念と定義 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

6 政治的強制と政治的権力 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

7 政治的合意と政治的権威 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

8 合意形成説得型政治理論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

9 政治のサイバネティックス 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

10 政治制度と倫理道徳 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

11 ホワイトヘッドの平和論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

12 個人主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

13 全体主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

14 システム主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅱ（Politics Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ホワイトヘッドは、数学、論理学、科学理論、倫理道徳、形而上学などを構築した優れた哲学者でもあった。彼は合意形成説得型政治理論の基礎的研究

を行った。国家中心の政治学から地球的政治学を哲学的展開した学者である。ここでは少し深みのある政治学を論じてみる。

授業目標：
社会や国家における政治現象は、人間の集団化によって起こってくるので、有史以来政治から逃避することはできない。ここでは政治現象がどのように

して生起してくるのか、その現象の法則性を究明することに目標が置かれている。ホワイトヘッドの政治理論を基礎にした政治論を講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．『Next教科書シリーズ 政治学』 吉野篤編 弘文堂 ￥2,160。

受講には購入が必要です。

参考文献：
毎回ハンドアウトで補足します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
様々な質問を歓迎します。きちんと学習できれば、大学での政治学の基礎を十分身に付けることが出来る講義です。公務員試験、その他就職試験の政治

学の範囲もカバーします。教科書を購入しない学生の受講は認めません。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要と政治学とは何かについてわかりやすくお話ししま
す。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 政治とは何か（教科書⚑章）：政治の意義と役割について、身近な仕組みに触れながら
概略します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

3 政治思想①（教科書⚓章）：古代ギリシア、ルネッサンスの政治思想について概略しま
す。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

4 政治思想②（教科書⚓章）: 社会契約論を中心とした近代政治思想について学びます。 事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

5 政治思想③（教科書⚓章）：自由主義の思想の系譜を学びます。 事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

6 民主主義の理論（教科書⚕章）：民主主義とは何か、幾つかの考え方を知り、その概要
を学んでいきます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

7 自由民主主義の諸原理と政治制度（教科書6章）：今日の自由で民主的な国家における
政治制度について概要を学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

8 ミニ・テスト①：前半の講義の知識を確認します。 事前：学習範囲の復習
事後：特になし 講義

9 選挙制度（教科書⚗章）：民主主義の政治過程で不可欠な選挙の意味と、その具体的な
仕組みについて学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

10 投票行動：選挙の結果を左右する有権者の投票行動について、政治学の過去の蓄積を
お話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

11 政党と政党システム、利益（圧力）団体（教科書⚘、⚙章）：政治過程での政党、圧力
団体の役割と、政党制について学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

12 世論とマスメディア：世論とは何か、どのように形成されるのかについてお話ししま
す。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

13 ミニ・テスト ②：後半の講義の知識を確認します。 事前：学習範囲の復習
事後：特になし 講義

14 政治意識：政治に関わる我々の態度は政治に大きな影響を与えます。この課題を扱う
「政治意識」についてお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

15 政治的コミュニケーション（教科書10章）：インターネット時代に世論がどのように形
成されるのか考えていきます。

事前：教科書予習
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅱ（Political Science Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 政治学Ⅰ（必ず履修して下さい）

そ の 他

授業概要：
政治学Iの内容を深め政治学の概要を掘り下げて学習します。公務員試験など各種試験の基本レベルに合わせた講義です。また政治意識と政治的コミュ

ニケーションなどに関しては、最新の議論も紹介します。

授業目標：
⚑．政治学の基礎的な体系を理解する。
⚒．政治意識と政治的コミュニケーションの現代政治での重要性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ニュース解説室へようこそ！編集委員会『ニュース解説室へようこそ！ 2018～19』

清水書房、2018年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
小テスト・報告・発表等（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
国内外の政治に関するニュースに日頃から関心を持ち、その概要を説明できることが現代政治を見通す第一歩です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 政治学概論Ⅱを学ぶに当たって オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：講義の復習 講義

2 国際関係のあゆみ［国際関係史］
① ヨーロッパ近代国家の誕生

事前：教本p. 170、171精読
事後：講義の復習 講義

3 国際関係のあゆみ
② ⚒つの世界大戦 兵器の近代化、そして総力戦へ

事前：教本pp. 172～175精読
事後：講義の復習 講義

4 国際関係のあゆみ
③ 冷戦からポスト冷戦へ

事前：教本pp. 186～189精読
事後：講義の復習 講義

5 政治の諸理論
① 力による平和と民主主義の発達

事前：教本pp. 44～61精読
事後：講義の復習 講義

6 政治の諸理論
② 安全保障（日米安保体制）

事前：教本pp. 82～87精読
事後：講義の復習 講義

7 政治の諸理論
③ 対立と協調／規範と制度（話し合いを重視した平和）

事前：教本p. 212、213精読
事後：講義の復習 講義

8 国際関係と体制
① 政治体制・外交交渉（領土問題）

事前：教本pp. 208～211精読
事後：講義の復習 講義

9 国際関係と体制
② 国際連合・国際機関と国際法

事前：教本pp. 172～179精読
事後：講義の復習 講義

10 国際関係と体制
③ 地域主義の深化

事前：教本pp. 334～341精読
事後：講義の復習 講義

11 政治の諸課題
① 大量破壊兵器（核・化学・生物兵器）の拡散

事前：教本pp. 194～201精読
事後：講義の復習 講義

12 政治の諸課題
② 新しい戦争（テロリズムの台頭と不安定化する世界）

事前：教本pp. 202～207精読
事後：講義の復習 講義

13 政治の諸課題
③ グローバリゼーション（地域統合／経済統合）

事前：教本pp. 320～333精読
事後：講義の復習 講義

14 政治の諸課題
④ 地球環境問題（地球温暖化／生物多様性）

事前：教本pp. 358～365精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学Ⅱ（Politics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 政治学概論Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、グローバル時代の国際関係を理解する上で必要な基礎知識（歴史的背景・国際関係理論など）の習得を第一目標とする。講義の流れとして、

まずは国際関係の歴史と諸理論を理解することで、今日の国際関係を見るうえでの視点を養う。さらに、身近に起きている国内外の諸問題についても適宜
解説を加え、受講者に主体的に政治に関する諸課題を考える機会を提供する。
授業目標：
⚑．国際関係史の概要が説明できる。
⚒．国内外の政治に関する諸課題（核兵器、テロ、地球環境問題など）の概要を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
伊藤重行『アジア太平洋発展論』志學社、￥2,000

参考文献：
伊藤重行『釧路湿原の聖人・長谷川光二』学文社、￥2,000

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

2 新時代の政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

3 アジア太平洋の時代 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

4 アジア太平洋か、あるいは太平洋アジアか 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

5 アジア太平洋と 太平洋経済協力協議会（PECC） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

6 アジア太平洋と アジア太平洋経済協力会議（APEC） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

7 アジア太平洋と東南アジア諸国連合（ASEAN） 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

8 アジア太平洋の諸国と地理 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

9 日韓関係の過去と未来 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

10 アジア太平洋と福田内閣 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

11 アジア太平洋と村山内閣 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

12 日本とベトナム-安土桃山時代の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

13 日本とベトナム-明治、大正の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

14 日本とベトナム-昭和、平成の関係史 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ｉ（Politics Ｉ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
政治学は時代と共に変化してくる。現在はアジア太平洋の時代である。そこでは地球的に考えて、地域的に活動することが基本概念になる。この講義を

通じて新しい政治論とそれに基づく日本の政治、選挙、政策決定過程などを講義する。

授業目標：
社会や国家における政治現象は、人間の集団化によって起こってくるので、有史以来政治から逃避することはできない。政治現象がどのようにして生起

してくるのか、その現象の法則性を究明することに目標が置かれている。ここではアジア太平洋の現実と新しい哲学に依拠した政治論を講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
はじめての政治学』（法律文化社）￥1,900（⚕回目の講義までに必ず購入

して下さい。）。

参考文献：
補足として毎回ハンドアウト（配布資料）を配ります。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
18歳から選挙権が与えられ政治を身近な問題として若い人が学ぶべき時代になっています。どなたにでもわかりやすい入門の講義なので、少しでも関心

があれば是非受講してみて下さい。教科書を購入しない場合は受講を認めません。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要と身近な問題に隠れている政治というものについて
わかりやすくお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

2 政治過程とは：政治過程とは何か、民主主義の中での意義を概説します。 事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

3 政治過程①：民主主義の政治過程での民意の形成について、幾つかの事例を使いなが
ら説明していきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

4 政治過程②：民主主義の政治過程での民意の実現に関して、幾つかの事例を使いなが
ら説明していきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

5 民主主義と現代の政治体制（教科書⚕、⚗章）：民主主義とは何か、そして現代の政治
体制のタイプを整理します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

6 内閣と行政（教科書11章）：行政とは何かを知り、その担い手である内閣について学び
ます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

7 国会と立法（教科書10章）：立法とは何かを知り、その担い手である国会について学び
ます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

8 選挙（教科書⚘章）：民主主義の要である選挙の意義と仕組みについて学びます。 事前：教科書予習
事後：ハンドアウト復習 講義

9 ミニ・テスト①：前半の総復習をします。 事前：学習分野の総復習
事後：特になし 講義

10 政党（教科書12章）：政治過程の主要な担い手である政党について基礎知識を学びます。 事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

11 利益団体（教科書13章）：政治過程の主要な担い手である利益団体について基礎知識を
学びます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

12 国家と権力（教科書2章）：国内政治の基礎にある「国家」について、伝統的な政治学で
の議論を紹介します。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

13 市民革命と民主主義（教科書4章）：民主的制度の歴史と土台にある伝統的な理論につ
いて、基本事項を学習していきます。

事前：教科書予習
事後：教科書復習 講義

14 ミニ・テスト②：後半の復習をします。 事前：学習分野の総復習
事後：特になし 講義

15 政治とは何を目指すのか：講義のまとめとして、政治の目的と我々の政治参加のあり
方を一緒に考えていきます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ⅰ（Basics of Political Science Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他

授業概要：
新聞、テレビ、インターネットなどにあるニュース素材を使いながら、政治、また政治学とは何かという問いにアプローチしていきます。前半は、民主

主義における「政治過程」というものをイメージしながら、政治を理解することを目指します。後半は、日本の大学で学ぶ政治学の主要分野を概略してい
きます。
授業目標：
⚑．政治学に親しみ、身近な政治に関心を持つ。
⚒．具体的な事例を通じ、政治学の骨格を身に着ける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ニュース解説室へようこそ！編集委員会『ニュース解説室へようこそ！ 2018～19』

清水書房、2018年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業中の小テスト・レポート等（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
政治に関するニュースに日頃から関心を持ち、どのような背景で起きているのかについて説明できるように努力しましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 政治学概論を学ぶに当たって オリエンテーション 事前：教本pp.15～29精読
事後：講義の復習 講義

2 政治とは何か ⚑）権力と自由 事前：教本pp.38～47精読
事後：講義の復習 講義

3 政治とは何か ⚒）国家・集団・個人 事前：教本pp.116～131精読
事後：講義の復習 講義

4 日本政治の特徴 ⚑）民主主義体制の確立 事前：教本pp.88～101精読
事後：講義の復習 講義

5 日本政治の特徴 ⚒）福祉国家の諸問題 事前：教本pp.102～113精読
事後：講義の復習 講義

6 日本政治の現状と課題 ⚑）政治参加と選挙 事前：教本pp.158～167精読
事後：講義の復習 講義

7 日本政治の現状と課題 ⚒）日米同盟の変遷と課題 事前：教本pp.76～87精読
事後：講義の復習 講義

8 日本政治の現状と課題 ⚓）米軍基地問題とマス・メディア 事前：教本pp.140～142精読
事後：講義の復習 講義

9 日本政治の現状と課題 ⚔）外交交渉（領土問題） 事前：教本pp.208～211精読
事後：講義の復習 講義

10 日本政治と国際関係 グローバリゼーションと政治 事前：教本p.170、171精読
事後：講義の復習 講義

11 国際政治の現状と課題 ⚑）核兵器 事前：教本pp.196～201精読
事後：講義の復習 講義

12 国際政治の現状と課題 ⚒）新しい戦争 テロ 事前：教本pp.190～195精読
事後：講義の復習 講義

13 国際政治の現状と課題 ⚓）国際経済 事前：教本pp.320～335精読
事後：講義の復習 講義

14 国際政治の現状と課題 ⚔）環境問題 事前：教本pp.358～365精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ⅰ（Introduction to Political Science Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
今日の日本社会では、政治は私たちの生活とは無関係だと考えている人がたくさんいるようである。しかしながら政治は、私たちがものを買うときに支

払う消費税を始め、私たちの生活と密接に結びついている。本講義では選挙、医療保険制度、自由貿易協定など、国内外の身近な政治問題を理解しつつ、
一連の政治を動かしている権力構造に焦点を当てて講義を展開する。
授業目標：
⚑．現代政治史の概要が説明できる。
⚒．国内政治で問題になっている課題（集団的自衛権の行使、選挙、自由貿易協定など）の概要を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：学と論の違い 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

2 ホワイトヘッドの道 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

3 ホワイトヘッド政治論の現代的意義 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

4 ホワイトヘッドの政治理論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

5 権力と権威の概念と定義 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

6 政治的強制と政治的権力 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

7 政治的合意と政治的権威 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

8 合意形成説得型政治理論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

9 政治のサイバネテイックス 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

10 政治制度と倫理道徳 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

11 ホワイトヘッドの平和論 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

12 個人主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

13 全体主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

14 システム主義と政治学 事前：教科書を読む
事後：ノートにまとめる 講義

15 まとめ 事前：講義報告の構想
事後：講義報告の提出 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ⅱ（Politics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ホワイトヘッドは、数学、論理学、科学理論、倫理道徳、形而上学などを構築した優れた哲学者でもあった。彼は合意形成説得型政治理論の基礎的研究

を行った。国家中心の政治学から地球的政治学を哲学的展開した学者である。ここでは少し深みのある政治学を論じてみる。

授業目標：
社会や国家における政治現象は、人間の集団化によって起こってくるので、有史以来政治から逃避することはできない。ここでは政治現象がどのように

して生起してくるのか、その現象の法則性を究明することに目標が置かれている。ホワイトヘッドの政治理論を基礎にした政治論を講義する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
伊藤重行『ホワイトヘッドの政治理論』学文社、￥2,300

参考文献：
A. N. ホワイトヘッド『科学と近代世界』松籟社、￥2,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストや参考文献などを購入し、よく読む努力をして欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ⅱ（Politics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 政治学について身近な話題から入門したい受講者は政治学概論Ⅰを先に履修することを薦めます。

そ の 他 なし

授業概要：
民主主義での政治過程（政治のプロセス）を追いながら、政治学の基礎作りをします。前半は政治過程の基本的枠組みを使いながら、議会、選挙、政党・

圧力団体などの主要項目を学びます。後半は、我々の政治における「考え方」を構成する「イデオロギー・思想」や「政治的態度」、また「世論」や「政治
的言語」に焦点を当てます。
授業目標：
⚑．我々はどのように政治に参加しうるのかという視点から、政治学の基礎的な体系を理解する。
⚒．身近な政治の問題を政治学の体系の中で位置づける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『Next教科書シリーズ 政治学』 山田光矢編 弘文堂（￥2,000）
毎回ハンドアウトに従って進めます。

参考文献：
講義の中で必要に応じ紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
自宅学習は復習中心です。講義に積極参加することが望ましいです。様々な質問を歓迎します。きちんと学習できれば、大学での政治学の基礎を十分身

に付けることが出来る講義です。公務員試験、その他就職試験の政治学の範囲もカバーします。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要と政治学とは何かについてわかりやすくお話ししま
す。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

2 政治体制：幾つかの基本的な政治体制について説明し、民主主義の政治体制の意義を
学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

3 民主主義と政治過程：民主主義における政治過程（政治のプロセス）について、モデル
を提示しながらお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

4 政治参加と政治 ① 議会 : 政治過程への政治参加の最も重要な制度である議会・
代議制についてその仕組みを学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

5 政治参加と政治 ② 選挙：我々が代議制に関わる制度である「選挙」について、その
仕組みと政治過程での意義を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

6 政治参加と政治 ③ 政党と圧力団体：我々が政治過程に関わる媒体である政党と圧力
団体の機能を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

7 政治参加と政治 ④ 政治運動・陳情等：政治過程に関わる手段としての政治運動、陳
情などの機能を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

8 前半のまとめ：ここまでの講義の整理をします。様々な質問や意見も歓迎します。
(自由な討論を歓迎します｡)

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

9 政治思想・イデオロギー：政治に関わる諸集団をまとめ上げる政治思想・イデオロギー
について、その概要を学びます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

10 政治意識：政治に関わる我々の態度は政治に大きな影響を与えます。この課題を扱う
「政治意識」についてお話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

11 政治的アパシー：政治への無関心は政治過程に重要な影響を与えます。政治的無関心
に関する幾つかの議論を紹介します。 (自由な討論を歓迎します｡)

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

12 世論とマスメディア：「世論」とは何か、どのように形成されるのかについてお話しし
ます。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

13 投票行動：選挙の結果を左右する有権者の投票行動について、政治学の過去の蓄積を
お話しします。

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

14 政治的言語：政治の発言、文章に含まれる「政治的言語」について言及し、いかに政治
の意図を読み解くか考えます。 (自由な討論を歓迎します｡)

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義

15 あるべき政治の姿と我々の関わりとは：我々が民主主義の政治過程に、いかに関わっ
ていけるのかを一緒に考えます。 (自由な討論を歓迎します｡)

事前：特になし
事後：ハンドアウト(復習) 講義
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教本：
ニュース解説室へようこそ！編集委員会『ニュース解説室へようこそ！ 2018～19』

清水書房、2018年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
小テスト・報告・発表等（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
国内外の政治に関するニュースに日頃から関心を持ち、その概要を説明できることが現代政治を見通す第一歩です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 政治学概論Ⅱを学ぶに当たって―オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：講義の復習 講義

2 国際関係のあゆみ［国際関係史］
① ヨーロッパ近代国家の誕生

事前：教本pp.170, 171精読
事後：講義の復習 講義

3 国際関係のあゆみ
② ⚒つの世界大戦―兵器の近代化、そして総力戦へ

事前：教本pp.172～175精読
事後：講義の復習 講義

4 国際関係のあゆみ
③ 冷戦からポスト冷戦へ

事前：教本pp.186～189精読
事後：講義の復習 講義

5 政治の諸理論
① 力による平和と民主主義の発達

事前：教本pp.44～61精読
事後：講義の復習 講義

6 政治の諸理論
② 安全保障（日米安保体制）

事前：教本pp.82～87精読
事後：講義の復習 講義

7 政治の諸理論
③ 対立と協調／規範と制度（話し合いを重視した平和）

事前：教本pp.212, 213精読
事後：講義の復習 講義

8 国際関係と体制
① 政治体制・外交交渉（領土問題）

事前：教本pp.208～211精読
事後：講義の復習 講義

9 国際関係と体制
② 国際連合・国際機関と国際法

事前：教本pp.172～179精読
事後：講義の復習 講義

10 国際関係と体制
③ 地域主義の深化

事前：教本pp.334～341精読
事後：講義の復習 講義

11 政治の諸課題
① 大量破壊兵器（核・化学・生物兵器）の拡散

事前：教本pp.194～201精読
事後：講義の復習 講義

12 政治の諸課題
② 新しい戦争（テロリズムの台頭と不安定化する世界）

事前：教本pp.202～207精読
事後：講義の復習 講義

13 政治の諸課題
③ グローバリゼーション（地域統合／経済統合）

事前：教本pp.320～333精読
事後：講義の復習 講義

14 政治の諸課題
④ 地球環境問題（地球温暖化／生物多様性）

事前：教本pp.358～365精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 政治学概論Ⅱ（Introduction to Political Science Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 政治学概論Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、グローバル時代の国際関係を理解する上で必要な基礎知識（歴史的背景・国際関係理論など）の習得を第一目標とする。講義の流れとして、

まずは国際関係の歴史と諸理論を理解することで、今日の国際関係を見るうえでの視点を養う。さらに、身近に起きている国内外の諸問題についても適宜
解説を加え、受講者に主体的に政治に関する諸課題を考える機会を提供する。
授業目標：
⚑．国際関係史の概要が説明できる。
⚒．国内外の政治に関する諸課題（核兵器、テロ、地球環境問題など）の概要を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 講義

授業科目(英文) 精神健康管理（Management of Mental Health） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 作間 祐子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人間の心の成り立ちや病理について全般的に学習する。そのうえで、自身も含めて身近な人々についての心の健康について検討することができるように

する。

授業目標：
⑴ 心の発達はどのようにして成り立っているものかを理解する。
⑵ 様々なライフイベントや、社会のありようによって精神はどのように影響を受けるものかが理解できる。
⑶ 精神健康管理のための具体的な方策が理解できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要 この授業に期待していることを出し合う 事前：期待する事を整理
事後：理解したことの整理 講義

2 心の発達：生得的に備わっているもの 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

3 心の発達：乳児期からの養育者とのかかわりの中で育つもの 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

4 心の発達：他の能力の発達とのかかわりの中で形成されるもの 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

5 心の発達：養育者の要求水準と達成感・自信 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

6 心の発達：集団の中で育ちゆくもの 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

7 心の発達：思春期から青年期に至るまで 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

8 心の発達：自分自身を振り返ってみる 事前：自身について整理
事後：まとめる 話し合い

9 心の成り立ちの理解について、互いの理解を確かめ合う 事前：理解したことを整理
事後：話し合いをまとめる 話し合い

10 身近な人々の心の状態について どれだけ理解できるものか？ 事前：身近な人の例を探す
事後：話した事をまとめる 話し合い

11 精神健康管理上問題と感じる例について 具体例 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

12 適応、不適応、過剰適応について 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

13 適応、不適応、過剰適応の具体例について 事前：身近な例を探す
事後：話した事のまとめ 話し合い

14 前期に学習したことを発表する 事前：発表の準備
事後：発表者の感想 話し合い

15 前期のまとめ 事前：疑問点を整理
事後：まとめる

講義
話し合い
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教本：
プリントや資料を使用。

参考文献：
その都度授業の中で紹介。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身のこれからの人生に役立てるつもりで受講してほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 様々な精神・身体症状について 事前：プリントを読む
事後：疑問点の整理 講義

17 精神病理について 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

18 精神病理について 家族のケア 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

19 精神健康管理のための機関・相談室・カウンセラー 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

20 心理相談、面接 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

21 心理検査：精神健康管理のための予防的使用について 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義

22 心理検査：体験学習 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 演習

23 精神健康管理のためのチェックリスト作り 事前：情報収集
事後：リストを完成させる 演習

24 いじめについて 具体例を挙げてみる（チェックリストの使用状況確認） 事前：情報収集
事後：情報の整理 講義と演習

25 いじめについて 心理学的メカニズムの検討（チェックリストの使用状況確認） 事前：情報について検討
事後：疑問点の整理 演習と講義

26 精神健康管理と社会のあり方との関係 （労働） 事前：情報収集
事後：話し合いのまとめ 講義と話し合い

27 精神健康管理と社会のあり方との関係 （教育） 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義と話し合い

28 精神健康管理と社会のあり方との関係 （家庭と地域） 事前：資料を読む
事後：疑問点の整理 講義と話し合い

29 精神健康管理と社会のあり方との関係 私の提案 事前：考えをまとめる
事後：話し合いをまとめる 話し合い

30 まとめ どれだけ自分の役に立ったか 事前：考えをまとめる
事後： 話し合い
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
『ノードとしての青年期』高坂康雅編 ナカニシヤ出版

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えた

ことを書いて提出していただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 生涯発達の中の青年期 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 青年期の認知・感情① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 青年期の認知・感情② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 青年期の自己意識① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 青年期の自己意識② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 アイデンティティ① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 アイデンティティ② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 青年期の親子関係① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 青年期の親子関係② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 青年期の友人関係① 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 青年期の友人関係② 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 青年期の恋愛関係 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 青年期のキャリア形成 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 青年期の心理（Psychology of Adolescence） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
青年期は、子どもからおとなへの移行期であり、身体、対人関係、環境等に大きな変化を経験する時期である。本講義では、そうした青年期について、

生涯発達の中の位置づけ、特有の認知・感情、対人関係の有り様などを、理論やワークを通して学ぶ。

授業目標：
青年期について理解することにより、自己・他者理解を深めることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書なし。

参考文献：
⚑）大学生物学の教科書 第⚑巻 細胞生物学 D. サダヴァ（著者）、石崎泰樹、丸山敬（訳）講談社
⚒）大学生物学の教科書 第⚔巻 進化生物学 D. サダヴァ（著者）、石崎泰樹、斎藤成也（訳）講談社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
①毎回小テストを行う。成績はテスト点80％、平常点20％で総合評価する。期末試験は必要に応じて行う。
②授業中の私語、着帽、居眠り、携帯メールは厳禁。

学生へのアドバイス：
生物学は、医学、薬理学、病理学、微生物学、動物学、植物学、生化学、分子生物学等の基礎となる学問である。従って、非常に範囲が広いが、将来、

一般市民として生活する上で必要な健康増進・維持に役立つヒトの生物学に焦点を当てた授業である。積極的な参加を望む。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。毎週木曜日の昼休みあるいは授業終了後15分程度。非常勤講師室。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生物の進化―⚑：ビッグバン、太陽・地球系の誕生、生命の発生、全休凍結、細胞共生、
生物系統樹。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

2 生物の進化―⚒：ミトコンドリア、シアノバクテリア、真核細胞、多細胞生物、カンブ
リア動物大爆発。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 生物の進化―⚓：脊椎動物の進化、スーパーブルーム、恐竜、大絶滅、哺乳動物、霊長
類、人類誕生。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 栄養と食生活と人種：人類移動、民族と食生活、エネルギー摂取、三大栄養素、糖質、
タンパク質、脂質。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 栄養と食生活と人種：人類移動、民族と食生活、エネルギー摂取、三大栄養素、糖質、
タンパク質、脂質。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 病気予防（メタボリックシンドローム）：糖尿病、インスリン抵抗性、コレステロール、
動脈硬化、心筋梗塞。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 微生物とは：腐敗と発酵と病原菌、常在菌、放線菌、抗生物質、緑の原油（ユーグレ
ラ）。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 生態防御機構（免疫）外敵：病原菌、反乱：がん細胞、自然免疫系、獲得免疫系、抗体、
キラーＴ細胞、ワクチン。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 細菌性感染症：食中毒、黄色ブドウ球菌、サルモネラ、病原性大腸菌、ヘリコバクター
ピロリ、肺炎球菌、性感染症。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 ウイルス性感染症：ウイルスとは、ノロウイスルス、肝炎ウイルス、HIV（AIDS）、イ
ンフルエンザウイルス。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 がんと老化：がんの特徴、癌遺伝子と癌抑制遺伝子（p53, Rb等）、血管新生、新しい制
癌剤、抗体医薬。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 ビタミンの機能：ビタミンB 1と脚気、水溶性ビタミン、脂溶性ビタミン、活性酸素の
消去。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 代謝とホルモン：内分泌、アドレナリン、甲状腺ホルモン、副腎皮質ホルモン、インス
リン、グルカゴン、ペプチドホルモン。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 性ホルモン：性染色体、乳がんと女性ホルモン、視床下部と脳下垂体、更年期障害、年
期性同一性障害。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

15 神経伝達物質と精神疾患：シナプス、セロトニン、ノルアドレナリン、ドパミン、オピ
オイド、うつ病、統合失調症、認知症。

事前：テキストの精読
事後：授業内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 生物学（Biology） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 金子 勲

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

生物に対する基本的理解を深めるため、時空の発生（ビッグバン）、太陽・地球系誕生、原始生命の誕生、カンブリア動物大爆発から、人類誕生までの進
化過程を学ぶ。続いて、遺伝情報、生体構成成分、細胞の構造等の基本的な細胞生物学を理解した上で、栄養と食生活と現代人との関係を論じ、生活習慣
病（肥満、糖尿病、心筋梗塞、動脈硬化等）について講義する。次に、生体防御（免疫）機構について説明し、細菌性感染症、ウイルス性感染症、老化、
癌（身内の反乱）、および再生医療などについて分子生物学手法をも用いて説明し、その対策に必要な知識を身につける。最後に、ビタミン、ホルモン、神
経伝達物質等の基本的知識を理解し、現代社会で増大している精神・神経疾患（うつ病、統合失調症、認知症等）について学ぶ。なお、授業は毎回、資料
を配布し、パワーポイントで説明し、その中から小テスト問題を出題する。次週にその問題の解答を説明し、理解を深めることに努める。
授業目標：
⚑．地球の進化と生命発生、生物進化、細胞の構造、生体構成成分、栄養と代謝、遺伝情報の発現、器官、ホルモン、ビタミン、神経系、免疫系、感染症、

老化、がん発生機構等の生物の基本的事項が理解できる。
⚒．将来、一般市民の健康増進・維持に役立つと思われる生物学的基礎知識を習得できる。
⚓．具体的には、宇宙の誕生、地球進化と生物進化、カンブリア動物大爆発、脊椎動物発展、大絶滅、哺乳動物進化、人類誕生、人種と食生活・栄養・生

活習慣病との関係、遺伝とDNA、ホルモンと生体調節、神経系、生体防御系、細菌、真菌、ウイルス感染症、癌細胞の特徴、癌の原因、細胞の老化と
固体の寿命ついての知識を習得し、人間（生物）を地球進化学の観点から理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 コミュニケーション・スキル（読み） 事前：なし
事後：なし 演習

2 コミュニケーション・スキル（読み） 事前：なし
事後：なし 演習

3 コミュニケーション・スキル（書き） 事前：なし
事後：なし 演習

4 コミュニケーション・スキル（書き） 事前：なし
事後：なし 演習

5 コミュニケーション・スキル（聴き） 事前：なし
事後：なし 演習

6 コミュニケーション・スキル（聴き） 事前：なし
事後：なし 演習

7 コミュニケーション・スキル（話す） 事前：なし
事後：なし 演習

8 コミュニケーション・スキル（話す） 事前：なし
事後：なし 演習

9 コミュニケーション・スキル（話す） 事前：なし
事後：なし 演習

10 自己管理力（目標カード） 事前：なし
事後：なし 演習

11 自己管理力（目標カード） 事前：なし
事後：なし 演習

12 自己管理力（TODOリスト） 事前：なし
事後：なし 演習

13 自己管理力（TODOリスト） 事前：なし
事後：なし 演習

14 自己管理力（セルフコントロール） 事前：なし
事後：なし 演習

15 前期まとめ 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 総合ゼミⅠ（Comprehensive Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
少人数のクラスを編成し、担当教員の指導のもとで、コミュニケーション・スキル、自己管理力、就職力、チームワーク、リーダーシップの向上を図る。

講義方式による指導ではなく、課題を与え学生自らがそれを解き、教員と学生相互の討議よるフォローアップによるレベルアップを図る方式で進める。

授業目標：
テーマ：到達目標：社会人としての基礎能力の習得
テーマ：「学士力」に関連したコミュニケーション・スキル、自己管理力、就職力、チームワーク、リーダーシップなど演習を通じて習得できるスキルや態
度を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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そ

教本：
必要とする教材をその都度準備・提供する。

参考文献：
各教員が指定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
課題・レポートの提出状況、討議への参加・発言内容などを総合的に判断して評価する。

学生へのアドバイス：
欠席・遅刻をする場合は、事前に連絡すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 演習

17 自己分析 事前：なし
事後：なし 演習

18 自己分析 事前：なし
事後：なし 演習

19 企業研究 事前：なし
事後：なし 演習

20 企業研究 事前：なし
事後：なし 演習

21 面接 事前：なし
事後：なし 演習

22 面接 事前：なし
事後：なし 演習

23 チームワーク 事前：なし
事後：なし 演習

24 チームワーク 事前：なし
事後：なし 演習

25 チームワーク 事前：なし
事後：なし 演習

26 リーダーシップ 事前：なし
事後：なし 演習

27 リーダーシップ 事前：なし
事後：なし 演習

28 リーダーシップ 事前：なし
事後：なし 演習

29 リーダーシップ 事前：なし
事後：なし 演習

30 まとめ 事前：なし
事後：なし 演習
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教本：
担当教員の指示による。

参考文献：
担当教員の指示による。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常の活動を重視、課題・レポートの提出・討議への参加発言内容など総合的に判断して評価する。

学生へのアドバイス：
指導してきたことと、自身で調査・研究したものを、文書（論文・レポート）としてまとめ、提出すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1～30 テーマを決め資料の入手・解釈などを進め、テーマ領域について知識を深める 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 総合ゼミⅡ（Comprehensive Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
担当教員の指導のもと自身でテーマを決め、資料の入手・解釈などを進め、テーマ領域についての知識を深めてもらう。教員との個別面談を含め、諸方

面（研究・就職など）の指導を行う。

授業目標：
テーマ：到達目標：総合ゼミⅠの履修を前提として、指導教員とテーマを決め、テーマ領域の深耕を行う。その過程を通して社会人としての基礎能力の

向上を図る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「これならわかる⽒ 税法の基本」
藤本清一他 実務出版 ￥2,200

参考文献：
「税法概論」図子義信著 大蔵財務協会
「現代税法の基礎知識」新井益太郎監修 ぎょうせい
「私たちの税金」大蔵財務協会

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（55％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ノートを用意して必ずノートをとるようにする。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 税金の基礎的な仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

⚓ 租税法律主義 事前：なし
事後：なし 講義

⚔ 実質課税の原則 事前：なし
事後：なし 講義

⚕ 租税負担公平の原則 事前：なし
事後：なし 講義

⚖～10 簿記、会計の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

11～15 法人税の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 租税法Ⅰ（Tax Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深沢 邦秀

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
税法は税金のことを定めた法律である。この授業は、租税法の基本的なことを理解する。また、現在、わが国で導入されている税法の中から「法人税法」

を選び、その内容のアウトラインを理解する。その前提である簿記と会計についても言及する。

授業目標：
「税金」及び「税法」について理解を深める。税法入門。また、会計、法人税法の基礎知識を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「これならわかる⽒ 税法の基本」
藤本清一他 実務出版 ￥2,200

参考文献：
「税法概論」図子善信著 大蔵財務協会
「現代税法の基礎知識」新井益太郎監修 ぎょうせい
「私たちの税金」大蔵財務協会
「相続税・贈与税のことがわかる本」三浦繁著 同文館出版

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（25％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（55％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ノートを用意して必ずノートをとるようにする。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～⚕ 所得税の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

⚖～10 消費税の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

11～15 相続税の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 租税法Ⅱ（Tax Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深沢 邦秀

履 修 条 件
前提科目 租税法Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
税法は税金のことを定めた法律である。この授業は、租税法の基本的なことを理解するために、現在、わが国で導入されている税法の中から「所得税法」

と「消費税法」と「相続税法」を選び、それぞれの内容のアウトラインを理解するとともに、この制度がどのような理由で作られているか、また、税金の
必要性を認識し、問題がないかを考える。
授業目標：

所得税、消費税、相続税について一般的常識理念を高める事が目的である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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た

教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
鈴木一代『異文化間心理学へのエントランス

多文化社会と心理学へのアプローチ』おうふう
成績評価の方法、評価基準：

授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 文化とは何か 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 文化と自己 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 文化と幸福感 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 同調 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 ステレオタイプと偏見 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 異文化接触・異文化体験 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 異文化適応とカルチュア・ショック 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 異文化間コミュニケーション 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 多文化の中の人間 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 文化的アイデンティティ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 バイカルチュラリズムとバイリンガリズム 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 異文化遭遇とメンタルヘルス 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 異文化間カウンセリングと異文化間トレーニング 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 多文化共存生活場面の心理Ⅰ（Cultural Friction and Conflict in Everyday Life Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、多文化が共存する場面や環境で、どのような心の動きや行動が生じ、それらが人間形成にどのように関わるのかについて学ぶ。

授業目標：
多文化が共存する場面で生じていることについて、心理学的に説明することができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『セルフ・アサーション・トレーニング 増補改訂』菅沼憲治著、東京図書

参考文献：
授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自己の気づき体験を記録した資料を分析し考察する姿勢を持ちつつ授業に参加する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの精読
事後：復習する 講義

2 セルフ・アサーション・トレーニングの目的 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

3 アサーティブ行動とは何か 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

4 金魚鉢方式のロールプレイング 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

5 セルフに気づく 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

6 さわやかなアサーション 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

7 しなやかなアサーション 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

8 すこやかなアサーション 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

9 日本文化とアサーション 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

10 アサーティブ行動の査定 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

11 アサーションいろはかるたの実習 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

12 ファシリテーターに成る 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

13 トレーニングの倫理綱領 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

14 セルフ・アサーション・トレーニング研究 事前：資料を読む
事後：復習する 講義と演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 多文化共存生活場面の心理Ⅱ（Cultural Friction and Conflict in Everyday Life Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 「文化心理学」を履修済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
多文化共存場面では、対人的葛藤が起きて当たり前である。この対立が和解に向かうと望ましいが、逆に紛争に発展すると不健康になる。自助・共助・

公助の支援段階でまず自助努力がWIN WINに至る過程であることを学ぶ・

授業目標：
対人葛藤を解決するには、WIN WINを目的にしたコミュニケーションが大切であることを理解する。さらに、セルフ・アサーション・トレーニングに

より自己成長を促進する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-09  Page 41 19/03/15 16:20

331

教本：
このシラバス提出時点では未定です。

参考文献：
『六法』の持参は不可欠です。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
「担保物権」はかなり複雑なので、高学年になってから受講するのがよいのかもしれません。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、担保法の概要、担保物権総論 事前：
事後：復習 講義

2 抵当権の効力⚑ 抵当権の効力が及ぶ目的物の範囲
抵当不動産の付加一体物

事前：
事後：復習 講義

3 抵当権の効力⚒ 抵当権の侵害に対する効力 事前：
事後：復習 講義

4 抵当権の効力⚓ 抵当権の物上代位 事前：
事後：復習 講義

5 抵当権の実行 事前：
事後：復習 講義

6 抵当権と利用権 法定地上権 事前：
事後：復習 講義

7 共同抵当抵当権の第三取得者 事前：
事後：復習 講義

8 抵当権の処分・抵当権の消滅 事前：
事後：復習 講義

9 根抵当権質権 事前：
事後：復習 講義

10 法定担保物権 留置権・先取特権 事前：
事後：復習 講義

11 非典型担保⚑ 譲渡担保 事前：
事後：復習 講義

12 非典型担保⚒ 所有権留保 事前：
事後：復習 講義

13 保証 事前：
事後：復習 講義

14 多数当事者の法律関係 事前：
事後：復習 講義

15 講義のまとめ 事前：
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 担保法（Security Law） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤原 俊雄

履 修 条 件

前提科目 私法学Ⅰ・Ⅱ、契約法Ⅰ・Ⅱ

そ の 他
(契約内容（債権）確保のための「担保法」という制度の特性上、契約法に関する知識が前提となるため、上記科
目を履修済みあるいは同時に履修していないと、なかなか理解しにくいと思います。

授業概要：
民法の担保物権を扱います。民法典に規定されている担保物権（典型担保＝留置権・先取特権・質権・抵当権）を対象とし、主にはき抵当権について説

明します。

授業目標：
⑴ 典型担保制度の基本的な内容と抵当権に関する法律問題を理解することです。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
日本地図帳（中学校、高校時のものがあればそれを）初回時、説明する。

参考文献：
旅に出たくなる地図 日本（帝国書院）￥2,400（税別）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
国内観光に関する「基本のキ」の習得を徹底するので、⚒年生前期に受講することを奨める。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
北海道の観光資源

事前：シラバスを読む
事後：地図帳で確認 講義

2 青森県・岩手県。秋田県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

3 山形県・宮城県・福島県・新潟県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

4 栃木県・茨城県・群馬県・埼玉県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

5 千葉県、東京都、山梨県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

6 静岡県、長野県、岐阜県、愛知県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

7 富山県、石川県、福井県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

8 滋賀県、京都府、兵庫県、岡山県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

9 三重県、奈良県、大阪府、和歌山県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

10 鳥取県、島根県、広島県、山口県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

11 香川県、愛媛県、徳島県、高知県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

12 福岡県、大分県、長崎県、佐賀県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

13 宮崎県、熊本県、鹿児島県、沖縄県の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

14 神奈川県、厚木市の観光資源 事前：地図帳で確認
事後：返却プリントの確認 講義

15 47都道府県の再確認・まとめ 事前：地図帳で確認
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域観光論Ⅰ（Regional Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。
国内観光に関する「基本のキ」の習得を徹底するので、⚒年次前期に受講することを奨める。

授業概要：
南北に長いわが国の観光資源を地域単位で整理し、日本の多様な魅力を知る。
毎回、シート（授業時配布する用紙）に学んだ内容をまとめる。15回の授業分を⚑冊にまとめ、観光振興について学ぶ貴重な資料として、活用してもら

いたい。
授業目標：
⚑．国内各地の観光震源について、内容や特徴を理解する。
⚒．観光資源の特徴ごとに活用方法を学ぶ。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ち

教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
講義時、適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
観光関係の業種への就職を希望する学生には、面接時に役立つキーワードを学ぶ機会となる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
温泉観光地（温泉とは）

事前：シラバスを読む
事後：ノートの確認 講義

2 温泉観光地（温泉の現状 事例研究 草津温泉） 事前：温泉のイメージ
事後：確認 講義

3 温泉観光地（温泉の課題 事例研究 黒川温泉） 事前：温泉の魅力
事後：ノートの確認 講義

4 温泉観光地（観光志向の変化から） 事前：温泉の魅力
事後：ノートの確認 講義

5 テーマパーク（テーマパークとは、テーマパーク以前） 事前：テーマパークの思い出
事後：ノートの確認 講義

6 テーマパーク（現状と課題、第⚓セクターとは） 事前：テーマパークの魅力
事後：ノートの確認 講義

7 テーマパーク（事例研究 ハウステンボス ひらかたパーク） 事前：テーマパークの仕事
事後：ノートの確認 講義

8 博物館（博物館とは、現状と課題） 事前：博物館の思い出
事後：ノートの確認 講義

9 博物館（動物園、事例研究 旭山動物園） 事前：動物園の思い出
事後：ノートの確認 講義

10 食文化（ユネスコ無形文化遺産に登録された和食） 事前：和食の魅力
事後：ノートの確認 講義

11 食文化（B－⚑グランプリ、事例研究 厚木のシロコロ） 事前：知っているB1グルメ
事後：ノートの確認 講義

12 ニューツーリズム（ツーリズムの新と旧） 事前：これまでのノートを
事後：ノートの確認 講義

13 ニューツーリズム（グリーンツーリズム 事例研究 安心院） 事前：あなたがしたい観光
事後：ノートの確認 講義

14 あなたが考えるニューツーリズム（課題） 事前：あなたがしたい観光
事後：ノートの確認 講義

15 課題の発表 事前：発表準備
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域観光論Ⅱ（Regional Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 地域観光論Ⅰ（履修者で、単位未取得者は相談してください）

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。事前学習に記載されたテーマについて考えてくること。

授業概要：
日本の多様な魅力をキーワードで整理し、理解する。具体的な事例をもとに地域での観光振興のあり方を考える。
ノートをしっかりと取り、15回の授業終了時にノートが⚑冊の資料集となるように丁寧にまとめることを課題とする。このノートを、観光振興について

学ぶ貴重な資料として、活用してもらいたい。課題発表ない場合は、単位は修得できない。
授業目標：

⚑．観光資源の特徴ごとに活用方法を考える。
⚒．観光資源の持つ問題点を整理する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回レジュメを配布する。

参考文献：
必要の都度、参考図書・資料を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
平常点（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
地域金融論Ⅰは、日常生活に密着した金融サービスを易しく解説します。学生諸君が社会人になって必ず役立つ金融知識が一杯です。沢山の学生が参加

することを期待します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（授業の構成と進め方を説明する） 事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 おカネとは何か（おカネはなぜ誕生したのか、どうしてみんなが欲しがるのかを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

3 個人向け金融サービスⅠ（テレビで宣伝しているクレジットカードの仕組み、使い方
を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

4 個人向け金融サービスⅡ（電車やバスに乗るときに使うプリペードカードの仕組みを
学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

5 個人向け金融サービスⅢ（宅配便の着払い等新しい個人向けの金融サービスを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

6 金利の基礎Ⅰ（おカネを借りる際に支払う金利がもっている意味を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

7 金利の基礎Ⅱ（お金の貸し借りに必要な金利の計算方法を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

8 金利の基礎Ⅲ（前回に続いてお金の貸し借りに必要な金利の計算方法を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

9 日本の金融（日本全体で動いているおカネの流れを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

10 銀行の役割Ⅰ（預金と決済業務を中心に銀行の仕事を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

11 銀行の役割Ⅱ（貸出業務を中心に銀行の仕事を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

12 金融機関の種類（銀行、保険会社、証券会社など金融機関の違いを学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

13 国債（国が発行して資金を集める国債についての基礎知識を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

14 株式（株式会社が発行し、株式市場で売り買いされる株式について学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

15 投資信託（沢山の投資家から集めた資金で株式や国債を購入して運用する投資信託の
基本を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域金融論Ⅰ（Regional Finance Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地域金融論Ⅰは、クレジットカード、プリペード、宅配便の着払いなどわれわれの日常生活に密着した金融サービスや銀行の役割を出来る限り分かりや

すく講義する。

授業目標：
⚑．日常生活に密着した金融サービスを理解する。
⚒．銀行の種類と役割を理解する

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
毎回レジュメを配布する。

参考文献：
必要の都度、参考図書・資料を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
地域金融論Ⅱは、現代の地域金融が取り組んでいる諸問題を幅広く取り上げて学ぶ。意欲ある学生の参加を期待する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 中小企業の金融Ⅰ（企業金融の基本を学んだうえで、中小企業金融の得失を考える） 事前：参加意識の整理
事後：作成ノートの精読 講義

2 中小企業の金融Ⅱ（各種の統計資料からわが国中小企業金融の現状を分析・整理する） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

3 リレーションシップバンキングⅠ（地域金融機関が取り組んでいるリレーションシッ
プバンキングの基本を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

4 リレーションシップバンキングⅡ（リレーションシップバンキングが目指す不動産以
外の新たな貸出担保について考える）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

5 リレーションシップバンキングⅢ（前回に続いて担保・保証に依存しない貸出につい
て考える）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

6 創業企業に対する金融（実績も資産もない創業企業が直面する金融問題を考える） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

7 ベンチャーキャピタル（創業企業の株式を取得して経営支援するベンチャーキャピタ
ルの仕組みと日本の現状を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

8 地方財政Ⅰ（あまり意識されないが地域金融として大切な地方自治体の財政問題につ
て学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

9 地方財政Ⅱ（地方自治体が発行して資金を調達する地方債の基本を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

10 地方財政Ⅲ（財政難に陥っている地方自治体が積極的に取り組んでいる民間資金を活
用する方策を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

11 金融サービスの革新Ⅰ（ICTを活用した金融サービスであるFinTecの基本を学ぶ） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

12 金融サービスの革新Ⅱ（FinTecの一郭となっているクラウドファンディングの基本を
学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

13 金融サービスの革新Ⅲ（クラウドファンディングによる企業金融のソーシャルレンデ
ィングの現状を学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

14 キャッシュレス社会（世界的な潮流となっている脱現金社会であるキャッシュレス社
会について学ぶ）

事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

15 金融リテラシー（現代人が最低限身に付けなければならない金融知識を考える） 事前：前回作成ノートの再読
事後：今回作成ノートの精読 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 90 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域金融論Ⅱ（Regional Finance Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 長谷川 清

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地域金融論Ⅱでは、日本経済の基盤となっている中小企業が抱える金融問題、地域住民の生活に繋がる地方財政、新たな金融サービスの革新を予言する

一連の動きを学ぶ。

授業目標：
⚑．地域金融を掘り下げて学ぶ。
⚒．金融サービスの将来を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
「計画する」ということは、何事においても必要な技術である。社会で必要不可欠な技術の一つであるという視点から勉強をしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光振興の意味 事後：今回の授業内容 講義

2 観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 計画の概念 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 観光計画の流れ 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 調査の種類と内容 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 アンケート調査 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 観光統計調査 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 発想の基礎 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 発想の手法 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 観光計画の変遷 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 都市と観光計画 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 農村と観光計画 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 温泉と観光計画 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 体験型観光計画 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 計画書の策定 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域振興論Ⅰ（Regional Promotion Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地域振興には様々な目的があるが、本科目ではそのうち観光による地域振興を中心に、観光地域計画策定や実践において必要な基礎的な考え方、技法等

について講義する。

授業目標：
⚑．観光による地域振興の意義やあり方を理解する。
⚒．地域振興を推進する上で必要な計画、調査等における基礎的知識を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
各地域における観光地域振興の現状を学ぶことにより、地域の努力や観光振興の仕組みについて学んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 柏崎市高柳町の観光振興①（高柳町観光地域振興の現状） 事後：今回の授業内容 講義

2 柏崎市高柳町の観光振興②（農業と観光地域振興） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 柏崎市高柳町の観光振興③（高柳町観光地域振興計画の体系） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 柏崎市高柳町の観光振興④（茅葺き民家と観光地域振興） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 南砺市利賀村の観光振興①（利賀村観光地域振興の現状） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 南砺市利賀村の観光振興②（利賀村観光地域振興とそば） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 南砺市利賀村の観光振興③（利賀村観光地域振興と国際交流） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 松江市の観光振興①（松江市観光の現状） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 松江市の観光振興②（松江市観光地域振興計画の体系） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 松江市の観光振興③（松江市観光地域振興計画の内容） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 韓国と観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 ネパールと観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 台湾と観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 モンゴルと観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 これからの観光による地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域振興論Ⅱ（Regional Cultures Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 地域振興論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
地域振興を推進する上で必要な計画、調査等における基礎的知識を習得することを目標とします。
テーマは、特に、観光による地域振興について、各地域や観光のテーマ別による地域振興事例をもとに、その現状と効果の検証を行います。

授業目標：
⚑．観光による地域振興の現状・意義・役割を習得する。
⚒．テーマ別・地域形態別の観光による地域振興の手法について習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
わからないことがあっても、あきらめないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地域とは何か、地域文化とは何か 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 社会構造という考え方 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 歴史と構造 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 日本の地域文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 日本の地域文化⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 沖縄・宮古の地域文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 沖縄・宮古の地域文化⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 琉球文化と地域性 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 地域文化と盛り場空間 新宿 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 地域文化と盛り場空間 新宿⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 地域文化と盛り場空間 新宿⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 地域文化と盛り場空間 渋谷 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 地域文化と盛り場空間 渋谷⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 地域文化と盛り場空間 渋谷⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前： ノート整理
事後：

試験あるいは
レポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化史Ⅰ（Curtural History of Areas Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学などの文化学

そ の 他

授業概要：
東アジア、とりわけ日本の文化を歴史的な視点から捉えなおすことが、本講義の目的になる。

授業目標：
教科書的歴史だけではない歴史を知ること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地域文化史Ⅰの復習 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 東南アジアの地域性 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 大陸の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 大陸の文化⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 大陸の文化⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 島嶼部の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 島嶼部の文化⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 島嶼部の文化⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 異文化接触と地域文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 異文化接触と地域文化⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 地域文化と政策 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 地域文化と政策⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 地域文化と政策⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 地域と歴史 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前：ノート整理
事後：

試験あるいは
レポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化史Ⅱ（Curtural History of Areas Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学などの文化学

そ の 他

授業概要：
前期の地域文化史Ⅰをベースに、範囲を拡大し、東南アジアまでを視野に入れていく。

授業目標：
異なる文化とどのように関係を創り上げていくのかに関して、自分の視点を持つ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
わからないことがあっても、あきらめないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
人は何を求めて観光をするのか、地域の何気ない資源がなぜ人に求められる価値を有する文化となるのか、そんな疑問を解き明かしたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地域文化の構造 事後：今回の授業内容 講義

2 地域文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 地域文化と境目 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 地域文化と地域資源・観光資源 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 レクリエーション活動と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 地域資源の価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 地域文化資源の公的価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 地域自然資源の公的価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 ユネスコによる地域資源の価値評価（世界遺産） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 ミシュランによる地域資源の価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 地域資源の名数による価値 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 地域文化と観光情報の発信 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 地域文化の情報発信（展示見学施設） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 地域文化の情報発信（景観と風景） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき地域文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論（Regional Cultures） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光振興における地域文化の重要性と、観光資源（観光目的）としての地域文化資源の観光的活用という視点から、地域文化の固有性とその魅力につい

て探求する。

授業目標：
⚑．地域文化と観光資源の関係性について習得する。
⚒．観光資源の内容について習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション

多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小レポート（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇地域文化論の全体像を概観する。

事前：教本pp. 1～3精読
事後：講義の復習 講義

2 グローバル社会と異文化コミュニケーション
① グローバル社会における異文化交流

事前：教本pp. 3～9精読
事後：講義の復習 講義

3 グローバル社会と異文化コミュニケーション
② 異文化交流の歴史～中国少数民族の生活を訪ねて

事前：教本pp. 236～242精読
事後：講義の復習 講義

4 文 化
① せめぎ合いの場としての文化～文明の衝突

事前：教本pp. 11～16精読
事後：講義の復習 講義

5 文 化
② 外国人として生きる～オリエンタリズムと白人性

事前：教本pp. 16～19精読
事後：講義の復習 講義

6 コミュニケーション
① コミュニケーション能力と寛容性

事前：教本pp. 19～24精読
事後：講義の復習 講義

7 コミュニケーション
②〈想像／創造する力〉としてのコミュニケーション

事前：教本pp. 24～31精読
事後：講義の復習 講義

8 言 語
① 英語帝国主義～日本人はなぜ英語が話せないのか？

事前：教本pp. 108～117精読
事後：講義の復習 講義

9 言 語
② 国家と標準語・方言～異文化としての名古屋ことば

事前：教本pp. 117～134精読
事後：講義の復習 講義

10 非言語
① 非言語メッセージとステレオタイプ

事前：教本pp. 135～144精読
事後：講義の復習 講義

11 非言語
② 沈黙の意味～日本人と以心伝心

事前：教本pp. 144～152精読
事後：講義の復習 講義

12 時間・空間 記憶と忘却 事前：教本pp. 152～157精読
事後：講義の復習 講義

13 発展学習
① 生物多様性と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

14 発展学習
② 建築と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論（Regional Cultures） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。
授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
人は何を求めて観光をするのか、地域の何気ない資源がなぜ人に求められる価値を有する文化となるのか、そんな疑問を解き明かしたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地域文化の構造 事後：今回の授業内容 講義

2 地域文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 地域文化と境目 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 地域文化と地域資源・観光資源 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 レクリエーション活動と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 地域資源の価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 地域文化資源の公的価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 地域自然資源の公的価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 ユネスコによる地域資源の価値評価（世界遺産） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 ミシュランによる地域資源の価値評価 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 地域資源の名数による価値 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 地域文化と観光情報の発信 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 地域文化の情報発信（展示見学施設） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 地域文化の情報発信（景観と風景） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき地域文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論Ⅰ（Regional Cultures Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光振興における地域文化の重要性と、観光資源（観光目的）としての地域文化資源の観光的活用という視点から、地域文化の固有性とその魅力につい

て探求する。

授業目標：
⚑．地域文化と観光資源の関係性について習得する。
⚒．観光資源の内容について習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション

多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小レポート（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇地域文化論の全体像を概観する。

事前：教本pp. 1～3精読
事後：講義の復習 講義

2 グローバル社会と異文化コミュニケーション
① グローバル社会における異文化交流

事前：教本pp. 3～9精読
事後：講義の復習 講義

3 グローバル社会と異文化コミュニケーション
② 異文化交流の歴史～中国少数民族の生活を訪ねて

事前：教本pp. 236～242精読
事後：講義の復習 講義

4 文 化
① せめぎ合いの場としての文化～文明の衝突

事前：教本pp. 11～16精読
事後：講義の復習 講義

5 文 化
② 外国人として生きる～オリエンタリズムと白人性

事前：教本pp. 16～19精読
事後：講義の復習 講義

6 コミュニケーション
① コミュニケーション能力と寛容性

事前：教本pp. 19～24精読
事後：講義の復習 講義

7 コミュニケーション
②〈想像／創造する力〉としてのコミュニケーション

事前：教本pp. 24～31精読
事後：講義の復習 講義

8 言 語
① 英語帝国主義～日本人はなぜ英語が話せないのか？

事前：教本pp. 108～117精読
事後：講義の復習 講義

9 言 語
② 国家と標準語・方言～異文化としての名古屋ことば

事前：教本pp. 117～134精読
事後：講義の復習 講義

10 非言語
① 非言語メッセージとステレオタイプ

事前：教本pp. 135～144精読
事後：講義の復習 講義

11 非言語
② 沈黙の意味～日本人と以心伝心

事前：教本pp. 144～152精読
事後：講義の復習 講義

12 時間・空間 記憶と忘却 事前：教本pp. 152～157精読
事後：講義の復習 講義

13 発展学習
① 生物多様性と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

14 発展学習
② 建築と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論Ⅰ（Regional Cultures Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。
授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）等に授業態度（出席等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
人は何を求めて観光をするのか、地域の何気ない資源がなぜ人に求められる価値を有する文化となるのか、そんな疑問を解き明かしたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地域と食文化 事後：今回の授業内容 講義

2 地域食の形成と観光 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 塩と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 塩文化と観光（事例） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 蕎麦と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 蕎麦文化と観光（事例） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 島と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 島文化と観光（事例） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 島文化と観光（事例） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 映像と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 アニメと地域文化（サブカルチャー） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 水と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 水文化を活かした観光（事例） 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 歴史と地域文化 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき地域文化の形成 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論Ⅱ（Regional Cultures Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
素材や地形毎の文化形成を体系的にみることにより、地域文化と観光のあり方について、日本各地における地域文化を活かした観光の現状を探求する。

授業目標：
⚑．各種の素材における地域文化の特性と観光との関わりについて習得する。
⚒．島における地域文化特性と観光振興について習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション

多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業中の小レポート（40％）、レポート（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇地域文化論Ⅱの全体像を概観する。

事前：シラバス精読
事後：講義の復習 講義

2 異空間としてのメディア
① 現代の映像メディアと文化～世界を見るレンズ

事前：教本pp. 83～95精読
事後：講義の復習 講義

3 異空間としてのメディア
② メディアと権力～メディアが世界を変える!?

事前：教本pp. 95～108精読
事後：講義の復習 講義

4 メディアと文化
① グローバル社会とメディア文化

事前：教本pp. 37～50精読
事後：講義の復習 講義

5 メディアと文化
② 戦争の記憶、記憶の戦争

事前：教本pp. 50～59精読
事後：講義の復習 講義

6 異文化接触
① 「カルチャーショック」と適応～異文化との出会い

事前：教本pp. 61～90精読
事後：講義の復習 講義

7 異文化接触
② アイデンティティと「他者｣～自分探しの意味とは

事前：教本pp. 90～108精読
事後：講義の復習 講義

8 文化のポリティクス
① 現実はつくられる～アフリカと貧困・開発

事前：教本pp. 159～169精読
事後：講義の復習 講義

9 グローバリゼーションの行方
① グローバル化と格差社会～貨幣と文化

事前：教本pp. 181～188精読
事後：講義の復習 講義

10 グローバリゼーションの行方
② 画一化されない食文化

事前：教本pp. 189～192精読
事後：講義の復習 講義

11 グローバリゼーションの行方
③ オルタナティブな世界の構築に向けて

事前：教本pp. 192～205精読
事後：講義の復習 講義

12 研究発表⚑ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

13 研究発表⚒ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

14 研究発表⚓ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域文化論Ⅱ（Regional Cultures Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 地域文化論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。
授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
講義時、適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
マスコミ関係の業種への就職を希望する学生には、面接時に役立つキーワードを学ぶ機会となる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
メディアとは

事前：シラバスを読む
事後：ノートの確認 講義

2 人と人、人と地域をつなぐメディア 事前：最近もらった手紙
事後：ノートの確認 講義

3 言葉と記号のコミュニケーション（言葉とは） 事前：好きな言葉
事後：ノートの確認 講義

4 言葉と記号のコミュニケーション（紙媒体）（課題） 事前：観光パンフレット
事後：ノートの確認 講義

5 言葉と記号のコミュニケーション（電話の今昔） 事前：電話の思い出
事後：ノートの確認 講義

6 コンピュータコミュニケーション（電子メールの特性） 事前：電子メールの失敗
事後：ノートの確認 講義

7 コンピュータコミュニケーション（ブログしていますか？） 事前：人気ブログ
事後：ノートの確認 講義

8 非言語コミュニケーション（赤ちゃんの不思議） 事前：何歳でしゃべったか
事後：ノートの確認 講義

9 非言語コミュニケーション（笑顔の秘訣） 事前：鏡で笑ってみる
事後：ノートの確認 講義

10 空間と距離（パーソナルスペース） 事前：電車内の携帯電話
事後：ノートの確認 講義

11 マスコミ⚕媒体の特徴。（課題） 事前：好きなテレビ番組
事後：ノートの確認 講義

12 映画にみるコミュニケーション（相関図づくり） 事前：最近見た映画
事後：ノートの確認 講義

13 映画にみるコミュニケーション（伏線さがし） 事前：映画の内容の確認
事後：ノートの確認 講義

14 映画にみるコミュニケーション（台詞に学ぶ）（課題） 事前：映画の感想
事後：ノートの確認 講義

15 課題の発表 事前：発表準備
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域メディア論Ⅰ（Community Media Studies Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。事前学習に記載されたテーマについて考えたり、
調べてくること。

授業概要：
地域メディアの具体例とともに、コミュケーションの定義や基礎的な理論についても取り上げる。小課題を⚓回予定している。ノートをしっかりと取る

こと。15回の授業終了時にはノートが⚑冊の資料集となるように丁寧にまとめること。課題発表ない場合は、単位は修得できない。

授業目標：
⚑．自分たちの暮らしに身近な地域メディアとまちづくりについて学ぶ。
⚒．コミュケーションの定義や基礎的な理論について理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
講義時、適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）で総合評価する。初回時、説明する。

学生へのアドバイス：
マスコミ関係の業種への就職を希望する学生には、面接時に役立つキーワードを学ぶ機会となる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
新聞の特性

事前：シラバスを読む
事後：ノートの確認 講義

2 ハッピーニュースとは 事前：新聞を読む
事後：ノートの確認 講義

3 ハッピーニュース探しと記事の概要まとめ（課題） 事前：最近ハッピーだったこと
事後：ノートの確認 講義

4 課題の発表 パネルづくり（松蔭祭で展示） 事前：発表準備
事後：ノートの確認 講義

5 メディアとユニバーサルデザイン（課題） 事前：駅の券売機をよくみる
事後：課題に取り組む 講義

6 課題の発表・ユニバーサルデザイン 事前：課題の提出
事後：ノートの確認 講義

7 広告の理論（最近のテレビ広告の傾向） 事前：好きなテレビ広告
事後：ノートの確認 講義

8 広告の今（広告費の動向） 事前：好きなタレント
事後：ノートの確認 講義

9 広告を考える（何を誰にどのように） 事前：広告題材について
事後：課題について 講義

10 広告を考える（課題）、課題の発表 事前：課題について
事後：ノートの確認 講義

11 デマ・うわさ（風評、都市伝説） 事前：知っている都市伝説
事後：ノートの確認 講義

12 上手に伝えるために 事前：プレゼン大会の感想
事後：ノートの確認 講義

13 上手なプレゼンテーション 事前：テレビニュースをみる
事後：ノートの確認 講義

14 自己とのコミュニケーション 事前：自分の長所は？
事後：授業を振り返る 講義

15 29回の授業から学んだこと（グループディスカッション） 事前：授業を振り返る
事後：テスト準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地域メディア論Ⅱ（Community Media Studies Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 地域メディア論Ⅰ（履修者で、単位未取得者は相談してください）

そ の 他 ⚑回目から出席のこと。出席のない場合は、履修を認めない。事前学習に記載されたテーマについて考えたり、
調べてくること。

授業概要：
地域メディアの具体例とともに、広告の定義や基礎的な理論についても取り上げる。新聞を活用して授業を進める。ノートをしっかりと取ること。15回

の授業終了時にはノートが⚑冊の資料集となるように丁寧にまとめること。課題発表ない場合は、単位は修得できない。

授業目標：
⚑．地域メディアとしての新聞の特性を学ぶ。
⚒．広告の定義や基礎的な理論について理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する

参考文献：
尾家建生他著「これでわかる着地型観光」田畑書店 ￥1,500＋税
浜田篤郎著「伝説の海外旅行」田畑書店 ￥1,500＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しくなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 地域はなぜ観光に向かうのか：観光による地域おこしについて 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 着地型観光と地域資源：地域のオンリーワンの観光資源を探し出し、ブラッシュアッ
プする。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 着地型観光の事業主体：地域の観光の運営主体は誰かについて考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 着地型観光の商品企画：実際に商品企画をしてみて、行程、販売価格、販売対象などを
考える。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 着地型観光の流通・販売：地域の観光資源をどのように販売したら良いか考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 着地型観光における住民の役割：観光による地域振興における住民の果たす役割につ
いて考える。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 体験交流型観光：体験型観光の重要性について考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 ニューツーリズム開発：持続可能な観光について考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 エコツーリズム：エゴツーリズムに変わってしまわないようにする方策を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 放射線の効用：放射線のホルミシスについて考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 温泉文化：体に良い温泉、体に悪い温泉を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 嗜好品文化：世界各国の嗜好品について考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 食の安心・安全：危険な食とは何かについて考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 ディズニーランド：ディズニーランドのリピーターが多い理由を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 着地型・発地型観光論Ⅰ（Alternative Tourism and Mass Tourism Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
映像でイメージを掴み、着地型観光のメリットとデメリットを理解する。

授業目標：
着地型観光の特性を活かした観光プランが作成できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
尾家建生他著「これでわかる着地型観光」田畑書店 ￥1,500＋税
浜田篤郎著「伝説の海外旅行」田畑書店 ￥1,500＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しくなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 海外旅行の基礎(Ⅰ)：⚓レターコードにより、航空会社や都市名を表示する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

2 海外旅行の基礎(Ⅱ)：時差がわかり、国際便の航空機の飛行時間がわかる。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 食 旅：安全・安心の食、危険な食、地産地消などを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 祭 旅：祭りによる町おこしを考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 産業観光：産業観光を活用した地域振興の方法を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 スポーツ・ヘルス・ツーリズム：スポーツを活用した観光や健康づくりを考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 メディカル・ツーリズム：医療を目的とした観光振興の是非について考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 肉食文化：肉食文化と穀物文化を比較する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 航空機のなぞ：ジェット燃料とは何か、ジャンボジェット機はなぜ、姿を消したのかな
どについて考える。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 カジノミクス：総合レジャー施設建設に伴うメリット、デメリットを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 ホテル利用法：国際ホテルの利用方法を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 エアライン・クライシス：航空会社経営環境の変化に伴う営業戦略の変化を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 旅行の健康管理：旅行に伴う体調の変化と病を考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 海外旅行犯罪：海外旅行で遭遇する犯罪と被害に遭わないための方策を考える。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 麻薬文化：麻薬に対する厳罰国と容認国の考え方の違いを考察する。 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 着地型・発地型観光論Ⅱ（Alternative Tourism and Mass Tourism Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 着地型・発地型観光論Ⅰを同時履修か、過去に履修したことがある。

そ の 他 なし

授業概要：
発地型観光の多様な形態を学び、そのメリットとデメリットを理解する。

授業目標：
発地型観光の特性を活かした観光プランが作成できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
渡部・片山・北村編著『簿記講義』⚒級（商業簿記）中央経済社

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義を休まないことを前提として、予習復習を確実に行うことが簿記の力を向上させる最も効果的な方法と考えている。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記一巡の手続きと財務諸表：仕訳から財務諸表作成まで 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

2 現金預金と売掛金：当座預金と銀行勘定調整表
手形：裏書、割引

事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

3 手形：更改、不渡り、営業外手形、電子記録債権債務 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

4 有価証券：売買目的、満期保有、子会社関連会社株式、その他 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

5 その他の債権債務：債務の保証、未決算 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

6 商品売買：売上原価の算定、棚卸減耗と商品評価損 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

7 固定資産：取得、減価償却、除却、売却、無形固定資産 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

8 引当金：貸倒引当金、商品保証引当金、賞与引当金、退職給付引当金 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

9 引当金：売上割戻引当金、返品調整引当金、修繕引当金 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

10 収益と費用：販売費及び一般管理費、営業外収益、営業外費用 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

11 株式会社の会計：設立・開業、増資、 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

12 株式会社の会計：剰余金の配当・処分合併、 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

13 株式会社の会計：株主資本以外の純資産 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

14 税金：法人税の計算、法人税等 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

15 税金：消費税 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中級簿記Ⅰ（Intermediate Bookkeeping Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ・Ⅱ

そ の 他 会計学Ⅰ・Ⅱ

授業概要：
中級簿記Ⅰは、簿記原理Ⅰ・Ⅱで学んできたこと（仕訳・転記・決算）に加えて、株式会社を前提とした様々な簿記処理を学び、簿記会計のさらに高度

な手続きを学ぶものである。その理解のためには、会計処理原則・規則や関連する法の理解を必要とするため、単元ごとに関連する法などを説明し、さら
に練習問題を提供し、その理解度の確認をとる。
授業目標：

商業簿記のより高度な部分を理解すことを目的とする。簿記検定2級の範囲の範囲を理解し、中級簿記Ⅱとあわせて履修することにより商業簿記2級の範
囲を網羅する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
加古・渡部・片山編著 新検定簿記講義（⚒級商業簿記）中央経済社。加

古・渡部・片山編著 段階式日商簿記ワークブック（⚒級商業簿記）税務経
理協会

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習・復習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記一巡の手続きの復習 事前：なし
事後：なし 講義

2 簿記一巡の手続きの復習 事前：なし
事後：なし 講義

3 現金預金取引 事前：なし
事後：なし 講義

4 現金預金取引 事前：なし
事後：なし 講義

5 有価証券取引 事前：なし
事後：なし 講義

6 債権債務取引 事前：なし
事後：なし 講義

7 手形取引⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

8 手形取引⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

9 手形取引⚓ 事前：なし
事後：なし 講義

10 商品売買取引⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

11 商品売買取引⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

12 特殊商品売買取引（変更の可能性あり） 事前：なし
事後：なし 講義

13 特殊商品売買取引（変更の可能性あり） 事前：なし
事後：なし 講義

14 特殊商品売買取引（変更の可能性あり） 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中級簿記Ⅰ（Intermediate Bookkeeping Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ・Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
中級簿記では簿記原理で学んだ簿記知識を基礎として、簿記原理と会計学、財務諸表論との有機的関連性を理解するために、株式会社における簿記を中

心として、授業を進めたい。

授業目標：
日商簿記検定⚒級の商業簿記を受験するときに十分な実力を身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義を休まないことを前提として、予習復習を確実に行うことが簿記の力

を向上させる最も効果的な方法と考えている。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義を休まないことを前提として、予習復習を確実に行うことが簿記の力を向上させる最も効果的な方法と考えている。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 リ－ス会計：リース取引の意義と分類 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

2 リ－ス会計：ファイナンスリース取引の処理 オペレ－ティングリース取引の処理 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

3 外貨建取引：外貨建営業取引の決算処理 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

4 外貨建取：為替予約、外貨建金銭債権債務の処理 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

5 税効果会計：税効果会計の意義、引当金の税効果 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

6 税効果会計：減価償却の税効果、その他有価証券評価差額の税効果 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

7 決算：決算整理 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

8 決算：製造業の決算 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

9 財務諸表の作成：貸借対照表 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

10 財務諸表の作成：損益計算書 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

11 連結会計：連結会計の意義、資本連結 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

12 連結会計：被支配株主持分、のれん、連結会社間取引の処理 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

13 連結会計：未実現損益の消去連結会計精算表 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

14 連結会計：連結会計財務諸表の作成 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

15 まとめ 事前：テキストの予習
事後：復習とプリント回答 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中級簿記Ⅱ（Intermediate Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ・Ⅱ

そ の 他 会計学Ⅰ・Ⅱ

授業概要：
中級簿記Ⅱは、簿記原理Ⅰ・Ⅱ及び中級簿記Ⅰで学んできたことに加えて、株式会社を前提とした会計処理を学び、簿記会計のさらに高度な手続きを学

ぶものである。その理解のためには、会計処理原則・規則や関連する法の理解を必要とするため、各単元ごとにそれらの法などの説明し、さらに練習問題
を行い、その理解度の確認をとる。具体的な単元としては、リース会計・外貨建取引・税効果会計・決算・本支店会計・連結会計などを学ぶ。
授業目標：

商業簿記のより高度な部分を理解すことを目的とする。簿記検定⚒級の範囲の範囲を理解し、中級簿記Ⅰとあわせて履修することにより商業簿記⚒級の
範囲を網羅する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
加古・渡部・片山編著 新検定簿記講義（⚒級商業簿記） 中央経済社。加

古・渡部・片山編著 段階式日商簿記ワークブック（⚒級商業簿記）税務経
理協会

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習・復習をすること、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 固定資産取引 事前：なし
事後：なし 講義

2 固定資産取引 事前：なし
事後：なし 講義

3 損益取引 事前：なし
事後：なし 講義

4 株式会社会計 事前：なし
事後：なし 講義

5 株式会社会計 事前：なし
事後：なし 講義

6 株式会社会計 事前：なし
事後：なし 講義

7 税金 事前：なし
事後：なし 講義

8 決算 事前：なし
事後：なし 講義

9 決算 事前：なし
事後：なし 講義

10 決算 事前：なし
事後：なし 講義

11 本支店会計 事前：なし
事後：なし 講義

12 本支店会計 事前：なし
事後：なし 講義

13 本支店会計 事前：なし
事後：なし 講義

14 帳簿組織 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中級簿記Ⅱ（Intermediate Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰ・Ⅱ 中級簿記Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
中級簿記では簿記原理で学んだ簿記知識を基礎として、簿記原理と会計学、財務諸表論との有機的関連性を理解するために、株式会社における簿記を中

心として、授業を進めたい。

授業目標：
日商簿記検定⚒級の商業簿記を受験するときに十分な実力を身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『《最新⚒訂版》中国語はじめの一歩』竹島金吾（白水社出版）税別￥2,200、

教科書の購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
なし。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
外国語の学習には基本的な文法などを理解すること、基本的な語彙を覚えるという過程があります。予習・復習を必ず行ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅠ（Chinese Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では中国語の発音から初めて、正しい発音の仕方を身につけるようにしていきます。そして、中国語の日常会話を中心とする簡単な挨拶や会話を

学びます。

授業目標：
⚑．中国への関心を高める。
⚒．発音・文法の初歩から初めて、中国語の基礎を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要と中国語の学び方 事前：特になし
事後：復習 講義

2 発音 事前：予習
事後：復習 講義

3 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

4 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

5 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

6 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

7 復習（ミニテスト①） 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 教科書第⚓課 事前：予習
事後：復習 講義

9 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

10 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

11 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

12 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

13 教科書第⚖課 事前：予習
事後：復習 講義

14 復習（ミニテスト②） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 全体のまとめ 事前：特になし
事後：復習 講義
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教本：
『ぼくのせんせい』相原茂 郭雲輝 著 朝日出版社

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国語を習うには、楽しい気持ちを持つことがとても大事、先生とクラスのみなさんと一緒に、楽しく学びましょう。

中国語の発音は難しいのは先入観だけです。授業は、わかり易く行うことを工夫します。常に復習しながら進めます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 発音①：声調 事前：シラバスを確認
事後：CDを聞き、発音練習 講義

2 発音②：単母音 複母音 事前：CDを聞き、発音練習
事後：CDを聞き、発音練習 講義

3 発音③：無気音と有気音 そり舌音 事前：CDを聞き、発音練習
事後：CDを聞き、発音練習 講義

4 発音④：鼻音を伴う母音など声調変化 あいさつの言葉 事前：CDを聞き、発音練習
事後：あいさつの言葉覚える 講義

5 名前の言い方 決まり文句 事前：自分の名前を調べる
事後：復習、単語覚える。 講義

6 人称代詞 “是”、“吗”疑問文 人称代名詞＋“呢”など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

7 復習・発音と会話の練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

8 中間テスト 事前：復習
事後：復習：単語文を覚える

9 動詞述語文 指示代詞 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

10 “的”の省略 形容詞述語文 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

11 所有を表す“有/没有” 数詞 量詞 家族呼称 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

12 会話・練習・復習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

13 文末の“了” 名詞述語文 比較文“比” 年月日の言い方 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

14 曜日の言い方 時間詞 推量の“吧” 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

15 総復習 事前：復習：単語文を覚える
事後：復習：単語文を覚える 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅠ（Chinese Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
中国語の基礎を習得するためのクラスである。中国語を正しく発音でき、同時に正確に聞き取れるように訓練する。その上、基礎的な文法を学び、会話

練習や作文などを平行して行うことを通じて中国語の基礎ミュニケーション力を高める。

授業目標：
中国発音の基礎（ピンイン）、初級文法、簡単な日常会話（挨拶、自己紹介など）を身に着けることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『《最新⚒訂版》中国語はじめの一歩』竹島金吾（白水社出版）税別￥2,200、

教科書の購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
単語を覚えることと共に、外国語は積極的に話すことが大事です。特に会話に力点を置いてあります。自ら考えて話すことが大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要 事前：特になし
事後：復習 講義

2 発音 事前：予習
事後：復習 講義

3 教科書第⚗課 事前：予習
事後：復習 講義

4 教科書第⚘課 事前：予習
事後：復習 講義

5 教科書第⚘課 事前：予習
事後：復習 講義

6 教科書第⚙課 事前：予習
事後：復習 講義

7 教科書第⚙課 事前：予習
事後：復習 講義

8 復習（ミニテスト①） 事前：特になし
事後：復習 講義

9 教科書第10課 事前：予習
事後：復習 講義

10 教科書第11課 事前：予習
事後：復習 講義

11 教科書第11課 事前：予習
事後：復習 講義

12 教科書第12課 事前：予習
事後：復習 講義

13 教科書第12課 事前：予習
事後：復習 講義

14 復習（ミニテスト②） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 全体のまとめ 事前：特になし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅡ（Chinese Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠを履修していること。

そ の 他 なし

授業概要：
中国語は発音が大事です。中国語コミュニケーションⅠで学んだ発音を確認した後、Ⅰで学習した内容をベースに基礎的な文法を学びつつ、単語の知識

を増やしていきます。大学で留学生との日常会話ができるような力を身につけていきます。

授業目標：
⚑．基礎的な文法を学習する。
⚒．日常の会話力、リスニング力の習得を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-10  Page 25 19/03/15 16:18

357

教本：
『ぼくのせんせい』相原茂 郭雲輝 著 朝日出版社

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国語を習うには、楽しい気持ちを持つことがとても大事、先生とクラスのみなさんと一緒に、楽しく学びましょう。
中国語の発音は難しいのは先入観だけです。授業は、わかり易く行うことを工夫します。常に復習しながら進めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 基礎内容の復習 事前：シラバスを確認
事後：CDを聞き、発音練習 講義

2 時刻の言い方 指示詞 特定のモノ（ヒト）＋在＋場所など 事前：CDを聞き、発音練習
事後：CDを聞き、発音練習 講義

3 動詞＋“了” 程度副詞：“挺”、“很”、“非常” 事前：CDを聞き、発音練習
事後：CDを聞き、発音練習 講義

4 会話･練習・復習 事前：CDを聞き、発音練習
事後：あいさつの言葉覚える 講義

5 “喜欢”＋ＶＰ 動詞＋“过”など 事前：自分の名前を調べる
事後：復習、単語覚える。 講義

6 助動詞“会”、“能” 動詞の重ね型 様態補語など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

7 復習・発音と会話の練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

8 中間テスト 事前：復習
事後：復習：単語文を覚える

9 助動詞想、打算 連動文 方向補語など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

10 反復疑問文 選択疑問文 主述述語文 身長の言い方 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

11 “跟”、“和”、“给”結果補語など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

12 会話・練習・復習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

13 可能補語 値段の聞き方 “是～的”など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

14 “把”構文 動詞＋“着”など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習：単語文を覚える 講義

15 総復習 事前：復習：単語文を覚える
事後：復習：単語文を覚える 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅡ（Chinese Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠ履修済みを前提とする。

そ の 他 履修済ではないが、かつて履修したことがある者も可。

授業概要：
中国語Ⅰの基礎を習得した受講者のための初級クラスである。中国語を正しく発音でき、同時に正確に聞き取れるように訓練する。その上、基礎的な文

法を学び、会話練習や作文などを平行して行うことを通じて中国語の基礎ミュニケーション力を高める。

授業目標：
中国発音の基礎（ピンイン）、初級文法、簡単な日常会話（挨拶、自己紹介など）を身に着けることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅢ（Chinese Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱを履修していること。

そ の 他 なし

授業概要：
中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱでの学習内容をさらに深め、正確な発音で語彙を増やし、良く使う日常会話をマスターします。

授業目標：
⚑．正確な発音をマスターする。
⚒．ヒアリング能力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『中国ポイント42』本間史・孟広学（白水社出版）税別￥2,100、教科書の

購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
外国語の学習には基本的な文法などを理解すること、基本的な語彙を覚えるという過程があります。予習と復習を必ず行い、毎回積極的に授業に参加し

てください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要 事前：特になし
事後：復習 講義

2 発音 事前：予習
事後：復習 講義

3 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

4 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

5 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

6 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

7 復習（ミニテスト①） 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 教科書第⚓課 事前：予習
事後：復習 講義

9 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

10 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

11 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

12 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

13 教科書第⚖課 事前：予習
事後：復習 講義

14 復習（ミニテスト②） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 全体のまとめ 事前：特になし
事後：復習 講義
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教本：
『中国語つぎへの一歩』尹 景春、竹島 毅 著

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業は、常に初級の内容を復習しながら進むので、初級内容を忘れても、出席し、積極に授業に参加すればついて行けます。
楽しく中国語を話せるように頑張りましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、基礎内容の確認と復習 事前：シラバスを確認
事後：CDを聞き、発音練習 講義

2 第⚑課 中国に行こう 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

3 第⚑課 復習・練習 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

4 第⚒課 ジャスミン茶を飲もう 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

5 第⚒課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読
事後：復習、単語と文覚える。 講義

6 第⚓課 友だちをつくろう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

7 第⚓課 練習・復習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

8 中間テスト 事前：総復習
事後：足りない部分復習

9 第⚔課 長城に登ろう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

10 第⚔課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

11 第⚕課 卓球を楽しもう“跟”、“和”、“给” 結果補語など 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

12 第⚕課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

13 第⚖課 漢字を覚えよう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

14 第⚖課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

15 総復習 事前：総復習：
事後：テスト内容確認 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅢ（Chinese Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠ・Ⅱ履修済みを前提とする。

そ の 他 履修済ではないが、同時履修、或いはかつて履修したことがある者も可。

授業概要：
初級で学んだ基本的知識を身につけた後、復習しながら、より高度な中国語文を読み取る。中国の文化や世情も理解できるレッスンにしたい。聞き取り・

口頭練習・短文の読解・作文・翻訳などによって更に中国語の実力を高めて行く。

授業目標：
初級内容をしっかりと力を身につけ、会話・練習を中心に中国語の実力を身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅣ（Chinese Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 沈 瑛

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅢを履修していること。

そ の 他 なし

授業概要：
中国語コミュニケーションⅢでの学習内容をベースに文法を学びつつ、会話力に磨きをかけながら、口頭表現力、読解力を身につけることを目指します。

楽しく学習していきます。

授業目標：
⚑．日常の会話力を身につける。
⚒．文章の意味が理解できるレベルに到達する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『中国ポイント42』本間史・孟広学（白水社出版）税別￥2,100円、教科書

の購入が無い場合は受講を認めません。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（40％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
外国語は積極的に話すこと、単語を覚えることが大事ですが、特に会話に力点を置いてあります。自ら考えて話すことが大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：講義の概要 事前：特になし
事後：復習 講義

2 発音 事前：予習
事後：復習 講義

3 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

4 教科書第⚑課 事前：予習
事後：復習 講義

5 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

6 教科書第⚒課 事前：予習
事後：復習 講義

7 復習（ミニテスト①） 事前：特になし
事後：特になし 講義

8 教科書第⚓課 事前：予習
事後：復習 講義

9 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

10 教科書第⚔課 事前：予習
事後：復習 講義

11 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

12 教科書第⚕課 事前：予習
事後：復習 講義

13 教科書第⚖課 事前：予習
事後：復習 講義

14 復習（ミニテスト②） 事前：特になし
事後：復習 講義

15 全体のまとめ 事前：特になし
事後：復習 講義
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教本：
『中国語つぎへの一歩』尹 景春、竹島 毅 著

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業は、常に初級の内容を復習しながら進むので、初級内容を忘れても、出席し、積極に授業に参加すればついて行けます。
楽しく中国語を話せるように頑張りましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、今までの学習内容の確認と復習 事前：シラバスを確認
事後：発音練習、復習 講義

2 第⚗課 街を歩こう！ 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

3 第⚗課 復習・練習 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

4 第⚘課 中国映画を見よう 事前：CDを聞き、発音練習
事後：復習、単語と文覚える 講義

5 第⚘課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読
事後：復習、単語と文覚える。 講義

6 第⚙課 チャイナドレスを買おう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

7 第⚙課 練習・復習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

8 中間テスト 事前：総復習
事後：足りない部分復習

9 第10課中華を食べよう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

10 第10課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

11 第11課 西遊記を読もう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

12 第11課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

13 第12課 春節を祝おう 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

14 第12課 復習・練習 事前：CDを聞き本文を音読。
事後：復習、単語と文覚える 講義

15 総復習 事前：総復習：
事後：テスト内容確認 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語コミュニケーションⅣ（Chinese Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠ・Ⅱ履修済みを前提とする。

そ の 他 履修済ではないが、同時履修、或いはかつて履修したことがある者も可。

授業概要：
初級で学んだ基本的知識を身につけた後、復習しながら、より高度な中国語文を読み取る。中国の文化や世情も理解できるレッスンにしたい。聞き取り・

口頭練習・短文の読解・作文・翻訳などによって更に中国語の実力を高めて行く。

授業目標：
前期の中国語コミュニケーションⅢに引き続き、一年間の勉強で中国語検定準⚔級～⚔級レベルに達成する目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『楽しく学ぼう やさしい中国語』（講読編）中国語で巡る中国文化

王 武雲ほか著 郁文堂

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
この授業を「実用中国語」の授業と同時に履修することによって、確実に中国語力を身に付けます。さらに、就職に役に立つ資格・中国語検定試験⚔級

か⚓級を合格することができます。ぜひ一緒に履修することがおすすめです。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、基礎内容の確認 事前：シラバスを確認
事後：CDを聞き、本文朗読 講義

2 教科書の第一課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

3 教科書の第一課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

4 教科書の第二課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

5 教科書の第二課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

6 復習・練習・応用会話 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

7 教科書の第三課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

8 教科書の第三課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

9 教科書の第四課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

10 教科書の第四課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

11 復習・練習・応用会話 事前：CDを聞き、本文朗読。
事後：練習、復習 講義

12 教科書の第五課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

13 教科書の第五課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

14 総復習：文法・練習 事前：わからない内容確認
事後：総復習 講義

15 総復習：リスニング・会話 事前：復習：単語文を覚える
事後：総復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語プレゼンテーションⅠ（Chinese Presentation Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱ履修済みが望ましい

そ の 他

授業概要：
基本的な文法・文型を整理しながら、平易な中国語文が正確に作れるように、会話体・文章体の両面から指導する。読む・聞く・話す・書くことの指導

を段階的に進めていく。より楽しく中国語を勉強ができることで、中国語のプレゼン能力を高める。

授業目標：
中国語の長文読解の応用力を養うことや、中国語を通して、中国の文化についての理解もより深くなることを目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『楽しく学ぼう やさしい中国語』（講読編）中国語で巡る中国文化

王 武雲ほか著 郁文堂

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
この授業を「実用中国語」の授業と同時に履修することによって、確実に中国語力を身に付けます。さらに、就職に役に立つ資格・中国語検定試験⚔級

か⚓級を合格することができます。ぜひ一緒に履修することがおすすめです。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、基礎内容の確認 事前：シラバスを確認
事後：CDを聞き、本文朗読 講義

2 教科書の第六課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

3 教科書の第六課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

4 教科書の第七課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

5 教科書の第七課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

6 復習・練習・応用会話 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

7 教科書の第八課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

8 教科書の第八課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

9 教科書の第九課① 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

10 教科書の第九課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

11 教科書の第十課① 事前：CDを聞き、本文朗読。
事後：練習、復習 講義

12 教科書の第十課② 事前：CDを聞き、本文朗読
事後：練習、復習 講義

13 総合練習① 総復習・練習 事前：わからない内容確認
事後：練習、復習 講義

14 総合練習② 検定試験過去問題と模擬問題 事前：練習問題総復習
事後：復習問題 講義

15 総復習 事前：わからない内容確認
事後：総復習 講義

開 講 年 次 ⚓年 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国語プレゼンテーションⅡ（Chinese Presentation Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 最低限、中国語コミュニケーションⅠ・Ⅱ履修済みが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
中国語プレゼンテーションⅠに続き、基本的な文法・文型を整理しながら、平易な中国語文が正確に作れるように、会話体・文章体の両面から指導する。

より楽しく中国語を勉強ができることで、中国語のプレゼン能力を高める。

授業目標：
中国語の長文読解の応用力を養うことや、中国語を通して、中国の文化についての理解もより深くなることを目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特に設定せず、各時間にプリントを配布。

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、レポート（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席と資料の調べ、時々資料を読むことが求められます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、概要 事前：シラバスを確認
事後：配布資料を読む 講義

2 中国の歴史、社会 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

3 日中関係史 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

4 日本に伝わった中国文化 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

5 さまざまな民族の生活 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

6 中国の食文化 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

7 中華人民共和国 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

8 映画を通して中国を知る 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

9 映画鑑賞① 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

10 中国の思想 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

11 中国の宗教 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

12 現代の中国人の価値観 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

13 映画を通して中国を知る 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

14 映画鑑賞② 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

15 討論、まとめ、レポート指導 事前：レポート題名決める
事後：レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国文化研究（China Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
中国は、地理的に日本に近く、似たような文化を持っている反面、全く異なった自然環境、歴史、文化、生活習慣、社会も併せ持っている。そのような

隣国 中国の歴史、さまざまな地域・民族の文化、人々の生活様式を知る。授業は、講義、映像資料の視聴、討論、質疑応答、発表などを組み合わせて行
う
授業目標：

中国の全体像を知ることによって、現代中国への理解を深め、日中文化や日中関係に対する思考力を養うことを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特に設定せず、各時間にプリントを配布。

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、レポート（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席と資料の調べ、時々資料を読むことが求められます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、概要 事前：シラバスを確認
事後：配布資料を読む 講義

2 中国の歴史、社会 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

3 日中関係史 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

4 日本に伝わった中国文化 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

5 さまざまな民族の生活 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

6 中国の食文化 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

7 中華人民共和国 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

8 映画を通して中国を知る 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

9 映画鑑賞① 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

10 中国の思想 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

11 中国の宗教 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

12 現代の中国人の価値観 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

13 映画を通して中国を知る 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

14 映画鑑賞② 事前：配布資料を確認
事後：配布資料を読む 講義

15 討論、まとめ、レポート指導 事前：レポート題名決める
事後：レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国文化研究Ａ（China Study Ａ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
中国は、地理的に日本に近く、似たような文化を持っている反面、全く異なった自然環境、歴史、文化、生活習慣、社会も併せ持っている。そのような

隣国 中国の歴史、さまざまな地域・民族の文化、人々の生活様式を知る。授業は、講義、映像資料の視聴、討論、質疑応答、発表などを組み合わせて行
う
授業目標：

中国の全体像を知ることによって、現代中国への理解を深め、日中文化や日中関係に対する思考力を養うことを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特に設定せず、各時間にプリントを配布。

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、レポート（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席と資料の調べ、時々資料を読むことが求められます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 受講者各自の発表テーマの相談・確認 事前：シラバスを確認
事後：配布資料を読む 講義

2 受講者各自の発表テーマの相談・提出 事前：各自発表テーマを調べ
事後：各自発表テーマを調べ 講義

3 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

4 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

5 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

6 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

7 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

8 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

9 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

10 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

11 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

12 発表及び発表する内容に関する資料の読みや講義など 事前：配布資料を読む
事後：各自発表を準備する 講義

13 レポート指導とレポートの提出 事前：各自レポート作成
事後：各自レポート作成 講義

14 レポート指導とレポートの提出 事前：各自レポート作成
事後：各自レポート作成 講義

15 まとめ、レポート指導と提出 事前：各自レポート作成
事後：各自レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 中国文化研究Ｂ（China Study Ｂ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 但 継紅

履 修 条 件
前提科目 「中国文化研究Ａ」の継続授業であるため、前期の受講が望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
中国は、地理的に日本に近く、似たような文化を持っている反面、全く異なった自然環境、歴史、文化、生活習慣、社会も併せ持っている。そのような

隣国 中国の歴史、さまざまな地域・民族の文化、人々の生活様式を前期の講義で学ぶ。後期は、受講者に自分の興味や関心のあるテーマや問題を決めて
もらい、個別に調べてまとめ、発表してもらう。
授業目標：

中国の全体像を知ることによって、現代中国への理解を深め、日中文化や日中関係に対する思考力を養うことを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
⚑．『エスノグラフィー入門』小田博志、春秋社、￥3,000
⚒．『フィールドワークへの挑戦』菅原和孝、世界思想社、￥1,700

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、報告書（50％）等で総合評価する．

学生へのアドバイス：
調査対象者との関係状、遅刻や欠席は原則として認められません。就職活動等でやむをえず遅刻、欠席する場合は、事前に担当教員に連絡し、事後に届

を提出してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後：配布資料 講義

2 フィールドワークの視点と方法 事前：
事後：配布資料 講義

3 問いの設定、対象の設定 事前：
事後：配布資料 講義

4 資料収集、文献購読 事前：
事後：配布資料 講義

5 調査企画、フィールドデザイン作成 事前：
事後：配布資料 講義

6 参与観察法、インタビュー法、フィールドノート作成 事前：
事後：配布資料 講義

7 フィールドでの調査実習 事前：質問作成
事後：フィールドノート 実習

8 フィールドデザイン修正 事前：
事後：配布資料 講義

9 フィールドでの調査実習 事前：質問作成
事後：フィールドノート 実習

10 中間報告 事前：
事後：配布資料 講義

11 フィールドでの調査実習 事前：質問作成
事後：フィールドノート 実習

12･13 データ分析 事前：
事後：報告書作成 講義

14 エスノグラフィー（民族誌）作成 事前：
事後：報告書作成

講義
(グループワーク)

15 エスノグラフィー提出、発表、フィードバック 事前：報告書作成
事後：

講義
(プレゼン、討論)

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 調査研究（フィールドワーク）（Fieldwork） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 文化人類学関連科目

そ の 他 授業時間にかなりの時間と労力を要する。交通費等は自己負担。調査対象に応じて順序を変更する。

授業概要：
大学周辺を対象に、「エスノグラフィック・フィールドワーク」調査法の全行程を習得します（問題設定、資料収集、参与観察、インタビュー、フィール

ドノート作成、データ分析、報告書／エスノグラフィー作成）。
参考：これまでのテーマ（周辺自治会、厚木消防団、「小野小町」祭り、里山の会など）

授業目標：
⚑．エスノグラフィック・フィールドワーク調査法を習得する。
⚒．エスノグラフィック・フィールドワーク調査法を用いて、大学周辺の事象を分析できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『WIN WIN WINワークブック』、

菅沼憲治、菅原印刷株式会社

参考文献：
授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業内外でのフィールドワークが中心の授業です。学生相互のコラボレーションを求めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：復習 講義

2 リレーション形成 事前：なし
事後：復習 講義と演習

3 ワークデザインを考える 事前：なし
事後：復習 講義と演習

4 プレゼンテーションの手順 事前：なし
事後：復習 講義と演習

5 ワークデザインの実施 事前：なし
事後：復習 講義と演習

6 リサーチマインドの育成 事前：なし
事後：復習 講義と演習

7 プレゼン・シートの作成 事前：なし
事後：復習 講義と演習

8 ワーク成果の発表 事前：なし
事後：復習 講義と演習

9 フィードバック 事前：なし
事後：復習 講義と演習

10 地域社会への提言 事前：なし
事後：復習 講義と演習

11 今後の課題解決への展望 事前：なし
事後：復習 講義と演習

12 自己・他者・社会との関係性を考える 事前：なし
事後：復習 講義と演習

13 フィールドワークでの学びとは何か 事前：なし
事後：復習 講義と演習

14 フィールドワークで情報発信 事前：なし
事後：復習 講義と演習

15 授業のまとめ 事前：なし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 調査研究（フィールドワーク）（Fieldwork） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菅沼 憲治

履 修 条 件
前提科目 質的調査法を履修していること。

そ の 他

授業概要：
街に出て地域社会が直面する課題を解決する目標に質的調査法（研究法）を駆使、探求します。そこで、質的調査法が履修済みであることを前提条件に

します。なおグループ・ワークが基本ですから、原則として欠席は認めません。

授業目標：
① 地域社会を対象にパートナー関係を形成し調査研究する態度を育成する。
② チームワークで課題達成する協働関係力を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを作成して配布する。

参考文献：
図説自然と環境 著作代表 飯田貞夫 古今書院 ￥2,400

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験（60％）・レポート（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
欠席、遅刻はしないこと。提出物は期日までに出すこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地球表面の変化 事前：地球の表面を変化させるＰ⚑～⚓
事後：教科書によるＰ1～5 講義

2 地形をつくる内的営力（火山活動、地殻変動） 事前：内的、営力について教科書Ｐ⚑～⚕
事後：教科書によるＰ⚕～⚖ 講義

3 地形をつくる内的営力（地殻変動、造山運動） 事前：内的、営力について
事後：プリントと教科書Ｐ⚖～⚘ 講義

4 地震と断層の関係 事前：断層の種類
事後：プリントと教科書Ｐ⚙～15 講義

5 地形を造る外的営力（風化、侵食、堆積） 事前：外的営力と地形
事後：プリントと教科書Ｐ22～25 講義

6 地形を造る外的営力（風化、侵食、堆積） 事前：外的営力と地形
事後：プリントと教科書Ｐ25～30 講義

7 海面変化 事前：地球の氷と温暖化
事後：プリントと教科書Ｐ37～38 講義

8 海岸地形 事前：海岸の地形の変化
事後：プリントと教科書Ｐ40～51 講義

9 河川に見られる地形 事前：河川の上流中流下流
事後：プリントと教科書Ｐ56～60 講義

10 気候 事前：気候と気象の違い教科書Ｐ46
事後：プリントと教科書Ｐ63～69 講義

11 気候要素と気候因子 事前：気候と気象の違い教科書Ｐ47～49
事後：プリントと教科書Ｐ70～73 講義

12 人間の生活と気候 事前：気候と人間教科書Ｐ70～73
事後：プリントと教科書Ｐ70～73 講義

13 気温、気圧、降水量、風 事前：気候要素
事後：プリントと教科書Ｐ74～83 講義

14 天気を決める気象現象、フェーン現象、台風 事前：フェーン現象
事後：プリントと教科書Ｐ84～94 講義

15 レポートの作成 事前：レポートの書方
事後：レポートの作成方法 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地理学Ⅰ（Geography Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 飯田 貞夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地理学は、環境科学の一つとして自然と人文との関連性に重点を置いて研究・考察する。そこで、どのような地域にどのような現象が存在し、人間は、

どんな生活・生産活動をしているかを、「人間を取りまく自然環境」と各地域の現状を考察する。

授業目標：
現在、住む地域の特徴を自然と人文との関連で総合的に説明する、世界は毎日のように変動している。どうして、なぜこのようになったか、これからど

のように生きるかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを作成して配布する。

参考文献：
図説自然と環境 著作代表 飯田貞夫 古今書院 ￥2,400

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験（60％）、レポート（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
欠席、遅刻はしないこと。また提出物は期日までに出すこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本列島の特徴 事前：地図帳で日本の位置の確認
事後：地図帳で世界と日本を知る 講義

2 領域（領土・領海・領空） 事前：日本と領土問題
事後：主権について理解させる 講義

3 地図（緯度、経度、地図の種類） 事前：地形図（⚕万分の⚑利用、25万の分の⚑利用）
事後：地形を地形図で調べる 講義

4 読図 事前：地形図（⚕万分の⚑利用、25万の分の⚑利用）
事後：地形を地形図で調べる 講義

5･6 地形図と読図⚑・⚒ 事前：地形図から歴史や地形を読む
事後：地形図から歴史や地形を読む 講義

7 人口の分布 事前：人口構成と人口問題
事後：人口ピラミッドを作成させる。 講義

8 日本の人口と世界の人口 事前：人口構成と人口問題
事後：世界の人口ピラミッド作成 講義

9 集落（日本の集落）集落の立地条件 事前：集落の成立と自然と社会
事後：地形や道路と関係 講義

10 集落の構造（民家の景観、民家の屋根の形態） 事前：日本の民家の分布
事後：プリントで民家について説明 講義

11 集落の構造（日本の民家の形） 事前：日本の民家の分布
事後：プリントで民家について説明 講義

12 日本の集落（古代の農村、中世の農村、近代の農村） 事前：過去の日本の集落
事後：プリントで民家について説明 講義

13 日本の集落（古代の農村、中世の農村、近代の農村） 事前：過去の日本の集落
事後：プリントで民家について説明 講義

14 村落の形態の類型（集村、散村） 事前：集村と散村の違い
事後：自然と社会環境 講義

15 レポートの作成 事前：上記の学科によってレポート作成
事後：レポートの書方及び作成方法 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地理学Ⅱ（Geography Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 飯田 貞夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地理学は、環境科学の一つとして自然と人文との関連性に重点を置いて研究・考察する。そこで、どのような地域にどのような現象が存在し、人間は、

どんな生活・生産活動をしているかを、「人間を取りまく自然環境」と各地域の現状を考察する。

授業目標：
現在、住む地域の特徴を自然と人文との関連で総合的に説明する、世界は毎日のように変動している。どうして、なぜこのようになったか、これからど

のように生きるかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-10  Page 39 19/03/15 16:18

371

教本：
プリントを作成して配布する。

参考文献：
図説自然と環境 著作代表 飯田貞夫 古今書院 ￥2,400

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験（60％）・レポート（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
欠席、遅刻はしないこと。提出物は期日までに出すこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 地球表面の変化 事前：地球の表面を変化させるＰ⚑～⚓
事後：教科書によるＰ⚑～⚕ 講義

2 地形をつくる内的営力（火山活動、地殻変動） 事前：内的、営力について教科書Ｐ⚑～⚕
事後：教科書によるＰ⚕～⚖ 講義

3 地形をつくる内的営力（地殻変動、造山運動） 事前：内的、営力について
事後：プリントと教科書Ｐ⚖～⚘ 講義

4 地震と断層の関係 事前：断層の種類
事後：プリントと教科書Ｐ⚙～15 講義

5 地形を造る外的営力（風化、侵食、堆積） 事前：外的営力と地形
事後：プリントと教科書Ｐ22～25 講義

6 地形を造る外的営力（風化、侵食、堆積） 事前：外的営力と地形
事後：プリントと教科書Ｐ25～30 講義

7 海面変化 事前：地球の氷と温暖化
事後：プリントと教科書Ｐ37～38 講義

8 海岸地形 事前：海岸の地形の変化
事後：プリントと教科書Ｐ40～51 講義

9 河川に見られる地形 事前：河川の上流中流下流
事後：プリントと教科書Ｐ56～60 講義

10 気候 事前：気候と気象の違い教科書Ｐ46
事後：プリントと教科書Ｐ63～69 講義

11 気候要素と気候因子 事前：気候と気象の違い教科書Ｐ47～49
事後：プリントと教科書Ｐ70～73 講義

12 人間の生活と気候 事前：気候と人間教科書Ｐ70～73
事後：プリントと教科書Ｐ70～73 講義

13 気温、気圧、降水量、風 事前：気候要素
事後：プリントと教科書Ｐ74～83 講義

14 天気を決める気象現象、フェーン現象、台風 事前：フェーン現象
事後：プリントと教科書Ｐ84～94 講義

15 レポートの作成 事前：レポートの書方
事後：レポートの作成方法 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地理学概論Ⅰ（Geography Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 飯田 貞夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地理学は、環境科学の一つとして自然と人文との関連性に重点を置いて研究・考察する。そこで、どのような地域にどのような現象が存在し、人間は、

どんな生活・生産活動をしているかを、「人間を取りまく自然環境」と各地域の現状を考察する。

授業目標：
現在、住む地域の特徴を自然と人文との関連で総合的に説明する、世界は毎日のように変動している。どうして、なぜこのようになったか、これからど

のように生きるかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを作成して配布する。

参考文献：
図説自然と環境 著作代表 飯田貞夫 古今書院 ￥2,400

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
筆記試験（60％）、レポート（40％）を総合して評価する。

学生へのアドバイス：
欠席、遅刻はしないこと。また提出物は期日までに出すこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本列島の特徴 事前：地図帳で日本の位置の確認
事後：地図帳で世界と日本を知る 講義

2 領域（領土・領海・領空） 事前：日本と領土問題
事後：主権について理解させる 講義

3 地図（緯度、経度、地図の種類） 事前：地形図（⚕万分の⚑利用、25万の分の⚑利用）
事後：地形を地形図で調べる 講義

4 読図 事前：地形図（⚕万分の⚑利用、25万の分の⚑利用）
事後：地形を地形図で調べる 講義

5･6 地形図と読図⚑・⚒ 事前：地形図から歴史や地形を読む
事後：地形図から歴史や地形を読む 講義

7 人口の分布 事前：人口構成と人口問題
事後：人口ピラミッドを作成させる。 講義

8 日本の人口と世界の人口 事前：人口構成と人口問題
事後：世界の人口ピラミッド作成 講義

9 集落（日本の集落）集落の立地条件 事前：集落の成立と自然と社会
事後：地形や道路と関係 講義

10 集落の構造（民家の景観、民家の屋根の形態） 事前：日本の民家の分布
事後：プリントで民家について説明 講義

11 集落の構造（日本の民家の形） 事前：日本の民家の分布
事後：プリントで民家について説明 講義

12 日本の集落（古代の農村、中世の農村、近代の農村） 事前：過去の日本の集落
事後：プリントで民家について説明 講義

13 日本の集落（古代の農村、中世の農村、近代の農村） 事前：過去の日本の集落
事後：プリントで民家について説明 講義

14 村落の形態の類型（集村、散村） 事前：集村と散村の違い
事後：自然と社会環境 講義

15 レポートの作成 事前：上記の学科によってレポート作成
事後：レポートの書方及び作成方法 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 地理学概論Ⅱ（Geography Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 飯田 貞夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地理学は、環境科学の一つとして自然と人文との関連性に重点を置いて研究・考察する。そこで、どのような地域にどのような現象が存在し、人間は、

どんな生活・生産活動をしているかを、「人間を取りまく自然環境」と各地域の現状を考察する。

授業目標：
現在、住む地域の特徴を自然と人文との関連で総合的に説明する、世界は毎日のように変動している。どうして、なぜこのようになったか、これからど

のように生きるかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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て

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 哲学Ⅰ（Philosophy Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
どのようなものが存在するのか、どんな知識を私たちは持っているのか。こうした問題に関する基本的な議論を紹介する。

授業目標：
存在や認識など、西洋近代哲学で問題にされてきた事柄について、代表的な議論や立場を理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
バートランド・ラッセル著、高村夏輝訳 『哲学入門』 ちくま学芸文庫

参考文献：
とくになし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストは必ず入手し、予習として一読してみてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：哲学とはどのような学問か 事前：なし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 知覚の問題：直接知覚説と相反する現れ 事前：第一章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

3 知覚の問題：間接知覚説と因果説 事前：第一章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

4 知覚の問題：懐疑論とデカルト哲学 事前：第二章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

5 知覚の問題：物質が存在するとする理由 事前：第二章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

6 知覚の問題：一次性質と二次性質、ロックの哲学 事前：第三章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

7 知覚の問題：関係の知識 事前：第三章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

8 知覚の問題：観念論、バークリの哲学 事前：第四章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

9 知覚の問題：最終的な解決 事前：第四章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

10 一般的知識の問題：帰納法は正当か 事前：第六章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

11 一般的知識の問題：アプリオリな知識とは 事前：第七章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

12 一般的知識の問題：カントの哲学 事前：第八章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

13 一般的知識の問題：カント批判 事前：第八章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

14 一般的知識の問題：普遍とは何か、プラトンの哲学 事前：第九章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：講義ノートによる復習 講義
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教本：
なし

参考文献：
大森荘蔵「流れとよどみ」産業図書、￥1,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）、定期試験等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義中は積極的に議論に参加してください。受け身にならないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 夢まぼろし 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 確率と人生 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 記憶について 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 真実の百面相 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 音がする 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 見る 考える 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 ロボットが人間になるとき 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 同じもの、同じこと 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 身振り、声振り 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 逆さめがねと股のぞき 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 古くて新しい生理学 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 時を刻み切り取る 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 心の中 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 幻滅論法 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 復習とテスト対策 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 哲学Ⅱ（Philosophy Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
心にかかわる代表的な哲学的問題を紹介する。

授業目標：
夢、記憶、推論などの心的現象に関する哲学的理解をえること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：哲学とはどのような学問か 事前：なし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 知覚の問題：直接知覚説と相反する現れ 事前：第一章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

3 知覚の問題：間接知覚説と因果説 事前：第一章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

4 知覚の問題：懐疑論とデカルト哲学 事前：第二章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

5 知覚の問題：物質が存在するとする理由 事前：第二章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

6 知覚の問題：一次性質と二次性質、ロックの哲学 事前：第三章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

7 知覚の問題：関係の知識 事前：第三章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

8 知覚の問題：観念論、バークリの哲学 事前：第四章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

9 知覚の問題：最終的な解決 事前：第四章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

10 一般的知識の問題：帰納法は正当か 事前：第六章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

11 一般的知識の問題：アプリオリな知識とは 事前：第七章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

12 一般的知識の問題：カントの哲学 事前：第八章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

13 一般的知識の問題：カント批判 事前：第八章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

14 一般的知識の問題：普遍とは何か、プラトンの哲学 事前：第九章を読む
事後：講義ノートによる復習 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 哲学Ａ（Philosophy A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
どのようなものが存在するのか、どんな知識を私たちは持っているのか。こうした問題に関する基本的な議論を紹介する。

授業目標：
存在や認識など、西洋近代哲学で問題にされてきた事柄について、代表的な議論や立場を理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
バートランド・ラッセル著、高村夏輝訳 『哲学入門』 ちくま学芸文庫

参考文献：
とくになし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストは必ず入手し、予習として一読してみてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本： 参考文献：
大森荘蔵「流れとよどみ」産業図書、￥1,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）、定期試験等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義中は積極的に議論に参加してください。受け身にならないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 夢まぼろし 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 確率と人生 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 記憶について 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 真実の百面相 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 音がする 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 見る 考える 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 ロボットが人間になるとき 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 同じもの、同じこと 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 身振り、声振り 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 逆さめがねと股のぞき 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 古くて新しい生理学 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 時を刻み切り取る 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 心の中 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 幻滅論法 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 復習とテスト対策 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 哲学Ｂ（Philosophy B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
心にかかわる代表的な哲学的問題を紹介する。

授業目標：
夢、記憶、推論などの心的現象に関する哲学的理解をえること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使いません。本物のカメラと編集機が教科書です。

参考文献：
ビデオ教材は、こちらで用意します。参考書は適宜指定します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（50％）、試験・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習は要りません。必要なのは、貴方の好奇心です。あなたの興味の幅を広げてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 プロ仕様のカメラを用いての撮影実習 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

3 自分の撮影した映像を編集してみる 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

4 映像を用いたストーリーの作り方 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

5 企画・立案の初歩 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

6 テレビ映像研究 ドラマ番組の撮り方 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

7 テレビ映像研究 ドキュメンタリー撮り方 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

8 テレビ映像研究 映画とテレビ 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

9 テレビ映像研究 ワイドショーの歩み 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

10 テレビ映像研究 バラエティ番組の推移 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

11 テレビ映像研究 ドキュメンタリーの系譜 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

12 テレビ編成研究 ⑴ 連続テレビ小説の歩み 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

13 テレビ編成研究 ⑵ 昭和28～昭和39 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

14 テレビ編成と視聴率 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

15 まとめ 映像の時代の生き方とは 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) テレビ映像論（Cultural Analysis of TV Programs） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 堀口 悟士

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 講義内容は、学生の理解度や他の基礎的科目の履修度によって変更されることがあります。

授業概要：
デジタル化が多種多様なサービスを生み出し、映像が氾濫するかつてない状況の中で、諸君が映像メディアを理解するための一助としたい。「映画論」「ド

キュメンタリー制作論」へとつなげていく映像研究の初級編です。映像初心者の諸君が映像というものに関心を持つ一つのきっかけになってほしいと思い
ます。
授業目標：
⚑．まず形から入って諸君の興味を喚起し、そのうえで「映像的なもの」を構成する様々な要素を分析しましょう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
検定試験合格（60％）、課題（40％）の評価から判断する。課題：プレゼン実践・確認課題

学生へのアドバイス：
検定試験に合格することが単位修得の最低限の条件となります。また、コンピュータ演習とその実践が中心となるため、欠席をすると授業についていけ

なくなる可能性があります。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅
れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け付けます。定員が超えた場合は、初回の授業に抽選を行いますので、初
回の授業は必ず出席してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／PowerPointの基礎知識確認テスト 事前：PowerPointの基礎知識
事後：基礎知識・技能の確認 演習

⚒･⚓ プレゼンテーションの作成
プレゼンテーションの構成とデザイン

事前：スライド操作の基本
事後：確認課題 演習

4 文字編集と図形の利用
ビジュアル表現（画像・表グラフ）の活用

事前：グラフの作成方法
事後：確認課題 演習

5 プレゼン実践 ⑴ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバックの確認 演習

6 アニメーション効果
スライドショーの実行

事前：ビジュアル表現方法
事後：確認課題 演習

7 表示形式・資料の作成と印刷
テーマのカスタマイズ

事前：配布資料の作成手法
事後：確認課題 演習

8 SmartArtの活用グラフの加工 事前：グラフの特徴
事後：確認課題 演習

9 プレゼン実践 ⑵ 事前：プレゼン準備
事後：確認課題 演習

10 スライドの動作設定 事前：リハーサル機能
事後：確認課題 演習

11 確認テスト 事前：確認テスト準備
事後：フィードバックの確認 演習

12 プレゼン実践 ⑶ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバックの確認 演習

13～15 総合問題⚑ ⚓ 事前：復習問題
事後：最終課題⚑ ⚓完成 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) デジタルプレゼンテーション実践（Digital Presentation） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件

前提科目 コンピュータプレゼンテーション

そ の 他
この授業は、コンピュータプレゼンテーションからさらに発展した広範囲にわたる知識が必要となる。そのため、
原則としてコンピュータプレゼンテーションの単位を修得した学生を対象とし、また、それを十分に理解した上
（成績Ａ以上）での受講が望ましい。

授業概要：
ビジネスシーンを想定したプレゼンテーションの目的を理解し、Microsoft PowerPointに関する実践的技能を駆使して効果的なプレゼンテーションを作

成する能力を身に付ける。PowerPointプレゼンテーション技能認定試験（上級）の合格を目標とする。

授業目標：
ビジネスの場で必要とされる、一連の成果物を作る実務能力を身に付けるための講義を行う。社会において必要とされるのは、単純に操作を知っている、

というだけでなく、PowerPointを使いこなして効率よく、効果的に品質の高い成果物を作成できる、ということである。授業での実技を通して、「知ってい
る」のではなく、「使いこなせる」能力を身に付ける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-11  Page 2 19/03/15 15:48

379

教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
金融商品の仕組みを学びます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 デリバティブ市場の発展と仕組み（先物、スワップ、オプション） 事前：なし
事後：なし 講義

2 デリバティブ市場の発展と仕組み（欧米市場、歴史的背景） 事前：なし
事後：なし 講義

3 デリバティブの機能（リスク･ヘッジ、スペキュレーション） 事前：なし
事後：なし 講義

4 デリバティブの機能（アービトラージ、レバレッジ） 事前：なし
事後：なし 講義

5 デリバティブの種類と特徴 事前：なし
事後：なし 講義

6 デリバティブ取引のリスク管理 事前：なし
事後：なし 講義

7 先物取引の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

8 先物取引の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

9 先物の理論価格 事前：なし
事後：なし 講義

10 スワップの仕組み、機能 事前：なし
事後：なし 講義

11 スワップの価格 事前：なし
事後：なし 講義

12 スワップ取引の分類（金利、通貨、エクイティ） 事前：なし
事後：なし 講義

13 金利スワップの価格 事前：なし
事後：なし 講義

14 通貨スワップ、エクイティスワップ 事前：なし
事後：なし 講義

15 スワップの仕組み商品 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) デリバティブ論Ⅰ（Derivative Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 金融・経済の主要科目を履修しているか、履修すること。

そ の 他 なし

授業概要：
デリバティブ論Ⅰでは、先物とスワップを中心に考察を加える。先物では、その目的と同時に先渡取引にも触れ、演算の解説も含めて、理解を深める。

一方、スワップについては、金利スワップおよび通貨スワップを中心にその経済的効果とコストについて分析し、その仕組みの特色を明らかにする。

授業目標：
デリバティブの基本概念と発生の歴史的背景（アメリカ、オランダなどの歴史）を踏まえ、その発生の意義と特性について考察する。次に、デリバティ

ブの目的物分類のうち、主要タイプの先物、スワップおよびオプションに関するそれぞれの仕組みおよび機能を探求する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オプション取引の仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

2 オプション取引の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

3 オプションの種類 事前：なし
事後：なし 講義

4 オプションの理論価格モデル（二項モデル、ブラック・ショールズモデル） 事前：なし
事後：なし 講義

5 オプションの利用（スペキュレーション、リスクヘッジ、アービトラージ） 事前：なし
事後：なし 講義

6 クレジット・デリバティブの仕組み 事前：なし
事後：なし 講義

7 クレジット・デリバティブの機能 事前：なし
事後：なし 講義

8 クレジットイベント 事前：なし
事後：なし 講義

9 クレジット・デリバティブの種類（CDS、TRS） 事前：なし
事後：なし 講義

10 CDS取引、決済 事前：なし
事後：なし 講義

11 TRS取引 事前：なし
事後：なし 講義

12 リアル・オプションへの展開（延期オプション、拡張オプション） 事前：なし
事後：なし 講義

13 リアル・オプションへの展開（成長オプション、NPV法との関係） 事前：なし
事後：なし 講義

14 デリバティブの仕組み商品（天候デリバティブなど） 事前：なし
事後：なし 講義

15 クレジット・デリバティブ市場の課題 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) デリバティブ論Ⅱ（Derivative Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 デリバティブ論Ⅰを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
デリバティブ論Ⅱでは、先物およびスワップに比べ、ダイナミックな金融商品とみなされるオプションを分析の対象として取り上げ、その仕組みに併せ

て、意義、特性および機能について詳細に考察する。次に、オプション取引活用の主な目的とされるリスク・ヘッジ、スペキュレーションおよびアービト
ラージの運用の仕組みと意義・特色について分析を進める。その上で、一段と進化した型であるクレジット・デリバティブおよびリアル・オプション、更
に、異質なデリバティブ（天候デリバティブ）についても言及する。
授業目標：

デリバティブの基本概念と発生の歴史的背景を踏まえ、その発生の意義と特性について考察する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、小テスト・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
プリントを使用。

参考文献：
⚑．『日本の原点』石上七鞘著、マイナビ新書 ⚒．石上七鞘著『日本の民俗伝承』蒼洋社、石上七鞘著
⚓．『十二支の民俗伝承』（おうふう）石上七鞘著 ⚔．『化粧の民俗』（おうふう）
⚕．『日本風俗史事典』（弘文堂） ⚖．『日本民俗大辞典』（吉川弘文館）
⚗．『日本民俗語大事典』（おうふう）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポート（50％）、試験（50％）等で評価する。出席は毎回とり、欠席が授業時数の⚓分の⚑を超えた場合は失格とする。遅刻は欠席とみなす。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 民俗と民俗学
民俗の意味を知り、また民俗学という学問の成り立ちを考える。

事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 民俗学の祖 日本民俗学を確立した人物、柳田国男と折口信夫。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 民俗学の研究法、重出立証法や比較研究法を紹介し、民俗地図の活用の仕方を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 神とカミ 日本固有の神観念の成立について論じ、人と神の関係を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 民俗・風俗・宗教 これらを理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 アニミズム・祖先崇拝・トーテミズム 人間と霊魂との関係を理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 ケとハレとケガレ ケとケガレとハレの三元循環とアラシ（異常）について学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 禁忌（タブー） 古語の忌（イミ）について学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 人生儀礼 人の誕生から葬送までを概観する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 衣・食・住 変還過程と、地域身分や職業による違い学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 新年の行事から師走の大晦日の主要な行事を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 神話・伝説・昔話 小さい頃からなじんできた伝承文芸を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 海の民俗伝承 海洋民としての民俗を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 山の民俗伝承 川の民俗伝承。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 伝統文化（Traditional Culture） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本社会の構造や社会の中で発生する文化的要素について様々なアプローチから考察する。日本社会の機構や社会の中で起こる諸現象と生活や行動の中

から生まれ、受け継がれてきた現象を民俗学の見地から考察する。古くから伝承された民間の信仰や習俗を通して日本人の生活について明らかにしていく。
世代を超えて伝承されて来た習らわし、言い伝えの意味を考え、日本人の心を探る。
授業目標：
⚑．日本人の生活と文化を学ぶ。
⚒．日本人の伝統的なしきたり、習慣、口碑などについて学ぶ。
⚓．先祖から永く培われてきた伝統文化を学習する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
事前配布のレジュメ。

参考文献：
田中稔著「やさしい法律シリーズ不動産登記法の解説」 ネットスクール出版 ￥900

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前配布のレジュメを、授業の予習用として、また、復習用として活用してください。
不明な点は授業で解消するよう努力してください。授業には、なるべく六法全書を持参してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 不動産って何？
法律の世界における不動産を理解する。

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

2 土地の内容を知るにはどうしたらよいのか。 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

3 土地の所有関係を知るにはどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

4 土地所有権を制限する権利関係を知るにはどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

5 建物の内容を知るにはどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

6 建物の権利関係を知るにはどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

7 会社の概要を知るにはどうしたら良いのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

8 会社が意思を決定するには、どの様な手続きを履む必要があるのだろうか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

9 どうやって目の前の人を建物所有者と判断し、判定できるのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

10 住宅ローンを組んで中古マンションを購入するにはどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

11 建物所有者が結婚して住所や名前が変わったらどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

12 建物所有者が住宅ローンを返し終わったらどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

13 建物所有者が住宅ローンを返済できなくなったらどうなってしまうのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

14 住宅の所有者に相続が発生したらどうしたらよいのか 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

15 住宅を相続した相続人間で話がまとまらなかったらどうなってしまうの 事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 登記法Ⅰ（Registration Act Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 加藤 俊明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
住宅の取得を中心に、身近な不動産取引の問題を考え、不動産取引の安全がどのように確保されているかを理解する。
なお、不動産上の権利を持つ者が会社だった場合も併せて検討する。
この理解を通じて法的ものの考え方を指導する。

授業目標：
不動産登記制度によって不動産取引の安全がいかに確保されているかをやさしく理解することを目標にする。
併せて、会社の登記の概要を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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と

教本：
事前配布のレジュメ。

参考文献：
田中稔著「やさしい法律シリーズ不動産登記法の解説」 ネットスクール出版 ￥900

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前配布のレジュメを、授業の予習用として、また、復習用として活用してください。
不明な点は授業で解消するよう努力してください。授業には、なるべく六法全書を持参してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 不動産登記制度の意義
この制度の目的や内容はどのようなものか。

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

2 民法との関係
不動産登記制度と民法との関係はどのようなものか。

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

3 登記事項
不動産の何を公表したら不動産取引が安全になるのか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

4 共同申請主義
正しい登記情報を得るには、その登記申請をどうすべきか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

5 添付書面
正しい登記申請がなされるためには、どうすればよいか。

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

6 本人確認・意思確認
登記の申請人から替え玉を排除するには、どうしたらよいか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

7 表示登記
不動産の現状を公開する登記はどのように申請するのか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

8 所有権保存登記
不動産について初めて所有者になった時の申請はどうする？

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

9 所有権移転登記
不動産の所有権を取得したら、どのような申請をするか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

10 相続登記
人が死亡し、その相続人は、どのような申請ができるか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

11 抵当権の登記
不動産を担保にお金を貸したら、どのような申請ができるか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

12 登記名義人表示変更更正登記
所有者の住所が変わったらどのような申請をしたらよいのか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

13 会社設立登記
会社を作るには、どのような手続きが必要か

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

14 会社の代表者等の役員変更登記
会社の社長が変わったら、どのような申請をしたらよいか

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

15 インターネット申請
厚木にいながら北海道の登記申請をする方法は？

事前：配布レジュメ
事後：配布レジュメ 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 登記法Ⅱ（Registration Act Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 加藤 俊明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
不動産登記制度の基本原則を学び、実務上代表的な所有権等の変動の場合の申請方法を学ぶことにより、不動産取引の安全がいかに確保されているかを

理解する。なお、不動産上の権利を持つ者が会社だった場合も併せて検討する。
この理解を通じて法的ものの考え方を指導する。

授業目標：
不動産登記制度によって不動産取引の安全がいかに確保されているかを法制度上から理解することを目標にする。
併せて、会社の登記の概要を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レジュメを授業中配布します。

参考文献：
追って、連絡する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト（35％）、定期試験（35％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
いろいろ発表される統計データについて、自分なりに考えてみてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 記述統計と推測統計 事前：なし
事後：なし 講義

⚓･⚔ 分散と標準偏差 事前：なし
事後：なし 講義

5 リスク指標としての標準偏差 事前：なし
事後：なし 講義

⚖･⚗ 正規分布について 事前：なし
事後：なし 講義

⚘･⚙ 仮説検定 事前：なし
事後：なし 講義

10･11 区間検定 事前：なし
事後：なし 講義

12 回帰分析について 事前：なし
事後：なし 講義

13 単回帰分析 事前：なし
事後：なし 講義

14 重回帰分析 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 統計学（ Introduction to Statistics） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
統計学を初めて学ぶ人のための科目で、さまざまのデータを入手することが、大変容易になっている現在、それらデータの持つ意味を考え、解き明かす

のに有用な統計手法について、勉強する。

授業目標：
われわれの身の回りで接する統計データの見方や、それらがどんな意味を持つのかを考える姿勢を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「よくわかる心理統計」山田剛史・村井潤一郎(著) ミネルヴァ書房

￥3,024

参考文献：
必要に応じて授業中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業では表計算ソフトを使用する。MS Excelのインストールされたパソコンを必ず持参すること。また、心理統計法のノートやテキストを持参すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学における基礎統計 事前：シラバスの確認
事後：授業内容の復習 講義と演習

2 記述統計量（代表値と散布度）の算出 事前：心理統計法の復習
事後：実習内容の復習 講義と演習

3 図表の作成 事前：心理統計法の復習
事後：実習内容の復習 講義と演習

4 相関の意味と相関係数の求め方 事前：心理統計法の復習
事後：実習内容の復習 講義と演習

5 母集団の推測（統計検定） 事前：心理統計法の復習
事後：実習内容の復習 講義と演習

6 分散の等質性の検定 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

7 対応のない⚒つの平均値の差の検定⚒ 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

8 対応のある⚒つの平均値の差の検定 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

9 相関の有意性 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

10 回帰分析 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

11 比率の差の検定 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

12 比率の差の検定 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

13 ⚓つ以上の平均値の差の検定 事前：教本の精読
事後：実習内容の復習 講義と演習

14 授業のまとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の確認 講義と演習

15 理解度の確認 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義と演習

授業科目(英文) 統計的資料分析法（Statistical Analysis） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野村 康治

履 修 条 件
前提科目 心理統計法を履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
心理学研究でよく使用される基礎的な統計分析手法を表計算ソフト（MS Excel）を用いて学ぶ。統計学の理論に関する学習だけでなくサンプルデータな

どを用いて実際に分析作業を行う。また、分析結果の意味を正しく理解し、その結果を的確にまとめるトレーニングを行う。

授業目標：
①表計算ソフトを用いて基礎的な統計分析ができるようになる。
②分析結果の意味を正しくとらえられるようになる。
③分析結果のまとめ方を習得する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Sachs, J. “The Age of Sustainable Development” Columbia University Press, New York, USA; 2015.

参考文献：
コースウェブサイトに記載。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業評価の半分は土曜日に行われるJICA横浜等での課外学習の課題にて行います。定期的にメール・授業ウェブサイトを確認できること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 持続可能な開発目標（SDGs）に向けて 事前：Ch. 1.
事後：なし 講義

2 経済成長・発展とその決定要因 事前：Ch. 3、Ch.4
事後：なし 講義

3 貧困と不平等 事前：Ch. 5.
事後：なし 講義

4 国際機関の取り組み（国連、国際機関） 事前：なし
事後：課題 講義

5 人口と経済 事前：UNFPA（2012）
事後：なし 講義

6 移民政策 事前：課題
事後：なし 講義

⚗･⚘ 海外移住資料館見学・ワークショップＩ（開発課題分析①） 事前：課題
事後：なし 講義

⚙･10 厚木市の外国人コミュニティーとの交流 事前：課題
事後：なし 講義

11 教育と労働 事前：Ch. 8
事後：なし 講義

12 こどもと女性 事前：セン 第⚘章
事後：なし 講義

13 法と人権 事前：Handout
事後：なし 講義

14 グローバル・ヘルスの挑戦 事前：Ch. 9
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 特別講座(国際協力Ａ）（Special Course A) 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 庵原宏義、松浦広明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 メールおよび授業Websiteを定期的にチェックする事ができること

授業概要：
2015年⚙月25日、日本を含む193か国の指導者たちは、2030年までに達成すべき17個の目標である「持続可能な開発目標（SDGs）」の採択に合意しました。

本講義では、2030年におけるSDGsの達成に向け、世界が直面している課題と、それに対する日本および世界の取組みについて概観します。また、現在、第
一線で活躍されている経験豊富なプロフェッショナルの方々を招いて、直接、現場の体験を聞くことにより、将来、自らの専門性を生かし、SDGsの達成に
自分がどのように貢献していけるのか、国際開発の世界でどうキャリアを築いていくのか、その道を模索する為のヒントと将来のキャリア像を提供します。
授業目標：
⚑．持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた日本および世界全体の取り組みを理解し、その中で自分がどのように貢献できるかを考え、最終的に実行に

結びつけること。
⚒．国連機関とのパートナーシップ等、松蔭大学が持っているリソースを利用して、学生として大学を通し、どのようにSDGsに貢献していけるかを考え、

最終的に実行に結びつけること。
⚓．海外での大学院進学や国際開発のキャリアを歩んでいきたい学生に必要な情報とネットワークを作る機会を与えること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．Sachs, J. “The Age of Sustainable Development” Columbia University Press, New York, USA; 2015.
⚒．アマルティア・セン『自由と経済開発』石塚雅彦訳、日本経済新聞社、2000年

参考文献：
コースウェブサイトに記載。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業評価の半分は土曜日に行われるJICA横浜等での課外学習の課題にて行います。定期的にメール・授業ウェブサイトを確認できること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業の役割：企業の社会的責任と持続可能な開発目標 事前：Handout
事後：グループワーク 講義

2 紛争とテロ 事前：なし
事後：課題 講義

3 国際防災協力とレジリエントな都市 事前：Ch. 11
事後：なし 講義

4 JICAと国際協力 事前：なし
事後：Handoutを読む 講義

5 NPO／NGOとそのの取り組み 事前：なし
事後：Handoutを読む 講義

⚖･⚗ 青年海外協力隊OB・OGとの交流会・技術研修員・日系研修員との交流会 事前：課題
事後：なし 講義

⚘･⚙ ワークショップ（開発課題分析③）・日系研修員との交流会 事前：課題
事後：なし 講義

11 人口と食糧 事前：Ch. 10
事後：課題 講義

12 地球環境問題Ⅰ（地球温暖化など） 事前：Ch. 12
事後：課題 講義

13 地球環境問題Ⅱ（生物多様性など） 事前：Ch. 13
事後：課題 講義

14 国際観光
事前：世界観光ランキング

(World Tourism Barometer)
事後：なし

講義

15 松蔭大学、厚木市、持続可能な開発目標 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 特別講座(国際協力Ｂ）（Special Course B) 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 庵原宏義、松浦広明

履 修 条 件
前提科目 国際協力Ⅰ

そ の 他 メールおよび授業Websiteを定期的にチェックする事ができること

授業概要：
2015年⚙月25日、日本を含む193か国の指導者たちは、2030年までに達成すべき17個の目標である「持続可能な開発目標（SDGs）」の採択に合意しました。

本講義では、2030年におけるSDGsの達成に向け、世界が直面している課題と、それに対する日本および世界の取組みについて概観します。また、現在、第
一線で活躍されている経験豊富なプロフェッショナルの方々を招いて、直接、現場の体験を聞くことにより、将来、自らの専門性を生かし、SDGsの達成に
自分がどのように貢献していけるのか、国際開発の世界でどうキャリアを築いていくのか、その道を模索する為のヒントと将来のキャリア像を提供します。
授業目標：
⚑．持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた日本および世界全体の取り組みを理解し、その中で自分がどのように貢献できるかを考え、最終的に実行に

結びつけること。
⚒．国連機関とのパートナーシップ等、松蔭大学が持っているリソースを利用して、学生として大学を通し、どのようにSDGsに貢献していけるかを考え、

最終的に実行に結びつけること。
⚓．海外での大学院進学や国際開発のキャリアを歩んでいきたい学生に必要な情報とネットワークを作る機会を与えること。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．『ドイツ語の時間（話すための文法）』朝日出版 2012年（￥2,200＋税）

参考文献：
辞書を含めて授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間テスト（40％）、期末テスト（60％）で評価する。

学生へのアドバイス：
たえず声を出し、音声を聞いて復習すること、語学はとくに反復、継続が大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 アルファベートの発音練習と文字の練習 ⑴ 事前：なし
事後：発音と文字の練習 講義と演習

2 アルファベートの発音練習と文字の練習 ⑵ 事前：なし
事後：聞き取り練習 講義と演習

3 規則変化動詞の現在人称変化の練習自己紹介をする 事前：なし
事後：規則変化動詞の人称変化の練習 講義と演習

4 現在人称変化の練習と重要な動詞について趣味を言う 事前：なし
事後：不規則変化動詞の練習、読解 講義と演習

5 名詞の性と定冠詞の格変化 性質の描写 事前：なし
事後：定冠詞の格変化の練習 講義と演習

6 定冠詞と不定冠詞の格変化 ⑴ 事前：なし
事後：格変化の練習 講義と演習

7 定冠詞と不定冠詞の格変化 ⑵ 持ち物を言う 中間テスト 事前：なし
事後：定冠詞、不定冠詞の格変化の復習、読解 講義と演習

8 不規則変化動詞の人称変化 ⑴ 名詞の複数形 事前：なし
事後：規則変化動詞と不規則変化動詞の人称変化の練習 講義と演習

9 規則変化動詞と不規則変化動詞の人称変化の練習 事前：なし
事後：不規則変化動詞の人称変化の練習､聞き取り練習､読解 講義と演習

10 前置詞 ⑴ 事前：なし
事後：前置詞の練習 講義と演習

11 前置詞 ⑵ 曜日ごとの予定を言う 事前：なし
事後：前置詞の復習、読解 講義と演習

12 副文章 事前：なし
事後：副文章、読解 講義と演習

13 人称代名詞 事前：なし
事後：人称代名詞 読解 講義と演習

14 人称代名詞と再帰代名詞時間の言い方 事前：なし
事後：再帰代名詞の練習 講義と演習

15 冠詞類年齢、家族の職業を言う 事前：なし
事後：冠詞類の練習 講義と演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ドイツ語コミュニケーションⅠ（German Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
コミュニケーションは会話のみならず、相手を理解し、自らを理解して貰うための努力の上に成立するものである。そのため、まず相手に理解して貰え

るように、出来るだけ正確な発音を徹底的に繰り返し練習する。その上で相手との簡単な挨拶、簡単な表現を学び、反復することでコミュニケーション能
力を高める。またドイツ語の構造がどのようになっているかを理解するようにする。ドイツ語自体への関心（言葉の起源や由来、社会の中での意味など）
を深め、さらに言語を通してドイツ社会、ドイツ語圏の世界の理解を深める。
授業目標：
⚑．言語運用能力が習得できる。
⚒．初級文法前半の知識が習得できる。
⚓．日常生活を簡単なドイツ語で表現できる。
⚔．ドイツ語技能検定⚕級合格を目指すことができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 発音練習、動詞現在人称変化の復習
規則変化動詞と不規則変化動詞 haben, sein

事前：なし
事後：発音練習、動詞現在形の人称変化の練習 講義と演習

2 冠詞（定冠詞、不定冠詞）
冠詞類の復習

事前：なし
事後：課題による格変化の練習 講義と演習

3 前置詞の復習 事前：なし
事後：課題による前置詞の練習 講義と演習

4 不定詞の用法と分離動詞 ⑴ 事前：なし
事後：課題による分離動詞の練習 講義と演習

5 分離動詞 ⑵ 事前：なし
事後：分離動詞の練習、読解 講義と演習

6 話法の助動詞
用事や希望を言う 中間テスト

事前：なし
事後：作文と読解 講義と演習

7 過去形 事前：なし
事後：過去形の人称変化の練習 講義と演習

8 現在完了形 ⑴
（haben, sein）

事前：なし
事後：現在完了形の二つの形態に慣れる練習 講義と演習

9 現在完了形 ⑵
昨日したことを言う

事前：なし
事後：現在完了形の練習、読解 講義と演習

10 受動態 事前：なし
事後：受動態の練習 講義と演習

11 形容詞の格変化、比較級と最上級
好みを言う

事前：なし
事後：形容詞の格変化の練習、読解 講義と演習

12 関係代名詞 ⑴ 事前：なし
事後：関係代名詞の練習 講義と演習

13 関係代名詞 ⑵、命令法部屋にあるものを言う 事前：なし
事後：関係代名詞が使われた文章の読解 講義と演習

14 接続法 ⑴ 間接話法 事前：なし
事後：間接話法の練習 講義と演習

15 接続法 ⑵ 非現実話法仮定の話をする 事前：なし
事後：接続法の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ドイツ語コミュニケーションⅡ（German Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 ドイツ語コミュニケーションⅠの履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
簡単な言葉で自分と他者、自らの日常生活を紹介出来るようにする。相手のやさしいドイツ語を聞き取り、これに応答出来るようにする。基本的なドイ

ツ語の構造を理解することにより、読解力を養う。現代ドイツの政治、社会、経済、文化、音楽、芸術、観光、あるいはスポーツ（サッカー、テニスなど）
など、そしてEUの中のドイツの存在、ドイツの抱える諸問題について知り、日本との比較をする。
授業目標：
⚑．ドイツ語で「話す、聞く」ということの基本がわかる。
⚒．初級文法後半の基礎知識が理解できる。
⚓．日常生活を簡単なドイツ語で表現できる。
⚔．ドイツ語技能検定⚔級合格を目指すことができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
⚑．『ドイツ語の時間（話すための文法）』朝日出版 2012年（￥2,200＋税）

参考文献：
辞書を含めて授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間テスト（40％）、期末テスト（60％）で評価する。

学生へのアドバイス：
たえず声を出し、音声を聞いて復習すること、語学はとくに反復、継続が大切です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
⚑．『ドイツ語の時間 読解編 読めると楽しい』朝日出版社、2011年、￥2,300

参考文献：
授業の中で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間テスト（40％）と期末テスト（60％）で評価する。

学生へのアドバイス：
積極的に声を出して、ドイツ語の文章を読み取れるように努めて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 発音練習（復習） 事前：なし
事後：発音練習 講義と演習

2 動詞の現在人称変化 ⑴
sein, habenの現在人称変化、動詞の位置

事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

3 動詞の現在人称変化 ⑵ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

4 Das Geheimnis der Goldmaske I 事前：なし
事後：読解 講義と演習

5 名詞の格変化 ⑴ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

6 名詞の格変化 ⑵ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

7 不規則変化動詞の格変化 ⑴
Das Geheimnis der Goldmaske II

事前：なし
事後：読解 講義と演習

8 不規則変化動詞の格変化 ⑵
Das Geheimnis der Goldmaske III 中間テスト

事前：なし
事後：読解 講義と演習

9 前置詞と副文 ⑴ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

10 前置詞と副文 ⑵
Das Geheimnis der Goldmaske IV

事前：なし
事後：読解 講義と演習

11 人称代名詞と再帰代名詞 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

12 再帰代名詞と再帰動詞 Das Geheimnis der Goldmaske V 事前：なし
事後：読解 講義と演習

13 定冠詞類と不定冠詞類 ⑴ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

14 定冠詞類と不定冠詞類 ⑵ 事前：なし
事後：初級文法の復習 講義と演習

15 Das Geheimnis der Goldmaske VI 事前：なし
事後：読解 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ドイツ語コミュニケーションⅢ（German Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 ドイツ語コミュニケーションⅠ、Ⅱの履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
ドイツ語の読解力を高めるために、文章を丁寧に読む練習をする。
ドイツの政治、社会、文化などについても学んでゆきたい。
受講者が積極的に授業に参加してゆける授業にしてゆきたい。

授業目標：
⚑．ドイツ語の四技能の総合的習得
⚒．基礎的文法を復習し、簡単なドイツ語を読む。
⚓．ドイツ語検定試験⚔級合格を目指す。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 発音練習 分離動詞 ⑴ 事前：なし
事後：発音練習、課題による分離動詞の復習 講義と演習

2 分離動詞 ⑵
Das Geheimnis der Goldmaske VII

事前：なし
事後：読解 講義と演習

3 話法の助動詞と未来形 ⑴ 事前：なし
事後：話法の助動詞の復習 講義と演習

4 話法の助動詞 ⑵
Das Geheimnis der Goldmaske VIII

事前：なし
事後：読解 講義と演習

5 動詞の三基本形、過去形 事前：なし
事後：過去形の復習 講義と演習

6 現在完了形 ⑴ 事前：なし
事後：現在完了形の復習 講義と演習

7 現在完了形 ⑵ 受動態
Das Geheimnis der Goldmaske IX 中間テスト

事前：なし
事後：読解 講義と演習

8 形容詞の格変化 ⑴ 事前：なし
事後：課題による形容詞の格変化の復習 講義と演習

9 形容詞の格変化 ⑵
比較級と最上級Das Geheimnis der Goldmaske X

事前：なし
事後：読解 講義と演習

10 関係代名詞 ⑴ 事前：なし
事後：課題による関係代名詞の復習 講義と演習

11 関係代名詞 ⑵
Das Geheimnis der Goldmaske XI

事前：なし
事後：読解 講義と演習

12 接続法 ⑴ 事前：なし
事後：復習 講義と演習

13 接続法 ⑵ 事前：なし
事後：復習 講義と演習

14 接続法 ⑶
Das Geheimnis der Goldmaske XII

事前：なし
事後：復習 講義と演習

15 総合的復習 事前：なし
事後：復習 講義と演習

教本：
⚑．『ドイツ語の時間 読解編 読めると楽しい』朝日出版社、2011年、￥2,300

参考文献：
授業の中で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
中間テスト（40％）と期末テスト（60％）で評価する。

学生へのアドバイス：
積極的に声を出して、ドイツ語の文章を読み取れるように努めて欲しい。辞書を片手に難解な文章にも挑んで欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ドイツ語コミュニケーションⅣ（German Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目 ドイツ語コミュニケーションⅢの履修が望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
ドイツ語の読解力を高めるために、文章を丁寧に読む練習をする。
ドイツの政治、社会、文化などについても学んでゆきたい。

授業目標：
⚑．ドイツ語の四技能の総合的習得
⚒．基礎的文法を復習し、簡単なドイツ語を読む。
⚓．ドイツ語検定試験⚔級合格を目指す。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
とくに無し。

参考文献：
ビデオ教材は、こちらで用意します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（50％）、試験・レポート等（50％）で総合評価する。休むと次の授業が分からなくなりますよ。

学生へのアドバイス：
日々のニュースは、多義的かつ複雑な時代のニュアンスまでは伝えきれていない。時代と人間を記録した優れたドキュメンタリーこそが、その理解のカ

ギとなりうる。自分はこれまで、どのような時代背景を生きながら自己形成をしてきたのか。それを知ることは、これから未知の時代を生きてかねばなら
ない貴方のための強い味方となります。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 プロ用カメラを用いての撮影実習 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

3 自分が撮影した映像を編集体験 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

4 映像によるストーリーの作り方 事前：なし
事後：なし 講義

5 ドキュメンタリー研究 ⑴ 構成の立て方 事前：なし
事後：なし 講義

6 ドキュメンタリー研究 ⑵ 撮影技法 事前：なし
事後：なし 講義

7 ドキュメンタリー研究 ⑶ インタビュー技法 事前：なし
事後：なし 講義

8 ドキュメンタリー研究 ⑷ 編集技法 事前：なし
事後：なし 講義

9 ドキュメンタリー研究 ⑸ ナレーション 事前：なし
事後：なし 講義

10 ドキュメンタリーの系譜 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

11 ドキュメンタリーの系譜 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

12 ドキュメンタリーと時代背景 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

13 ドキュメンタリーと時代背景 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

14 地方民放とドキュメンタリー 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ドキュメンタリー制作論（TV Documentary） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 堀口 悟士

履 修 条 件
前提科目 テレビ映像論は履修していることが望ましい。

そ の 他 登録した学生の理解度や、他の基礎的科目の履修状況によっては変更されることがあります。

授業概要：
ドキュメンタリー制作の初歩を学びます。これから実際のドキュメンタリー制作を学びたい諸君、時代と人間を記録した優れたドキュメンタリーをもっ

と知りたいと思う諸君にとっての、一つのきっかけになってほしい。高校では習わなかった生きた近代史・現代史に触れることでもあります。

授業目標：
社会に氾濫する情報を的確に身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教室で紹介します。

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
司書教諭希望者は必修の授業です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 人間教育としての読書の意義と目的（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 学校図書館の機能と生涯読書 事前：なし
事後：資料を読む 演習＋講義

3 絵本との出会い「ブックスタート運動」（読書能力の発達と読書） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

4 発達段階と読書の興味（読書指導と計画） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

5 読書環境づくり
（朝読書、読書週間等の読書の時間確保、読書の習慣化、動機付け）

事前：なし
事後：資料を読む 講義

6 図書資料の選定
（多様化する読書材、ヤングアダルト、漫画、雑誌を含む）

事前：なし
事後：小テスト 講義

7 教科指導から発展読書へ 事前：なし
事後：なし 演習＋講義

8 「読書会」の実際 事前：作品を読む
事後：なし 演習＋講義

9 「読み聞かせ」の意義と技法 事前：なし
事後：なし 演習＋講義

10 「読み聞かせ」の演習 事前：練習してくる
事後：なし 演習

11 「ブックトーク」を構成する（発達段階と興味の拡大） 事前：なし
事後：構成を考えておく 演習＋講義

12 「ブックトーク」の題材選び（図書資料の選定） 事前：なし
事後：選書 演習＋講義

13 「ブックトーク」の演習 事前：なし
事後：小テスト 演習＋講義

14 家庭読書の推進と公共図書館との連携｛厚木中央図書館実習｝ 事前：なし
事後：感想文を書く 演習＋講義

15 読書と人間教育の観点から司書教諭の役割と課題 事前：なし
事後：レポート提出 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 読書と豊かな人間性（Reading and Rich Humanity） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴ 発達段階に応じた読書教育の理念と学校図書館のあり方、司書教諭の役割を理解する。）
⑵ 「読書会」、「ブックトーク」や学習指導等との関わりを重点的に演習する。

授業目標：
⚑．豊かな人間性を育む読書活動の意義と目的から、読書活動を推進する学校図書館あり方を考察し、司書教諭の役割を理解する。
⚒．「読書会」、「読み聞かせ」、「ブックトーク」等の企画・実践を具体的に演習することで読書指導の内容と方法を学ぶ。
⚓．家庭、地域、公共図書館との連携の在り方を学ぶ
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
世阿弥「風姿花伝」

参考文献：
教室で配布します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
演習の姿勢（50％）、レポート（30％）、技術の習得（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
身体的に解放された自分になりましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（この講座で学ぶこと） 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

2 朗読の基礎（ポーズとプロミネンス） 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義演習

3 草野心平の詩を朗読する 事前：なし
事後：次回テキスト予習 演習

4 昔話を朗読する 事前：なし
事後：次回テキスト予習 演習

5 物売りの声 事前：なし
事後：次回テキスト予習 演習

6 演技論・教育論としての「風姿花伝」Ⅰ 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

7 演技論・教育論としての「風姿花伝」Ⅱ 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

8 演技論・教育論としての「風姿花伝」Ⅲ 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

9 演技論・教育論としての「風姿花伝」Ⅳ 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

10 演技論・教育論としての「風姿花伝」Ⅴ 事前：なし
事後：次回テキスト予習 講義

11 演劇ワークショップⅠ 事前：予習
事後：復習 演習

12 演劇ワークショップⅡ 事前：予習
事後：復習 演習

13 演劇ワークショップⅢ 事前：予習
事後：復習 演習

14 ワークショップ発表会 事前：なし
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本芸能論Ａ（演劇・朗読理論）（Japanese traditional performing art A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
•朗読の基礎を演習で学ぶ。
•演劇教育の竹内敏晴、平田オリザの演技論を基にワークショップをおこなう。
•世阿弥の「風姿花伝」をテキストとして、演劇論を理解する。
授業目標：
•身体表現の力を身につける。
•多様な日本の芸能文化に学ぶ。
•世阿弥の「風姿花伝」を演劇論として学ぶ
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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に

教本：
教室で配布します。

参考文献：
教室で配布します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
演習の姿勢（50％）、レポート（20％）、技術の習得（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
地域の伝統芸能を愉しみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 長谷座との顔合わせ 事前：なし
事後：なし 講義

2 三番叟の練習⚑ 事前：なし
事後：復習 演習

3 三番叟の練習⚒ 事前：なし
事後：復習 演習

4 三番叟の練習⚓ 事前：なし
事後：復習 演習

5 三番叟の練習⚔ 事前：なし
事後：復習 演習

6 三番叟の練習⚕（前日準備リハーサル） 事前：なし
事後：復習 演習

7 松蔭祭公演 事前：なし
事後：復習 演習

8 新統合芸能祭の練習⚑ 事前：なし
事後：復習 演習

9 新統合芸能祭の練習⚒ 事前：なし
事後：復習 演習

10 新統合芸能祭の練習⚓ 事前：なし
事後：復習 演習

11 新統合芸能祭公演 事前：なし
事後：復習 演習

12 人形浄瑠璃の演技を学ぶ⚑（八百屋お七） 事前：なし
事後：復習 演習

13 人形浄瑠璃の演技を学ぶ⚒（八百屋お七） 事前：なし
事後：復習 演習

14 人形浄瑠璃の演技を学ぶ⚓（八百屋お七） 事前：なし
事後：復習 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本芸能論Ｂ（演劇・朗読実践）（Japanese traditional performing art B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
•相模人形芝居長谷座の公演に参加し、「三番叟」などを通して、地域の芸能文化の継承を体験する
•厚木市の伝統芸能と現代のジャズとの新統合芸能祭（’ez）の企画に参加する（人形遣い、裏方、会場係など）

授業目標：
•地域の伝統的芸能を愉しむ。
•長谷座の公演に参加し、体験を通して伝承を推進することに貢献する

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
沖森卓也他『図解日本語』三省堂 ￥2,160
その他、資料と書き込み用プリントを配付する。

参考文献：
日野資成『ベーシック現代の日本語学』ひつじ書房 ￥1,836

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（35％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身が使っている日本語を考察の対象とする授業です。多くの新しい発見があるでしょう。日本語に対する知的興味・おもしろさを感じることがで

きると思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 世界の中の日本語 事前：世界の言語を調べる
事後：言語の系統を確認 講義

2 音声・音韻⚑（調音、子音の分類、母音の分類） 事前：言語音について調べる
事後：子音・母音の整理 講義

3 音声・音韻⚒（音声学と音韻論、日本語の音素、拍の体系） 事前：音韻論について調べる
事後：音韻の整理 講義

4 音声・音韻⚓（超音節素 アクセント、イントネーション、プロミネンス） 事前：超音節素について予習
事後：超音節素の特徴を復習 講義

5 語彙⚑（意味の体系、語種） 事前：語種について調べる
事後：プリント問題 講義

6 語彙⚒（語構成） 事前：語構成について調べる
事後：プリント問題 講義

7 文法⚑（単語と文、文の組み立て） 事前：プリントを読んでくる
事後：プリント問題 講義

8 文法⚒（単語の形〈形態論〉） 事前：プリント活用表の完成
事後：語形変化の確認 講義

9 文法⚓（文の構造〈統語論〉） 事前：プリントを読んでくる
事後：モダリティの確認 講義

10 文字・表記⚑（文字の役割、漢字・かな・ローマ字） 事前：文字について調べる
事後：文字のなりたちの復習 講義

11 文字・表記⚒（かなづかい、送りがな、記号類） 事前：プリントを読んでくる
事後：かなづかいの確認 講義

12 社会言語学⚑（位相論、職業差・世代差・性差・場面差と言葉） 事前：言葉遣いを振り返る
事後：位相語を確認する 講義

13 社会言語学⚒（方言） 事前：日本語の方言を調べる
事後：プリントでの復習 講義

14 待遇表現（待遇表現の種類・敬語） 事前：待遇表現を調べる
事後：待遇表現の整理 講義

15 まとめ 日本語を構造的にみる 事前：言語の構造を考える
事後：試験に備える 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語概論（Introduction to Japanese Linguistics） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本語の使用例をもとに、日本語の音声・音韻、語彙、文法、文字・表記などについて考察する。また、日常・個別の言語事象を全体の体系と関係づけ

て考え、日本語に対する関心を深める。
授業目標：
⚑．日本語がもつ規則性・体系性に気づく。
⚒．日本語を構造的に理解・把握する。
⚓．言語としての日本語に対する関心を深める。
⚔．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
⚑．春原憲一郎他『日本語教師の成長と自己研修』（2006） 凡人社 ￥2,592
⚒．川口義一『成長する教師のための日本語教育ガイドブック〈上〉〈下〉』(2005）

ひつじ書房 各￥3,024
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

到達目標が達成できたかを評価する。授業への参加と提出物（30％）・実習参加状況（70％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本語教員養成課程の最後の段階です。熱心に取り組めば取り組むほど、将来大いに役立つ経験になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：教育実習は何のためにあるのか 事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理と復習 講義・演習

2 実習先の検討 事前：実習先候補選び
事後：先輩の実習記録を読む 演習

3 実習先の見学、あいさつ 事前：見学のポイントの整理
事後：見学記録の整理 演習

4 実習前に行うこと①：学習者・テキストについて 事前：テキストに目を通す
事後：学習項目の分析 演習

5 実習前に行うこと②：教材・教案・授業の進め方について 事前：教案の作成
事後：教材の準備 演習

6 実習前に行うこと③：教師の態度 事前：問題の洗い出し
事後：資料の整理 演習

7 実習前に行うこと④：リハーサル⚑ 事前：リハーサル⚑の準備
事後：リハーサル⚑の振り返り 演習

8 実習前に行うこと⑤：リハーサル⚒ 事前：リハーサル⚒の準備
事後：リハーサル⚒の振り返り 演習

9 実習後に行うこと①：問題の洗い出し 事前：実習の振り返り
事後：実習先へのあいさつ 演習

10 実習後に行うこと②：授業改善のための討論 事前：授業改善の案を考える
事後：授業内容の整理 演習

11 実習後に行うこと③：実習報告書の作成準備 事前：なし
事後：実習報告書の作成 演習

12 自己成長していく教師：他から教えてもらえないこと・内省的実践 事前：配付資料を読む
事後：授業内容の整理 講義・演習

13 教師研修について 事前：なし
事後：授業内容の整理 講義・演習

14 日本語教師の資質と役割 計画 実行 評価 事前：なし
事後：授業内容の整理 講義・演習

15 まとめ 事前：なし
事後：実習報告書の提出 講義・演習

開 講 年 次 ⚔年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育実習（Practice Teaching of Japanese） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論Ⅰ・Ⅱ、日本語教育実習指導

そ の 他 日本語教員養成課程履修者

授業概要：
日本語教育実習の事前学習として、実習の目的や意義を学ぶ。そして、実習先を選び、実習のための周到な準備を行う。事後学習として、実習で学んだ

ことを、これからの教授活動に生かしていくための方法を考える。

授業目標：
日本語学習者を対象とした授業において、実際に教壇に立ち教えることを通して、以下のようなことを学ぶ。

⚑．これまでに学んできた知識や技術が、どう実践に生かされていくか、ということに気づき考える。
⚒．「自ら成長していく教師」にとって、必要な資質について考える。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『みんなの日本語初級Ⅱ 第⚒版 本冊』（2013）スリーエーネットワーク ￥2,700

参考文献：
プリントを配付する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、討論参加度とフィードバック表の

提出等（25％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ多く教壇に立つ練習をして、少しずつ教えることに慣れましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（この授業で学ぶこと、担当決め）
初級後半の学習項目⚑

事前：方法論Ⅰ・Ⅱの復習
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

2 初級後半の学習項目⚒ 事前：基本文型の分析
事後：ノート・資料の整理と復習 講義・演習

3 初級後半の学習項目⚓ 事前：基本文型の分析
事後：ノート・資料の整理と復習 講義・演習

4 模擬授業⚑のための学習項目の分析 事前：学習項目の分析
事後：学習項目の分析の修正 演習

5 初級後半の学習項目⚔ 事前：基本文型の分析
事後：ノート・資料の整理と復習 講義・演習

6 教案検討会⚑ 事前：教案作成
事後：教案修正 演習

7 さまざまな初級教材 ① 事前：教材比較
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

8 模擬授業⚑ 事前：模擬授業準備
事後：振り返りレポート作成 演習

9 さまざまな初級教材 ② 事前：教材比較
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

10 模擬授業⚒のための学習項目の分析 事前：学習項目の分析
事後：学習項目の分析の修正 演習

11 中級や上級の教材 ① 事前：教材比較
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

12 教案検討会⚒ 事前：教案作成
事後：教案修正 演習

13 中級や上級の教材 ② 事前：教材比較
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

14 模擬授業⚒ 事前：模擬授業準備
事後：振り返りレポート作成 演習

15 全体のまとめ 事前：なし
事後：実習準備 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語教育実習指導（Seminar on Practice Teaching of Japanese） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論Ⅰ・Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
「日本語教育方法論Ⅱ」の次の段階という位置づけで、初級後半の模擬授業を行って、効果的な教授活動が実践できるようにする。「教育実習」へ向けて、

具体的で実践的な指導方法を学び、初級の授業を行うことができる力をつける。

授業目標：
⚑．⚑つの学習項目について、導入・ドリル練習・コミュニケーションのためのアクティビティという流れを効果的に組み立て、教案を書くことができる。
⚒．現場の授業に近い形で、教授活動を行うことができる。
⚓．問題を予見し、あるいは問題に直面したときに、自ら解決することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（この授業で学ぶこと、担当決め）
学習項目の一覧

事前：教科書の購入
事後：授業の復習 講義

2 初級の学習項目⚑『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚑～⚓課（名詞述語文 ①）

事前：⚑～⚓課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

3 初級の学習項目⚒『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚑～⚓課（名詞述語文 ②）

事前：⚑～⚓課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

4 初級の学習項目⚓『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚔・⚕課（動詞述語文 ①）

事前：⚔・⚕課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

5 学習項目の分析 ⚑つの授業の流れ 教案の書き方 事前：担当課の学習項目の一覧表
事後：教案の作成 講義

6 初級の学習項目⚔『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚖・⚗課（動詞述語文⚒）

事前：⚖・⚗課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

7 初級の学習項目⚕『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚘・⚙課（形容詞述語文）

事前：⚘・⚙課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

8 教案検討会 事前：教案発表の準備
事後：教案の修正・模擬授業準備 演習

9 初級の学習項目⚖『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
10・11課（存在文）

事前：10・11課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

10 初級の学習項目⚗『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
12・13課（過去を表す文・感情形容詞）

事前：12・13課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

11 初級の学習項目⚘『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
14課（動作の継続、依頼）

事前：14課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

12 初級の学習項目⚙『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
15・16課（許可を表す文・テ形接続）

事前：15・16課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

13 模擬授業 ① 事前：模擬授業のリハーサル
事後：振り返りレポートの作成 演習

14 模擬授業 ② 事前：模擬授業のリハーサル
事後：振り返りレポートの作成 演習

15 教具・教材研究（初級⚑） 初級メイン教材・副教材・活動集 全体のまとめ 事前：16課までの学習項目の確認
事後：初級の教え方の確認 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育方法論Ⅰ(Methodology of Teaching Japanese as a Second Language Ⅰ） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法

そ の 他 なし

授業概要：
日本語教員養成課程に登録した学生向けの授業であり、「日本語教授法」を履修済みであることを前提とする。初級の教え方を中心に、学習項目や活動の

させ方、教具・教材について検討していく。
授業目標：

日本語を外国語として教える方法を学ぶ。具体的には、
⚑．初級前期の学習項目の分析ができる
⚒．実際に使える教案を書くことができる
⚓．模擬的に教授活動を行うことができる ようになることを目標とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『みんなの日本語初級Ⅱ 第⚒版 本冊』（2012）

スリーエーネットワーク ￥2,700

参考文献：
『みんなの日本語初級Ｉ 教え方の手引き』（2000）スリーエーネットワーク ￥3,024
寺田和子他『「どうやって教える？」にお答えします 日本語の教え方ABC』（1998）アルク

￥2,052
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、討論参加度とフィードバック表の
提出等（25％）で総合評価する。
学生へのアドバイス：

日本語を使って日本語を教える基本的な技術を学びます。学生のみなさんの参加により、活気ある授業にしたい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
⚑～16課の復習

事前：方法論Ⅰの復習
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

2 初級の学習項目10『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
17・18課（義務・可能を表す文）

事前：17・18課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

3 初級の学習項目11『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
19・20課（タ形・普通形）

事前：19・20課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

4 教案検討会⚑ 事前：教案発表の準備
事後：教案の修正・模擬授業準備 演習

5 初級の学習項目12『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
21課（普通形を使う文型⚑）

事前：21課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

6 模擬授業⚑ 事前：模擬授業のリハーサル
事後：振り返りレポートの作成 演習

7 初級の学習項目13『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
22課（普通形を使う文型）

事前：22課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

8 初級の学習項目14『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
23課（複文⚑）

事前：23課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

9 教案検討会⚒ 事前：教案発表の準備
事後：教案の修正・模擬授業準備 演習

10 初級の学習項目15『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
24課（恩恵の授受）

事前：24課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

11 模擬授業⚒ 事前：模擬授業のリハーサル
事後：振り返りレポートの作成 演習

12 初級の学習項目16『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本冊』
25課（複文⚒）

事前：25課の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

13 教案検討会⚓ 事前：教案発表の準備
事後：教案の修正・模擬授業準備 演習

14 初級前期～中期のまとめ 事前：課題プリント
事後：復習 講義・演習

15 模擬授業⚓ 事前：模擬授業のリハーサル
事後：振り返りレポートの作成 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育方法論Ⅱ(Methodology of Teaching Japanese as a Second Language Ⅱ） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
日本語を外国語として教える具体的な方法を学ぶ。「日本語教育方法論Ⅰ」の次の段階という位置づけで、より多くの教室活動を知り、初級中期の模擬授

業を行って教えることに慣れる。
授業目標：

日本語を外国語として教える方法を学ぶ。具体的には、
⚑．初級中期の学習項目の分析ができる
⚒．効果的な活動を取り入れた教案を書くことができる
⚓．模擬的な教授活動をスムーズに行うことができる ようになることを目標とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『みんなの日本語初級Ⅱ 第⚒版 本冊』（2012）

スリーエーネットワーク ￥2,700

参考文献：
『みんなの日本語初級Ｉ 教え方の手引き』（2000）スリーエーネットワーク ￥3,024
寺田和子他『「どうやって教える？」にお答えします 日本語の教え方ABC』（1998）アルク

￥2,052
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、討論参加度とフィードバック表の
提出等（25％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本語教員の資格を得るためには、構造シラバス（文型積み上げ式）に基づく授業に、コミュニカティブな活動を取り入れた授業が行えることが必須で

す。模擬授業を行って、初級中期までの授業なら行えるという自信をつけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
遠藤織枝(編）『日本語教育を学ぶ』（第二版）2011 三修社 ￥2,592
佐々木泰子(編）『ベーシック日本語教育』2007 ひつじ書房 ￥2,052

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、学期末レポート（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分が今までに受けてきた外国語の授業、あるいは自分の外国語学習と照らし合わせながら、日本語を外国語として教えるということを考えてみましょ

う。なお、事前学習については、その都度指示・確認します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 日本語教育の現状 ⑴ 海外編 事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

2 日本語教育の現状 ⑵ 国内編 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

3 日本語教育の歴史 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

4 日本語教育における異文化コミュニケーション ⑴ 文化空間 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

5 日本語教育における異文化コミュニケーション ⑵ 教室内でのコミュニケーション 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

6 外国語教授法 ⑴ 文法に重点をおいた教授法 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

7 外国語教授法 ⑵ コミュニケーションに重点をおいた教授法 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

8 外国語教授法 ⑶ 心理学や認知学習理論に基づいた教授法 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

9 コースデザインとシラバス 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

10 日本語の指導法 ⑴ レベル別〈初級〉 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

11 日本語の指導法 ⑵ レベル別〈中上級〉 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

12 日本語の指導法 ⑶ 技能別、対象者別 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

13 評価法 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

14 第二言語習得論 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

15 教師の役割 全体のまとめ 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：レポートの作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語教授法（Japanese-Language Pedagogy） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル化の進展により人やモノの移動が盛んになる中で、どのような人たちがどのような日本語を必要としているのか。また、日本語でのコミュニ

ケーション実現のために、外国語としての日本語をどのように伝えていったらいいのか。このようなことを学ぶ。

授業目標：
⚑．日本語を外国語として教える「日本語教育」に関して、基本的な知識を身につける。
⚒．日本語教育についていくつかの側面から考えることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
山田敏弘（2004）『国語教師が知っておきたい日本語文法』
くろしお出版 ￥1,728

参考文献：
高橋太郎他（2005）『日本語の文法』ひつじ書房 ￥2,592

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・提出物等（35％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文法とは、文を作るときに見られる規則のことです。私たちは、ふだんあまり意識せずに日本語の文をくみたて、コミュニケーションをしています。つ

まり、私たちは、文法を正しく適用して日本語の文を作っているのです。そんな日本語の文法について考えましょう。教科書は必ず持ってきてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 「国語学」と「日本語学」、文法とは 事前：シラバスを読んでくる
事後：授業の復習 講義・演習

2 品詞 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

3 活用 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

4 文の組み立て 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

5 格助詞 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

6 副助詞 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

7 接続助詞 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

8 連用修飾・連体修飾 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

9 助動詞 ⑴ 受身・使役・可能 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

10 助動詞 ⑵ 否定・時間 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

11 助動詞 ⑶ 話し手の出来事に対する捉え方ともくろみ 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

12 助動詞と似た働きの形式 ⑴ 評価と働きかけ 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

13 助動詞と似た働きの形式 ⑵ 補助動詞 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

14 敬語 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

15 文章・談話 事前：テキストの該当箇所
事後：授業の復習 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語研究Ａ（文法）（Japanese Linguistics A（Grammar）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
小学校、中学校で教えられている国語・口語文法を、教える立場から学ぶ。私たちがふだん使っている日本語を考察の対象として客体化し、分析する。

⚑つの文法論として、その体系をとらえる。

授業目標：
⚑．国文法での品詞の考え方を理解し、国文法の体系をとらえる。
⚒．日本語の用例を文法的に分析する力を養う。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料と課題プリントを配付する。

参考文献：
文化審議会答申（2007）「敬語の指針」

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、発表・提出物等（30％）、レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
待遇表現、配慮表現は、さまざまなコミュニケーションの中で見られるものです。特に社会人になったときに、適切な使用が求められます。そのことに

気づくだけでも、自分自身のコミュニケーションのしかたが変わってきます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 待遇表現とは 事前：シラバスを読んでくる
事後：待遇表現の例を考える 講義

2 待遇的意味
〈上扱い 下扱い、親しさ 遠ざけ、改まり くだけ、丁寧 ぞんざい、など〉

事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

3 待遇表現の使い分けに係わる要因〈社会的要因、心理的要因〉 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

4 敬語 ① 敬語についての基本的な考え方を理解する 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

5 敬語 ② 敬語の仕組みを理解する 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

6 敬語 ③ 敬語の具体的な使い方を知る 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

7 敬語を使う ① ビジネス場面・学校場面・接客などでの会話 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 演習

8 敬語を使う ② 手紙・メール・広告・注意書きなどの書き言葉 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 演習

9 ポライトネス ① ポジティブポライトネスとネガティブポライトネス 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

10 ポライトネス ② ポライトネスのストラテジー 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

11 ポライトネス ③ 敬語とポライトネス 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

12 配慮表現、婉曲・間接表現 事前：配付プリントを読んでくる
事後：ノート・プリントの確認 講義

13 待遇表現の使用例を機能・適切性の点から分析する 発表 ① 事前：発表準備
事後：ノート・プリントの確認 演習

14 待遇表現の使用例を機能・適切性の点から分析する 発表 ② 事前：発表準備
事後：ノート・プリントの確認 演習

15 まとめ 自らの待遇表現の使用を振り返る 事前：自分の待遇表現使用を考える
事後：試験勉強の準備 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語研究Ｂ（待遇表現）（Japanese Linguistics B（Attitudinal Expressions in Japanese）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論、日本語文法

そ の 他 なし

授業概要：
待遇表現に関する資料を読み、敬語・軽卑語・尊大語、ポライトネス、配慮表現、婉曲・間接表現について考える。そして、待遇表現の使用例を機能・

適切性の点から分析する。待遇表現を使う練習も行う。

授業目標：
⚑．待遇表現の意味・種類・仕組みや、待遇表現の使い分けに係わる要因を理解する。
⚒．場面に合わせて適切な待遇表現を使うことができるようになる。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
『日本語教育能力検定試験に合格するための音声 23』アルク ￥2,376

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、提出物等（20％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちが毎日聞いたり発したりしている言語の音について考えます。精巧な発音のしくみを知って驚くこともあるでしょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 五十音図とその拡大表 事前：シラバスを読んでくる
事後：早口言葉について考える 講義

2 話し言葉の語形 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

3 音声学と音韻論 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

4 アクセント⚑（日本語のアクセントの特徴） 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

5 アクセント⚒（アクセントの式と型） 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

6 イントネーション 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

7 日本語の子音⚑（破裂音・摩擦音・破擦音） 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

8 日本語の子音⚒（鼻音・弾音・拗音、声帯振動の有無） 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

9 日本語の子音⚓（確認問題） 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

10 日本語の母音 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

11 ハ行転呼音と四つ仮名 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

12 プロミネンスとポーズ 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

13 音節構造 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

14 音韻論 事前：配付資料の熟読
事後：練習問題 講義・演習

15 まとめ 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：試験準備 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語研究Ｃ（音声・音韻）（Japanese Linguistics C（Phonetics and Phonology）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
私たちは、日本語の音、たとえば「ア」「カ」「サ」「タ」……など、それぞれをどのように作って発音しているのだろうか。この授業では、それぞれの音

の発音のしくみを学ぶ。また、日本語・英語・中国語など、言語によって区別する音が異なるが、日本語はどの音を区別し、どの音を区別しないのかにつ
いても考える。
授業目標：
⚑．現代日本語の音声がもつ特徴を理解し、それを体系的に整理できるようになる。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
秋元美晴（2010）『日本語教育能力検定試験に合格するための語彙 12』アルク

￥2,160
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・提出物等（20％）、レポート（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちが日常使っている身近な日本語について学びます。語彙論では、語の意味・構成・出自などを勉強します。文字論では、独自に発達した日本語の

文字体系について勉強します。なお、事前学習については、その都度指示・確認します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

2 語彙の体系⚑ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

3 語彙の体系⚒ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

4 語と語形⚑ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

5 語と語形⚒ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

6 語種⚑ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

7 語種⚒ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

8 語構成⚑ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

9 語構成⚒ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

10 語の意味⚑ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

11 語の意味⚒ 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

12 語彙を分析してみよう 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

13 文字⚑（漢字） 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

14 文字⚒（ひらがな・カタカナ・ローマ字） 事前：配付プリントの熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

15 まとめ 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：レポート作成 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語研究Ｄ（語彙・文字）（Japanese Linguistics D（Lexicology and Grammatology）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論、日本語研究Ａ（文法）

そ の 他 なし

授業概要：
前半は、語彙論を概観する。語彙を意味論的・形態論的に分析する方法、計量的に分析する方法を学ぶ。後半は、文字論を扱っていく。毎回、授業のは

じめに、語彙・漢字ドリルを行う。

授業目標：
⚑．日本語の語彙と文字表記の特質を理解し、これらを客観的に分析する能力を養う。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『スピードマスター文法』Jリサーチ出版をメインテキストとして購入、そ

の他の語彙、聴解、読解はプリントを授業で、配付する。
※メインの文法テキストは変更の可能性あり。

参考文献：
『語彙マップで覚える漢字と語彙』 Jリサーチ出版
『スピードマスター読解』 Jリサーチ出版
『日本語読解ワークブック』 アルク
『完全マスター文法』 スリーエーネットワークなど

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業活動状況（授業内のワーク、発言、意欲等）、提出物、小クイズ、定期試験等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は、積み重ねが大切です。総合的な日本語力を身につけるために、毎日自宅学習する習慣をつけましょう。授業欠席も厳禁です。日本語能力試験合

格も目指して、指導します。
オフィスアワー：

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 語彙 ⑴ 文法 ⑴文型 事前：学びたいことを考える
事後：文法の復習 講義・演習

2 語彙 ⑵ 文法 ⑵ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

3 語彙 ⑶ 文法 ⑶ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

4 語彙 ⑷ 読解 ⑴ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：速読文の復習 講義・演習

5 語彙 ⑸ 文法 ⑷ 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

6 語彙 ⑹ 文法 ⑸ 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

7 語彙 ⑺ 読解 ⑵ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：速読した文の精読 講義・演習

8 語彙 ⑻ 文法 ⑹ 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

9 語彙 ⑼ 文法 ⑺ 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

10 文法 ⑻ 読解 ⑶ 精読 事前：文章を読んでくる
事後：文法、読解文の復習 講義・演習

11 語彙 ⑽ 文法 ⑼ 事前：語彙の復習、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

12 語彙 ⑾ 聴解 ⑴ 能力試験模擬問題 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

13 語彙 ⑿ 文法 ⑽ 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

14 文法 ⑾ 読解 ⑷ 精読 事前：文章を読んでくる
事後：文法、読解文の復習 講義・演習

15 総復習（試験準備のための復習事項を指示） 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：試験の準備 講義・演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語コミュニケーションⅠ（Japanese Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 松浦 恵津子・澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
大学での勉学・生活に必要な日本語力を総合的に伸ばすために、聴解・読解・作文・会話など、さまざまな練習をする。受講生の状況や希望に応じて、

どのような練習に比重を置くかを決める。毎回、語彙（漢字読み）の小クイズを行なう。
授業目標：
⚑．大学の講義が理解できる。
⚒．メールや作文が書ける。
⚓．友達と自然な会話ができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 語彙 ⑴ 文法 ⑴ 文型 事前：なし
事後：文法の復習 講義・演習

2 語彙 ⑵ 文法 ⑵ 敬語 会話練習 事前：語彙の宿題、小クイズの準備
事後：文法の復習 講義・演習

3 語彙 ⑶ 読解 ⑴ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解文の復習 講義・演習

4 語彙 ⑷ 文法 ⑶ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

5 語彙 ⑸ 読解 ⑵ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解文の復習 講義・演習

6 語彙 ⑹ 文法 ⑷ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

7 語彙 ⑺ 聴解 ⑴ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

8 語彙 ⑻ 文法 ⑸ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

9 語彙 ⑼ 読解 ⑶ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：作文の宿題 講義・演習

10 文法 ⑹ 聴解 ⑵ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

11 語彙 ⑽ 文法 ⑺ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

12 語彙 ⑾ 聴解 ⑶ 能力試験模擬問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

13 読解 ⑷ 精読 文章表現 ⑴ 事前：文章を読んでくる
事後：読解文の復習、作文 講義・演習

14 語彙 ⑿ 文章表現 ⑵ 作文のフィードバック 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：作文の清書 講義・演習

15 総復習（復習事項を指示） 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：試験準備 講義・演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語コミュニケーションⅡ（Japanese Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 松浦 恵津子・澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 日本語コミュニケーションⅠ（過去に履修していれば受講可能）

そ の 他 なし

授業概要：
・大学での勉学・生活に必要な日本語力を総合的に身につけるため、読む・聞く・話す・書くことを練習する。
・受講生の日本語力の状況に応じて内容を決める。毎回、語彙（漢字読み）の小クイズを行なう。
授業目標：
⚑．新聞を読んで理解できる。
⚒．レポートが書ける。
⚓．自然な敬語を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『スピードマスター文法』Jリサーチ出版をメインテキストとして購入、そ

の他の語彙、聴解、読解はプリントを授業で、配付する。
※メインの文法テキストは変更の可能性あり。

参考文献：
『語彙マップで覚える漢字と語彙 初級/中級』 Jリサーチ出版
『日本語読解ワークブック』 アルク
『日本語総まとめ聴解』 アスク
『完全マスター文法』 スリーエーネットワークなど

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業活動状況、提出物、小クイズ、作文、平常点（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は、積み重ねが大切です。総合的な日本語力を身につけるために、毎日自宅学習する習慣をつけましょう。授業欠席も厳禁です。日本語能力試験合

格も目指して、指導します。
オフィスアワー：



4年次用シラバス-11  Page 31 19/03/15 15:48

408

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 語彙 ⑴ 文法 ⑴ 文型 事前：なし
事後：文法の復習 講義・演習

2 語彙 ⑵ 読解 ⑴速読問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解した文の精読 講義・演習

3 語彙 ⑶ 文法 ⑵ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

4 語彙 ⑷ 読解 ⑵ 速読問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解した文の精読 講義・演習

5 語彙 ⑸ 文法 ⑶ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

6 語彙 ⑹ 聴解 ⑴ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

7 語彙 ⑺ 文法 ⑷ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

8 語彙 ⑻ 読解 ⑶ 速読問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解した文の精読 講義・演習

9 語彙 ⑼ 文法 ⑸ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

10 語彙 ⑽ 聴解 ⑵ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

11 語彙 ⑾ 文法 ⑹ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

12 語彙 ⑿ 聴解 ⑶ 能力試験模擬問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

13 読解 ⑷ 精読 文章表現 ⑴ 事前：文章を読んでくる
事後：読解復習、作文 講義・演習

14 語彙 ⒀ 文章表現 ⑵ 作文のフィードバック 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：作文の清書 講義・演習

15 総復習（試験準備のための復習事項を指示） 事前：質問、確認項目の洗い出し
事後：試験の準備 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語コミュニケーションⅢ（Japanese Communication Ⅲ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 松浦 恵津子・澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 日本語コミュニケーションⅡ（過去に履修していれば受講可能）

そ の 他 なし

授業概要：
・大学で専門的な内容を学習するのに必要な日本語力を身につけるため様々な教材を用い、読む・聞く・話す・書くことを練習する。
・受講生の日本語力の状況に応じて内容を決める。毎回、語彙（漢字読み）の小クイズを行なう。
授業目標：
⚑．専門科目の教科書、参考書を読んで理解できる。
⚒．自分の考えをまとめ、発表したり、討論したりできる。
⚓．レポートが書ける
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『完全マスター文法』スリーエーネットワークを、メインテキストとして購

入、その他の語彙、聴解、読解は、プリントを授業で、配布する。※メイン
テキストは、変更の可能性あり。

参考文献：
『語彙マップで覚える漢字と語彙 中級』 Jリサーチ出版
『スピードマスター読解』 Jリサーチ出版
『日本語読解ワークブック』 アスク
『日本語総まとめ聴解』 スリーエーネットワークなど

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業活動状況、提出物、小テスト、作文、平常点（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は、積み重ねが大切です。総合的な日本語力を身につけるために、毎日自宅学習する習慣をつけましょう。授業欠席も厳禁です。日本語能力試験合

格も目指して、指導します。
オフィスアワー：
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語コミュニケーションⅣ（Japanese Communication Ⅳ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 松浦 恵津子・澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 日本語コミュニケーションⅢ（過去に履修していれば受講可能）

そ の 他 なし

授業概要：
・大学を卒業するうえで必要な日本語力を身につけるためさまざまな教材を用い、読む・聞く・話す・書くことを練習する。
・大学卒業後の就職、進学を視野に入れ、より実践的な内容の演習を行なう。毎回、語彙（漢字読み）の小クイズを行なう。
授業目標：
⚑．学術書、論文を読んで理解できる。
⚒．ゼミや就職面接などで討論ができる。
⚓．自卒業論文、就職のためのエントリーシートが書ける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 語彙 ⑴ 文法 ⑴ 事前：なし
事後：文法の復習 講義・演習

2 語彙 ⑵ 読解 ⑴ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解文の復習 講義・演習

3 語彙 ⑶ 文法 ⑵ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

4 語彙 ⑷ 読解 ⑵ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：読解文の復習 講義・演習

5 語彙 ⑸ 文法 ⑶ 敬語 会話練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

6 語彙 ⑹ 聴解 ⑴ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

7 語彙 ⑺ 文法 ⑷ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

8 語彙 ⑻ 読解 ⑶ 速読練習 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題、読解文の復習 講義・演習

9 語彙 ⑼ 文法 ⑸ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

10 聴解 ⑵ 読解 ⑷ 精読 事前：文章を読んでくる
事後：聴解問題、読解文の復習 講義・演習

11 語彙 ⑽ 文法 ⑹ 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：文法の復習 講義・演習

12 語彙 ⑾ 聴解 ⑶ 能力試験模擬問題 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：聴解問題の復習 講義・演習

13 読解 ⑸ 精読 文章表現 ⑴ 事前：文章を読んでくる
事後：読解文復習、作文 講義・演習

14 語彙 ⑿ 文章表現 ⑵ 作文のフィードバック 事前：語彙の宿題、小クイズ準備
事後：作文の清書 講義・演習

15 総復習（復習事項の指示） 事前：質問、確認事項の洗い出し
事後：試験準備 講義・演習

教本：
『完全マスター文法』スリーエーネットワークをメインテキストとして購

入、その他、語彙、聴解、読解は、プリントを授業で、配布する。
※メインテキストは、変更の可能性あり

参考文献：
『語彙マップで覚える漢字と語彙 中級』 Jリサーチ出版
『スピードマスター読解』 Jリサーチ出版
『留学生の日本語①読解編』 アカデミックジャパニーズ研究会
『日本語総まとめ聴解』 アスク

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への活動状況、提出物、小クイズ、作文、平常点（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
語学は積み重ねが大切です。総合的な日本語力を身につけるために、毎日自宅学習する習慣をつけましょう。授業欠席も厳禁です。日本語能力試験合格

も目指して、指導します。
オフィスアワー：
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
岡﨑友子ほか(2016)『ワークブック 日本語の歴史』くろしお出版 ￥1,620

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、提出物等（20％）、期末レポート（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
昔の人たちは、どんな日本語を使っていたのでしょうか。古代から現代までの日本語の変遷を扱います。なお、事前学習については、その都度指示・確

認します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読んでくる
事後：時代区分の確認 講義

2 文章・文体史 ①（上代・中古） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

3 文章・文体史 ②（中世・近世） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

4 文章・文体史 ③（近代） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

5 語彙史 ①（上代・中古） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

6 語彙史 ②（中世・近世・近代） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

7 文法史 ①（体言、用言 動詞） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

8 文法史 ②（用言 形容詞・形容動詞） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

9 文法史 ③（助動詞・助詞） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

10 音韻史 ①（上代・中古） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

11 音韻史 ②（中世・近世・近代） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

12 文字史 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

13 近現代語の成立 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

14 辞書の歴史 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

15 まとめ 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語史（Japanese Language History） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
文章・文体、語彙、文法、音韻、文字表記の各領域について、現代の日本語が、古代からどのような変遷を経て成立したのかを概観する。各時代の資料

から、当時の日本語の姿をよみとる。

授業目標：
⚑．現代日本語がどのような過程を経て成立したのかを理解する。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するのでテキストはありません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 「聴く」① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 「話す」① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

4 「読む」① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

5 「書く」① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

6 「聴く」② グループワーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

7 「話す」② グループワーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

8 「読む」② グループワーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

9 「書く」② グループワーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

10 プレゼンテーション① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

11 プレゼンテーション② 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

12 小論文を書く① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

13 小論文を書く② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

14 小論文を書く③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語表現（Presentation in Japanese Language） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
毎回、さまざまな教材を使いながら「読む」、「書く」、「話す」、「聴く」ことについて学びます。できるかぎり一人一人個別に指導していきたいと思って

います。

授業目標：
学生の日本語能力の向上を目指し、基礎から応用まで学習し、社会人として必要不可欠なコミュニケーション能力の習得を目的とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するのでテキストはありません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、授業中の課題、プレゼンテーション等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 傾聴する① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 傾聴する② 事前：なし
事後：なし 演習

4 傾聴する③ 事前：なし
事後：なし 演習

5 伝える① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

6 伝える② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

7 伝える③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

8 表現する① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

9 表現する② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

10 表現する③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

11 プレゼンテーション実践① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

12 プレゼンテーション実践② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

13 プレゼンテーション実践③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

14 プレゼンテーション実践④ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語表現法（Presentation in Japanese Language） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会のさまざまな場面でプレゼンテーションの機会があり、コミュニケーションの大切な手段の一つとなっています。また、プレゼンテーションの能力

は、企業でのビジネスツールとしても高く評価されています。「日本語表現法」では、プレゼンテーションを効果的に実践できるよう、基礎を指導し、グル
ープや個人で多くの実践を繰り返します。
授業目標：

日本語表現とコミュニケーション能力の向上を目指します。自分の考えを的確に相手に伝える表現を学び、基礎的なプレゼンテーションの技術を身につ
けることを目的とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料とタスクシートを配付する。

参考文献：
大島弥生他（2014）『ピアで学ぶ大学生の日本語表現［第⚒版］ プロセス

重視のレポート作成』ひつじ書房 ￥1,728
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（20％）、提出物・自己評価表（20％）、実作のレポート・小論文（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート・論文の書き方を学びます。能動的にテーマを見つけ、論理的に文章をまとめる技能を身につけます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション アカデミックライテイングとは 事前自己評価 事前：シラバスを読んでくる
事後：レポートの文体の確認 講義

2 レポートの形式 構成、見出しの立て方、説明の順序、論理性、参考文献について 事前：疑問点を洗い出す
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

3 レポートのテーマを考える 事前：関心のある事柄をあげる
事後：情報を集める 演習

4 レポートの構想を練り、情報を集める 情報の集め方 事前：なし
事後：情報を集める 演習

5 情報を整理し、レポートの目標を定める 事前：なし
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

6 レポート作成 ① 文章を組み立てる パラグラフ・ライティング 文献引用のしかた 事前：アウトラインを考える
事後：レポート第一稿完成 演習

7 レポート作成 ② 自己点検とピア活動 レポートの目的と書き方をまとめる 事前：レポートの自己点検
事後：レポートの加筆・修正 演習

8 小論文の分析 論理的思考と文章構成の関係を探る、論理性や表現について検証する 事前：なし
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

9 小論文を書く ①〈社会問題に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 演習

10 小論文を書く ②〈文化・言語に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 演習

11 小論文を書く ③〈生き方に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 演習

12 レポート発表 ① 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 演習

13 レポート発表 ② 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 演習

14 レポート発表 ③ 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 演習

15 まとめ ポートフォリオの中身を振り返り、事後自己評価をする 事前：ポートフォリオの整理
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語表現論Ａ(アカデミックライティング)(Japanese Language Expression A（Academic Writing）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
実際に書かれたレポートや小論文を分析し、問題点とその原因・改善の方法を報告し合う。そして、わかりやすく説得力のある文章とは、どこがどう優

れているのかを具体的に見出す。さらに、実作を通して効果的な書き方を考え、実践力を向上させる。ルーブリック・ポートフォリオによる評価を行う。

授業目標：
⚑．アカデミックライティングとは何か、その目的・種類を理解し、レポート・論文を作成するための方法を考える。
⚒．レポート・論文作成の実践力を向上させる。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料とタスクシートを配付する。

参考文献：
下瀬川慧子他『日本語 口頭発表と討論の技術 コミュニケーション・スピーチ・ディ

ベートのために 』東海大学出版会 ￥2,700
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

議論への参加等の発言（65％）、振り返りレポート・提出物等（30％）、自己評価票（⚕％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
議論することのおもしろさを経験しましょう。討論に参加する際の発言のしかたやマナーなども身につけます。積極的に議論に参加しようという心構え

を持って受講してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前自己評価 ディスカッションについて（概説） 事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

2 TVディスカッションの分析 ① 意見と根拠の明確さ・論理性、反論のしかた 等 事前：分析の観点の確認
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

3 TVディスカッションの分析 ② 表現、話し方・態度、司会者の役割 等 事前：分析の観点の確認
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

4 紙上ディスカッション：お互いに評価する 事前：なし
事後：成果物の自己評価 演習

5 受講者によるディスカッション ① テーマを決め、論点をしぼる 事前：テーマについて考えてくる
事後：情報を集め、整理する 演習

6 司会者・参加者の役割と表現 事前：なし
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

7 受講者によるディスカッション ②（司会者と参加者） 事前：論点・議論の展開を考える
事後：振り返り 演習

8 受講者によるディスカッション ③（司会者と参加者） 事前：論点・議論の展開を考える
事後：振り返り 演習

9 受講者によるディスカッション ④（司会者と参加者） 事前：論点・議論の展開を考える
事後：振り返り 演習

10 受講者によるディスカッション ⑤（司会者と参加者） 事前：論点・議論の展開を考える
事後：振り返り 演習

11 受講者によるディスカッション ⑥（司会者と参加者） 事前：論点・議論の展開を考える
事後：振り返り 演習

12 ディベートについて（概説） 事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習 演習

13 受講者によるディベート ① テーマ⚑ 事前：ディベートについて
事後：振り返り 演習

14 受講者によるディベート ② テーマ⚒ 事前：なし
事後：振り返り 演習

15 全体のまとめ 事後自己評価 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：振り返りレポートの作成 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語表現論Ｂ（ディスカッション）（Japanese Language Expression B（Discussion）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ディスカッションについて概説した後、TV録画されたディスカッションの分析を行う。また、受講者自らのディスカッションの分析も行い、ピア活動・

ルーブリック評価をする。ディベートの実践、分析も同様に行う。

授業目標：
⚑．ディスカッションとディベートの目的や意義・方法について理解を深める。
⚒．自らの立場を明確にして論理的に意見を述べることができる。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
川本信幹(2008)『日本語検定 公式テキスト「日本語」上級』東京書籍 ￥1,620

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、学期末レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
評価の配分基準：漢字・語彙を単に覚えるだけでなく、実際の使い方を理解してどんどん使ってみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理 講義

2 語彙力・漢字力診断テスト 事前：プリント問題
事後：復習 講義

3 現代かなづかい 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

4 熟字訓 「洋燈はランプ」「貴女はあなた」 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

5 同音異字の区別 「私立」は「ワタクシリツ」、「市立」は「イチリツ」 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

6 同訓異字の区別 「ダジャレ」を考えよう 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

7 読みを間違えやすい語彙 ①（複数の読みがある漢字） 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

8 読みを間違えやすい語彙 ②（特殊な読みをする漢字） 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

9 新聞に頻出する語彙 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

10 ビジネスに関する語彙 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

11 伝統文化に関する語彙 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

12 比喩「顔から火が出る」「お盆に目鼻」 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

13 成句 「台風一過」と「台風一家」、「愛妻弁当」と「愛菜弁当」 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

14 地名・人名 事前：プリント問題
事後：復習 講義・演習

15 まとめ 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：レポート作成 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語表現論Ｃ（漢字・語彙力養成）（Japanese Language Expression C（Kanji and Vocabulary Building）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
毎回、小テストを行って習得状況をチェックするとともに、類義語・対義語・同音異義や形の似た語を関連づけて学習する。特に誤用の多い漢字の表記

や読みを示し注意を喚起する。

授業目標：
⚑．専門的研究や、就労時に必要な語彙を理解し、表記する漢字の書写能力を向上させる。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
樺島忠夫編（1999）『文章構成の基本大事典』勉成出版 ￥5,184

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（15％）、分析結果の発表等（25％）、実作の手紙・メール（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ビジネスなどで使うフォーマルな手紙やメールの書き方を学びます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 挨拶状の分析（手紙・メール） 事前：シラバスを読んでくる
事後：分析結果の整理 講義

2 挨拶状を書く（進学・就職・引っ越し等を、手紙やメールで目上の人や友人に知らせる） 事前：挨拶状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

3 案内状・招待状の分析（手紙・メール） 事前：案内状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

4 案内状・招待状を書く（手紙・メール） 事前：案内状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

5 誘いを受ける／断る手紙・メールの分析 事前：断り状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

6 誘いを受ける／断る手紙・メールを書く 事前：断り状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

7 依頼の手紙・メールの分析 事前：依頼状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

8 依頼の手紙・メールを書く 事前：依頼状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

9 お礼の手紙・メールの分析 事前：お礼状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

10 お礼の手紙・メールを書く 事前：お礼状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

11 謝罪の手紙・メールの分析 事前：わび状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

12 謝罪の手紙・メールを書く 事前：わび状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

13 見舞いの手紙・メールの分析 事前：見舞い状の比較・分析
事後：分析結果の整理 講義・演習

14 見舞いの手紙・メールを書く 事前：見舞い状の内容を考える
事後：添削結果の確認 講義・演習

15 全体のまとめ－手紙・メールのマナーについて 事前：質問・確認事項の洗い出し
事後：ノート・資料の整理と復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語表現論Ｄ（手紙・メール)(Japanese Language Expression D（Formal Letter and Email Writing）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 帆奈美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グループワークの後、クラス全体で発表・討論しまとめるという授業形態で進める。現代では不可欠なコミュニケーション手段となっている電子メール

と、依然としてコミュニケーション上重要な役割を担っている伝統的な手紙を分析・比較する。また、「簡明さ」「相手にふさわしい表現」「慣習的に定めら
れた書式」という⚓点に留意して、状況や目的に合った書き方を検討・実践する。
授業目標：
⚑．実用文としての機能をもつ手紙と電子メールについて、それぞれの文章構造、機能、語彙・表現やその背景にある文化や社会的要請を分析・考察し、

状況に応じて適切に両者を使うことができるようになる。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教材は授業時に配布する。

参考文献：
参考資料は適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
グループワーク等授業への取り組み姿勢（40％）、課題・コメントペーパー等（40％）、最終課題（20％）により総合的に評価する。欠席回数が⚔回以上

の場合は評価対象外とする。以上詳細については、第⚑回ガイダンスで説明するので必ず出席すること。
学生へのアドバイス：

ビジネス会話・文書作成のスキルを、学生のうちから身につけておくことは貴方の武器になります。毎回の予習復習をしっかりと行うことで着実にスキ
ルが身につきますので、目標意識を明確にして取り組みましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスで授業概要を把握する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義

2 第一印象の重要性 事前：課題⚑を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

3 挨拶と基本動作 事前：課題⚒を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

4 ビジネスコミュニケーション①（話し方と聴き方） 事前：課題⚓を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

5 ビジネスコミュニケーション②（社会人基礎力） 事前：課題⚔を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

6 敬語の用法①（丁寧語・謙譲語・尊敬語） 事前：課題⚕を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

7 敬語の用法②（実践編） 事前：課題⚖を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

8 ビジネス会話①（電話応対） 事前：課題⚗を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

9 ビジネス会話②（来客応対） 事前：課題⚘を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

10 ビジネス会話③（企業訪問） 事前：課題⚙を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

11 ビジネス文書①（メール） 事前：課題10を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

12 ビジネス会話②（来客応対） 事前：課題11を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

13 ビジネス会話③（企業訪問） 事前：課題12を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

14 ビジネスコミュニケーション③（プレゼンテーション） 事前：課題13を作成する
事後：今回の授業資料を読み返す 講義・演習

15 授業全体の総括・最終課題（課題15）の作成 事前：課題14を作成する
事後：全体の授業資料を読み返す 講義・演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語表現論Ｅ（ビジネス会話・文書）（Study of Japanese Expression E） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 菊本 奈々

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「情報、知識、感情、意思」を相手とどのように共有すればビジネスにおけるコミュニケーションや、関係構築がスムーズにできるのかを学ぶ。具体的に

は、インターンシップや就職活動等で必要な社会人としての心構えや基本動作、接遇・電話応対等におけるビジネス会話、メールやビジネス文書の作成等、
様々なケーススタディやグループワークを通じて実践的に身につけていく。
授業目標：
①ビジネスの場面に相応しい敬語の用法、表現技法等の知識を有し、適切に用いることができる。
②メールやビジネス文書作成に必要な基本事項、表現技法等の知識を有し、実際に作成することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するのでテキストはありません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、授業中の課題、プレゼンテーション等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 傾聴する① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 傾聴する② 事前：なし
事後：なし 演習

4 傾聴する③ 事前：なし
事後：なし 演習

5 伝える① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

6 伝える② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

7 伝える③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

8 表現する① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

9 表現する② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

10 表現する③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

11 プレゼンテーション実践① 事前：課題の準備
事後：なし 講義と演習

12 プレゼンテーション実践② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

13 プレゼンテーション実践③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

14 プレゼンテーション実践④ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語プレゼンテーションⅠ（Presentation in Japanese Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会のさまざまな場面でプレゼンテーションの機会があり、コミュニケーションの大切な手段の一つとなっています。また、プレゼンテーションの能力

は、企業でのビジネスツールとしても高く評価されています。「日本語プレゼンテーションⅠ」では、プレゼンテーションを効果的に実践できるよう、基礎
を指導し、グループや個人で多くの実践を繰り返します。
授業目標：

日本語表現とコミュニケーション能力の向上を目指します。自分の考えを的確に相手に伝える表現を学び、基礎的なプレゼンテーションの技術を身につ
けることを目的とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するのでテキストはありません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、授業中の課題、プレゼンテーション等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 プレゼンテーションとは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 傾聴する 事前：なし
事後：なし 講義と演習

4 伝える 事前：なし
事後：なし 講義と演習

5 表現する 事前：なし
事後：なし 講義と演習

6 グループワーク① 事前：課題の準備
事後：なし 演習

7 グループワーク② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

8 グループワーク③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

9 シナリオ作成① 事前：課題の準備
事後：なし 演習

10 シナリオ作成② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

11 プレゼンテーション実践① 事前：課題の準備
事後：なし 演習

12 プレゼンテーション実践② 事前：課題の準備
事後：なし 演習

13 プレゼンテーション実践③ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

14 プレゼンテーション実践④ 事前：課題の準備
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語プレゼンテーションⅡ（Presentation in Japanese Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会のさまざまな場面でプレゼンテーションの機会があり、コミュニケーションの大切な手段の一つとなっています。また、プレゼンテーションの能力

は、企業でのビジネスツールとしても高く評価されています。「日本語プレゼンテーションⅡ」では、プレゼンテーションを効果的に実践できるよう、グル
ープや個人で多くの実践を繰り返します。
授業目標：

日本語表現とコミュニケーション能力の向上を目指します。自分の考えを的確に相手に伝える表現を学び、プレゼンテーションの応用力を身につけるこ
とを目的とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「社会人のための日本史」東京法令出版

参考文献：
「詳説 日本史研究」山川出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 古代の日本 事前：なし
事後：なし 講義

3 邪馬台国と卑弥呼 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

4 聖徳太子と十七条憲法 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

5 律令国家の成立 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

6 遣唐使と鑑真 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

7 東大寺と国分寺 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

8 貴族の生活と国風文化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

9 平清盛① 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

10 平清盛② 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

11 源頼朝・義経① 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

12 源頼朝・義経② 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

13 鎌倉幕府の成立 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

14 幕府の崩壊と蒙古襲来 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史Ⅰ（History of Japan Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む一方で、日本の歴史と文化を理解する必要性は、ますます高まっていると思われます。当時の政治、経済、文化をふりかえりながら、その

時代に生きた人々がどのような価値観をもっていたのか理解を深めていきます。本講義では、正しい一つの答えを出すのではなく、歴史の本質とは何かを
学びます。
授業目標：

原始から中世にかけて、日本史の基礎知識を習得し、考える力を養うことを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「社会人のための日本史」東京法令出版

参考文献：
「詳説 日本史研究」山川出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 織田信長と安土城 事前：なし
事後：なし 講義

3 豊臣秀吉と朝鮮出兵 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

4 徳川家康と関ヶ原の戦い 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

5 江戸幕府の成立と島原の乱 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

6 江戸の人々の暮らし 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

7 農村の窮乏と百姓一揆 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

8 幕末の動乱① ペリー来航と開国 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

9 幕末の動乱② 戊辰戦争に至るまで 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

10 明治維新と文明開化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

11 関東大震災と大正文化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

12 日清・日露戦争と韓国併合 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

13 戦争の近代① 第一次世界大戦とドイツ人捕虜 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

14 戦争の近代② 第二次世界大戦の背景にあるもの 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史Ⅱ（History of Japan Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む一方で、日本の歴史と文化を理解する必要性は、ますます高まっていると思われます。当時の政治、経済、文化をふりかえりながら、その

時代に生きた人々がどのような価値観をもっていたのか理解を深めていきます。本講義では、正しい一つの答えを出すのではなく、歴史の本質とは何かを
学びます。
授業目標：

近世から近代にかけて、日本史の基礎知識を習得し、考える力を養うことを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「社会人のための日本史」東京法令出版

参考文献：
「詳説 日本史研究」山川出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 古代の日本 事前：なし
事後：なし 講義

3 邪馬台国と卑弥呼 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

4 聖徳太子と十七条憲法 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

5 律令国家の成立 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

6 遣唐使と鑑真 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

7 東大寺と国分寺 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

8 貴族の生活と国風文化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

9 平清盛① 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

10 平清盛② 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

11 源頼朝・義経① 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

12 源頼朝・義経② 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

13 鎌倉幕府の成立 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

14 幕府の崩壊と蒙古襲来 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史概論Ⅰ（History of Japan Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む一方で、日本の歴史と文化を理解する必要性は、ますます高まっていると思われます。当時の政治、経済、文化をふりかえりながら、その

時代に生きた人々がどのような価値観をもっていたのか理解を深めていきます。本講義では、正しい一つの答えを出すのではなく、歴史の本質とは何かを
学びます。
授業目標：

原始から中世にかけて、日本史の基礎知識を習得し、考える力を養うことを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「社会人のための日本史」東京法令出版

参考文献：
「詳説 日本史研究」山川出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 織田信長と安土城 事前：なし
事後：なし 講義

3 豊臣秀吉と朝鮮出兵 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

4 徳川家康と関ヶ原の戦い 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

5 江戸幕府の成立と島原の乱 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

6 江戸の人々の暮らし 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

7 農村の窮乏と百姓一揆 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

8 幕末の動乱① ペリー来航と開国 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

9 幕末の動乱② 戊辰戦争に至るまで 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

10 明治維新と文明開化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

11 関東大震災と大正文化 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

12 日清・日露戦争と韓国併合 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

13 戦争の近代① 第一次世界大戦とドイツ人捕虜 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

14 戦争の近代② 第二次世界大戦の背景にあるもの 事前：前回の講義の復習
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史概論Ⅱ（History of Japan Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む一方で、日本の歴史と文化を理解する必要性は、ますます高まっていると思われます。当時の政治、経済、文化をふりかえりながら、その

時代に生きた人々がどのような価値観をもっていたのか理解を深めていきます。本講義では、正しい一つの答えを出すのではなく、歴史の本質とは何かを
学びます。
授業目標：

近世から近代にかけて、日本史の基礎知識を習得し、考える力を養うことを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、日本文化の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 食の文化 ① お茶と和菓子 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 食の文化 ② 調味料 事前：なし
事後：なし 講義

4 食の文化 ③ カレーライス 事前：なし
事後：なし 講義

5 日本の昔話 ① 事前：なし
事後：なし 講義

6 日本の昔話 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

7 学校の怪談、都市伝説 事前：なし
事後：なし 講義と演習

8 アニメーションと漫画 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

9 アニメーションと漫画 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

10 箸の文化 事前：なし
事後：なし 講義

11 遊園地とテーマパーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

12 日本人の気質 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

13 日本人の気質 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

14 アイヌの歴史と文化 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化概論（an introduction to Japanese culture ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに近現代の日本の歴史をふりかえり、身近な話題をとりあげながら、日本人のこころの一端を模索していきます。
食や箸の文化、日本の昔話や怪談、アニメーションや漫画など幅広い分野について、さまざまな教材を用いながら学びます。

授業目標：
日本人のこころは、どのように形成されてきたのでしょうか。日本人のこころを探求する上で、日本文化を理解することは欠かせません。本講義では、

日本文化の知識を習得し、その背景にあるものは何か、理解を深めることを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 食の文化 ① お茶と和菓子 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 食の文化 ② 調味料 事前：なし
事後：なし 講義

4 食の文化 ③ カレーライス 事前：なし
事後：なし 講義

5 日本の昔話 ① 事前：なし
事後：なし 講義

6 日本の昔話 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

7 学校の怪談、都市伝説 事前：なし
事後：なし 講義と演習

8 アニメーションと漫画 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

9 アニメーションと漫画 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

10 箸の文化 事前：なし
事後：なし 講義

11 遊園地とテーマパーク 事前：なし
事後：なし 講義と演習

12 日本人の気質 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

13 日本人の気質 ② 事前：なし
事後：なし 講義と演習

14 アイヌの歴史と文化 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化概論Ａ（an introduction to Japanese culture A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに近現代の日本の歴史をふりかえり、身近な話題をとりあげながら、日本人のこころの一端を模索していきます。
食や箸の文化、日本の昔話や怪談、アニメーションや漫画など幅広い分野について、さまざまな教材を用いながら学びます。

授業目標：
日本人のこころは、どのように形成されてきたのでしょうか。日本人のこころを探求する上で、日本文化を理解することは欠かせません。本講義では、

日本文化の知識を習得し、その背景にあるものは何か、理解を深めることを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、日本文化の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 洋服のはじまり 事前：なし
事後：なし 講義

3 高度経済成長期の暮らし 事前：なし
事後：なし 講義と演習

4 年中行事と祭り ① 母の日 事前：なし
事後：なし 講義と演習

5 年中行事と祭り ② 七夕 事前：なし
事後：なし 講義と演習

6 年中行事と祭り ③ 盆踊り 事前：なし
事後：なし 講義と演習

7 こどものあそび ① 折り紙 事前：なし
事後：なし 講義と演習

8 こどものあそび ② 手遊び 事前：なし
事後：なし 講義と演習

9 日本の神話と神道 ① 事前：なし
事後：なし 講義

10 日本の神話と神道 ② 事前：なし
事後：なし 講義

11 寺院と仏像 事前：なし
事後：なし 講義

12 恋愛と結婚 事前：なし
事後：なし 講義と演習

13 スポーツの歴史と文化 事前：なし
事後：なし 講義

14 外国から見た日本文化 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化概論Ｂ（an introduction to Japanese culture B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに近現代の日本の歴史をふりかえり、身近な話題をとりあげながら、日本人のこころの一端を模索していきます。
年中行事と祭り、こどものあそび、神道や仏教など幅広い分野について、さまざまな教材を用いながら学びます。

授業目標：
日本人のこころは、どのように形成されてきたのでしょうか。日本人のこころを探求する上で、日本文化を理解することは欠かせません。本講義では、

日本文化の知識を習得し、その背景にあるものは何か、理解を深めることを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、レポート・定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、日本文化の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
『日本文学概論』阿部正路他編、右文書院、￥2,000（税抜き）

参考文献：
⚑．『日本の原点』石上七鞘著、マイナビ新書、￥830（税抜き）
⚒．『日本文学史の基礎知識』秋山虔ほか著、有斐閣ブックス、￥2,520
⚓．『日本古典文学大系』（岩波書店）『日本古典文学全集』（小学館）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（15％）、小テスト（15％）、授業への参画度（10％）、試験（60％）などで評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション、日本文学の領域 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 日本文学の発生と場（文学以前から文学へ、神と人） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 日本文学の形態と様式（韻文、散文、抒情、叙事、日記、紀行、随筆、評論） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 文学的発想とその流れ（口承から書承、詩歌の成立、伝説、説話、 物語の成立） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 伝承・創作とその享受 （巫女と語り部、公卿と女房、隠者、武士と町人） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 構想と表現（言葉と心、主題と描写、作品とモデル、事実と虚構） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 日本文学の環境⚑（歴史と社会） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 日本文学の環境⚒（自然と風土） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 日本文学の理念と変遷⚑、上代文学の理念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 日本文学の理念と変遷⚒、中古文学の理念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 日本文学の理念と変遷⚓、中世文学の理念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 日本文学の理念と変遷⚔、近世文学の理念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 日本文学の素材（自然・旅・離別） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 日本文学と諸文化（国語史・宗教・風俗・民俗） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 日本文学研究法、まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学概論（Intoroduction to Japanese Literature） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文学の生成過程とその変容の原動力について見極める。古典文学はどのように発生し、伝播し、波及したか作品に即して理解する。また古典文学が

実際にどのように読まれてきたのかについて、『竹取物語』『伊勢物語』『『源氏物語』『枕草子』『徒然草』『百人一首』といった古典を通して文学を考える。
日本文学の理念と変遷を考え、日本の代表的な文学作品に触れながら、作品の構想と表現、作者と時代背景などを含めて、文学研究の方法と態度を養う。
作品の背景に横たわる問題点を指摘しながら思索を深める訓練をする。作品を理解し、日本文化における文学の影響力と、文学の果たした役割を理解する。
授業目標：

日本文学（物語・随筆・和歌など）の概要を理解する。
⚑．日本文学の形態や表現の特徴を概観し、深く読み進めるために必要な方法や基礎知識を習得する。
⚒．日本文学の生成と展開を把握し、日本文学の全体像を理解する。
⚓．各時代における日本文学の新展開のダイナミズムが、いつ、どのようにして生まれ、どのように伝播、波及して現代に至ったかを、具体的な文学者や

作品に即して深く理解する。
⚔．日本文学が、日本文化全体の中において果たしてきた役割を理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布

参考文献：
『日本の原点』石上七鞘著 マイナビ新書 ￥873

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（15％） 授業への参画度（25％） 試験（60％）。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、祭式と祝詞。「神観念」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 古代文学、神話と歴史。「言霊」「他界観」「語り部」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 古代文学、記紀歌謡と和歌。「まこと」（直、清、明）「ますらをぶり」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 中古文学、「たをやめぶり」「雅」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 中古文学「あはれ」「をかし」「王朝女流文学」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 中古文学 「たけ高し」「とほ白し」「余情」「艶」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 中世文学「幽玄」「有心」「無心」「わび」「枯淡」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 近世文学「さび」「軽み」「いき」「粋」「通」「野暮」「をかしみ」「江戸」「上方」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 系統別文学史「史書」「物語」「草子」「読本」「勧善懲悪」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 系統別文学史「説話」「小説」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 系統別文学史「和歌」「連歌」「俳諧」「物付」「心付」「匂付」「漢詩文」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 系統別文学史「日記」「紀行」学生のプレゼン 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 系統別文学史「随筆」「評論」学生のプレゼン 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 系統別文学史「芸能」「戯曲」「慰み」「義理人情」 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 学生のプレゼン
まとめ

事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学史（Japan Literary History） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
物語の発生からその展開について解説し、作品と作品を生み出した人間、それを取り囲む社会との関係を歴史的に考察する。講義のほか、学生の研究発

表の形式を採る。

授業目標：
日本文学史に関する基礎的知識を時代別と系統別の両方から理念をふまえて理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
指定なし、適宜プリントを配布。

参考文献：
⚑．石上七鞘著『古代伝承文芸序説』桜楓社
⚒．石上七鞘著『古代伝承文芸論』おうふう
⚓．石上七鞘著『日本の民族伝承』蒼洋社
⚔．石上七鞘著『十二支の民族伝承』おうふう
⚕．石上七鞘著『化粧の民族』おうふう
⚖．石上堅著『日本民族語大辞典』おうふう

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
成績の評価は、平常点（50％）、レポート等（50％）で行う予定。期末レポートは4,800字で提出。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席しないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 古典と民俗学、民俗学の歴史と概要 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 民族宗教と神概念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 女性の文化、水の女 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 マレビトと常世、異郷意識 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 人生儀礼、生と死の民族 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 五節供と年中行事 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 古事記、風土記 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 万葉集、古今集 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 新古今集、百人一首 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 竹取物語、伊勢物語 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 源氏物語 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 海・山・川の民族伝承 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 動物伝承 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 風俗と風俗史 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 衣・食・住の歴史 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ａ（Japanese Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の伝統ある有形・無形の文化を考察する。古くから伝送されたしきたり、習わしを調べて日本人の民間信仰や祭礼・民間暦を学ぶ。また古くから伝

承された神話・伝説・昔話・古典文学作品など学生の発表形式の授業を行い、プレゼン能力をも鍛える。風俗史にも焦点をあて、日本人の精神を研究する。
授業目標：

伝統ある日本人の生活を明らかにする。世代を超えて伝承されてきた習わし、言い伝え、古典文学を研究し、その背景を考えながら、日本人の心を探る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布

参考文献：
授業時に指示する。

⚑．『日本風俗史事典』日本風俗史学会編 弘文堂 竹内誠編著
⚒．『江戸文化の見方』（角川選書）角川学芸出版 2010年 竹内誠編著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 風俗とは。日本風俗の流れ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 （通史）風俗学と風俗史 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 （古代）古代人の生活 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 （古代）古代人の産業 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 （中古）平安時代の生活 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 （中古）平安時代の信仰、陰陽師と加持祈祷 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 （中世）禅とその文化 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 （近世）近世の風俗と海外との交流 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 近現代における日本の風俗（衣食住の展開） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 近代日本における風俗 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 風俗の伝統とモダニズム 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 学生の発表⚑ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 学生の発表⚒ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表⚓ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ａ（風俗史）（Japanese Study A（History of Manners and Customs）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．風俗学とはなにかを理解する。
⚒．風俗の歴史について、特に日本の風俗史について共に学び、考える。
⚓．「風俗」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本の風俗の成り立ちやその基本的な衣食住を理解し、また、日本の風俗文化や政治とどのような相互関係にあったかについて理解を深めることを目標
とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布

参考文献：
⚑．石上七鞘『日本の原点』マイナビ新書、授業時にプリント配布。
⚒．『江戸学辞典』弘文堂 『江戸の暮らしの考古学辞典』吉川弘文館
⚓．『江戸東京学辞典』三省堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポート（50％）と試験（50％）などで評価する。仔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江戸時代解説。飢餓と改革 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江戸と上方 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 江戸の衣と住まい 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 江戸の食 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 江戸の文化、元禄文化⚑。俳諧 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 江戸の文化、元禄文化⚒。人形浄瑠璃、歌舞伎 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 江戸の文化、化政文化。洒落本、読み本、滑稽本 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 江戸の私塾と学問 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 江戸の国学と国体 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 江戸の年中行事 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 江戸の信仰、富士信仰、伊勢信仰 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 江戸の交通、交易 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 学生の発表⚑ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表⚒ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 江戸から明治へ、大政奉還。まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｂ（Japanese Study B（Japanese Early Modern Culture）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．江戸学とは何かを理解する。
⚒．江戸の歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江戸」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

江戸の風俗・生活を伝える『絵本江戸風俗往来』『都風俗化粧伝』を購読し、いわゆる「江戸学」の出発点となる知識の整理を試みるとともに、史料収集
方法や活用方法の基礎力を養うことを目標とする。また、日本近代史を学ぶうえで重要な資料・文献などの紹介も行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布

参考文献：
⚑．石上七鞘『日本の原点』マイナビ新書
⚒．『江戸学事典』弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。仔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江戸時代概説 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江戸と上方 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 江戸の衣と住まい 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 江戸の食 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 享保・寛政・天保の改革 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 江戸の飢饉 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 江戸時代の交通 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 江戸時代の農業 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 江戸の年中行事 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 江戸の信仰、富士信仰 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 江戸の信仰、伊勢信仰 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 近世の宗教と学問 キリスト教 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 国学と国体 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 江戸から明治へ、大政奉還 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｂ（近世文化）（Japanese Study B（Japanese Early Modern Culture）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．江戸学とは何かを理解する。
⚒．江戸の歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江戸」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

江戸の風俗・生活を伝える『絵本江戸風俗往来』『都風俗化粧伝』を購読し、いわゆる「江戸学」の出発点となる知識の整理を試みるとともに、史料収集
方法や活用方法の基礎力を養うことを目標とする。また、日本近代史を学ぶうえで重要な資料・文献などの紹介も行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-12  Page 23 19/03/15 15:48

433

教本：
授業時にプリント配付。

参考文献：
⚑．末木文美士『日本宗教史』岩波書店、2006年（岩波新書）
⚒．山折哲雄監修『宗教の事典』朝倉書店

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポート（50％）と試験（50％）などで評価する。仔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション、 宗教とは。日本宗教の形成と展開。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 （通史）宗教の風景。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 （古代）神々の世界 神社の歴史と役割。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 （古代）儒教と道教と仏教。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 （中古）平安時代の宗教。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 （中古） 平安仏教〔最澄・空海〕。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 (中世）鎌倉仏教、法然・親鸞・栄西・道元・日蓮 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 （中世）禅とその文化。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 （近世）近世の宗教と学問 キリスト教。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 （近世）国学と国体。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 近代日本における政教分離の形成。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 一神教と多神教。学生の発表⚑。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 宗教の未来。学生の発表⚒。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表⚓ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｃ（日本の宗教）（Japanese Study C（Japanese Religion）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．宗教学とはなにかを理解する。
⚒．日本の宗教の歴史について、特に日本の宗教について共に学び、考える。
⚓．「日本の宗教」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本宗教の成り立ちやその基本的な思想・世界観を理解し、また、日本宗教が文化や政治とどのような相互関係にあったかについて理解を深めることを
目標とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント配布

参考文献：
授業時に紹介

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート・発表等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
必ず出席すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本の古代史とは 事前：なし
事後：授業内容の整理 講義

2 万葉集とは 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

3 三大部立（雑歌、相聞、挽歌）とは 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

4 巻頭歌と最後の歌 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

5 額田王 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

6 柿本人麻呂 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

7 山部赤人 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

8 高市黒人 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

9 山上憶良 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

10 大伴旅人 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

11 大伴家持 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

12 東歌・防人歌・伝説歌 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

13 学生のプレゼン 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

14 学生のプレゼン 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

15 纏め 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｄ（万葉の時代と文化）（Japanese Study D（The times and culture of MANNYOUSYU）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
万葉の時代といえば、日本史の時代区分でいえば古代といえる。万葉集には、時代が判明している仁徳天皇から奈良時代末期までである。その時代の状

況や文化を万葉集の歌を通して理解しながら、学生のプレゼンテーションを交えながら進める。

授業目標：
万葉の時代と文化を理解する。時代背景としての宗教、政治、生活、民俗を理解する。また、万葉集の作家と作品について学ぶ。また作者未詳歌につい

ても学び、それらの作品の背景を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。

参考文献：
授業時に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート・発表等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席せずに授業に出席すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 東アジアとは 事前：なし
事後：授業内容の整理 講義

2 人類の歴史とアジア人 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

3 文化ロード 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

4 衣の歴史 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

5 食の歴史 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

6 住まいの歴史 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

7 東アジア諸国の歴史と文化、朝鮮 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

8 中国 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

9 台湾 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

10 朝鮮 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

11 モンゴル 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

12 チベット 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

13 学生のプレゼン 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

14 学生のプレゼン 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

15 纏め 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

開 講 年 次 ⚓年次 後期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｅ（東アジアの交流と文化）（Japanese Study E（Interchange and culture of the East Asia）） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文化の源流は東アジアにあると言ってよい。北は天山山脈からモンゴル高原、アムール川（黒竜江）まで、南は雲貴高原の地域であり、東は日本列

島や台湾、西はチベット高原やヒマラヤ山脈までが東アジアである。これらの地域との交流を学ぶ。

授業目標：
日本文化の源流と交流を理解する。中国、朝鮮、台湾などとの交流・文化を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じてプリント配布

参考文献：
小学校学習指導要領（特別活動） 中学校学習指導要領（特別活動）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
主体的に、情報を収集して、自分の考えをもち、他者と比べながら考えが広がり深まることを楽しもう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション （日本の学校 授業の進め方等） 事前：なし
事後：ノート整理 講義・演習

2 グループワーク① グループ作り テーマ選択 事前：資料を読む
事後：資料収集 演習

3 グループワーク② テーマに沿って調べ、グループ討議 事前：資料を読む
事後：資料収集 演習

4 グループワーク② テーマに沿って調べ、グループ討議 事前：自分の考えをメモする
事後：原稿を書く 演習

5 グループワーク③ 発表の準備（紙面発表） 事前：追加資料収集
事後：原稿を書く 演習

6 グループワーク④ 発表の準備（紙面発表） 事前：原稿の校正
事後：発表練習 演習

7 発表会 ⑴ 質疑応答 感想交流 事前：発表練習
事後：ワークシート記入 演習

8 発表会 ⑵ 質疑応答 感想交流 事前：なし
事後：ワークシート記入 演習

9 グループワーク① グループ作り テーマ選択 課題 事前：資料収集
事後：資料収集 演習

10 グループワーク② テーマに沿って調べ、グループ討議 事前：自分の考えをメモする
事後：原稿を書く 演習

11 グループワーク③ 発表の準備（パワーポイント作成） 事前：追加資料収集
事後：原稿を書く 演習

12 グループワーク④ 発表の準備 事前：原稿の修正
事後：発表練習 演習

13 発表会 ⑶ 質疑応答 感想交流 事前：発表練習
事後：レポートの 講義

14 総合レポート 事前：テーマ、構成の見通し
事後：原稿を書く 演習

15 総合レポート 事前：資料収集
事後：提出する 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本文化研究Ｆ（現代社会と文化）（Japanese Study F） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野川 智子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
現代社会の文化の一つとして学校教育を取り上げる。学校行事や学校生活の指導をテーマに、その意義や問題点を探り、日本の学校文化について、日本

人や日本社会への影響などを考察する。自己の経験をもとに子どもの視点を持ったり、外国のデータをもとに日本との比較を試みたりするなど、多くの視
点で物事を捉えることができるようになる。
授業目標：
⚑．日本の学校教育文化について調べたり発表を聞いたりして、その特色の理解を深める。
⚒．グループワークの中で、情報交換をし、グループとしての意見をまとめて発表、質疑応答を行う。
⚓．総合レポートでは自分の興味・関心でテーマを設定し、レポートにする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「グラフィック 認知心理学」森 敏昭、井上 毅、松井 孝雄
サイエンス社 ￥2,592

参考文献：
必要に応じて授業中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
認知心理学の面白さは、実験から目には見えない人間の心のメカニズムを探ることにある。実験の方法や結果と、そこから導かれる心のメカニズムに関

する考察の関係性をとらえてほしい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 認知心理学とは？情報論的な人間理解 事前：シラバスの確認
事後：教本導入部の精読 講義

2 神経系と心的情報の処理 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

3 形態の認知 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

4 ボトムアップとトップダウン 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

5 人間の注意の特性 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

6 注意のメカニズムに関する議論 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

7 記憶の働き 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

8 記憶の情報処理モデル（二重貯蔵モデル） 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

9 記憶の情報処理モデル（作業記憶） 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

10 記憶情報の種類 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

11 忘却と偽りの記憶 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

12 知識と表象、人間の思考の特徴 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

13 創造的思考 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

14 授業のまとめ 事前：教本当該箇所精読
事後：教本・ノートの確認 講義

15 理解度の確認 事前：講義内容の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 認知心理学（Cognitive Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野村 康治

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
私たちの身の回りにある様々な対象や出来事を情報、その情報に対する私たちの認知活動（記憶や思考など）をその情報の処理としてとらえたとき、私

たちの頭の中ではどのような情報処理が行なわれているのだろうか？本講義では、情報論的観点から人間の認知過程を解明しようとする研究を取り上げ、
それらの研究から得られた知見を紹介していきたい。
授業目標：
①認知心理学的な人間のとらえ方を理解できるようになる。
②形態認知や注意、記憶、思考といった基礎的な認知機能に関する研究知見を説明できるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（30％）、グループ発表（40％）の評価から判断する。
平 常 点：授業課題、授業への参加度
提出課題：小テスト、レポートなど

学生へのアドバイス：
やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅れを取り戻すようにしてく

ださい。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け付けます。また、授業のグループワークでは、欠席などでグループのメンバーに迷惑をかけないよ
う努力してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／コンピュータネットワークとは 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

2 情報通信技術の歴史 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

3 インターネットと通信サービス 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

4 実習（1）コンピュータ通信の基礎 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

5 最新の情報通信技術（ICT）の活用事例 ⑴ コンピュータネットワークサービス 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

6 最新の情報通信技術（ICT）の活用事例 ⑵ コンピュータネットワーク技術 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

⚗･⚘ 実習 ⑵ ⑶ コンピュータネットワーク 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

⚙･10 最新の情報通信技術（ICT）の活用事例 ⑶ ⑷ モバイルネットワークサービス 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

11･12 実習 ⑷ ⑸ モバイルネットワーク 事前：資料の準備
事後：配布資料の確認 講義

13 ディスカッション 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

14･15 グループ発表 ⑴ ⑵ 事前：発表準備
事後：フィードバック確認 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ネットワーク技術（Network Technology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
現代社会では様々な情報機器から、インターネットへの接続が可能となり、利用する知識が必須となっている。この背景にあるコンピュータとインター

ネットのしくみや社会の動き、情報通信技術と発展について紹介しながら、情報通信技術の問題点と利便性について、体験的に理解する。

授業目標：
授業では、ネットワークとネットワークを介したコンピュータの利用について基本的な概念と考え方および活用の実際について解説し、コンピュータネ

ットワークの基礎知識の習得を目指す学生に向けた内容とする。無線・有線通信、またネットワーク構成などネットワークの基礎を解説した後、ネットワ
ーク接続の実践、PCや携帯端末などに応用されている考え方や、その利用についてグループで実習や議論をする。講義と実習を通して、コンピュータネッ
トワークに関して理解した上で、今後のネットワーク技術のあり方を各グループで発表をしてもらう。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ね

教本：
イラスト図解式 この一冊で全部わかるネットワークの基本、福永 勇二著、

SBクリエイティブ、￥1,814

参考文献：
講義内で随時指示する。

成績評価の方法、評価基準：
ほぼ毎回出題する課題の提出（50％）、小テスト（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
提出物が欠けている場合、単位を認定しない。教本は授業の問題を考えるための入り口であり、授業前に一読しておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ネットワーク構築論（Network System） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
インターネットを支える通信技術について、接続やデータやりとりの方法について学習する。

授業目標：
インターネットや関連技術は、日常生活での不可欠なインフラであると言っても過言ではない。企業や学校、家庭内、町中の様々なデバイスがネットワ

ークに接続されようとしている。PCやスマートフォンだけでなく、ネットワークに接続された機器は、機器同士が互いに会話をするように、データのやり
とりをすることによって、様々な機能が実行可能となる。本講義では、このような機器がネットワーク上で会話をするための技術について学習する。達成
目標は次の⚓点である；⑴ 通信レイヤーとプロトコルについて理解する、⑵ IPアドレスとネットワークの設定について習得する、⑶ 主要なアプリケーシ
ョン層の挙動を知る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、ネットワーク通信の概要 事前：シラバスを読む
事後：資料の復習 講義

2 通信プロトコルとレイヤー 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

3 OSI参照モデル、LANとWAN 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

4 ネットワーク同士の接続、通信の概念モデル 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

5 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

6 IPアドレスとルーティング 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

7 ドメイン、サブネット、アドレス変換 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

8 TCP/UDPとポート番号 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

9 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

10 DNS 、Web閲覧とHTTP 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

11 メールとSMTP/POP3/IMAP 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

12 FTP/SSH 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

13 ネットワークのセキュリティー 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

14 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

15 まとめ 事前：不明な点をまとめる
事後：資料の復習 講義
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教本：
イラスト図解式 この一冊で全部わかるネットワークの基本、福永 勇二著、

SBクリエイティブ、￥1,814

参考文献：
講義内で随時指示する。

成績評価の方法、評価基準：
ほぼ毎回出題する課題の提出（50％）、小テスト（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
提出物が欠けている場合、単位を認定しない。教本は授業の問題を考えるための入り口であり、授業前に一読しておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ネットワークシステム（Network System） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
インターネットを支える通信技術について、接続やデータやりとりの方法について学習する。

授業目標：
インターネットや関連技術は、日常生活での不可欠なインフラであると言っても過言ではない。企業や学校、家庭内、町中の様々なデバイスがネットワ

ークに接続されようとしている。PCやスマートフォンだけでなく、ネットワークに接続された機器は、機器同士が互いに会話をするように、データのやり
とりをすることによって、様々な機能が実行可能となる。本講義では、このような機器がネットワーク上で会話をするための技術について学習する。達成
目標は次の⚓点である；⑴ 通信レイヤーとプロトコルについて理解する、⑵ IPアドレスとネットワークの設定について習得する、⑶ 主要なアプリケーシ
ョン層の挙動を知る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、ネットワーク通信の概要 事前：シラバスを読む
事後：資料の復習 講義

2 通信プロトコルとレイヤー 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

3 OSI参照モデル、LANとWAN 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

4 ネットワーク同士の接続、通信の概念モデル 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

5 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

6 IPアドレスとルーティング 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

7 ドメイン、サブネット、アドレス変換 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

8 TCP/UDPとポート番号 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

9 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

10 DNS 、Web閲覧とHTTP 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

11 メールとSMTP/POP3/IMAP 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

12 FTP/SSH 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

13 ネットワークのセキュリティー 事前：教本の該当部分を読む
事後：資料の復習 講義

14 小テストと解説 事前：テスト対策
事後：誤答の修正 小テスト・講義

15 まとめ 事前：不明な点をまとめる
事後：資料の復習 講義
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は

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
⚑．発達心理学の意義 何にどう役立つのか

⑴ 教育・保育と発達心理学
⑵ 福祉と発達心理学

事前：なし
事後：なし 講義

2 ⚒．発達心理学の基本理解 発達とは何か
⑴ 発達の順序性と方向性

事前：なし
事後：なし 講義

3 ⑵ 発達の規定要因 遺伝と環境 事前：なし
事後：なし 講義

4 ⑶ 発達の段階と発達課題 ① フロイト、エリクソン 事前：なし
事後：なし 講義

5 ⑷ 発達の段階と発達課題 ② ピアジェ、ハヴィガースト 事前：なし
事後：なし 講義

6 ⚓．胎児期・乳児期の発達
⑴ 胎児期の発達の特徴

事前：なし
事後：なし 講義

7 ⑵ 乳児期の発達の特徴 事前：なし
事後：なし 講義

8 ⑶ 胎児期・乳児期の障害 事前：なし
事後：なし 講義

9 ⚔．アッタチメント（愛着）の形成
⑴ 親子関係 出産前と出産後

事前：なし
事後：なし 講義

10 ⑵ 愛着の発達段階と分類 ボウルビィ、エインズワース 事前：なし
事後：なし 講義

11 ⑶ 養育者との関係から見た愛着形成 虐待 事前：なし
事後：なし 講義

12 ⑷ 子どもがいる家族のライフサイクル 事前：なし
事後：なし 講義

13 ⚕．幼児期・児童期の発達 認知発達
⑴ 遊びの発達

事前：なし
事後：なし 講義

14 ⑵ 遊びから見る認知発達 感覚運動的思考
⑶ 遊びから見る認知発達 表象と象徴機能

事前：なし
事後：なし 講義

15 ⑷ 保存概念と直観的思考
⑸ 想像性の発達

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 講義

授業科目(英文) 発達心理学（Developmental Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 淳子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
誕生から（生まれる以前からも）死に至るまでの人間発達について考えるのが（生涯）発達心理学です。本講座では、子どもの発達に重点を置きながら

学んでいきますが、人は各ステージで切り離されて発達するものではありません。どのステージも連続性の中にあり、また独自性もあることを踏まえて人
生の全体像を見据えて発達を考えていきます。また、発達には個人差がありますので遅れていたり、偏っていたりする場合の支援についても考えていきた
いと思います。

授業目標：
⚑．発達心理学の理論や方法論を学び、実践への活用を考える。
⚒．乳児期から青年期までの発達の特徴を知り、発達支援の手立てを考える。
⚓．成人期・老年期の発達の特徴を知り、人間発達について考える。
⚔．発達障害につて理解し、その支援方法を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。適宜、参考資料を配布。

参考文献：
・無藤隆/中坪史典/西山修編著 発達心理学 ミネルヴァ書房 ￥2,200
・高橋道子/藤崎眞知代/仲真紀子/野田幸江著 新曜社 ￥1,900
・柏木恵子著 子どもも育つおとなも育つ発達の心理学 萌文書林 ￥2,000 他

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業では、一方的な講義ではなく、学生に考えてもらう時間も用意します。また、単元によっては前もって発表者を決めておき、プレゼンテーションを

行ってもらうこともあります。中村から質問したり、学生からの意見を受けたりなど活気のある授業にしたいと思います。受け身な態度ではなく、自身の
考えを表現できるように心がけてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
水曜日の昼休み。

16 ⑹ 数概念の発達 事前：なし
事後：なし 講義

17 ⑺ 記憶の発達 事前：なし
事後：なし 講義

18 ⚖．ことばとコミュニケーションの発達
⑴ ジョイント・アテンション（共同注意）

事前：なし
事後：なし 講義

19 ⑵ 三項関係の成立
⑶ ことばの発達 語彙の量と質の変化

事前：なし
事後：なし 講義

20 ⚗．社会性の発達
⑴ 自己と情動の発達

事前：なし
事後：なし 講義

21 ⑵ 他者のこころの理解と人間関係の発達 心の理論 事前：なし
事後：なし 講義

22 ⑶ 道徳性の発達 ① 情緒的側面、② 行動的側面、③ 認知的側面 事前：なし
事後：なし 講義

23 ⚘．アイデンティティの形成
⑴ 思春期・青年期の発達の特徴

事前：なし
事後：なし 講義

24 ⑵ 自己意識の成熟とアイデンティティの形成
⑶ 進路選択とモラトリアム

事前：なし
事後：なし 講義

25 ⚙．成人期・老年期の発達
⑴ 成人期における地位の再構築

事前：なし
事後：なし 講義

26 ⑵ 成人期への移行とライフコース選択
⑶ アイデンティティの再形成 成熟・深化

事前：なし
事後：なし 講義

27 ⑷ 老年期への移行と統合
⑸ サクセスフルエイジング

事前：なし
事後：なし 講義

28 ⑹ 人生の統合 事前：なし
事後：なし 講義

29 10．発達アセスメントと発達障害の理解
⑴ 発達アセスメントの方法 発達検査・知能検査

事前：なし
事後：なし 講義

30 ⑵ 発達障害のタイプ
⑶ 発達支援と家族支援の方法

事前：なし
事後：なし 講義
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教本：
田中真介監修 乳幼児保育研究会編著 発達がわかれば子供が見える
⚐歳から就学までの目からウロコの保育実践 ぎょうせい

参考文献：
授業の中で随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況（20％）小テスト・レポート（50％）定期試験（30％）

学生へのアドバイス：
子どもの発達経過を養育との関係の中で正しくとらえて、将来親や保育者となるために役立ててほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本授業の概要について 事前：
事後：授業における疑問点を整理する 講義

2 生涯発達における乳幼児期の重要性 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

3 発達過程の理解 ① 胎生期～乳児期の発達と養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

4 発達過程の理解 ② 幼児期の運動・探索・認知・社会性・言語などの発達とそれ
らの相互作用

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

5 発達過程の理解 ③ 愛着関係の発達とその発展、養育との関係 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

6 発達過程の理解 ④ 社会的認識の発達と養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

7 発達過程の理解 ⑤ 社会的認識の発達と養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

8 発達過程の理解 ⑥ 運動能力の発達と認知能力の発達との関係 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

9 発達の過程の理解 ⑦ 認知・学習能力の発達と養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

10 遊びの心理的意義の理解と養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

11 家族力動と養育との関係 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

12 外界の認知と社会性の発達とその養育 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

13 養育困難例・子供側の問題 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

14 養育困難例・親側の問題 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

15 総まとめ、ディスカッション 事前：授業全体についてのまとめと疑問
点を整理する 講義と討議

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 発達と養育（Development and Child-Rearing） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 作間 祐子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人間は、あらかじめ遺伝子に組み込まれた情報と、生育環境との力動関係により成長・発達していくものである。子どもの発達のしかたをよく理解した

上で、適切な養育について学ぶ。身近に生じた事例や問題をもとにより深く実感できるようにする。

授業目標：
⚑．人間の発達とはどのようなものかを理解する。
⚒．人間のありようと、生育環境、育てる側との関わりがいかに力動的に相互に作用しあうものかを理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション

多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
小レポート（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇比較文化論の全体像を概観する。

事前：教本pp. 1～3精読
事後：講義の復習 講義

2 グローバル社会と異文化コミュニケーション
① グローバル社会における異文化交流

事前：教本pp. 3～9精読
事後：講義の復習 講義

3 グローバル社会と異文化コミュニケーション
② 異文化交流の歴史～中国少数民族の生活を訪ねて

事前：教本pp. 236～242精読
事後：講義の復習 講義

4 文 化
① せめぎ合いの場としての文化～文明の衝突

事前：教本pp. 11～16精読
事後：講義の復習 講義

5 文 化
② 外国人として生きる～オリエンタリズムと白人性

事前：教本pp. 16～19精読
事後：講義の復習 講義

6 コミュニケーション
① コミュニケーション能力と寛容性

事前：教本pp. 19～24精読
事後：講義の復習 講義

7 コミュニケーション
②〈想像／創造する力〉としてのコミュニケーション

事前：教本pp. 24～31精読
事後：講義の復習 講義

8 言 語
① 英語帝国主義～日本人はなぜ英語が話せないのか？

事前：教本pp. 108～117精読
事後：講義の復習 講義

9 言 語
② 国家と標準語・方言～異文化としての名古屋ことば

事前：教本pp. 117～134精読
事後：講義の復習 講義

10 非言語
① 非言語メッセージとステレオタイプ

事前：教本pp. 135～144精読
事後：講義の復習 講義

11 非言語
② 沈黙の意味～日本人と以心伝心

事前：教本pp. 144～152精読
事後：講義の復習 講義

12 時間・空間 記憶と忘却 事前：教本pp. 152～157精読
事後：講義の復習 講義

13 発展学習
① 生物多様性と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

14 発展学習
② 建築と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 比較文化論（Comparative Culture） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論 または 異文化共生論

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。

授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ひ
教本：

石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション
多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
小レポート（40％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇比較文化論の全体像を概観する。

事前：教本pp. 1～3精読
事後：講義の復習 講義

2 グローバル社会と異文化コミュニケーション
① グローバル社会における異文化交流

事前：教本pp. 3～9精読
事後：講義の復習 講義

3 グローバル社会と異文化コミュニケーション
② 異文化交流の歴史～中国少数民族の生活を訪ねて

事前：教本pp. 236～242精読
事後：講義の復習 講義

4 文 化
① せめぎ合いの場としての文化～文明の衝突

事前：教本pp. 11～16精読
事後：講義の復習 講義

5 文 化
② 外国人として生きる～オリエンタリズムと白人性

事前：教本pp. 16～19精読
事後：講義の復習 講義

6 コミュニケーション
① コミュニケーション能力と寛容性

事前：教本pp. 19～24精読
事後：講義の復習 講義

7 コミュニケーション
②〈想像／創造する力〉としてのコミュニケーション

事前：教本pp. 24～31精読
事後：講義の復習 講義

8 言 語
① 英語帝国主義～日本人はなぜ英語が話せないのか？

事前：教本pp. 108～117精読
事後：講義の復習 講義

9 言 語
② 国家と標準語・方言～異文化としての名古屋ことば

事前：教本pp. 117～134精読
事後：講義の復習 講義

10 非言語
① 非言語メッセージとステレオタイプ

事前：教本pp. 135～144精読
事後：講義の復習 講義

11 非言語
② 沈黙の意味～日本人と以心伝心

事前：教本pp. 144～152精読
事後：講義の復習 講義

12 時間・空間 記憶と忘却 事前：教本pp. 152～157精読
事後：講義の復習 講義

13 発展学習
① 生物多様性と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

14 発展学習
② 建築と文化

事前：配布物の精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 比較文化論Ⅰ（Comparative Culture Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論 または 異文化共生論

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。

授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井敏ほか『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション
多文化共生と平和構築に向けて』有斐閣、2013年。

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業中の小レポート（40％）、レポート（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
外国人と関わる機会が増えている中で起きている身近な国際問題について、主体的に考える習慣を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概要の説明
◇比較文化論Ⅱの全体像を概観する。

事前：シラバス精読
事後：講義の復習 講義

2 異空間としてのメディア
① 現代の映像メディアと文化～世界を見るレンズ

事前：教本pp.83～95精読
事後：講義の復習 講義

3 異空間としてのメディア
② メディアと権力～メディアが世界を変える!?

事前：教本pp.95～108精読
事後：講義の復習 講義

4 メディアと文化
① グローバル社会とメディア文化

事前：教本pp.37～50精読
事後：講義の復習 講義

5 メディアと文化
② 戦争の記憶、記憶の戦争

事前：教本pp.50～59精読
事後：講義の復習 講義

6 異文化接触
① 「カルチャーショック」と適応～異文化との出会い

事前：教本pp.61～90精読
事後：講義の復習 講義

7 異文化接触
② アイデンティティと「他者」～自分探しの意味とは

事前：教本pp.90～108精読
事後：講義の復習 講義

8 文化のポリティクス
① 現実はつくられる～アフリカと貧困・開発

事前：教本pp.159～169精読
事後：講義の復習 講義

9 グローバリゼーションの行方
① グローバル化と格差社会～貨幣と文化

事前：教本pp.181～188精読
事後：講義の復習 講義

10 グローバリゼーションの行方
② 画一化されない食文化

事前：教本pp.189～192精読
事後：講義の復習 講義

11 グローバリゼーションの行方
③ オルタナティブな世界の構築に向けて

事前：教本pp.192～205精読
事後：講義の復習 講義

12 研究発表⚑ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

13 研究発表⚒ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

14 研究発表⚓ 事前：発表準備
事後：発表評価表の作成 講義

15 まとめ 事前：これまでの復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 比較文化論Ⅱ（Comparative Culture Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 比較文化論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル社会となった今日、私たちはさまざまな国籍や文化を有する人々とともに社会活動をすることが当たり前になっている。そして他者を受け入

れ、自分は何者なのかを分かりやすく表現する能力が求められている。よって本講座では、私たちの身近で起きるさまざまな事例をもとに異文化に触れる
ことの意義と課題を考え、国際社会で通用する表現力を高めるきっかけを提供する。
授業目標：
⚑．世界で起きている文化や宗教などを巡る諸問題について世界地図を用いて説明することができる。
⚒．世界で起きているさまざまな問題について、歴史的背景や課題を自らのことばで表現することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし
資料（プリント）Ⅰ～Ⅳ

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、実習等（30％）、定期試験（30％）、受講態度（10％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ビジネスマナーをしっかり身につけ、イメージアップして就職活動や面接試験に役立てましょう。

オフィスアワー：
月曜日・火曜日 ⚓限

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス精読
事後：プリントⅠ配布 講義

2 挨拶の基本：おじぎの使い分け、言葉づかい 事前：プリントⅠ精読
事後：プリントⅠ精読 実習

3 聞き方の基本：意識的な聞き方 事前：プリントⅠ精読
事後：プリントⅠ精読 講義

4 話し方の基本：肯定的な話し方 事前：プリントⅠ精読
事後：プリントⅠ精読 講義

5 敬語の使い方：役割と種類 事前：プリントⅠ精読
事後：プリントⅡ配布 講義

6 職場のマナー：新入社員の心得 事前：プリントⅡ精読
事後：プリントⅡ精読 実習

7 身だしなみ：身だしなみの三原則 事前：プリントⅡ精読
事後：プリントⅢ配布 講義

8 電話の応対：受け方と言葉づかい 事前：プリントⅢ精読
事後：プリントⅢ精読 グループワーク

9 電話の応対：かけ方と言葉づかい 事前：プリントⅢ精読
事後：プリントⅢ精読 グループワーク

10･11 実習⚑．電話のかけ方・受け方 事前：プリントⅢ精読
事後：プリントⅣ配布 実習

12 接遇のマナー：来客の対応 事前：プリントⅣ精読
事後：プリントⅣ精読 講義

13 接遇のマナー：来訪のマナー 事前：プリントⅣ精読
事後：プリントⅣ精読 講義

14･15 実習⚒．接遇：茶菓の接客、名刺の受け渡し 事前：プリントⅣ精読
事後：プリントⅠ～Ⅳ精読 実習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 秘書論（Secretary Work） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 藤巻 静代

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義は、秘書の実務を中心に職業生活に必要な基本的な知識・技能・マナーなどを主として実務の面から講義する。
秘書業務の基本は、秘書だけでなく実際のビジネスシーンにおいて、全ての社会人の基本的な事柄である。本講義では、挨拶・言葉づかい・職場のマナ

ー・電話の対応・来客対応などについて詳述し、必要に応じて実習を行う。
授業目標：

ビジネスマナーについて、理解を深めること。
社会人として必要な基本的なマナーを身につけること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用せず、随時資料を配布します

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には受験をしても評価はしないので、注意されたい。

オフィスアワー：
木曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 エクセルの基本的な操作方法① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

3 データ分析ツールの活用方法、作図練習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

4 色彩感覚（カラーイメージ）、SD法 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

5 色彩感覚に関する評価実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

6 フォーマット作成、データ打ち込み作業① 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

7 データ打ち込み作業② 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

8 データ解析①、基本統計量の算出実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

9 データ解析②、結果の作図実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

10 レポート作成実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

11 水（軟水、硬水）の差異を調べる実習、実験 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

12 尺度化、データ処理 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

13 基本統計量の算出、作図 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

14 レポート作成実習 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 両方

授業科目(英文) ヒトとモノの関係論Ａ（Relationship between People and Goods A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 心理統計を履修していることが望ましい

そ の 他 各自PCを持参すること（授業においてデータ処理実習を行います）

授業概要：
身近な素材を用い、それらの素材が我々に与える感性を考えます。本授業では、色彩感覚（カラーイメージ）と水が我々に与える様々な感性を考え、実

際にデータ処理を行い、色彩や水が有する特性と我々の感性（知覚）との関連を調べ、レポートにまとめることができるまでを行います。授業形態は講義
とPC実習を同時に行い「分かりやすい授業」を目指します。
授業目標：

①PC上でエクセルの使用方法を学び、②実際にデータの打ち込みから基本統計を用いて作図を行い、③結果をレポートの形にまとめることができるま
でを到達目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
鐵健司著「品質管理入門」日本規格協会 ¥900。

参考文献：
プリント配付。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
必ず予習・復習をして、理解を進めましょう。欠席すると、理解しにくくなります。

オフィスアワー：
水曜日昼休み時間。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 品質管理論Ⅰオリエンテーション 事前：授業計画の予習
事後：授業計画の把握、理解 講義

2 最近の品質管理に関わる不祥事（過去の重大事例） 事前：各媒体から事前確認
事後：事例内容の復習、理解 講義

3 直近の品質管理に関わる不祥事（⚑月～⚔月の事例） 事前：直近発生の事例調査
事後：事例内容の復習、理解 講義（討議含む)

4 企業組織と経営（全社組織図と各部門関係、経営活動） 事前：経営書等で事前調査
事後：企業・部門業務の理解 講義

5 工場組織と運営（工場生産部門と生産活動） 事前：生産の場の事前調査
事後：生産活動の復習、理解 講義

6 生産管理活動の導入 事前：生産活動の事前調査
事後：生産活動の復習、理解 講義

7 生産管理活動（生産準備） 事前：生産準備の事例調査
事後：生産準備の復習、理解 講義

8 生産管理活動（生産工程） 事前：生産工程の事例調査
事後：生産工程の復習、理解 講義（討議含む)

9 生産管理活動（作業管理） 事前：各作業の事前調査
事後：作業管理、効率化復習 講義

10 品質管理活動の導入 事前：品質管理の必要性
事後：品質管理の定義 講義

11 品質管理（4M管理） 事前：生産・現場の基本要件
事後：基本要件の復習、理解 講義

12 品質管理（QC工程管理） 事前：工程上の要件調査
事後：QC工程の復習、理解 講義

13 品質管理（検査） 事前：検査の種類の事例調査
事後：検査の復習、理解 講義

14 PDCA手法 事前：PDCAの意味調査
事後：PDCA手法の復習 講義（討議含む)

15 前期総合整理 事前：品質管理の意義、活用
事後：社会での実践想定 講義（討議含む)

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 品質管理論Ⅰ（Quality Control and Quality Assurance Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川相 貞之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
続発している品質不祥事の事例から、品質管理の重要性を理解させ、企業経営並びに工場運営における生産管理活動、品質管理活動の仕組みについて、

分かり易い業種をベースに学習します。
また、授業中にアクティブラーニングを目的とした討議を行う場合があります。
授業目標：

品質不祥事を教訓として、品質管理の重要性を認識し、企業における基本的な品質管理活動の仕組みについて、生産管理活動との関連で理解することを、
授業の到達目標にしております。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
鐵健司著「品質管理入門」日本規格協会 ¥900。

参考文献：
プリント配付。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
必ず予習・復習をして、理解を進めましょう。欠席すると、理解しにくくなります。

オフィスアワー：
水曜日昼休み時間

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国際規格（ISO）（品質保証）の導入 事前：品質保証の目的を予習
事後：品質保証の定義を復習 講義

2 国際規格（ISO）（品質保証）の経緯 事前：品質保証の経緯を調査
事後：現在までの経緯を理解 講義

3 国際規格（ISO）（品質保証）の種類 事前：業種ごとの要件調査
事後：業種ごとの要件を復習 講義

4 国際規格（ISO）（品質保証）の要求事項 事前：必然的な要求の推定
事後：ISO要求事項の復習 講義

5 製造物責任法（PL法）の導入 事前：関連する民法の予習
事後：民法の付則の理解 講義

6 製造物責任法（PL法）の事例 事前：事例の調査
事後：事例の復習、理解 講義（討議含む)

7 製造物責任法（PL法）の条文 事前：条文の調査
事後：条文の復習、理解 講義

8 労働安全衛生の管理の導入 事前：労働安全衛生の現況
事後：労働安全衛生要件理解 講義

9 労働安全衛生への配慮 事前：配慮活動の事前計画
事後：配慮活動の結果見直し 講義（討議含む)

10 環境管理の導入 事前：環境管理目的の調査
事後：環境管理目的の理解 講義

11 環境への配慮 事前：環境への配慮計画
事後：計画実践の理解 講義（討議含む)

12 品質管理と人間、社会との調和への配慮 事前：社会配慮の方針構想
事後：配慮方針の理解 講義

13 品質管理と人間、社会との調和：実践活動 事前：実践活動の事前計画
事後：実践活動検討、見直し 講義（討議含む)

14 PDCA手法の演習 事前：PDCA事例の発表準備
事後：PDCA事例の理解 討議（討議含む)

15 後期総合整理 事前：品質管理の意義、活用
事後：社会での実践想定 講義（討議含む)

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 品質管理論Ⅱ（Quality Control and Quality Assurance Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川相 貞之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
品質管理活動をリードしている国際規格（ISO）の品質保証の仕組みを学習します。更に、品質管理の実施にあたっては、製造物責任法（PL法）への対

応に関連して、企業にとってのリスク・マネジメントの体系化と実施が重要であることも学習します。また、従業員に対する労働安全衛生上からの配慮、
及び公害の防止と環境への配慮が大切であり、品質管理に関して人間及び社会との調和の重要性を学習します。また、授業中にアクティブラーニングを目
的とした討議を行う場合があります。
授業目標：

企業における品質管理活動の仕組みについての理解（品質管理論Ⅰ）をベースにして、更に品質管理活動は、人間及び社会との調和が大切であることに
ついて理解することも、授業の到達目標にしております。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用しない。プリントを配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（小テスト、授業内容への参加状況、受講態度）（50％）と定期試験（50％）で総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
講義が一方通行にならぬようQ&Aの時間を毎回設けると共に随時ディスカッションの時間もとる予定。学生諸君の積極的な参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：なし
事後：なし 講義

2 ビジネストラベルの全体像⚑、まとめ、WS(注） 事前：予習
事後：復習 講義

3 ビジネストラベルの全体像⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

4 ビジネストラベルと旅行会社、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

5 コーポレートトラベルマネジメント（CTR）、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

6 ビジネストラベルと交通産業、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

7 ビジネストラベルと宿泊産業、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

8 ビジネストラベルとコンベンション産業1、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

9 ビジネストラベルとコンベンション産業2、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

10 インセンティブトラベル、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

11 コーポレートミーティング、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

12 コンベンションビューロー、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

13 コンベンション・マーケティング⚑、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

14 コンベンション・マーケティング⚒、まとめ、WS 事前：予習
事後：復習 講義

15 後期まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ビジネストラベル論（Business Travel） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
世界観光機関（UNWTO）の観光（tourism）の定義には、個人や団体の休暇旅行だけでなく、企業や団体などの構成員による業務旅行（business tourism）

も含まれている。ビジネストラベルは、旅行産業や宿泊産業だけでなく航空などの交通産業もこのビジネストラベルに大きく依存している重要なセグメン
トである。講義では、旅行会社によるコーポレートトラベルマネジメント（CTR）や最近注目を浴びているコンベンションビジネス（MICE産業）などにつ
いて学ぶ。
授業目標：

ビジネストラベルの意義と現状を理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式 (注)WS：授業終了前20分程度で、与えられたテーマについて150字程度の文章を作成・提出
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 商法の意義（商法とは何か。） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 商法の形成と展開・商法の法源 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 商法総則・商行為法の構造 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 企業主体としての商人・会社 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 商人資格と商人資格の得喪時期 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 営業・事業および営業所 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 営業譲渡・事業譲渡 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 商号（商人の営業上の名称） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 名板貸責任 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 商業登記の概要 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 商業登記の対抗力 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 商業帳簿と公正なる会計慣行 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 商業帳簿の作成と備置 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ビジネス法Ⅰ（Business Law Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ 私法学Ⅱ（可能な限り、同時履修も含め望ましい。）

そ の 他

授業概要：
商法は民法の特別法といわれ、企業組織および企業取引について規定します。民法とのつながりで商法総則・商行為法をみていくことにより、ビジネス

法ないし企業取引法としての解説を試みます。

授業目標：
企業組織と企業取引についての概要および法的ものの見方を身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」（有斐閣）は、必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心がけてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（開講にあたって） 事前：
事後：講義の復習 講義

2 企業取引の補助者（商業使用人・代理商） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

3 企業取引の補助者（仲立人・取次人） 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

4 商行為通則 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

5 商事契約の成立 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

6 商事代理 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

7 商事売買 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

8 交互計算 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

9 有価証券 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

10 匿名組合 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

11 仲立営業・取次営業 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

12 運送営業 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

13 倉庫営業 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

14 保険営業 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：講義の予習
事後：講義の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ビジネス法Ⅱ（Business Law Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 将孝

履 修 条 件
前提科目 ビジネス法Ⅰ(必須ではありません。原則、承継・継続して講義します。留意をお願いします。）

そ の 他

授業概要：
商法は民法の特別法といわれ、企業組織および企業取引について規定します。ビジネス法Ⅰを受け継ぎ（継続とし）、民法とのつながりで商法総則・商行

為法をみていくことにより、ビジネス法ないし企業取引法としての解説を試みます。

授業目標：
企業組織と企業取引についての理解を深化させ、法的ものの見方をさらに身に付けることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（30％）、グループ発表（40％）の評価から判断する。
平常点：授業課題、授業への参加度
提出課題：小テスト、レポートなど

学生へのアドバイス：
必要に応じてコンピュータ演習を行います。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内容に関して友人に確認、または、教員に質問をするな

りして、欠席の遅れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け付けます。また、授業のグループワークでは、欠席な
どでグループのメンバーに迷惑をかけないよう努力してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／ビジュアル情報とは 事前：なし
事後：確認課題 講義

2 視覚情報のデジタル化 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

3 ビジュアル情報に関するリテラシー 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

4 Web上の静止画と動画 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

5 デジタル映像処理の原理 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

6 多様な映像表現 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

7･8 ビジュアル情報とコミュニケーション ⑴ ⑵ 視覚化と伝達技術 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

9 ビジュアル情報とアニメーション ⑴ 視覚化の技術 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

10 ビジュアル情報とアニメーション ⑵ コンピュータグラフィックス 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

11･12 実習 ⑴ ⑵ コンピュータグラフィックス演習 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

13 ディスカッション 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

14･15 グループ発表 ⑴ ⑵ 事前：配布プリント
事後：確認課題 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ビジュアル情報論（Visual Digitalization） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
情報をビジュアル的に表現や処理するためには、まずデジタル情報として視覚的に必要な内容を選択し、それらを整理や分類した上で、わかりやすく再

構築する必要がある。授業での目標は、情報のビジュアル化のプロセスを学び、複雑で理解しにくい情報を、コンピュータを活用して誰にでもわかりやす
く表現・処理する方法論を理解することである。
授業目標：

この授業では、映像やコンピュータ、インターネットなど電子メディアと深くかかわるデジタル表現、また、それをとりまくメディアの可能性と課題、
情報課社会における重要なコミュニケーションのツールとしてのビジュアル情報に関するリテラシーについて講義する。コンピュータにおけるビジュアル
情報に関する知識・技術だけでなく、情報の整理・分類や情報の構造化などについて学習し、グループで議論をする。そして、情報を誰にでもわかりやす
く伝えることができるようにデザインする方法論を理解し、グループで発表をしてもらう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
カラー版 日本美術史／カラー版 西洋美術史 ともに美術出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
見て、感じて、考えて、自分の言葉で表現することを心がけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス「オールドマスターへの誘い」・
日本美術史 ⑴ 仏像について

事前：なし
事後：授業内容復習 講義

2 日本美術史 ⑵ 平安・鎌倉・室町・桃山時代 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

3 日本美術史 ⑶ 江戸時代 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

4 西洋美術史 ⑴ 古代オリエント～ギリシャ・ローマ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

5 西洋美術史 ⑵ 中世 Ⅰ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

6 西洋美術史 ⑶ 中世 Ⅱ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

7 西洋美術史 ⑷ 15世紀北方 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

8 西洋美術史 ⑸ 15世紀イタリア 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

9 西洋美術史 ⑹ 盛期ルネサンス 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

10 西洋美術史 ⑺ 16世紀イタリア 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

11 西洋美術史 ⑻ 北方ルネサンス 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

12 西洋美術史 ⑼ 17世紀イタリア・スペイン 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

13 西洋美術史 ⑽ 17世紀フランドル・オランダ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

14 西洋美術史 ⑾ 18世紀 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

15 西洋美術史 ⑿ 19世紀 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 美術史（Art History） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 平野 由里子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに西洋美術史の流れを追って、古代からスライド等で美術作品を見ていきます。また、その作品が生まれた歴史的背景についても適宜解説し、作品

理解を深めます。日本美術史についても最重要項目については取り上げます。

授業目標：
まずは美術に対する敷居を取り払ってほしいです。半期の授業ですが、長いスパンの美術を見ていくので、おおよその流れが把握できるようになってい

ただきたいです。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Avec ça? C’est tout !（これだけでフランス語）
今関アン・加藤雅郁著 駿河台出版社 ￥2,300

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ゆっくり丁寧に進みますので、苦手意識を捨てて参加して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Leçon 1 文字と音 ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

2 Leçon 1 文字と音 ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

3 Leçon 1 文字と音 ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

4 Leçon 1 文字と音 ⑷ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

5 Leçon 2 綴り字と発音 ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

6 Leçon 2 綴り字と発音 ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

7 Leçon 2 綴り字と発音 ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

8 Leçon 2 綴り字と発音 ⑷ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

9 Leçon 3 ものの名前・家族の言い方 ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

10 Leçon 3 ものの名前・家族の言い方 ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

11 Leçon 3 ものの名前・家族の言い方 ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

12 Leçon 3 ものの名前・家族の言い方 ⑷ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

13 Leçon 4 紹介する ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

14 Leçon 4 紹介する ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

15 Leçon 4 紹介する ⑶ 事前：なし
事後：テスト勉強 講義と演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語コミュニケーションⅠ（French Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 平野 由里子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
語学を学ぶことは異文化理解への扉を開くことです。しかし苦手意識が先行すると、その扉が重くてなかなか開かないものになってしまいがちです。こ

の授業ではシンプルな題材を用い、少しでも苦手意識を軽くして学ぶことができればと思っています。語学習得はスポーツと同じく、地道な練習の積み重
ねが大切なので、できるだけ休まず出席すること、出席したらよく聞き、大きな声で発声することを心がけて下さい。
授業目標：

フランス語に初めて接する学生を対象とし、abcから丁寧に学んでゆきます。発音の決まりと初歩的な文法の修得をめざします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ふ

教本：
Moi, je... コミュニケーション

参考文献：
Bruno Vannieuwenhuyse、アルマ出版、本体価格 ￥2,500（税抜）

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎日⚕分でも自分で練習しよう！

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction フランス語の基礎 事前：なし
事後：なし 講義

2 Leçon 1 自己紹介をする 事前：なし
事後：なし 講義

3 Leçon 2 今住んでいるところや出身地について話す 事前：なし
事後：なし 講義

4 Leçon 3 交通手段について話す 事前：なし
事後：なし 講義

5 Leçon 4 アルバイトについて話す 事前：なし
事後：なし 講義

6 Leçon 5 ペットなどについて話す 事前：なし
事後：なし 講義

7 Leçon 6 科目・先生について話す 事前：なし
事後：なし 講義

8 Leçon 7 食べ物について話す 事前：なし
事後：なし 講義

9 Leçon 8 家事について話す 事前：なし
事後：なし 講義

10 Leçon 9 家族について話す 事前：なし
事後：なし 講義

11 Leçon 10 クラブ活動について話す 事前：なし
事後：なし 講義

12 Leçon 11 習慣について話す 事前：なし
事後：なし 講義

13 Révision générale 復習 事前：なし
事後：なし 講義

14 Examen final テスト 事前：なし
事後：なし 講義

15 Activité アクティビティ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語コミュニケーションⅠ（French Communication Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ブルゴス イヴ

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
日本語とは異なるフランス語の発音とスペルを慣れるため、何度も何度も繰り返し練習をする。
次のステップは簡単な読解や作文でフランス語の書き方を練習する。

授業目標：
⚑．基礎フランス語の発音とスペルを練習する。
⚒．基礎フランス語の読解作文力を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Avec ça? C’est tout!（これだけでフランス語）
今関アン・加藤雅郁著 駿河台出版社 ￥2,300

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ゆっくり丁寧に進みますので、苦手意識を捨てて参加して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 フランス語コミュニケーションⅠの復習 事前：⚔課まで見直す
事後：授業内容復習 講義と演習

2 Leçon 5 住所・好きなもの・動作を言う ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

3 Leçon 5 住所・好きなもの・動作を言う ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

4 Leçon 5 住所・好きなもの・動作を言う ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

5 Leçon 5 住所・好きなもの・動作を言う ⑷ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

6 Leçon 6 否定文・疑問文 ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

7 Leçon 6 否定文・疑問文 ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

8 Leçon 6 否定文・疑問文 ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

9 Leçon 7 時刻・天候を言う ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

10 Leçon 7 時刻・天候を言う ⑵ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

11 Leçon 7 時刻・天候を言う ⑶ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

12 Leçon 8 行き先を言う ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

13 Leçon 8 行き先を言う ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

14 Leçon 8 行き先を言う ⑴ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義と演習

15 これまでの復習 事前：なし
事後：テスト勉強 講義と演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語コミュニケーションⅡ（French Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 平野 由里子

履 修 条 件
前提科目 フランス語コミュニケーションⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
語学を学ぶことは異文化理解への扉を開くことです。しかし苦手意識が先行すると、その扉が重くてなかなか開かないものになってしまいがちです。こ

の授業ではシンプルな題材を用い、少しでも苦手意識を軽くして学ぶことができればと思っています。語学習得はスポーツと同じく、地道な練習の積み重
ねが大切なので、できるだけ休まず出席すること、出席したらよく聞き、大きな声で発声することを心がけて下さい。
授業目標：

フランス語コミュニケーションⅠを習得した学生を対象とし、フランス語の初級文法を修得することをめざします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Moi, je... コミュニケーション

参考文献：
Bruno Vannieuwenhuyse、アルマ出版、本体価格 ￥2,500（税抜）

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎日⚕分でも自分で練習しよう！

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Leçon 12 週末の過ごし方について話す 事前：なし
事後：なし 講義

2 Leçon 13 時間について話す 事前：なし
事後：なし 講義

3 Leçon 14 休暇中の活動について話す 事前：なし
事後：なし 講義

4 Leçon 15 経験について話す 事前：なし
事後：なし 講義

5 Leçon 16 地理について話す 事前：なし
事後：なし 講義

6 Leçon 17 天候について話す 事前：なし
事後：なし 講義

7 Activité 1 道を尋ねる 事前：なし
事後：なし 講義

8 Activité 2 レストランで注文する 事前：なし
事後：なし 講義

9 Activité 3 買い物をする 事前：なし
事後：なし 講義

10 Interaction 2 プリント 事前：なし
事後：なし 講義

11 Interaction 2 プリント 事前：なし
事後：なし 講義

12 Interaction 2 プリント 事前：なし
事後：なし 講義

13 Révision générale 2 復習⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

14 Examen final テスト 事前：なし
事後：なし 講義

15 Activité アクティビティ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語コミュニケーションⅡ（French Communication Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 ブルゴス イヴ

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
読解や作文でフランス語の書き方をもっと練習する。
慣れて来たフランス語の発音とスペルを忘れないように練習をする。

授業目標：
⚑．フランス語の読解作文力を習得する。
⚒．フランス語の発音とスペルを練習する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
La société française

参考文献：
Jean-Luc Azra、アルマ出版、本体価格 ￥2,400（税抜）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎日15分でも興味のあるフランス語を見よう！読もう！

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Territoires et regions de France 1 事前：なし
事後：なし 講義

2 Territoires et regions de France 2 事前：なし
事後：なし 講義

3 Vivre avec les saisons 1 事前：なし
事後：なし 講義

4 Vivre avec les saisons 2 事前：なし
事後：なし 講義

5 Le système scolaire 1 事前：なし
事後：なし 講義

6 Le système scolaire 2 事前：なし
事後：なし 講義

7 L’enseignement supérieur 1 事前：なし
事後：なし 講義

8 L’enseignement supérieur 2 事前：なし
事後：なし 講義

9 Manger en France 1 事前：なし
事後：なし 講義

10 Manger en France 2 事前：なし
事後：なし 講義

11 La politique en France 1 事前：なし
事後：なし 講義

12 La politique en France 2 事前：なし
事後：なし 講義

13 Préparation 事前：なし
事後：なし 講義

14 Présentation 事前：なし
事後：なし 講義

15 Activité 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語プレゼンテーションⅠ（French presentation Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 ブルゴス イヴ

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
フランスとフランス人の日常的な文化を読解する。フランス語をもっと勉強しながらフランス文化を楽しむ。

授業目標：
⚑．フランスとフランス人を理解する。読解力を高める。
⚒．仏和翻訳の仕組みを学ぶ。
⚓．興味を持ってるテーマをフランス語で紹介する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
La société française

参考文献：
Jean-Luc Azra、アルマ出版、本体価格 ￥2,400（税抜）

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への 参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎日15分でも興味のあるフランス語を見よう！読もう！

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Le travail 1 事前：なし
事後：なし 講義

2 Le travail 2 事前：なし
事後：なし 講義

3 Les vacances des français 1 事前：なし
事後：なし 講義

4 Les vacances des français 2 事前：なし
事後：なし 講義

5 Les religions des français 1 事前：なし
事後：なし 講義

6 Les religions des français 2 事前：なし
事後：なし 講義

7 Les femmes et les hommes 1 事前：なし
事後：なし 講義

8 Les femmes et les hommes 2 事前：なし
事後：なし 講義

9 Discussion 事前：なし
事後：なし 講義

10 Préparation 1 事前：なし
事後：なし 講義

11 Préparation 2 事前：なし
事後：なし 講義

12 Présentation 事前：なし
事後：なし 講義

13 Choix du theme et préparation 事前：なし
事後：なし 講義

14 Thème 事前：なし
事後：なし 講義

15 Activité 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) フランス語プレゼンテーションⅡ（French presentation Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 ブルゴス イヴ

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
フランスとフランス人の日常的な文化を読解する。フランス語をもっと勉強しながらフランス文化を楽しむ。

授業目標：
⚑．フランスとフランス人を理解する。読解力を高める。
⚒．仏和翻訳の仕組みを学ぶ。
⚓．興味を持ってるテーマをフランス語で紹介する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「スラスラわかるHTML & CSSのきほん」
狩野祐東 （SB Creative）￥2,052（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（30％）、小テスト等（30％）、レポート（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 Webページの基礎知識（ネットワークについて） 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 Webページの基礎知識（HTMLについて） 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 タグの基本と基礎的なWebページの作成 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 Webページの構造（ブロック要素、インライン要素、タグの入れ子 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 テーブルの操作 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 リンクの概念と利用法の基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 リンクの応用 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 画像の利用（基礎） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 画像の利用（活用） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 見やすいWebページを作る工夫 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 CSSの基本的考え方 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

13 ウェブサイトの構築と公開 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

14 公開したページの補正 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) プログラミングⅠ（Programming Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫・岸 康人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。その基本的な操作ができること。

授業概要：
Webページ（ホームページ）で情報を発信する技術ににおいて、基本的骨格を作るものがHTML（Hyper Text Markup Language）である。この授業で

は、画像、動画、音声等のマルチメディアをWebに埋め込み、Webページ間をハイパーリンクによってつなぐ技術を学びます。自分のパソコン上で作成し
た課題をネット上で相互に閲覧して確認することで、実践的な学習を行う。
授業目標：
⚑．Webページを記述する言語である、の基本的規則と書き方を学ぶ。
⚒．HTML5によってWebページを構築する基礎を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「やさしいWebアプリプログラミング」
髙橋麻奈（SoftbankCreative）￥2,808（税込）

参考文献：
授業時に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（30％）、小テスト等（30％）、レポート（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前に学習したことをしっかりと復習し理解した上で、毎回の授業に臨んでください。欠席はしないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 プログラミングⅠの復習と、HTML 5 の基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 授業用ネットワーク環境への参加、学習環境の設定 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 ウェブプログラミングにおけるスクリプトの役割 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 スタイルシートの基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 スタイルシートの応用 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 ボックスの活用を中心としたWebページのデザイン 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 JavaScriptの基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 JavaScriptの応用 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 HTMLのフォームとJavaScriptの連動 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 システムとJavaScriptとの連動 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 サーバプログラミングについて 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

13 インタラクティブなWebページの構築について 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

14 HTML, CSS, JavaScriptの技術を利用した多彩なウェブアプリケーションの作成 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) プログラミングⅡ（Programming Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 プログラミングⅠ

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。基本的なタグの使い方をよく理解していること。

授業概要：
プログラミングⅠで学習した基礎知識を前提にして、インターネット上への発信に重点を置き、より応用的、動的でインタラクティヴなWebページの作

成を行うための技術を学習する。また、ネットワークとサーバの役割を理解し、インタラクティブな双方向コミュニケーションを実現するウェブアプリを
活用することでウェブをさらに有用な情報提供システムとして活用することを学ぶ。
授業目標：

HTML 5 で作成したWebページにCSSによって多彩なデザインンを加える手法を身につける。⚒．Webページ上でJavaScriptを利用しインタラクティ
ブに動作するプログラムを作成する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「スラスラわかるHTML & CSSのきほん」第⚒版

狩野祐東（SB Creative） ￥1,980＋税

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（30％）、小テスト等（30％）、レポート（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 Webページの基礎知識（ネットワークについて） 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 Webページの基礎知識（HTMLについて） 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 タグの基本と基礎的なWebページの作成 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 Webページの構造（ブロック要素、インライン要素、タグの入れ子 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 テーブルの操作 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 リンクの概念と利用法の基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 リンクの応用 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 画像の利用（基礎） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 画像の利用（活用） 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 見やすいWebページを作る工夫 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 CSSの基本的考え方 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

13 ウェブサイトの構築と公開 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

14 公開したページの補正 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) プログラミング基礎（Programming） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安村 薫・岸 康人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること。その基本的な操作ができること。

授業概要：
Webページ（ホームページ）で情報を発信する技術ににおいて、基本的骨格を作るものがHTML（Hyper Text Markup Language）である。この授業で

は、画像、動画、音声等のマルチメディアをWebに埋め込み、Webページ間をハイパーリンクによってつなぐ技術を学びます。自分のパソコン上で作成し
た課題をネット上で相互に閲覧して確認することで、実践的な学習を行う。
授業目標：
⚑．Webページを記述する言語である、HTMLの基本的規則と書き方を学ぶ。
⚒．HTML 5 によってWebページを構築する基礎を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布します。

参考文献：
適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
プレゼンテーション（30％）、レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文化遺産保護の意義、観光資源の知識、そしてプレゼンテーションの技術を学ぶ機会ととらえ、積極的に授業に参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 世界遺産制度の基礎 事前：なし
事後：なし 講義

3 世界遺産と観光との関わり 事前：なし
事後：なし 講義

4～5 日本の世界文化遺産 事前：なし
事後：なし 講義

6 世界遺産認定を目指した観光振興の取り組み 事前：なし
事後：なし 講義

7 日本の文化遺産保護制度 事前：なし
事後：なし 講義

8 無形文化遺産 事前：なし
事後：なし 講義

9 宗教と観光 事前：なし
事後：なし 講義

10 食と観光 事前：なし
事後：なし 講義

11 産業と観光 事前：なし
事後：なし 講義

12 文化遺産の継承と観光 事前：なし
事後：なし 講義

13～14 プレゼンテーション 事前：レポート課題提出
事後：なし 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化遺産と観光（Cultural Heritage and Tourism） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 永井 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
文化遺産とは何でしょうか。どうして文化を遺すのでしょうか。遺すべき文化とは何でしょうか。世界遺産を事例にして、文化遺産の意義、文化遺産の

継承のために観光が果たす役割について考えます。

授業目標：
⚑．世界遺産制度の基礎的な知識を深める
⚒．世界遺産制度等で保護される文化の広がり、文化遺産保護の意義と課題について理解を深める
⚓．日本の世界文化遺産と観光との関わりについて理解を深め、文化遺産の継承のためにどのように観光が貢献できるのかを考察する
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で取上げた作品の中から⚑・⚒作を選んで精読すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業計画についての説明 事前：なし
事後：なし 講義

2 三木清「旅について」、哲学者にとっての旅 事前：なし
事後：なし 講義

3 谷川俊太郎＆長谷川宏「魂のみなもとへ」、詩人の旅 事前：なし
事後：なし 講義

4 松尾芭蕉「奥の細道」、俳人の旅 事前：なし
事後：なし 講義

5 与謝蕪村「春風馬堤曲」、藪入りで故郷に帰る少女の旅 事前：なし
事後：なし 講義

6 ギルガミッシュ叙事詩、世界最古・紀元前5000年の旅物語 事前：なし
事後：なし 講義

7 ゲーテ「イタリア紀行」、ヨーロッパの知的巨人の旅 事前：なし
事後：なし 講義

8 ユング「ユング自伝」、心理学者による異文化体験の旅 事前：なし
事後：なし 講義

9 外国人による江戸時代の日本の旅（ケンペル、ツンベリー、ゴンチャーロフ） 事前：なし
事後：なし 講義

10 和辻哲郎「古寺巡礼」、日本の美への旅 事前：なし
事後：なし 講義

11 谷崎潤一郎「吉野葛」、時空を超える旅 事前：なし
事後：なし 講義

12 司馬遼太郎「韓のくに紀行」、日本の源流を訪ねる旅 事前：なし
事後：なし 講義

13 泉鏡花「高野聖」、明治時代の旅 事前：なし
事後：なし 講義

14 村上春樹「レーダーホーゼン」、離婚と旅 事前：なし
事後：なし 講義

15 授業の総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文学と観光（Literature and Tourism） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高寺 奎一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
旅、観光を取り上げた古今東西の文学作品を読み、その作品の中で果たしている旅・観光の役割、その作品が明らかにしている旅・観光の本質について

考察する。

授業目標：
文学を通じて旅・観光の本質を理解することを到達目標とする。本嫌いな人に本を読んでもらうことも大切な目標。
難しそうな本も皆で読めば楽しく読める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文化を理解することは、思っている以上に苦労が多いことです。高校までののっぺりした文化の考え方を早く抜け出すことを心掛けてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化の新たな考え方 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 「自分」の中の異文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 赤坂憲雄『異人論』 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 文化の多重性 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 岡正雄『異人その他』 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 魔性の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 異人歓待儀礼とは 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 都市社会の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 エスニシティとは何か 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 エスニシティとは何か ⑵ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 メイサーティーンと多言語社会 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 創造される「民族」 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 文化交流と観光 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 人口移動と文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前：ノートの見直し
事後： 試験あるいはレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化交流史（History of Cultural Exchange） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学等の文化学

そ の 他

授業概要：
本講義では、文化人類学をベースとして、文化が接触・交流する際に、どのような現象が生じるのかを基礎的な事項から考察する。文化とは何か、それ

が接触・交流するとはどのようなことかという視点をまずは身につけることから始めてゆく。

授業目標：
教科書的な「文化」認識から自由になること。自分が体験した異文化交流を学問的視点から捉えなおす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文化を理解することは、思っている以上に苦労が多いことです。高校までののっぺりした文化の考え方を早く抜け出すことを心掛けてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化の新たな考え方 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 「自分」の中の異文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 赤坂憲雄『異人論』 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 文化の多重性 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 岡正雄『異人その他』 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 魔性の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 異人歓待儀礼とは 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 都市社会の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 エスニシティとは何か 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 エスニシティとは何か ⑵ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 メイサーティーンと多言語社会 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 創造される「民族」 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 文化交流と観光 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 人口移動と文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前：ノートの見直し
事後： 試験あるいはレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化交流史Ⅰ（History of Cultural Exchange Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学等の文化学

そ の 他

授業概要：
本講義では、文化人類学をベースとして、文化が接触・交流する際に、どのような現象が生じるのかを基礎的な事項から考察する。文化とは何か、それ

が接触・交流するとはどのようなことかという視点をまずは身につけることから始めてゆく。

授業目標：
教科書的な「文化」認識から自由になること。自分が体験した異文化交流を学問的視点から捉えなおす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で教わることから自分なりの視点を見つけるようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化交流史Ⅰの復習 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 文化変容の理論 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 地球規模の文化人類学 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 分裂生成 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 分裂生成Ⅱ 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 分裂生成Ⅲ 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 画像に表れた表象 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 制度化された異文化交流 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 「怠け者民族」の神話 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 「怠け者民族」の神話⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 文化分配論 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 文化分配論⚒ 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 文化分配論⚓ 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 「生活形態」とは何か 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前：ノート整理
事後： 試験あるいはレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化交流史Ⅱ（History of Cultural Exchange Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学などの文化学

そ の 他

授業概要：
同じ授業のⅠをベースに、さらなる交流のあり方を考察する。同じ現象でも、視点が変化することで全く異なる像が浮かび上がることも体験していただ

きたい。

授業目標：
異文化をどのように理解するかに関して、自分の視点を確立する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「文化人類学（カレッジ版）」医学書院

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
扱うのは「他人」でも、自分と重ね合わせてトピックにあたってほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化とはどのような現象か 事前：なし
事後：なし 講義

2 ヒトはどのように文化を持つに至ったか 事前：猿人と類猿人
事後：なし 講義

3 ヒトは死をどのように扱ってきたか 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 ヒトは死をどのように扱ってきたか⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 「誕生」の文化人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 「一人前」とはどのような現象か 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 「老い」の人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 日本民俗社会の「生と死」 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 現代日本人の死生観 事前：なし
事後：授業資料

講義
（ディスカッションあり）

10 婚姻と社会 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

11 婚姻と社会⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

12 現代日本人の婚姻観：性と婚姻 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 日本文化の構造 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

14 日本文化の構造⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化人類学（Cultural Anthropology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 なし

授業概要：
文化人類学とは、異文化を「知る」ことにあります。でも、どのような状態を「知る」というのでしょう。この授業の目標は、文化人類学がどのように

異文化を「知ろう」としているのかを垣間見ることです。そのために「ヒトの一生」を中心テーマに文化とは何かを考えていきます。

授業目標：
ヒトが同じような身体構造を持ちながらも、いかに多様な文化・世界観を作り上げているのかを理解する。ヒトにとって文化とは何かを自分なりに説明

する能力を作る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「文化人類学（カレッジ版）」医学書院

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
扱うのは「他人」でも、自分と重ね合わせてトピックにあたってほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化とはどのような現象か 事前：なし
事後：なし 講義

2 ヒトはどのように文化を持つに至ったか 事前：猿人と類猿人
事後：なし 講義

3 ヒトは死をどのように扱ってきたか 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 ヒトは死をどのように扱ってきたか⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 「誕生」の文化人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 「一人前」とはどのような現象か 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 「老い」の人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 日本民俗社会の「生と死」 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 現代日本人の死生観 事前：なし
事後：授業資料

講義
（ディスカッションあり）

10 婚姻と社会 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

11 婚姻と社会⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

12 現代日本人の婚姻観：性と婚姻 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 日本文化の構造 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

14 日本文化の構造⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化人類学Ⅰ（Cultural AnthropologyⅠ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 なし

授業概要：
文化人類学とは、異文化を「知る」ことにあります。でも、どのような状態を「知る」というのでしょう。この授業の目標は、文化人類学がどのように

異文化を「知ろう」としているのかを垣間見ることです。そのために「ヒトの一生」を中心テーマに文化とは何かを考えていきます。

授業目標：
ヒトが同じような身体構造を持ちながらも、いかに多様な文化・世界観を作り上げているのかを理解する。ヒトにとって文化とは何かを自分なりに説明

する能力を作る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「文化人類学（カレッジ版）」医学書院

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする努力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 身体とはどのような現象か 事前：なし
事後：なし 講義

2 市川浩の身体論 事前：市川論文
事後：ノート 講義

3 シャーマニズム 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 シャーマニズム⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 シャーマニズム⚓ 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 プロクセミクスとは何か 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 盛り場渋谷のプロクセミクス 事前：自分の「渋谷」像
事後：授業資料 講義

8 盛り場新宿の成立 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 都市人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

10 新宿の戦後 事前：なし
事後：授業資料 講義

11 新宿のトランスジェンダー社会：概要 事前：なし
事後：授業資料 講義

12 新宿のトランスジェンダー社会⚒：新宿のシステム 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 新宿のトランスジェンダー社会⚓：名言・迷言 事前：なし
事後：授業資料 講義

14 暴力形式と文化 事前：なし
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化人類学Ⅱ（Cultural AnthropologyⅡ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学Ａ

そ の 他 なし

授業概要：
文化人類学Ⅰを受けて、この授業では「身体」が中心的なテーマになります。身体はあまりにも身近すぎて、普段から気に留める人は少ないようです。

でも、一度、固定観念を抜きにして考えるとこんなに身近なところに楽しくて怖い世界があることに気がつきます。

授業目標：
ヒトが身体を通じて、どのように「世界」と関わっているのかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『俳句歳時記』（新潮社文庫）春・夏⚒冊

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、作句（40％）、レポート（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回三句から五句俳句を作り愉しんでいます。江國滋の挨拶句を信条に肩の凝らない句会です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 近代俳句の歴史松尾芭蕉から正岡子規へ（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 句会の方法（江國滋の挨拶句の概念『慶弔俳句目録』） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

3 加藤楸邨・金子兜太の俳句 事前：なし
事後：レポート提出 講義

4 作句＋合評会Ⅰ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

5 作句＋合評会Ⅱ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

6 作句＋合評会Ⅲ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

7 山頭火・坪内捻典の「母縮む」に学ぶ 事前：なし
事後：資料を読む 演習＋講義

8 作句＋合評会Ⅳ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

9 作句＋合評会Ⅴ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

10 作句＋合評会Ⅵ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

11 作句＋合評会Ⅶ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

12 『森の里句集Ⅱ』づくり（推敲） 事前：自分の作品を推敲する
事後：なし 演習＋講義

13 『森の里句集Ⅱ』づくり（掲載作品の構成） 事前：掲載作品を選ぶ
事後：なし 演習＋講義

14 『森の里句集Ⅱ』づくり（編集） 事前：編集・序・あとがき
事後：なし 演習＋講義

15 『森の里句集Ⅱ』完成 事前：なし
事後：レオート提出 演習＋講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文芸創作（詩歌・コピー）（Literary Creation） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴俳句の鑑賞・批評を基に創作活動を中心におこなう。⑵合評会による討議により、発想や技法を学ぶと共に、教師の講評でさらに深める。

授業目標：
⑴近現代俳句を研究する。⑵俳句の創作をする。⑶合評会により、鑑賞眼及び創作の発想・技術を習熟する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業時にプリント配布。

参考文献：
授業時に提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
創作の内容（50％）、合評でのコメント（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日記のようなものでも構いません。まず「書いてみる」ことから始めましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 テーマの選定 事前：なし
事後：創作 講義

3 実作Ⅰ ⑴ 事前：創作
事後：創作 演習

4 実作Ⅰ ⑵ 事前：創作
事後：なし 演習

5 合評Ⅰ・テーマの選定 事前：なし
事後：創作 演習

6 実作Ⅱ ⑴ 事前：創作
事後：創作 演習

7 実作Ⅱ ⑵ 事前：創作
事後：なし 演習

8 合評Ⅱ・テーマの選定 事前：なし
事後：創作 演習

9 実作Ⅲ ⑴ 事前：創作
事後：創作 演習

10 実作Ⅲ ⑵ 事前：創作
事後：なし 演習

11 合評Ⅲ・テーマの選定 事前：なし
事後：創作 演習

12 実作Ⅳ ⑴ 事前：創作
事後：創作 演習

13 実作Ⅳ ⑵ 事前：創作
事後：なし 演習

14 合評Ⅳ 事前：なし
事後：なし 演習

15 総合合評 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文芸創作Ａ（小説・エッセイ）（Literary Creation A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 德本 善彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
・テーマを定めた創作を行い、他人に評価してもらうことで客観的に書くことを身につける。
・授業のまとめとして一つの作品を創作し、文集にまとめる。

授業目標：
・エッセイ・短編小説の創作。他人を評価し、他人に評価してもらうことで客観的な視点を身につける。
・読んでハッとさせる文章を書くことができるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『俳句歳時記』（新潮社文庫）春・夏⚒冊

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、作句（40％）、レポート（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回三句から五句俳句を作り愉しんでいます。江國滋の挨拶句を信条に肩の凝らない句会です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 近代俳句の歴史松尾芭蕉から正岡子規へ（オリエンテーション） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 句会の方法（江國滋の挨拶句の概念『慶弔俳句目録』） 事前：なし
事後：資料を読む 講義

3 加藤楸邨・金子兜太の俳句 事前：なし
事後：レポート提出 講義

4 作句＋合評会Ⅰ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

5 作句＋合評会Ⅱ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

6 作句＋合評会Ⅲ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

7 山頭火・坪内捻典の「母縮む」に学ぶ 事前：なし
事後：資料を読む 演習＋講義

8 作句＋合評会Ⅳ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

9 作句＋合評会Ⅴ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

10 作句＋合評会Ⅵ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

11 作句＋合評会Ⅶ 事前：句を作ってくる
事後：なし 演習＋講義

12 『森の里句集Ⅱ』づくり（推敲） 事前：自分の作品を推敲する
事後：なし 演習＋講義

13 『森の里句集Ⅱ』づくり（掲載作品の構成） 事前：掲載作品を選ぶ
事後：なし 演習＋講義

14 『森の里句集Ⅱ』づくり（編集） 事前：編集・序・あとがき
事後：なし 演習＋講義

15 『森の里句集Ⅱ』完成 事前：なし
事後：レオート提出 演習＋講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文芸創作Ｂ（詩歌・コピー）（Literary Creation B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⑴俳句の鑑賞・批評を基に創作活動を中心におこなう。
⑵合評会による討議により、発想や技法を学ぶと共に、教師の講評でさらに深める。

授業目標：
⑴近現代俳句を研究する。
⑵俳句の創作をする。
⑶合評会により、鑑賞眼及び創作の発想・技術を習熟する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
金融・経済に関する科目を履修しているか、履修すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ヘッジ・ファンド登場の背景 事前：なし
事後：なし 講義

2 これまでの資産運用の流れ 事前：なし
事後：なし 講義

3 オルタナティブ投資1（ヘッジ・ファンド、プライベートエクイティ） 事前：なし
事後：なし 講義

4 オルタナティブ投資⚒（コモデｲティ、不動産） 事前：なし
事後：なし 講義

5 オルタナティブ投資⚓（クレジット・デリバティブ） 事前：なし
事後：なし 講義

6 ヘッジ・ファンドの特徴 事前：なし
事後：なし 講義

7 ヘッジ・ファンドの投資戦略⚑（ディレクショナル） 事前：なし
事後：なし 講義

8 ヘッジ・ファンドの投資戦略⚒（ノン・ディレクショナル） 事前：なし
事後：なし 講義

9 ヘッジ・ファンドの投資戦略⚓（イベント・ドリブン） 事前：なし
事後：なし 講義

10 ヘッジ・ファンドの投資戦略⚔（オポテュニスティック） 事前：なし
事後：なし 講義

11 ヘッジ・ファンドへの投資家⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

12 ヘッジ・ファンドへの投資家⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

13 ヘッジ・ファンドへの投資家⚓ 事前：なし
事後：なし 講義

14 ヘッジ・ファンドの枠組み 事前：なし
事後：なし 講義

15 ヘッジ・ファンドをめぐる規制・ディスクロージャー 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヘッジ・ファンド論Ⅰ（Hedge Funds Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 金融・経済関連科目を履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
まず、ヘッジ・ファンドの登場の経緯について概観する。次いで、ヘッジ・ファンドの特色について考察を進める。即ち、従来型の投資行動と異なるハ

イリスク・ハイリターン型短期運用やオルタナティブ投資を中心に、ヘッジ・ファンドの主要な投資戦略の目的、特色、運用状況等について分析を重ねる。
更に、ヘッジ・ファンドが市場に与えるインパクトについて、いくつかのケースを含め解説する一方、情報開示および規制対象外の問題についても論述す
る。
授業目標：

金融市場において、強い影響力を持つようになったヘッジ・ファンドについて、その投資戦略、資産運用の手法を中心に研究を進めながら、ヘッジ・フ
ァンドの全体像や市場・経済に与える影響を分析していく。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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へ

教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
金融・経済に関する科目を履修しているか、履修すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ヘッジ・ファンドの運用主体⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

2 ヘッジ・ファンドの運用主体⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

3 ヘッジ・ファンド投資のプロセス⚑（情報収集） 事前：なし
事後：なし 講義

4 ヘッジ・ファンド投資のプロセス⚒（データベース構築） 事前：なし
事後：なし 講義

5 ヘッジ・ファンド投資のプロセス⚓（デュー・デリジェンス） 事前：なし
事後：なし 講義

6 ヘッジ・ファンド投資のプロセス⚔（モニタリング） 事前：なし
事後：なし 講義

7 ヘッジ・ファンドのリターン分析⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

8 ヘッジ・ファンドのリターン分析⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

9 ヘッジ・ファンドのリターン分析⚓ 事前：なし
事後：なし 講義

10 ヘッジ・ファンドのリターン分析⚔ 事前：なし
事後：なし 講義

11 ヘッジ・ファンドのリスク管理⚑（エクスポージャー） 事前：なし
事後：なし 講義

12 ヘッジ・ファンドのリスク管理⚒（ポジション管理） 事前：なし
事後：なし 講義

13 ヘッジ・ファンドのリスク管理⚓（ロス・カット） 事前：なし
事後：なし 講義

14 ヘッジ・ファンドのリスク管理⚔（ドローダウン、VaR） 事前：なし
事後：なし 講義

15 日本のヘッジ・ファンド 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヘッジ・ファンド論Ⅱ（Hedge Funds Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 ヘッジ・ファンド論Ⅰを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
ヘッジ・ファンド論Ⅱでは、ヘッジ・ファンド論Ⅰを受けて、その運用の仕組みを中心に考察する。まず、ヘッジ・ファンド運用主体について、運用会

社をはじめ、プライムブローカー、カストディアンなど関係者の役割と機能を明らかにする。次に、グローバル・マクロなど主要な投資戦略を探求すると
同時に、そこから分類されるヘッジ・ファンド運用タイプについて詳細に考察する。更に、ヘッジ・ファンド運用の実態について探求を進め、実例を挙げ
ながら、ヘッジ・ファンドの全体像や経済に与える影響を把握していく。
授業目標：

金融市場において、強い影響力をもつようになったヘッジ・ファンドについて、その投資戦略、資産運用の手法を中心に研究を進めながら、ヘッジ・フ
ァンドの全体像や市場・経済に与える影響を分析していく。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～15

《保育所実習》
保育実習Ⅰの体験を基に、乳児、幼児と積極的に関わり、指導の実地経験を積む。
学校で学んだ理論や技術を実際の現場での指導体験と結びつけ、自らの保育観、目

標を確立する。
○参加実習・責任実習を行なう。

⑴ 保育所での保育を実際に体験し、保育士としての指導力、技術を身に付ける。
⑵ 保育士の立場に立って指導計画を立案し、その指導を体験する。
⑶ 乳児、幼児の安全、衛生面に対する配慮と措置について修得する。
⑷ 一人一人の乳幼児についての理解を深め、適切な指導と対応を体験する。
⑸ 保育士としての責任感、使命感を学び、子ども達のための環境作りを考える。

○保育所の役割や機能について理解を深める。
○観察に基づく保育を理解する。
○子どもの保育及び保護者・家庭への支援と地域社会などとの連携を理解する。
○保育計画の作成・実践・観察・記録・評価を体験し、理解する。
○保育士の業務と職業倫理についての理解を深める。
○自己課題を明確化する。

《施設実習》
保育実習Ⅰの体験を基に、利用者の実践活動の状況を見学、観察、参加することによ

り、それぞれの施設の意義、保育士の職務内容や人的、物的環境が実際の生活の中でど
のように活かされているかを理解し学ぶ。
○自己の課題の明確化。
○実習施設の目的や機能について理解する。
○実習施設の一日の流れについて理解し、参加する。
○利用者の観察や、関わりを通して理解を深める。
○支援計画について学ぶ。
○利用者と生活を共にすることにより、養護技術、介助技術を習得する。
○職員間の役割分担と、チームワークの在り方について学ぶ。
○施設の行事や地域における活動、交流などを通して、施設と家庭・地域社会との関係

について理解する。
○指導計画の作成、実践、自己評価、反省をする。
○利用者の最善の利益、権利擁護についての配慮を学ぶ。
○保育士の業務と職業倫理についての理解を深める。
○安全及び疾病予防への配慮について理解する。

事前：実習前は指定資料の予習
実習中は翌日の準備

事後：保育記録の整理と実習日
誌の記入

保育所または
施設での実習

（90時間以上）

開 講 年 次 4年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 保育実習Ⅱ（保育所・施設）（Interrship at a Preshool or a facilities Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 優子・古金 悦子

履 修 条 件
前提科目 保育実習Ⅰ・保育実習指導Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．保育実習Ⅰで学んだ基本的内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者支援、利用者への理解及び生活について総合的に学び、保育士として必要な資質、

能力、技術を修得する。
⚒．保育所実習においては、部分実習や責任実習を通して、子どもとのかかわり方や保育技術及び実践力を身に付ける。施設実習においては、利用者の年

齢や発達段階、症状や特性に応じた関わり方や養護技術、介助技術の実践力を身に付ける。
⚓．保育士と共に保育所または施設における業務などを経験しながら、臨機応変な対応や判断力を身に付ける。
授業目標：
⚑．保育所や施設の役割や機能について、具体的な実践を通して理解を深める。
⚒．子どもや利用者の観察やかかわりの視点を明確にすることを通して、理解を深める。
⚓．既習の教科目や保育実習Ⅰの経験を踏まえ、子どもの保育及び子育て支援、利用者への理解及び生活について総合的に理解する。
⚔．保育や施設での生活の計画、実践、観察、記録及び自己評価等について、実際に取り組み、理解を深める。
⚕．保育士の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解する。
⚖．実習における自己の課題を明確化する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
講義内で指定資料配布する。

参考文献：
保育実習（保育所・施設）記録 書き方をマスターするために
保育者養成研究会編 保育出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
実習先の評価（50％）、日誌・記録等（30％）、その他（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
各実習園に対する注意事項の説明、提出書類の作成等を行うので、原則として欠席は認めない。また、実習提出書類の遅延、授業態度の怠惰等によって

は実習派遣ができなくなることもあるので十分に留意すること。
オフィスアワー：

実習事前事後指導をしっかり守る。
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ほ

教本：テキスト
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針』

参考文献：
授業時、適宜指示する。必要に応じてプリントを配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
配布資料及び講義内容の整理を行ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義概要について 履修カルテを元に
（担当：山下文一）

事前：シラバス・予習
事後：資料・ノート整理 講義・演習

2 保育者の使命感・責任感・愛
（担当：山下文一）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

3 保育者に求められるもの 対人関係能力
（厚木市教育委員会委員との意見交換・（担当：大沢裕）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

4 乳幼児に対する共感的理解
（担当：大沢裕）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

5 生きる力を育む教育
（担当：中村淳子）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

6 クラス運営の手法
（担当：中村淳子）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理

園長との意見交換・
グループ討議

7 協同する経験
（担当：大沢裕）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

8 特別支援教育
（担当：中村淳子）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理

保育者との意見交換・
グループ討議・演習

9 指導計画 指導案作成
（担当：中村淳子）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 講義と演習

10 指導の具体化 模擬保育
（担当：山下文一）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 演習・グループ討議

11 園の安全管理（担当：大沢裕） 事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理

園長との意見交換・
グループ討議・演習

12 保育現場の実際 認定こども園見学・演習
（担当：大沢裕）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 演習

13 家庭との連携・保護者支援
（担当：中村淳子）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理 グループ討議・演習

14 保育現場に出る前に こども・子育て新制度を踏まえて
（担当：山下文一）

事前：配布資料・予習
事後：資料・ノート整理

園長との意見交換・
グループ討議・演習

15 これまでの学びの振り返り
（担当：山下文一）

事前：ノートまとめ・予習
事後：配布資料等の復習 講義・グループ討議

開 講 年 次 ⚔年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 保育実践実習（Internship Preschool Guidance） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 優子・古金 悦子・後田 紀子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
保育者としての使命感を持てるよう、保育に関わる課題を順次取り上げ、それに対する分析・考察・検討を行い、保育者としての総合的なものの見方・

考え方を身につけさせる。またそれとともに、子どもや保護者を援助する方法を学習させる。必修科目と選択必修科目の履修状況や、保育実習等を通して
の学びを踏まえ、保育者として必要な知識・技能を修得したかを振り返り、確認させる。授業形式としては、グループ討議、ロールプレーイング、事例研
究、現地調査を含む演習を基本とする。必要に応じて、ティーチングアシスタントを配置する。
授業目標：

組織の一員として、保育に対する使命感や情熱を持ち、保育者としての職責や義務を自覚し、保護者に対しても良好な関係を築き、子どもと豊かな人間
的交流を行える資質能力を養う。この科目は、⚒．確固たる使命感と熱意を持って教育や保育を行うことのできる人材を育成する科目である。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 法学（Introduction to Law） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
法は、我々が気づかないとしても、日常生活を規律している。そこで、本講義では、法の基礎理念を理解し、国内法体系の全体像について理解が得られ

るように解説をする。第一の目的は、講義を通して「法律的思考」を習得することである。第二の目的は、「法とは何か」についての本質的理解を深めるこ
とである。第三の目的は、具体的な問題について客観的に考察し、合理的な解決を導き出す力を養うことである。これらを通じて、法学学習のきっかけづ
くりとしたい。
授業目標：

1）国内法の体系を説明できる力をつけること、2）社会問題について法学的視点から把握する力をつけること、3）社会問題の解決方法について合理的に
説明できる力をつけること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 法学総論
－法学を学ぶ意味－

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 社会規範と法
－法律と道徳と慣習－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 法の種類と段階構造
－憲法を頂点とする国内法秩序－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 法の解釈と適用
－法に基づく思考の意義－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 法の効力
－時間的効力と空間的効力－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 国家とは何か 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 裁判のしくみ
－刑事裁判と民事裁判－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 国家の刑罰権
－刑罰思想史－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 裁判員制度
－国民参加型刑事裁判の特徴－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 死刑制度
－存続か廃止か－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 国家賠償
－えん罪事件を中心に－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 消費者と法
－悪質商法、ネットトラブル－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 労働者と法
－労働法制と労働者の権利－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 医療と法
－安楽死・尊厳死－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 国際社会と法
－世界平和の構築－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

教本：
高乗正臣・奥村文男編『プラクティス 法学実践教室Ⅰ－法学・民法編－』

（誠文堂）￥1,900＋税

参考文献：
授業中に適宜指示

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることに目を向け、共に考えて行きたいと思う。
オフィスアワー：
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教本：
吉田稔、北山雅昭、渡邉隆司編著『ライフステージから学ぶ法律入門』

ミネルヴァ書房、2014年。

参考文献：
講義内において適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（10％）、小レポート（30％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義に出席することは基より、日頃見聞きするニュースを通して社会問題に関心を持つことが法律を理解する第一歩です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ライフステージと法（導入） 事前：教本pp.1～21精読
事後：講義の復習 講義

2 家族関係と法 事前：教本pp.25～37精読
事後：講義の復習 講義

3 統治機構と法 事前：教本pp.38～62精読
事後：講義の復習 講義

4 親権と法・児童虐待と法 事前：教本pp.89～98精読
事後：講義の復習 講義

5 教育と法 事前：教本pp.99～114精読
事後：講義の復習 講義

6 安心・安全と法 事前：教本pp.115～126精読
事後：講義の復習 講義

7 国民の権利と義務 事前：教本pp.129～138精読
事後：講義の復習 講義

8 婚姻・離婚と法 事前：教本pp.139～157精読
事後：講義の復習 講義

9 就職活動と法 事前：教本pp.172～176精読
事後：講義の復習 講義

10 労働者と法 事前：教本pp.176～189精読
事後：講義の復習 講義

11 高齢者福祉と法 事前：教本pp.193～210精読
事後：講義の復習 講義

12 公的扶助と法 事前：教本pp.211～217精読
事後：講義の復習 講義

13 死と法 事前：教本pp.221～229精読
事後：講義の復習 講義

14 財産相続と法 事前：教本pp.230～248精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：教本全体の復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 法学（Introduction to Japanese Law） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
私たちの日常生活は法律によって規定されていると言っても過言ではない。例えば、買い物をする時には品物の代金とともに消費税を支払う。さらに、

他人を傷つけるなどの行為を行った場合には身柄が拘束され、裁判所から有罪判決を受けた場合は刑事罰を受けなければならない、といった具合である。
このような私たちの身近な法律に係る諸問題を基に法治国家とされる日本の法体系を学ぶ。
授業目標：
⚑．社会の中で法が果たす役割や意義について、具体的な事例を基に説明できる。
⚒．具体的な法制度の機能について、その制度の成り立ちや社会での現実的な意義等を踏まえて評価できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 法学概論（Introduction to Law） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
法は、我々が気づかないとしても、日常生活を規律している。そこで、本講義では、法の基礎理念を理解し、国内法体系の全体像について理解が得られ

るように解説をする。第一の目的は、講義を通して「法律的思考」を習得することである。第二の目的は、「法とは何か」についての本質的理解を深めるこ
とである。第三の目的は、具体的な問題について客観的に考察し、合理的な解決を導き出す力を養うことである。これらを通じて、法学学習のきっかけづ
くりとしたい。
授業目標：

1）国内法の体系を説明できる力をつけること、2）社会問題について法学的視点から把握する力をつけること、3）社会問題の解決方法について合理的に
説明できる力をつけること
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 法学総論
－法学を学ぶ意味－

事前：なし
事後：概念の整理 講義

2 社会規範と法
－法律と道徳と慣習－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

3 法の種類と段階構造
－憲法を頂点とする国内法秩序－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

4 法の解釈と適用
－法に基づく思考の意義－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

5 法の効力
－時間的効力と空間的効力－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

6 国家とは何か 事前：テキスト
事後：テキスト 講義

7 裁判のしくみ
－刑事裁判と民事裁判－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

8 国家の刑罰権
－刑罰思想史－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

9 裁判員制度
－国民参加型刑事裁判の特徴－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

10 死刑制度
－存続か廃止か－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

11 国家賠償
－えん罪事件を中心に－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

12 消費者と法
－悪質商法、ネットトラブル－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

13 労働者と法
－労働法制と労働者の権利－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

14 医療と法
－安楽死・尊厳死－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

15 国際社会と法
－世界平和の構築－

事前：テキスト
事後：テキスト 講義

教本：
高乗正臣・奥村文男編『プラクティス 法学実践教室Ⅰ－法学・民法編－』

（誠文堂）￥1,900＋税

参考文献：
授業中に適宜指示

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会問題に関心を持ち、自分の見解を表現できるように日頃から訓練をして欲しい。具体的には、ニュースをみる、新聞を読む、考えた事をメモするな

どである。当たり前と思っていることに目を向け、共に考えて行きたいと思う。
オフィスアワー：
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教本：
吉田稔、北山雅昭、渡邉隆司編著『ライフステージから学ぶ法律入門』

ミネルヴァ書房、2014年。

参考文献：
講義内において適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（10％）、小レポート（30％）、期末試験（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義に出席することは基より、日頃見聞きするニュースを通して社会問題に関心を持つことが法律を理解する第一歩です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ライフステージと法（導入） 事前：教本pp.1～21精読
事後：講義の復習 講義

2 家族関係と法 事前：教本pp.25～37精読
事後：講義の復習 講義

3 統治機構と法 事前：教本pp.38～62精読
事後：講義の復習 講義

4 親権と法・児童虐待と法 事前：教本pp.89～98精読
事後：講義の復習 講義

5 教育と法 事前：教本pp.99～114精読
事後：講義の復習 講義

6 安心・安全と法 事前：教本pp.115～126精読
事後：講義の復習 講義

7 国民の権利と義務 事前：教本pp.129～138精読
事後：講義の復習 講義

8 婚姻・離婚と法 事前：教本pp.139～157精読
事後：講義の復習 講義

9 就職活動と法 事前：教本pp.172～176精読
事後：講義の復習 講義

10 労働者と法 事前：教本pp.176～189精読
事後：講義の復習 講義

11 高齢者福祉と法 事前：教本pp.193～210精読
事後：講義の復習 講義

12 公的扶助と法 事前：教本pp.211～217精読
事後：講義の復習 講義

13 死と法 事前：教本pp.221～229精読
事後：講義の復習 講義

14 財産相続と法 事前：教本pp.230～248精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：教本全体の復習
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 法学概論（Introduction to Japanese Lawl） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
私たちの日常生活は法律によって規定されていると言っても過言ではない。例えば、買い物をする時には品物の代金とともに消費税を支払う。さらに、

他人を傷つけるなどの行為を行った場合には身柄が拘束され、裁判所から有罪判決を受けた場合は刑事罰を受けなければならない、といった具合である。
このような私たちの身近な法律に係る諸問題を基に法治国家とされる日本の法体系を学ぶ。
授業目標：
⚑．社会の中で法が果たす役割や意義について、具体的な事例を基に説明できる。
⚒．具体的な法制度の機能について、その制度の成り立ちや社会での現実的な意義等を踏まえて評価できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各授業にて資料を配付。

参考文献：
授業において指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自身を理解し自身を変革するつもりで授業を受けよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 大学とホスピタリティ教育 事前：なし
事後：なし 講義

2 ホスピタリティの意味 事前：なし
事後：資料の理解 講義

3 サービスとホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

4 心とホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

5 自己開示と自己発見 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

6 自身と他者との関係 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

7 自身の今と将来を見極める 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

8 外国人来訪者とホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

9 ユニバーサルデザインと観光 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

10 情報伝達におけるホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

11 サービス産業とホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

12 宿泊産業におけるホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

13 景観とホスピタリティ 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

14 ホスピタリティを発揮するための心構え 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

15 よりよきホスピタリティ社会の形成 事前：全資料の見直し
事後：全資料の理解 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ホスピタリティ論Ⅰ（Hospitality Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業は、“ホスピタリティとは何なのか”、“ホスピタリティ・マインドを持つためにはどうしたらよいのか”、“ホスピタリティと社会（産業・組織）”

といった大きく⚓つの視点からホスピタリティのあるべき姿を考察する。

授業目標：
⚑．ホスピタリティを理解する。
⚒．ホスピタリティ・マインドを持つ人間形成を図る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各授業にて資料を配付。

参考文献：
授業において指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業中の質問や意見、コメントを歓迎する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ホスピタリティの語源とホスピタリティ・インダストリーについて 事前：なし
事後：なし 講義

2 事例研究（航空産業） 事前：なし
事後：資料の理解 講義

3 事例研究（航空産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

4 事例研究（交通産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

5 事例研究（交通産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

6 事例研究（宿泊産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

7 事例研究（宿泊産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

8 事例研究（宿泊産業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

9 事例研究（テーマパーク） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

10 事例研究（テーマパーク） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

11 事例研究（旅行業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

12 事例研究（旅行業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

13 事例研究（飲食業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

14 事例研究（飲食業） 事前：前授業の理解
事後：資料の理解 講義

15 まとめ 事前：全資料の見直し
事後：全資料の理解 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 15 授業形態 講義

授業科目(英文) ホスピタリティ論Ⅱ（Hospitality Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業は、“ホスピタリティ・インダストリー”における内外の事例研究を通じてホスピタリティ・マネジメントについての理解を深める。

授業目標：
⚑．ホスピタリティ・インダストリーの成功例・失敗例の事例研究を通じてホスピタリティ・マネジメントを理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「基本 ホテル経営教本」鈴木博 大庭祺一郎共著 柴田書店 ￥3,000

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、定期試験のレポート等（70％）、等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業には指定の教科書を持参してください。教科書には長年の実践教材からまとめられており、ぜひ予習をしておいてください。理解できない項目は授

業で質問をしてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーションとホテルの基本的性格 事前：シラバスを読む
事後：ノートを読み返す 講義

2 欧州におけるホテルの誕生と発展史 事前：教科書を読むP4
事後：ノートを読み返す 講義

3 米国・スタットラーホテルの誕生と発展史 事前：教科書を読むP10
事後：ノートを読み返す 講義

4 日本のホテルの起源と誕生 事前：教科書を読むP14
事後：ノートを読み返す 講義

5 日本の明治・大正・昭和・戦後のホテル史 事前： 教科書を読むP17
事後：ノートを読み返す 講義

6 現代の国際ホテルチェーン運営委託会社経営時代 事前：教科書を読むP35
事後：ノートを読み返す 講義

7 ホテルの語源と立地・価格による分類 事前：教科書を読むP41
事後：ノートを読み返す 講義

8 経営形態による分類 事前：教科書を読むP51
事後：ノートを読み返す 講義

9 ホテルの組織と命令系統 事前：教科書を読むP64
事後：ノートを読み返す 講義

10 ホテルの経営理念 事前：教科書を読むP77
事後：ノートを読み返す 講義

11 宿泊部門の経営 事前：教科書を読むP88
事後：ノートを読み返す 講義

12 客室の経営・客室稼働率・実収率・Rev Par 事前：教科書を読むP101
事後：ノートを読み返す 講義

13 ホテル経営における損益分岐点と客室料金 事前：教科書を読むP113
事後：ノートを読み返す 講義

14 宿泊部門のマーケティング、販売促進 事前：教科書を読むP118
事後：ノートを読み返す 講義

15 ホテル経営における宿泊部門のまとめ 事前：プリントを読む
事後：レポートの提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ホテル経営論Ⅰ（Hotel Management Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ホテルの語源・基本的性格を理解し、欧州、米国、日本におけるホテルの誕生と発展から現在の国際ホテルカンパニーのグローバルホテル経営時代にい

たる過程を学びます。ホテルの経営理念、ホテルの経営形態から、組織・総支配人の職能、支配と統帥を学習。次いでホテルの宿泊部門の経営を学ぶ。

授業目標：
21世紀は観光の世紀と云われる。国際ホテル経営を営業部門から管理部門まで全域にわたり概論・基礎理論と実践論の二面から学習します。ホテル経営

は西洋の生活文化と深く関わっている。教科書と補則配布資料により現代ホテル経営を実践的に理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「基本 ホテル経営教本」鈴木博・大庭祺一郎共著 柴田書店 ￥3,000

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、定期試験のレポート（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業には指定の教科書を持参してください。教科書には長年の実践教材からまとめられており、ぜひ予習をしておいてください。理解できない項目は授

業で質問をしてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 料理・飲料部門の経営 その特質と重要性 事前：教科書を読むP152
事後：ノートを読み返す 講義

2 食堂（レストラン）の起源と種類 事前：教科書を読むP163
事後：ノートを読み返す 講義

3 食堂経営の営業品目とサービスの形態 事前：教科書を読むp179
事後：ノートを読み返す 講義

4 飲料経営の経営特質 事前：教科書を読むP202
事後：ノートを読み返す 講義

5 宴会経営の重要性 事前：教科書を読むP211
事後：ノートを読み返す 講義

6 調理部門の管理方式 事前：教科書を読むP218
事後：ノートを読み返す 講義

7 スチュワード業務 事前：教科書を読むP223
事後：ノートを読み返す 講義

8 マーケティングと販売促進・顧客管理 事前：教科書を読むP229
事後：ノートを読み返す 講義

9 管理部門 総務・人事・採用・労務・厚生・給与・教育 事前：教科書を読むP243
事後：ノートを読み返す 講義

10 施設管理と防災・防犯・衛生管理 事前：教科書を読むP244
事後：ノートを読み返す 講義

11 経理部門 事前：教科書を読むP250
事後：ノートを読み返す 講義

12 料理・飲料コストコントロール（FBC）と購買部門 事前：教科書を読むP259
事後：ノートを読み返す 講義

13 ホテルの経営分析と指標 事前：教科書を読むP285
事後：ノートを読み返す 講義

14 21世紀のホテル経営 世界のホテル産業の未来予測 事前：教科書を読むP293
事後：レポートを書く 講義

15 21世紀のホテル経営 日本のホテルの未来予測 事前：教科書を読むP298
事後：レポートの提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ホテル経営論Ⅱ（Hotel Management Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 ホテル経営論Ⅰを受講してからが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
ホテル経営論Ⅰに引き続き、ホテルの料飲部門（食堂部門と宴会部門・飲料部門・調理部門）の経営から、管理部門（経理・人事・採用・教育・購買・

料飲コストコントロール・施設・防災・警備についての基礎理論、実践論を理解してもらいます。
21世紀に求められているホテル経営の未来予測をまとめて総括します。

授業目標：
21世紀は観光の世紀と云われる。国際ホテル経営を営業部門から管理部門まで全域にわたり概論・基礎理論と実践論の二面から学習します。ホテル経営

は西洋の生活文化と深く関わっている。教科書と配布資料により現代ホテル経営を実践的に理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「わかりやすいホテルのサービス実務」高月璋介著 柴田書店 ￥2,500

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、定期試験のレポート（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本のおもてなし精神が世界で注目されています。その原点がホテルの接客サービスであり、多岐にわたる項目があるため、教科書を予習し授業に参加

してください。理解できない点は授業で質問してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーションとホテルの基本的性格 事前：シラバスを読む
事後：ノートを読み返す 講義

2 ホテルの分類と基本理念 事前：教科書を読むp1
事後：ノートを読み返す 講義

3 ホテルの組織 事前：教科書を読むP15
事後：ノートを読み返す 講義

4 ホテルサービスの価値 事前：教科書読むP33
事後：ノート読み返す 講義

5 ホテルスタッフのサービストレーニング 事前：教科書を読むp49
事後：ノートを読み返す 講義

6 外国経営ホテルのサービストレーニング 事前：教科書を読むP63
事後：ノートを読み返す 講義

7 ホテルの評価制度 事前：教科書を読むP77
事後：ノートを読み返す 講義

8 ホテルマンの基本マナー 事前：教科書を読むP85
事後：ノートを読み返す 講義

9 ホテルの接客サービス・宿泊部門 事前：教科書を読むP95
事後：ノートを読み返す 講義

10 ホテルの接客サービス・食堂部門 事前：教科書を読むP128
事後：ノートを読み返す 講義

11 ホテルの接客サービス・飲料部門 事前：教科書を読むp160
事後：ノートを読み返す 講義

12 ホテルの接客サービス・宴会部門 事前：教科書を読むP167
事後：ノートを読み返す 講義

13 ホテルの接客サービス・調理部門 事前：教科書を読むP188
事後：ノートを読み返す 講義

14 ホテルの付帯サービス 事前：教科書を読むP193
事後：ノートを読み返す 講義

15 帝国ホテルのおもてなし⚙か条・まとめ 事前：前期の復習
事後：レポートを書く 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ホテルサービス実務（Practice for Hotel Service） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ホテルでの約40年の実務経験から教科書と補足資料により、ホテル全般の接客サービスの基本を学んでもらう。
ホテルの接客サービスには、宿泊・食堂・宴会・調理など多岐にわたって教科書と併せてホテル協会監修のビデオを使いでるだけ分かりやすく学んでも

らう。
授業目標：

ホテル（hotel）の語源はラテン語のホスピターレ（hospitale）で、「旅人、お客様を心から暖かくもてなす」と云う意味である。
21世紀＝観光の世紀であって、最も大事なホスピタリティの心を学んでもらう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
金融・統計に関する科目を履修しているか、履修することが望ましい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ポートフォリオ・マネジメントの基本原理 事前：なし
事後：なし 講義

2 投資収益率と投資リスク 事前：なし
事後：なし 講義

3 リスクの評価（リスク許容度、リスクの測定） 事前：なし
事後：なし 講義

4 リスクの評価（ボラティリティの加速性、シャープの測度） 事前：なし
事後：なし 講義

5 リスクの評価（ポートフォリオの期待収益と投資リスク） 事前：なし
事後：なし 講義

6 リスクの評価（シャープの測度、トレーナーの測度、ジェンセンの測度） 事前：なし
事後：なし 講義

7 分散投資とポートフォリオの決定（効率的フロンティア） 事前：なし
事後：なし 講義

8 平均･分散アプローチ（分離定理、CAPM） 事前：なし
事後：なし 講義

9 平均･分散アプローチ（資本市場線） 事前：なし
事後：なし 講義

10 平均・分散アプローチ（証券市場線、パフォーマンス評価） 事前：なし
事後：なし 講義

11 平均･分散アプローチ（効率的市場） 事前：なし
事後：なし 講義

12 最適ポートフォリオの決定 事前：なし
事後：なし 講義

13 アセット・アロケーション 事前：なし
事後：なし 講義

14 パフォーマンス測定と評価 事前：なし
事後：なし 講義

15 パフォーマンス評価の新動向 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ポートフォリオ・マネジメント論Ⅰ（Portfolio Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ポートフォリオ・マネジメントの基本原理について解説したあと、その理論の根底にあるリスク評価について解説する。次いで、平均･分散アプローチを

通して、最適ポートフォリオの決定、パフォーマンス評価について、考察を進める。

授業目標：
先ず、その理論の根底にあるリスクの考え方について考察し、所与のリターンの下におけるリスク許容度、リスクの測定に関する考察を進め、「効率的フ

ロンティア」の意義を明らかにし、MPT（モダンポートフォリオ理論）の全体像を把握していく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
金融・統計に関する科目を履修しているか、履修することが望ましい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 CAPM（資本資産評価モデルの構造） 事前：なし
事後：なし 講義

2 効率的市場仮説 事前：なし
事後：なし 講義

3 マルチファクター・モデル 事前：なし
事後：なし 講義

4 APT（資本資産の価格形成の裁定理論） 事前：なし
事後：なし 講義

5 CAPM理論をめぐる論争 事前：なし
事後：なし 講義

6 ポートフォリオとアﾉマリー 事前：なし
事後：なし 講義

7 市場の非効率性（非ガウス分布、べき分布） 事前：なし
事後：なし 講義

8 行動ファイナンス論 事前：なし
事後：なし 講義

9 ポートフォリオ・マネジメントの応用（アクティブ・ポートフォリオ 管理） 事前：なし
事後：なし 講義

10 ポートフォリオ・マネジメントの応用（国際分散投資） 事前：なし
事後：なし 講義

11 ポートフォリオ・マネジメントの応用（ヘッジ・ファンド） 事前：なし
事後：なし 講義

12 リスクと不確実性（カントリー・リスク、ソブリン･リスク） 事前：なし
事後：なし 講義

13 リスクと不確実性（市場リスク、信用リスク） 事前：なし
事後：なし 講義

14 リスクと不確実性（流動性リスク、オペレーショナル･リスク、戦略リスク） 事前：なし
事後：なし 講義

15 リスクと不確実性（不確実性の⚓つのタイプ） 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ポートフォリオ・マネジメント論Ⅱ（Portfolio Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 ポートフォリオ・マネジメント論Ⅰを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
CAPM（資本資産評価モデル）の構造を解説した後、CAPM理論をめぐる論争に触れ、これに基づき発生したマルチファクター･モデル、効率的市場仮説

について解説する。また、行動ファイナンス論、ポートフォリオ・マネジメントの応用ならびにさまざまなリスクと不確実性について解説する。
授業目標：

ポートフォリオ・マネジメント論Ⅰを受けて、CAPM（資本資産評価モデル）の構造を明確にしたうえで、投資（運用）に関する期待収益率と市場リス
クとの相関関係（α値、β値）の意義を把握する。次に、CAPM理論に対する現実の市場からの要請に応える形で登場したマルチファクター･モデルに加え、
効率的市場仮説、アノマリー（非効率性）にも触れ、分析を進める。更に、伝統的ポートフォリオ・マネジメント理論に修正を加えようとする行動ファイ
ナンスについて考察し、市場の歪みとこれに対するリスク管理の意義について分析する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
段階式ワークブック⚓級 税務経理協会

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習・復習を行うこと、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記の基礎 事前：なし
事後：なし 講義

2 複式簿記の構造 事前：なし
事後：なし 講義

3 取引と勘定 事前：なし
事後：なし 講義

4 仕訳と転記 事前：なし
事後：なし 講義

5 練習問題① 事前：なし
事後：なし 講義

6 練習問題② 事前：なし
事後：なし 講義

7 試算表と精算表① 事前：なし
事後：なし 講義

8 試算表と精算表② 事前：なし
事後：なし 講義

9 決算 事前：なし
事後：なし 講義

10 現金預金① 事前：なし
事後：なし 講義

11 現金預金② 事前：なし
事後：なし 講義

12 商品① 事前：なし
事後：なし 講義

13 商品② 事前：なし
事後：なし 講義

14 売掛金と買掛金① 事前：なし
事後：なし 講義

15 練習問題 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記演習Ⅰ（Bookkeeping Ⅰ Exercise） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
簿記の基礎から学び、⚘桁精算表の作成と損益計算書・貸借対照表の作成までを指導する。資格取得を目指すものであるから、学生自身での予習復習を

必要とする。問題演習を中心に授業する。

授業目標：
日商簿記検定⚓級の合格を目標とする。試作の取得をし、将来の専門職（税理士・会計士等）への基礎を獲得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
段階式ワークブック⚓級 税務経理協会

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習・復習を行うこと、携帯電話の電源を切っておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 各種の債権・債務 事前：なし
事後：なし 講義

2 手形① 事前：なし
事後：なし 講義

3 手形② 事前：なし
事後：なし 講義

4 有価証券 事前：なし
事後：なし 講義

5 固定資産 事前：なし
事後：なし 講義

6 伝票 事前：なし
事後：なし 講義

7 決算① 事前：なし
事後：なし 講義

8 決算② 事前：なし
事後：なし 講義

9 決算③ 事前：なし
事後：なし 講義

10 税金 事前：なし
事後：なし 講義

11 損益計算書と貸借対照表 事前：なし
事後：なし 講義

12 練習問題 事前：なし
事後：なし 講義

13 練習問題 事前：なし
事後：なし 講義

14 練習問題 事前：なし
事後：なし 講義

15 練習問題 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記演習Ⅱ（Bookkeeping Ⅱ Exercise） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明

履 修 条 件
前提科目 簿記演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
簿記の基礎から学び、⚘桁精算表の作成と損益計算書・貸借対照表の作成までを指導する。資格取得を目指すものであるから、学生自身での予習復習を

必要とする。問題演習を中心に授業する。

授業目標：
日商簿記検定⚓級の合格を目標とする。試作の取得をし、将来の専門職（税理士・会計士等）への基礎を獲得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
中原章吉編著「簿記の基礎構造」（入門編）
創成社 ￥2,100＋税

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
休みと遅刻が最大の敵。毎週の努力の積重ねが、理解できる最短の道と思う。休まないことと予習・復習を希望する。配付プリントを確実にこなし、理

解すること。簿記の検定を受験してほしい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記の基礎 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

2 資産・負債・純資産（資本） 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 賃借対照表 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 収益費用と損益計算書 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 取引と⚘要素 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 仕訳と勘定記入 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 仕訳と勘定記入 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 仕訳と勘定記入 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 試算表の作成 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 ⚖桁精算表の作成 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 決算手続 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 現金 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 当座預金 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 演習 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅰ（BookkeepingⅠ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
勘定科目の内容理解と記帳実践を指導し、決算処理、試算表の作成、⚘桁精算表作成、損益計算書と貸借対照表の作成までを講義し、実際の記帳を指導

する。それらの過程を理解することによって、会計の思考法もあわせて指導していく。この講義は、実践と結びついているのでプリントを利用し仕訳・記
帳の事例をくりかえし、理解の促進を図る。欠席しないことと予習・復習を行うことが理解するための最短距離である。
授業目標：

複式簿記の基礎から応用までの商業簿記を講義する。取引の仕訳から、転記、⚘桁精算表作成、損益計算書と貸借対照表の作成までを理解することを目
標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TAC簿記検定講座 合格テキスト⚓級

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習/復習を行うこと、携帯電話の電源をきっておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記の基礎 事前：なし
事後：テキストの復習 講義

2 資産・負債・純資産（資本） 事前：予習
事後：復習 講義

3 賃借対照表 事前：予習
事後：復習 講義

4 収益費用と損益計算書 事前：予習
事後：復習 講義

5 取引と⚘要素 事前：予習
事後：復習 講義

6 仕訳と勘定記入 事前：予習
事後：復習 講義

7 仕訳と勘定記入 事前：予習
事後：復習 講義

8 仕訳と勘定記入 事前：予習
事後：復習 講義

9 試算表の作成 事前：予習
事後：復習 講義

10 ⚖桁精算表の作成 事前：予習
事後：復習 講義

11 決算手続 事前：予習
事後：復習 講義

12 現金 事前：予習
事後：復習 講義

13 当座預金 事前：予習
事後：復習 講義

14 演習 事前：予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅰ（Bookkeeping Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
簿記は、現金/預金などの修士の明細や、商品の仕入や販売の記録など、企業の経済活動を正確に記録、計算、整理して、貸借対照表や損益計算書にまと

め、企業を取り巻く利害関係者に財政状態や経営成績を報告する知識であり、技術である。簿記原理Ⅰは、経営、会計関連科目の基礎となる科目であり、
簿記の仕組みと原理を理解することが肝要である。本講義では、簿記の理論的な説明とともに、記帳練習や問題演習にも十分時間をかけて進めたい。
授業目標：

日商簿記検定⚓級や全経⚓級に合格するだけの実力をつけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義日に伝える。

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席・遅刻をしないこと。
電卓を用意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記の基礎概念 事前：なし
事後：複式簿記 講義

2 資産・負債・純資産（資本） 事前：なし
事後：純資産・資本 講義

3 賃借対照表 事前：なし
事後：貸借対照表の構造 講義

4 収益費用と損益計算書 事前：なし
事後：損益計算書の構造 講義

5 取引と⚘要素 事前：取引とは
事後：8要素の結合関係 講義

6～8 仕訳と勘定記入 事前：なし
事後：仕訳の考え方 講義

9 試算表の作成 事前：なし
事後：試算表と元帳の関係 講義

10 ⚖桁精算表 事前：なし
事後：⚖精算表 講義

11 決算手続 事前：なし
事後：英米式決算法 講義

12 演習 事前：なし
事後：なし 講義

13 現金・預金 事前：現金の内容
事後：小切手 講義

14 演習 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅰ（Bookkeeping Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 渋谷 武夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
取引の認識から仕訳・転記を経て決算までの簿記一巡の大雑把な枠組みと、仕訳・転記の考え方について講義する。

授業目標：
商業簿記を通して、複式簿記の基本原理の理解を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-14  Page 19 19/03/18 11:19

496

教本：
中原章吉編著「簿記の基礎構造」（入門編）
創成社 ￥2,100＋税

参考文献：なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、定期試験（80）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
休みと遅刻が最大の敵。毎週の努力の積重ねが、理解できる最短の道と思う。休まないことと予習・復習を希望する。配付プリントを確実にこなし、理

解すること。簿記の検定を受験してほしい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 現金・預金の処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

2 商品売買 Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

3 商品売買 Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

4 売掛金・買掛金と貸倒れの処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

5 有価証券の処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

6 手形取引の処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

7 その他の債券・債務の処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

8 固定資産と減価償却 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

9 純資産・税金の処理 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

10 試算表の作成 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

11 決算の手続き Ⅰ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

12 決算の手続き Ⅱ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

13 決算の手続き Ⅲ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

14 決算の手続き Ⅳ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：テキストの予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅱ（Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記原理Ⅰを必ず履修すること。

そ の 他 なし

授業概要：
勘定科目の内容理解と記帳実践を指導し、決算処理、試算表の作成、⚘桁精算表作成、損益計算書と貸借対照表の作成までを講義し、実際の記帳を指導

する。それらの過程を理解することによって、会計の思考法もあわせて指導していく。この講義は、実践と結びついているのでプリントを利用し仕訳・記
帳の事例をくりかえし、理解の促進を図る。欠席しないことと予習・復習を行うことが理解するための最短距離である。
授業目標：

複式簿記の基礎から応用までの商業簿記を講義する。取引の仕訳から、転記、⚘桁精算表作成、損益計算書と貸借対照表の作成までを理解することを目
標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
TAC簿記検定講座 合格テキスト⚓級

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと、予習/復習を行うこと、携帯電話の電源をきっておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 現金・預金の処理 事前：なし
事後：復習 講義

2 商品売買 Ⅰ 事前：予習
事後：復習 講義

3 商品売買 Ⅱ 事前：予習
事後：復習 講義

4 売掛金・買掛金と貸倒れの処理 事前：予習
事後：復習 講義

5 有価証券の処理 事前：予習
事後：復習 講義

6 手形取引の処理 事前：予習
事後：復習 講義

7 その他の債券・債務の処理 事前：予習
事後：復習 講義

8 固定資産と減価償却 事前：予習
事後：復習 講義

9 純資産・税金の処理 事前：予習
事後：復習 講義

10 試算表の作成 事前：予習
事後：復習 講義

11 決算の手続き Ⅰ 事前：予習
事後：復習 講義

12 決算の手続き Ⅱ 事前：予習
事後：復習 講義

13 決算の手続き Ⅲ 事前：予習
事後：復習 講義

14 決算の手続き Ⅳ 事前：予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅱ（Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明・髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
簿記は、現金/預金などの修士の明細や、商品の仕入や販売の記録など、企業の経済活動を正確に記録、計算、整理して、貸借対照表や損益計算書にまと

め、企業を取り巻く利害関係者に財政状態や経営成績を報告する知識であり、技術である。簿記原理Ⅰは、経営、会計関連科目の基礎となる科目であり、
簿記の仕組みと原理を理解することが肝要である。本講義では、簿記の理論的な説明とともに、記帳練習や問題演習にも十分時間をかけて進めたい。
授業目標：

日商簿記検定⚓級や全経⚓級に合格するだけの実力をつけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義日に伝える。

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席・遅刻をしないこと。
電卓を用意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑･⚒ 商品売買 事前：商品売買の内容
事後：三分法・分記法 講義

3 売掛金・買掛金と貸倒れ 事前：貸倒れとは
事後：貸倒引当金 講義

4 有価証券 事前：有価証券の内容
事後：売却損益 講義

5 手形取引 事前：約束手形とは
事後：受取手形・支払手形 講義

6 その他の債権・債務 事前：債権・債務とは
事後：仮勘定 講義

7 固定資産と減価償却 事前：固定資産とは
事後：定額法 講義

8 純資産 事前：なし
事後：資本金・引出金 講義

9 経過勘定 事前：なし
事後：経過勘定 講義

10・11 決算手続き 事前：決算整理事項とは
事後：英米式決算法 講義

12 精算表 事前：⚖桁精算表
事後：⚘桁精算表 講義

13・14 演習 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 簿記原理Ⅱ（Bookkeeping Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 渋谷 武夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 仕訳・転記を理解していること

授業概要：
仕訳・転記の理解を前提として、主要項目の期中および決算処理から損益計算書・貸借対照表の作成までを講義する。

授業目標：
取引の仕訳・転記から8桁精算表、損益計算書、貸借対照表作成までの理解（初級簿記検定試験合格レベル）を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ボランティアのすすめ」 監修 岡本栄一
ミネルヴァ書房 2,400円＋税

参考文献：
授業中、随時提示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
全15回終了後には、これからの学生生活や進路等を考えていく方向付けとしての一助になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：身近なボランティア 講義

2 ボランティア活動とは何か 事前：なし
事後：テキスト用意 講義

3 ボランティア活動の目指すもの 事前：なし
事後：なし 講義

4 ボランティア活動の範囲 事前：なし
事後：なし 講義

5 ボランティア活動の推進 事前：なし
事後：なし 講義

6 ボランティア学習 事前：なし
事後：活動事例集紹介 講義

7 ボランティア活動の実践 事前：なし
事後：課外授業アンケート 講義

8 地域分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

9 高齢者分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

10 障がい者分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

11 児童分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

12 国際貢献分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

13 課外授業に関するオリエンテーション 事前：なし
事後：訪問先確認 講義

14 課外授業 当日 事前：訪問先事前確認
事後：レポート作成 演習

15 課外授業の振り返り 授業のまとめ 事前：レポート提出
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ボランティア論（Volunteer） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 木原 勇

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
今日におけるボランティア活動の現状と固有の価値（当事者・活動者・社会・地域）を理解するうえで、これからの社会の一翼を担う社会人として、ボ

ランティア・市民活動を学びます。

授業目標：
ボランティア活動は、さまざまな分野に広がりがあります。授業では、歴史・背景・多岐に渡る活動を紹介し、また、厚木市内の福祉施設等にて課外授

業を行い、実際の体験から得るものを体感し、ボランティアの基礎を理解することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
①野口智雄『マーケティングの基本』日経文庫、2005年を主たるテキスト

とするが、授業内容は右記に示す参考書全般に及ぶので各授業毎配布する授
業内容を取り纏めたレジュメを教本とする。

参考文献：
②片桐誠士・高宮城朝則・東徹『現代マーケティングの構図』嵯峨野書

院、2010年、③久保村隆祐・出牛正芳・吉村寿『マーケティング読本』東
洋経済新報社、2000年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
試験は参考書、ノート類は一切持ち込み不可。期末試験の他に小試験を行うので、各授業ごとに配布する教本（レジュメ）と参考書によって予習・復習

を行い、授業内容を整理することが必要である。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業のすすめ方と教本、参考書の案内） 事前：なし
事後：なし 講義

2 ⚑．マーケティングとは 事前：①教本p10～13
事後：本日の授業内容 講義

3 ⚒．マーケティングの具体的内容 4Ｐ’s
⑴ Product ①製品政策Ⅰ

事前：第⚒回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

4 ②製品政策⚒ 事前：①教本p34～85
事後：本日の授業内容 講義

5･6 ③製品政策⚓ ④製品政策⚔ 事前：第⚔回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

7 ⑵ Promotion ①販売促進政策⚑ 事前：①教本p142～144
事後：本日の授業内容 講義

8 ②販売促進政策⚒ 事前：①教本156～161
事後：本日の授業内容 講義

9 これまでの授業の小括と小テスト 事前：第⚑～⚘回授業で内容
事後：なし 講義

10 ⑶ Place ①流通経路政策⚑ 事前：①教本130～135
事後：本日の授業内容 講義

11 ②流通経路政策⚒ 事前：第10回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

12 ⑷ Price ①価格政策⚑ 事前：第11回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

13 ②価格政策⚒ 事前：①教本100～113
事後：本日の授業内容 講義

14 ③価格政策⚓ 事前：第13回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

15 授業の総括 事前：第14回授業で指示
事後：第⚑～15回授業で内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マーケティング論Ⅰ（Marketing Management Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 佐々木 悟

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
マーケティングは、Market＋ ingが示すように企業・組織が行う対市場活動である。財・サービスの生産・流通、および消費に関する経済秩序を市場の

自由な需給調節に委ねる市場主義のもと、市場成果は「見えざる手」に委ねられている。企業が市場メカニズムに委ねる以上の成果を求めるならば、必然
的に市場に働きかけるための「見える手」が必要になってくる。それがマーケティングである。本授業は、前期において、市場とマーケティングの基礎理
論を学ぶ。
授業目標：

マーケティング論の基礎理論であるマーケティングの要素 4Ｐ’sの内容とその組み合わせであるマーケティングミックスについて理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ま

教本：
プリント等を適宜配布する。

参考文献：
「マーケティング入門－企業と市場－」五絃社 ￥1,000 税別

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚖回以上欠席した学生は定期試験を受験することができない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 マーケティングの定義 事前：なし
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

2 マーケティング活動における⚓大要素 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

3 戦略的マーケティング 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

4 マーケティングとは何か 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

5 流通とその機能 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

6 流通とマーケティング 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

7 小売流通 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

8 卸売流通 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

9 マーケティング情報と情報システム 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

10 マーケティング・プロセス 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

11 製品の戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

12 価格の戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

13 流通の戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

14 コミュニケーションの戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

15 まとめ 事前：前回までの配布資料を読む
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マーケティング論Ⅰ（Marketing Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
昭和30年代、日本に紹介されたマーケティングは、消費財メーカーを中心として展開されてきたが、近年では小売業界やサービス業界にも普及している。

消費者の需要を的確にとらえ価値ある商品開発によって新たな需要を創造し、効果的に商品を供給するマーケティングの理念と戦略を体系的に学ぶととも
に、最新の事例にもふれながらその発想法についても学習する。
授業目標：

企業は、研究開発、生産、マーケティング、販売、人事、財務など、様々な活動を営んでいますが、これらの活動はその外見こそあまり変わっていませ
ん。しかし、その中身は恐ろしい速さで進化しています。マーケティングも例外ではありません。市場の機会をとらえ、標的市場を設定し、ポジショニン
グを行い、それに合わせてマーケティング・ミックス戦略を構築する こうした一連のプロセス自体は不変ですが、その重要ポイント、手法などは、変
化してきています。その変化をキッチリとらえることを目標にします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
①野口智雄『マーケティングの基本』日経文庫、2005年を主たるテキスト

とするが、授業内容は左記に示す参考書全般に及ぶので核授業毎配布する授
業内容を取り纏めたレジュメを教本とする。

参考文献：
②片桐誠士・高宮城朝則・東徹『現代マーケティングの構図』嵯峨野書

院、2010年、③久保村隆祐・出牛正芳・吉村寿『マーケティング読本』東
洋経済新報社、2000年、④日経産業新聞『日経シェア調査2014』日本経済
新聞社、2013年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
試験は参考書、ノート類は一切持ち込み不可。期末試験の他に小試験を行うので、各授業ごとに配布する教本（レジュメ）と参考書によって予習・復習

を行い、授業内容を整理することが必要である。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ⚑．オリエンテーション授業のすすめ方と教本、参考書の紹介 事前：なし
事後：なし 講義

2 ⚒．マーケティングの基礎理論⚑
事前：「マーケティング論Ⅰ」レジュメ

No.1～15
事後：本日の授業内容

講義

3 ⚓．マーケティングの基礎理論⚒
事前：「マーケティング論Ⅰ」レジュメ

No.1～15
事後：本日の授業内容

講義

4･5 ⚔．マーケティングの諸活動⚑
⚕．マーケティングの諸活動⚒

事前：「マーケティング論Ⅰ」レジュメ
No.1～15

事後：本日の授業内容
講義

6～8 ⚖．マーケティングと競争
⑴ 多占 ⑵ 寡占 ⑶ 独占

事前：④p7～369
事後：本日の授業内容 講義

9 授業の小括と小テスト 事前：第⚑～⚘回授業で内容
事後：なし 講義

10 ⑷ 独占的競争。 事前：③第⚑章
事後：本日の授業内容 講義

11 ① 占的競争における製品差別化 事前：③第⚑章
事後：本日の授業内容 講義

12 ② 独占的競争の普遍化・高度化 事前：③第⚑章
事後：本日の授業内容 講義

13 ⚗．新しいマーケティングマーケティングの概念の拡大 事前：③第⚑章
事後：本日の授業内容 講義

14 大戦間における自動車業界のマーケティング 事前：第13回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

15 授業の総括 事前：第⚑～14回授業で内容
事後：第⚑～15回授業で内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マーケティング論Ⅱ（Marketing Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐々木 悟

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業が市場メカニズムに委ねる以上の成果を求めて、市場に働きかけるための「見える手」が、つまりマーケティング戦略である。

本授業ではマーケティング論Ⅰで培った市場とマーケティングの基礎理論をもとに、市場競争によって形成されてきた市場構造と、企業の競争を勝ち抜く
マーケティングの機能と諸活動について学ぶ。
授業目標：

製品差別化とブランド化を基盤とする非価格競争、すなわち独占的競争とマーケティングの機能と諸活動の関わりを把握し、最低のコストで最大の顧客
満足を生み出すマーケティング要素の組み合わせ（マーケティングミックス）について提案する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント等を適宜配布する。

参考文献：
「マーケティングを哲学として経営に取り入れるということ」
日本実業出版 ￥1,600 税別

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚖回以上欠席した学生は定期試験を受験することができない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 マーケティングの考え方 事前：なし
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

2 戦略的マーケティング活動 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

3 戦略的経営① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

4 戦略的経営② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

5 ステークホルダー・コンセプト 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

6 ビジネス領域の設定 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

7 外部環境を分析する 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

8 戦略的マーケティング・プランを立案する 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

9 市場を分析し、ターゲットを絞る 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

10 製品・ブランﾄﾞ戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

11 プライス戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

12 流通戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

13 販売促進戦略 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

14 戦略を評価する 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

15 まとめ 事前：前回までの配布資料を読む
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マーケティング論Ⅱ（Marketing Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
昭和30年代、日本に紹介されたマーケティングは、消費財メーカーを中心として展開されてきたが、近年では小売業界やサービス業界にも普及している。

消費者の需要を的確にとらえ価値ある商品開発によって新たな需要を創造し、効果的に商品を供給するマーケティングの理念と戦略を体系的に学ぶととも
に、最新の事例にもふれながらその発想法についても学習する。
授業目標：

企業は、研究開発、生産、マーケティング、販売、人事、財務など、様々な活動を営んでいますが、これらの活動はその外見こそあまり変わっていませ
ん。しかし、その中身は恐ろしい速さで進化しています。マーケティングも例外ではありません。市場の機会をとらえ、標的市場を設定し、ポジショニン
グを行い、それに合わせてマーケティング・ミックス戦略を構築する こうした一連のプロセス自体は不変ですが、その重要ポイント、手法などは、変
化してきています。その変化をキッチリとらえることを目標にします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石橋春男・橋口宏行・河口雄二『よくわかるマクロ経済学入門』
慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
石橋春男・関谷喜三郎『入門マクロ経済学』税務経理協会、￥2,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習をして教場に臨むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ケインズの学説上の位置づけ
世界大恐慌とケインズ

事前：なし
事後：関連事項の学習 講義

2 ケインズ経済学のフレーム・ワーク 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

3 世界の人口、所得、貿易量 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

4 日本の人口、所得、貿易量 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

5 GDPの概念 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

6 GNPとGNI 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

7 GNE 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

8 内需と外需 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

9 消費関数と貯蓄関数 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

10 貯蓄と投資 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

11 所得決定の⚒部門モデル 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

12 投資乗数の理論 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

13 所得決定の⚓部門モデル
個人、法人、政府部門のマクロ分析

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

14 財政乗数と均衡予算定理
減税と公共事業の経済効果

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

15 所得決定の⚔部門モデル
貿易乗数と輸入誘発効果

事前：前期のノート整理
事後：前期試験の準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マクロ経済学Ⅰ（Macroeconomics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
マクロ経済学の目標は、経済成長率、インフレ率、失業率、利子率と為替レートのそれぞれの決定システムとそれらの相互依存関係を理解することにあ

る。これらの基礎的経済条件の導出と解釈について講義し、理解を深めることができるように指導する。

授業目標：
マクロ経済学の分析道具を正確に理解し、それらの変数がいかなる要因によって決定され、その変数が他の変数に及ぼす影響を理解できるように指導す

る。マクロ経済学の理解なくして、現実の経済を理解できないほど昨今の国民経済は複雑・多様化している。さらに、グローバル化した社会では、国際間
の相互関連は重層化している。こうした経済現象の解明にマクロ経済学の役割は大きい。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石橋春男・橋口宏行・河口雄二著「よくわかるマクロ経済学入門」
慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
石橋春男・関谷喜三郎著『入門マクロ経済学』税務経理協会、￥2,800

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
教本を毎週精読して授業に臨まれたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 貨幣の役割
貨幣とはいったい何なのか。

事前：なし
事後：関連事項の学習 講義

2 貨幣数量説とケンブリッジ方程式 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

3 流動性選好説 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

4 日本銀行の役割 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

5 日本銀行と市中銀行 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

6 金融部門勘定 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

7 IS曲線 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

8 LM曲線 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

9 財政政策の有効性 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

10 クラウディングアウト効果 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

11 金融政策の有効性 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

12 流動性の罠 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

13 為替市場
固定相場制と変動相場制の比較分析

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

14 為替レート決定の理論
購買力平価説と金利平価説

事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義

15 ポリシー・ミックス
後期の総まとめ

事前：後期のノート整理
事後：後期試験の準備 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マクロ経済学Ⅱ（Macroeconomics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
マクロお経済学の最終目標は、財政政策と金融政策の有効性を検討することである。政府の財政政策は、個人、法人、金融、海外の各部門との関係で把

握することが必要となる。よってマクロ経済学は部門分析に集中することになる。それらを踏まえて、経済政策の限界を明らかにする。

授業目標：
マクロ経済変数の相互依存関係を理解し、それらの変数の変化が及ぼす影響を分析する。たとえば、利子率とGDP、インフレ率と失業率、利子率と為替

レート、為替レートと国際収支などマクロ経済の基本事項を詳細に説明し、ひとり一人が理解できるまで時間をかけても指導する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（30％）、最終課題（40％）の評価から判断する。
平 常 点：授業課題、授業への参加度
提出課題：講義中の課題、最終作品、レポートなど

学生へのアドバイス：
コンピュータ演習が中心となるため、欠席をすると授業についていけなくなる可能性があります。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内

容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け
付けます。また、定員が超えた場合は、初回の授業に抽選を行いますので、初回の授業は必ず出席してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス / コンピュータグラフィックスに関して 事前：なし
事後：メールのログインを確認 演習

2 コンピュータグラフィックス（CG）とは 事前：マルチメディアという表現概観
事後：マルチメディアという表現考察 演習

3 静止画と動画 事前：拡張子を調べておく
事後：拡張子を復習しておく 演習

⚔･⚕ 映像のデジタル化 ⑴⑵ 事前：デジタル機器の準備
事後：課題を完成させておく 演習

⚖･⚗ 映像処理と編集 ⑴⑵ 事前：画像処理ソフトを操作
事後：課題を完成させておく 演習

⚘･⚙ 映像処理と編集 ⑶⑷ 事前：レイヤーを復習しておく
事後：課題を完成させておく 演習

10･11 ウェブデザイン ⑴⑵ 事前：タグを調べておく
事後：タグを復習しておく 演習

12･13 コンピュータアニメーション ⑴⑵ 事前：gifアニメを調べておく
事後：練習gifアニメを作成 演習

14 作品作成 事前：映像処理を復習しておく
事後：作品を完成させておく 演習

15 まとめ 事前：アップロード方法確認
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マルチメディアⅠ（Multimedia Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 岸 康人・立野 貴之・金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 情報基礎

そ の 他 コンピュータの操作スキルが不十分、または自信のない学生は、上記科目の受講後が望ましい。

授業概要：
マルチメディアの基本的な知識と汎用性の高いグラフィックソフトを利用して、デジタル画像・映像の作成や編集に関する操作方法を習得し、それらを

活用した作品制作を行う。演習を通して画像処理の理解を深めることを目的とする。

授業目標：
最近のコンピュータの発達により、様々な分野でコンピュータ画像処理の技術が高まっている。この授業では、マルチメディアで必要とされる画像処理

の基礎について講義を行う。さらに実習を通して、コンピュータを用いて様々な図形や画像生成や編集処理する技術を学ぶ。また、高度な映像表現技法の
実践的開発に取り組み、映像コンテンツの内容分析を通じて、映像メディアの諸相を理解し、作品制作を行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ガイダンスで指示する。

参考文献：
講義中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（30％）、提出課題（30％）、最終課題（40％）の評価から判断する。
平 常 点：授業課題、授業への参加度
提出課題：講義中の課題、最終作品（個人とグループ）、レポートなど

学生へのアドバイス：
コンピュータ演習が中心となるため、欠席をすると授業についていけなくなる可能性があります。やむを得ず欠席した授業内容などに関しては、授業内

容に関して友人に確認、または、教員に質問をするなりして、欠席の遅れを取り戻すようにしてください。質問は、メールまたは、オフィスアワーに受け
付けます。また、授業のグループワークでは、欠席などでグループのメンバーに迷惑をかけないよう努力してください。定員が超えた場合は、初回の授業
に抽選を行いますので、初回の授業は必ず出席してください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／マルチメディアに関して 事前：なし
事後：動画編集を概観 演習

2 動画編集に関して 事前：ムービーメーカーの準備
事後：ムービーメーカーの操作 演習

3 アニメーションの復習と動画処理の基本 事前：GIFアニメの復習
事後：GIFアニメ課題完成 演習

4 動画編集ソフトとファイル形式・スライドの素材収集 事前：ムービーメーカー操作方法
事後：写真素材の収集 演習

5 動画スライドの作成 事前：写真素材の取り込み
事後：動画スライド完成 演習

6 素材を利用した動画の編集・ストーリーの作成 事前：素材の確認
事後：動画ストーリー完成 演習

7 動画編集（シーンの挿入とタイムライン） 事前：動画編集基本操作確認
事後：操作の復習 演習

8 動画編集（文字と特殊効果）、音声の効果的な利用 事前：音声素材の準備
事後：音声利用の操作復讐 演習

9 作成したストーリーに沿った動画作成 事前：作成したストーリーの確認
事後：動画の完成 演習

10 デジタル機器の利用とデータの取り込み 事前：身近なデジタル機器の確認
事後：グループ決定 演習

11～14 グループワーク 事前：各グループの活動
事後：各グループの活動 演習

15 課題発表会 事前：作品の提出
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マルチメディアⅡ（Multimedia Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件

前提科目 マルチメディアⅠ

そ の 他
この授業は、マルチメディアⅠからさらに発展した広範囲にわたる知識が必要となる。そのため、原則としてマ
ルチメディアⅠの単位を修得した学生を対象とし、また、マルチメディアⅠを十分に理解した上（成績Ａ以上）
での受講が望ましい。

授業概要：
インターネットでマルチメディア対応の映像を作成するに必要な知識や手順を理解することを目的とする。この講義では、主に動画・音声データの処理

やアニメーションの作成に関する内容に焦点を当て、パソコンを利用して、動画処理に必要な知識や技能を身に付ける。

授業目標：
動画データの知識の講義及び、動画編集・アニメーションの作成データを加工し、インターネット上で利用できるマルチメディアがどういったものかを、

講義の中で紹介しそれらを作成する。またアニメーション作成や音声データの加工、さらに、それぞれを組み合わせるために必要な知識と技術を習得する。
最終的には、受講生が独自の作品制作をしてインターネット上に公開し、それに関する発表を行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
小田切博『キャラクターとは何か』筑摩書房 ￥735

参考文献：
小田切博『戦争はいかに「マンガ」を変えるか』NTT出版 ￥2,625
他授業中に適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ先入観を持たずにきてくだい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 マンガ文化の現状 事前：なし
事後：なし 講義

2 「マンガ」とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 「マンガ」とは何か 事前：なし
事後：なし 講義

4 メディアミックス 事前：なし
事後：なし 講義

5 メディアミックス 事前：なし
事後：なし 講義

6 戦後マンガ史 事前：なし
事後：なし 講義

7 戦後マンガ史 事前：なし
事後：なし 講義

8 戦後マンガ史 事前：なし
事後：なし 講義

9 戦後マンガ史 事前：なし
事後：なし 講義

10 戦後マンガ史 事前：なし
事後：なし 講義

11 日本のマンガ言説 事前：なし
事後：なし 講義

12 日本のマンガ言説 事前：なし
事後：なし 講義

13 海外との関係 事前：なし
事後：なし 講義

14 海外との関係 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ、総論 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) マンガ研究（Comics Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小田切 博

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「マンガ」とは何か。というレベルから、各時代の言説、報道などを通して日本国内の「マンガ」の歴史的な流れを講義する。

授業目標：
現在の日本におけるマンガ文化のあり方を俯瞰的にまとめ、「マンガ研究」とはどのようなものかを考えてもらう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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み

教本：
石橋春男・橋口宏行・中藤和重著『よくわかるミクロ経済学入門』

慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
石橋春男・関谷喜三郎『入門ミクロ経済学』税務経理協会、￥2,500

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ミクロ経済学の専用ノートを準備し、予習・復習を習慣化する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ミクロ経済学と経済学史
ワルラスとマーシャル

事前：なし
事後：復習と関連事項の学習 講義

2 限界革命と新古典派経済学 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

3 経済分析の基本的概念：需要と供給 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

4 右下がりの需要曲線の意味 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

5 右上がりの供給曲線の意味 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

6 静学と最適資源配分 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

7 比較静学と需給均衡 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

8 消費者行動理論の学説史
限界効用理論

事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

9 消費者の予算線とそのシフト 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

10 無差別曲線と限界代替率 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

11 消費者均衡点と需要曲線 事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

12 代替効果と所得効果
需要曲線の導出過程

事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

13 代替材と補完財とギッフエン財
価格効果の分析

事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

14 動学と蜘蛛の巣の理論
時間と価格変動

事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

15 ミクロ経済学の応用
環境の経済分析

事前：教本で次回の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ミクロ経済学Ⅰ（Microeconomics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
消費者の合理的行動は効用の極大であり、企業の合理的行動は利潤の極大である、それぞれの行動原理から需要曲線と供給曲線が導かれる。需要・供給

分析から最適資源配分のメカニズムを明らかにすることができる。つまり本講義は、資源配分の基本原理を解明することが目的になる。

授業目標：
この講義では、消費者が予算制約の下で効用を最大化する行動原理を追及する。まず基本的な分析道具を詳細に解説し、ミクロ分析の基礎固めを行う。

つぎに商品価格の上昇や下落がその商品の需要量を増減させるという需要の法則が常に成り立つかどうかを証明する。さらに、企業についても限られた資
金制約の下で利潤を極大にする行動原理にも立ち入る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石橋春男・橋口宏行・中藤和重著『よくわかるミクロ経済学』

慶應義塾大学出版会、￥1,800

参考文献：
石橋春男・関谷喜三郎『入門ミクロ経済学』税務経理協会、￥2,500

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業中の討論に積極的に参加する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 市場と企業分析
消費者と企業とマーケットの関連性

事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

2 費用・便益分析 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

3 平均費用と限界費用 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

4 利潤極大化原理 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

5 供給曲線の導出 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

6 市場分類 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

7 完全競争市場 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

8 独占市場 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

9 寡占市場 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

10 自然独占 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

11 公共財 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

12 情報の非対称性 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

13 外部不経済と環境問題 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

14 応用ミクロ経済 ⑴ 政治問題をミクロ経済学で解く 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

15 応用ミクロ経済 ⑵ 国際問題をミクロ経済学で解く 事前：教本の予習
事後：復習と関連事項の学習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ミクロ経済学Ⅱ（Microeconomics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この講義では、市場経済のメカニズムを明らかにする。市場への参入者の数によって価格と需給量がどのように変化するか。情報や規制、市場への期待

などによって、市場が機能しない場合もある。こうした市場の失敗によって市場原理が機能しない多くのケースも本講義の対象となる。

授業目標：
ここでは、企業の行動原理が主たる講義の対象となる。市場分類を行い、代表的な完全競争市場、独占、寡占市場などの価格形成メカニズムを比較・分

析する。さらに、外部効果が発生する場合、自然独占企業の場合、公共財の場合などのいわゆる市場の失敗の分析に果たすミクロ経済学の役割を解明する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石上七鞘『あなたの日本がもっと素敵になる⚘つの和ハーブ物語』

コスモの本

参考文献：
⚑．石上七鞘著『日本の民俗伝承』蒼洋社
⚒．石上七鞘著『十二支の民俗伝承』おうふう
⚓．石上七鞘著『化粧の民俗』おうふう
⚔．石上堅『日本民族語大辞典』おうふう
⚕．『日本風俗史事典』日本風俗史学会編 弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表（50％）と期末試験（50％）で評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日昼休み。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 民俗と民俗学 民俗の意味を知り、また民俗学という学問の成り立ちを考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 民俗学の祖 日本民俗学を確立した人物、柳田国男と折口信夫。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 民俗学の研究法、重出立証法や比較研究法を紹介し、民俗地図の活用の仕方を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 神とカミ 日本固有の神観念の成立について論じ、人と神の関係を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 民俗・風俗・宗教 これらを理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 アニミズム・祖先崇拝・トーテミズム 人間と霊魂との関係を理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 ケとハレとケガレ
人間の生活が、ケとケガレとハレの三元循環とアラシ（異常）について学習する。

事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 禁忌（タブー） 古語の忌（イミ）について学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 人生儀礼 人の誕生から葬送までを概観する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 衣・食・住 変還過程と、地域身分や職業による違い学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 新年の行事から師走の大晦日の主要な行事を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 神話・伝説・昔話 小さい頃からなじんできた伝承文芸を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 海の民俗伝承 海洋民としての民俗を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 山の民俗伝承 川の民俗伝承 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 民俗学（Folklore） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本社会の構造や社会の中で発生する文化的要素について様々なアプローチから考察する。日本社会の機構や社会の中で起こる諸現象と生活や行動の中

から生まれ、受け継がれてきた現象を民俗学の見地から考察する。古くから伝承された民間の信仰 や習俗を通して日本人の生活について明らかにしていく。
世代を超えて伝承されて来た習わし、言い伝えの意味を考え、日本人の心を探る。
授業目標：
⚑．民族の歴史を通して日本人の生活と文化を学ぶ。
⚒．日本人のアイデンティティーを探る。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
使用しない

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
メディア技術の基礎知識（定義）を事前に調べること。予習・復習を毎回行い、授業には欠席しないこと。課題で授業の内容をもう一度理解して確認す

ること。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 メディア技術の概要 事前：なし
事後：なし 講義

3 メディア技術の社会的・技術的な背景 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

4 メディア技術の社会的・技術的な背景 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

5 画像・映像処理の最近の動向 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

6 画像・映像処理の最近の動向 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

7 ディア処理技術に関する研究の動向 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

8 ディア処理技術に関する研究の動向 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

9 ディア処理技術に関する研究の動向 ⑶ 事前：なし
事後：なし 講義

10 メディア技術処理基礎 ⑴ 情報圧縮技術 事前：なし
事後：なし 講義

11 メディア技術処理基礎 ⑵ 音声・音響符号化・復号化技術 事前：なし
事後：なし 講義

12 メディア技術処理基礎 ⑶ 画像圧縮・符号化 事前：なし
事後：なし 講義

13 メディア技術処理基礎 ⑷ 復号化 事前：なし
事後：なし 講義

14 メディア技術処理基礎 ⑸ まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア技術基礎（Media Technology Foundation） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
現在のメディアの状況をより明確に理解するために、メディアの発生からそのメディア技術までの軌跡をたどり、さらには電子メディアのあり方とその

進展の道筋を多様なメディア技術と社会と人間の関係を技術の視点から基礎から学習する。とくにメディア技術を人と世界の関係、人間の認識や感覚、伝
達や記憶の仕組みまでを含んだ包括的な新しいメディア技術の全体図を提示することで、単なるメディア技術史やメディア表現史に終わらない新しい技術
を学ぶ。
授業目標：
⚑．メディアの特性およびメディアが伝える情報の内容を正しく理解するため、メディアとコミュニケーション理論の基礎を学ぶ。
⚒．具体例を通じてメディア技術を習得することを学習する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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め

教本：
なし。最新のデータにそのつどアクセスします。

参考文献：
随時、指定します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況によって評価する（平常点100％）。

学生へのアドバイス：
登録した学生の理解度や、他の基礎的科目の履修状況によっては変更されることがあります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 学習計画のガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 通信と放送の融合はどのように議論されたか 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

3 日本の総広告費の推移からメディアの消長をみる 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

4 民放テレビキー局の決算から、テレビ産業の現状を把握する 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

5 総務省チャンネルプランから日本の放送制度を知る 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

6 視聴率データの読み方とテレビ編成 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

7 民放ラジオはどのようにして生まれたのか 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

8 映像化と現代人 その嗜好の変化 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

9 地方民放の大量免許は、何をもたらしたか 事前：なし
事後：学習した内容の復習 講義

10 学習した内容の点検と確認 事前：なし
事後：なし 講義

11 ニューメディアの参入とメディア産業 ⑴ 事前：なし
事後：なし 講義

12 ニューメディアの参入とメディア産業 ⑵ 事前：なし
事後：なし 講義

13 学習した内容の点検と確認 事前：なし
事後：なし 講義

14 メディア産業の現状と課題 事前：なし
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア産業論（Media Industry in Japan） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 堀口 悟士

履 修 条 件
前提科目 Excelは履修の必要要件ではありませんが、最終的には使えるようになることが望ましい。

そ の 他 そんなこと言わなくても、15回を終えるころには自然に身についていますよ。

授業概要：
主としてテレビ産業を中心に、最新の事例・データを用い。メディア産業の現状を検証します。

授業目標：
書き表すことのトレーニングを積み重ねることによって、諸君の「まとめる力」「表現する力」の向上を図ります。扱うデータはつねに最新のものです。

どこに行けば新しい数字が出てくるか、どの統計をグラフ化すべきか、資料を扱うセンスを磨きましょう。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。

参考文献：
授業中、適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
メディア社会学は、社会学的思考を自ら実践することを狙いとしています。授業では積極的に参加をして、それぞれの課題を認識し、着実に力をつけて

いきましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会学とは何か 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 社会学的想像力とは 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 Doing SociologyⅠ 実践してみよう 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 Doing SociologyⅡ 街中ウォッチングしてみよう 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 Doing SociologyⅢ 雑誌をつかって分類してみよう 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 情報化社会とは何か 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 情報と私たち 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 メディアリテラシーとは何か 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 メディアリテラシーについて考える 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 文章読解Ⅰ（メディアリテラシー関連文献） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 文章読解Ⅱ（メディアリテラシー関連文献） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 文章読解Ⅲ（メディアリテラシー関連文献） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 文章読解Ⅳ（メディアリテラシー関連文献） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚒年期 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア社会学Ⅰ（Sociology of Media Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 社会学Ⅰ・Ⅱを履修していることが、授業についていくのに役立ちます。

授業概要：
社会学では、“社会的存在としての自己”という重要な視点があるが、現代社会においては、メディアによる影響力への考察は不可欠である。メディアと

社会の関係を学び、メディアが発達した現代社会を生きている我々の生活を、社会学的な視点で把握することを目標とします。

授業目標：
社会学的思考を身につけ、メディアや情報化社会との関わりの中で自分の考えや自己存在をとらえなおすことが出来るような読解力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
配布プリントを使用します。
ニールポストマン「子どもはもういない」新樹社 ￥2,000

参考文献：
授業中、適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
メディア社会学は、社会学的思考を自ら実践することを狙いとしています。授業では積極的に参加をして、それぞれの課題を認識し、着実に力をつけて

いきましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 講義

2 社会学の復習 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

3 前期の履修内容の確認 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

4 子どもはもういない⚑節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

5 子どもはもういない⚒節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

6 子どもはもういない⚓節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

7 子どもはもういない⚔節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

8 子どもはもういない⚕節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

9 子どもはもういない⚖節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

10 子どもはもういない⚗節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

11 子どもはもういない⚘節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

12 子どもはもういない⚙節 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

13 プレゼンテーションⅠ（「子どもはもういない」を使って） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

14 プレゼンテーションⅡ（「子どもはもういない」を使って） 事前：配付資料を読む
事後：考えたことをまとめる 講義

15 まとめ 事前：配付資料を読み直す
事後：振り返り自己評価する 講義

開 講 年 次 ⚒年期 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア社会学Ⅱ（Sociology of Media Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 社会学Ⅰ・Ⅱを履修していることが、授業についていくのに役立ちます。

授業概要：
社会学では、“社会的存在としての自己”という重要な視点があるが、現代社会においては、メディアによる影響力への考察は不可欠である。メディアと

社会の関係を学び、メディアが発達した現代社会を生きている我々の生活を、社会学的な視点で把握することを目標とします。

授業目標：
社会学的思考を身につけ、メディアや情報化社会との関わりの中で自分の考えや自己存在をとらえなおすことが出来るような読解力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「インターネット社会と情報行動－情報・生活スタイル論の試み」

犬塚 先 （ナカニシヤ出版）￥2,700（税込）

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、レポート（85％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 情報行動と社会変容 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 情報行動と社会変容 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 インターネット及び携帯電話の利用と効果 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

5 インターネット及び携帯電話の利用と効果 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

6 情報化文化の生成―地域SNSと若者のネット意識― 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

7 情報化文化の生成―地域SNSと若者のネット意識― 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

8 中間試験 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

9 情報倫理の捉え方Ⅰ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

10 情報倫理の捉え方Ⅱ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

11 情報倫理の捉え方Ⅲ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

12 インターネット社会と流動性Ⅰ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

13 インターネット社会と流動性Ⅱ 事後：復習と課題の作成
事前：テキスト・資料の予習 講義

14 インターネット社会と流動性Ⅲ 事前：作成した課題の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 まとめ 事前：課題の統合的チェック
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア情報論（Information Theory of Media） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岸 康人

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教科書を必ず購入すること

授業概要：
現代はまさに情報化社会で有り、その実相と将来について理解を深めることが大切である。IT（情報通信技術）革命の波は社会、企業・オフィス、家庭、

個人生活のあらゆる分野に著しい変化をもたらしており、インターネットの活用が大きく広がっている。そこで、⑴ 情報化の現状と今後の方向、⑵ イン
ターネット社会の状況、⑶ インターネットの将来、などを実証的に考察する。また、正しい情報活用を行うために情報倫理のあり方も学ぶ。
授業目標：

社会における情報の進行状況を理解し身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
ジャパンタイムズ創刊号（1897年）、明石元国連事務次長等と小生の鼎談

成績評価の方法、評価基準：
情報発信の重要性とメディアの役割、それを育てる国民との相互連携の理解を評価します。

学生へのアドバイス：
上記の「国民」の、特に若者の果たす役割を考えてもらいたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 メディアの特性、役割、歴史 事前：なし
事後：なし 講義

3 新聞 事前：なし
事後：なし 講義

4 放送 事前：なし
事後：なし 講義

5 海外メディア及び特派員 事前：なし
事後：なし 講義

6 我が国初の英字紙 ジャパンタイムズ ⚑ 事前：なし
事後：なし 講義

7 我が国初の英字紙 ジャパンタイムズ ⚒ 事前：なし
事後：なし 講義

8 英語での情報発信の重要性とフォーりんプレスセンター 事前：なし
事後：なし 講義

9 広告 事前：なし
事後：なし 講義

10 外国人市場戦略 事前：なし
事後：なし 講義

11 インバウンドマーケティングと情報発信 事前：なし
事後：なし 講義

12 メディアを目指す人へ（就活、人脈、情報、面接、転職その他） 事前：なし
事後：なし 講義

13 海外を目指す人へ（英語、教養、異文化理解、その他） 事前：なし
事後：なし 講義

14 ディスカッション 事前：なし
事後：なし ディスカッション

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義及び質疑応答

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディアワークショップ（Media Workshop） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立馬 歳郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
各種メディアでの経歴 新聞（ジャパンタイムズ）、放送（毎日放送）、国際（フォーりんプレスセンター）、海外（タイ国バンコク週報）、アカデミズム

（東京大学新聞研究所）―等の特異な経験に基づいて、活字、映像、外国語の情報発信が、受け手にどのような影響を及ばすのか、そして今、情報発信、
特に英語での発信が何故重要なのかを実証的に提起します。同時に、メディアの世界を志す若い世代に幾つかの助言をし、それに基づく議論を予定してい
ます。
授業目標：

我が国の浮沈を左右する情報発信についてその重要性を考えます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義時に提示する。

参考文献：
講義中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と課題提出（15％）、小テスト等（35％）、レポートプログラム（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。15回の授業の初めから、確実に、課題の作業を一つひとつ確認しながら行っていくこと。

（連続して欠席したり、課題を行わずにためておくと、履修を続けることはほとんど困難になります。）
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバスの確認
事後：パソコンの設定確認 講義

2 Linuxを使ってみよう 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

3 シェルって何だろう？ 事前：テキスト・資料の予習
事後：ネットワークの確認 講義

4 シェルの便利な機能 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

5 ファイルとディレクトリ・ファイル操作の基本 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

6 探す、調べる・テキストエディタ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

7 bashの設定・ファイルパーミッションとスーパーユーザ 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

8 中間試験 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

9 プロセスとジョブ・標準入出力とパイプライン 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

10 テキスト処理・正規表現 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

11 高度なテキスト処理・シェルスクリプトを書こう 事前：テキスト・資料の予習
事後：復習と課題の作成 講義

12 シェルスクリプトの基礎知識・シェルスクリプトを活用しよう 事前：模擬試験の確認
事後：復習 講義

13 アーカイブと圧縮・バージョン管理システム 事前：試験の確認
事後：復習と課題の作成 講義

14 ソフトウェアパッケージ 事前：模擬試験の確認
事後：公開した課題の確認 講義

15 最終試験 事前：課題の統合的チェック
事後： 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) UNIXシステム論（UNIX System Theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 舘 秀典

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること

授業概要：
UNIXオペレーティングシステムを通してオペレーティングシステムの実態を理解し、UNIXの背景にある技術、文化、思想について学ぶ。UNIXは現在

広く使われている各種オペレーティングシステムに深く影響を与えている。そのため、ここで身についた知識は広い範囲で応用が可能になる。本授業は
UNIXの使い方を学ぶと言うよりも、その背景にある技術、思想そして文化を含めて考えていくアプローチを得る。実習に関してはUBUNTUを使うことを
前提にしている。
授業目標：

UNIXの理解と構成する技術要素の理解とシステムの流れを理解することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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よ

ゆ

教本：
使用せず。作成したプリント、資料などを使用。

参考文献：
無籐隆 林洋一監修 「史上最強図解 よくわかる発達心理学」 ナツメ社
そのほか、授業中、随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（50％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
将来、親になる人、保育の仕事をしたい人に役立つものにしたい。「人間のなりたち」の基礎に関心を持って「おもしろく」なってほしいので、内容につ

いての希望を積極的に出してほしい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本授業の概要について 事前：
事後：授業における疑問点を整理する 講義

2 生涯発達における幼児・児童期の心理の重要性について 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

3 幼児の家族関係・愛着関係の成立 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

4 幼児の家族関係・愛着関係の発展 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

5 自我の発達 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

6 ことばの発達 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

7 ことばの発達 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

8 ことばの発達と社会性 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

9 認知能力の発達 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

10 遊びの発達 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

11 集団適応と心理発達・・幼児期 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

12 集団適応と心理発達・・学校＊＊ 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

13 交遊関係 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

14 実際の幼児・児童について事例検討 事前：事例検討の対象児を用意する
事後：事例を整理する 実習

15 実際の幼児・児童についての発表と検討 事前：事例発表の準備をする
事後： 討議

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 幼児・児童期の心理（Psychology of Childhood） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 作間 祐子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人間形成の基盤として重要視されている幼児、児童期の心理発達に関する各側面の発達を学ぶ。

授業目標：
幼児・児童期の状態像について発達の各側面から理解できるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、期末レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
和辻哲郎の「風土」を副読本とすること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業計画の説明 事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ ヨーロッパの観光に及ぼしている中東の影響 事前：なし
事後：なし 講義

⚔･⚕ ヨーロッパの観光に及ぼしている地中海の影響 事前：なし
事後：なし 講義

6 観光地としてのギリシャの特性 事前：なし
事後：なし 講義

7 観光地としてのイタリアの特性 事前：なし
事後：なし 講義

⚘～10 観光地としての西欧（ドイツ、フランス、英国）の特性 事前：なし
事後：なし 講義

11 ヨーロッパ観光に果たしたアルプスの役割 事前：なし
事後：なし 講義

12 ヨーロッパにおける温泉リゾートの発達 事前：なし
事後：なし 講義

13 ヨーロッパにおける海浜リゾートの発達 事前：なし
事後：なし 講義

14 ヨーロッパにおけるクルージングの発達 事前：なし
事後：なし 講義

15 授業の総括 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヨーロッパ観光論（Europe Tourism Studies） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 高寺 奎一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光地としてのヨーロッパの特性を、地理的、文化的、歴史的背景から考察する。

授業目標：
観光地としてのヨーロッパの特性と魅力を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Y. Waku & B. Benfield 著 Cultural Walks in Britain（成美堂 ￥1,800）

参考文献：
⚑．増田四郎『ヨーロッパとは何か』（岩波新書 ￥700）
⚒．磐田靖夫『ヨーロッパ思想入門』（岩波ジュニア新書 ￥780）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、課題作成（25％）、定期試験（50％）などで総合評価する。

学生へのアドバイス：
視覚的に西欧の文化を捉えたり、音楽を聴いたりするのも、彼らのものの見方を理解するのに役立ちます。さまざまな国や民族について共通のところや

異なるところがよくわかると思います。映像や音楽を楽しんで受講してもらえたら、と思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 序論 ヨーロッパと英語 事前：ハンドアウト
事後：ハンドアウト 講義

2 連合王国とはどの国のことか？ 事前：p.2
事後：p.3 講義

3 湖水地方 事前：pp.6-7
事後：p.8 講義

4 ベアトリクス・ポッターとピーター・ラビット 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

5 悲劇『ロミオとジュリエット』とシェイクスピア 事前：pp.11-12
事後：p.13 講義

6 ロンドン 事前：pp.16-17
事後：p.18 講義

7 文化的遺産ストーンヘンジ 事前：pp21-22
事後：p.23 講義

8 オックスフォードとケンブリッジ 事前：pp.31-32
事後：p.33 講義

9 英国の学生生活 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

10 エディンバラ 事前：ハンドアウト
事後：リスニング 講義

11 リバプール 事前：pp.61-62
事後：p.63 講義

12 ロビン・フッドの伝説 事前：pp.76-77
事後：p.78 講義

13 ポップス：歌詞を楽しもう 事前：pp.81-82
事後：p.83 講義

14 アイルランド共和国 事前：pp.91-92
事後：p.93 講義

15 Review 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヨーロッパ文化研究（European Study） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパ文化の中でも、特に英国に焦点を当てます。学生の皆さんがすでに聞いたことがあるような地域や文化を取り上げ、テキストを読んで、その

内容について考えます。副教材として、毎回DVD教材などを用いて、目で見て生の英語を聞く時間も作ります。補助教材のハンドアウトも配布しますの
で、英語のリスニングに自信がなくても要点を聞き取ることができます。
授業目標：

英国について学びながら、広くヨーロッパへの理解を深めることが目標です。折に触れてディスカッションを入れて、その項目について、授業の目標が
達成されているか確認します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Y. Waku & B. Benfield 著 Cultural Walks in Britain（成美堂 ￥1,800）

参考文献：
⚑．増田四郎『ヨーロッパとは何か』（岩波新書 ￥700）
⚒．磐田靖夫『ヨーロッパ思想入門』（岩波ジュニア新書 ￥780）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小レポート等（25％）、定期試験（50％）など総合評価する。

学生へのアドバイス：
視覚的に西欧の文化を捉えたり、音楽を聴いたりするのも、彼らのものの見方を理解するのに役立ちます。さまざまな国や民族について共通のところや

異なるところがよくわかると思います。映像や音楽を楽しんで受講してもらえたら、と思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction to Europe 事前：p.1
事後：ハンドアウト 講義

2 The United Kingdom 事前：p.2
事後：p.3 講義

3 The Lake District 事前：pp.6-7
事後：p.8 講義

4 Beatrix Potter and The Tale of Peter Rabbit 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

5 Shakespeare and the play Romeo and Juliet 事前：pp.11-12
事後：p.13 講義

6 London through the Ages 事前：pp.16-17
事後：p.18 講義

7 Wessex and Stonehenge 事前：pp.21-22
事後：p.23 講義

8 Oxford and Cambridge 事前：pp.31-32
事後：p.33 講義

9 A British University Student 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

10 Edinburgh 事前：pp.81-82
事後：pp.83 講義

11 Liverpool 事前：pp.61-62
事後：p.63 講義

12 Robin Hood 事前：pp.76-77
事後：p.78 講義

13 Pops: Enjoy the lyrics 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

14 The Republic of Ireland 事前：p.91-92
事後：p.93 講義

15 Review 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヨーロッパ文化研究Ａ（European Study A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパ文化の中でも、特に英国に焦点を当てます。学生の皆さんがすでに聞いたことがあるような地域や文化を取り上げ、テキストを読んで、その

内容について考えます。副教材として、毎回DVD教材などを用いて、目で見て生の英語を聞く時間も作ります。補助教材のハンドアウトも配布しますの
で、英語のリスニングに自信がなくても要点を聞き取ることができます。
授業目標：

英国について学びながら、広くヨーロッパへの理解を深めることが目標です。折に触れてディスカッションを入れて、その項目について、授業の目標が
達成されているか確認します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Y. Waku & B. Benfield 著 Cultural Walks in Britain（成美堂 ￥1,800）

参考文献：
⚑．増田四郎『ヨーロッパとは何か』（岩波新書 ￥700）
⚒．磐田靖夫『ヨーロッパ思想入門』（岩波ジュニア新書 ￥780）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小レポート等（25％）、定期試験（50％）などで総合評価する。

学生へのアドバイス：
視覚的に西欧の文化を捉えたり、音楽を聴いたりするのも、彼らのものの見方を理解するのに役立ちます。さまざまな国や民族について共通のところや

異なるところがよくわかると思います。映像や音楽を楽しんで受講してもらえたら、と思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction to the United Kingdom and Winchester 事前：pp.1-2
事後：p.3 講義

2 Winchester 事前：pp.26-27
事後：p.28 講義

3 Jane Austin 事前：pp.36-37
事後：p.38 講義

4 Canterbury 事前：pp.41-42
事後：p.43 講義

5 Anglican Church (Anne of Thousand Days) 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

6 Manchester 事前：pp.46-47
事後：p.48 講義

7 Sherlock Holmes 事前：pp.51-52
事後：p.53 講義

8 London 事前：pp.51-52
事後：p.53 講義

9 Glastonbury and Stonehenge 事前：pp.56-57
事後：p.58 講義

10 The Midlands 事前：pp.66-67
事後：p.68 講義

11 Yorkshire 事前：pp.71-72
事後：p.73 講義

12 Brontë Sisters  The Secret Garden 事前：ハンドアウト
事後：ハンドアウト 講義

13 Scotland and great thinkers 事前：pp.86-87
事後：p.88 講義

14 Irish Americans 事前：pp.96-97
事後：p.98 講義

15 Review 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ヨーロッパ文化研究Ｂ（European Study B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパ文化の中でも、特に英国に焦点を当てます。学生の皆さんがすでに聞いたことがあるような地域や文化を取り上げ、テキストを読んで、その

内容について考えます。副教材として、毎回DVD教材などを用いて、目で見て生の英語を聞く時間も作ります。補助教材のハンドアウトも配布しますの
で、英語のリスニングに自信がなくても要点を聞き取ることができます。
授業目標：

英国について学びながら、広くヨーロッパへの理解を深めることが目標です。折に触れてディスカッションを入れて、その項目について、授業の目標が
達成されているか確認します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『松陰と幕末・明治の志士たち』長谷川勤著 NHK出版

参考文献：
⚑．『留魂録』古川薫著・講談社学術文庫
⚒．『吉田松陰』海原徹・ミネルヴァ書房

その他は随時提示する。
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
『教本』を必ず事前に読んでおくこと。予習してない学生は理解が困難です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。授業終了後15分程度非常勤控室で待機。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 松蔭大学の建学精神と理念 事前：なし
事後：プリント配布 講義

2 吉田松陰の生涯 ① 前半生 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

3 吉田松陰の生涯 ② 後半生 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

4 原典輪読「士規七則」・「松下村塾記」 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

5 松蔭大学の校是・「知行合一」について 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

6 吉田松陰の行動背景を学ぶ 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

7 吉田松陰の時代認識と「水戸学」 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

8 吉田松陰の「草莽崛起」とは 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

9 「安政の大獄」の原因と展開 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

10 日本の幕末史と世界史との関連 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

11 『留魂録』の世界を学ぶ 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

12 明治維新とは何か 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

13 日本人としての誇りについて 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

14 吉田松陰の「立志」・「実践」について 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

15 私立大学に学ぶことの意義について 事前：配布したプリント
事後：プリント配布 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 吉田松陰論（Yosida Shouin） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 長谷川 勤

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本学の教育理念である「知行合一」を実践した吉田松陰について、その短い生涯を時代との関連に於て考察し、本学で学ぶ意義と誇りを修得する。
吉田松陰の人間形成とその行動の軌跡を考察していくが、特に松陰が主宰した「松下村塾」において塾生をどのように指導したかを学び、その教育効果

と人間形成の在り方を考え、松陰の思想や現代的意義について理解を深める。
授業目標：
⚑．吉田松陰の感化力が優れていた理由を理解する。（松下村塾での人間教育）
⚒．日本の西欧からの「植民地化」へんぽ危機感が、塾生に奮起させたが、その起爆剤となった「松陰精神」を理解する。
⚓．短期間の教育で、明治期の国家指導者をおおく輩出した者は何であったかを理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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り

教本：
なし。

参考文献：
リスク危機マネジメントのすすめ（宮林正恭、丸善出版）
また、必要に応じ授業において追加指示する。

成績評価の方法、評価基準：
中間レポート（30％）、期末レポートまたは試験（40％）、演習（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ビジネスの世界は常に動いている。それを題材にするので、社会の経済ニュースに常に関心を持って新聞、テレビ、SNS、雑誌などにより、情報を入手し、

理解するように努めてほしい。
オフィスアワー：

別途掲示される予定になっているのでその時間帯に来てください。可能な限り、電話またはショートメールで事前に連絡をくれるとありがたい。
連絡先：080-4732-3423 メールドレス：mmiyabas@shoin-u.ac.jp、研究室 3810室。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
経営におけるリスクおよび危機の存在

事前：
事後： 講義

2 経営の際のリスクマネジメント
事業継続マネジメント

事前：予習
事後：復習 講義

3 ガバナンスリスク（その発現、内部統制、監査システム） 事前：予習
事後：復習 講義

4 人に絡むリスク 事前：予習
事後：復習 講義

5 市場リスク 事前：予習
事後：復習 講義

6 投資リスク 事前：予習
事後：復習 講義

7 技術関連リスク 事前：予習
事後：復習 講義

8 環境・社会関連、リスク 事前：予習
事後：復習 講義

9 災害リスク 事前：予習
事後：復習 講義

10 未来社会リスク 事前：予習
事後：復習 講義

11 リスクの取り扱いに関する考え方 事前：予習
事後：復習 講義

12 リスクの取り扱いの方法論 事前：予習
事後：復習 講義

13 リスクへの備え
(危機マニュアル、リスクファイナンス、リスクコミュニケーション、リスク監視）

事前：予習
事後：復習 講義

14 企業（組織）の危機時の行動のあり方 事前：予習
事後：復習 講義

15 全体のまとめ 事前：予習
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 前期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) リスク・マネジメント論Ⅰ（Risk Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宮林 正恭

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

ビジネスには、リスクはつきものである。また、大きな収益を狙おうとすれば、より高いリスクを許容せざるを得ないのが通常である。リスクは発現し
危機となる可能性であるから、ビジネスにおいては、時には危機となることもありうる。この授業では、ビジネスに於ける、リスク・コントロールなどリ
スクの取り扱いの仕方、リスクのある状況の中での組織の運営、そして、万一、危機が発生したときの経営の仕方やあり方ならびにその関連事項について
学ぶ。なお、本年度、かなり大幅の内容の改訂を行っている。

授業目標：①経営におけるリスクと危機の概念を理解する。
②経営におけるリスクや危機はどのようなものがあり、それらがどのような特性を持っているか理解する。
③経営におけるリスクや危機をどのようにコントロールするかを理解する。
④リスクを低減するためのマネジメント手法および危機になった時の行動の仕方について理解する。
⑤リスクコミニュケーション、クライシスコミュニケーションなどリスクや危機に際しての対外関係のあり方の理解をする。
⑥その他、経営におけるリスクや危機に関する関連事項を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 後期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) リスク・マネジメント論Ⅱ（Risk Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宮林 正恭

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
金融ビジネスにおいては、リスクマネジメントはあらゆる活動における共通する根幹である。この授業では金融ビジネスにおけるリスクマネジメントの

基本的考え方を理解したうえで、金融に伴うリスクの取り扱いについての基礎的知識を学ぶ。

授業目標：
金融経済における専門を学ぶための共通的基盤として、金融に伴うリスクの取り扱いの基礎的素養を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
リスク危機マネジメントのすすめ 宮林正恭著 丸善出版

参考文献：
授業の途中で指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業への積極的な参加およびその内容（40％）、提出物の提出（30％）、最終レポート（30％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
昨年度の経験からいままでの授業のやり方及び内容を根本的に変更することとしています。概念や原理的事項、背景にある考え方、考慮事項などを理解

することを楽しみ、リスク危機管理の手法を活用する能力を身に着けてください。そしてそれを人生の処し方に生かしてほしいものです。

オフィスアワー：
別途掲示される予定になっているのでその時間帯に来てください。可能な限り、電話またはショートメールで事前に連絡をくれるとありがたい。
連絡先：080-4732-3423 メールドレス：mmiyabas@shoin-u.ac.jp、研究室 3810室。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
オリエンテーション（授業の進め方、授業に臨む際の心構え等）
金融ビジネスにおけるリスクマネジメントの位置づけ
金融ビジネスにおけるリスクとは？

事前：予習
事後：復習 講義

2 金融ビジネスにおけるリスクの取り扱いの考え方 事前：予習
事後：復習 講義

3 金融組織における金融リスク取り扱いの方法論 事前：予習
事後：復習 講義

4 Value at Risk 事前：予習
事後：復習 講義および演習

5 市場リスク⚑ 株式投資 事前：予習
事後：復習 講義および演習

6 市場リスク⚒ 債券投資 事前：予習
事後：復習 講義および演習

7 市場リスク⚓ 為替リスク 事前：予習
事後：復習 講義および演習

8 市場リスク⚔ その他の市場リスク（デリバティブなど） 事前：予習
事後：復習 講義および演習

9 市場リスクのVaR 事前：予習
事後：復習 講義および演習

10 信用リスク概論、デフォルト 事前：予習
事後：復習 講義および演習

11 デフォルト 事前：予習
事後：復習 講義

12 異なる融資、投資対象の信用リスク 事前：予習
事後：復習 講義

13 リレーショナルリスク、流動性リスク、モデルリスクなど 事前：予習
事後：復習 講義

14 統合リスク管理 事前：予習
事後：復習 講義

15 まとめ 事前：予習
事後：復習 講義
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教本：
授業内容は右記に示す参考書全般に亘るが、各授業毎に配布す

る授業内容を要約したレジュメを教本とする。

参考文献：
⚑．加藤司・石原武政「流通体系⚔ 地域商業の競争構造」中央経済社、2009年
⚒．日本農業市場学会「食料・農産物の流通と市場Ⅱ」筑波書房、2008年
⚓．加藤義忠・佐々木保幸・真部和義「小売商業政策の展開」同文館出版、2006年
⚔．森下二次也「商業経済論の体系と展開」千倉書房、1994年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
試験は参考書、ノート類は一切持ち込み不可。期末試験の他に小試験を行うので、各授業ごとに配布する教本（レジュメ）と参考書によって予習・復習

を行い、授業内容を整理することが必要である。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業のすすめ方と教本・参考書の案内） 事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ ⚑．商業の歴史的展開
⑴ 自給自足から物々交換 ⑵ 商品の使用価値と価値

事前：教本レジュメ（No.1）
事後：本日の授業内容 講義

4 ⑶ 商品流通と商品の交換 事前：教本レジュメ（No.2）
事後：本日の授業内容 講義

5 ⑷ 貨幣による交換と貨幣の機能 事前：第⚔回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

6 ⑸ 商品流通の矛盾と商人の出現 事前：教本レジュメ（No.3）
事後：本日の授業内容 講義

7 ⑹ 商業学説 事前：第⚖回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

8 前半授業の小括と小テスト 事前：第⚑～⚗回授業の内容
事後：なし 講義

9 ⚒．商業資本
⑴ 商品買取資本と商業信用

事前：教本レジュメ（No.4）
事後：本日の授業内容 講義

10 ⑵ 売買操作資本 事前：第⚙回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

11 ⑶ 危険準備資本 事前：教本レジュメ（No.5）
事後：本日の授業内容 講義

12 ⚓．商業の存立基盤（ホールの法則） 事前：第11回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

13･14 ⚔．社会的総資本と商業利潤
⑴ 生産価格の法則 ⑵ 商業利潤の成立

事前：教本レジュメ（No.6）
事後：本日の授業内容 講義

15 ⚕．商品過剰と市場問題 事前：教本レジュメ（No.7）
事後：第⚑～14回授業の内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論（Distribution Economics Theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐々木 悟

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
商品の誕生した古代より商人（商業資本）は商業を通して流通に介在して、歴史とともにその性格、機能を大きく変えてきた。とりわけ、19世紀の資本

主義の展開とともに近代的商人として、流通過程そのものを社会的に効率化し、それを通して社会的総資本にとっての利潤増大に寄与する機能を大きく拡
大してするとともに、現代においては産業のボーダレス化を背景に金融、サービス、製造など様々なビジネスチャンスを求めて他産業に進出して機能を多
角化し、商人を商業という特定の産業で規定することが困難になってきている。本授業では、商業の歴史的展開と商業資本の理論的学習を通して現代商業
の諸相を学習し、人口密集地帯の大都市部では、商業資本の総体的機能が発揮され、価値増殖にとっての制限をなくす流通過程の社会的縮小、すなわち流
通時間の短縮と流通費用の節減が実現され、大規模小売商の流通支配がすすむ一方、地方都市の中心市街地や農村部の集落では中小零細小売商が撤退して、
高齢者、交通弱書、非健常者らから構成される買い物難民が析出されている現状を分析し、その対応を考察する。
授業目標：

商業の歴史的展開の把握と商業資本の理論的学習を通して、現代商品流通の矛盾への分析能力と対応の考察力を養成すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント等を適宜配布する。

参考文献：
「流通の基本知識」評言社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚖回以上欠席した学生は定期試験を受験することができない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

2 流通の機能 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

3 流通の機能 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

4 流通の仕組み ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

5 流通の仕組み ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

6 流通と物流 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

7 流通と物流 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

8 流通とIT ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

9 流通とIT ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

10 流通とIT ③ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

11 流通とマーケティング ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

12 流通とマーケティン グ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

13 流通とマーケティング ③ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

14 流通関連法規 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

15 流通関連法規 ② 事前：前回までの配布資料を読む
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論（Distribution Economy Theory） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
流通を学ぶには、流通独特の言葉、言い回しがあり、正確に理解する事が大切です。流通の基本知識と最新の情報を学びます。

授業目標：
流通とは「生産から消費にいたる財の流れ、あるいはその流れを実現する経済活動」の事ですが、21世紀の流通ビジネスは大きく変わろうとしています。

IT（情報技術）革命によって流通のさまざまな分野で変革が迫られています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業のすすめ方と教本・参考書の案内） 事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ ⚑．商業の歴史的展開
⑴ 自給自足から物々交換 ⑵ 商品の使用価値と価値

事前：教本レジュメ（No.1）
事後：本日の授業内容 講義

4 ⑶ 商品流通と商品の交換 事前：教本レジュメ（No.2）
事後：本日の授業内容 講義

5 ⑷ 貨幣による交換と貨幣の機能 事前：第⚔回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

6 ⑸ 商品流通の矛盾と商人の出現 事前：教本レジュメ（No.3）
事後：本日の授業内容 講義

7 ⑹ 商業学説 事前：第⚖回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

8 前半授業の小括と小テスト 事前：第⚑～⚗回授業の内容
事後：なし 講義

9 ⚒．商業資本
⑴ 商品買取資本と商業信用

事前：教本レジュメ（No.4）
事後：本日の授業内容 講義

10 ⑵ 売買操作資本 事前：第⚙回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

11 ⑶ 危険準備資本 事前：教本レジュメ（No.5）
事後：本日の授業内容 講義

12 ⚓．商業の存立基盤（ホールの法則） 事前：第11回授業で指示
事後：本日の授業内容 講義

13･14 ⚔．社会的総資本と商業利潤
⑴ 生産価格の法則 ⑵ 商業利潤の成立

事前：教本レジュメ（No.6）
事後：本日の授業内容 講義

15 ⚕．商品過剰と市場問題 事前：教本レジュメ（No.7）
事後：第⚑～14回授業の内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論Ⅰ（Distribution Economics Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐々木 悟

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
商品の誕生した古代より商人（商業資本）は商業を通して流通に介在して、歴史とともにその性格、機能を大きく変えてきた。とりわけ、19世紀の資本

主義の展開とともに近代的商人として、流通過程そのものを社会的に効率化し、それを通して社会的総資本にとっての利潤増大に寄与する機能を大きく拡
大してするとともに、現代においては産業のボーダレス化を背景に金融、サービス、製造など様々なビジネスチャンスを求めて他産業に進出して機能を多
角化し、商人を商業という特定の産業で規定することが困難になってきている。本授業では、商業の歴史的展開と商業資本の理論的学習を通して現代商業
の諸相を学習し、人口密集地帯の大都市部では、商業資本の総体的機能が発揮され、価値増殖にとっての制限をなくす流通過程の社会的縮小、すなわち流
通時間の短縮と流通費用の節減が実現され、大規模小売商の流通支配がすすむ一方、地方都市の中心市街地や農村部の集落では中小零細小売商が撤退して、
高齢者、交通弱書、非健常者らから構成される買い物難民が析出されている現状を分析し、その対応を考察する。
授業目標：

商業の歴史的展開の把握と商業資本の理論的学習を通して、現代商品流通の矛盾への分析能力と対応の考察力を養成すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
授業内容は右記に示す参考書全般に亘るが、各授業毎に配布す

る授業内容を要約したレジュメを教本とする。

参考文献：
⚑．加藤司・石原武政「流通体系⚔ 地域商業の競争構造」中央経済社、2009年
⚒．日本農業市場学会「食料・農産物の流通と市場Ⅱ」筑波書房、2008年
⚓．加藤義忠・佐々木保幸・真部和義「小売商業政策の展開」同文館出版、2006年
⚔．森下二次也「商業経済論の体系と展開」千倉書房、1994年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
試験は参考書、ノート類は一切持ち込み不可。期末試験の他に小試験を行うので、各授業ごとに配布する教本（レジュメ）と参考書によって予習・復習

を行い、授業内容を整理することが必要である。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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教本：
プリント等を適宜配布する。

参考文献：
「流通の基本知識」評言社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚖回以上欠席した学生は定期試験を受験することができない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

2 流通の機能 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

3 流通の機能 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

4 流通の仕組み ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

5 流通の仕組み ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

6 流通と物流 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

7 流通と物流 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

8 流通とIT ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

9 流通とIT ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

10 流通とIT ③ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

11 流通とマーケティング ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

12 流通とマーケティング ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

13 流通とマーケティング ③ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

14 流通関連法規 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

15 流通関連法規 ② 事前：前回までの配布資料を読む
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論Ⅰ（Distribution Economy Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
流通を学ぶには、流通独特の言葉、言い回しがあり、正確に理解する事が大切です。流通の基本知識と最新の情報を学びます。

授業目標：
流通とは「生産から消費にいたる財の流れ、あるいはその流れを実現する経済活動」の事ですが、21世紀の流通ビジネスは大きく変わろうとしています。

IT（情報技術）革命によって流通のさまざまな分野で変革が迫られています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業のすすめ方と教本・参考書の案内） 事前：なし
事後：なし 講義

2 ⚑．流通と商業
⑴ 流通懸隔と架橋の機能

事前：教本レジュメ（No.1）
事後：本日の授業内容 講義

3 ⑵ 商業の段階分化と機能分化 事前：教本レジュメ（No.1）
事後：本日の授業内容 講義

⚔･⚕ ⚒．卸売商業のマーチャンダイジングⅠ
⑴ 需給調整機能 ⑵ 情報伝達機能

事前：教本レジュメ（No.2）
事後：本日の授業内容 講義

⚖･⚗ ⑶ 金融機能 ⑷ リスク分散機能 事前：教本レジュメ（No.3）
事後：本日の授業内容 講義

⚘･⚙ ⚓．卸売業のマーチャンダイジングⅡ
⑸ 物流機能 ⑹ アソートメント機能

事前：教本レジュメ（No.4）
事後：本日の授業内容 講義

10 ⑺ リテールサポート機能 事前：教本レジュメ（No.5）
事後：本日の授業内容 講義

11 ⚔．現代卸売業の諸相と中間商人排除 事前：教本レジュメ（No.5）
事後：本日の授業内容 講義

12 授業の小括と小テスト 事前：教本レジュメNo.1～5
事後：なし 講義

13･14 ⚕．小売商業のマーチャンダイジング
⑴ 流通と小売商業の特性 ⑵ 業種と業態

事前：教本レジュメ（No.6）
事後：本日の授業内容 講義

15 授業の総括 事前：教本レジュメ（No.7）
事後：本日の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論Ⅱ（Distribution Economics Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐々木 悟

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
流通経済、特に商業は我々の経済生活に不可欠の部門であり、我々はメーカーの商品（販売を目的に生産された財やサービス）を購入・消費して生活を

営んでいる。生産と消費は流通を媒介として結びついており、商品の所有権の移転に関わる商流を担う業が商業であり、商人のマーチャンダイジング機能
は我々の消費生活の豊かさの向上にとってますます重要性を増している。しかし、中小零細店の閉鎖、大規模小売店の郊外出店等により、地方都市では中
心市街地の空洞化、地方農村では限界集落化が顕著になり、夥しい買い物難民が醸成されつつある。

本授業では流通経済を主導する段階別に商業の機能を明らかにし、卸売業、小売業の業態別にみたダイナミックスな展開を統計資料や日経MJ等のマス
メディアの報道を通して学びながら、商業の社会的責任の側面から現代商業の現状と課題を考察する。
授業目標：

商業の社会的役割は、各生産者が顧客の需要・欲求に対応した製品計画によって造った商品を、需要者が存立する適正な場所に、適正な時期に、適正な
数量で、かつ適正な価格で供給することである。商品流通の川中、川下を担う卸売業、小売業の取引に焦点を当て、商業の社会的役割と商人（商業資本）
のマーチャンダイジング機能を検証し、理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
授業内容は右記に示す参考書全般に亘るが、各授業毎に配布す

る授業内容を要約したレジュメを教本とする。

参考文献：
⚑．石井淳蔵・向井雅夫『シリーズ流通体系⚑ 小売業の業態革新』中央経済社、

2009年
⚒．服部吉伸『よくわかるこれからのマーチャンダイジング』同文館出版、2009年
⚓．加藤義忠・佐々木保幸・真部和義『小売商業政策の展開』同文館出版、2006年
⚔．田島義博『マーチャンダイジングの知識』日経文庫、2004年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
試験は参考書、ノート類は一切持ち込み不可。期末試験の他に小試験を行うので、各授業ごとに配布する教本（レジュメ）と参考書によって予習・復習

を行い、授業内容を整理することが必要である。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。



4年次用シラバス-15  Page 32 19/03/15 15:51

532

教本：
プリント等を適宜配布する。

参考文献：
「ストア・プロデューサーハンドブック」誠文堂新光社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚖回以上欠席した学生は定期試験を受験することができない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

2 ストア・プロデュースとは 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

3 ストア・コンセプトと経営理念 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

4 ストア・コンセプトと経営理念 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

5 ストア・コンセプトとマーケティング ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

6 ストア・コンセプトとマーケティング ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

7 ストア・コンセプトからストア・アザーションへ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

8 ストア・アザーションの要素 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

9 ストア・アザーションの要素 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

10 ストア・アザーションの要素 ③ 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

11 購買心理と店舗運営 ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

12 購買心理と店舗運営 ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

13 インストアマーチャンダイジング ① 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

14 インストアマーチャンダイジング ② 事前：前回の配布資料を読む
事後：今回の配布資料の読み返し 講義

15 「FSP」 事前：前回までの配布資料を読む
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 流通経済論Ⅱ（Distribution Economy Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
流通を学ぶには、流通独特の言葉、言い回しがあり、正確に理解する事が大切です。流通の基本知識と最新の情報を学びます。

授業目標：
流通とは「生産から消費にいたる財の流れ、あるいはその流れを実現する経済活動」の事ですが、21世紀の流通ビジネスは大きく変わろうとしています。

IT（情報技術）革命によって流通のさまざまな分野で変革が迫られています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
廣岡裕一他著「変化する旅行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しく学ばなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 旅行業の成り立ち ✅：
近代旅行業、業界勢力図、業界トレンドなど考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 旅行業の成り立ち ✆：
旅行業法、企画旅行と手配旅行の違いを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 旅行業の成り立ち ✇：
旅行企画、ソリューション営業、イベント・コンベンションなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 旅行業の成り立ち ✈：
旅行業のやりがい、転職・独立、職種などについて考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 旅行業界がわかる ✅：
国内・海外旅行市場、個人旅行、団体旅行、訪日外国人旅行、ネット販売などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 旅行業界がわかる ✆：
パッケージ旅行、格安航空券、多角化経営、業界概略などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 旅行業界がわかる ✇：
専門特化型旅行社、ネット旅行社、楽天トラベル、HISなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 旅行業界がわかる ✈：
クルーズ、ロングステイ、海外旅行先ランキングなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 旅行業界がわかる ✉：
ロケ地巡り、海外ウエディング、スポーツ観戦、バリアフリーなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 旅行業界がわかる ✊：
シニアツアー、新コンセプト旅行、チャーター便、インターネット直販などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12
旅行業界がわかる ✋：

バーシャルカウンター、ダイナミックパッケージ、エクスペディア、グローバル観光
戦略などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 クラブツーリズムの経営 ✅：
旅の通販、添乗の活用などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 クラブツーリズムの経営 ✆：
同社のデータマーケティング､旅の友､ミッション経営､企業の社会貢献などを考察する｡

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 星野リゾート研究：
ホテル、旅館の経営立て直しのための戦略を研究する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行会社経営論Ⅰ（Travel Business Management Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
映像でイメージを掴み、旅行業現状を理解し、新たなビジネスモデルを模索する。

授業目標：
旅行業の経営がわかり、新たな発展の方策を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
廣岡裕一他著「変化する旅行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しく学ばなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 旅行企画の方法 ✅：
海外旅行の未来戦略、観光立国、ツアープランナー、脱価格競争などを考察する。

事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義

2 旅行企画の方法 ✆：
情報収集、現地調査、SIT、政府観光局との共働などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 旅行企画の方法 ✇：
パッケージツアーの創り方、理性と感情に訴える旅行パンフレットの作り方などを考える｡

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 旅行企画の方法 ✈：
顧客満足、広報活動、ツアコン、ツアー価格などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5
旅行企画の方法 ✉：

日本人の英語、観光局との共働、コミュニティ・ツーリズム、サステナブル・ツーリ
ズムなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 訪日外国人ビジネス：
日本のインバウンド、観光立国、クールジャパン、ゴールデンルートなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 ビジネスモデル ✅：
メディア販売、航空のグローバルアライアンスなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 ビジネスモデル ✅：
JTBの世界戦略を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 ビジネスモデル ✅：
店頭販売における低価格販売、付加価値創造、経験価値マーケティングなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 ビジネスモデル ✅：
メディカル・ツーリズム、まちづくりなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 ビジネスモデル ✅：
ホテル、テーマパーク、癒しブームなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 カジノ運営：
インテグレイテッド・リゾート、カジノ解禁のメリット・デメリットを考える。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 イベント＆コンベンション ✅：
国際会議と博覧会、ショーオーガナイザー、博覧会プロデューサーなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 イベント＆コンベンション ✆：
MICE市場、PCO、イベント・オーガナイザーなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 旅行業の課題：
市場の変化、成熟社会、マスーツーリズムなど、を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行会社経営論Ⅱ（Travel Business Management Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 旅行業Ⅰを同時履修か、過去に履修したことがある。

そ の 他 なし

授業概要：
映像でイメージを掴み、旅行業現状を理解し、新たなビジネスモデルを模索する。

授業目標：
旅行業の経営がわかり、新たな発展の方策を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義時にプリントを配布する。

参考文献：
授業時に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（60％）、平常点（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
復習を行うこと、欠席をしないことを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 旅行業法 事前：なし
事後：資料の精読 講義

3 旅行業約款 事前：なし
事後：資料の精読 講義

4 運送・宿泊約款 事前：なし
事後：資料の精読 講義

5 鉄道 事前：なし
事後：資料の精読 講義

6 宿泊・客船 事前：なし
事後：資料の精読 講義

7 航空 事前：なし
事後：資料の精読 講義

8 国内観光地理⚑ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

9 国内観光地理⚒ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

10 国内観光地理⚓ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

11 国内観光地理⚔ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

12 国内観光地理⚕ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

13 日本文化 事前：なし
事後：資料の精読 講義

14 世界遺産 事前：なし
事後：資料の精読 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行業務基礎Ⅰ（Travel Business Basic Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
解説し、過去の問題を解きながら理解を深める。

授業目標：
毎年⚙月に行われる国家試験「国内旅行業務取扱管理者試験」合格基準点の取れるレベルの知識と理解力を持つことを目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義時にプリントを配布する。

参考文献：
授業時に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（60％）、平常点（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
復習を行うこと、欠席をしないことを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 国際航空運賃 事前：なし
事後：資料の精読 講義

3 出入国法令と実務⚑ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

4 出入国法令と実務⚒ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

5 出入国法令と実務⚓ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

6 海外旅行実務⚑ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

7 海外旅行実務⚒ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

8 海外観光地理⚑ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

9 海外観光地理⚒ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

10 海外観光地理⚓ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

11 海外観光地理⚔ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

12 海外観光地理⚕ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

13 海外観光地理⚖ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

14 海外観光地理⚗ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：資料の精読 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行業務基礎Ⅱ（Travel Business Basic Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
解説し、過去の問題を解きながら理解を深める。

授業目標：
「総合旅行業務取扱管理者試験」の「海外旅行実務」を取り上げ、国家試験の合格を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．高橋秀夫著「クラブツーリズム研究」毎日新聞社 ￥1,800＋税
⚒．廣岡裕一他著「変化す旅行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
旅行業界で活躍したい人、旅行好きの人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

2 旅行業概観：
旅行業の歴史や旅行業の意義や機能などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 旅行業とは：
旅行業法上の旅行業や旅行業の現状などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 旅行市場：
国内旅行・海外旅行・訪日外国人の市場規模、旅行会社の課題などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 旅行業経営：
日本の旅行業の経営特質や問題点などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 販売戦略：
旅行業の商品とその販売方法や店舗政策などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 商品部門別業務：
国内旅行、海外旅行の部門別業務内容などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 販売形態：
店頭販売、団体営業、メディア販売などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 主要市場における営業活動 ✅：
パッケージツアー、教育旅行、業務旅行、視察旅行などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 主要市場における営業活動 ✆：
イベント・コンベンション、海外ウエディング・マーケットなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 業務別にみた営業内容：
ホールセラー、リテーラー、ツアーオペレーターなどの営業を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 旅行業のマーケティング：
旅行業のマーケティングの特徴を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 旅行業関連法令：
旅行業法の変遷、旅行業約款などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 ニューツーリズムとは：
エコツーリズム、グリーンツーリズム、産業観光などを理解する

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 観光政策と観光：
観光行政、観光立国宣言、観光基本法などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行業論Ⅰ（Travel Industry Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
映像によりイメージを掴んだ上で、旅行業を概括し、旅行業に特有な経営形態や商品の特性を理解し、その商品がどのように企画・造成され、どのよう

な市場で、どのように販売されているかを把握する。更に、旅行業に関わる法律が消費者をどのように保護しているかを考察する。

授業目標：
旅行業経営と商品特性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．高橋秀夫著「クラブツーリズム研究」毎日新聞社 ￥1,800＋税
⚒．廣岡裕一他著「変化す旅行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
旅行業界で活躍したい人、旅行好きの人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 旅行業界を取り巻く環境 ✅：
LCCのビジネス・モデル、アウトバウンドとインバウンドの状況など

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

2 旅行業界を取り巻く環境 ✆：
旅行商品の特性や流通の仕組みなどを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

3 旅行業界を取り巻く環境 ✇：
旅の⚓要素、旅行商品の特性、旅行会社の機能などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

4 旅行業界を取り巻く環境 ✈：
旅行業の現状、旅行会社の経営状況などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

5 旅行業界を取り巻く環境 ✉：
ホールセラー会社、インターネットネット販売などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

6 売れる旅行商品 ✅：
旅行商品の⚗つの構成要素とその組み合わせ方法などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

7 売れる旅行商品 ✆：
シーズンとオフの戦略、顧客価値経営、価格競争、チャーター便など

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

8 旅行とエアライン ✅：
航空機のダウンサイジング、スカイトレイン、セーバー運賃などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

9 旅行業の将来：
海外旅行マーケティングの変遷、ビジネス・モデルの変化、MICE市場などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

10 国際ホテル利用法：
国際ホテル利用のための、英語表現法を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

11 旅行の法律 ✅：
独占禁止法、景品表示法、白夜事件などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

12 旅行の法律 ✆：
旅行契約をめぐるトラブルと解決法などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

13 ディズニーランドのCS：
強さの秘密、新しいアトラクションの建設など、感動の経営を考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

14 国際観光：
ハードパワーとソフトパワー、観光立国とは何かを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

15 旅行業の課題と展望：
市場の変化、クラブツーリズムの経営などを考察する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 旅行業論Ⅱ（Travel Industry Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 旅行業Ⅰを同時履修か、過去に履修したことがある。

そ の 他 なし

授業概要：
映像によりイメージを掴んだ上で、旅行業を概括し、旅行業に特有な経営形態や商品の特性を理解し、その商品がどのように企画・造成され、どのよう

な市場で、どのように販売されているかを把握する。更に、旅行業に関わる法律が消費者をどのように保護しているかを考察する。

授業目標：
旅行業経営と商品特性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
下山晴彦監修 面白いほどよくわかる！臨床心理学 西東社

参考文献：
授業中に随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（50％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身のありようを理解しなおし、他者を支援する際の心構えを学んでほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学における臨床心理学の位置づけと、臨床心理学がどのようにして成立、発展
してきたのかについて学ぶ。

事前：
事後：授業における疑問点を整理する 講義

2 臨床心理学の領域（医療、教育、福祉、産業、司法など）、各領域での臨床心理学の
役割について学ぶ。

事前：どのような役割があるか自分な
りにイメージしておく

事後：授業における疑問点を整理する
講義

3 心の捉え方と理解 ⑴；臨床心理学における正常と異常の考え方、その根拠について
学ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

4 心の捉え方と理解 ⑵；心の健康と危機の状況把握について臨床心理学の立場から学
ぶ。①乳幼児期

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

5 適応と不適応の心理について、欲求の構造、フラストレーション、反・非社会的行動
などについて学ぶ。②学童期、青年期

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

6 不安の心理とメカニズムについて、不安とは何か、不安の心理的構造、不安への対処
法などについて学ぶ。③成人期、老年期

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

7 心理アセスメントの方法、初回面接医療場面での患者心理について、患者と医療ス
タッフ、心理職などとの関係や対応方法について学ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

8 心理アセスメント 様々な心理検査 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

9 心理療法①：ロジャーズの来談者中心療法の考え方について、ロールプレイングを
通して学ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

10 心理療法②：行動療法、認知行動療法の考え方について、具体的なメカニズムを学
ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

11 心理療法③：箱庭療法やコラージュ療法について、その考え方や実際の事例を通し
て学ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

12 心理療法④：遊戯療法について、家族のあり方や家族関係を基本に、家族の持つ意味
を通して学ぶ。

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 講義

13 カウンセリングとマイクロカウンセリングの具体的な体験を通して、他者への傾聴
の方法を学ぶ。試行カウンセリング

事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 実習

14 カウンセリングの体験を通して討議 事前：テキストの指定ページの予習
事後：授業における疑問点を整理する 討議

15 授業のまとめと質疑応答：臨床心理学を学習した成果について意見交換し、疑問点
や不明点などを再確認する。

事前：授業全体についての疑問や不明
点を整理する 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 臨床心理学（Clinical Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 作間 祐子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
臨床心理学とはどのようなものか、成立の歴史、対象となる問題や疾患、アセスメントの方法とそれに対する考え方、さらに援助方法について、その概

要を学ぶ。これらのことが実感・イメージできるように具体例や社会問題を取り上げて、話し合うことを重んじる。

授業目標：
⚑．この授業を通して、臨床心理学が社会の中で役立つことを目指しているのかを学ぶ。
⚒．自分自身や身近な人々を正しく理解し、心の健康を促進させるための基本を学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。授業中に資料を配布する。

参考文献：
授業中に、随時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
講義には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の講義終了時には、コメントペーパーに講義内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：講義内容の復習 講義

2 様々な心理的問題① ストレス、不安障害、うつ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

3 様々な心理的問題② 人格障害、統合失調症 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

4 様々な心理療法① 精神力動的アプローチ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

5 様々な心理療法② 来談者中心的アプローチ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

6 様々な心理療法③ 認知行動主義的アプローチ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

7 夫婦関係に生じる問題：コミュニケーションの問題、DV 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

8 周産期の問題：マタニティブルーズ、産後うつ 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

9 愛着の問題：アタッチメントとボンディング 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

10 発達障害：自閉症スペクトラム障害、注意欠陥多動性障害、学習障害 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

11 子どもの発達評価：新版Ｋ式、wisc-ⅳ、ビネー式 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

12 児童虐待：身体的虐待、精神的虐待、性的虐待、ニグレクト 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

13 親子への支援：プレイセラピー、療育、発達相談、ペアレントトレーニング 事前：資料確認・課題検討
事後：講義内容の復習 講義

14 心理的健康とは 事前：発表資料の作成
事後：講義内容の復習 講義

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 臨床心理学（Clinical Psychology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、様々な心理臨床的問題、アセスメント法、心理的援助法について、概論を学ぶ。講義内では、適宜事例や社会的事象を紹介する。

授業目標：
心の問題について理解し、支援の仕方の基本を習得する。そして他者の心への気づきを深めることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
質問など、積極的な授業への参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：倫理学とはどのようなものか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 生物学、脳科学と倫理 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 文化相対主義の問題 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 相対主義のどこが間違っているのか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 人間は利己的な生き物か 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 人間は利己的に生きるべきか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 倫理的利己主義の批判 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 倫理と宗教の関係 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 道徳的事実は存在するか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 道徳的反実在論とその問題 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 功利主義とはどのような立場か 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 功利主義への批判と応答 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 義務論（カントの倫理学） 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 義務論への批判 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 復習とテスト対策 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 倫理学Ⅰ（Ethics Ⅰ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
倫理学に関する基本的な問題と考え方、そして代表的な理論的立場について学びます。

授業目標：
「道徳的に善い・悪い」といった価値、あるいは行為のルールについての哲学的議論を理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-16  Page 9 19/03/15 15:52

542

教本：
テキストは使用しません。講義の際に資料を配布し、それを使って

議論していきます。

参考文献：
講義の際に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
受け身にならず、積極的に質問したり、意見を述べることを期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：応用倫理学とはなにか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 生命と社会の倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 生命と社会の倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 生命と社会の倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 生命と社会の倫理学 ④ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 グローバル社会と環境の倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 グローバル社会と環境の倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 グローバル社会と環境の倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 グローバル社会と環境の倫理学 ④ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 経済学と倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 経済学と倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 経済学と倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 ビジネス・エシックス ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 ビジネス・エシックス ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 ビジネス・エシックス ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 倫理学Ⅱ（Ethics Ⅱ） 科目分類 基礎科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
政治や経済などの現実の社会状態に対して、倫理的にアプローチする様々なやり方を紹介する。

授業目標：
「正解」のない問題に頭悩ませ、自分なりの決断を下す力を身につけること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
質問など、積極的な授業への参加を期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：倫理学とはどのようなものか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 生物学、脳科学と倫理 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 文化相対主義の問題 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 相対主義のどこが間違っているのか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 人間は利己的な生き物か 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 人間は利己的に生きるべきか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 倫理的利己主義の批判 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 倫理と宗教の関係 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 道徳的事実は存在するか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 道徳的反実在論とその問題 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 功利主義とはどのような立場か 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 功利主義への批判と応答 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 義務論（カントの倫理学） 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 義務論への批判 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 復習とテスト対策 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 倫理学Ａ（Ethics A） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
倫理学に関する基本的な問題と考え方、そして代表的な理論的立場について学びます。

授業目標：
「道徳的に善い・悪い」といった価値、あるいは行為のルールについての哲学的議論を理解すること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テキストは使用しません。講義の際に資料を配布し、それを使って

議論していきます。

参考文献：
講義の際に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
受け身にならず、積極的に質問したり、意見を述べることを期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：応用倫理学とはなにか 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

2 生命と社会の倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

3 生命と社会の倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

4 生命と社会の倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

5 生命と社会の倫理学 ④ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

6 グローバル社会と環境の倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

7 グローバル社会と環境の倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

8 グローバル社会と環境の倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

9 グローバル社会と環境の倫理学 ④ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

10 経済学と倫理学 ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

11 経済学と倫理学 ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

12 経済学と倫理学 ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

13 ビジネス・エシックス ① 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

14 ビジネス・エシックス ② 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

15 ビジネス・エシックス ③ 事前：特になし
事後：講義ノートによる復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 倫理学Ｂ（Ethics B） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
政治や経済などの現実の社会状態に対して、倫理的にアプローチする様々なやり方を紹介する。

授業目標：
「正解」のない問題に頭悩ませ、自分なりの決断を下す力を身につけること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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れ

教本：
藤井一二著『天平の渤海交流』（塙選書）塙書房、￥2,415

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
対岸アジアと日本の古代社会について学びたい受講生を希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 正倉院宝物とシルクロード ① 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

2 正倉院宝物とシルクロード ② 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

3 海を渡った和同開珎 －唐－ ① 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

4 海を渡った和同開珎 －渤海－ ② 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

5 富本銭・和同開珎に見る日中交流 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

6 荘園絵図・遺跡にみる万葉社会 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

7 木簡・墨書土器に見る万葉社会 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

8 中国東北の渤海遺跡 －黒龍江省－ 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

9 中国東北の渤海遺跡 －吉林省・遼寧省－ 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

10 日本海域の渤海交流遺跡 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

11 記紀の伝承と高志国の世界 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

12 気多神宮と寺家遺跡 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

13 発掘された渤海王墓 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

14 東アジアの飛天・天人芸術 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

15 古代日本の飛天・天人文芸 事前：適宜、指示します
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 歴史考古学（Historical Archeology） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 藤井 一二

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 教本 必備

授業概要：
「東アジア圏の歴史考古学」をテーマにして、歴史時代の最新の考古学資料を素材として、人・社会・文化の関係を学びます。そこでは記録・画像・図表

等を活用して、自らレポート・解説文を書き上げる作業を積み重ねます。

授業目標：
日本や東アジアにおける歴史時代の遺跡・遺物をつうじて、人々の生産・生活・社会の特色について考えるとともに、現代に残る文化遺産に凝縮された

過去の人々の知恵・技術・精神文化について理解を深めます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レストランマネジメント総論（日本ホテル教育センター） ￥2,900

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レストラン・外食産業はもちろん全ての経営に共通する内容です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読む
事後：ノートを読み返す 講義

2 レストラン業界の現状 Ⅰ動向 事前：教科書を読むP3
事後：ノートを読み返す 講義

3 レストラン業界の現状 Ⅱ形態 事前：教科書を読むP15
事後：ノートを読み返す 講義

4 レストラン経営の問題点・小論文提出 事前：教科書を読むP23
事後：ノートを読み返す 講義

5 レストラン業界の課題と今後の方向性（小論文返却） 事前：教科書を読むP28
事後：ノートを読み返す 講義

6 レストラン開業までのマネジメント 事前：教科書を読むP39
事後：ノートを読み返す 講義

7 基本計画と市場調査 事前：教科書を読むP46
事後：ノートを読み返す 講義

8 理念とコンセプト 事前：教科書を読むP54
事後：ノートを読み返す 講義

9 メニュープランニングと店舗デザイン 事前：教科書を読むP61
事後：ノートを読み返す 講義

10 資金計画と収支計画 事前：教科書を読むP66
事後：ノートを読み返す 講義

11 売り上げの要素・客単価×客数（席数×回転率）を学ぶ 事前：教科書を読むP69
事後：ノートを読み返す 講義

12 ミニテスト実施 事前：先週までの復習
事後：テストの回答確認 講義

13 ミニテストの返却と回答説明 収支計画再確認 事前：復習
事後：テスト・ノート確認 講義

14 実施計画と運営計画 事前：教科書を読むP74
事後：ノートを読み返す 講義

15 開業までのマネジメント総括 事前：教科書を読むP86
事後：レポートの提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レストラン経営論Ⅰ（Restaurant Management Theory Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
レストラン業界の現状と課題を抽出し、約30兆円の市場規模がある外食・中食産業は、少子高齢化で国内市場が縮小する中、訪日外国人が3,000万人を超

え、2020年には4,000万人が予測されています。外食産業グローバル化による海外展開が進む状況でもあります。レストランを開業するために必要なマネジ
メントを把握する。
授業目標：

レストラン開業までのマネジメントを学び、そのために最も大事なことは「企業理念＝経営文化」であり、利益予測を立てるため、収入計画と支出計画
を作成する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レストランマネジメント総論（日本ホテル教育センター） ￥2,900

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
前期レストラン経営論Ⅰに引き続いて履修してください。レストラン・外食産業だけでなく全ての経営に共通する内容です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 レストラン開業後のマネジメントの留意点 事前：教科書を読むP89
事後：ノートを読み返す 講義

2 マネジメントサイクルとは 事前：教科書を読むP94
事後：ノートを読み返す 講義

3 商品管理・ABC分析 事前：教科書を読むP95
事後：ノートを読み返す 講義

4 パレート図の作成と提出 事前：教科書を読むP99
事後：ノートを読み返す 講義

5 メニュー分析（原価管理・Ｆ＆Ｂコントロール） 事前：教科書を読むP100
事後：ノートを読み返す 講義

6 労務管理 事前：教科書を読むP104
事後：ノートを読み返す 講義

7 施設管理・仕入れ管理・在庫管理の重要性 事前：教科書を読むP111
事後：ノートを読み返す 講義

8 財務管理・損益分岐点売上の重要性 事前：教科書を読むP125
事後：ノートを読み返す 講義

9 損益分岐点 ミニテスト実施 事前：先週までの復習
事後：テスト・ノートの確認 講義

10 ミニテストの返却と回答確認・損益分岐点の確認 事前：これまでの復習
事後：計算式の確認 講義

11 販売促進・セールスと広告・広報活動 事前：教科書を読むP135
事後：ノートを読み返す 講義

12 顧客管理の重要性 事前：教科書を読むP140
事後：ノートを読み返す 講義

13 レストランの防災・防犯と天災対策 事前：教科書を読むP147
事後：ノートを読み返す 講義

14 衛生管理の重要性 事前：教科書を読むP151
事後：ノートを読み返す 講義

15 開業後のマネジメント総括 事前：これまでの復習
事後：レポートの提出 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レストラン経営論Ⅱ（Restaurant Management Theory Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 レストラン経営論Ⅰを受講してからが望ましい

そ の 他 受講後レストランサービス実務を受講するとレストラン・外食産業が詳細に分かる

授業概要：
開業後のレストラン経営で重要な事項やその対応力を実務の経験を通して具体的に講義する。特にマネジメントサイクルの重要性。売り上げに関する

ABC分析とパレート図、メニュー分析（原価管理）及び損益分岐点売上の計算式を理解させる。

授業目標：
レストラン開業後のマネジメントを学ぶことによって、企業が存続していくうえで最も重要な適正な利益を確保するために必要な項目を理解する。特に

ABC分析・原価管理・損益分岐点の理解。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
レストラン業務の基礎（日本ホテル教育センター） ￥2,600

参考文献：
必要な資料をその都度配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ホテルや外食産業を志す人はもちろんですが、これからの社会人にとって必要な知識が身に着けられます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読む
事後：ノートを読み返す 講義

2 レストランの種類・業務の特性・基礎知識 事前：教科書を読むP5
事後：ノートを読み返す 講義

3 レストランの組織と職務分担 事前：教科書を読むP16
事後：ノートを読み返す 講義

4 レストランサービスとは（心構え、マナー） 事前：教科書を読むP38
事後：ノートを読み返す 講義

5 テーブルサービスの分類 事前：教科書を読むP38
事後：ノートを読み返す 講義

6 メニューの知識（役割、種類） 事前：教科書を読むP45
事後：ノートを読み返す 講義

7 サービス業務の手順（予約、開店前・中・後） 事前：教科書を読むP51
事後：ノートを読み返す 講義

8 料飲サービスの実際（食事コース・酒類） 事前：教科書を読むP76
事後：ノートを読み返す 講義

9 衛生管理、苦情処理 事前：教科書を読むP88
事後：ノートを読み返す 講義

10 サービスの基本 事前：教科書を読むP105
事後：ノートを読み返す 講義

11 バーの基本知識 事前：教科書を読むP131
事後：ノートを読み返す 講義

12 食器・リネン・備品の知識 事前：教科書を読むP148
事後：ノートを読み返す 講義

13 防犯・防災 事前：教科書を読むP168
事後：ノートを読み返す 講義

14 レストランでの美しいマナー 事前：前回までの復習
事後：レポートを書く 講義

15 異文化コミュニケーションのバイブル（プロトコール） 事前：プリントを読む
事後：レポートの提出 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レストランサービス実務（Restaurant Service） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
レストランサービスの基本を学ぶことによって、テーブルマナーや料理の内容、サービス方法、お酒 とのコラボレーショを理解する。また、テーブル

セッティングから食器類（お皿・シルバー・グラスなど）の役割、名称を学ぶ。
ビデオと配布資料よりテーブルマナーの基本を身に着け、世界共通のプロトコール（国際儀礼）を学ぶ。

授業目標：
ホスピタリティの原点であるレストランサービスを通じて、講義社会人としてのマナーは基よりグローバル化が更に進む時代に国際人としての必要なプ

ロトコールを覚える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ろ

教本： 参考文献：
『暮らしの経済学』髙木信久著、八千代出版、￥2,100＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会に出てからも役立ちますので、前向きに履修して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間の授業概要を説明し、なかでも労働の供給理論と需要の理論、賃金の
硬直性と失業問題に注力する。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ 労働の担い手：労働力人口、労働統計、労働力の女性化・高齢化・非正規化、産業別・
職業別就業比率、労働時間の推移

事前：『労働力調査年報』を紹介
事後：なし 講義

⚔･⚕ 労働の売り手の行動：労働と余暇の関係、効用と無差別曲線、最適な労働時間、個別労
働供給曲線、所得効果と代替効果、市場労働供給曲線、景気変動の影響

事前：なし
事後：なし 講義

⚖～⚘
労働の買い手の行動：企業の労働需要、生産関数、限界生産力逓減の法則、個別労働需
要曲線、市場労働需要曲線、集計問題、企業のダイナミズム、労働需要の弾力性、長期
労働需要曲線、代替効果と規模効果、技術進歩と労働需要

事前：なし
事後：なし 講義

⚙～11
賃金とその決定：労働市場の均衡、均衡賃金、賃金の硬直性、効率賃金理論、暗黙の契
約理論、インサイダー・アウトサイダー理論、賃金決定の制度要因、労働組合、最低賃
金制

事前：「 賃金硬直性｣の⚓理論を調査
事後：なし 講義

12 賃金格差：賃金体系、賃金格差の諸側面と発生源、教育と賃金、所得格差と不平等 事前：なし
事後：なし 講義

13～15
失業：失業の概念と調査方法、労働力人口、我が国の失業、労働市場のストックとフロ
ー、失業の種類、失業と欠員の関係、インフレーションと失業の関係、失業と完全雇
用、フィリップス曲線、自然失業率、労働力の有効活用、潜在失業者、オークンの法則

事前：「自然失業率」の調査
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働経済論Ⅰ（Labor Economics Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
労働経済論Ⅰでは、先ず労働市場において労働の供給（求職）と労働の需要（求人）の均衡が成立する過程を学ぶが、現実には好景気のなかでも失業が

構造的に存在するという問題を考察するなかで、人的資本の蓄積や雇用継続性の意義を学んでいく。

授業目標：
求職・就職・採用、給与格差、失業、退職金、非正規社員、人的資本の劣化、賃金の硬直性、自然失業率など、避けて通れない切実な問題（用語）の理

解には特に注力する。
労働経済論Ⅰ→労働経済論Ⅱの履修順序が望ましい。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
『暮らしの経済学』髙木信久著、八千代出版、￥2,100＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
質疑応答に注力するので、積極的に発言して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。火曜日の昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 講義計画：半年間の授業項目として「授業概要」に掲げた⚖項目のポイントを順次説明
する。

事前：なし
事後：なし 講義

⚒･⚓ 労働移動と職探し：自発的移動と非自発的移動、職探しの理論、国内の労働移動、離職
と転職、転職と賃金、国際間の労働移動、、

事前「職探しの理論」を調査
事後：なし 講義

⚔･⚕ 労働者と差別：差別の諸側面、差別の理論、差別嗜好理論、その他の差別理論、性別に
よる各種差別、雇用の機会均等、

事前：なし
事後：なし 講義

⚖･⚗ 非正規の労働者：非正規労働者の増加、パートタイマー・フリーター・派遣労働者の定
義、コンティンゲント労働者とは、非正規労働者増加の背景と労働条件（社会保障他）

事前：なし
事後：なし 講義

⚘～10
雇用慣行と訓練：日本的雇用慣行（終身雇用慣行、年功序列賃金）、雇用慣行の経済合
理性、慣行と特殊訓練、人的資本と職場訓練、人的資本理論、インセンティブ理論、内
部労働市場の外部化

事前：「日本的雇用慣行」を調査
事後：なし 講義

11･12 労使関係；労働組合の機能・形態・組織、団体交渉、賃金・雇用への影響、労働争議、
モデル、争議の調整

事前：なし
事後：なし 講義

13･14
今後の労働：労働時間の問題、時間の短縮、残業と通勤時間、労働時間の弾力化、就業
形態の問題、就業時間・場所の弾力化、企業と労働力の問題、外注労働力の利用、企業
の仮想化、労働の非人間化規制緩和と労働の問題

事前：なし
事後：なし 講義

15 トピックス：正規労働者対非正規労働者に関して意見交換 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働経済論Ⅱ（Labor Economics Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中藤 和重

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
労働経済論Ⅱでは、応用編として労働移動と職探し、労働者の差別、非正規労働者、雇用慣行と訓練、労使関係及び今後の労働の⚖項目を取り上げてい

く。なかでも日本的雇用慣行の動向に注目したい。

授業目標：
労働経済論Ⅰを拡充する位置付けにあるが、このなかで「日本型雇用慣行の動向と人的資本の意義」及び「今後の労働」については明確に理解させる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教科書は使用せず、資料を配布する。

参考文献：
正田 亘著「産業心理学」（恒星社厚生閣）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には受験をしても評価はしないこととする。授業は配布資料とパワーポイントを用いて行う。心理機能と生活場面との

関連を絶えず考えることを求めたい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義

2 心理学史 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 体格、身体計測の必要性、衣服デザインの設計 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 身体の可動領域と作業環境 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 作業姿勢と生体負担、基礎代謝量、RMRの計算 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

6 椅子座位の姿勢、立位作業姿勢 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 手足指の機能と働き 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 触知覚の現象、実験現象学 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

9 セマンティックディファレンシャル法（SD法） 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

10 色に対する知覚、カラーイメージ間の地域比較 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 感覚の発生の仕組み、味覚・視覚の仕組み 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

12 錯視図形、プレグナンツ、感覚遮断実験 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

13 視覚における情報摂取行動、見る、見える 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 可聴域範囲、マスキング、カクテルパーティ効果 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：配布資料の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働と生活の心理学Ⅰ（Psychology of Work and Life Balance Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 心理学の基礎Ⅰ、Ⅱを履修しておくことが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
我々がより快適な生活を送り、あるいは生産現場において安全で事故もない作業環境を設計し、または商品開発をする際に、人間特性を知っておくこと

は極めて大切である。人間機能・特性について、心理学の基礎知識を中心に学ぶ。

授業目標：
本授業では心理学の基礎である知覚（主に触覚、味覚、視覚、聴覚）の機能・特性と、我々の日常生活との関連を学び、人間行動の仕組みを深く理解出

来ることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
深澤伸幸著『改訂 ヒューマンエラーの心理学入門』深澤伸幸、杏林舎、￥2,300

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席回数が全体の1/3を超える場合には受験をしても評価はしないので、注意されたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方、授業内容等に関するオリエンテーション 事前：教科書の準備
事後：シラバスの確認 講義

2 注意―不注意への考え方、認知的モメンタム 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

3 注意の構造、注意の持続時間 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

4 空間行動、縄張り行動、ホールが主張する⚔つの空間行動 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

5 公共空間、個人空間、プライバシー、個人空間の異方性 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

6 リスクへの考え方、安全への考え方、事故、潜在事故 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

7 リスク・パーセプションの特性 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

8 リスク・パーセプションの測定方法と体験 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

9 リスク・パーセプションの測定結果と文化間の比較 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

10 ヒューマンエラーに関する考え方 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

11 ヒューマンエラー事例分析 ①（自動車事故例） 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

12 ヒューマンエラー事例分析 ②（列車事故例） 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義・演習

13 組織過誤に関する考え方、組織過誤事例 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

14 高齢者の機能・特性、バリアフリー、看護・介護現場での対策 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

15 全体のまとめ 事前：当該箇所の予習
事後：ノートの整理・復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働と生活の心理学Ⅱ（Psychology of Work and Life Balance Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深澤 伸幸

履 修 条 件
前提科目 安全心理学Ａ、Ｂを履修しておくことが望ましい

そ の 他 なし

授業概要：
我々がより快適な生活を送り、あるいは生産現場において安全で事故もない作業環境を設計できるためには、人間の有する認知の働きを知っておくこと

は極めて大切です。日常生活や産業場面での行動のあり方を認知面から学びます。授業形態は講義を中心としますが、討議や実習も随時行い、「分かりやす
い授業」を目指します。
授業目標：

本授業では認知面と深いかかわりを持つ注意 不注意、空間行動、リスク・パーセプション、ヒューマンエラーを中心に学び、日常生活や産業場面にお
いて安全で快適な生活を送ることが出来る知識の習得を到達目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
小畑史子『よくわかる労働法 第⚓版』ミネルヴァ書房、2017年

参考文献：
授業内容に応じて適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、期末試験（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これから一社会人として働くための権利を保護する労働法体系の現状と課題を把握できるように努力して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 労働法を学ぶに当たって（導入） 事前：教本p.2～7精読
事後：講義の復習 講義

2 労働基準法による保護 事前：教本p.8～15精読
事後：講義の復習 講義

3 労働契約上の権利義務 事前：教本p.16～23精読
事後：講義の復習 講義

4 労働契約の締結 事前：教本p.24～31精読
事後：講義の復習 講義

5 労働憲章 事前：教本p.32～37精読
事後：講義の復習 講義

6 就業規則 事前：教本p.38～43精読
事後：講義の復習 講義

7 懲戒 事前：教本p.44～49精読
事後：講義の復習 講義

8 人事 事前：教本p.50～61精読
事後：講義の復習 講義

9 賃金 事前：教本p.62～73精読
事後：講義の復習 講義

10 労働時間・休息・休日 事前：教本p.74～85精読
事後：講義の復習 講義

11 労働時間規制の弾力化 事前：教本p.86～91精読
事後：講義の復習 講義

12 年次有給休暇 事前：教本p.92～97精読
事後：講義の復習 講義

13 男女平等 事前：教本p.98～105精読
事後：講義の復習 講義

14 女性及び年少者の保護 事前：教本p.106～111精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：教本p.2～111再読
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働法Ⅰ（Labor Law Ⅰ) 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
これから就職活動を行い実社会に羽ばたこうとする学生諸君にとって、労働法は自らの働く権利を守るための有効な手段となり得るはずである。昨今社

会問題となっているブラック企業の存在や長時間労働の是正、男女間の賃金格差など、労働環境を巡る具体的な課題を取り上げながら、労働法体系全般の
根底に流れているものをつかむことを主旨とする。
授業目標：
⚑．労働法体系の基盤となる法概念について自らの言葉で説明できる。
⚒．身近に起きている労働争議について、判例を基に現状と課題を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
小畑史子『よくわかる労働法 第⚓版』ミネルヴァ書房、2017年

参考文献：
授業内容に応じて適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、期末試験（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これから一社会人として働くための権利を保護する労働法体系の現状と課題を把握できるように努力して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 労働法Ⅱを学ぶに当たって（導入） 事前：教本p.2～7精読
事後：講義の復習 講義

2 育児休業・介護休業 事前：教本p.112～117精読
事後：講義の復習 講義

3 安全衛生 事前：教本p.118～123精読
事後：講義の復習 講義

4 労災補償 事前：教本p.124～135精読
事後：講義の復習 講義

5 労災民訴 事前：教本p.136～141精読
事後：講義の復習 講義

6 労働契約の終了 事前：教本p.142～149精読
事後：講義の復習 講義

7 非典型雇用 事前：教本p.150～159精読
事後：講義の復習 講義

8 労働組合 事前：教本p.160～165精読
事後：講義の復習 講義

9 団体交渉 事前：教本p.166～171精読
事後：講義の復習 講義

10 労働契約 事前：教本p.172～177精読
事後：講義の復習 講義

11 団体行動の法的保護 事前：教本p.178～181精読
事後：講義の復習 講義

12 争議行為 事前：教本p.182～189精読
事後：講義の復習 講義

13 不当労働行為・労働委員会 事前：教本p.190～199精読
事後：講義の復習 講義

14 労働紛争の解決 事前：教本p.200～203精読
事後：講義の復習 講義

15 まとめ 事前：教本p.112～203再読
事後：まとめノートの作成 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 労働法Ⅱ（Labor Law Ⅱ) 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 労働法Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
これから就職活動を行い実社会に羽ばたこうとする学生諸君にとって、労働法は自らの働く権利を守るための有効な手段となり得るはずである。昨今社

会問題となっているブラック企業の存在や長時間労働の是正、男女間の賃金格差など、労働環境を巡る具体的な課題を取り上げながら、労働法体系全般の
根底に流れているものをつかむことを主旨とする。
授業目標：
⚑．労働法体系の基盤となる法概念について自らの言葉で説明できる。
⚒．身近に起きている労働争議について、判例を基に現状と課題を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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演
習
Ⅰ

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方についての説明 事前：シラバスの熟読
事後：授業の復習 講義

2 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

3 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

4 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

5 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

6 レジュメ作成指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

7 レジュメ作成指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

8 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

9 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

10 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

11 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

12 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

13 レポート作成指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

14 レポート作成指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

15 レポートの発表 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
イギリスは日本と多くの共通点をもつ魅力に富んだ国です。授業ではイギリスのの文化に関する基本文献を講読しながら、イギリスの文化をさまざまな

角度から考察します。またレジュメやレポート作成の指導を行い、⚔年次の卒業論文へと発展させます。

授業目標：
⚑．イギリスの文化について理解する。
⚒．レジュメやレポートを作成し、発表する。
⚓．卒業論文のテーマをみつける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを使用します。

参考文献：
適宜、授業内で伝えます。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
常に世界の出来事に関心を持ち、書物に触れる習慣を持ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

16 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

17 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

18 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

19 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

20 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

21 小論文の執筆指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

22 小論文の執筆指導 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

23 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

24 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

25 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

26 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

27 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

28 基本文献の講読と解説 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

29 卒業論文のテーマ決定 事前：文献の予習
事後：授業の復習 講義

30 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概論 事前：なし
事後：なし 演習

⚒～30 以下、個々のテーマによって個人指導 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論 か 異文化共生論 またはその両方

そ の 他 なし

授業概要：
文化の研究がテーマだが、その領域は問わない。当然ながら、文化相対論に基づいた異文化コミュニケーション研究。個々の興味の領域により、指導を

行う。毎回、資料読み、調査と発表を繰り返す。

授業目標：
資料を選び、できるだけ多く読むことができる。研究の目的にあった方法論を学び、選択し、実践する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
テーマ領域に応じて、指定。

参考文献：
随時、指定

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（90％）、小テスト・レポート等（10％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分の興味領域を明確にして、履修すること。新聞、本など、活字を読むことを日ごろから厭わないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 和食の文化 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

3 和食の文化 ② グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

4 和食の文化 ③ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

5 和食の文化 ④ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

6 和食の文化 ⑤ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

7 和食の文化 ⑥ プレゼンテーションと調理実習 事前：課題の準備
事後：なし 演習

8 歴史散策 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

9 歴史散策 ② グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

10 歴史散策 ③ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

11 歴史散策 ④ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

12 歴史散策 ⑤ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

13 歴史散策 ⑥ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

14 歴史散策 ⑦ 歴史ガイドと課外学習 事前：課題の準備
事後：なし 演習

15 前期のまとめ 事前：なし
事後：なし 講義と演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の歴史と文化について理解を深めることは、自分自身を見つめなおすことにもつながります。
古代から現代まで、さまざまなテーマを選び、グループワークやディスカッション、プレゼンテーションを繰り返します。
文献を読むだけでなく、見たり、聴いたり、味わったりとゼミならではの体験の機会を豊富に作りたいと考えています。

授業目標：
⚔年の卒業論文の完成に向けて、研究方法の基礎を習得することを目的とします。
適宜、合宿や課外活動を行います。ゼミ生や教員との交流を通して、社会人に必要不可欠なコミュニケーション能力を習得してください。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、テキストは指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

16 日本の神話と神社 ① 事前：なし
事後：なし 講義と演習

17 日本の神話と神社 ② グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

18 日本の神話と神社 ③ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

19 日本の神話と神社 ④ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

20 日本の神話と神社 ⑤ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

21 日本の神話と神社 ⑥ グループワーク 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

22 日本の神話と神社 ⑦ 歴史ガイドと課外学習 事前：課題の準備
事後：なし 演習

23 自由課題 ① 事前：なし
事後：課題のまとめ 演習

24 自由課題 ② 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

25 自由課題 ③ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

26 自由課題 ④ プレゼンテーション 事前：課題の準備
事後：なし 演習

27 自由課題 ① 事前：なし
事後：課題のまとめ 演習

28 自由課題 ② 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

29 自由課題 ③ 課外学習 事前：課題の準備
事後：なし 演習

30 後期のまとめ 事前：なし
事後：なし 講義と演習
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教本：
授業の折に相談

参考文献：
授業の折に相談

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、プレゼンテーション（50％）、レポート（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
情熱をもって主体的に活動すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習の進め方の説明 事前：なし
事後：なし 講義

⚒・⚓ 会社に対する関心の持ち方 事前：なし
事後：なし 講義

⚔・⚕ 関心のある会社のピックアップ 事前：あり
事後：なし 演習

⚖・⚗ 論文作成の前提となる分析方法の研究 事前：なし
事後：なし 講義

⚘～28 論文作成の前提となる分析方法の研究 事前：あり
事後：あり 演習

29～30 論文作成のための準備 事前：なし
事後：なし なし

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石﨑 忠司

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「伸びる会社とつぶれる会社」を研究テーマにして、会社経営の良否を判断する手法を研究する。

授業目標：
少なくとも、就職活動において会社の選択ができるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 貨幣の役割 事前：なし
事後：関連事項の学習 講義と討論

2 貨幣の機能 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

3 貨幣の産業的流通 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

4 貨幣の金融的流通 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

5 民間銀行 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

6 中央銀行 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

7 ⚓階建てモデル 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

8 金融機関の相互連関 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

9 金融機関のバランスシート 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

10 マクロ経済での金融部門 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

11 マネタリーベースの分析 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

12 マネーストックの分析 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

13 マネタリーベースとマネーストックの関係分析 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

14 現金預金比率と預金準備率の分析 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

15 通貨乗数分析 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 春男

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、金融政策の基礎理論を学習し、日本銀行の金融政策が実態経済に及ぼす影響を習得することを目的にしている。金政策論の骨組は、マクロ

経済学と金融論の融合からなるために、本演習への自学自習による準備もマクロ経済学と金融論への飽くなき探求を心がける。金融問題に限らず、世界を
取り巻く経済問題解法への情報と技術を履修者には提供したい。

授業目標：
演習Ⅰでは、ゼミ生の演習活動への積極的な取組が前提になる。毎週、1週間に自学自習する課題を出し、その課題に沿ってプレゼン、質疑応答、ノート

整理、資料の分析を行っていく。ゼミ参加者は、毎日の新聞を精読し必要な記事は切り抜きしスクラップノートを作成する。そうした学習の継続によって
各自の研究テーマが自然とセレクトされていくものと期待する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石橋春男・関谷喜三郎訳『現代マクロエコノミックス』多賀出版、
￥3,300

参考文献：
石橋春男・関谷喜三郎著『マクロ経済と金融』慶應義塾大学出版会、
￥2,700

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前の準備学習と継続的な研究姿勢が求められる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 インターバンク市場 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

17 オープン市場 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

18 コールレート 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

19 コールレートと貸出金利 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

20 金利と金融政策 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

21 金利と投資 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

22 金利と為替レート 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

23 金利と消費 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

24 金利と国債 事前：教本の予習
事後：関連事項の学習 講義と討論

25 金融データの解析⑴ 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

26 金融データの解析⑵ 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

27 金融データの解析⑶ 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

28 金融データの解析⑷ 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

29 金融データの解析⑸ 事前：パワーポの作成
事後：関連事項の学習 プレゼンと討論

30 総まとめと課題 事前：質問や意見の取り纏め
事後：なし プレゼンと討論
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：演習の概要
事後：自己紹介 講義

⚒･⚓ 子ども虐待の定義とは？各自調べる。 事前：指定資料 の予習
事後：各自調査 調査

4 調べたことを発表する 事前：調査して発表
事後：他の人の発表を聞く

各自発表した
ことを記録

5 子ども虐待の予防、発見等の基本的事項を理解する
DVDを鑑賞し、理解する

事前：事前資料で予習
事後：DVDで理解する DVD鑑賞

6 DVDの鑑賞後をレポートにまとめ、検討発表する 事前：DVDで予習す
事後：討論発表する 討論と発表

⚗･⚘ 子ども虐待の実態把握
⚑．新聞等からピックアップして検討し、疑問等探す

事前：新聞等の収集
事後：討論 収集と討論

⚙･10 子ども虐待の実態把握
⚒．新聞等からピックアップして検討し、疑問等を探す

事前：新聞等の収集
事後：討論 収集と討論

11･12
子ども虐待の実態把握
⚓．児童相談所に行き、虐待の実際の把握と学生ができる支援について見学と研修に

いく

事前：指定資料での予習
事後：見学、研修 見学、研修

13･14
子ども虐待の実態把握
⚔．児童相談所の把握を皆で発表し、学生にできる支援について検討する

（アンケートの検討)

事前：児童相談所の予習
事後：検討、発表 検討、発表

15･16
子ども虐待の実態把握
⚕．厚木市の虐待の通報先に行き、虐待の実際の把握と学生ができる支援について研

修にいく

事前：厚木市の通報先の予習
事後：見学、研修 見学、研修

17･18
子ども虐待の実態把握
⚖．厚木市の虐待の把握を皆で発表し、学生にできる支援について検討する

（アンケートの検討）

事前：厚木市の通報先の予習
事後：検討、発表 検討、発表

19･20
子育て支援センターでの最近の母親の状況についての研修
⚑．ボランティアをする

（子育てで困ることなどのアンケート用紙を配布）

事前：厚木市子育て支援予習
事後：厚木市子育て支援復習 ボランティア

21･22
子育て支援センターでの最近の母親の状況についての研修
⚒．ボランティアをする

（子育てで困ることなどのアンケート用紙を回収）

事前：厚木市子育て支援予習
事後：厚木市子育て支援復習 ボランティア

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 優子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
児童相談所や厚木市の通報先に出向き、実態を把握する。特に、実母からの虐待が半数であること、就学前の子どもの虐待が半数を占めていること。こ

のことから、厚木市子育て支援センターのボランティアや公園等の母親からのアンケートなどを行い、母親たちが自分の子どもに対して困っていることな
どを聞き取りながら、養育困難事例の振り分けをする。この中から、学生に何が支援できるかを研究して行く。

授業目標：
⚑．子ども虐待とは何かを知る。
⚒．子ども虐待の実態把握をする。
⚓．実際の現場に行き、見学、研修をし、学生にできる支援について検討する。
⚔．子育て支援センターや公園での母親の聞き取りに行き、困っている子育てについてアンケートで調査する。
⚕．アンケートで困っている事例の中から．養育困難事例（虐待傾向）の支援になることを検討する。
⚖．学生ができる（一生の中で）子育て支援は何か？をまとめていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
その都度資料を提供

参考文献：
保育所保育指針 厚生労働省編 フレーベル館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート・発表等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
視察や調査したことをその都度レポートで提出ししてもらう。授業に参加しないと書けないことが多いので注意してほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

23･24 公園等での母親からの聞き取りに行く 事前：聞き取りの予習
事後：聞き取りの復習 聞き取り調査

25･26 子育て支援センターや公園での母親の困り感をまとめる 事前：聞き取り等の回収
事後：聞き取り等のまとめ 聞き取り調査

27･28 学生ができる養育困難の状況を作らないための支援を検討 事前：親への支援検討
事後：親への支援検討 支援検討

29･30 まとめと発表 事前：まとめと発表
事後：なし まとめ



4年次用シラバス-16  Page 32 19/03/15 15:52

565

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～30 教本を読み、報告する。 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 特にない。

そ の 他 特にない。

授業概要：
アジア太平洋とはどこの地域なのかを学習し、日本との関係についても学ぶ。またアジア太平洋の発展はどのような指導者によってなされてきたかを知

る。

授業目標：
アジア太平洋の諸国と指導者を知るがテーマである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
演習開始時に決定する。

参考文献：
演習開始時に決定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（50％）、発表（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。⚔年次には論文を書く事を希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本： 参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、レポート等（50％）、等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
目的意識を持ち、自ら積極的に参加することを希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション （ゼミの進め方） 事前：シラバスの確認
事後：授業のまとめを行う 講義

2 研究内容を明確にする 事前：研究内容を調べてくる
事後：授業のまとめを行う 講義＋演習

3 研究内容の行程表を作成する 事前：研究の流れを考える
事後：授業のまとめを行う 講義＋演習

⚔～14 先行研究を調べる（園見学を含む） 事前：研究論文を読んでまとめる
事後：次回の目標を立てる 講義＋演習

15 進捗状況を発表 事前：レジュメの作成
事後：授業のまとめを行う 講義＋演習

16 オリエンテーション 事前：制作の準備
事後：授業のまとめ 講義

17～22 遊びの制作にとりかかる 事前：理論と遊びの融合を把握する
事後：授業のまとめ 講義＋演習

23 実践園への依頼 事前：依頼園を探す
事後：授業のまとめを行う 講義

24 遊びの実践を行う（観察） 事前：訪問準備を行う
事後：状況報告をする 講義

25 遊びの実践を行う（実践） 事前：訪問準備を行う
事後：状況報告をする 講義

26 遊びの実践を行う（評価・考察） 事前：訪問準備を行う
事後：状況報告をする 講義

27 実践例のまとめ 事前：資料をまとめる
事後：授業のまとめを行う 講義

28 実践例のまとめ（評価） 事前：資料をまとめる
事後：授業のまとめを行う 講義

29 実践例のまとめ（考察） 事前：資料をまとめる
事後：授業のまとめを行う 講義

30 発表 事前：資料をまとめる
事後：授業のまとめを行う 講義

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 後田 紀子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
子どものが成長していく中で“遊び”はとても重要である。ただ単に遊びといっても道具を使うのか、使わないのか、自然物とどのように関わるか等、環境

との関わり方はとても幅が広い。そして子どもの年齢によっても遊び方や環境との関わり方は大きく違う。
このゼミでは、子どもの発達に合った遊びやおもちゃを製作、実践を通して子どもの成長や遊びを考えていくことを目的とする。
授業目標：

自分でオリジナルの作品や遊びを考えることを行う。そのために子どもの発達を十分理解することに合わせ、おもちゃや遊びの意義を探り、それを基に
制作した遊びを実際にこどもに試してもらい、評価・改善を繰り返し行っていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

⚒～⚖ 政治、経済研究 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義

⚗～15 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野理解 演習

16～24 企業、産業、研究 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義

25～30 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野理解 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光産業は、政治、経済、産業、歴史、文化など広範囲の知識を必要とする一方、自分の専門分野を持つことが要求されるので、基本的な知識を身に付

けた上で、自分の研究テーマを決め、研究し、プレゼンする能力を身につける。

授業目標：
⚑．得意分野をプレゼンできる
⚒．政治・経済・文化・産業に関心を持つようになる。
⚓．課題をみつけ、解決することができる
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：
高橋秀夫著「クラブツーリズムの秘密」毎日新聞社 ￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（80％）レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会の動きを自分で考え、議論できるようになろう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大沢 裕

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、卒業論文につながるような基礎知識やスキルの獲得をめざす。各自の興味・関心に沿った論文を読み、ディスカッションを取り入れながら

授業を展開する。

授業目標：
次年度の卒業論文作成に向け、計画を立て、論文作成の基礎能力を育成し、情報収集活動のノウハウを身につけさせる。研究テーマを見つけさせる。
この科目は、4.次世代育成支援等において地域コミュニティづくりに指導的役割が発揮できる人材を養成する科目である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 文章読解Ⅰ （短文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 講義

3 文章読解Ⅱ （新聞を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

4 文章読解Ⅲ （報告書を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

5 文章読解Ⅳ （小論文を読む） 事前：なし
事後：学んだことの整理 演習

6 卒論テーマ検討Ⅰ （興味・関心をもとに） 事前：自分の興味の整理
事後：学んだことを文書でまとめる 演習

7 卒論テーマ検討Ⅱ （グループディスカッションを通じて） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの文書化 演習

8 プレゼンテーションⅠ （自己表現とは） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

9 プレゼンテーションⅡ （表現の種類） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

10 プレゼンテーションⅢ （論理的展開） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

11 文章の書き方Ⅰ （日本語の特徴） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

12 文章の書き方Ⅱ （論文の作法） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

13 プレゼンテーションⅣ （論理と感情の視点から） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習

14 プレゼンテーションⅤ （説得力ある表現） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習

15 前期まとめ 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習
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教本：
プリントを用意する。

参考文献：
授業時に適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
絶えず、子ども・保育・教育の時事的問題に関心を持ち、新聞記事を読んだり、インターネットで調べてみたりする習慣を身につけること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 夏休みの報告 事前：前回のまとめ
事後： 演習

17 文章読解Ⅴ （子どもに関する書籍を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

18 文章読解Ⅵ （保育に関する書籍を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

19 文章読解Ⅶ （子どもに関する学術論文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

20 文章読解Ⅷ （保育に関する学術論文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

21 卒論テーマ検討Ⅲ （図書館を利用して） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことを文書でまとめる 演習

22 卒論テーマ検討Ⅳ （ネット環境の情報から） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの文書化 演習

23 プレゼンテーションⅣ （PCソフトの使い方） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

24 プレゼンテーションⅤ （自分の主張をデータにまとめるためには） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

25 プレゼンテーションⅥ （表現技法） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習

26 文章の書き方Ⅲ （文章の基本構成） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

27 文章の書き方Ⅳ （洗練された文章の表現） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習

28 プレゼンテーション⚗ （いかにして他者を説得できるか） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習

29 プレゼンテーションⅧ （自己表現の仕方を振り返る） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習

30 まとめ 事前：前回のまとめ
事後：今後の課題の整理 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 企業ファイナンスの概念 事前：なし
事後：なし 演習

2 企業活動と資金の流れ 事前：なし
事後：なし 演習

3 企業の資金調達方法の変化 事前：なし
事後：なし 演習

4 資本コストの概念 事前：なし
事後：なし 演習

5 資本コストと資金調達 事前：なし
事後：なし 演習

6 リスクとリターン 事前：なし
事後：なし 演習

7 期待収益率、リスクプレミアム 事前：なし
事後：なし 演習

8 企業のリスクとリターン 事前：なし
事後：なし 演習

9 資本コストの推計 事前：なし
事後：なし 演習

10 株式のベータ、CAPM 事前：なし
事後：なし 演習

11 総資本コスト、キャッシュフローと現在価値 事前：なし
事後：なし 演習

12･13 企業価値とキャッシュフロー、DCF法、割引率 事前：なし
事後：なし 演習

14～16 企業の投資行動の決定、NPV法、資本コストとNPV 事前：なし
事後：なし 演習

17･18 内部収益率（IRR）、NPVとIRR 事前：なし
事後：なし 演習

19･20 リアル・オプション、リアル・オプションと投資決定 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 経済学、会計学、証券論、金融論を履修していることが望ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
企業が、生産・販売計画を立て、投資行動を決定する際に、その投資に必要な資金調達をどのように行い、生産・販売、投資を通して得た利益をどのよ

うに配当と内部留保に分けるか、利益還元・配当政策までの一連のサイクルについて学習する。
同時に、このサイクルのステージごとにそれぞれ関係するファイナンス理論（ポートフォリオ理論、配当政策、デリバティブほか）について研究を進め

る。

授業目標：
企業は、経営の効率性を高めながら、収益性と企業価値の向上を目指している。こうした企業の活動を、資金の流れという視点からとらえる企業ファイ

ナンスについて研究する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
追って案内する。

参考文献：
追って案内する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート等（50％）、平常点（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
資金の流れという観点から、企業活動を研究することで、企業への理解が一層深まるものと思います。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

21～23 企業の資金調達、投資決定と資金調達、資金調達の方法 事前：なし
事後：なし 演習

24･25 ポートフォリオ理論 事前：なし
事後：なし 演習

26～28 デリバティブ 先物、オプション、スワップ 事前：なし
事後：なし 演習

29～30 企業の利益還元、配当政策、配当政策と投資決定、配当政策の動向 事前：なし
事後：なし 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習の概要について説明および質疑・応答 事前：シラバス
事後：ノート 演習

2 読書計画の提示 事前：適宜授業にて指示
事後：適宜授業にて指示 演習

⚓～30 文献研究 報告と討議 事前：適宜授業にて指示
事後：適宜授業にて指示 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
組織文化の視点からリーダーシップにアプローチし、様々なこれまでのリーダーシップ論を理解したうえで、特にサーバントリーダーシップ論を中心に

学習していきます。この場合、組織を広く考えようと思います。すなわち、組織として、企業のみならず目的を持った人間の集まりのすべてを含み、さら
には単体組織を越えてネットワーク化された組織も対象にします。
授業目標：

卒業論文研究の基礎づくり。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
授業にて指示します。

参考文献：
適宜授業にて指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（ ％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
出席率100％を求めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 会計全般の理解度確認⚑ 事前：なし
事後：なし 演習

2 会計全般の理解度確認⚒ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

3 会計全般の理解度確認⚓ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

4 会計全般の理解度確認⚔ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

5 年間スケジュ－ルの作成 事前：なし
事後：なし 演習

6 論文の書き方⚑ 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

7 論文の書き方⚒ 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

8 経営管理と会計⚑ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

9 経営管理と会計⚒ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

10 経営管理と会計⚓ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

11 経営管理と会計⚔ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

12 経営管理と会計⚕ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

13 経営管理と会計⚖ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

14 経営管理と会計⚗ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

15 経営管理と会計⚘ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記Ⅰ.Ⅱ、管理会計

そ の 他 なし

授業概要：
今年度は、前期に簿記・原価計算、後期に管理会計の考え方や経営管理者の役割について考察する。併せて、レポ-トの書き方を指導する。

授業目標：
管理会計の研究
管理会計の基礎にある原価計算を今年度は理解し、併せて、管理会計の考え方を考察する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜指示する。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
夏休みの合宿でまとめを発表してもらう。また、適宜、レポートを要求して総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
学ぶことと考えることの習慣をつけたい。実際の企業等の見学などを考慮し、楽しく学ぶことを考えている。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 経営管理と会計⚙ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

17 経営管理と会計10 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

18 経営管理と会計11 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

19 経営管理と会計12 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

20 レポート作成⚑ 事前：課題発見と調査
事後：資料収集とまとめ 演習

21 レポート作成⚒ 事前：課題発見と調査
事後：資料収集とまとめ 演習

22 各自の課題を発見することの指導⚑ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

23 各自の課題を発見することの指導⚒ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

24 各自の課題を発見することの指導⚓ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

25 論文作成の指導⚑ 事前：収集資料のまとめ⚑
事後：収集資料のまとめ⚑ 演習

26 論文作成の指導⚒ 事前：収集資料のまとめ⚒
事後：収集資料のまとめ⚒ 演習

27 論文作成の指導⚓ 事前：収集資料のまとめ⚓
事後：収集資料のまとめ⚓ 演習

28 論文作成の指導⚔ 事前：収集資料のまとめ⚔
事後：収集資料のまとめ⚔ 演習

29 論文作成の指導⚕ 事前：収集資料のまとめ⚕
事後：収集資料のまとめ⚕ 演習

30 論文作成の指導⚖ 事前：収集資料のまとめ⚖
事後：収集資料のまとめ⚖ 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：シラバス確認
事後： 演習

⚒～⚔ レジュメ発表、ディスカッション 事前：文献購読
事後： 演習

⚕～⚗ 方法論、実践 事前：
事後：配付資料 演習

⚘～11 レジュメ発表、ディスカッション 事前：文献購読
事後： 演習

12～14 ライティング 事前：
事後：配付資料 演習

15 小まとめ 事前：
事後：配付資料 演習

16 前期振り返りと後期ガイダンス 事前：前期演習復習
事後：配付資料 演習

17～19 レジュメ発表、ディスカッション 事前：文献購読
事後： 演習

20・21 方法論、実践 事前：
事後：配付資料 演習

22 事例紹介 事前：
事後： 演習

23～25 レジュメ発表、ディスカッション 事前：文献購読
事後： 演習

26・27 ライティング 事前：
事後：配付資料 演習

28・29 レポート発表、質疑応答 事前：レポート作成
事後： 演習

30 まとめ 事前：配付資料・ノート確認
事後：配付資料 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 文化人類学関連科目を修得していること。

そ の 他 なし

授業概要：
文化人類学の視点から、身近な現象や実践について考えます（例：医療、開発、ビジネス領域）。毎回、ゼミ生の関心に基づいた文献または論文を読み、

議論を交わしながら、理解を深めていきます。レジュメ（要約）はゼミ生が交替で担当して作成します。

授業目標：
⚑．あるプロジェクトや実務などに関して、文化人類学の視点から取り組み、具体的な問題、解決策を見出すことができる。
⚒．自分の関心領域を絞っていき、プレ卒論（またはレポート）を書く。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
なし

参考文献：
履修者の関心にそったものを適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
演習参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
〈聞く、読む、考える、書く、伝える、質問する〉力を養ってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～30 簿記資格に関する講義および演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習では、簿記資格取得を目標として、各学生の能力に応じて演習問題を中心に進めていく。

授業目標：
日商簿記検定や全経簿記検定における資格取得を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
最初の時に指示する。

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習・復習を行うこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
なし。

参考文献：
テーマに応じて指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、地域活動（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
研究心をもって自主的に勉強する意欲を持つこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒論等年間テーマ・スケジュール案の検討 事前：
事後：年間テーマの検討 実習

2 産学チャレンジプログラム等公募事業への参加（逐次） 事前：年間テーマの検討
事後：公募体制の調整 実習

3 年間テーマ・スケジュールの決定 事前：年間テーマの検討
事後：スケジュールの調整 実習

4 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

5 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

6 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

7 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

8 進捗状況発表会 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

9 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

10 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

11 地域活動の実施（現地実習） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

12 個別テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

13 進捗状況発表会 事前：資料収集
事後：総括まとめ案の作成 実習

14 個別テーマ研究の実施（まとめ作業） 事前：発表準備
事後：内容調整 実習

15 個別テーマ発表会 事前：発表準備
事後：提出 実習

開 講 年 次 ⚓年次 前後 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
地域での実践活動を踏まえて、各種観光研究・計画・調査において不可欠な「歩く（現場を知る）」、「読む（資料を読み込む）」、「創造する（アイディア

を発想する）」、「書く（表現する）」、そして「まとめる（報告する）」ことの技術習得を徹底的に行う。
その研究方法は、特定の地域でのボランティア活動や様々な地域との関わり等の中での実践活動を踏まえて行う。また、通常授業に加え研究作業として

の課題の実施が不可欠となる。
授業目標：
⚑．観光による地域振興における実践的能力の育成。。
⚒．提案・まとめ・発表能力の育成。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。ただし、研究室の図書は全て貸し出し可。

参考文献：
ネット媒体も含めテーマ毎にサジェストします。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況、積極度等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本の教育は残念ながら教師からの一方通行の授業に陥りがちです。演習ゼミは学生の方からこれを打ち破る絶好のチャンスです。ゼミでは、構えず、

ドンドン発言し、周りからストップがかかるぐらいを目指しましょう。大学でのゼミ仲間は生涯の友に最もないりやすい存在です。“仲間内”のゼミこそ、
引っ込み思案克服の絶好の場。グループ面接なんて怖くなくなりますよ。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（自己紹介） 事前：なし
事後：なし 演習

2 テーマ選択 事前：なし
事後：なし 演習

3 ケーススタディ・テーマの調査方法、まとめ方、発表方法 事前：なし
事後：なし 演習

4 教員によるケーススタディ・テーマの発表（サンプルとして） 事前：なし
事後：なし 演習

⚕～⚗ 英語勉強法 事前：なし
事後：復習 演習

⚘～14 学生による発表 事前：調査、レポート作成
事後：レポート修正 演習

15 前期のまとめと後期の進め方について 事前：なし
事後：なし 演習

16～17 夏季休暇中の各自の体験の発表 事前：なし
事後：なし 演習

18～29 学生による発表 事前：調査、レポート作成
事後：レポート修正 演習

30 年間ののまとめと演習IIの進め方について 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
インバウンド観光と観光マーケティングのケーススタディ中心のゼミです。研究対象の事例の選択については学生の希望を可能な限り尊重しますが、通

常の授業と違い学生が下調べを行い、発表し、全員で討議し、まとめる、というスタイルを取ります。なお、観光の分野においても外国語によるコミュニ
ケーション能力が欠かせない時代になってきているので、英語勉強法についてもゼミでカバーしていきます。
授業目標：

インバウンド観光と観光マーケティングのケーススタディを通じて、学生自らが「調べる」、「発表する」、「質問に答える」と「質問する」、「代案を出す」
などを体験することにより、観光分野における諸々の課題への関心と意欲を高め、思考力、判断力をアップさせることを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 簿記の基本概念 事前：なし
事後：なし 演習

⚒･⚓ 仕訳と転記 事前：なし
事後：勘定 演習

4 現金・預金 事前：現金とは
事後：小切手 演習

5 有価証券 事前：なし
事後：売却損益 演習

6 約束手形 事前：約束手形とは
事後：裏書・割引 演習

7 商品売買 事前：なし
事後：三分法・分記法 演習

8 売掛債権の貸倒れ 事前：貸倒れとは
事後：差額補充法 演習

9 その他の債権・債務 事前：なし
事後：仮勘定 演習

10 固定資産と減価償却 事前：固定資産とは
事後：定額法 演習

11 経過勘定 事前：なし
事後：経過勘定 演習

12･13 決算 事前：決算とは
事後：英米式決算法 演習

14 ⚘桁精算表 事前：⚖桁精算表
事後：⚘桁精算表 演習

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 演習

16 工業簿記の体系 事前：なし
事後：仕掛品勘定 演習

17 費目別計算 事前：なし
事後：材料費・労務費・経費 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 渋谷 武夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
前半：複式簿記の基本原理を理解したうえで、計算練習により理解を深める。
後半：中級簿記（今年度は工業簿記に重点を置く）の主要項目の処理方法を習得する。

授業目標：
複式簿記の基本原理を理解したうえで、中級簿記（商業簿記および工業簿記）を学び、簿記検定試験（⚒級・⚓級）合格を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回講義日に伝える。

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（80％）、小テスト・レポート（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
電卓を用意すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

18･19 製造間接費の配賦 事前：製造間接費とは
事後：配賦基準 演習

20･21 部門別計算 事前：原価部門とは
事後：補助部門費の配賦 演習

22～24 総合原価計算 事前：なし
事後：仕掛品の評価 演習

25～27 標準原価計算 事前：なし
事後：差異分析 演習

28･29 損益分岐分析 事前：変動費・固定費とは
事後：損益分岐点 演習

30 まとめ 事前：なし
事後：なし 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

⚒ 環境変化と多角化経営 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

⚓ 事業変革と革新 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

⚔ 外部環境への適応と新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

⚕ ミッションとビジョン 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

⚖ 事業領域とコアコンピタンス経営 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

⚗ 課題図書の輪読 ① 要約の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認 グループワーク

⚘ 課題図書の輪読 ② パワーポイント資料の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認 グループワーク

⚙ 課題図書の輪読 ③ プレゼンテーションの方法 事前：なし
事後：講義内容の確認 グループワーク

10 論理的思考や経営学における考え方 事前：なし
事後：講義内容の確認 グループワーク

11 グループ発表 ① 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

12 グループ発表 ② 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

13 グループ発表 ③ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

14 PPM分析 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

15 金のなる木の衰退と事業の撤退 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 経営学総論の単位を取得していること、外部のプレゼン大会に出場すること

そ の 他

授業概要：
経営学の諸問題の中から、各学生の興味・関心のある内容について学習し、最終的には研究成果を外部の研究発表大会にて

発表することを目的にする。また、上記の目標を達成した内容をベースに演習Ⅱにおける卒業論文を執筆する基礎力を見につけることも目的とする。

授業目標：
•経営学の興味・関心のある領域に関する幅広い知識を身につける。
•経営学の学習を通して、プレゼン方法、情報収集能力、コミュニケーション能力といった就職活動で求められる内容についての能力を養う。
•卒業論文の研究テーマを決める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する（特になければ経営戦略論

をベースに検討する）。

参考文献：
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
原則、外部の研究発表大会に出場することを求めます。相応の参加意欲がある学生を望みます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング ① 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

17 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング ② 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

18 オープン・イノベーションと大企業の新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認 講義

19 企業の資料収集方法 事前：なし
事後：情報収集方法の確認 講義

20 グループ発表 ④ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

21 グループ発表 ⑤ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

22 グループ発表 ⑥ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備 グループワーク

23 プレゼン大会への準備 ① 事前：なし
事後：発表の最終確認 グループワーク

24 プレゼン大会への準備 ② 事前：なし
事後：発表の最終確認 グループワーク

25 プレゼン大会への準備 ③ 事前：なし
事後：発表の最終確認 グループワーク

26 卒業論文研究テーマの発表 ① 事前：なし
事後：テーマの確認 グループワーク

27 卒業論文研究テーマの発表 ② 事前：なし
事後：テーマの確認 グループワーク

28 卒業論文研究テーマの発表 ③ 事前：なし
事後：テーマの確認 グループワーク

29 ⚑年間の振り返り 事前：なし
事後：なし グループワーク

30 演習のまとめ 事前：なし
事後：なし グループワーク
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教本：
岩井克人著『会社はだれのものか』平凡社、￥1,400

参考文献：
追って提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）とレポート（50％）及び口頭試問による。

学生へのアドバイス：
積極的な姿勢で参加すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

⚒～15 指定テキスト①の要約・発表・質疑応答 事前： 指定されたページの予習
事後：なし ディスカッション

16～30 指定テキスト②の要約・発表・質疑応答 事前：指定されたページの予習
事後：なし ディスカッション

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白川 満伸

履 修 条 件
前提科目 経営学総論Ⅰ－Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
株式会社は古い歴史のある経済制度であるが、それは、現在も様々な問題を提起しつづけている。
演習Ⅰでは最初に、講義により、株式会社のもつ二面すなわち①資本集中機構としての側面と、②支配集中機構としての側面について基礎的な理解を深

めてゆく。
株式会社についての基礎知識を得た後に、「企業統治（コーポレート・ガバナンス）」に関するテキストを選んで輪読する。

授業目標：
テーマ：株式会社とその仕組みの特徴や会社証券（株式、社債）の意義について理解する。
目 標：⑴ 学生各自の関心に基づいて卒論テーマを決める。

⑵ 卒論の章節を構成して今後の研究の進め方を報告する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 演習

2 観光経営とはなにかについて検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

3 観光現象について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

4 観光経営の研究と方法について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

5 卒業論文の書き方について学ぶ 事前：なし
事後：なし 演習

6 観光経営と就職先について検討する 事前：なし
事後：なし 演習

⚗～12 観光経営と就職試験の基礎を学ぶ 事前：プリントの精読
事後：解答と質問 演習

13・14 観光行事と観光需要について討論する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

15 観光経営政策について討論し前期のまとめとする 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

16 観光経済について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

17 観光商品について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

18 娯楽旅行の需要について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

19 パック旅行をする理由について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

20 旅行代理産業を利用する理由について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

21 旅行期間の決定要因について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 観光経営論Ⅰ、Ⅱや経営学概論Ⅰ、Ⅱを取得してあることが好ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
観光経営は、観光とその関連概念、観光の研究・教育、観光行事と観光需要、観光資源と観光施設、観光経営と観光産業、観光政策過程について学ぶ。
観光経済は観光と経済学、観光商品、娯楽旅行に対する需要、パック旅行をする理由、旅行代理産業を利用する理由、旅行期間の決定要因、目的地での

観光客の支出、観光客支出の経済的要因や買い物行動、観光産業の競争、観光地に行く方法、国際観光旅行に対する障壁、観光の受け入れ経済に占める位
置、観光受け入れ社会の便益と費用、観光課税、観光と自然環境、持続可能な観光、世界における観光の安全性などについて学ぶ。

授業目標：
本演習は、前期では観光経営全般に亘って検討する。後期は観光経済について学び、観光全体像を見通すことで観光政策立案者となることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講後指示する。

参考文献：
文献は多数あるので、授業時に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
調査研究（50％）レポート（20％）調査発表（30％）。

学生へのアドバイス：
観光経営だけでなく、企業経営について興味をもって臨むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

22 目的地での観光支出について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

23 観光支出の経済的要因や買い物行動について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

24 観光産業の競争について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

25 観光地に行く方法について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

26 国際観光旅行に対する障壁について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

27 観光客の受け入れに経済効果について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

28 観光客の受け入れによる社会的便益と費用について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

29 観光課税、観光と自然環境、持続可能な観光について検討する 事前：発表者を指名
事後：なし 演習

30 世界における観光の安全性について検討し後期のまとめとする 事前：発表者を指名
事後：なし 演習
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（80％）、小テスト・レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
出席をこころがける。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑・⚒ グローバル社会の教養
麻生川静雄『社会人のリベラルアーツ』

事前：なし
事後：なし 輪読と討論

⚓・⚔ 世界各国の文化のコアの理解 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

⚕・⚖ 麻生川静雄「本当に残酷な中国史」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

⚗・⚘ 中田考「イスラム法とは何か？」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

9・10 ハロルド・Ｈ・バーマン『法と革命』 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

11・12 第⚓次産業革命について理解。 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

13・14 リフキン｢第⚓次産業革命｣ 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

15・16 リフキン「限界費用ゼロ社会」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

17・18 三菱総合研究所「IOTまるわかり」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

19・20 イスマイル他「シンギュラリテイ大学・飛躍する方法」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

21・22 遠藤功「LFP」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

23・24 本山美彦「人工知能と21と世紀の資本主義」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

25・26 ヘンリー・ミンツバーグ「私たちはどこまで資本主義に従うのか」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

27・28 ヘンリー・Ｓ・ストークス「世界に比類なき日本文化」 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

29・30 上記の著書の解説及び輪読、討論を行う。 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グロ－バル時代に適応できる知性（人生観・世界観）を持った人間教育の必要性から、まず文化の本質の理解。次に、世界各国の文化のコアの理解。そ

して、現代社会を根底から変容させている第⚓次産業革命について理解する。

授業目標：
文化の本質を理解することにより、グローバル社会の教養を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 第一次世界大戦とドイツ 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

2 第一次世界大戦とドイツ 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

3 ヴァイマール共和国 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

4 ヴァイマール共和国 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

5 ナチズム 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

6 ナチズム 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

7 ナチ党とその他の政党 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

8 ナチ党とその他の政党 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

9 ヒトラー 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

10 ヒトラー 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

11 ヒトラー 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

12 ドイツにおける反ユダヤ主義 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

13 ドイツにおける反ユダヤ主義 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

14 ドイツにおける反ナチ抵抗運動 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

15 ドイツにおける反ナチ抵抗運動 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 関口 宏道

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
ヨーロッパ連合の牽引役であるドイツの歴史、政治問題を中心にして、現代ドイツが抱える諸問題を、とりわけ第一次、第二次世界大戦の問題、ドイツ

の過去の遺産を検討することによって理解し、自分なりの問題意識を明確にして、一定の見解を抱けるようにしたい。
前期はそれぞれの問題に関する文献のレポートを参加者が行い、討論をしてゆくことにより問題を明確なものにしてゆく。また、史料の要約を必ず提出

する。
後期は参加者個々の問題意識に沿って文献収集を行い、発表をする。それらを一定の形式にめとめあげてゆく作業を行う。

授業目標：
自ら設定した問題に主体的に取り組み、一定の見解を形成してゆく過程を自らのものとすること。その発表形式をも習得することを目標とする。大学で

の学習が受動的なものではなく、積極的に将来の問題解決の訓練にもなりうることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業時間内に紹介する。

参考文献：
事業時間内に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポートによる評価。

学生へのアドバイス：
絶えず好奇心を抱いて、過去の世界や現代社会を見る目を養って欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 第二次世界大戦とドイツ 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

17 第二次世界大戦とドイツ 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

18 第二次世界大戦とドイツ 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

19 ホロコースト問題 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

20 ホロコースト問題 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

21 ホロコースト問題 事前：事前調査
事後：要約 講義と発表

22 レポートの書き方の練習 事前：事前調査
事後：修正 発表

23 レポートの書き方の練習 事前：事前調査
事後：修正 発表

24 レポートの書き方の練習 事前：事前調査
事後：修正 発表

25 各自の選択したテーマに関するレポート作成 事前：事前調査
事後：修正 発表

26 各自の選択したテーマに関するレポート作成 事前：事前調査
事後：修正 発表

27 各自の選択したテーマに関するレポート作成 事前：事前調査
事後：修正 発表

28 レポート発表 事前：事前調査
事後：修正 発表

29 レポート発表 事前：事前調査
事後：修正 発表

30 レポート発表 事前：事前調査
事後：修正 発表
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

2 日本の政治① 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

3 日本の政治① 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

4 日本の政治③ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

5 日本の政治④ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

6 日本の経済① 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

7 日本の経済② 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

8 日本の経済③ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

9 日本の経済④ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

10 ディスカッション 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

11 課題研究① 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

12 課題研究② 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

13 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

14 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

15 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙𣘺𣘺 敏哉

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 研究への高い意欲と向上心

授業概要：
今年度の演習Iは、「日本の政治と経済の仕組みを知り、世界に説明する」をテーマに行います。国際経営やメディアを通じた情報発信を充実させるため

には、日本のことを世界に説明できる十分な知識や「比較」の視点が必要です。この演習では、日本の政治と経済を中心に、基礎的な学習を通じ必要な知
識を習得するとともに、それを海外の人たちに説明するためには何が必要なのかということを考えていきます。前期は基礎的な知識から始め、後期は各自
の関心に合わせ、政治あるいは経済の分野で深く研究を進めていきます。学外研修として、日本の政治、経済の主要機関への訪問を予定しています(3回)。
日本人学生のみならず留学生の参加を広く歓迎します。

授業目標：
⚑．日本の政治・経済に関する基礎的な知識を増やす。
⚒．海外に説明するための「比較」の視点を身につける。
⚓．文化の違いを乗り越え、違いを理解しながら共存する考え方を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業の際に指示。

参考文献：
授業の際に指示。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（10％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
意欲ある諸君の参加を求めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 日本の政治⑤ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

17 日本の政治⑥ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

18 日本の経済⑤ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

19 日本の経済⑥ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

20 プレゼン演習① 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

21 プレゼン演習② 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

22 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

23 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

24 プレゼン演習③ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

25 プレゼン演習④ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

26 課題研究③ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

27 課題研究④ 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

28 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

29 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習

30 学外授業 事前：授業の際に指示
事後：授業の際に指示 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：購読する文献の決定 事前：特になし
事後：文献を読む 演習

⚒～15 文献購読 事前： 要約を作る
事後：ノートによる復習 演習

16～19 レポートに基づく討論 事前： レポートを用意
事後：ノートによる復習 演習

20～26 文献購読 事前： 要約を作る
事後：ノートによる復習 演習

27～30 レポートに基づく討論 事前：レポートを用意
事後：ノートによる復習 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
哲学・倫理学に関する文献を読み、それについて議論を深めることを通じて、自分なりの問題意識を育てる。

授業目標：
⚔年次で執筆する、卒業論文で取り上げる問題を作ること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
使用するテキストは、講義中に決定します。

参考文献：
講義中に適宜紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（ 50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
読んだ文献に基づいて、夏休み中・冬休み中に、自分の考えを短いレポートにまとめていただきます。
読んで・書いて・話すことに積極的になってください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 情報化社会のモラルと管理 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

2 情報化の進展と産業社会 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

3 情報処理技術の展開 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

4 情報技術の生活や文化変容への展望 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

5 ディスカッション⚑ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

6 ディスカッション⚒ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

7 コンピュータ制御の概要 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

8 データ通信とネットワーク概要 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

9 ディスカッション⚓ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

10 ディスカッション⚔ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

11 情報活用能力の向上 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

12 コミュニケーションツールへの展開 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

13 プレゼンテーションの技法の解説 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

14 プレゼンテーション⚑ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

15 プレゼンテーション⚒ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ゼミ生は、ICTを利用した多くの環境に関する研究を進めるために、知識や能力の基礎を固め、さらに発展させることを目標と定める。具体的には、様々

な環境で情報活用ができる基礎的な知識や技能を高め、情報化社会における情報通信の構造に関する知識を学び論理思考を身に付ける。

授業目標：
情報化社会ではコミュニケーション手段が携帯電話やPCによって飛躍的に多様化され、特徴としては、コンピュータを活用することで利便性が向上し、

さらなる可能性を実現している。例えば、観光分野では、この長所を活かし、各観光客に合った観光プランの動的な作成支援を目的としたシステム構築が
進んでいる。そして、このような環境を創り上げるためには、コンピュータの本質を深く追求し、さらなる向上のために技術を融合的に理解することが必
要である。本ゼミでは、まず、インターネット上で拡大化さている情報空間で提供される情報を効果的に収集・分析し、さらに情報技術を活用した教育方
法やビジネスモデルの提案、情報サイトの構築・評価する。この成果を観光の分野を含めた多くの環境にも適用できる普遍的方法論として発展させる研究
を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布する。

参考文献：
ガイダンスの時に指示をする。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
各自が到達目標を設定し、それぞれの研究や活動の取り組み（60％）、最終的な研究成果（40％）から判断する。

学生へのアドバイス：
ゼミ生は、ICT活用の知識や能力の基礎を固め、さらに活動を通して発展させることを目標と定め研究活動を行います。知識や活動を自らの研究に結び

付け、各ゼミ生が主体的に研究を行うように頑張ってください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

16 情報及び情報手段を活用する技術 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

17 情報通信技術の適切な処理 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

18 ディスカッション⚕ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

19 ディスカッション⚖ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

20 情報通信技術の創意工夫 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

21 情報化社会の構築 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

22 情報通信技術と対称性 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

23 ディスカッション⚗ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

24 ディスカッション⚘ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

25 マルチメディア表現 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

26 融合メディアのプラットフォーム 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

27 ICTを活用した環境事例⚑ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

28 ICTを活用した環境事例⚒ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

29 プレゼンテーション⚙ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

30 プレゼンテーション10 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 (授業計画は大まかな予定で、状況に応じて変更もありうる。）
導入授業：授業の進め方と授業概要の説明

事前：なし
事後：復習 演習

⚒～⚕ 論文の書き方指導 事前：予習
事後：復習 演習

⚖～13 文献講読と討議 事前：予習
事後：復習 演習

14・15 研究テーマの設定と研究計画の作成を開始（夏期休暇期間中に完成） 事前：予習
事後：復習 演習

16～20 研究テーマと研究計画の発表 事前：予習
事後：復習 演習

21～25 研究テーマと研究計画について討議 事前：予習
事後：復習 演習

26～29 研究の進捗状況の発表と討議 事前：予習
事後：復習 演習

30 まとめ 事前：予習
事後：復習 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 田中 一郎

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際ツーリズム（観光）に関する様々な分野から各自が関心のある分野を選んで研究する。演習Iは、演習IIにおける論文作成に向けた準備段階とする。

関連の文献の講読やそれに基づく討議を通じて、自分に関心のある分野を見つける。国際ツーリズムに必要な英語力が身につくよう、英文の原書の主要部
分も講読する（英語に自信がない人にも丁寧に指導する）。テーマが見つかったら各自が研究計画を立てる。学生はゼミで各自の研究計画と研究の進捗状況
を適宜発表する。文献の講読や研究テーマの設定、研究の進め方などについては個別に指導する。
授業目標：

国際観光（ツーリズム）をテーマとした論文作成へ向けた準備

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
河野哲也 『レポート・論文の書き方入門』第⚓版、慶応義塾大学出版会
他に、プリントを配付する

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
研究に取り組む姿勢や研究内容などで総合的に評価する。

学生へのアドバイス：
国際ツーリズム（観光）に関することであれば、研究テーマは自由で、どのような視点からの研究でもよい。演習Ⅰは、演習Ⅱ（⚔年時）での論文作成

に向けた研究を行う大切な準備期間である。毎回出席するよう努めよう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学研究の種類と研究の進め方について 事前：シラバスの精読
事後：授業内容の復習 講義

2 自身の興味関心の発表 事前：発表の準備
事後：興味関心の整理 演習

3・4 文献の読み方・探し方 事前：資料確認
事後：文献の探索 講義と演習

⚕～⚗ 先行研究の探索 事前：文献の探索
事後：文献の精読 演習

8・9 自分が調べた先行研究の紹介 事前：発表用資料作成
事後：先行研究まとめ 演習

10・11 研究テーマの選考 事前：テーマ要旨作成
事後：問題点の改善 演習

12・13 研究目的の設定 事前：資料確認
事後：目的の設定と精査 講義と演習

14・15 研究の素案発表 事前：発表資料作成
事後：素案再考 演習

16～20 研究方法の検討と精査 事前：資料確認
事後：方法の検討と精査 講義と演習

21～25 分析方法の検討 事前：資料確認
事後：分析法の検討と精査 講義と演習

26・27 研究計画の精査 事前：研究計画案の作成
事後：問題点の改善 演習

28～30 研究計画・成果の報告 事前：発表資料作成
事後：研究計画の見直し 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 野村 康治

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
人間が関係する事柄には必ず心理学的問題が存在する。つまり、日常生活には心理学の研究テーマが溢れているのである。ただし、テーマを見つけるだ

けでは研究にはならない。この授業では、テーマに関する先行研究を踏まえて研究目的を設定し、適切な方法でデータを収集・分析し、分析結果に基づい
て心や行動について考えるといった研究の進め方を実践的に学んでいく。

授業目標：
自分自身で実験や調査を企画し、研究計画を立て、実験や調査を実施できるようになることを目指す。自分の関心事やそれに関わる先行研究（文献）、そ

して自分で考えた研究案や立案の進行状況などを発表しあうことで自分の考えを整理し、他者の意見を参考にすることで研究案をブラッシュアップさせて
いく。こうしたことを通じて研究を計画し、実現していく能力を獲得する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本： 参考文献：
適宜紹介する。また必要に応じて資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
読むこと、書くこと、考えることをいとわない学問的探求心を持つこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（演習の目的と授業計画） 事前：なし
事後：復習 講義

2 研究とは何か（日本文化・日本文学の研究課題例） 事前：なし
事後：復習 講義

3 研究の方法Ⅰ（日本文化・日本文学研究の比較法／仮説推論法） 事前：なし
事後：復習 講義

4 研究の方法Ⅱ（日本文化・日本文学研究の分析=総合法） 事前：なし
事後：復習 講義

5 研究論文のモデル購読Ⅰ（卒業論文を読む） 事前：論文を読む
事後：なし 演習

6 研究論文のモデル購読Ⅱ（卒業論文を読む） 事前： 論文を読む
事後：なし 演習

7 テーマ決定Ⅰ（自分の研究テーマを発表する） 事前：自分のテーマ検討
事後：なし 演習

8 テーマ決定Ⅱ（自分の研究テーマを発表する） 事前：自分のテーマ検討
事後：なし 演習

9 テーマ決定Ⅲ（自分の研究テーマを発表する） 事前：自分のテーマ検討
事後：なし 演習

10 文献資料収集の方法（図書資料検索・cinii検索・ネット検索） 事前：なし
事後：自分の資料検索 講義

11 文献資料研究Ⅰ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前 自分の発表資料作成
事後：自分の資料検索 演習

12 文献資料研究Ⅱ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：自分の発表資料作成
事後：自分の資料検索 演習

13 文献資料研究Ⅲ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：自分の発表資料作成
事後：自分の資料検索 演習

14 文献資料研究Ⅳ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：自分の発表資料作成
事後：自分の資料検索 演習

15 文献資料研究Ⅴ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：自分の発表資料作成
事後：自分の資料検索 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 基礎ゼミⅠ・Ⅱ

そ の 他 研究テーマが日本文学・日本文化・国語科教育であること

授業概要：
⚑．研究方法の習得
⚒．研究テーマの決定
⚓．文献資料の収集・研究
⚔．研究論文の書き方
⚕．研究発表・討議（章ごとの論文を少しずつ作成していく）
⚖．中間まとめの報告会

授業目標：
日本文学、日本文化、国語教育の専門領域に関するテーマで、受講生一人ひとりが主体的に研究を深め、論文にまとめる。演習は大学生にとって最も重

視される講義である。その心構えで受講して欲しい。卒業論文を⚒年間でまとめる心づもりで取り組んで欲しい。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『「語り論」がひらく文学の授業』 中村龍一 ひつじ書房

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚔年生から卒業論文を書き始めても遅すぎます。また、就職活動や教育実習などで忙しい。⚓年生から少しずつ進めておきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 研究論文の書き方Ⅰ（体裁と目次） 事前：なし
事後：復習 講義

17 研究論文の書き方Ⅱ（表記の方法） 事前：なし
事後：復習 講義

18 研究論文の書き方Ⅲ（先行文献【注】の表記） 事前：なし
事後：復習 講義

19 研究発表・討議Ⅰ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

20 研究発表・討議Ⅱ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

21 研究発表・討議Ⅲ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

22 研究発表・討議Ⅳ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

23 研究発表・討議Ⅴ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

24 中間まとめ報告会Ⅰ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

25 中間まとめ報告会Ⅱ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

26 中間まとめ報告会Ⅲ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

27 中間まとめ報告会Ⅳ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

28 中間まとめ報告会Ⅴ 事前：論文を書く
事後：なし 演習

29 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義

30 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 序論：「英語」（English language）について 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

2 演劇（’play’）の語源 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

3 演劇の起源 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

4 ギリシャの古代劇場 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

5 ローマの古代劇場 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

6 劇場と用語 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

7 キリスト教と演劇 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

8 映像で見る『天地創造』（The Creation） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

9 『天地創造』（ハンドアウト） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

10 映像で見る『ノアの洪水』（Noah’s Flood） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

11 『ノアの洪水』（ハンドアウト）喜劇の誕生 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

12 聖書劇：『アダムとイヴの誕生』（The Creation of Adam and Eve） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

13 聖書劇：『受胎告知』（The Annunciation） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

14 聖書劇：『磔刑』（The Crucifixion） 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

15 喜劇の要素を考える 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
特にシェイクスピアの演劇に親しむことができるように、当時の社会事情や慣習について英語で記載したプリントを用います。ビデオやDVDを併用し

ます。併せて、毎回30分は、英語表現習得のために副教材を使用し、英語に親しむ環境をつくります。

授業目標：
イギリス文化と演劇に焦点をあてながら、物の見方や考え方について学び、授業を通じて英語・英語文化への理解を深めるともに英語力をつけることも

主要な目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
ハンドアウトを配布

『暗記で合格 英検⚒級』（旺文社 ￥850）

参考文献：
フランソワ・ラロック著 石井美樹子訳 『シェイクスピアの世界』 (創元社 ￥1,400)

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（25％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（50％）などで総合評価する。

学生へのアドバイス：
英語が好きで、英語がおもしろいと思ってもらえるように、英語の背景を学んでほしいと思います。希望があれば、英語合宿も計画します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。必要に応じて、メールで連絡するか授業時に会った時に、相談日時を決めます。

16 娯楽としての演劇 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

17 道徳劇 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

18 映画『千日のアン』⑴ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

19 映画『千日のアン』⑵ エリザベスⅠ世の誕生 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

20 劇作家シェイクスピア 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

21 シェイクスピアとその時代 ⑴ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

22 シェイクスピアとその時代 ⑵ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

23 グローブ座 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

24 喜劇『から騒ぎ』⑴ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

25 喜劇『から騒ぎ』⑵ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

26 喜劇の構成要素 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

27 悲劇『ロミオとジュリエット』⑴ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

28 悲劇『ロミオとジュリエット』⑵ 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

29 悲劇の構成要素 事前：ハンドアウト
事後：確認チェック 演習

30 まとめ 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 演習

2 文章読解Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

3 文章読解Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

4 文章読解Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

5 文章読解Ⅳ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

6 卒論テーマ検討Ⅰ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

7 卒論テーマ検討Ⅱ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

8 プレゼンテーションⅠ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

9 プレゼンテーションⅡ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

10 プレゼンテーションⅢ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

11 文章の書き方Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

12 文章の書き方Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

13 プレゼンテーションⅣ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

14 プレゼンテーションⅤ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

15 前期まとめ 事前：配付資料を読む
事後：夏休みの課題をする 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、卒業論文につながるような基礎知識やスキルの獲得をめざします。各自の興味関心にそった論文を読み、ディスカッションをする形で授業

を展開していきます。

授業目標：
来年度の卒業論文のテーマを見つけ、論文を書くために必要な基礎力の育成をめざす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを用意します。

参考文献：
授業中適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ゼミは大学生活の集大成ともいえるものです。楽しく、仲良く授業をすすめながらも、各自問題意識を持って着実に成長するようがんばっていきましょ

う。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

16 夏休みの報告 事前：課題の確認をする
事後：配付資料を読む 演習

17 文章読解Ⅴ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

18 文章読解Ⅵ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

19 文章読解Ⅶ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

20 文章読解Ⅷ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

21 卒論テーマ検討Ⅲ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

22 卒論テーマ検討Ⅳ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

23 プレゼンテーションⅣ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

24 プレゼンテーションⅤ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

25 プレゼンテーションⅥ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

26 文章の書き方Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

27 文章の書き方Ⅳ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

28 プレゼンテーションⅦ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

29 プレゼンテーションⅧ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

30 まとめ 事前：配付資料を読む
事後：なし 演習
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教本：
適宜指示する。

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
演習Ⅰの無断欠席は認められない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 マーケティングの意義 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

2 マーケティング・プロセス 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

3 市場機会の発見 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

4 顧客と製品に関する戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚕・⚖ 価格戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚗・⚘ コミュニケーション戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚙・10 流通戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

11・12 顧客維持型マーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

13・14 同時進行型マーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

15 サービス業のマーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

16～18 消費財メーカーのマーケティング研究 ① 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

19～21 消費財メーカーのマーケティング研究 ② 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

22～25 生産財メーカーのマーケティング研究 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

26～28 サービス業のマーケティング研究 ① 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

29・30 サービス業のマーケティング研究 ② 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
前半は、流通やマーケティングの基本知識や関連の用語を学ぶ。マーケティングの文献を輪読と討論を通じてマーケティングの理念や意義を幅広く学ぶ。

後半は、各自インターネットを使って興味のある企業を選び、企業研究としてまとめ各自発表する。
また、具体的なマーケティングのケースを用い、理論が実務の中でどのように応用されているか、各自研究し発表します。それに基づいて全体で討論を

する。自分の意見がしっかり言えるように訓練する。
授業目標：

演習Ⅰは、「流通とマーケティング」の基礎を学びます。流通ビジネスやマーケティングの考え方、流通やマーケティング関連の独特の言葉や言い回しを
正確に理解する。マーケティングの基礎を徹底的に学び、マーケティングマインドを養う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業内で伝える。

参考文献：
授業内で伝える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、提出物・報告発表（30％）、中間発表・レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
各自の興味・研究テーマに応じて、授業内容を調整していきます。日本語・日本語教育について、あるいは世間話など、多くのことを語り合いましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：ノートを見直す 講義

⚒～⚗ 日本語関係・日本語教育関係資料調査
各自研究テーマに即したデータ収集

事前：授業箇所を読む
事後：疑問点を整理する 演習

8 研究中間報告 事前：レジメ用意
事後：研究テーマを考える 演習

⚙～14 日本語関係・日本語教育関係資料輪読発表
各自研究テーマに即したデータ収集

事前：授業箇所を読む
事後：疑問点を整理する 演習

15 研究中間報告
レポート提出

事前：レジメ用意
事後：なし 演習

16～23 日本語関係・日本語教育関係資料輪読発表
各自研究テーマに即したデータ収集

事前：授業箇所を読む
事後：疑問点を整理する 演習

24 研究中間報告 事前：レジメ用意
事後：研究計画の見直し 演習

25～29 日本語関係・日本語教育関係資料輪読発表
各自研究テーマに即したデータ収集

事前：授業箇所を読む
事後：疑問点を整理する 演習

30 まとめ
レポート提出

事前：レポート修正
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語学関連の科目を履修していることが望ましい。

そ の 他 日本語教育関係の研究を希望する場合は、日本語教員養成課程の科目を履修していること。

授業概要：
日本語学の各分野で、受講生が関心のある事項を取り上げて学んで行きます。日本語教育関係では、教授法・教材研究・第⚒言語習得 等、各自が関心の

あるテーマを選び、資料やデータを集めて問題を解決していきます。

授業目標：
⚑．各自が疑問に思う事項、明らかにしたい事項をあらいだし、文献を読んで研究テーマを具体的に定める。
⚒．研究方法を学び、各自の研究にあった方法を選ぶ。
⚓．卒論の前提となるレポートを書く。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
カメラ好き、話好き、ヒト好き、そうなりたい学生も期待している。
学校外の活動が多くなります。学外の方ともお会いする機会が増えます。プレ社会人としてのモラルを強く求める。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読む
事後：自分の長所とは？ 演習

⚒･⚓ 自己分析と自己PR文の書き方 事前：自分の長所とは？
事後：PR文の読み直し 演習

⚔～⚘
インタビューの進め方、インタビューのまとめ方

インタビューの相手として、松蔭大学の先生や、職員、卒業生の方々の想定している。
インタビューの進め方 インタビュー記事から学ぶ

事前：誰の話を聞きたいか
事後：インタビューのリハーサル 演習

⚙･10 新聞から就活に役立つ記事探し
志望業種、職種の詳細 新聞記事の活用法

事前：志望業種、職種は？
事後：新聞記事の読み直し 演習

11～14 広報誌の企画
先輩の企画からまなぶ 企画書作成 プレゼンテーション

事前：広報誌を読む
事後：企画書の読み直し 演習

15 前期のまとめ 事前：夏休みの目標
事後：夏休みに勝つ！ 演習

16 夏休みの活動報告 事前：夏休みを振り返る
事後：広報誌を読む 演習

17～21
広報誌の取材と記事まとめ

取材の依頼 訪問時のマナー 訪問後のマナー
記事まとめ 入稿作業

事前：広報誌企画の読み直し
事後：取材のリハーサル 演習

22･23 新聞から就活に役立つ記事探し
志望業種、職種の詳細 新聞記事の活用法

事前：志望業種、職種は？
事後：新聞記事の読み直し 演習

24～26 自分史づくり
これまでの学び これからの学び 将来の姿

事前：卒業文集の読み直し
事後：⚕年後の自分は？ 演習

27～29 卒論テーマと就活エントリー準備
自分史の活用

事前：卒論テーマは？
事後：プレゼン準備 演習

30 卒論テーマについてのプレゼンテーション 事前：プレゼン準備
事後：春休みに勝つ！ 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 地域観光論Ⅱ（単位未取得者は相談してください）

そ の 他 なし

授業概要：
「調べる」、「聞く」、「書く」、「まとめる」の繰り返しを、ひとつにまとめ上げて、冊子づくりに取り組む。具体的には、松蔭大学広報誌を予定している。

PCを使った活動が多くなるので、基本的なコンピューターソフト（ワード、エクセル、パワーポイント等）は使うので、指示があれば、PCを持ってくるこ
と。
授業目標：

ゼミの目的は、観光まちづくりに関わるいろいろな「ヒト」から学ぶこと。観光まちづくりがうまくいっているなと感じるまちで、その秘訣を尋ねると、
必ず帰ってくる言葉は「たまたま」。「たまたま」、つまり「偶然ですよ」と控えめな答えの背景には、「たまたま」に導くための必然の活動があるはず。そ
れを知る方法は、ただひとつ。お話を聞くこと。丹念な下調べと、お話を聞き、相手に共感することが大切となる。「調べる」、「聞く」、「書く」、「まとめる」
を繰り返し行っていく。適宜、就活指導を盛り込む。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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演
習
Ⅱ

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰで学習したイギリス文化から、各自の興味や関心に合わせて設定したテーマで卒業論文を執筆する。
併せて、毎時間、就職活動についての指導を行う。

授業目標：
イギリス文化に関係する卒業論文の完成を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜指示します。

参考文献：
適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（50％） 論文完成までの執筆状況（50％）

学生へのアドバイス：
卒業論文を執筆するには大変な努力と根気が必要ですが、完成したときの達成感と充実感は計り知れないものがあります。
論文執筆を通して、知的な喜びを感じられるようになってもらいたいと思います。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒業論文完成までのスケジュールと手順の説明 事前：
事後：次回授業への準備 講義

⚒～⚔ 資料収集と文献リストの作成 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

5 卒業論文のテーマの選考 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

6 卒業論文のテーマの決定 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

7 卒業論文の構成を考える 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

8 個別指導（序論の執筆） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

⚙～12 個別指導（第1章の執筆） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

13 第1回中間発表 事前：発表原稿の内容確認
事後：発表内容の整理 演習

14～17 個別指導（第2章の執筆） 事前：次回授業への準備
事後：発表原稿の整理 演習

18～22 個別指導（第3章の執筆） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

23 第2回中間発表 事前：発表原稿の内容確認
事後：発表内容の整理 演習

24～26 個別指導（結論の執筆） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

27 個別指導（註の作成） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

28 個別指導（引用・参考文献の作成） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

29 個別指導（全体の推敲） 事前：次回授業への準備
事後：授業内容の確認と整理 演習

30 卒業論文の発表 事前： 発表原稿の確認
事後： 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業概論 事前：
事後： 演習

2 ＊以下、草稿のスケジュール以外、テーマによって個人指導 事前：
事後： 演習

3 事前：
事後： 演習

4 事前：
事後： 演習

5 事前：
事後： 演習

6 事前：
事後： 演習

7 事前：
事後： 演習

8 事前：
事後： 演習

9 事前：
事後： 演習

10 事前：
事後： 演習

11 事前：
事後： 演習

12 事前：
事後： 演習

13 事前：
事後： 演習

14 事前：
事後： 演習

15 夏の課題について 事前：
事後： 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 必須 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 粟屋 信子

履 修 条 件
前提科目 異文化コミュニケーション論 異文化共生論

そ の 他 比較文化論

授業概要：
演習Ⅰを発展、進行させ、論文を完成させる。そのための資料読み、調査、ディスカッションを行う。

授業目標：
資料読みのレジメ作成ができることを前提として、論理的な思考で、論文の構成を考える。論文執筆。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
テーマ領域に応じて指定。

参考文献：
随時、学生からの提案文献、教師からの指定文献。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト・レポート等（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日頃から、新聞、本、雑誌など、テーマに関する文献となる可能性のあるものを探す。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 論文 第一草稿 事前：
事後： 演習

17 草稿の検討 事前：
事後： 演習

18 事前：
事後： 演習

19 事前：
事後： 演習

20 事前：
事後： 演習

21 論文 第二草稿 事前：
事後： 演習

22 草稿の検討 事前：
事後： 演習

23 事前：
事後： 演習

24 事前：
事後： 演習

25 事前：
事後： 演習

26 事前：
事後： 演習

27 事前：
事後： 演習

28 事前：
事後： 演習

29 最終稿の検討 事前：
事後： 演習

30 論文完成 事前：
事後： 演習
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
その都度紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、卒業レポートまたは卒業論文等（70％）、等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回、出席をし、ノートをとること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～⚓ 履修者各自が好きな研究テーマを設定する。 事前：なし
事後：なし 演習

⚔～15 各人が卒業論文または卒業レポートのテーマに従って、各章（⚓～⚔章）ごとのテーマ
を設定し、マトメていく。

事前：なし
事後：なし 演習

16～25 各自の調査・研究テーマについて、ゼミで発表し、質疑応答を行うなかで、骨子の再検
討と全体の統一性・整合性を検討していく。

事前：なし
事後：なし 演習

26～30 卒業論文または卒業レポートの最終チェックをする。 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 案浦 崇

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅱでは、履修者各自が研究テーマを選定し、卒業論文または卒業レポートにまとめていく。
⚔～⚕月にかけて、各人が卒業論文または卒業レポートの理論的構成、その中身・肉付けを終了させる。
10・11月には、各自の調査研究テーマについて、骨子の再検討と卒業論文または卒業レポートの作成を行う。
ゼミでは、テーマの設定、文献の収集、卒業論文または卒業レポートの構成の仕方などを指導していく。

授業目標：
本演習の目標は卒業論文または卒業レポートを作成することにある。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-17  Page 27 19/03/15 15:53

609

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 卒業論文・レポートのテーマ ① 資料の分析 事前：なし
事後：課題の準備 講義と演習

3 卒業論文・レポートのテーマ ② 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

4 卒業論文・レポートのテーマ ③ 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

5 卒業論文・レポートのテーマ ④ 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

6 卒業論文・レポートのテーマ ⑤ 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

7 卒業論文・レポートのテーマ ⑥ 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

8 卒業論文・レポートのテーマ ⑦ 資料の分析 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

9 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ① 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 講義と演習

10 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ② 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

11 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ③ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

12 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ④ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

13 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ⑤ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

14 卒業論文・レポートの研究目的、構成、内容の発表 ⑥ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

15 前期まとめ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の歴史と文化について理解を深めることは、自分自身を見つめなおすことにもつながります。
各自、興味のある研究テーマを選択し、個人発表を繰り返しながら、卒業論文の作成に取り組みます。

授業目標：
演習Ⅰで理解を深めた日本の歴史と文化の知識、研究方法の基礎をいかしながら卒業論文（⚒万字以上）、卒業レポート（⚑万字以上）の作成を行います。
また、演習Ⅰと同じように、適宜、合宿や課外活動を行います、ゼミ生や教員との交流を通して、社会人に必要不可欠なコミュニケーション能力を習得

してください。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、テキストは指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、行間を読み、歴史の本質を理解するよう心かけてください。

オフィスアワー：
初回講義で教えます。

16 卒業論文・レポートの作成 ① 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 講義と演習

17 卒業論文・レポートの作成 ② 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

18 卒業論文・レポートの作成 ③ 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

19 卒業論文・レポートの作成 ④ 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

20 卒業論文・レポートの作成 ⑤ 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

21 卒業論文・レポートの作成 ⑥ 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

22 卒業論文・レポートの作成 ⑦ 本論の作成 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

23 卒業論文・レポートの発表 ① 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

24 卒業論文・レポートの発表 ② 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

25 卒業論文・レポートの発表 ③ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

26 卒業論文・レポートの発表 ④ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

27 卒業論文・レポートの発表 ⑤ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

28 卒業論文・レポートの発表 ⑥ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

29 卒業論文・レポートの発表 ⑦ 事前：課題の準備
事後：課題のまとめ 演習

30 後期まとめ 事前：なし
事後：なし 講義
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教本：
授業の折に指示

参考文献：
授業の折に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（10％）、プレゼンテーション（30％）、論文（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
論文の完成が全てと考え、努力すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～⚒ 論文作成のプロセスの説明 事前：なし
事後：なし 講義

⚓～⚔ 資料の収集 事前：あり
事後：あり 演習

⚕～10 資料の収集 事前：あり
事後：あり 演習

11～12 論文の目次の発表 事前：あり
事後：あり 演習

13～26 論文の各章の作成・発表 事前：あり
事後：あり 演習

27～30 論文提出の準備 事前：あり
事後：あり 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石崎 忠司

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文の作成のために、資料の収集。

授業目標：
卒業論文の12月までの作成。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：演習の概要
事後：自己紹介 講義

⚒･⚓ 子ども虐待の定義とは？各自調べる。 事前：指定資料 の予習
事後：各自調査 調査

4 調べたことを発表する 事前：調査して発表
事後：他の人の発表を聞く

各自発表した
ことを記録

5 子ども虐待の予防、発見等の基本的事項を理解する
DVDを鑑賞し、理解する

事前：事前資料で予習
事後：DVDで理解する DVD鑑賞

6 DVDの鑑賞後をレポートにまとめ、検討発表する 事前：DVDで予習す
事後：討論発表する 討論と発表

⚗･⚘ 子ども虐待の実態把握
⚑．新聞等からピックアップして検討し、疑問等探す

事前：新聞等の収集
事後：討論 収集と討論

⚙･10 子ども虐待の実態把握
⚒．新聞等からピックアップして検討し、疑問等を探す

事前：新聞等の収集
事後：討論 収集と討論

11･12
子ども虐待の実態把握
⚓．児童相談所に行き、虐待の実際の把握と学生ができる支援について見学と研修に

いく

事前：指定資料での予習
事後：見学、研修 見学、研修

13･14
子ども虐待の実態把握
⚔．児童相談所の把握を皆で発表し、学生にできる支援について検討する

（アンケートの検討)

事前：児童相談所の予習
事後：検討、発表 検討、発表

15･16
子ども虐待の実態把握
⚕．厚木市の虐待の通報先に行き、虐待の実際の把握と学生ができる支援について研

修にいく

事前：厚木市の通報先の予習
事後：見学、研修 見学、研修

17･18
子ども虐待の実態把握
⚖．厚木市の虐待の把握を皆で発表し、学生にできる支援について検討する

（アンケートの検討）

事前：厚木市の通報先の予習
事後：検討、発表 検討、発表

19･20
子育て支援センターでの最近の母親の状況についての研修
⚑．ボランティアをする

（子育てで困ることなどのアンケート用紙を配布）

事前：厚木市子育て支援予習
事後：厚木市子育て支援復習 ボランティア

21･22
子育て支援センターでの最近の母親の状況についての研修
⚒．ボランティアをする

（子育てで困ることなどのアンケート用紙を回収）

事前：厚木市子育て支援予習
事後：厚木市子育て支援復習 ボランティア

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石橋 優子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
児童相談所や厚木市の通報先に出向き、実態を把握する。特に、実母からの虐待が半数であること、就学前の子どもの虐待が半数を占めていること。こ

のことから、厚木市子育て支援センターのボランティアや公園等の母親からのアンケートなどを行い、母親たちが自分の子どもに対して困っていることな
どを聞き取りながら、養育困難事例の振り分けをする。この中から、学生に何が支援できるかを研究して行く。

授業目標：
⚑．子ども虐待とは何かを知る。
⚒．子ども虐待の実態把握をする。
⚓．実際の現場に行き、見学、研修をし、学生にできる支援について検討する。
⚔．子育て支援センターや公園での母親の聞き取りに行き、困っている子育てについてアンケートで調査する。
⚕．アンケートで困っている事例の中から．養育困難事例（虐待傾向）の支援になることを検討する。
⚖．学生ができる（一生の中で）子育て支援は何か？をまとめていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
その都度資料を提供

参考文献：
保育所保育指針 厚生労働省編 フレーベル館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート・発表等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
視察や調査したことをその都度レポートで提出ししてもらう。授業に参加しないと書けないことが多いので注意してほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

23･24 公園等での母親からの聞き取りに行く 事前：聞き取りの予習
事後：聞き取りの復習 聞き取り調査

25･26 子育て支援センターや公園での母親の困り感をまとめる 事前：聞き取り等の回収
事後：聞き取り等のまとめ 聞き取り調査

27･28 学生ができる養育困難の状況を作らないための支援を検討 事前：親への支援検討
事後：親への支援検討 支援検討

29･30 まとめと発表 事前：まとめと発表
事後：なし まとめ
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～30 教本を読み、報告する。 事前：教科書を読む。
事後：ノートにまとめる。 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 伊藤 重行

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
アジア太平洋とはどこの地域なのかを学習し、日本との関係についても学ぶ。またアジア太平洋の発展はどのような指導者によってなされてきたかを知

る。

授業目標：
アジア太平洋の諸国と指導者を知るがテーマである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
演習開始時に決定する。

参考文献：
演習開始時に決定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（50％）、発表（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと。⚔年次には論文を書く事を希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
各自用意。

参考文献：
特になし。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（70％）、小テスト・レポート等（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒業研究は自分のために行なうものであるため、積極的に調べたり、調査等を行なうことを望む。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション・今後の予定を立てる。 事前：なし
事後：なし 論文指導

2 テーマの選定 事前：プレゼンの準備
事後：なし 論文指導

3 研究内容のプレゼン 事前：プレゼンの準備
事後：なし プレゼン

⚔～14 論文の作成指導 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

15 夏休み中の論文作成へのアドバイス 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

16－22 論文の構成指導 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

23－26 添付資料の作成指導 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

27 参考文献の整理指導 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

28 脚注の作成指導 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

29 完成論文の最終チェック 事前：課題の研究
事後：なし 論文指導

30 卒業論文の提出 事前：なし
事後：なし 論文指導

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 保育教育専門科目

担 当 教 員 後田 紀子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
演習Ⅱでは、卒業論文の作成が主となる。演習Ⅰで行なってきた調査等をまとめ、論文の構成、章や節の編成等の作業が一連の内容になる。調査等を行

なうまでの資料を整理し、研究内容をまとめ期日までに提出できるようにする。

授業目標：
演習Ⅱの目標は、卒業論文の作成を最終目標にしているが、学生自身が行なってきたことをしっかりまとめることができ、期日までに提出できることを

目標とする。また、①論文の章の構成を行なう。（これはプレゼンで行なう。）②毎週、論文の進捗状況を報告する。③作成された章から、報告をする。④
完成した際には全体を仮製本して提出する。⑤参考文献、引用文献のチェックをする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

⚒～⚕ 企業・産業研究 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義

⚖～24 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野研究 演習

25～30 レポート研究 事前：専門分野研究
事後：専門分野研究 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ履修

そ の 他 なし

授業概要：
観光関連の企業・産業研究をした上で、課題を見つけ出し、その解決策を考え出し、プレゼンをする訓練をする。

授業目標：
⚑．得意分野をプレゼンできる
⚒．政治・経済・文化・産業に関心を持つようになる
⚓．課題をみつけ、解決することができる
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：
高橋秀夫著「クラブツーリズムの秘密」毎日新聞社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（80％）レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会の動きを自分で考え、議論できるようになろう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
追って案内する。

参考文献：
適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
ゼミにおける研究への姿勢（50％）、レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
資金の流れという観点から、企業活動をさらに深く研究して欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～⚕ すでに学習した「演習Ⅰ」を概観しながら、各自研究テーマを設定する。（例 企業の
資金調達、キャッシュフロー経営、 配当政策、現在価値と割引率など）

事前：なし
事後：なし 演習

⚖～10 各自設定した研究テーマについて、内容の構成･組立てを検討し、細目・章を作成する。 事前：なし
事後：なし 演習

11～27
組立てた章ごとに、研究内容を発表する。
その内容について、質疑応答、意見交換を行い、これらを含めて、その章のレポートを
まとめる。

事前：なし
事後：なし 演習

28～30 章ごとに作成したレポートを再度見直し、全体としてのまとまりを考えながら、最終
レポートにまとめる。

事前：
事後： 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 岡 猛夫

履 修 条 件
前提科目 ｢演習Ⅰ 企業ファイナンス」を履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰで履修した「企業ファイナンス」の研究を更に深く進めていく。各自、掘り下げたいテーマを決め、研究を行なう。テーマの細目（章）ごとにレ

ポートをまとめ発表、質疑応答を行う。
本ゼミは、経済学、経営学、金融論などにまたがる学際的な分野であり、同時により実務的な側面を持っている。
こうした点を念頭に置きながら、研究を進めていくことが求められる。
授業目標：

授業概要で発表し、質疑を行なった上で作成したレポートを、最終的に論文・総合レポートにまとめる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
自らの選んだテーマの理解を深め、論文を作成する。

授業目標：
卒業論文として完成することを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバス
事後：ノートの整理・補充 講義

2 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

3 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

4 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

5 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

6 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

7 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

8 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

9 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

10 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

11 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

12 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

13 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

14 経過発表と質疑応答 事前：資料の読解・まとめ
事後：質疑応答の整理 演習

15 夏休みの研究計画 事前：論文の書き方チェック
事後：注意点の復習 演習
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教本：
山田剛史・林創共著『大学生のためのリサーチリテラシー入門』ミネルヴ

ァ書房、￥2,400＋税

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況（30％）、卒業論文（70％）、等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ワクワクする課題を見つけ、根気よく、着実に解決に向けて力を注いでください。締め切りを考え、時間配分にも注意してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

17 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

18 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

19 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

20 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

21 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

22 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

23 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

24 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

25 論文の発表 事前：発表の準備
事後：注意点の復習 演習

26 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 演習

27 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 演習

28 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 演習

29 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 演習

30 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑～30 簿記資格に関する講義および演習 事前：なし
事後：なし 講義・演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 桑原 常明

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習では、簿記資格取得を目標として、各学生の能力に応じて演習問題を中心に進めていく。

授業目標：
日商簿記検定や全経簿記検定における資格取得を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
最初の時に指示する。

参考文献：
適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をしないこと、予習・復習を行うこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
地域での実践活動を踏まえて、各種観光研究・計画・調査において不可欠な「歩く（現場を知る）」、「読む（資料を読み込む）」、「創造する（アイディア

を発想する）」、「書く（表現する）」、そして「まとめる（報告する）」ことの技術習得を徹底的に行う。
その研究方法は、特定の地域でのボランティア活動や様々な地域との関わり等の中での実践活動を踏まえて行う。また、通常授業に加え研究作業としての
課題の実施が不可欠となる。
授業目標：
⚑．観光による地域振興における実践的能力の育成。
⚒．提案・まとめ・発表能力の育成。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
なし

参考文献：
テーマに応じて指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、地域活動（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
学生へのアドバイス：研究心をもって自主的に勉強する意欲を持つこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒論等年間テーマ・スケジュール案の検討 事後：年間テーマの検討 実習

2 産学チャレンジプログラム等公募事業への参加（逐次） 事前：年間テーマの検討
事後：公募体制の調整 実習

3 卒論等年間テーマ・スケジュールの決定 事前：年間テーマの検討
事後：スケジュールの調整 実習

4 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

5 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

6 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

7 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

8 進捗状況発表会 事前：発表準備
事後：内容の修正 実習

9 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

10 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

11 地域活動の実施（現地実習） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

12 卒論等テーマ研究の実施（資料収集・現地調査等） 事前：資料収集
事後：まとめ 実習

13 進捗状況発表会 事前：資料収集
事後：総括まとめ案の作成 実習

14 卒論等テーマ研究の実施（まとめ作業） 事前：発表準備
事後：内容調整 実習

15 卒論等テーマ発表会 事前：発表準備
事後：提出 実習
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教本：
なし。ただし、研究室の図書は全て貸し出し可。

参考文献：
ネット媒体も含めテーマ毎にサジェストします。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況、積極度等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本の教育は残念ながら教師からの一方通行の授業に陥りがちです。演習ゼミは学生の方からこれを打ち破る絶好のチャンスです。ゼミでは、構えず、

ドンドン発言し、周りからストップがかかるぐらいを目指しましょう。大学でのゼミ仲間は生涯の友に最もないりやすい存在です。“仲間内”のゼミこそ、
引っ込み思案克服の絶好の場。グループ面接なんて怖くなくなりますよ。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習Ⅱの進め方について 事前：なし
事後：なし 演習

⚒～⚔ 就活について 事前：なし
事後：復習 演習

⚕ 過去の卒論例の紹介 事前：なし
事後：なし 演習

6 卒論のテーマ選択 事前：なし
事後：なし 演習

⚗～⚘ 卒論の書き方、調べ方 事前：なし
事後：復習 演習

⚙～14 学生による発表 事前：調査、レポート作成
事後：レポート修正 演習

15 前期のまとめと後期の進め方について 事前：なし
事後：なし 演習

16～17 夏季休暇中の各自の体験の発表 事前：なし
事後：なし 演習

18～29 学生による発表（含む卒論準備及びゼミ発表会での発表準備） 事前：調査、レポート作成
事後：レポート修正 演習

30 年間ののまとめと演習Ⅱの進め方について 事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 澤田 利彦

履 修 条 件
前提科目 演習ゼミⅠ

そ の 他 なし

授業概要：
演習ゼミⅠに引き続きインバウンド観光と観光マーケティングのケーススタディ中心のゼミですが、演習Ⅱにおいては卒業論文を完成させることが集大

成になります。

授業目標：
演習ゼミⅠに引き続き、インバウンド観光と観光マーケティングのケーススタディを通じて、学生自らが「調べる」、「発表する」、「質問に答える」と「質

問する」、「代案を出す」などを体験することにより、観光分野における諸々の課題への関心と意欲を高め、思考力、判断力をアップさせることと卒業論文
を完成させることを目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 演習

2 テーマの発表 事前：発表者準備
事後：発表者まとめ 演習

3 テーマの発表 事前：発表者準備
事後：発表者まとめ 演習

4 テーマの討議 事前：発表者準備
事後：発表者まとめ 演習

5 テーマの討議 事前：発表者準備
事後：発表者まとめ 演習

6 資料、文献収集の方法について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

7 資料、文献収集の方法について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

8 資料、文献の取捨選択について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

9 資料、文献の取捨選択について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

10 論文作成スケジュールの作成について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

11 論文作成スケジュールの作成について討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

12 論文作成スケジュールを提出し問題点を討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

13 論文作成スケジュールの提出し問題点を討議する 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

14 論文執筆準備 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

15 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他

授業概要：
演習Ⅱは演習Ⅰで研究したテーマを発展させ論文作成を行う。そして毎時間、報告し問題点を指摘する。前期では論文作成の下準備を主とし、後期は論

文執筆しゼミ報告会の準備を行う。

授業目標：
各自のテーマを掘り下げるように指導する。個人研究、グループ討議、担当教員の交流の場としたい。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-17  Page 42 19/03/15 15:53

624

教本：
なし

参考文献：
各自選択したテーマに応じ指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（100％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
確実に自分の進路を決定すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

17 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

18 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

19 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

20 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

21 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

22 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

23 論文執筆経過報告 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

24 論文仮提出と問題点指摘 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

25 論文仮提出と問題点指摘 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

26 訂正論文提出 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

27 ゼミ内発表会 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

28 ゼミ内発表会 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

29 ゼミ報告会順番決め 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習

30 論文最終加筆修正 事前：ゼミ生資料準備
事後：ゼミ生まとめ 演習
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教本： 参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（80％）、小テスト・レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒論の作成に集中すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 輪読するテキストについては、ゼミ生の要望によって決める。 事前：なし
事後：なし 輪読と討論

⚒～30
毎時間、ゼミ生の卒論について指導を行う。
毎時間、ゼミ生の就職の相談に応じる。
毎時間、ゼミ生の進路の相談に応じる。

事前：なし
事後：なし 輪読と討論

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鈴木 毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰで習得したリベラル・アーツの教養を基盤に、学生は各自、自由に研究テーマを設定し、そのテーマに対して、個別に指導する。

授業目標：
卒論を通じて、自己の人生観・世界観を確立する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：資料の再読 演習

2 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習

3 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

4 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

5 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

6 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習

7 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

8 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

9 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

10 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習

11 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

12 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

13 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習

14 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習

15 卒業論文のアウトライン作成 事前：アウトライン作成
事後：反省点の検討 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙村 夏輝

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他

授業概要：
哲学・倫理学に関する文献講読および研究発表。

授業目標：
哲学・倫理学に関する自身の見解を形成し、卒業論文としてまとめる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業内で適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業準備をしっかりしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

17 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

18 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

19 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

20 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

21 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

22 資料の読解 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

23 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

24 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

25 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

26 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

27 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習

28 論文の推敲 事前：論文の読み直し
事後：論文の読み直し 演習

29 論文の推敲 事前：論文の読み直し
事後：論文の読み直し 演習

30 論文の校正・校閲 事前：論文の読み直し
事後：なし 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒論の目標設定 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

2 卒論指導 ⑴ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

3 卒論指導 ⑵ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

4 卒論指導 ⑶ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

5 ディスカッション⚑ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

6 ディスカッション⚒ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

7 卒論指導 ⑷ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

8 卒論指導 ⑸ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

9 ディスカッション⚓ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

10 ディスカッション⚔ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

11 卒論指導 ⑹ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

12 卒論指導 ⑺ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

13 卒論指導 ⑻ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

14 プレゼンテーション⚑ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

15 プレゼンテーション⚒ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 立野 貴之

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
ゼミ生は、ICTを利用した多くの環境に関する研究を進めるために、知識や能力の基礎を固め、さらに発展させることを目標と定める。具体的には、様々

な環境で情報活用ができる基礎的な知識や技能を高め、情報化社会における情報通信の構造に関する知識を学び論理思考を身に付ける。

授業目標：
演習Ⅰから続けてきた研究を踏まえ卒業論文を完成させることを目標とする。また、演習Ⅰにおける活動を引き続き行いながら、各自の調査・研究のた

めの時間を十分に確保でし、演習の進捗状況の報告、その他課題の提出等の期日を厳守する。ゼミ活動では、後輩に恥じぬよう下記のように意欲をもって
取り組むことを望む。

⚑．主体的に知識・情報を獲得する意欲
⚒．ゼミのメンバー間での議論に積極的に参加
⚓．各自の責任をもってスケジュール管理

演習Ⅱは、学生の発表や文献等に関するメンバー間のディスカッションを通じて、各自の研究を仕上げていく環境としての機能を重視する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布する。

参考文献：
ガイダンスの時に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
各自が到達目標を設定し、それぞれの研究や活動の取り組み（40％）、最終的な研究成果（60％）から判断する。

学生へのアドバイス：
ゼミ生は、ICT活用の知識や能力の基礎を固め、さらに活動を通して発展させることを目標と定め研究活動を行います。知識や活動が自らの研究に結び

付け、各ゼミ生が主体的に研究を行うように頑張ってください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

16 卒論指導 ⑼ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

17 卒論指導 ⑽ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

18 ディスカッション⚕ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

19 ディスカッション⚖ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

20 卒論指導 ⑾ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

21 卒論指導 ⑿ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

22 卒論一時提出 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

23 ディスカッション⚗ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

24 ディスカッション⚘ 事前：ディスカッション準備
事後：フィードバック確認 講義

25 卒論指導 ⒀ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

26 卒論指導 ⒁ 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

27 卒論最終確認 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

28 卒論最終提出 事前：資料準備
事後：配布資料確認 講義

29 プレゼンテーション⚙ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義

30 プレゼンテーション10 事前：プレゼン準備
事後：フィードバック確認 講義
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（卒業論文の目的と作成計画） 事前：なし
事後：なし 講義

2 卒業論文のテーマ確認Ⅰ 事前：テーマの絞り込み
事後：なし 演習

3 卒業論文のテーマ確認Ⅱ 事前：テーマの絞り込み
事後：なし 演習

4 資料収集とポートフォリオⅠ 事前：なし
事後：資料を読む 講義

5 調査研究の母数等 事前：なし
事後：資料を読む 講義

6 卒業論文の構成と小見出しⅠ 事前：小見出しをつける
事後：なし 演習

7 卒業論文の構成と小見出しⅡ 事前：小見出しをつける
事後：なし 演習

8 卒業論文の主資料の構成⚑ 事前：主資料を整序する
事後：なし 演習

9 卒業論文の主資料の構成Ⅱ 事前：主資料を整序する
事後：なし 演習

10 文献資料の再検討 事前：文献再検討
事後：なし 講義

11 文献資料研究Ⅰ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：文献再検討
事後：なし 演習

12 文献資料研究Ⅱ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：文献再検討
事後：なし 演習

13 文献資料研究Ⅲ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：文献再検討
事後：なし 演習

14 文献資料研究Ⅳ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：文献再検討
事後：なし 演習

15 文献資料研究Ⅴ（各自の文献資料を購読し検討する） 事前：文献再検討
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 卒業論文の研究テーマが日本文学・日本文化・国語科教育であること

授業概要：
⑴ 卒業論文の指導を主たる授業内容とする
⑵ 研究テーマの決定
⑶ 文献資料の収集・調査の方法
⑷ 研究論文の書き方、校正
⑸ 研究中間発表・討議
⑹ 個別指導

授業目標：
日本文学、日本文化、国語教育の専門領域に関するテーマの卒業論文を作成するための助言指導を行う。受講生一人ひとりが主体的に研究を深め論文に

まとめる。卒業論文は大学生にとって勉学の成果の集大成である。演習Ⅱは大学生にとって最も重視される講義である。しっかりした心構えで受講するこ
と。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教室で指示する。

参考文献：
教室で指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、発表・レポート等（20％）、卒業論文（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒業論文は大学生にとって⚔年間の勉学の集大成である。演習Ⅱは大学生にとって最も重視される講義である。しっかりした心構えで受講すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 全体指導（目次の作成） 事前：目次の作成
事後：論文執筆 講義

17 個別指導Ⅰ 事前：課題をの明確化
事後：論文執筆 講義

18 個別指導Ⅱ 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 講義

19 個別指導Ⅲ 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習

20 個別指導Ⅳ 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習

21 全体指導（卒業論文最終確認会） 事前：報告事項をまとめる
事後：論文執筆 演習

22 個別指導Ⅴ 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習

23 個別指導Ⅵ 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習

24 個別指導Ⅶ（卒業論文のまとめ） 事前：課題の明確化
事後：論文のまとめ 演習

25 卒業論文発表者選考会Ⅰ 事前：発表主旨の作成
事後：論文執筆 演習

26 卒業論文発表者選考会Ⅱ 事前：発表原稿の作成
事後：論文執筆 演習

27 卒業論文発表会リハーサル 事前：リハーサル
事後：なし 演習

28 卒業論文発表会 事前：なし
事後：なし 演習

29 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義

30 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義
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教本：
ハンドアウトを配布する。

参考文献：
F. Raloque Shakespeare: Court, Crowd and Playhouse
(Thames and Hudson, ￥1,400)

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、課題・レポート（80％）などで総合評価する。

学生へのアドバイス：
どのような作業をしたらよいかを、できる限り具体的に指導したいと思っています。作業をしながら、迷ったこと、わからないことが出てきたら、すぐ

に伝えてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。必要に応じて、メールで連絡するか授業時に会った時に、相談日時を決めます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 意見文の書き方 事前：ハンドアウト
事後：なし 演習

2 論文の書き方 事前：ハンドアウト
事後：なし 演習

3 図書館の利用の仕方 事前：なし
事後：なし 演習

4 『オックスフォード英英辞典』（OED）の引き方 事前：なし
事後：なし 演習

5 研究の実践練習⚑：取り上げる劇作品の決定 事前：なし
事後：なし 演習

6 研究の実践練習⚒：登場人物と役者の数 事前：ハンドアウト
事後：なし 演習

7 研究の実践練習⚓：台詞の行数 事前：なし
事後：なし 演習

8 研究の実践練習⚔：台詞行数の表作成およびその用い方 事前：なし
事後：なし 演習

9 研究の実践練習⚕：卒論第⚑章の作成（レポート提出） 事前：なし
事後：なし 演習

10 個人指導：扱う劇作品の卒論テーマの決定 事前：なし
事後：なし 演習

11 個人指導：暫定的な卒論の「序」の作成 事前：ハンドアウト
事後：なし 演習

12 個人指導：卒論の「第⚑章」の骨子作成 事前：なし
事後：なし 演習

13 個人指導：個人指導：卒論の暫定的な全体の構成の決定 事前：なし
事後：なし 演習

14 個人指導：卒論「序」と「第⚑章」、「第⚒章」の下書き 事前：なし
事後：なし 演習

15 個人指導：前期試験レポート（卒論の「序」「第⚑章」「第⚒章」の確認 事前：なし
事後：なし 演習

16～30
各自の進度に合わせて、毎回個人指導を実施。
⚒週間に一度、個人の進度に応じて、指定したところまでのワープロ原稿を提出する。
コメント、添削を施して提出した翌週に返却し、次の提出日までの課題を指示する。

事前：なし
事後：なし 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰを履修済み

そ の 他 なし

授業概要：
⚓年次に学んだ内容に基づき。シェイクスピアの劇作品の中から一つを選び、論文のテーマを絞ります。出発点として、まずできるだけ具体的で小さな

テーマを選びます。そしてそのテーマについて、どのような角度から研究するのかを考えます。シェイクスピアの劇作品について、①言語、②社会、③風
俗、④自然、⑤道化や主人公などの作中人物、⑥演劇的な構成、⑦挿入されている歌、などの中から一つを選択し、研究するのがいいでしょう。各自興味
のあるテーマに取り組んでください。必要な資料は、図書館から借りることができるものを除いて、できる限りコピーを用意して渡すようにします。

英語表現および語彙の習得のために、毎回30分、副教材を用いた英語学習をします。
授業目標：

各自の選んだ題目に基づき、研究の成果を形式に従って卒業論文に仕上げることが目標です。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配付資料を読む 演習

2 文章読解Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

3 文章読解Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

4 文章読解Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

5 文章読解Ⅳ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

6 卒論テーマ検討Ⅰ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

7 卒論テーマ検討Ⅱ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

8 プレゼンテーションⅠ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

9 プレゼンテーションⅡ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

10 プレゼンテーションⅢ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

11 文章の書き方Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

12 文章の書き方Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

13 プレゼンテーションⅣ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

14 プレゼンテーションⅤ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

15 前期まとめ 事前：配付資料を読む
事後：夏休みの課題をする 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅱでは、卒業論文にむけて、着実に力をつけることをめざします。各自の興味関心にそった論文を読み、ディスカッションをする形で授業を展開し

ていきます。

授業目標：
社会人として必要な知識・自覚を高めるとともに、卒業論文の完成をめざす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを用意します。

参考文献：
授業中適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ゼミは大学生活の集大成ともいえるものです。楽しく、仲良く授業をすすめながらも、各自問題意識を持って着実に成長するようがんばっていきましょ

う。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

16 夏休みの報告 事前：課題の確認をする
事後：配付資料を読む 演習

17 文章読解Ⅴ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

18 文章読解Ⅵ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

19 文章読解Ⅶ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

20 文章読解Ⅷ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

21 卒論テーマ検討Ⅲ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

22 卒論テーマ検討Ⅳ 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習

23 プレゼンテーションⅣ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

24 プレゼンテーションⅤ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

25 プレゼンテーションⅥ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

26 文章の書き方Ⅲ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

27 文章の書き方Ⅳ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習

28 プレゼンテーションⅦ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

29 プレゼンテーションⅧ 事前：プレゼン資料を作成
事後：授業をふりかえる 演習

30 まとめ 事前：配付資料を読む
事後：なし 演習
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教本：
適宜指示する。

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
演習Ⅱの無断欠席は認められない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 マーケティングの意義 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

2 マーケティング・プロセス 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

3 市場機会の発見 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

4 顧客と製品に関する戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚕･⚖ 価格戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚗･⚘ コミュニケーション戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

⚙･10 流通戦略 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

11･12 顧客維持型マーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

13･14 同時進行型マーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

15 サービス業のマーケティング 事前：レポートを書く
事後：レポートを修正する 演習

16～18 卒論テーマの研究 事前：卒論テーマ考察
事後：卒論執筆 演習

19～21 卒論中間発表 事前：卒論執筆
事後：卒論修正 演習

21～25 卒論指導 ① 事前：卒論執筆
事後：卒論修正 演習

26～28 卒論指導 ② 事前：卒論執筆
事後：卒論修正 演習

29･30 卒論提出 事前：卒論執筆
事後：卒論提出 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 宝子山 嘉一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰで学んだマーケティングマインドを基礎として、各自が研究テーマを設定し、研究、発表、討議を行う。その結果を卒業論文につなげていく。

授業目標：
卒業論文を作成する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業内で選定し、伝える

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、課題遂行・提出物等（20％）、研究課題の最終的な達成度（卒論）（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒業論文は、簡単に書けるものではありませんが、資料を読んだり何度も考えたりしていると、必ず解決の糸口が見えてきます。そういった過程を経験

して得られる思考力・判断力・表現力こそが、この授業の目的です。ともにかんばりましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション テーマの選定と説明 事前：研究計画の提出
事後：授業内容の整理

⚒～⚗ 資料の講読、テーマの具体化 事前：課題の研究
事後：授業内容の整理

⚘ 研究中間報告 事前：レジメ作成
事後：整理と振り返り

⚙～14 卒業論文のアウトラインを考える、論文作成指導 事前：課題の研究
事後：授業内容の整理

15 研究中間報告・提出 事前：レジメ作成
事後：整理と振り返り

16～23 卒業論文 作成指導・執筆 事前：課題の研究
事後：授業内容の整理

24 卒業論文 校閲・校正⚑ 事前：卒論の推敲
事後：卒論の推敲

25 卒業論文 校閲・校正⚒ 事前：卒論の推敲
事後：卒論の推敲

26 卒業論文 最終修正 事前：卒論の確認・修正
事後：配付資料の確認

27 卒業論文 最終提出 事前：卒論の確認・修正
事後：配付資料の確認

28 卒業論文プレゼンテーション⚑ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバックの確認

29 卒業論文プレゼンテーション⚒ 事前：プレゼン準備
事後：フィードバックの確認

30 まとめ 事前：全体の振り返り
事後：なし

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文の完成を目指して、テーマの決定、資料の収集・読み込み、アウトラインの作成、執筆という一連の作業を行う。参加者同士の意見交換を通し

て学んでいく。試行錯誤し、問題を解決しながら前へ進んでいくことで、単に論文の作成ということ以上に得るものが大きいだろう。

授業目標：
⚑．課題を設定して資料を読み、解決への思考力・判断力を養う。
⚒．論文の書き方を学ぶ。
⚒．卒業論文を完成させる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。適宜、資料を配付する。

参考文献：
適宜、紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒論、就活の進行状況に合わせて、授業の内容を変えていく。
プレ社会人から社会人へのさらなるモラルを強く求める。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスを読む
事後：自分の長所とは？ 演習

⚒～⚔ 自己分析と自己PR文、エントリーシートの書き方 事前：自分の長所とは？
事後：エントリーすること 演習

⚖～14

卒論指導と就活指導を並行して進める。
卒論指導

卒論の項目だて、必要な文献、データ探し 文献講読
「はじめに」の部分の執筆 等の指導

就活指導
エントリーシート グループディスカッション
面接 指導

事前：卒論・就活
事後：卒論・就活 演習

15 前期のまとめ 事前：夏休みの目標
事後：夏休みに勝つ！ 演習

16 夏休みの活動報告 事前：夏休みを振り返る
事後：卒論の進行状況は？ 演習

17～26

卒論指導
卒論の項目だて、必要な文献、データ探し 文献講読
執筆 等の指導
中間報告会の実施

事前：卒論の進行状況は？
事後：卒論！卒論！卒論！ 演習

27～29 社会人としての心構え
マナー、挨拶、電話、仕事のメール等々

事前：就職先企業は？
事後：リハーサル 演習

30 10年後の自分 グループディスカッション 事前：⚔年間を振り返る
事後：社会に勝つ！ 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 鷲尾 裕子

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
⚓年次のゼミで培った「調べる」、「聞く」、「書く」、「まとめる」の力を、卒論に活かしていく。PCを使った活動が多くなるので、基本的なコンピュータ

ーソフト（ワード、エクセル、パワーポイント等）は使うので、指示があれば、PCを持ってくること。

授業目標：
⚓年次のゼミ活動で学んだ、観光まちづくりに関わるいろいろな「ヒト」から、卒論のテーマを考える。それが、⚔年次のゼミは始まりである。テーマ

が決まれば、関連する先行事例を探したり、テーマにかかわる「ヒト」のインタビューをしたりしながら、自分らしい卒論にしていく。就活指導も適宜盛
りこむ。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新学習指導要領に基づく英語科教育法』
（望月 昭彦 編著 大修館書店）

参考文献：
授業に沿って、参照する資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
補助教材として英語で書かれたプリントを配布しますので、あらかじめ目を通して、理解できないところに印をしておいてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 英語教育について 事前：教本pp3～11・ハンドアウト
事後：ディスカッション 演習

2 日本の英語教育 事前：教本pp12～15・ハンドアウト
事後：ディスカッション 演習

3 英語の国際化 共通語としての英語 事前：教本pp16～19・ハンドアウト
事後：ディスカッション 演習

4 英語の国際化 国際コミュニケーションのための英語教育 事前：教本pp20～24
事後：ディスカッション 演習

5 学習指導要領とCEFR・Can-Do-List 事前：ハンドアウト
事後：ディスカッション 演習

6 学習者 認知的な要因と有意味学習 事前：教本pp40～44
事後：ワークシート 演習

7 学習者 動機づけ・学習者の誤り 事前：教本pp45～48
事後：ディスカッション 演習

8 英語教員 良い教師とは 事前：教本pp49～60
事後：ワークシート 演習

9 小学校における外国語活動 事前：教本pp61～67
事後：ディスカッション 演習

10 小学校における外国語指導 模擬授業 事前：教本pp68～72
事後：ディスカッション 演習

11 CLTとその他の教授法のまとめ 事前：ワークシート
事後：ディスカッション 演習

12 第二言語の習得について 事前：教本pp89～92・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

13 第二言語習得と言語観 事前：教本pp93～96・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

14 第二言語の習得と諸問題 事前：教本pp97～101・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

15 コミュニケーション能力の育成 事前：教本pp102～111･ワークシート
事後：ディスカッション 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語科教育法Ⅰ（TEFL Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 英語科指導法Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
外国語としての英語教育について、講義だけでなく、ディスカッションをしながら要点を明確にしていく。自分の体験に基づいて考え、積極的にディス

カッションに参加することが望まれる。

授業目標：
英語教育の理論や研究について学び、それらに基づいて、教案を準備できるようにすることが目標である。日本の英語教育で、英語教育の理論や研究が

どのように具体的に適用し実践できるかについて考えることをテーマとする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教

職

教本：
『新学習指導要領に基づく英語科教育法』
（望月 昭彦 編著 大修館書店）

参考文献：
『タスク・ベースの英語指導 TBLTの理解と実践』
村松尚昌紀 編 大修館書店

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
補助教材としてワークシートを配布しますので、あらかじめ目を通して、理解できない所に印をしておいて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 コミュニケーション活動の特徴 事前：教本pp108～111・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

2 リスニングの指導 事前：教本pp112～124・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

3 スピーキングの指導 事前：教本pp125～135・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

4 リーディングの指導 事前：教本pp136～148・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

5 ライティングの指導 事前：教本pp149～160・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

6 測定と評価 事前：教本pp171～180・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

7 テストの種類とコミュニカティヴ・テスト 事前：教本pp180～181・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

8 シラバスと教材 事前：教本pp195～199・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

9 教材研究 事前：教本pp199～207・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

10 EラーニングとCALL教室 事前：教本pp182～194
事後：ディスカッション 演習

11 授業運営 事前：教本pp233～244・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

12 模擬授業・中学⚑年の教科書を用いて 事前：教案の作成
事後：ディスカッション 演習

13 模擬授業・中学⚒年の教科書を用いて 事前：教案の作成
事後：ディスカッション 演習

14 模擬授業・中学⚓年の教科書を用いて 事前：教案の作成
事後：ディスカッション 演習

15 生徒を中心とした授業と求められる英語教師像 事前：ディスカッション
事後：ワークシート 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語科教育法Ⅱ（TEFL Ⅱ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 英語科教育法Ⅰ

そ の 他

授業概要：
外国語としての英語教育について、より具体的に、4技能の指導やクラス運営について学ぶ。講義だけでなく、教材を各自選んで、学んだことを実際に試

み、教授法や評価法、あるいは教材そのものについてディスカッションする。

授業目標：
英語教育の理論や研究について学び、それらに基づいて教案を作成できるようにすることが目標である。また、それらの理論や研究の成果が、教室で具

体的にどのように実践できるかを考えることが、テーマとなる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『TOEICテスト書き込みノート文法編』
富岡 恵 著 学研

参考文献：
M. Swan, & C. Walter 著 How English Works : A Grammar
Practice Book Oxford Univ. Press
授業に沿って、参照する資料を配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、定期試験（50%）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
副教材として英語で書かれたプリントを配布しますので、目を通し、よく理解できないところに印をして授業に臨んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 学校文法：名詞・代名詞 事前：教本pp12～13、16～17
事後：リスニング・シャドウィング 演習

2 学校文法：動詞・助動詞・形容詞・副詞 事前：教本pp24～25、28～29
事後：リスニング・シャドウィング 演習

3 学校文法：単語の役割と文・文の種類・主述の一致 事前：教本pp34～35、38～39、42～43
事後：リスニング・シャドウィング 演習

4 学校文法：現在形と現在進行形・過去形と現在完了形 事前：教本pp48～49、52～53
事後：リスニング・シャドウィング 演習

5 学校文法：過去進行形と過去完了形・動詞の変形 事前：教本pp50～57、60～61
事後：リスニング・シャドウィング 演習

6 学校文法：未来を表す表現・分詞 事前：教本pp64～65、70～71
事後：リスニング・シャドウィング 演習

7 学校文法：関係代名詞・関係副詞 事前：教本pp74～75、78～79
事後：リスニング・シャドウィング 演習

8 学校文法：原級、比較級、最上級・接続詞 事前：教本pp84～85、88～89
事後：リスニング・シャドウィング 演習

9 学校文法：前置詞・不定詞と動名詞 事前：教本pp92～93、96～97
事後：リスニング・シャドウィング 演習

10 学校文法：受動態 事前：教本pp100～101
事後：リスニング・シャドウィング 演習

11 学校文法：仮定法 事前：教本pp104～105
事後：リスニング・シャドウィング 演習

12 学校文法：疑問詞 事前：教本pp108～109
事後：リスニング・シャドウィング 演習

13 学習指導要領（中学校・高等学校） 事前：資料の構成に目を通す
事後：ディスカッション 演習

14 CEFRとCan-Do-List 事前：資料の構成に目を通す
事後：ディスカッション 演習

15 教材の実例：中学校の教科書概観 事前：各ユニットの構成に目を通す
事後：ディスカッション 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語科指導法Ⅰ（TEFL Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本人が英語を学ぶ場合に留意しなければならない点について、音声、文字、語彙、文法の各項目について、具体的にテキストの英文を用いて考える。

この作業をしながら、特に「学校文法」についての理解を深め、生徒を指導できるに充分な英語の運用能力の基礎固めをする。

授業目標：
英語の教員として自信をもって教壇に立てるようになるために、最低限必要な、音声、文字、学校文法をテーマとして取り上げ、それらの基礎固めをす

ることが目標である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新学習指導要領にもとづく英語科教育法』

（望月 昭彦 編著 大修館書店）

参考文献：
J. Willis 著 A Framework for Task-Based Learning Longman (Longman)

『タスク・ベースの英語指導 TBLTの理解と実践』（村松尚昌紀 編 大
修館書店 その他、授業に応じて参照用のプリントを配布

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
副教材として、英語で書かれたワークシートを配布しますので、授業の前に目を通しておいてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 中学校・高等学校の学習指導要領と教科書の構成 事前：教本pp25～36・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

2 教授法：口頭教授法 事前：教本pp78～81・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

3 教授法：文法訳読法・その他の主要な教授法 事前：教本pp73～78・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

4 コミュニカティヴ・ランゲージ・ティーチング（CLT） 事前：教本pp85～88・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

5 中学校教科書を用いての主要な教授法の実践 事前：ワークシート
事後：ディスカッション 演習

6 文法の学習と指導 事前：教本pp208～216・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

7 文法の学習の問題点を考える 事前：教本pp216～220・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

8 語彙の指導 事前：教本pp221～232・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

9 語義検索の指導 事前：教本pp228・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

10 授業運営と形態：クラス・グループ・ペア・個人 事前：教本pp95. pp123・pp129・ワークシート
事後：ディスカッション 演習

11 タスクの実践とSelf-Assessment Sheet 事前：ワークシート
事後：ディスカッション 演習

12 模擬授業の準備：中学校教科書の各自選んだ課を使用して教案作成およびそ
の発表

事前：教案作成
事後：ディスカッション 演習

13 英語教職課程履修学生第⚑グループの模擬授業実施と考察 事前：教材作成
事後：ディスカッション 演習

14 英語教職課程履修学生第⚒グループの模擬授業実施と考察 事前：教材作成
事後：ディスカッション 演習

15 各自の模擬授業の改良点についてのディスカッション 事前：教案の改良
事後：ディスカッション 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 英語科指導法Ⅱ（TEFL Ⅱ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 英語科指導法Ⅰ

そ の 他

授業概要：
英語教育の主要な教授法について学んだ後、中学校と高校の教科書を用い、実際に教室で生徒に教える場合を想定して教案を作成し、学生同士で指導法

などを検討考察する。

授業目標：
中学校の教科書に基づいて教案を作成し、英語教員として教壇に立てるようにすることが目標である。タスクの使用などの基礎的な指導法の実践的な習

得をテーマとする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『中学校学習指導要領』（最新版）文部科学省、『高等学校学習指導要領』（最

新版）文部科学省『小学校学習指導要領』（最新版）文部科学省、『幼稚園教
育指導要領』（最新版）文部科学省、『教育課程論』一藝社 2013年

参考文献：
参考資料等その他授業中、適宜関連図書を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業への取り組み（課題提出や授業態度）（60％）、定期試験（40％）とし、総合評価する。

学生へのアドバイス：
教職に就くには、必須の内容です。知ってると知らないは、大きな差になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 教育課程とは何か 事前：
事後：ノート整理 講義

2 教育課程の編成（教育課程編成の基本原則を学ぶ） 事前：
事後：ノート整理 講義

3 学習指導要領や幼稚園教育要領の仕組みと意義について学ぶ 事前：指導要領を読む
事後：ノート整理 講義

4 アクティブラーニングと学習指導要領 事前：指導要領を読む
事後：ノート整理 講義

5 社会変化と幼稚園教育要領の変遷 事前：ニュース集め
事後：ノート整理 講義

6 社会変化と学習指導要領の変遷 事前：ワークシート
事後：ノート整理 講義

7 教育課程と学習指導要領（教育課程編成に学習指導要領をいかに活かすか） 事前： 指導要領を読む
事後：ノート整理 講義

8 教育課程と各種教科について 事前： 指導要領を読む
事後：ノート整理 講義

9 教育課程と総合的な学習の時間（教科横断的な取り組みを考える） 事前： 指導要領を読む
事後：ノート整理 講義

10 教育課程と学校（長期的な視野から、教育内容と条件整備を考えてみる） 事前：ニュース集め
事後：ノート整理 講義

11 地域の実態を反映させた学校教育目標の設定を考えてみる 事前： 資料を読む
事後：ノート整理 講義

12 カリキュラムマネジメントとは何か？（⚓つの視点を理解する） 事前： なし
事後：ノート整理 講義

13 学習指導要領を活かすためのカリキュラムマネジメント 事前： なし
事後：ノート整理 講義

14 カリキュラム評価とは何か？（PDCAサイクルの活用を考える） 事前： なし
事後：ノート整理 講義

15 総括 事前： なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育課程論（Curriculum Study） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 野川 智子

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
教育課程について、我が国の教育課程の変遷や機能について学習するだけでなく、担当者が長らく公立小学校に勤務した経験を活かし、現場での具体的

な教育活動について、教育課程の視点から学んでいく。教員として自ら教育課程を編成できるように、学習指導要領や小・中・高等学校の教育課程などを
参考に具体的に指導する。受講生が今まで学校で経験してきたことをもとに、興味・関心を引き出して、学習意欲を高めるよう授業方法を工夫する。積極
的に授業に出席して、受け身ではなく主体的に授業に取り組むことを目指していく。
授業目標：

教育課程の基準である学習指導要領とテキストで、学校教育の内容と方法である「教育課程」についての基礎的な知識を獲得し、教育者としての教養を
高め、教育課程を自ら編成できることを目的としている。具体的には、①学校教育における教育課程の役割や機能を理解する、②教育課程編成の基本原理
を理解した上で、横断的・縦断的な視野をもって実践的な教育課程・指導計画を考える力を育成する。③カリキュラムマネジメントの重要性を理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
米山編著『教師論』玉川大学出版部、2014年

参考文献：
J. デューイ(著) 宮原(訳)『学校と社会』岩波文庫、19971年その他、授業で

紹介する。
成績評価の方法、評価基準：

授業への取り組み、（小テスト、ノート提出等）（60％）、定期試験（40％）等で総合評価する。
学生へのアドバイス：

テキストをよく読んで来ること。質疑時間に積極的に参加を促す。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ｢教育とは何か？」について 事前：教師への希望理由
事後： 個別

2 教育の理念と目的（人間の形成について） 事前：理念と目的を調べる
事後：教育理念をノートにまとめる 講義

3 教育と環境（家庭・学校・社会） 事前：教育の場とはを考える
事後：各々の違いをノートへ 個別

4 人間の誕生、成長・発達について 事前：発達とは何が発達？
事後：人間の発達をまとめる 講義

5 教育の歴史と思想 ⑴ 古代 ソクラテス、プラトン他 事前：（テキスト）ソクラテス予習
事後：ノートへまとめる 講義

6 教育の歴史と思想 ⑵ 近代 ルソー、ペスタロッチー他 事前：（予習）ルソー、ペスタロッチー
事後：ノートへまとめる 講義

7 教育の歴史と思想 ⑶ 現代 エレン・ケイ、デューイ他 事前：エレン・ケイ、デューイ調べる
事後：児童中心義についてまとめる 講義

8 日本の教育の歴史と思想 ⑴ 江戸以前の教育・江戸の教育 事前：寺子屋、私塾を予習
事後：テキストの簡所をまとめる 講義と映像を紹す

9 日本の教育の歴史と思想 ⑵ 明治・大正の教育 事前：明治維新を調べる
事後：当時の教育をノートへまとめる 質疑

10 日本の教育の歴史と思想 ⑶ 昭和戦前と昭和戦後の教育 事前：昭和の戦前で知っていること
事後：昭和の教育の特徴まとめ 講義と質疑

11 諸外国の教育 ドイツ、フランス、アメリカ他 事前：外国の教育で知っていること
事後：各国の教育の相違まとめ 講義

12 日本の教育法規・制度・組織 事前：日本国憲法を配布する
事後：教育法規、組織をまとめる 講義

13 教育の方法原理 ⑴（コア・カリキュラム、プロジェクト・メソッド等） 事前：テキスト予習
事後：各方法のまとめ（ノート） 講義

14 教育の方法原理 ⑵（タクト、直観教育、労作教育等） 事前：テキスト予習
事後：方法原理の違い 講義

15 教育の結論として教師について 事前：テキスト予習
事後：何故教師は結論（ノート） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育原理（Foundations of Education） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 米山 弘

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
「教育原理」では、教者の世界を特徴づけ、それを総括的に理解できるように授業を進めてゆく。講義の前半は、教育の本質的、歴史的、思想的視点で捉

え、後半は教育の主に具体的な面を見てゆく。例えば学校の起源から今日までの形成の過程について学び、教育上野著名な教育者たちについて理解し、教
育への興味・関心を持てるようにする。
授業目標：
①「教育とは何か？」について哩解する。
②教育哲学とその主な思想の歴史を理解する。
③教育の理想・理念とその実現努力を理解す。
④学校教育の必要とその役割について。
以上の⚔点を理解し、自己の教育観を培う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業中、資料を配付します。

参考文献：
授業中、適宜指示します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、模擬授業（準備も含む）（50％）、レポート等課題（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
教育実習生として、自分が何をすべきか、何が課題なのかがわかればおのずとすべきことが分かると思います。がんばっていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：授業内容を整理する 講義

2 教育実習とは 事前：配付資料を読む
事後：授業内容を整理する 演習

3 教育実習生に必要なものとは何か 事前：配付資料を読む
事後：授業内容を整理する 演習

4 教育実習に行くためにⅠ 事前：配付資料を読む
事後：授業内容を整理する 演習

5 教育実習に行くためにⅡ 事前：配付資料を読む
事後：授業内容を整理する 演習

6 模擬授業Ⅰ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

7 模擬授業Ⅱ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

8 模擬授業Ⅲ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

9 模擬授業Ⅳ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

10 模擬授業Ⅴ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

11 模擬授業Ⅵ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

12 模擬授業Ⅶ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

13 模擬授業Ⅷ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

14 模擬授業Ⅸ 事前：模擬授業準備
事後：授業内容を整理する 演習

15 まとめ 事前：後期の授業内容を確認
事後：各自の課題をまとめる 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 実習

授業科目(英文) 教育実習Ⅰ（Practice Teaghing Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教職課程履修生しか受講できません。

授業概要：
来年度、教育実習に行くことを前提とし、模擬授業を軸に実践的な訓練をしていきます。

授業目標：
教育実習生として必要な知識・資質について、改めて自己認識・自己評価をし、自主的に学び成長することを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
事前に配付した資料を使用する。

参考文献：
高妻紳二郎「新・教育制度論：教育制度を考える15の視点」、ミネルヴァ書房、

2014年。その他、授業中に適宜関連図書を紹介する。
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業への取り組み（課題提出や授業態度）を50％、定期試験を50％とし、総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
3年次の教職課程科目であることから、一人一人が教職課程履修生としての自覚をもち、主体的に授業に取り

組んでください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 社会変化と学校 事前：なし
事後：配布資料に明記 講義

2 家族変化と学校 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

3 公教育の原理について考える 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

4 日本の教育制度とは何か 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

5 諸外国の教育改革と課題を考える 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

6 教育政策と教育行政 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

7 日本国憲法と教育基本法 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

8 学校教育法と関連法規 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

9 学級経営とは何か 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

10 教育課題と学級経営 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

11 学校評価というシステム PDCAサイクルを考えてみる 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

12 チームとしての学校という視点 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

13 開かれた学校 地域の教育力の活用 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

14 開かれた学校 学校評議員・コミュニティスクール・学社連携への模索 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

15 開かれた学校と安心・安全な学校づくり 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育社会学（Sociology of Education） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
この授業では現代の公教育を支える社会構造を理解した上で、学生一人一人が主体的に考え、答えを導き出す姿勢を身につけることを促していく。授業

ではグループディスカッションやプレゼンテーションを多用し、参加型授業の実現を目指していきたい。

授業目標：
教師がどのような制度/法律の下でこどもの教育に携わるのかを理解し、各自が自らの見識を持てるようになることを目的としている。具体的には、以

下の⚕つを①学校教育に与える社会の影響を理解する②制度や法律と学校教育の関わりについて理解する③学校改善のための取り組みについて理解する④
地域と学校の連携の重要性を理解する⑤安心・安全な学校づくりへの取り組みを理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『新訂 こころへのアプローチ』（野々村新（編著）田研出版）

参考文献：
授業中に適宜資料を配付する。

成績評価の方法、評価基準：
小テスト（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
心理学の理論を教育現場に応用することの重要性を確認すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 教育心理学の意義と領域 事前：なし
事後：ノート整理 講義

2 発達の意義とその規定要因 事前：「教育心理学」の意義の確認
事後：ノート整理 講義

3 発達の原理、発達段階と発達課題 事前：「発達」についての確認
事後：「発達課題」の確認 講義

4 知的側面（知能、思考等）の発達 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

5 人格的側面（興味、性格等）の発達 事前：「知的発達」の確認
事後：ノート整理 講義

6 学習の理論、学習成立のメカニズム 事前：「人格的発達」の確認
事後：ノート整理 講義

7 学習理論とその応用 事前：「学習理論」の確認
事後：ノート整理 講義

8 学習成立の促進要因（レディネス、動機づけ等） 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

9 学習効果の促進要因（効果的学習法、学習の転移等） 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

10 教授 学習過程 事前：教授 学習課程の確認
事後：ノート整理 講義

11 教育評価の意義と役割 事前：教育評価の意義の確認
事後：ノート整理 講義

12 教育評価の方法 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

13 学級集団の心理と指導 事前：「集団の機能」の確認
事後：「学級集団」の確認 講義

14 学校・学習への適応・不適応 事前：「適応」の概念の確認
事後：「不適応」の確認 講義

15 特別支援教育 事前：「障害」の確認
事後：ノート整理 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育心理学（Educational Psychology） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
テキスト及び配布する最新の資料に基づく講義が主となるが、質疑応答を取り入れて学生の主体的学習を促すとともに、小テスト等による形成的評価を

実施して到達目標の達成を図る。

授業目標：
教職を志す学生が幼児、児童及び生徒の心身の発達の過程、各発達段階の特徴及び学習成立のメカニズムと学習を促進させる要因及び学校・学習への適

応、学習結果の評価の意義、学級集団の指導等に関して理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-18  Page 11 19/03/15 15:56

647

教本：
「改訂 生徒指導・教育相談・進路指導」
（仙﨑武・野々村新・渡辺三枝子・菊池武剋 編著 田研出版）

参考文献：
授業中適宜資料を配付する。

成績評価の方法、評価基準：
小テスト等（20％）、定期試験（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
学校教育における相談（カウンセリング）の役割を認識すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 カウンセリングの意義 事前：なし
事後：カウンセリングの理解 講義

2 カウンセリングの発展とその要因 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

3 カウンセリングの目的と基本理念 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

4 現代社会におけるカウンセリングの必要性 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

5 カウンセリングの理論と方法 事前：前回のノートの確認
事後：体験に基づいた確認 講義・演習

6 カウンセラーに求められるスキルと基本的態度 事前：前回のノートの確認
事後：体験に基づいた確認 講義・演習

7 教育とカウンセリングの関係 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

8 カウンセリングにおける教育相談の位置づけ 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

9 学校における教育相談の必要性 事前： 前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

10 学校における教育相談の意義・目的 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

11 教育相談の理論と方法 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

12 教育相談のための組織体制と計画 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

13 教育相談における各教師の役割 事前：前回のノートの確認
事後：ノート整理 講義

14 教育相談担当教師の力量形成 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

15 学校外関係機関との協力・連携 事前：前回配布資料の確認
事後：ノート整理 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育相談（Educational Counseling） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 野々村 新

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
テキスト及び最新の資料に基づく講義とロールプレイの導入等によって、学生がカウンセリングと学校における教育相談の意義と方法について具体的に

理解し、到達目標の達成を図る。

授業目標：
教職を志す学生がカウンセリングの意義・目的を認識し、カンウセラーに求められるスキルと基本的態度を理解するとともに、教育とカウンセリングの

関係、学校における教育相談の意義と方法及びその進め方等に関する理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じて授業時に資料を配布する。

参考文献：
文部科学省「中学校学習指導要領」（最新版）、「高等学校学習指導要領」（最新版）等

※文部科学省ホームページで閲覧可。
※他、必要に応じて参考書・参考資料については適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業の進捗状況及び受講者の興味・関心などを考慮し、適宜対応する予定です。受講に際し、教育関連の話題などについても視野に入れておくと良いで

す。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本授業のガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 教育方法の歩み（歴史的変遷） 事前：なし
事後：なし 講義

3 学習指導方法の歴史的展開 事前：なし
事後：なし 講義

4 教材と教材研究 事前：なし
事後：なし 講義

5 学習指導の構築（学習指導案） 事前：なし
事後：なし 講義

6 学習指導要領と学習指導方法 事前：なし
事後：なし 講義

7 学力と評価 事前：なし
事後：なし 講義

8 情報化時代における教育⚑（生活と学校教育の変化、情報活用能力） 事前：なし
事後：なし 講義

9 情報化時代における教育⚒（デジタル教材の活用と可能性） 事前：なし
事後：なし 講義

10 教材の作成⚑（教材作成へ向けての計画書作りなど） 事前：なし
事後：なし 演習

11 教材の作成⚒（基礎・基本を考慮した教材等の作成） 事前：なし
事後：なし 演習

12 教材の作成⚓（興味・関心を考慮した教材等の作成） 事前：なし
事後：なし 演習

13 教材の作成⚔（発展的課題へと繋げる教材等の作成） 事前：なし
事後：なし 演習

14 作成した教材等についてのプレゼンテーション 事前：なし
事後：なし 演習

15 まとめ（教育方法の課題と今後の在り方） 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教育方法論（The Method of Education） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 桑原 和也

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
子どもたちを取り巻く教育環境の実情を踏まえながら、教育方法に関する基礎的理論及び技術等を学び、今日の情報化社会における各種情報機器等の活

用の在り方などについても学ぶ。後半においては、単元テーマを設定した上で学習用教材の作成を行い、授業での活用の検討などについても行う予定であ
る。
授業目標：

教育方法に関する基礎的な理論及び技術などを学ぶことを通じて、教育方法に関する専門的知識の習得、理解の深化を深めていく。そして、各種情報機
器等の活用についても学ぶ。教育方法をめぐる、具体的な教材研究の方法の習得や理論的及び実践的な課題などを通して、それぞれの状況に対応した授業
展開能力の育成を目指す。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
大学で準備した教材をもとに授業をすすめる。

参考文献：
必要に応じ、授業時間内に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席しないよう希望する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 これまでの学修の振り返りについて（講義 グループ討論） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

2 児童・生徒とのコミュニケーション 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

3 教育相談の方法（ロールプレイングを含む） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

4 いじめ理解について（事例研究・ロールプレイング） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

5 学校現場の見学Ⅰ 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

6 学校現場の見学Ⅱ 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

7 学級経営について（講義） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

8 学級経営について（講義 グループ討議） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

9 学級経営案について（作成 発表） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

10 子ども理解の方法（事例研究 講義） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

11 指導力がある教師とは何か？（講義） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

12 保護者との対応について考える（講義 グループ討論） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

13 教職の意義・教員の役割について（講義 グループ討論） 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

14 模擬授業・評価と討論 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

15 模擬授業・評価と討論 事前：該当する課題を予習
事後：学習のレポート作成 演習

開 講 年 次 ⚔年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 教職実践演習（Practical Study for Teachers） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 佃直毅・野々村新・深谷野亜・中村龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教師になる意欲のある者

授業概要：
教職課程の仕上げの授業にあたる。大学⚔年間で学んだことと教育実習での経験を整理・統合し、教員としての資質の向上をはかるものである。授業形

態としては講義を減らしｌ討議や発表、現場見学を組み合わせ、実際の教育現場を想定した実践形式での授業を行っていく。
授業目標：

教師として必要な資質を各自が確認し、実践的な指導力を有する教員としての資質向上に努める。
具体的な目標としては以下の⚔点である。
①教師としての指名感や責任感を待ち、子どもに対する愛情が豊かであるか。②教師として必要な社会性や対人関係能力を身につけているか。③生徒理解
や学級運営について、必要な基礎的な能力が身につけているか。④教科内容の基礎的な指導力を身につけているか。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
新井保幸・江口勇治編著 [教職論] 培風館 ￥1,900

参考文献：
柴田義松他著 [教育原理] ㈱学文社 2010年10月15日

成績評価の方法、評価基準：
レポート（50％）、授業内試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テキストを熟読し、教師の準拠枠にそった行動を体験すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 公教育と教職の社会的意義 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 教師の労働者性・聖職者性・専門性の歴史的な背景とその問題性 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 教師の倫理綱領と専門性 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 教師の服務 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 教師の研修 自己啓発と義務としての研修 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 身分保障と「指導力不足教員」の問題 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 「教師の他位に関する勧告」と｢教師の教育の自由」 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 教師の役割と力量（成長の論理） 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 教える内容と社会変化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 教える内容と学習指導要項 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 教える技能（いかに教えるか… よい目的とよい方法） 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 教育活動の評価と生徒のための評価 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 教師と児童生徒との人間関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 学級・HRの風土づくり 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 教師としての役割と責任と達成するために、関連する専門家との連携と協働の必要性 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 教師論（The Study of Teacher） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「教えること」と「学ぶこと」の対極をみながら、何をいかに教えるか、そのために必要な資質とは何か、さらに具体的な準備として何が必要かを認識で

きるよう、これまで「学ぶ者として」の経験を振り返りながら、自己の求める教師像を明確にする。

授業目標：
現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割、教員の資質能力と職務内容等について身に付け、教職への意欲を高め、さ

らに適正を判断し、進路選択に資するあり方を理解する。
「教師＝労働者論」「教師＝聖職者論」「教師＝専門職論」の歴史的背景とその問題性を明らかにしながら自分が求める教師像を形成してゆくことを目的と

する。いずれにしても、教育サービスは教師の人間的・技術的・知識的な成長に依存しており「成長の論理」は教師論の本質でもある。「自らの教師像の探
求」をテーマとした授業目標である。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『高等学校学習指導要領』（最新版）
『最新現代社会新訂版』実教出版、2016年

参考文献：
濱井修・小寺聡『現代の倫理』山川出版、2016年
清水雅博『新政経ハンドブック2014 2016』株式会社ナガセ、2014年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、模擬授業（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分の授業スタイルを意識し、教育のあるべき姿を常に考えて欲しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝え る。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 現代社会における重要課題 公民の視点から 事前：なし
事後：テキスト 講義

2 学習指導要領の解説：公民の中の政治・経済分野に関する歴史的変遷と今
後の展開

事前：なし
事後：テキスト 講義

3 政治・経済分野の目標と内容の全体的な構造 事前：なし
事後：テキスト 講義

4 政治分野の内容の指導上の留意点 事前：なし
事後：テキスト 講義

5 経済分野の内容の指導上の留意点 事前：なし
事後：テキスト 講義

6 政治・経済分野の学習評価の視点 事前：なし
事後：テキスト 講義

7 政治・経済分野と関連する学問的領域（政治学、経済学） 事前：なし
事後：テキスト 講義

8 政治・経済分野の発展的な学習の内容 事前：なし
事後：テキスト 講義

9 学習指導案の作成：政治・経済分野の学習指導計画の立案と学習指導案の
作成の仕方

事前：なし
事後：テキスト 講義

10 政治・経済的分野の教材研究の仕方と模擬授業の方法（情報機器の活用方
法を含む）

事前：なし
事後：テキスト 講義

11 模擬授業と振り返り① わが国の政治 事前：模擬授業準備
事後：なし 模擬授業

12 模擬授業と振り返り② 国際政治 事前：模擬授業準備
事後：なし 模擬授業

13 模擬授業と振り返り③ わが国の経済 事前：模擬授業準備
事後：なし 模擬授業

14 模擬授業と振り返り④ 国際経済 事前：模擬授業準備
事後：なし 模擬授業

15 全体のまとめ 事前：
事後： 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 公民科教育法Ⅰ（Teaching Approach to the Civics Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 高乗 智之

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
高等学校における公民科教育法の意義と現代社会の政治経済問題について述べるとともに、政治経済の基本論理と現代の経済の目標、教える上での教材

の研究、指導方法・計画、授業のポイントなど、評価等を学ぶ。

授業目標：
国際化、IT情報化が急速に進展し、世界情勢が激動すするなかで、現代社会の政治・経済の役割は益々重要になってきている。そのような状況の下、公

民科教育、とりわけ政治経済の授業が実践でき、生徒にしっかり理解させるように資質を養い、必要な知識と教育技術を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 公民科を学ぶ意義 現代の公共と倫理の課題 事前：なし
事後：なし 講義・話し合い

2 学習指導要領の解説：公民科・公共と倫理に関する歴史的変遷と今後の展望 事前：予習（pp. 45～52）
事後：なし 講義

3 公共・倫理分野の目標と内容の全体的構造 事前：予習（解説pp. 21～26）
事後：なし 講義

4 公共分野の内容の指導上の留意点 事前：予習（解説pp. 83～117）
事後：なし 講義

5 倫理分野の内容の指導上の留意点 事前：予習（解説pp. 27～82）
事後：なし 講義

6 公共・倫理分野の学習評価の視点 事前：予習（pp. 180～186）
事後：なし 講義

7 公共・倫理分野と関連する学問領域（哲学、倫理学、宗教学） 事前：予習（pp. 111～119）
事後：なし 講義

8 公共・倫理分野の発展的な学習の内容 事前：予習（pp. 53～82）
事後：なし 講義

9 学習指導案の作成：公共・倫理分野の学習指導計画の立案と学習指導案の作
成の仕方

事前：予習（pp. 180～189）
事後：なし 講義

10 公共・倫理分野の教材研究の仕方と模擬授業の方法（情報機器の活用方法を
含む）

事前：予習（pp. 207～215）
事後：なし 講義

11 模擬授業①（公共性とは何か） 事前： 指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

12 模擬授業②（より良い社会への視点） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

13 模擬授業③（近代科学の考え方） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

14 模擬授業④（人間の尊厳） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

15 総括（背景となる学問領域の活用の仕方・授業改善の取り組みなどを含む） 事前：なし
事後：なし 講義・話し合い

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 公民科教育法Ⅱ（Teaching Approach to the Civics Ⅱ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 丹野 貴

履 修 条 件
前提科目 『公民科教育法Ⅰ』を修得済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
高等学校学習指導要領解説公民編をもとに教科・科目の目標や内容および全体構造について理解する。
実際の授業を想定した学習指導案の作成の仕方と教材研究の方法などを学ぶ。
模擬授業を通して授業設計の重要性を理解し学習指導の技能の基礎を学ぶ。

授業目標：
高等学校公民科の特質・目標・内容・構造を理解し、指導上の留意点・学習評価の仕方などについての理解を深める。

各科目の学習指導案の作成・教材研究の方法などに関する実践的な技能を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
文部科学省 『高等学校学習指導要領』（最新版）間宮陽介編 高校公民科

教科書『現代社会』東京書籍

参考文献：
参考書・参考資料等 臼井・柴田編『新版社会・地歴・公民科教育法』
学文社

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、模擬授業（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分の理想とする教師像を思い描きながら一つ一つ知識と技術を身につけていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝え る。
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教本：
・「中学校学習指導要領解説 国語編」（最新版）（文科省）
・「高等学校学習指導要領解説 国語編」（最新版）（文科省）

参考文献：
・『国語教育指導用語辞典』田近洵一・井上尚美編
（教育出版）

成績評価の方法、評価基準：
毎授業時のレポート（30％）、発表（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
現行教科書を具体例に国語科教育の基礎的な教科内容を学ぶ。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国語教師論（オリエンテーション） 事前：なし
事後：ノートを整理する 講義

2 国語科・学習指導要領の概要 事前：予習
事後：復習 講義

3 現代の国語と国語表現に関する目標と内容、全体構造 事前：なし
事後：復習 講義

4 現代の国語と国語表現に関する学習内容の指導上の留意点 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

5 現代の国語と国語表現に関する学習評価 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

6 現代の国語と国語表現を支える学問領域（言語学、音声学、文学）と教材 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

7 現代の国語と国語表現に関する発展的な学習内容に向けて 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

8 言語とは何か 事前：なし
事後：復習 講義

9 言語に関する現代の諸問題⚑（わが国） 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

10 言語に関する現代の諸問題⚒（国際化社会の中で） 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

11 学力論⚑（態度主義的学力観） 事前：なし
事後：復習 講義

12 学力論⚒（技能主義的学力観） 事前：なし
事後：復習 講義

13 文学教育論 事前：なし
事後：復習 講義

14 作文教育論 事前：なし
事後：復習 講義

15 演劇教育論 事前：なし
事後：復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国語科教育法Ａ（Japanese Language Educational Method A） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国語教育史を踏まえ、中学・高校の国語科教育の目的、内容と方法、教材づくりと教材研究等の学習指導理論を理解し、教材研究活用することができる。

授業目標：
国語教育史を踏まえ、中学・高校の国語科教育の基礎的な理論と学習指導理論を、現行教科書の教材を用いて具体的に検討し、生徒の実態を視野に入れ

た国語授業の重要性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 国語科の授業のあり方 子どもの実態を踏まえて 事前：なし
事後：復習（ノート） 講義

2 国語科で用いる情報機器や教材の活用の仕方 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

3 国語科学習指導案の構想と指導案 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

4 「読むこと 説明文・評論文」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

5 「読むこと 文学的文章」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

6 「読むこと 古典」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

7 「書くこと レポート」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

8 「書くこと 創作文」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

9 「話すこと・聞くこと スピーチ」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

10 「話すこと・聞くこと ディスカッション」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

11 「言語」とは何か 事前：なし
事後：復習 講義

12 「言語事項」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

13 「読書」の指導（授業計画と指導案） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

14 「国語科単元学習」 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国語科教育法Ｂ（Japanese Language Educational Method B） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「学習指導要領」の教科構造にそって、⚔領域・⚑事項の言語活動の学習指導の在り方を実践事例から学び、学習指導案を作成することができる。

・「思考・判断・表現」を重視した言語活動の単元開発の基礎・基本を実践事例から学ぶ。

授業目標：
中学・高校の国語科の教育目標と教科内容に基づき、国語科の学習指導理論を理解して、授業の設計をし、授業設計の方法を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
・「中学校学習指導要領解説 国語編」（最新版）（文科省）
・「高等学校学習指導要領解説 国語編」（最新版）（文科省）
・「【中学校版】言語活動の充実に関する指導事例集」（文科省）

参考文献：
・『国語教育指導用語辞典』田近洵一・井上尚美編
（教育出版）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
学習指導案を作成することで国語科教育の基本的な教科内容を学ぶ。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 論理国語に関する目標と内容、全体構造 事前：なし
事後：復習（ノート） 講義

2 論理国語に関する学習内容の指導上の留意点 事前：なし
事後：復習（ノート） 演習＋講義

3 論理国語に関する学習評価 事前：なし
事後：復習（ノート） 演習＋講義

4 論理国語を支える学問領域(論理学、言語学、哲学)と教材 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

5 論理的な思考を発展させるための学習内容に向けて 事前：なし
事後：復習 演習＋講義

6 評論文・説明文の教材研究の方法（鷲田清一「聴くということ」を例に） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

7 説明文・評論文の〈読み〉の原理 事前：なし
事後：復習（ノート） 演習＋講義

8 説明文・評論文の「ことばの制度を覆す知見」との対話 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

9 評論文の単元構想 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

10 古典教材における言葉の論理 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

11 古典教材と現代文の〈読み〉の原理 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

12 想定された読者と現代の読者 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

13 古典教材を基礎にした、ものの見方と考え方 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

14 「言語事項」の学習活動（辞書をつくる） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

15 「言語事項」の学習活動（語源を調べる） 事前：教材を読んで臨む
事後：復習 演習＋講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国語科教育法Ｃ（Japanese Language Educational Method C） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 国語科教育法Ａ・Ｂ

そ の 他 なし

授業概要：
論理的な思考・考え方ができる生徒を育成するために、論理国語に関する目標、内容、全体構造、学習評価、関連した学問領域を学び、教材研究に活用

できる力を身につけ、発展的な学習内容を展開する力を育成する。

授業目標：
論理国語に関する目標と内容、全体構造を理解し、学習内容の指導に関する事項を学び、自主的な授業を展開する力を培う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
授業時に資料を配付する。

参考文献：
・「中学校国語科学習指導要領」（最新版）（文科省）
・「高等学校国語科学習指導要領」（最新版）（文科省）
・「国語教育指導用語辞典」（教育出版）

成績評価の方法、評価基準：
毎授業時のレポート（30％）、発表（10％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
教育実習を想定し、板書・発問・発声などの技術と教材研究で授業する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
授業時に資料を配付する

参考文献：
・「中学校国語科学習指導要領」（最新版）（文科省）
・「高等学校国語科学習指導要領」（最新版）（文科省）
・「国語教育指導用語辞典」（教育出版）

成績評価の方法、評価基準：
毎授業時レポート（30％）、発表（10％）定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回必ず予習して臨み、復習してください。ノート提出があります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 言語文化と文学国語に関する目標と内容、全体構造 事前：なし
事後：資料を読む 講義

2 言語文化と文学国語に関する学習内容の指導上の留意点 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

3 言語文化と文学国語に関する学習評価 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

4 言語文化と文学国語を支える学問領域（文学、言語学、歴史学）と教材（情報機器の活
用）

事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

5 言語文化と文学国語に関する発展的な学習内容に向けて 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

6 『枕草子』（第一段、第二二段） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

7 『枕草子』（第三四段、第三八段、第七二段） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

8 『枕草子』（第九八段）と『大鏡』（伊周・隆家）の比べ読み 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

9 百鬼夜行（『宇治拾遺物語』『大鏡』（藤原師輔）の比べ読み 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

10 『平家物語』（祇園精舎） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

11 『平家物語』（能登殿と敦盛の最期） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

12 『平家物語』（木曽殿の最期） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

13 『奥の細道』（平泉） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

14 『奥の細道』（立石寺） 事前：教材を読んで臨む
事後：ノート提出 演習＋講義

15 まとめ 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 国語科教育法Ｄ（Japanese Language Educational Method Ｄ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 牛山 恵

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
・中学校・高等学校教科書の古典教材の講読の授業である。古典講読を通して言語文化、古語、古典文法、敬語法学ぶ。さらに情報機器及び学習資料の効

果的な活用法を身につける。

授業目標：
・教科書掲載の代表的古典教材の講読し、発展単元を学習指導に位置づける。古典購読を通して日本の言語文化、古語、古典文法、敬語法の理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
文部科学省 『中学校学習指導要領解説 社会編』（最新版）

・五味文彦編 中学校社会科教科書『新しい社会 地理』東京書籍
・坂上康俊編 中学校社会科教科書『新しい社会 公民』東京書籍
・田林 明編 『新高等地図』東京書籍

参考文献：
臼井・柴田編『新版社会・地歴・公民科教育法』学文社

成績評価の方法、評価基準：
平常点（40％）、模擬授業（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
参加意欲をもって講義に望んでください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 中学校社会科・地理と歴史的分野を学ぶ意義 事前：なし
事後：なし 講義

2 学習指導要領の解説：グローバル化と社会科教育の重要性 事前：なし
事後：なし 講義

3 学習指導要領・社会科の目標と内容 全体的な構造 事前：なし
事後：なし 講義

4 歴史的分野と地理的分野の目標と内容 事前：なし
事後：なし 講義

5 歴史的分野と地理的分野と関連した学問領域（歴史学、地理学） 事前：なし
事後：なし 講義

6 歴史的分野・地理的分野の内容・指導上の留意点 事前：なし
事後：なし 講義

7 歴史的分野と地理的分野の学習評価のあり方 事前：なし
事後：なし 講義

8 歴史的分野と地理的分野の発展的な学習内容に向けて 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

9 学習指導案の作成：学習指導計画の立案と学習指導案の作成の仕方 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

10 歴史的分野・地理的分野の教材研究の方法と模擬授業の方法
情報機器を活用しながら

事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

11 模擬授業と振り返り①（歴史的分野：わが国の歴史） 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

12 模擬授業と振り返り②（歴史的分野：世界の歴史） 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

13 模擬授業と振り返り③（地理的分野：ユーラシア・南北アメリカ） 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

14 模擬授業と振り返り④（地理的分野：アフリカ大陸・オーストリア大陸） 事前：なし
事後：なし 講義・模擬授業

15 全体のまとめ 事前：なし
事後：なし

グループ
ディスカッション

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会科教育法Ⅰ（Teaching Approach to the Social Studies Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
実際の授業を想定した学習指導案の作成の仕方と教材研究の方法などを学ぶ。また、最終的には、自らが作成した学習指導案・教材もとに、模擬授業を

行う。模擬授業を通して、実践的な指導力を身に着けてもらいたい。

授業目標：
中学社会科分野の構造・流れを理解し、学生にわかりやすく講義を行うために必要な指導力を養うことを目的にする。具体的には、学習指導案の作成・

教材研究の方法などを学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編』（最新版）

・五味文彦編 中学校社会科教科書『新しい社会 地理』東京書籍
・坂上康俊編 中学校社会科教科書『新しい社会 公民』東京書籍
・田林 明編 『新高等地図』東京書籍

参考文献：
臼井・柴田編『新版社会・地歴・公民科教育法』学文社

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、模擬授業（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分の理想とする教師像を思い描きながら一つ一つ知識と技術を身につけていきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 中学校社会科・公民的分野の目標、公民的分野を学ぶ意義 事前：なし
事後：なし 講義・話し合い

2 学習指導要領の解説：公民的分野に関する歴史的変遷と今後の展望 事前：予習（pp. 33～44）
事後：なし 講義

3 公民的分野の目標と内容の全体的な構造 事前：予習（解説pp. 126～165）
事後：なし 講義

4 公民的分野の内容の指導上の留意点 事前：予習（解説pp. 165～168）
事後：なし 講義

5 公民的分野の学習評価の視点 事前：予習（pp. 111～118）
事後：なし 講義

6 公民的分野と関連する学問的領域（政治学、倫理学、経済学、哲学） 事前：予習（pp. 171～189）
事後：なし 講義

7 公民的分野の発展的な学習の内容 事前：予習（解説pp. 188）
事後：なし 講義

8 学習指導案の作成：公民的分野の学習指導計画の立案と学習指導案の作成の
仕方

事前：予習（pp. 118～119）
事後：なし 講義

9 公民的分野の教材研究の仕方と模擬授業の方法（情報機器の活用方法を含む） 事前：予習（pp. 207～215）
事後：なし 講義

10 模擬授業と振り返り①（個人の尊厳と人権の尊重） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

11 模擬授業と振り返り②（民主主義の意義と民主政治） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

12 模擬授業と振り返り③（国際理解と世界平和） 事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

13 模擬授業と振り返り④（私たちの暮らしと経済：資本主義経済と企業・市場経
済の仕組み）

事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

14 模擬授業と振り返り⑤（地域社会と私たち：国際社会の中での国家・国際連合
の役割）

事前：指導案の作成（担当学生）
事後：なし 模擬授業・改善提案

15 総括（評価の方法・授業改善の取り組みなどを含む） 事前：なし
事後：なし 講義・話し合い

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会科教育法Ⅱ（Teaching Approach to the Social Studies Ⅱ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 丹野 貴

履 修 条 件
前提科目 『社会科教育法Ⅰ』を修得済みであること

そ の 他 なし

授業概要：
中学校学習指導要領解説社会編をもとに教科・科目の目標や内容および全体構造について理解する。
実際の授業を想定した学習指導案の作成の仕方と教材研究の方法などを学ぶ。
模擬授業を通して授業設計の重要性を理解し学習指導の技能の基礎を学ぶ。

授業目標：
中学校社会科の特質・目標・内容・構造を理解し、指導上の留意点・学習評価の仕方などについての理解を深める。
各科目の学習指導案の作成・教材研究の方法などに関する実践的な技能を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
情報科教育法（河村 一樹他著、学文社）

参考文献：
高等学校学習指導要領解説 情報編 （最新版）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ事前に指定教科書を講読しておくこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 各国における情報教育の変遷とその位置付け 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

2 我が国の大学における情報教育の変遷 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

3 学校における情報教育の施策 事前：教科書を講読のこと
事後：授業レポートを提出 講義

4 小学校における情報教育 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

5 中学校における情報教育 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

6 高等学校における情報教育 事前：教科書を講読のこと
事後：授業レポートを提出 講義

7 学校の情報教育環境 事前：教科書を講読のこと
事後：授業レポートを提出 講義

8 普通教科情報（学習指導要領の解説） 事前：教科書を講読のこと
事後：小テストを実施 講義

9 普通教科情報（検定教科書） 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

10 専門教科情報（学習指導要領の解説） 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

11 専門教科情報（検定教科書） 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

12 学習指導案の実際 事前：教科書を講読のこと
事後：小テストを実施 講義と演習

13 情報化社会の課題への対応 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

14 教員免許の取得（教職課程）と教員採用試験 事前：教科書を講読のこと
事後： 講義

15 授業の総括 事前：
事後：前期レポートを提出 演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報科教育法Ⅰ（Teaching Methods in Information Study Ⅰ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 河村 一樹

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
⚔年次の教育実習に向けての準備段階となる科目である。そのために、高等学校教科情報に関する学習指導要領改訂の変遷、現在の指導要領の内容、情

報化特有の指導方法（とくに、コンピュータ実習関連）などについて解説する。

授業目標：
高等学校教科「情報」について、学習指導要領の内容を理解し、その目標である、⑴情報技術を活用するための知識と技能の習得、⑵情報に関する科学

的見地と情報技術が社会で果たす役割の理解、⑶情報化の進展への主体的対応の育成、を達成するための授業設計の手法を身につけることが本科目の到達
目標となる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜、プリントを配布

参考文献：
高等学校学習指導要領解説 情報編（最新版）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業への貢献（80％）、小テスト及びレポート（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ロールプレイングを中心に、教育実習を想定した演習を行うので、しっかりと準備をするように。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 科目「社会と情報」及び「情報の科学」の学習指導要領と学習指導案 事前：
事後： 講義

2 学習指導案及び副教材の作成：情報の活用と表現 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

3 授業のロールプレイング：情報の活用と表現 事前：
事後：自己評価を実施 実習

4 学習指導案及び副教材の作成：情報通信ネットワークとコミュニケーション 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

5 授業のロールプレイング：情報通信ネットワークとコミュニケーション 事前：
事後：自己評価を実施 実習

6 学習指導案及び副教材の作成：情報社会の課題と情報モラル 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

7 授業のロールプレイング：情報社会の課題と情報モラル 事前：
事後：自己評価を実施 実習

8 情報教育におけるアクティブ・ラーニングの実践 事前：
事後： 講義

9 学習指導案及び副教材の作成：コンピュータと情報通信ネットワーク 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

10 授業のロールプレイング：コンピュータと情報通信ネットワーク 事前：
事後：自己評価を実施 実習

11 学習指導案及び副教材の作成：問題解決とコンピュータの活用 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

12 授業のロールプレイング：問題解決とコンピュータの活用 事前：
事後：自己評価を実施 実習

13 学習指導案及び副教材の作成：情報の管理と問題解決 事前：
事後：学習指導案の提出 演習

14 授業のロールプレイング：情報の管理と問題解決 事前：
事後：自己評価を実施 実習

15 授業の総括 事前：
事後：後期レポートを提出

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報科教育法Ⅱ（Teaching Methods in Information Study Ⅱ） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 河村 一樹

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
⚔年次の教育実習に向けての準備段階となる科目である。そのために、高等学校教科情報に関する学習指導案を作成するとともに、実際の授業を想定し

たロールプレイングが主になる。⚔年次の教育実習に向けての準備段階となる科目である。そのために、高等学校教科情報に関する学習指導案を作成する
とともに、実際の授業を想定したロールプレイングを通じ、効果的な指導に繋がる授業設計やその改善方法を学習する。
授業目標：

高等学校教科「情報」について、学習指導要領の内容を理解した上で、内容に沿った適切な学習指導案と副教材を作成し、実際に授業を行うことができ
るようになることが到達目標となる。⚔年次の教育実習においては、指導教諭の先生の指導の下に、滞りなく授業を実施できることが必要であり、そのた
めの実践的な演習が主なテーマである。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
吉田辰雄編著「最新生徒指導・進路指導論」図書文化 2006年⚑月 ￥2,100

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート（50％）、授業内試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分のこれまでの進路選択を振り返りながら、さらにこれからの生き方を見つめて学習をすすめること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生徒指導の意義と目的 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 生徒指導の必要性と集団生活と社会規範 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 生徒指導の年間計画と指導体制 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 生徒指導上の問題の理解と関係機関との連携のあり方 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 生徒指導と教育相談 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 進路指導及びキャリア教育の意義と目的 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 進路指導（キャリア教育を含む）年間計画と個別計画 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 進路指導（キャリア教育含む）組織と運営 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 進路学習及びキャリア教育のすすめ方展開の方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 ゲームシュミレーション法などを用いた進路学習の展開の方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト）

講義及び価値カードを用いた
ゲーミング・シュミレーション

11 進路指導主事の役割と関係機関の連携 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 進路指導とキャリア・カウンセリング 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 キャリア教育と地域の人的・物的資源の活用 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 キャリア・カウンセリングの技法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト）

講義及びカウンセリングの
ロールプレイ実習

15 進路選択の意思決定のための支援と方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 生徒・進路指導論（Educational and Career guidance） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
徒指導・進路指導の意義と目的とその目的を理解し、実践力を身に付けるための授業である。生徒指導・進路指導はともに、学校の全ての教育活動を通

して行われてこそ、目的を達成されるものであることを十分に理解し、一人一人の生徒に向き合い、個性尊重と人格の全人的発達を援助する視点が必要な
ことを学習する。特に、進路指導においてはその充実強化のためのキャリア教育が果たす役割の大きいことを学ぶ。生徒指導や進路指導と深く関係してい
る機関や専門家との連携の重要性ついても理解を深める。
授業目標：

生徒指導は、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長をはかりながら、社会的資質や行動力を高めることを目指して教育活動全体を通じ行われ
る、学習指導と並ぶ重要な教育活動である。 他の教員や関係機関と連携しながら組織的に生徒指導を進めていくために必要な知識や素養を身に付けるこ
とを目標としている。路指導は、児童生徒が自ら、将来の進路を選択、計画し、その後の生活によりよく適応し、能力を伸長するように、教員が組織的・
継続的に指導・援助する過程であり、長期的展望に立った人間形成を目指す教育活動である。それを包含するキャリア教育は、学校で学ぶことと社会との
接続し、一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を育むことを目的としている。

進路指導・キャリア教育の視点に立った授業改善や体験活動、評価改善の推進やガイダンスとカウンセリングの充実、それに向けた学校内外の組織的体
制に必要な知識や素養を身に付けることができる。生徒指導も進路指導も、全教育活動を通じで、全ての教職員の協力のもとに行われなければならない活
動である。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
文部科学省「中学校学習指導要領解説 道徳編」（最新版）

その他、作成したレジュメを配付する。

参考文献：
授業中、適宜関連図書を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業への取り組み（課題提出や授業態度）を50％、定期試験を50％とし、総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
特別な教科「道徳」は生徒一人一人が考え、議論する教科を目指した教科です。積極的に授業に取り組むことで、一人一人の道徳判断を確認しましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 道徳とは何か 事前：なし
事後：配布資料に明記 講義

2 子どもの道徳判断の発達 コールバーグを中心に 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 講義

3 社会変化と道徳 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 講義

4 情報化社会と道徳 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

5 道徳教育の歴史⑴「修身」の時代 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

6 道徳教育の歴史⑵ 道徳の時代 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

7 道徳教育の内容⑴ 主として自分自身に関すること 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

8 道徳教育の内容⑵ 主として人との関わりに関すること 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

9 道徳教育の内容⑶ 主として集団や社会との関わりに関すること 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

10 道徳教育の内容⑷ 主として生命や自然や崇高なものとの関わりに関すること 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

11 学校教育全体で、子どもの道徳を育む
道徳教育推進教師／全体計画と年間指導計画

事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

12 指導の諸方法 話し合い・読みもの・説話・視聴覚教材の活用 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

13 道徳教育における評価のあり方を考える 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

14 道徳の指導案の作成 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

15 模擬授業と振り返り 反省を次回の授業に活かすには 事前：今週分の配布資料を読む
事後：配布資料に明記 演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 道徳教育指導法（Methodology of Moral Educaion） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
講義の前半は、道徳教育の歴史や学校教育における道徳のあり方等、道徳の基礎的な知識を学習する。後半では、自らが考えた道徳的課題に即して、授

業を計画し、模擬授業を行うことで、実践的な力を育成する。
授業目標：

道徳とは何かを理解し、学校教育の中で生徒の道徳性の育成をいかに取り組んでいくのかを主体的に考えられることができる。下位目標として次の3点が
ある。①現代中学生の道徳を確認し、学校教育の中で道徳教育がどう実践されているのかを学習する。②道徳の課題について、今日の課題だけでなく歴史
的視点をもって理解できる。③道徳を指導する際の教材の特性を理解し、それを活かした授業を計画できる。④指導案作成と模擬授業を通じて実践的な指
導力を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『中学校学習指導要領解説 特別活動編』（最新版）
その他、毎回作成したレジュメを配付し、それにそって授業。

参考文献：
授業中、適宜関連図書を紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業への取り組み（課題提出や発表、授業態度）を60％、定期試験を40％とし、総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
授業記録をとり、いつでも質問に答え、提出できる体制を取る。教育実習時を想定して学ぶ。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業のすすめ方／今まで経験してきた特別活動を振り返る 事前：なし
事後：なし 講義

2 特別活動の意義や理念について学ぶ 事前：社会の現状を知る
事後：子どもの現状を調査 講義

3 学習指導要領から、特別活動とは何かを理解する 事前：特別活動の新旧を比較
事後：特別活動の原理を復習 講義

4 教育課程における特別活動の位置づけ 事前：教育課程の新旧を比較
事後：特別活動目標を分析 講義

5 特別活動と教科学習との関わり 事前：特別活動目標構造図を書く
事後：道徳との関連をまとめる 講義

6 特別活動と総合的な学習の時間 事前：職場体験の経験を考える
事後：自己の経験をまとめる 講義と演習

7 特別活動の特質を理解する①学級活動・HRについて 事前：なし
事後：なし 講義

8 特別活動の特質を理解する②生徒会活動・学校行事 事前：小中高の目標を比較
事後：クラブ活動の歴史⓵を読む 講義

9 学校行事における指導法の特徴と生徒の学び 事前：学校行事の経験を発表
事後：なし 講義と演習

10 特別活動の目標設定と指導法について考える 事前：なし
事後：指導方法をまとめる 講義

11 特別活動の指導計画の作成 事前：なし
事後：小テストの準備 演習

12 学級の集団形成の方法を考える 構成的グループエンカウンター 事前：エクササイズを作成する
事後：課題発表の準備 講義と演習

13 特別活動における評価の仕方とその活かし方を考える 事前：課題発表を決める
事後：課題発表の準備 演習

14 学校の枠を超えた特別活動の実践例から考える 事前：課題発表の準備
事後：課題発表の準備 演習

15 これからの特別活動の展望と課題 事前：課題発表の準備
事後：課題発表のまとめ 講義と演習

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 特別活動論（Methodology of Special Activity） 科目分類 教職課程科目

担 当 教 員 高野 安弘

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
本講義は、教科活動と同様、学校教育において重要な位置を占めている。望ましい特別活動のあり方・進め方を理解し、特別活動の実践の指導が出来る

基礎力を養う。

授業目標：
学校における特別活動の役割・意義を理解する。その下位目標として次の⚔点がある。
①学校における特別活動の意義が理解できる。②特別活動において重視される「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」という三点を理解し、特別活動の
指導に活かすことができる。③「チームとしての学校」とは何かを理解し、連携して取り組むことの重要性を意識する。④特別活動における学校・地域・
家庭の連携の重要性が理解できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業時に資料を配布する。

参考文献：
『学校図書館メディアの構成』（全国学校図書館評議会）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
学校図書館の資料整理について、一通りの基本的なことができるように教えます。授業の中で、分類や目録の採り方などについても実践的に取り組みま

す。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義

2 学校図書館メディアの種類 事前：なし
事後：なし 講義

3 学校図書館メディアの特性と学習への活用 事前：なし
事後：なし 講義

4 学校図書館メディアの構築 事前：なし
事後：なし 講義

5 学校図書館メディアの選択と収集 事前：なし
事後：なし 講義

6 学校図書館メディアの選択のための情報源 事前：なし
事後：なし 講義

7 情報ファイル資料の構築 事前：なし
事後：なし 講義

8 学校図書館メディアの維持と発展 事前：なし
事後：なし 講義

9 学校図書館メディアの組織化 事前：なし
事後：なし 講義

10 学校図書館メディアの配架 事前：なし
事後：なし 講義

11 分類の意義と機能、日本十進分類法等の解説 事前：なし
事後：なし 講義

12 件名標目表の解説 事前：なし
事後：なし 講義

13 目録の意義と機能、日本目録規則の解説 事前：なし
事後：なし 講義

14 目録の機械化 事前：なし
事後：なし 講義

15 多様な学習環境と学校図書館メディアの配置 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 学校図書館メディアの構成（School Libraries and Media） 科目分類 司書教諭科目

担 当 教 員 德本 善彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
・学校図書館で主に使用される資料について、それぞれの用途・役割について解説する。
・実際の資料の流れについて、分類・書誌など具体的な事項について理解する。

授業目標：
・学校図書館メディアの構成に関する理解及び実務能力の育成を図る

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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司
書
教
諭

教本：
情報社会論 北原宗律（著） ふくろう出版社

参考文献：
講義の都度、必要に応じて紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを定期試験で評価します。
授業内容への参加状況等など、平常点はこれを加味します（平常点20％、定期試験80％）。

学生へのアドバイス：
本講義では多くの場合オムニバス形式での講義となるため、講義の内容は都度把握することが重要となります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、高度情報社会と人間（情報メディアの発達と変化を含む） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

2 高度情報通信社会の構造と特質（情報メディアの特性と選択を含む） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

3 高度情報通信社会の倫理と法 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

4 情報通信技術と学校教育 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

5 学校図書館と情報リテラシー教育 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

6 学校図書館と情報検索（データベースと情報検索を含む） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

7 学校図書館とコンテンツ（視聴覚メディアの活用を含む） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

8 教科教育と情報メディアの活用（教育用ソフトウェアの活用を含む） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

9 コンピュータを活用しての情報コンテンツの制作とそのツール 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

10 インターネットによる情報発信とコンテンツの制作 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

11 適切妥当な情報利用（インターネットによるコミニュニケーション活用術） 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

12 学校図書館メディアと著作権 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

13 学校図書館をめぐるネットワーク 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

14 学校図書館と情報メディア教育の将来像 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：当該講義中指定 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 情報メディアの活用（Practical Use of Information Media） 科目分類 司書教諭科目

担 当 教 員 森 寛和

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
情報メディアにかかわる具体的な知識とスキルについて論じるとともに、その歴史的背景や遵守しなければならない情報倫理などについて講述します。

授業目標：
学校図書館における多様な情報メディアの特性と活用方法の理解を図ります。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
必要時に指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト等（40％）、定期試験（60％）に授業態度（出席状況等）を加味して総合評価する。

学生へのアドバイス：
ここで扱う観光文化は、観光客が行動することにより形成されてくる総てであり、最も基本的なことでもある。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 観光文化の構造 事後：今回の需要内容 講義

2 観光文化の関連要素 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

3 観光の発生の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

4 観光の発生の要因 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

5 観光旅行の行動形態 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

6 観光ルートと観光コース 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

7 観光コースと旅行商品 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

8 観光地の構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

9 観光地の変容構造 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

10 世界遺産と観光地の変容 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

11 災害と観光 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

12 観光旅行の変容 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

13 ユニバーサルツーリズム 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

14 観光の波及効果 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

15 よりよき観光文化の形成と地域振興 事前：前回の授業内容
事後：今回の授業内容 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 観光文化論Ⅰ（Tourism and Culture Ⅰ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光と文化（社会）の様々な関係について、観光客という視点から観光活動の現状や歴史的な経緯、各種文化の特性等を踏まえて、よりよき観光文化形

成のあり方について探求する。

授業目標：
⚑．観光客の行動特性、観光の効果について修得する。
⚒．より良き観光文化の形成のあり方について修得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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学
芸
員

教本：
印刷資料を用います。

参考文献：
村山元英・小柏喜久夫『経営文化論序説』文眞堂、￥3,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
欠席しないことが大前提です。粘り強い学習努力を期待しています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 経営文化論と松蔭大学 事前：シラバス
事後：シラバス 講義

2 経営文化論の背景 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

3 経営と文化 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

4 経営と文化の諸問題 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

5 経営における効率性原理と人間性原理に関する文化基準 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

6 二つのアプローチ 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

7 日米比較経営論と日本的経営論 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

8 経営文化の変容モデル 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

9 多文化組織の経営 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

10 国際経営組織の心理と文化 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

11 事例学習⚑――小糸製作所のコーポレート・ガバナンス：日本の経営者vs米国の株主⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

12 事例学習⚑――小糸製作所のコーポレート・ガバナンス：日本の経営者vs米国の株主⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

13 事例学習⚒――ソニーの海外事業買収と経営文化⑴ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

14 事例学習⚒――ソニーの海外事業買収と経営文化⑵ 事前：印刷資料
事後：ノートおよび印刷資料 講義

15 経営文化学の構想 事前：参考文献
事後：ノートおよび参考文献 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 経営文化論Ⅰ（Business Culture Ⅰ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
経営と文化との関係づけを通して現実の経営における諸問題について学習していきます。この学習は、企業活動の国際化の進展・深化ならびに社会関係

の複雑化とともに重要性をより増しています。そこで、この授業では、経営と文化の関係づけの基礎となる見方・考え方・感じ方・決め方を検討し、授業
計画に示した各課題をひとつずつ解説していきます。
授業目標：

経営を文化の視座からアプローチすることにより、経営の諸問題に対応可能な実践知を身につけていきます。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚔月初旬に連絡します。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文化財や文化遺産（遺跡・遺物）について学びたい受講生を希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 考古学の意義・目的・関連諸科学について 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

2 旧石器（先土器）時代の遺跡・石器・文化の特色 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

3 縄文時代の集落遺跡・貝塚・土器形態、社会と生活文化 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

4 弥生時代の生産遺跡・土器・金属器・農耕具と社会構造の特徴 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

5 古墳時代の古墳形態・葬装具・埴輪・武具・生活具 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

6 飛鳥・奈良時代の考古学（Ⅰ）―調査と保存― 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

7 飛鳥・奈良時代の考古学（Ⅱ）―宮・寺院跡の発掘成果― 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

8 飛鳥・奈良時代の考古学（Ⅲ）―壁画・木簡― 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

9 奈良・平安時代の国庁・郡衙・駅家・津遺跡（Ⅰ） 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

10 奈良・平安時代の出土銭貨と荘園遺跡・遺物（Ⅱ） 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

11 鎌倉～戦国時代の考古学（Ⅰ）―城郭・集落跡 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

12 鎌倉～戦国時代の考古学（Ⅱ）―寺院・荘園 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

13 江戸時代の考古学―城郭・窯・経塚跡 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

14 近・現代の考古（新資料）発見と埋蔵文化財の保護・活用 事前：適宜、指示します
事後：適宜、指示します 講義

15 旧石器～江戸時代の選択課題について―ミニレポートの作成 事前：適宜、指示します
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 考古学（Archeology） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 藤井 一二

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 なし

授業概要：
日本考古学の成果と意義を学ぶため、旧石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代など各時代の考古学について、時代特性を表象する代表的な考古・歴

史資料を素材とし、人・社会・文化の諸関係を学ぶ。そこでは、遺跡・遺物に関する画像・図表・観察データを駆使して、自らレポート・解説文を書き上
げる作業を積み重ねる。
授業目標：

考古学は、遺跡や遺物をつうじて人類の歩みを学ぶ学問であるので、日本文化の発展段階を各時代の生産・生活・社会の特色と変化を中心に把握し、現
代に残る文化遺産に凝縮された過去の人々の知恵・技術・精神文化について解釈し、理解を深める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント配布、ネットにアップロード。

参考文献：
必要に応じて授業時に紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業時の課題提出と小テスト（40％）、宿題・レポート（40％）、定期試験（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
欠席をせず、集中して真剣に授業を受けて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、自然科学・物理学を学ぶ意義 事前：
事後：課題・宿題 講義

2 科学史の視点から、物理学とは何か 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

3 物理量間の関係式、物理量と単位系、
数値データの精度と有効数字

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

4 物理学における数式の意味、単位の計算と単位の換算 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

5 力学の基礎、質点の運動、速度の定義と微分 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

6 1次元の運動、速さと速度、x-tグラフ、
等速度運動の式とグラフ

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

7 速度の変化する運動、等加速度運動（⚑次元）、
v-tグラフと加速度及び移動距離（微分と積分）

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

8 運動の法則 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

9 万有引力、質量・重さ・重力 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

10 ベクトル量、力の合成と分解（成分）、位置座標と変位ベクトル 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

11 速度ベクトル、合成速度と相対速度 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

12 運動方向が変化する場合の加速度、
等速円運動・向心加速度と向心力

事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

13 座標変換と見かけの力・慣性力、遠心力とコリオリ力 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

14 力学的エネルギーと仕事 事前：前回までの復習
事後：課題・宿題 講義

15 まとめ 事前：前回までの復習
事後： 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 自然科学（Natural Science） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他

授業概要：
自然科学（Natural Science, Physical Science）で扱うさまざまな現象の中から法則性のある事柄を選り出して、それらを論理的に組み立てなおして記述す

ることで、自然現象の背後にあるより基本的・基礎的な法則を理解しようとする学問が物理学（Physics）である。この講義では、中学や高校で学習してい
る物理学のエッセンスとなる基礎的な項目を題材として、それらの法則を背後にある考え方や自然理解の仕方を身につけることを目指す。
授業目標：

中学や高校で学習している物理学のエッセンスとなる基礎的な項目を題材として、それらの法則を背後の考え方や自然理解の仕方を身につけることを目
標とする。簡単な例題や練習問題を通して、公式の丸暗記やHow Toではない科学思考法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
秋元律郎他著「社会学入門」（新版）有斐閣新書

参考文献：
姜尚中著「トーキョー・ストレンジャー」集英社
他は授業内で適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
現実の社会生活に目を向けて、学んだ内容をあてはめてみること。テキストを読んでから授業に臨むこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 社会学的なものの見方 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 家族とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 家族のはたらき 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 家族関係の日本的特質 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 消えゆく「里」と「村人」たち 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 都市とは何か 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 コミュニティーの変貌 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 組織の中の人間労働 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 職場の中の緊張関係 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 職場生活・職業生活の変化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 労働における人間の復権 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 歴史と社会の変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 近代化という変動 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 社会学と社会病理の解明 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 社会学の研究方法 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会学Ⅰ（Sociology Ⅰ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会と文化は人間の行為を通して制度という標準化された行為様式によって形づくられてきたものである。標準化され、制度化された人間の行為の集積

が社会構造をつくり変動させ、社会としての機能を支えている。本授業科目では、社会を人間の行為を基盤においた社会のとらえ方を、いくつかの社会的
構造や機能を通して学習する。
授業目標：

社会学の視点で、身の回りの社会の様子を見て、社会の理解を深めることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「生涯学習概論」

参考文献：
必要に応じて紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ、博物館や美術館等を訪問したり、関連するテレビ番組等を見て、学芸員の仕事や社会教育主事の仕事の理解をして下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生涯学習とは何か ⑴本講義のガイダンスと計画
（シラバス使用）

事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 生涯学習とは何か ⑵生涯学習の定義 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 生涯学習の現代的意義 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 生涯教育・生涯学習論の系譜 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 生涯学習論の国際的動向 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 生涯学習と家庭教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 生涯学習と学校教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 生涯学習と社会教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 生涯学習と学校・家庭・社会教育の連携と一体化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 生涯学習振興行政の役割 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 生涯学習の内容と方法…生涯各期の学習課題 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 生涯にわたるキャリア形成と学習課題（自己啓発の意義） 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 高齢社会化と生涯学習の課題 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 生涯学習と近代の協働的アプローチ 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 今後の「生涯学習を考える」まとめと今後の学習課題の明確化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 生涯学習概論（Liflong Learning） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
生涯生活全般について理解を深めるとともに、生涯学習の理論・政策や今日の社会における生涯学習の課題等について明確にするとともに、生涯学習に

関する諸分野の具体的展開や事例の学習を通して、実践的な能力の基礎を身につける学習を行う。

授業目標：
生涯学習及び社会教育の本質と意義を理解し、生涯学習、社会教育の専門的な支援職員の学校教員、社会教育主事、学芸員、図書館司書等として活躍す

るのに必要な考え方や知識・能力の基礎を培うことを目的としている。これまでの自らの教育体験をふり返り今後の自分自身の「生き方」を探ることもこ
の授業の目的である。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業時にプリントを配布。

参考文献：
授業時に指示する。

『日本風俗史事典』日本風俗史学会編 弘文堂 竹内誠編著
『江戸文化の見方』（角川選書）角川学芸出版 2010年 竹内誠編著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）で評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 風俗とは。日本風俗の流れ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 （通史）風俗学と風俗史 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 （古代）古代人の生活 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 （古代）古代人の産業 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 （中古）平安時代の生活 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 （中古）平安時代の信仰、陰陽師と加持祈祷 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 （中世）禅とその文化 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 （近世）近世の風俗と海外との交流 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 近現代における日本の風俗（衣食住の展開） 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 近代日本における風俗 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 風俗の伝統とモダニズム 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 学生の発表⚑ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 学生の発表⚒ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表⚓ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ａ（Japanese Study Ａ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 博物館学芸員履修者

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．風俗学とはなにかを理解する。
⚒．風俗の歴史について、特に日本の風俗史について共に学び、考える。
⚓．「風俗」に関して主体的に考える力を養う。

授業目標：
日本の風俗の成り立ちやその基本的な衣食住を理解し、また、日本の風俗文化や政治とどのような相互関係にあったかについて理解を深めることを目標

とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回授業で指定する。

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況とリアクションペーパー（20％）、レジュメ・レポート作成（30％）、定期試験（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻や欠席は原則として認められません。就職活動等でやむをえず遅刻、欠席する場合は、事前に担当教員に連絡し、事後に届を提出してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：なし 講義

2 博物館学の目的 事前：なし
事後：教科書 講義

3 博物館学の方法 事前：なし
事後：教科書 講義

4 博物館学の構成 事前：なし
事後：教科書 講義

5 博物館学の歴史 事前：なし
事後：教科書 講義

6 博物館の定義 事前：なし
事後：教科書 講義

7 博物館の種類 事前：なし
事後：教科書 講義

8 博物館の目的 事前：なし
事後：教科書 講義

9 博物館の機能 事前：なし
事後：教科書 講義

10 博物館の歴史と現状 事前：なし
事後：教科書 講義

11 我が国及び諸外国の博物館の歴史 事前：なし
事後：教科書 講義

12 我が国及び諸外国の博物館の現状 事前：なし
事後：教科書 講義

13 学芸員の役割（定義、役割、実態） 事前：なし
事後：教科書 講義

14 博物館関係法令 事前：なし
事後：教科書 講義

15 まとめ 事前：なし
事後：教科書 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館概論（Museum Introduction） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 川添 裕子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 世界史、日本史の基本を理解していることが前提です

授業概要：
⚑．博物館の目的、方法、構成について理解する。
⚒．博物館の定義について理解する。
⚓．博物館の歴史と現状について理解する。
授業目標：
⚑．博物館に関する基礎的知識を理解する。
⚒．博物館に関する専門性の基礎となる能力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『博物館教育論』小笠原喜康 他編 ぎょうせい ￥3,048＋税

参考文献：
必要に応じて関連書式を提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
成績の評価は、平常点と発表（50％）、試験（50％）で行う。
仔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日 昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 博物館教育の理念 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 博物館教育の歴史と今日における意義 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 博物館展示の教育的意義 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 展示と来館者をつなぐ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 人文科学系博物館のプログラム 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 自然科学系博物館のプログラム 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 資源の蓄積と公開 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 学校と博物館 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 家族と博物館 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 地域と博物館 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 アクセス可能な博物館教育：その理念と実践 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 博物館におけるボランティア 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 教育活動の評価 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 博物館の連携 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 利用者主体の博物館教育：展望と課題 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館教育論（Museum of Education Theory） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 博物館学芸員資格科目

そ の 他 なし

授業概要：
20世紀における博物館は主に資料（モノ）のためにあったが、21世紀の博物館は利用者（ヒト）のためにあると言われている。今日、博物館は資料の収

集、保管、調査研究、展示を含む教育、広報を含む運営など、博物館機能のすべてにおいて、教育的役割を重視する必要に迫られている。本講座では、博
物館利用の教育的意義と今日の課題を学び、教育的役割を中心に据えた利用者のための博物館のあり方について考察する。
授業目標：

利用者が主体となる博物館のあり方の可能性およびその一層の充実化を図る上での課題を考察するための能力、さらに博物館を有効に活用する能力を育
成することを目的とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
白澤恵一著『博物館経営論］』青山社

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
期末の筆記試験の成績（30％）と毎回レポート（70％）により評価する。

学生へのアドバイス：
他の博物館を見てください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本講義の全体について展開する 事前：なし
事後：Ⅰ頁～Ⅳ頁精読 講義

2 ミュージアムマネージメントとは 事前：⚑頁～⚕頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 行政制度について 事前：⚕頁～⚗頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 財務について 事前：⚘頁～⚙頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 施設・設備について 事前：10頁～14頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 組織と職員について 事前：14頁～19頁精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 使命と計画と評価について 事前：20頁～23頁精読
事後：実習 実践

8 博物館倫理について 事前：23頁～28頁精読
事後：実習 実践

9 博物館の危機管理について 事前：29頁～39頁精読
事後：討論 演習

10 利用者との関係（広報・マーケティング、ミュージアムショップ等） 事前：41頁～51頁精読
事後：演習 演習

11 市民参画（友の会、ボランティア、支援組織等） 事前：53頁～57頁精読
事後：演習 演習

12 博物館ネットワーク・他館との連携について 事前：57頁～62頁精読
事後：他館見学 他館の見学

13 他機関（行政・大学・類縁機関等）との連携 事前：63頁～65頁精読
事後：演習 演習

14 地域社会と博物館（地域の活性化、地域社会との連携） 事前：63頁～65頁精読
事後：演習 演習

15 本講義の全体について質疑やテストについて 事前：レポートの返却
事後：授業内容のまとめ 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館経営論（Museum Management） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 博物館概論等の他の科目を学んでおくことが好ましい。

そ の 他 他館を見学しておくことが好ましい。

授業概要：
博物館の経営基盤について学び、博物館の経営とは何かについて考える、そして博物館と地域の連携について学ぶ。

授業目標：
博物館の形態面と活動面における適切な管理面について理解し、博物館経営に関する基礎的能力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ ガイダンス
―博物館資料をどのように考えるのか―

事前：博物館概論等のノートを見直す。
事後：「博物館資料論」で学んだことを踏まえて考える。

博物館概論等⚖科目の実習の
流れを確認すると共に、博物
館の役割を考える。

⚒ 考古・工芸資料の種類と特質 事前：「博物館資料論」受講時のノートを見直す。
事後：資料の特質と取り扱いの注意の深い関係を確認。

考古・工芸資料について、基
礎的知識を習得する。

⚓ 調書作成の意義とその技術 事前：資料保存論のノートを見直す。
事後：資料分析の確認。

博物館資料の調書作成につい
て基礎的な知識を習得する。

⚔ 資料のスケッチ
―土器、灯火器など―

事前：資料の取り扱いについて、注意点の確認をする。
事後：資料の背景にある情報を整理する。

記録としてのスケッチについ
て基本的な知識を習得する。

⚕ 写真撮影の方法と理論
―土器、灯火器など―

事前：記録として写真について、その特徴を考える。
事後：写真の知識やカメラの仕組みについて、確認する。

写真とカメラについて、基礎
的な知識を習得する。

⚖ 写真撮影の実践
―土器、灯火器など―

事前：資料の取り扱いについて、注意点の確認をする。
事後：資料の背景にある情報を整理する。 写真撮影を実践する。

⚗ 拓本の方法
―考古資料(縄文土器)

事前：事前に拓本とは何か、調べておく。
事後：拓本を行ううえでの知識について整理する。

記録としての拓本について、
基本的な知識を習得する。

⚘ 拓本の実践
―考古資料(縄文土器)やその他の資料

事前：資料の取り扱いについて、注意点の確認をする。
事後：資料の背景にある情報を整理する。 拓本を実践する。

⚙ 工芸品取り扱いの心構え 事前：考古・工芸資料の種類と特質で学んだことを見直す。
事後：資料の特質と取り扱いについて確認する。

博物館の資料の取り扱いにつ
いて実践する。

10 掛軸の取り扱いと実習 事前：工芸品の取り扱いについて注意点を確認しておく。
事後：掛軸の巻き方、矢筈使い方を確認する。

掛軸の取り扱い方について実
践する。

11 美術資料の取り扱いと知識
事前：書籍やスマホを利用し美術作品の取り扱いついて考える。
事後：講義と予習を重ね合わせて学芸員の資料の取り扱いを確認

する。

美術の絵画作品を実例とし
て、学芸員の資料の取り扱い
について実習する。

12 出品交渉

事前：学芸員になったつもりで、どのように出品交渉するのか考
える。

事後：講義と予習を重ね合わせて学芸員の資料の取り扱いを確認
する。

特別展への資料の出品のため
の交渉の実態について考え
る。

13 図録の作成
事前：図書館や博物館に赴き実際の展覧会図録を見ておく。
事後：講義と予習を重ね合わせて、学芸員の展覧会図録の作製に

ついて確認する。

展覧会図録の作製について考
える。

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚓ 時 間 数 90 授業形態 実習

授業科目(英文) 博物館実習（Practical Training in Museum） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 博物館概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、博物館教育論、

博物館情報・メディア論

そ の 他 ⚒単位は通常実習、その後、⚑単位分館内で⚗日～10日実習を行う。

授業概要：
学芸員資格取得ための総仕上げとなる必修科目である。学芸員として必要なな資料の整理・取扱い、調査・研究方法、視聴覚メディアの活用、展示解説、

展示の計画・設営、講座の企画等に関する実務技術を実習することが本授業の目標である。本科目は学内実習と学外実習（本学は大学資料館で行う）とに
よって構成される。現場等での実習を通して、博物館学等の既習科目の理解を更に深めることを目指す。事前学習では、大学にて実習に必要な知識やマナ
ー等を学び、事後学習では実習の成果を発表し、相互に実習体験を振り返り、学んだ内容について議論する。

授業目標：
学内実習として事前・事後指導や見学実習、実務実習を行う。また、館園実習を行う。到達目標は見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、

多様な館種の実態や学芸員の業務を理解し、実践的理解能力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
必要に応じて関連書籍を提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（100％）、小テスト・レポート等（100％）で総合評価する。レポート等の提出物と館務実習を加味して、総合的に判断する。

学生へのアドバイス：
休まないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

14 展覧会の宣伝と展示計画の立案

事前：書籍やスマホを利用して、特別展について宣伝を調べてお
く。

事後：講義と予習を重ね合わせて、特別展の宣伝と展示計画につ
いて確認する。

特別展の宣伝と展示活動につ
いて考える。

15 出品資料の集荷と展示活動・開催活動
事前：書籍やスマホを利用して、特別展の出品資料の所在地を調

べておく。
事後：講義と予習を重ね合わせて学芸員の活動について確認する。

特別展開催中の学芸員の活動
について考える。

16 返納計画とトラブルへの対応 事前：返納計画とトラブルの対応について考える。
事後：講義と予習を重ね合わせて特別展の評価について確認する。

返納計画の立案とトラブル発
生時の対応について考える。

17 和本・古文書の保存 事前：工芸品の取り扱いについて注意点を確認しておく。
事後：資料の特質と取り扱いについて確認する。

和本・古文書の保存について
考える。

18 和本・古文書の修復 事前：和本・古文書の保存について注意点を確認しておく。
事後：和本・古文書の保存と修復について考える。

和本・古文書の修復の実習を
行う。

19 実測の方法と理論
―土器、灯火器など―

事前：資料の採寸をする時にどの部分を測ったら良いか考える。
事後：実測をする上での知識について整理する。

記録としての実測について、
基本的な知識を習得する。

20 実測の実践
―土器、灯火器など―

事前：資料の取り扱いについて、注意点を確認する。
事後：資料の背景にある情報を整理する。 実測図を作成し、実践する。

21 資料カードの作成
―土器、灯火器など―

事前：今までの資料情報をまとめるうえで、カードに必要な項目
を考える。

事後：作成したカードを見直す。

これまでの資料の記録を基
に、資料カードを作成する。

22 資料カードを基にした
プレゼンテーション

事前：プレゼンテーションの事前準備をする。
事後：他の人のプレゼンテーションと比較し、解りやすさとは何

か考える。

資料カードを基にプレゼンテ
ーションを行う。

23 展示解説
―(遺物の展示物・解説)

事前：土器、灯火器などの展示について事前に準備しておく。
事後：テグスによる土器などの固定について復習する。

地震などの災害に対して固定
をどのようにしたらよいか考
える。

24 展示解説
―キャプション製作(展示室の解説)

事前：展示論の復習をしておく。
事後：展示解説について復習しておく。

事物のキャプションや資料室
の全体の案内について考え実
習を行う。

25 外装品の梱包実習 ⑴ 事前：博物館資料論のノートを見直す。
事後：薄葉紙を使って布団の作成について復習しておく。 梱包資材の作成を行う。

26 外装品の梱包実習 ⑵
事前：縄文土器を梱包する方法について学習しておく。
事後：布団を使って箱に入れ運搬に耐えることができるようにす

る。
外装品の梱包実習を行う。

27 大学周辺の博物館見学
―厚木郷土資料館(常設展示)―

事前：今までのの館内実習を基礎にして常設展を観察する。
事後：常設展について復習しておく。

大学周辺の博物館の常設展を
見る。

28 大学周辺の博物館見学
―厚木郷土資料館(企画展示)―

事前：常設展と企画展の違いについて予習しておく。
事後：常設展と企画展の違いについて考える。

大学周辺の博物館の企画展を
見る。

29 館務実習に向けて 事前：プレゼンテーションができるようにする。
事後：館務実習の多様性と学芸員という仕事について考える。

館務実習に向けて、その心構
えや実習日誌の記録について
確認する。

30 まとめ
―資料館を見る「眼」養うこと

事前：授業ノートを見直す。
事後：実習を通して学んだことを振り返り、今後の進路を考える。

学芸員という仕事の本質は何
か、実習全体を通して総括す
る。
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教本：
「博物館情報・メディア論」
日本教育メディア学会（ぎょうせい） ￥2,571（税込）

参考文献：
必要に応じて関連書籍を提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と授業時の活動・提出（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻・欠席をしないこと。15回の授業の毎回毎回を真剣に受講してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、情報の意義、視聴覚メディアの理論と歴史 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 メディアとしての博物館（視聴覚メディアの発展と博物館） 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

3 ICT社会の中の博物館（情報資源の双方向活用と役割、情報倫理、学校・図書館・研究
機関の情報化）

事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

4 情報教育の意義と重要性 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

5 博物館活用の情報化（沿革、調査研究活動、展示･教育活動等） 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

6 資料のドキュメンテーションとデータペース化 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

7 デジタルアーカイブの現状と課題 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

8 映像倫理、博物館メディアの役割と学習活用 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

9 情報管理と情報公開 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

10 情報機器の活用（情報端末、タブレット、スマートフォン、新たなメディア経験等） 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

11 インターネットの活用 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

12 知的財産権（著作権等） 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

13 個人情報(肖像権等） 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

14 権利処理の方法 事前：テキストを精読
事後：ネット検索とまとめ 講義

15 まとめ 事前：これまでの総復習
事後：レポートの作成 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館情報・メディア論（Museum Information and Media） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
博物館における情報・メディアの意義を理解し、博物館情報･メディアの理論の詳細を学ぶ。さらに、博物館における情報発信の意義と現状での技術を、

実際の作業も交えて学習する。また、博物館の活動に関わる知的財産の意義と重要性について学ぶ。以上を通して、博物館の持つ社会における文化的価値
を情報とメディアの技術を媒介として社会と結びつける方法を学ぶ｡
授業目標：
⚑．博物館における情報の意義と活用方法及び情報発信の課題等について理解する。
⚒．博物館の情報の提供と活用等に関する基礎的能力を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「博物館資料保存論」石﨑武志（講談社）￥2,376（税込）

参考文献：
必要に応じて関連書籍を提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況と授業時の活動・提出（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻・欠席をしないこと。15回の授業の毎回毎回を真剣に受講してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 博物館における資料保存の意義 事前：シラバスの確認
事後：なし 講義

2 資料の保全（育成を含む） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

3 資料の状態調査・現状把握 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

4 資料の修復・修理 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

5 資料の梱包と輸送 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

6 博物館資料の保存環境 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

7 資料保存の諸条件とその影響（温湿度、光、振動、大気等） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

8 生物被害とIPM（総合的有害生物管理） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

9 災害の防止と対策（火災、地震、水害、盗難等） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

10 伝統的保存方法 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

11 収蔵、展示等の保存環境 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

12 環境保護と博物館の役割 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

13 地域資源の保存と活用（エコミュージアム等） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

14 文化財の保存と活用（景観、歴史的環境を含む） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

15 自然環境の保護（生物多朧陸・種の保存を含む） 事前：テキストを精読
事後：ネットで事例を検索 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館資料保存論（Museum Data Preservation Theory） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 安村 薫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
資料の保存は博物館の存続生命に関わる問題である。資料の適切な保存は展示･普及活動に反映されるものである。そのための対応･解決策を指導するの

が資料保存論の目的であり、使命である。

授業目標：
⚑．博物館における資料保存及びその保存・展示環境及び収蔵環境を科学的に捉え、資料を良好な状態で保存していくための知識を習得する
⚒．資料の保存に関する基礎的能力を養う

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



4年次用シラバス-19  Page 8 19/03/15 16:02

680

教本：
特に指定しない。教材は適宜配布する。

参考文献：
開講時に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
提出レポート（60％）、平常点（40％）により評価する。

学生へのアドバイス：
博物館の展示を学芸員の眼で見るようにすること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 博物館における調査研究活動について 事前：博物館資料に対するイメージを描いておく
事後：出席カードに該講義に対する感想・質問を記す 講義

2 調査研究活動の意義と内容（博物館資料に関する研究）について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

3 調査研究活動の意義と内容（資料保存に関する研究）について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

4 調査研究活動の意義と内容（博物館に関する研究）について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

5 調査研究成果の還元について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

6 博物館資料の概念について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

7 資料の意義について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

8 資料の種類について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

9 資料化の過程について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

10 博物館の資料の収集について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

11 博物館の資料の整理について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

12 博物館の資料の活用について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

13 収集理念と方法（情報の記録、収集の倫理・法規、受入手続き・登録等）
について

事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

14 資料の分類・整理（目録作成を含む）について 事前：前回配布した今回の教材を一読しておく
事後：前回配布した今回の教材を一読しておく 講義

15 資料公開の理念と方法（アクセス権、特別利用等を含む）について 事前：なし
事後：本講義に関する感想を記す 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館資料論（Information on the Museum） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 近松 鴻二

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
歴史系博物館の現状と課題を明らかにし、課題解決のために、資料が果たすべき役割をさぐる。歴史資料を具体的な「物」で示し、その「物」をいかに

保存・活用するかを明らかにするとともに、その「物」に関わる情報収集の重要性を理解させる。

授業目標：
本講義では、歴史系博物館の資料を中心に博物館資料とは何かを明らかにする。資料は博物館の血液といわれる。健康な血液の循環が博物館の価値を高

めるので、博物館資料の収集および歴史的価値の深化・向上や普及の方法や技術を習得する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回授業で指示する。

参考文献：
随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況・リアクションペーパー（50％）、課題（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
遅刻や欠席は原則として認められません。就職活動等でやむをえず遅刻、欠席する場合は、事前に担当教員に連絡し、事後に届を提出してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 博物館展示の意義について 事前：なし
事後：なし 講義

2 コミュニケーションとしての展示について 事前：なし
事後：なし 講義

3 調査研究の成果の提示について 事前：なし
事後：なし 講義

4 展示と展示論の歴史 事前：なし
事後：なし 講義

5 展示の政治性と社会性について 事前：なし
事後：なし 講義

6 博物館展示の実際 事前：なし
事後：なし 講義

7 展示の諸形態について 事前：なし
事後：なし 講義

8 展示の製作（企画、デザイン、技術、施行等）について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

9 関係者との協力（他館、所蔵者、専門業者）について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

10 展示の評価と改善・更新について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

11 展示の解説活動について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

12 解説文・解説パネルについて 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

13 人による解説について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

14 機器による解説について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

15 展示解説書（展示図録、パンフレット等）について 事前：なし
事後：なし 講義（展示エクササイズ)

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館展示論（Theory of Museum Exhibition） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 博物館概論を修得していることが望ましい。

そ の 他

授業概要：
展示の目的、方法、技術を学ぶとともに、その知識をもとに展示エクササイズも実施する（展示構想、企画書、展示関連事業企画、ストーリー展開、作

品調査・資料収集、出品リスト作成、広報、展示会場模型作成、プレゼンテーション等）。

授業目標：
⚑．展示の諸形態に関する理論、方法、技術を理解する。
⚒．展示についての基礎的能力を実践的に発揮できる（課題）。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
カラー版 日本美術史／カラー版 西洋美術史 ともに美術出版社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
見て、感じて、考えて、自分の言葉で表現することを心がけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 「オールドマスターへの誘い」・日本美術史 ⑴ 仏像について 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

2 日本美術史 ⑵ 平安・鎌倉・室町・桃山時代 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

3 日本美術史 ⑶ 江戸時代 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

4 西洋美術史 ⑴ 古代オリエント～ギリシャ・ローマ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

5 西洋美術史 ⑵ 中世 Ⅰ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

6 西洋美術史 ⑶ 中世 Ⅱ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

7 西洋美術史 ⑷ 15世紀北方 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

8 西洋美術史 ⑸ 15世紀イタリア 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

9 西洋美術史 ⑹ 盛期ルネサンス 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

10 西洋美術史 ⑺ 16世紀イタリア 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

11 西洋美術史 ⑻ 北方ルネサンス 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

12 西洋美術史 ⑼ 17世紀イタリア・スペイン 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

13 西洋美術史 ⑽ 17世紀フランドル・オランダ 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

14 西洋美術史 ⑾ 18世紀 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

15 西洋美術史 ⑿ 19世紀 事前：なし
事後：授業内容復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 美術史（Art History） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 平野 由里子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに西洋美術史の流れを追って、古代からスライド等で美術作品を見ていきます。また、その作品が生まれた歴史的背景についても適宜解説し、作品

理解を深めます。日本美術史についても最重要項目については取り上げます。

授業目標：
まずは美術に対する敷居を取り払ってほしいです。半期の授業ですが、長いスパンの美術を見ていくので、おおよその流れが把握できるようになってい

ただきたいです。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
授業中にたくさん紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
授業内容への参加状況等（60％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文化を理解することは、思っている以上に苦労が多いことです。高校までののっぺりした文化の考え方を早く抜け出すことを心掛けてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化の新たな考え方 事前：なし
事後：復習をする 講義

2 「自分」の中の異文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

3 赤坂憲雄『異人論』 事前：なし
事後：復習をする 講義

4 文化の多重性 事前：なし
事後：復習をする 講義

5 岡正雄『異人その他』 事前：なし
事後：復習をする 講義

6 魔性の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

7 異人歓待儀礼とは 事前：なし
事後：復習をする 講義

8 都市社会の文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

9 エスニシティとは何か 事前：なし
事後：復習をする 講義

10 エスニシティとは何か ⑵ 事前：なし
事後：復習をする 講義

11 メイサーティーンと多言語社会 事前：なし
事後：復習をする 講義

12 創造される「民族」 事前：なし
事後：復習をする 講義

13 文化交流と観光 事前：なし
事後：復習をする 講義

14 人口移動と文化 事前：なし
事後：復習をする 講義

15 試験あるいはレポート 事前：ノートの見直し
事後：

試験あるいは
レポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化交流史Ⅰ（History of Cultural Exchange Ⅰ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 文化人類学等の文化学

そ の 他

授業概要：
本講義では、文化人類学をベースとして、文化が接触・交流する際に、どのような現象が生じるのかを基礎的な事項から考察する。文化とは何か、それ

が接触・交流するとはどのようなことかという視点をまずは身につけることから始めてゆく。

授業目標：
教科書的な「文化」認識から自由になること。自分が体験した異文化交流を学問的視点から捉えなおす。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「文化人類学（カレッジ版）」医学書院

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
扱うのは「他人」でも、自分と重ね合わせてトピックにあたってほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 文化とはどのような現象か 事前：なし
事後：なし 講義

2 ヒトはどのように文化を持つに至ったか 事前：猿人と類猿人
事後：なし 講義

3 ヒトは死をどのように扱ってきたか 事前：なし
事後：授業資料 講義

4 ヒトは死をどのように扱ってきたか⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義

5 「誕生」の文化人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

6 「一人前」とはどのような現象か 事前：なし
事後：授業資料 講義

7 「老い」の人類学 事前：なし
事後：授業資料 講義

8 日本民俗社会の「生と死」 事前：なし
事後：授業資料 講義

9 現代日本人の死生観 事前：なし
事後：授業資料

講義
（ディスカッションあり）

10 婚姻と社会 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

11 婚姻と社会⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

12 現代日本人の婚姻観：性と婚姻 事前：なし
事後：授業資料 講義

13 日本文化の構造 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

14 日本文化の構造⚒ 事前：蒲生論文（配布）
事後：授業資料 講義

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 文化人類学Ⅰ（Cultural AnthropologyⅠ） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 特になし

そ の 他 なし

授業概要：
文化人類学とは、異文化を「知る」ことにあります。でも、どのような状態を「知る」というのでしょう。この授業の目標は、文化人類学がどのように

異文化を「知ろう」としているのかを垣間見ることです。そのために「ヒトの一生」を中心テーマに文化とは何かを考えていきます。

授業目標：
ヒトが同じような身体構造を持ちながらも、いかに多様な文化・世界観を作り上げているのかを理解する。ヒトにとって文化とは何かを自分なりに説明

する能力を作る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石上七鞘『あなたの日本がもっと素敵になる⚘つの和ハーブ物語』
コスモの本

参考文献：
石上七鞘著『日本の民俗伝承』蒼洋社、石上七鞘著『十二支の民俗伝承』

おうふう 石上七鞘著『化粧の民俗』おうふう 石上堅『日本民族語大辞典』
おうふう 『日本風俗史事典』日本風俗史学会編 弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表（50％）と期末試験（50％）で評価をする。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
水曜日 昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 民俗と民俗学 民俗の意味を知り、また民俗学という学問の成り立ちを考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 民俗学の祖 日本民俗学を確立した人物、柳田国男と折口信夫。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 民俗学の研究法、重出立証法や比較研究法を紹介し、民俗地図の活用の仕方を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 神とカミ 日本固有の神観念の成立について論じ、人と神の関係を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 民俗・風俗・宗教 これらを理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 アニミズム・祖先崇拝・トーテミズム 人間と霊魂との関係を理解する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 ケとハレとケガレ 人間の生活が、ケとケガレとハレの三元循環とアラシ（異常）につ
いて学習する。

事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 禁忌（タブー） 古語の忌（イミ）について学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 人生儀礼 人の誕生から葬送までを概観する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 衣・食・住 変還過程と、地域身分や職業による違い学習する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 新年の行事から師走の大晦日の主要な行事を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 神話・伝説・昔話 小さい頃からなじんできた伝承文芸を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 海の民俗伝承 海洋民としての民俗を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 山の民俗伝承 川の民俗伝承 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 民俗学（Folklore） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 博物館学芸員科目

そ の 他 なし

授業概要：
日本社会の構造や社会の中で発生する文化的要素について様々なアプローチから考察する。日本社会の機構や社会の中で起こる諸現象と生活や行動の中

から生まれ、受け継がれてきた現象を民俗学の見地から考察する。古くから伝承された民間の信仰や習俗を通して日本人の生活について明らかにしていく。
世代を超えて伝承されて来た習わし、言い伝えの意味を考え、日本人の心を探る。
授業目標：

民族の歴史を通して日本人の生活と文化を学ぶ。
日本人のアイデンティティーを探る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
⚑．『松陰と幕末・明治の志士たち』長谷川勤著・NHK出版

参考文献：
⚑．『留魂録』古川薫著・講談社学術文庫
⚒．『吉田松陰』海原徹・ミネルヴァ書房その他は随時提示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
『教本』を必ず事前に読んでおくこと。予習してない学生は理解が困難です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
授業終了後15分程度非常勤控室で待機。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 松蔭大学の建学精神と理念 事前：なし
事後：プりント配布 講義

2 吉田松陰の生涯①前半生 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

3 吉田松陰の生涯②後半生 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

4 原典輪読「士規七則」・「松下村塾記」 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

5 松蔭大学の校是・「知行合一」について 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

6 吉田松陰の行動背景を学ぶ 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

7 吉田松陰の時代認識と「水戸学」 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

8 吉田松陰の「草莽崛起」とは 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

9 「安政の大獄」の原因と展開 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

10 日本の幕末史と世界史との関連 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

11 『留魂録』の世界を学ぶ 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

12 明治維新とは何か 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

13 日本人としての誇りについて 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

14 吉田松陰の「立志」・「実践」について 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

15 私立大学に学ぶことの意義について 事前：配布したプリント
事後：プりント配布 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 吉田松陰論（Yoshida Shoin） 科目分類 学芸員科目

担 当 教 員 長谷川 勤

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本学の教育理念である「知行合一」を実践した吉田松陰について、その短い生涯を時代との関連に於て考察し、本学で学ぶ意義と誇りを修得する。
吉田松陰の人間形成とその行動の軌跡を考察していくが、特に松陰が主宰した「松下村塾」において塾生をどのように指導したかを学び、その教育効果

と人間形成の在り方を考え、松陰の思想や現代的意義について理解を深める。
授業目標：
⚑．吉田松陰の感化力が優れていた理由を理解する。（松下村塾での人間教育）
⚒．日本の西欧からの「植民地化」へんぽ危機感が、塾生に奮起させたが、その起爆剤となった「松陰精神」を理解する。
⚓．短期間の教育で、明治期の国家指導者をおおく輩出した者は何であったかを理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 介護の概念と範囲及び理念 事前：なし
事後：プリント教材について 講義

2 介護の対象 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

3 介護予防の必要性と介護予防プランの実際 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

4 介護過程の概要と技法 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

5 終末期ケアの基本的考え方と実際 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

6 終末期ケアの基本的考え方と実際 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

7 終末期ケアの基本的な考え方 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

8 終末期ケアにおける人間観と倫理及び終末期ケアの実際 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

9 介護のための住環境 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

10 介護保険法の概要 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

11 国・都道府県・市町村の役割 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

12 指定サービス事業者の役割 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

13 国民健康保険団体連合会の役割 事前：プリント教材精読
事後：授業内容のまとめ 講義

14 事例研究 事前：森の里介護施設集合
事後：森の里介護施設感想 見学

15 事例研究 事前：森の里介護施設集合
事後：森の里介護施設感想 見学

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 介護福祉論（Care and Welfare Theory） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
・介護の概念やその対象及び介護の理念の等について学習する。
・介護過程における介護の技法や介護予防の基本的な考え方について学習する。
・終末期ケアの在り方（人間観や倫理を含む）について学習する。
・相談援助活動において必要となる介護保険法や高齢者の福祉・介護に係る他の法制度について学習する。
授業目標：
・本講義の到達目標は、高齢者介護の理解や介護保険に関する制度や法を理解することを目標とする。
・要介護者の介護支援における介護課程や事例学習を行い要介護者や家族介護支援について具体的に理解する。
・少子高齢化社会における高齢者福祉の援助や介護支援制度の理解が十分であれば評価において合格とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
柏木恵子「おとなが育つ条件」、岩波新書、2013年、￥760

参考文献：
柏木恵子「子供が育つ条件」、岩波新書、2013年、￥760

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
「授業中の発表と授業への取り組み姿勢」（40％）、学期末課題レポート（60％）

学生へのアドバイス：
楽しく共に学びあおう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション―何を学ぶか、なぜ学ぶか― 事前：特になし
事後：振り返りペーパー作成 講義

2 現代社会教育の意義と課題 ⑴ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

3 現代社会教育の意義と課題 ⑵ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

4 超少子高齢社会の社会教育の役割 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

5 学校外の子どもたちの学び ⑴ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 ディスカッション

6 学校外の子どもたちの学び ⑵―事例研究（映像資料）― 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 ディスカッション

7 「おとな」をめぐる社会教育の現状と課題 ⑴ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 ディスカッション

8 「おとな」をめぐる社会教育の現状と課題 ⑵ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 ディスカッション

9 女性の学びをめぐる課題 事前：教育白書の調査
事後：レポート作成 ディスカッション

10 高齢者の学びをめぐる課題 事前：統計資料の学習
事後：レポート作成 ディスカッション

11 障がい者の学びをめぐる課題 事前：統計資料の学習
事後：レポート作成 ディスカッション

12 社会教育と地域づくり ⑴―グループ・ワークー 事前：映像資料の試聴
事後：レポート作成 グループ・ワーク

13 社会教育と地域づくり ⑵―グループ・ワークー 事前：映像資料の試聴
事後：レポート作成 グループ・ワーク

14 社会教育と地域づくり ⑶―グループ・ワークー 事前：映像資料の試聴
事後：レポート作成 グループ・ワーク

15 演習のまとめ 事前：振り返りペーパー作成
事後：レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会教育演習（Seminar in Social Education） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 佐々木 尚毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
「社会教育の基礎」で修得した知識を基にして、社会教育専門職員としてさらに深く「学習者」を理解する。

社会教育専門職員が対象とする「学習者」は多様であり多彩である。「学習者」を理解することなくして支援は難しい。とくに社会教育が対象とする「おと
な」を理解することは重要である。本演習では、超少子高齢社会の中で、「おとな」をめぐる社会教育の意義と課題を理解した上で、演習という授業形態を
いかして、ディスカッションの方法、コミュニケーション・スキルを学ぶ。
授業目標：

テーマ：社会教育の課題理解及び「学習者」理解とその支援方法の習得。
授業の到達目標：「社会教育の基礎」（⚑年次開講科目）の到達目標③をさらに深め、「学習者」を理解し、その支援の内容方法について学び、社会教育専門
職員として果たすべき役割やその業務内容、必要な知識を習得する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
堀薫夫・三輪健二「生涯学習と自己実現」放送大学教育振興会、2006年、
￥2,700

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
⑴出席（リアクションペーパーによる）（30％） ⑵グループワークへの参加状況（30％）⑶期末レポート（40％）

学生へのアドバイス：
学びの楽しさを体験してほしい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 事前：特になし
事後：振り返りペーパー作成 講義

2 社会教育・生涯教育の法と制度 ⑴ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

3 社会教育・生涯教育の法と制度 ⑵ 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

4 社会教育職員の仕事と役割 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

5 社会教育施設と指定管理者制度 事前：参考文献の学習
事後：課題の調査 講義

6 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑴ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

7 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑵ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

8 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑶ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

9 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑷ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

10 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑸ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

11 社会教育施設をめぐる現状と課題 ⑹ ―グループ・ワーク― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 ディスカッション

12 課題解決を目指して ⑴ ―個人研究発表― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 プレゼンテーション

13 課題解決を目指して ⑵ ―個人研究発表― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 プレゼンテーション

14 課題解決を目指して ⑶ ―個人研究発表― 事前：参考文献の学習
事後：振り返りペーパー作成 プレゼンテーション

15 まとめ 事前：レポート作成
事後：レポート作成 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会教育課題研究（Studies on Issues in Social Education） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 佐々木 尚毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本授業では、生涯学習支援のための社会教育施設の活動や運営における課題について受講者自らが調べ把握する。受講者は、社会教育施設ごとに分担を

決めて、その施設の実態を調べ、その課題を見つけ出し、その課題の解決法を案出する。こうした調査研究をする過程で、グループ・ワークやディスカッ
ションの方法も併せて学ぶ。
授業目標：

テーマ：社会教育施設の課題と運営
授業の到達目標：社会教育施設が生涯学習支援のためにかかえる課題を理解し、グループ・ワークやディスカッションを通じ、それらの諸問題について

自ら考え発表できる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
鈴木眞理・山本珠美・熊谷慎之輔編著

『社会教育計画の基礎』［新版］ 学文社、2012年、￥2,300
(税別）（必要に応じて、印刷文献資料と映像資料を使用して
授業をすすめる。）

参考文献：
白石克己・金藤ふゆ子・廣瀬隆人編『学習プログラムの革新』ぎょうせい、2001年今西幸

蔵著『社会教育計画ハンドブック』八千代出版、2004年 鈴木眞理・清國祐二編著『社会教
育計画の基礎』学文社、2004年国立教育政策研究所社会教育実践研究センター編『社会教育
計画策定ハンドブック』（計画と評価の実際）国立教育政策研究所社会教育実施研修センター、
2012年 マルカム・ノールズ著 堀薫夫・三輪建二監訳『成人教育の現代的実践』鳳書房、
2002年 エデュアード・リンデマン著 堀薫夫訳『成人教育の意味』学文社、1996年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業時の学習課題報告及び討論参加状況（60％）と最終学習レポート（40％）を総合して評価する。
評価は「到達目標」が基準となる。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 社会教育計画の意味と課題（⚑章） 社会教育計画の種類と内容 事前：なし
事後：なし 講義

2 社会教育における地域（⚒章） 地域課題と社会教育 事前：なし
事後：なし 講義

3 社会教育における施設（⚓章） 社会教育施設の管理運営計画 事前：なし
事後：なし 講義

4 社会教育における集団（⚔章） 集団活動と社会教育 事前：なし
事後：なし 講義

5 社会教育におけるボランティア（⚕章） ボランティア活用の現状と活用計画 事前：なし
事後：なし 講義

6 社会教育における参加（⚖章） 住民参加の方策と活用計画 事前：なし
事後：なし 講義

7 社会教育における学習プログラム（⚗章） 学習プログラム立案の概略と学習課題の調
査

事前：なし
事後：なし 講義

8 社会教育における学習者（⚘章） 学習者理解と学習ニーズ調査・診断 事前：なし
事後：なし 講義

9 社会教育における学習支援（⚙章） 学習支援の方法と計画 事前：なし
事後：なし 講義

10 社会教育における学習情報の意味（10章） 学習活動発展のための学習情報提供・活用
計画

事前：なし
事後：なし 講義

11 社会教育における大学の意味（11章） 大学の社会教育事業計画 事前：なし
事後：なし 講義

12 社会教育における連携を考える視座（12章）「学社連携・学社融合」計画 事前：なし
事後：なし 講義

13 社会教育における評価を考える視座（13章） 社会教育施設と評価・計画 事前：なし
事後：なし 講義

14 社会教育行政の変遷と行政改革（14章）「新しい公共」のための行政改革 事前：なし
事後：なし 講義

15 社会教育計画を考える視座（15章） 社会教育計画策定のための資質・能力・研修計画 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会教育計画Ⅰ（The Social Education Plan Ⅰ） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 望月 厚志

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

本講義は、社会教育主事に必要な「社会教育計画」立案の基礎的資質を培うことを目的としている。社会教育法第⚓条に規定された社会教育の役割を果
たす為に地方公共団体が立案し実行する教育行政計画を実施することが出来るようになる為に、社会教育の基礎的な理解を深めるとともに社会教育計画立
案の考え方や課題について学習する「理論編」である。下記のテキストを毎時間使用して検討する。そのため、テキストは必ず準備すること（図書館等か
ら借りた本でもよい）。また、必要に応じて補足の印刷資料を配布し解説を行う。この科目の単位修得が、後期「社会教育計画Ⅱ」の履修の必須条件となる。
（予習・復習の必要性）テキストの該当箇所の予習と復習が求められます。毎回の講義ごとに指定する。

授業目標：テーマ：社会教育主事の基礎的資質・職務能力の形成 ⑴
授業の到達目標：この授業の到達目標は、次の三点である。①社会教育計画を立案・実施するために求められる社会教育に関する基礎的な理解が出来たか
どうか。②社会教育計画策定の方法原理について理解ができたか、③現代社会における「学習ニーズ」に関する課題や学習者の理解ができたかどうかである。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
岡本包冶著『生涯学習活動のプログラム』

（全日本社会教育連合会、1998年、￥1,500円（税別））
（必要に応じて、印刷文献資料と映像資料を使用して授業をすす
める。）

参考文献：
岡本包冶著『生涯学習プログラムの開発』（現代生涯学習全集⚔）ぎょうせい、

1992年 土屋隆裕著『社会教育調査ハンドブック』文憲堂 2005年
国立教育政策研究所社会教育実践研究センター編『社会教育計画策定ハンドブック』
（計画と評価の実際）国立教育政策研究所社会教育実践研究センター、2012年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
毎時間の学習課題及び社会教育計画立案実習へ参加状況（60％）と最終レポート（40％）を総合して評価する。評価は「到達目標」が基準となる。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生涯学習の視点と学習計画の体系化 事前：なし
事後：なし 講義

2 青少年の学習計画の批判的検討 事前：なし
事後：なし 講義

3 成人・高齢者の学習計画の批判的検討 事前：なし
事後：なし 講義

4 学習計画立案方法⚑ 学習プログラムの基本 事前：なし
事後：なし 講義

5 学習計画立案方法⚒ 要求課題と必要課題 事前：なし
事後：なし 講義

6 学習計画立案方法⚓ 学習目標の設定 事前：なし
事後：なし 講義

7 学習方法の理解 様々な自己学習方法の理解 事前：なし
事後：なし 講義

8 学習方法の実際 参加型学習の体験実習 事前：なし
事後：なし 講義

9 教育調査の理論と方法⚑ 地域住民の「学習ニーズ」調査 事前：なし
事後：なし 講義

10 教育調査の理論と方法⚒ 地域住民の「学習ニーズ」の分析 事前：なし
事後：なし 講義

11 教育調査の理論と方法⚓ 教育調査結果の活用方法 事前：なし
事後：なし 講義

12 学習計画立案実習⚑ 年間計画の立案 事前：なし
事後：なし 講義

13 学習計画立案実習⚒ 個別事業計画の立案 事前：なし
事後：なし 講義

14 学習計画立案実習⚓ 展開計画の立案 事前：なし
事後：なし 講義

15 完成した「学習プログラム」の全体検討 発表と相互の批判的検討 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会教育計画Ⅱ（The Social Education Plan Ⅱ） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 望月 厚志

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

本講義は「社会教育計画Ⅰ」での理論的な学習成果をもとに、実際の社会教育計画の立案方法と立案作業を経験する授業内容で、社会教育計画立案の「方
法論・実践編」である。これまでに立案・実践されてきた各種の学習プログラムの批判的な検討から始まり、「学習ニーズ」の調査方法、具体的な計画立案
方法「社会教育計画づくり」を実習する。前期の「社会教育計画Ⅰ」を先修した者が履修の対象者となる。グループでの討論・活動・実習や実際の教育調
査や社会教育計画立案作業が行われるので、継続的な出席と積極的な授業参加の態度が望まれる。また、学外・地域社会での実際的な活動が必要な場合も
ある。尚、テキストはその発行年から時間が経過しているが、重要・貴重なプログラム例が豊富に収録されており解説も的確であると判断しているために
使用する価値があると判断している。
（予習・復習の必要性） テキストの該当箇所の予習と復習が求められます。毎回の講義ごとに指定する。

授業目標：
テーマ：社会教育主事の資質・職務能力の形成（2）
授業の到達目標：この授業の到達目標は、次の三点である。①社会教育計画立案の具体的な方法を理解し修得できたか、②

具体的に社会教育計画の立案シュミレーションができたかどうか、③学習プログラム開発に関する課題の理解が理解できたかどうかの三点が基本である。
さらに、社会活動やグループ活動を通じて集団での学習活動の実際を体験し、その支援の方法も経験的に理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
社会教育行政研究会編

『社会教育行政読本 「協働」時代の道しるべ』
（必要に応じて、印刷文献資料と映像資料を
使用して授業をすすめる。

参考文献：
生涯学習・社会教育行政研究会編『生涯学習・社会教育行政必携』（平成27年度版）第一法規佐藤

晴雄・望月厚志・柴田彩千子著『生涯学習と学習社会の創造』学文社、2013年文部科学省生涯学習
政策局調査企画課編『平成23年度 社会教育調査報告書』文部科学省、2013年遠藤克弥編『地域教
育論 生涯学習から社会教育へ 』川島書店、2011年立田慶裕他著『生涯学習の理論 新たなパー
スペクティブ 』福村出版、2011年鈴木眞理・佐々木英和編『社会教育と学校』学文社、2003年日
本生涯教育学会編『生涯学習研究e事典』日本生涯教育学会、http : //ejiten.javea.or.jp/、2005年

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
各講義中での学習課題と講義後に出される学習課題レポート（40％）及び学期末課題レポート（60％）に基づき総合的に評価する。評価は「到達目標」

が基準となる。

学生へのアドバイス：
欠席しないこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生涯学習・社会教育の概念と定義 生涯学習と家庭教育・学校教育・社会教育との関係
（文書資料使用）

事前：なし
事後：なし 講義

2 生涯学習と社会教育のあゆみ 各種答申を中心に（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

3 生涯学習と社会教育の法律 教育基本法・社会教育三法・生涯学習振興法・スポーツ基
本法（文書資料使用）

事前：なし
事後：なし 講義

4 社会教育行政組織 国及び地方社会教育組織（文書資料使用） 事前：なし
事後：なし 講義

5 社会教育関係職員 社会教育主事・社会教育委員（文書資料使用） 事前：なし
事後：なし 講義

6 社会教育施設⚑ 公民館の歴史・現状・課題（文書資料、VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

7 社会教育施設⚒ 博物館・図書館の歴史・現状・課題（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

8 社会教育施設⚓ 生涯学習センター他の歴史・現状・課題（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

9 社会教育と学校 「学社連携・学社融合」理論とその実践（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

10 社会教育と地域社会 コミュニテイ・スクール他（文書資料使用） 事前：なし
事後：なし 講義

11 社会教育と学習者理解・人材育成⚑ ボランティア活動の意義とその実践（VTR・
DVD使用）

事前：なし
事後：なし 講義

12 社会教育と学習者理解・人材育成⚒ 「おとなの生きる力」・「成人力」・「キー・コンピ
テンシシー」理論

事前：なし
事後：なし 講義

13 社会教育と生涯・キャリア発達⚑ 青少年の学習とその課題（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

14 社会教育と生涯・キャリア発達⚒ 成人・高齢者の学習とその課題（VTR・DVD使用） 事前：なし
事後：なし 講義

15 社会教育の今後の課題 本講義のまとめと将来のための学習課題（文書資料、VTR・
DVD使用）

事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会教育の基礎（Introduction to Adult Education and Youth Activities） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 望月 厚志

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし
授業概要：

生涯学習及び社会教育の本質を理解することを基本的な学習課題としている授業である。特に、社会教育全般についての理解を深めるとともに生涯学習・
社会教育の専門的な支援職員の社会教育主事として活躍するのに必要な考え方や知識、能力、資質の基礎を培うことを目的としている。そのため、社会教
育に関する総論的な内容で構成され、生涯学習・社会教育の概念・定義や関係、原則、内容・領域、方法を中心にして講義を行う。各論として、様々な教
育活動・実践の連携や関係についても考察する。毎回、学習課題が課せられるので、継続的な出席が求められる。遅刻は、原則認められない。
（予習・復習の必要性）テキストの該当箇所の予習と復習が求められる。毎回の講義ごとに指定する。

授業目標：
テーマ：社会教育主事希望者のための「生涯学習・社会教育入門」

授業の到達目標：この授業での到達目標は次の三点である。①「生涯学習」及び「社会教育」の意味や意義を考え、理解できたか。②「生涯学習・社会教
育の政策や内容・方法」について理解できたか。③「学習者」についての理解を深め、その理解をもとに学習者の支援する内容や方法を考え、さらに今後
の自分自身の「学習」や「社会参加」、社会教育専門職員の果たすべき役割や内容について意識化が図れたか。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 社会規範と行動（Social Norms and Behaviors） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 長岐 郁也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会とそれを構成する個人の相互規定的な関係、そこに発生する社会規範・ルールの機能と形態、社会秩序の維持と再生産の構造、紛争と紛争処理のモ

デルと実態、権利概念の実証的理解などをテーマに考察を進めていく。

授業目標：
社会を構成する規範概念を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業での発言（20％）及び定期試験（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
特になし。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：講義の復習 講義

2 社会と個人のつながり 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

3 社会化と社会統制のメカニズム（社会契約論） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

4 社会規範の基本的性格 ⑴ 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

5 社会規範の基本的性格 ⑵ 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

6 法と法律（実体法） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

7 法と法律（手続法） 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

8 紛争とは何か 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

9 紛争の実証的考察 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

10 権利という概念 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

11 近代的権利の生成 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

12 権利概念の多様性 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

13 権利意識の変遷 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

14 法と紛争の総合的理解 事前：配布資料の熟読
事後：なし 講義

15 まとめ 事前：配布資料の熟読
事後：講義全体の復習 講義
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教本：
「生涯学習概論」

参考文献：
必要に応じて紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
できるだけ、博物館や美術館等を訪問したり、関連するテレビ番組等を見て、学芸員の仕事や社会教育主事の仕事の理解をして下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 生涯学習とは何か ⑴本講義のガイダンスと計画
（シラバス使用）

事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

2 生涯学習とは何か ⑵生涯学習の定義 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

3 生涯学習の現代的意義 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

4 生涯教育・生涯学習論の系譜 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

5 生涯学習論の国際的動向 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

6 生涯学習と家庭教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

7 生涯学習と学校教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

8 生涯学習と社会教育 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

9 生涯学習と学校・家庭・社会教育の連携と一体化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

10 生涯学習振興行政の役割 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

11 生涯学習の内容と方法…生涯各期の学習課題 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

12 生涯にわたるキャリア形成と学習課題（自己啓発の意義） 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

13 高齢社会化と生涯学習の課題 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

14 生涯学習と近代の協働的アプローチ 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

15 今後の「生涯学習を考える」まとめと今後の学習課題の明確化 事前：予習（テキスト）
事後：復習（テキスト） 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 生涯学習概論（Liflong Learning） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 佃 直毅

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
生涯生活全般について理解を深めるとともに、生涯学習の理論・政策や今日の社会における生涯学習の課題等について明確にするとともに、生涯学習に

関する諸分野の具体的展開や事例の学習を通して、実践的な能力の基礎を身につける学習を行う。

授業目標：
生涯学習及び社会教育の本質と意義を理解し、生涯学習、社会教育の専門的な支援職員の学校教員、社会教育主事、学芸員、図書館司書等として活躍す

るのに必要な考え方や知識・能力の基礎を培うことを目的としている。これまでの自らの教育体験をふり返り今後の自分自身の「生き方」を探ることもこ
の授業の目的である。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
「スポーツ社会学」佐伯年詩雄（日本ウェルネススポーツ大学教授）他、「認

知症予防のすすめ」白岩 元（国際技能・技術振興財団）
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

⚑ 筆記（理解度テスト）テストと課題レポート（70％） ⚒ グループ評価（30％）
学生へのアドバイス：

将来の社会構成のあり方に関心、研究して下さい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 スポーツ社会論の定義・概要・目的の解説、社会とは何かを考えます 事前：なし
事後：なし 講義

2 社会論及び社会学の始まり、社会をどうとらえるか、社会学を研究してきた方達。 事前：なし
事後：なし 講義

3 社会学の考え方の紹介、社会学歴史の変遷（社会構成の意味、他国の社会・国づくり） 事前：なし
事後：なし 講義

4 社会形成の課題（中国社会、英仏社会、米国社会、日本社会の比較）現在の社会は？ 事前：なし
事後：なし

講義
（グループ討議）

5 定常型社会、格差社会、資本主義社会、対立と分断、移民と差別等々の社会問題 事前：なし
事後：なし

講義
（グループ討議）

6 スポーツの起こり（古代オリンピック、スポーツの始まり、スポーツの歴史） 事前：なし
事後：なし 講義

7 スポーツの原典（遊びと教育、遊びと各種競技スポーツの相異） 事前：なし
事後：なし 講義

8 スポーツ社会論（スポーツの発展による社会への貢献、スポーツの功罪について） 事前：なし
事後：なし

講義
（グループ討議）

9 日本に於けるスポーツ界の変遷、今後の日本社会への課題 事前：なし
事後：なし 講義

10 スポーツ産業とビジネス・プラン、アスリートの貢献 事前：なし
事後：なし 講義

11 スポーツビジネスによる経済発展、スポーツ産業が担う社会への貢献 事前：なし
事後：なし 講義

12 スポーツ医学による健康、体力づくり（長寿化社会、生体の働きについて） 事前：なし
事後：なし 講義

13 スポーツ医学より、脳の働き、筋力づくり、健康との係り、サプリメントやダイエット 事前：なし
事後：なし 講義

14 高齢化社会への対応、生活習慣病・認知症の予防、予防医学の紹介.課題提案（今迄の内
容を思考判断し、次回までにレポート提出）

事前：なし
事後：なし

講義
（グループ討議）

15 スポーツ社会論のまとめ、筆記テスト実施、スポーツ活動.オリンピック文化について 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) スポーツ社会論（Sports and Society） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 白岩 元

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
今迄のスポーツ活動がどのように変遷してきたか、スポーツの良し悪しを前提に、日本及び他国の人種、環境、宗教の違いを比較検討し、スポーツ活動

が社会にどのように貢献してきたかを探求します。スポーツの持つ喜び、楽しさ、そして人間形成が日本社会に与えた影響、次回の東京オリンピック開催
による社会変化を学生との討議により、やさしく理解が進捗できるように展開します。社会教育科目として、今後の社会、生涯スポーツ、少子高齢化社会、
健康と体力づくりなど将来への社会構造のあり方を提案していきます。
授業目標：

スポーツとは何か？社会とは何か？社会教育とは何か？を中心に、講義資料を配布し、メモ取る必要なく、思考と判断を重視しながら、お互いに理解を
深めるように質疑応答を行います。社会を構成する要因として人、物、組織があり経済発展と政治力が国及び社会を構築、現在発生している社会問題も取
りあげます。今後の社会貢献に文化的役割とスポーツ活動の持つ価値を、アスリートを通じて社会評価をします。スポーツ医学の立場から、高齢化社会に
よる健康の維持、ダイエット、体力づくりの方法と生活習慣病と認知症の予防を社会教育との関連で追求します。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
開講時に指示する。

参考文献：
必要に応じて指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
期末の筆記試験の成績により評価する。

学生へのアドバイス：

オフィスアワー：

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 本講義の全体について展開する 事前：なし
事後：なし 講義

2 ミュージアムマネジメントとは何か 事前：なし
事後：なし 講義

3 行政制度について 事前：なし
事後：なし 講義

4 財務について 事前：なし
事後：なし 講義

5 施設・設備について 事前：なし
事後：なし 講義

6 組織と職員について 事前：なし
事後：なし 講義

7 博物館の使命と計画と評価について 事前：なし
事後：なし 講義

8 博物館の倫理について 事前：なし
事後：なし 講義

9 博物館の危機管理について 事前：なし
事後：なし 講義

10 利用者との関係（広報・マーケティング、ミュージアムショップ等） 事前：なし
事後：なし 講義

11 市民参画（友の会、ボランティア、支援組織等） 事前：なし
事後：なし 講義

12 博物館ネットワーク・他館との連携について 事前：なし
事後：なし 講義

13 他機関（行政・大学・類縁機関等）との連携 事前：なし
事後：なし 講義

14 地域社会と博物館（地域の活性化、地域社会との連携） 事前：なし
事後：なし 講義

15 本講義の全体についての質疑とテストについて 事前：なし
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 博物館の施設と運営（Management and Facilities for Museums） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 白澤 恵一

履 修 条 件
前提科目

そ の 他

授業概要：
博物館の施設と運営が適切に行われているのか理解し、博物館の施設と運営に関する基礎的な能力を養う。

授業目標：
博物館の施設と運営について学び、博物館の経営とは何かについて考える。そして博物館と地域の連携について学ぶ。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ボランティアのすすめ」 監修 岡本栄一

ミネルヴァ書房 ￥2,400＋税

参考文献：
授業中、随時提示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
全15回終了後には、これからの学生生活や進路等を考えていく方向付けとしての一助になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：身近なボランティア 講義

2 ボランティア活動とは何か 事前：なし
事後：テキスト用意 講義

3 ボランティア活動の目指すもの 事前：なし
事後：なし 講義

4 ボランティア活動の範囲 事前：なし
事後：なし 講義

5 ボランティア活動の推進 事前：なし
事後：なし 講義

6 ボランティア学習 事前：なし
事後：活動事例集紹介 講義

7 ボランティア活動の実践 事前：なし
事後：課外授業アンケート 講義

8 地域分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

9 高齢者分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

10 障がい者分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

11 児童分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

12 国際貢献分野のボランティア活動 事前：なし
事後：なし 講義

13 課外授業に関するオリエンテーション 事前：なし
事後：訪問先確認 講義

14 課外授業 当日 事前：訪問先事前確認
事後：レポート作成 演習

15 課外授業の振り返り 授業のまとめ 事前：レポート提出
事後：なし 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ボランティア論（Volunteer） 科目分類 社会教育主事科目

担 当 教 員 木原 勇

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
今日におけるボランティア活動の現状と固有の価値（当事者・活動者・社会・地域）を理解するうえで、これからの社会の一翼を担う社会人として、ボ

ランティア・市民活動を学びます。

授業目標：
ボランティア活動は、さまざまな分野に広がりがあります。授業では、歴史・背景・多岐に渡る活動を紹介し、また、厚木市内の福祉施設等にて課外授

業を行い、実際の体験から得るものを体感し、ボランティアの基礎を理解することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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